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　人間や動物の感覚、運動・行動、学習・記憶、意志決定、情動、意識、社会性、思考などを実現す
る脳の機能は、環境や文脈によって脳の分子、細胞・シナプスのレベルから回路・システムに至る多
くの階層での多様な処理を戦略的に統合することによって実現する。したがって、その理解には、各
階層での動作原理を生命科学研究によって解明するだけでは足りず、人文・社会科学や情報科学によ
るトップダウン研究や身体全体を対象とする医学研究をとおして病態やその原因・治療法を理解する
研究との連携が求められる。『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク（包括脳ネットワーク）』は、
文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究（研究領域提案型）「生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）
支援活動」として平成22年度に発足し、26年度までの５年間、更に１年延長して最終的に27年度ま
で活動した。自由な発想のもとに科学研究費補助金によって推進される学術研究の要求に応じて、研
究リソース・技術開発支援をおこない、個別の研究では困難な階層を貫く研究や異分野融合研究を促
進した。
　脳科学分野の中核的研究者93名、領域代表と事務局、６つの委員会を組織し、領域のホームページ
を通して登録された2,200名（平成28年３月現在）のネットワーク会員を対象に研究支援活動をおこ
なった。総括支援として、夏のワークショップ、冬のシンポジウムに加えて、「研究集会開催支援」、「国
内研究室相互の訪問研究プログラム」、「海外研究室での技術研修や海外での技術習得コース」をおこ
なった。研究リソース・技術開発支援として、ヒト脳機能と精神・神経疾患の研究支援、脳機能の分子・
細胞基盤の研究支援、および脳機能のシステム・行動基盤の研究支援をおこなった。我が国の脳科学
の現状と将来の展望を見据えながら、最新の技術革新に対応する先端的な支援活動を展開している光
技術拠点、脳画像統合データベース拠点、ブレインバンク拠点、などによる支援活動をより重点的に
推進することで技術革新を積極的に促すことを意図しておこなった。『包括脳ネットワーク』の企画
事業（ワークショップ、シンポジウム）に加えて公募および公正な審査を経て決定された142件の総
括支援および1,382件のリソース・技術開発支援をおこなった。この支援を受けた個別研究の成果は、
Nature	、Science、Cell、Neuronを含む一流英文誌への295編の論文発表として結実し、また支援
拠点自体の成果も819編の論文として発表された。
　『包括脳ネットワーク』の重要な活動のひとつは、脳科学関連の新学術領域研究の支援である。平
成22年度以来、多様性と階層性を特徴とする脳科学分野の融合、既存の枠に収まらない新しい分野の
創出などを目指して、生物系12、複合系10に及ぶ多数の領域が活発な活動を展開した。他方、領域
研究は比較的少数の研究者による独創性の高い目標を実現するための組織であるために、脳科学の他
分野との連携研究や技術供与・開発による展開が難しいという課題もある。そこで、『包括脳ネットワー
ク』では全ての分野のネットワーク参加研究者と全ての新学術領域に呼び掛けて、夏のワークショッ
プや冬のシンポジウムの際に、複数の新学術領域による合同シンポジウムやポスターセッションを毎
年多数開催することで密な研究交流を促した。その結果、様々な研究目的、技術、方法で脳科学研究
を進める大学院生、博士研究者からシニア研究者まで毎回800名以上が集まり、研究成果の発表・討
議を目的とする学術集会と違って、早朝から夜中まで自由な雰囲気で研究交流を図ることができた。

はしがき
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　『包括脳ネットワーク』は異分野の若手研究者から先端分野の研究者まで広がる脳科学研究者コミュ

ニティのメンバーが顔を合わせて自由に研究交流をする貴重な場であることを踏まえて、夏のワーク

ショップや冬のシンポジウムにおいて、「脳科学研究支援の現状と将来」について情報提供と意見交換

をおこなった。文部科学省研究振興局、脳科学委員会、日本学術会議、日本脳科学関連学会連合等に

おいて検討されている「政策課題対応型研究」や「分野横断型研究」の有効性、さらには得られた成

果を科学研究費補助金などで支援されている個別の学術研究にどのように還元すべきかなどについて

活発に意見が交わされた。ここでの意見を国の施策に反映させることができるよう、新学術領域研究

の領域代表の中から選出された代表者がそれらを集約し、日本脳科学関連学会連合の脳科学将来構想

委員会に具申した。

　「生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）支援活動」として、３分野合同のシンポジウムを毎年開催

するなど、分野間の連携・協力の可能性についても積極的に議論をおこなった。生命科学系３分野に

関連する研究者が一体となって、研究分野全体で必要とされるリソース・技術開発に関わる支援活動

を連携、協力して推進することにより、最先端の研究の推進、研究者の裾野の広がりに大きな力を発

揮した。また、将来を担う若手研究者を育成するために異分野交流を促し、６年間で137名の優秀発

表賞を授与した。後に受賞者の中から国内外の研究室において優れた成果を挙げる研究者が多数現れ

ていることは大きな喜びである。他方、日本の約１万８千人のポスドクのうち４割が生命科学系であ

ること、アカデミアの採用数をはるかに上回るポスドクが毎年生み出されること、生物系を修了して

ポスドクになった者の約４割は５年後もポスドクであること（平成24年度）などの厳しい現状を踏ま

えて、若手研究者のキャリアパス形成を重要な課題として、夏のワークショップや冬のシンポジウム

において継続的に取り上げた。さらに、市民公開講座を毎年数回全国各地で開催することにより社会

に開かれた脳科学の発信に努めた。

　このように『包括脳ネットワーク』は、脳科学を中心にがん・ゲノム分野にも及ぶ研究の裾野の拡

大とピークづくりに大きく貢献することができた。また、人材育成支援やアウトリーチ活動に継続的

に取り組んだことも多方面から高い評価を受けた。この大きな成功は、限られた予算を工夫して、事

務局、委員会、リソース・技術開発支援拠点の担当者による効率的、献身的な努力によって実現した

ものであり、領域代表者として深く感謝申し上げる。この活動が28年度にスタートした『先端技術基

盤支援プログラム』や『次世代脳』に活かされると共に、撒かれた多数の多様な種が将来大きな花を

咲かせることを心から願っている。

　平成28年8月

	 『包括脳ネットワーク』代表

	 玉川大学	脳科学研究所　木 村  實
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村山　繁雄：東京都健康長寿医療センター・東京都健康長寿医療センター研究所・研究部長（平成22-27年度）
笠井　清登：東京大学・医学部付属病院・教授（平成22-27年度）
青木　茂樹：順天堂大学・医学部・教授（平成22-27年度）
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﨑村　建司：新潟大学・脳研究所・教授（平成22-27年度）
上村　　匡：京都大学・大学院生命科学研究科・教授（平成22-27年度）
宮川　　剛：藤田保健衛生大学・総合医科学研究所・教授（平成22-27年度）
虫明　　元：東北大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
尾藤　晴彦：東京大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
岡戸　晴生：東京都医学総合研究所・プロジェクトリーダー（平成22-27年度）
加藤　忠史：理化学研究所・脳科学総合研究センター・チームリーダー（平成22-27年度）

将来計画委員会
狩野　方伸：東京大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
高田　昌彦：京都大学・霊長類研究所・教授（平成22-27年度）
大塚　稔久：山梨大学・大学院総合研究部・教授（平成22-25,27年度）
渡辺　雅彦：北海道大学・大学院医学研究科・教授（平成27年度）
岡部　繁男：東京大学・大学院医科学系研究科・教授（平成22-27年度）
藤山　文乃：同志社大学・大学院脳科学研究科・教授（平成27年度）
尾藤　晴彦：東京大学・大学院医学系研究科・教授（平成27年度）
花川　　隆：国立精神・神経医療研究センター・部長（平成27年度）
田中　真樹：北海道大学・大学院医学研究科・教授（平成27年度）
吉村由美子：生理学研究所・生体情報研究系・教授（平成22-27年度）
吉田　　明：理化学研究所・脳科学総合研究センター・研究支援コーディネーター（平成22-26年度）
北澤　　茂：大阪大学・大学院生命機能研究科・教授（平成22-26年度）
高橋　良輔：京都大学・大学院医学研究科・教授（平成22-26年度）
銅谷　賢治：沖縄科学技術大学院大学・神経計算ユニット・教授（平成22-26年度）
影山龍一郎：京都大学・ウイルス研究所・教授（平成22-26年度）
藤田　一郎：大阪大学・大学院生命機能研究科・教授（平成22-26年度）
深田　正紀：生理学研究所・細胞器官研究系・教授（平成22-26年度）
真鍋　俊也：東京大学・医科学研究所・教授（平成22-26年度）
鈴木　匡子：山形大学・医学系研究科・教授（平成22-26年度）
加藤　忠史：理化学研究所・脳科学総合研究センター・チームリーダー（平成22-26年度）
加藤　総夫：東京慈恵会医科大学・医学部神経生理学研究室・教授（平成22-26年度）
平井　宏和：群馬大学・大学院医学系研究科・教授（平成27年度）

研究集会委員会
大塚　稔久：山梨大学・大学院総合研究部・教授（平成22-25・27年度）
中村　克樹：京都大学・霊長類研究所・教授（平成25-27年度）
虫明　　元：東北大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-26年度）
村上　郁也：東京大学・大学院総合文化研究科・准教授（平成22-25年度）
岩田　　淳：東京大学・大学院医学系研究科・特任准教授（平成22-25年度）
岡澤　　均：東京医科歯科大学・難治疾患研究所・教授（平成22-25年度）
富田　泰輔：東京大学・薬学部・准教授（平成22-25年度）
尾藤　晴彦：東京大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
平井　宏和：群馬大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
花川　　隆：国立精神・神経医療研究センター・部長（平成22-27年度）
宮田麻理子：東京女子医科大学・大学院医学研究科・教授（平成22-27年度）
鮫島　和行：玉川大学・脳科学研究所・准教授（平成25-27年度）
星　　英司：東京都医学総合研究所・認知症・副参事研究員（平成22-27年度）
美馬　達哉：京都大学・脳機能総合研究センター・准教授（平成22-27年度）
筒井健一郎：東北大学・大学院生命科学研究科・准教授（平成22-24.27年度）

研究組織
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礒村　宜和：玉川大学・脳科学研究所・教授（平成27年度）
渡辺　雅彦：北海道大学・大学院医学研究科・教授（平成22-26年度）
銅谷　賢治：沖縄科学技術大学院大学・神経計算ユニット・教授（平成22-26年度）
田中　真樹：北海道大学・大学院医学研究科・教授（平成22-26年度）
柚崎　通介：慶應義塾大学・医学部・教授（平成22-26年度）
深田　正紀：生理学研究所・細胞器官研究系・教授（平成22-26年度）
鈴木　匡子：山形大学・医学系研究科・教授（平成22-26年度）
白根　道子：九州大学・生体防御医学研究所・准教授（平成22-26年度）
木下　　専：名古屋大学・大学院理学研究科・教授（平成22-26年度）
久場　博司：名古屋大学・医学部細胞生理・教授（平成22-26年度）
杉原　　泉：東京医科歯科大学・大学院医歯学総合研究科・教授（平成22-26年度）
吉村由美子：生理学研究所・生体情報研究系・教授（平成22-26年度）
桝　　正幸：筑波大学・医学医療系分子神経生物学・教授（平成22-26年度）

データベース委員会
宮川　　剛：藤田保健衛生大学・総合医科学研究所・教授（平成22-27年度）
玉巻　伸章：熊本大学・大学院医学薬学研究部・教授（平成22-27年度）
畠　　義郎：鳥取大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
原田　彰宏：大阪大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
饗場　　篤：東京大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
高雄　啓三：生理学研究所・行動代謝分子解析センター・教授（兼任）（平成27年度）
藤山　文乃：同志社大学・大学院脳科学研究科・教授（平成22-26年度）
尾藤　晴彦：東京大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-26年度）
山下　俊英：大阪大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-26年度）
桜井　　武：金沢大学・医薬保健研究域医学系・教授（平成22-26年度）
内匠　　透：広島大学・医歯科・教授（平成22-26年度）
能瀬　聡直：東京大学・大学院新領域創成科学研究科・教授（平成22-26年度）

育成支援委員会
山本　亘彦：大阪大学・大学院生命機能研究科・教授（平成22-27年度）
南部　　篤：生理学研究所・統合生理研究系・教授（平成22-27年度）
影山龍一郎：京都大学・ウイルス研究所・教授（平成22-27年度）
西条　寿夫：富山大学・大学院医学薬学研究部・教授（平成22-27年度）
藤田　一郎：大阪大学・大学院生命機能研究科・教授（平成22-27年度）
柚崎　通介：慶應義塾大学・医学部・教授（平成22-27年度）
高橋　良輔：京都大学・大学院医学研究科・教授（平成22-26年度）
重本　隆一：IST	Austria・Molecular	neuroscience・教授（平成22-26年度）

広報委員会
吉田　　明：理化学研究所・脳科学総合研究センター・研究支援コーディネーター（平成22-26年度）
筒井健一郎：東北大学・大学院生命科学研究科・准教授（平成22-26年度）
加藤　隆弘：九州大学・大学院医学研究院・准教授（平成27年度）
武井　延之：新潟大学・脳研究所・准教授（平成22-27年度）
田中　謙二：慶應義塾大学・医学部・特任准教授（平成25-27年度）
中澤　敬信：大阪大学・大学院薬学研究科・特任准教授（平成25-27年度）
等　　誠司：滋賀医科大学・医学部・教授（平成25-27年度）
久保　義弘：生理学研究所・神経機能素子研究部門・教授（平成22-26年度）
坂井　克之：東京大学・大学院医学系研究科・准教授（平成22-26年度）
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尾崎　紀夫：名古屋大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-26年度）
橋本　亮太：大阪大学・連合小児発達学研究科・准教授（平成22-27年度）
白尾　智明：群馬大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-26年度）
関野　祐子：国立医薬品食品衛生研究所・薬理部・教授（平成22-26年度）
泰羅　雅登：東京医科歯科大学・脳統合機能研究センター・教授（平成22-26年度）
岡本　泰昌：広島大学・医歯薬保健学研究院・応用生命科学部門・教授（平成25-26年度）

倫理委員会
饗場　　篤：東京大学・大学院医学系研究科・教授（平成22-27年度）
中村　克樹：京都大学・霊長類研究所・教授（平成22-27年度）
美馬　達哉：京都大学・脳機能総合研究センター・准教授（平成22-27年度）

交付決定額

　　　　　　  交付決定額 （金額単位：円）
直接経費 間接経費 合　　計

平成22年度 360,000,000 108,000,000 468,000,000
平成23年度 360,000,000 108,000,000 468,000,000
平成24年度 385,200,000 115,560,000 500,760,000
平成25年度 377,360,000 115,560,000 492,920,000
平成26年度 367,840,000 108,000,000 475,840,000
平成27年度 353,000,000 105,900,000 458,900,000
総　　計 2,203,400,000 661,020,000 2,864,420,000

研究組織
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雑誌論文

Ⅰ．ヒト脳機能画像解析・ブレインバンク支援活動  
１．ヒト正常脳画像解析支援活動（合計193件）

1.	 Abe,	O.,	Karasawa,	K.,	Hirano,	M.,	Miyashita,	M.,	Taniguchi,	K.,	Ayusawa,	M.,	Sumitomo,	N.,	Okada,	T.,	
Harada,	K.	&	Mugishima,	H.	Quantitative	evaluation	of	coronary	artery	wall	echogenicity	by	integrated	
backscatter	analysis	in	Kawasaki	disease.	J	Am	Soc	Echocardiogr  23, 938-42	(2010).	査読有

2.	 Abe,	O.,	Takao,	H.,	Gonoi,	W.,	Sasaki,	H.,	Murakami,	M.,	Kabasawa,	H.,	Kawaguchi,	H.,	Goto,	M.,	Yama-
da,	H.,	Yamasue,	H.,	Kasai,	K.,	Aoki,	S.	&	Ohtomo,	K.	Voxel-based	analysis	of	the	diffusion	tensor.	Neu-
roradiology  52, 699-710	(2010).	査読有

3.	 Abe,	O.,	Yamasue,	H.,	Yamada,	H.,	Masutani,	Y.,	Kabasawa,	H.,	Sasaki,	H.,	Takei,	K.,	Suga,	M.,	Kasai,	K.,	
Aoki,	S.	&	Ohtomo,	K.	Sex	dimorphism	in	gray/white	matter	volume	and	diffusion	tensor	during	normal	
aging.	NMR	Biomed  23, 446-58	(2010).	査読有

4.	 Aoki,	S.,	Honma,	M.,	Kariya,	Y.,	Nakamichi,	Y.,	Ninomiya,	T.,	Takahashi,	N.,	Udagawa,	N.	&	Suzuki,	H.	
Function	of	OPG	as	a	traffic	regulator	 for	RANKL	 is	crucial	 for	controlled	osteoclastogenesis.	J	Bone	
Miner	Res  25, 1907-21	(2010).	査読有

5.	 Eriguchi,	Y.,	Yamasue,	H.,	Doi,	N.,	Nishida,	T.,	Abe,	O.,	Yamada,	H.,	Aoki,	S.,	Suga,	M.,	Inoue,	H.,	Nonaka,	H.,	
Obata,	T.,	Ikehira,	H.,	Kobayashi,	K.	&	Kasai,	K.	A	case	of	adult-onset	type	II	citrullinemia	with	comorbid	
epilepsy	even	after	liver	transplantation.	Epilepsia  51, 2484-7	(2010).	査読有

6.	 Fuchigami,	T.,	Inamo,	Y.,	Hashimoto,	K.,	Yoshino,	Y.,	Abe,	O.,	Ishikawa,	T.,	Fujita,	Y.	&	Mugishima,	H.	He-
noch-schonlein	purpura	complicated	by	reversible	posterior	 leukoencephalopathy	syndrome.	Pediatr	
Emerg	Care  26, 583-5	(2010).	査読有

7.	 Gonoi,	W.,	Abe,	O.,	Yamasue,	H.,	Yamada,	H.,	Masutani,	Y.,	Takao,	H.,	Kasai,	K.,	Aoki,	S.	&	Ohtomo,	K.	
Age-related	changes	 in	regional	brain	volume	evaluated	by	atlas-based	method.	Neuroradiology  52, 
865-73	(2010).	査読有

8.	 Hashiguchi,	K.,	Morioka,	T.,	Murakami,	N.,	Suzuki,	S.O.,	Hiwatashi,	A.,	Yoshiura,	T.	&	Sasaki,	T.	Utility	of	
3-T	FLAIR	and	3D	short	tau	inversion	recovery	MR	imaging	in	the	preoperative	diagnosis	of	hippocam-
pal	sclerosis:	direct	comparison	with	1.5-T	FLAIR	MR	imaging.	Epilepsia  51, 1820-8	(2010).	査読有

9.	 Hori,	M.,	Ishigame,	K.,	Kabasawa,	H.,	Kumagai,	H.,	Ikenaga,	S.,	Shiraga,	N.,	Aoki,	S.	&	Araki,	T.	Precontrast	
and	postcontrast	susceptibility-weighted	imaging	in	the	assessment	of	intracranial	brain	neoplasms	at	
1.5	T.	Jpn	J	Radiol  28, 299-304	(2010).	査読有

10.	 Hori,	M.,	Mori,	H.,	Aoki,	S.,	Abe,	O.,	Masumoto,	T.,	Kunimatsu,	S.,	Ohtomo,	K.,	Kabasawa,	H.,	Shiraga,	N.	
&	Araki,	T.	Three-dimensional	susceptibility-weighted	imaging	at	3	T	using	various	image	analysis	meth-
ods	in	the	estimation	of	grading	intracranial	gliomas.	Magn	Reson	Imaging  28, 594-8	(2010).	査読有

11.	 Inano,	S.,	 Itoh,	D.,	Takao,	H.,	Hayashi,	N.,	Mori,	H.,	Kunimatsu,	A.,	Abe,	O.,	Aoki,	S.	&	Ohtomo,	K.	High	
signal	intensity	in	the	dural	sinuses	on	3D-TOF	MR	angiography	at	3.0	T.	Clin	Imaging 34, 332-6	(2010).	
査読有

12.	 Inoue,	H.,	Yamasue,	H.,	Tochigi,	M.,	Abe,	O.,	Liu,	X.,	Kawamura,	Y.,	Takei,	K.,	Suga,	M.,	Yamada,	H.,	Rog-
ers,	M.A.,	Aoki,	S.,	Sasaki,	T.	&	Kasai,	K.	Association	between	the	oxytocin	receptor	gene	and	amygda-
lar	volume	in	healthy	adults.	Biol	Psychiatry  68, 1066-72	(2010).	査読有

13.	 Inoue,	H.,	Yamasue,	H.,	Tochigi,	M.,	Suga,	M.,	Iwayama,	Y.,	Abe,	O.,	Yamada,	H.,	Rogers,	M.A.,	Aoki,	S.,	
Kato,	T.,	Sasaki,	T.,	Yoshikawa,	T.	&	Kasai,	K.	Functional	(GT)n	polymorphisms	in	promoter	region	of	
N-methyl-d-aspartate	receptor	2A	subunit	(GRIN2A)	gene	affect	hippocampal	and	amygdala	volumes.	
Genes	Brain	Behav  9, 269-75	(2010).	査読有

14.	 Inoue,	H.,	Yamasue,	H.,	Tochigi,	M.,	Takei,	K.,	Suga,	M.,	Abe,	O.,	Yamada,	H.,	Rogers,	M.A.,	Aoki,	S.,	Sa-
saki,	T.	&	Kasai,	K.	Effect	of	 tryptophan	hydroxylase-2	gene	variants	on	amygdalar	and	hippocampal	
volumes.	Brain	Res  1331, 51-7	(2010).	査読有

15.	 Kumazawa,	S.,	Yoshiura,	T.,	Honda,	H.,	Toyofuku,	F.	&	Higashida,	Y.	Partial	volume	estimation	and	seg-
mentation	of	brain	tissue	based	on	diffusion	tensor	MRI.	Med	Phys  37, 1482-90	(2010).	査読有
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16.	 Kunishima,	K.,	Shin,	M.,	Kunimatsu,	A.,	Aoki,	S.,	Sasaki,	H.,	Koga,	T.,	Itoh,	D.,	Mori,	H.,	Abe,	O.,	Ohtomo,	K.	
&	Saito,	N.	Contrast-enhanced	magnetic	resonance	characteristics	of	arteriovenous	malformations	after	
gamma	knife	radiosurgery:	predictors	of	post-angiographic	obliteration	hemorrhage.	Neurosurgery  67, 
100-9;	discussion	109	(2010).	査読有

17.	 Matsushita,	T.,	Isobe,	N.,	Piao,	H.,	Matsuoka,	T.,	Ishizu,	T.,	Doi,	H.,	Masaki,	K.,	Yoshiura,	T.,	Yamasaki,	R.,	
Ohyagi,	Y.	&	Kira,	J.	Reappraisal	of	brain	MRI	features	in	patients	with	multiple	sclerosis	and	neuromy-
elitis	optica	according	to	anti-aquaporin-4	antibody	status.	J	Neurol	Sci  291, 37-43	(2010).	査読有

18.	 Nagao,	E.,	Yoshiura,	T.,	Hiwatashi,	A.,	Togao,	O.,	Yamashita,	K.,	Kamano,	H.,	Mizoguchi,	M.,	Amano,	T.	&	
Honda,	H.	A	case	of	giant	cell	glioblastoma:	a	mimicker	of	a	cerebral	metastasis.	Fukuoka	Igaku	Zasshi  
101, 142-7	(2010).	査読有

19.	 Nakata,	Y.,	Aoki,	S.,	Sato,	N.,	Yasmin,	H.,	Masutani,	Y.	&	Ohtomo,	K.	Tract-specific	analysis	for	investiga-
tion	of	Alzheimer	disease:	a	brief	review.	Jpn	J	Radiol  28, 494-501	(2010).	査読有

20.	 Sato,	K.,	Aoki,	S.,	 Iwata,	N.K.,	Masutani,	Y.,	Watadani,	T.,	Nakata,	Y.,	Yoshida,	M.,	Terao,	Y.,	Abe,	O.,	
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Mazitschek,	R.,	Bito,	H.	&	Kinoshita,	M.	Septins	promote	dendrite	and	axon	development	by	negatively	
regulating	microtubule	stability	via	HDAC6-mediated	deacetylation.	Nat	Commun  4, 2532	(2013).	査読
有

3.	 Toyoda,	S.,	Kawaguchi,	M.,	Kobayashi,	T.,	Tarusawa,	E.,	Toyama,	T.,	Okano,	M.,	Oda,	M.,	Nakauchi,	H.,	
Yoshimura,	Y.,	Sanbo,	M.,	Hirabayashi,	M.,	Hirayama,	T.,	Hirabayashi,	T.	&	Yagi,	T.	Developmental	epi-
genetic	modification	regulates	stochastic	expression	of	clustered	protocadherin	genes,	generating	sin-
gle	neuron	diversity.	Neuron  82, 94-108	(2014).	査読有

4.	 Ieda,	N.,	Hishikawa,	K.,	Eto,	K.,	Kitamura,	K.,	Kawaguchi,	M.,	Suzuki,	T.,	Fukuhara,	K.,	Miyata,	N.,	Furuta,	T.,	
Nabekura,	J.	&	Nakagawa,	H.	A	double	bond-conjugated	dimethylnitrobenzene-type	photolabile	nitric	
oxide	donor	with	improved	two-photon	cross	section.	Bioorg	Med	Chem	Lett  25, 3172-5	(2015).	査読
有

5.	 Yamamoto,	K.,	Tanei,	Z.,	Hashimoto,	T.,	Wakabayashi,	T.,	Okuno,	H.,	Naka,	Y.,	Yizhar,	O.,	Fenno,	L.E.,	
Fukayama,	M.,	Bito,	H.,	Cirrito,	J.R.,	Holtzman,	D.M.,	Deisseroth,	K.,	&	Iwatsubo,	T.	Chronic	optogenetic	
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６．神経細胞プロテオミクス（合計126件）
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ners.	Dev	Cell  19, 7-8	(2010).査読有
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Cord	is	the	Primary	Site	of	Action	of	the	Cannabinoid	CB2	Receptor	Agonist	JWH133	that	Suppresses	
Neuropathic	Pain:	Possible	Involvement	of	Microglia.	The	Open	Pain	Journal  9, 1-8	(2014).	査読有

40.	 Yamada,	J.	&	Jinno,	S.	Age-related	differences	in	oligodendrogenesis	across	the	dorsal-ventral	axis	of	
the	mouse	hippocampus.	Hippocampus  24, 1017-29	(2014).	査読有

41.	 Yasui,	M.,	Yoshimura,	T.,	Takeuchi,	S.,	Tokizane,	K.,	Tsuda,	M.,	Inoue,	K.	&	Kiyama,	H.	A	chronic	fatigue	
syndrome	model	demonstrates	mechanical	allodynia	and	muscular	hyperalgesia	via	spinal	microglial	
activation.	Glia  62, 1407-17	(2014).	査読有

42.	 Yoshikawa,	T.,	Nakamura,	T.,	Shibakusa,	T.,	Sugita,	M.,	Naganuma,	F.,	 Iida,	T.,	Miura,	Y.,	Mohsen,	A.,	
Harada,	R.	&	Yanai,	K.	Insufficient	intake	of	L-histidine	reduces	brain	histamine	and	causes	anxiety-like	
behaviors	in	male	mice.	J	Nutr	144, 1637-41	(2014).	査読有

43.	 Igawa,	T.,	Abe,	Y.,	Tsuda,	M.,	Inoue,	K.	&	Ueda,	T.	Solution	structure	of	the	rat	P2X4	receptor	head	do-
main	involved	in	inhibitory	metal	binding.	FEBS	Lett  589, 680-6	(2015).	査読有

44.	 Kohro,	Y.,	Sakaguchi,	E.,	Tashima,	R.,	Tozaki-Saitoh,	H.,	Okano,	H.,	Inoue,	K.	&	Tsuda,	M.	A	new	minimal-
ly-invasive	method	for	microinjection	into	the	mouse	spinal	dorsal	horn.	Sci	Rep  5, 14306	(2015).	査読
有

45.	 Masuda,	T.,	Iwamoto,	S.,	Mikuriya,	S.,	Tozaki-Saitoh,	H.,	Tamura,	T.,	Tsuda,	M.	&	Inoue,	K.	Transcription	
factor	IRF1	is	responsible	for	IRF8-mediated	IL-1beta	expression	in	reactive	microglia.	J	Pharmacol	Sci	
128, 216-20	(2015).	査読有

46.	 Shiratori-Hayashi,	M.,	Koga,	K.,	Tozaki-Saitoh,	H.,	Kohro,	Y.,	Toyonaga,	H.,	Yamaguchi,	C.,	Hasegawa,	A.,	
Nakahara,	T.,	Hachisuka,	J.,	Akira,	S.,	Okano,	H.,	Furue,	M.,	Inoue,	K.	&	Tsuda,	M.	STAT3-dependent	re-
active	astrogliosis	in	the	spinal	dorsal	horn	underlies	chronic	itch.	Nat	Med  21, 927-31	(2015).	査読有

47.	 Tsuda,	M.	&	Inoue,	K.	Neuron-microglia	interaction	by	purinergic	signaling	in	neuropathic	pain	following	
neurodegeneration.	Neuropharmacology	(2015).	査読有

48.	 Nishimura,	A.,	Sunggip,	C.,	Tozaki-Saitoh,	H.,	Shimauchi,	T.,	Numaga-Tomita,	T.,	Hirano,	K.,	Ide,	T.,	Boey-
naems,	J.M.,	Kurose,	H.,	Tsuda,	M.,	Robaye,	B.,	 Inoue,	K.	&	Nishida,	M.	Purinergic	P2Y6	receptors	het-
erodimerize	with	angiotensin	AT1	receptors	to	promote	angiotensin	II-induced	hypertension.	Sci	Signal  
9, ra7	(2016).	査読有
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研究成果の発表を行った学会の総合計数 及び、主だった発表

Ⅰ．ヒト脳機能画像解析・ブレインバンク支援活動
１．ヒト正常脳画像解析支援活動（合計91件）

Hattori	T.,	Sato	R.,	Aoki	S.,	&	Ishiai	S.:	Network	of	spatial	attention:	diffusion	tensor	imaging	study	of	left	hemis-
patial	neglect.	International	Society	for	Magnetic	Resonance	in	Medicine	(ISMRM).	2012.5.7,	Melbourne,	Aus-
tralia
Yamasue	H.,	Kuwabara	H.,	Aoki	Y.,	Saito	Y.,	Yahata	N.,	Natsubori	T.,	Iwashiro	N.,	Takano	Y.,	Inoue	H.,	Yasuma-
sa	N.,	Takao	H.,	Abe	O.,	Sasaki	T.	&	Kasai	K.:	Are	Autistic	Brain	Structural	Abnormalities	Associated	with	Peri-
natal	and	Genetic	Factors?		Biological	Psychiatry.	2012.4.15.
Yoshikawa	F.,	Matsushita	A.,	 Ihara	S.,	Masumoto	T.	&	Matsumura	A.:	Automatic	Detection	of	Chiari	Type	 I	
Malformation-related	Displacement	from	Cine	MR	Image	Sequences	Using	Statistical	and	Morphological	Fea-
tures.	The	4th	meeting	of	the	international	society	for	hydrocephalus	and	cerebrospinal	disorders.	2012.10.10,		
Kyoto,	Japan
Nakao	T.,	Radua	J.	&	Rubia	K.:	Mataix-Cols	D.	Gray	matter	volume	abnormalities	in	ADHD:	voxel-based	me-
ta-analysis	exploring	the	effects	of	age	and	stimulant	medication.	World	Psychiatric	Association	International	
Congress,	2012.10.17-21,	Prague,	Czech	Republic
Saotome	K.,	Matsushita	A.,	 Isobe	T.,	Satou	E.,	Osuka	S.,	Shinoda	K.,	Ookubo	J.,	 Ishimori	Y.,	Matsumura	A.	&	
Sankai	Y.:	Comparison	of	diffusion	tensor	imaging-derived	fractional	anisotropy	at	1.5T	in	multiple	centers.	In-
ternational	Society	for	Magnetic	Resonance	in	Medicine	(ISMRM)2012,	2012.5.5-11,	Melbourne
後藤政実、阿部修、青木茂樹、宮地利明、林直人、高尾英正、森墾、國松聡、井野賢司、矢野敬一、大友邦：SPM5におけ
る灰白質ミスセグメンテーションと被核T2WI信号強度値との関連.	第40回日本磁気共鳴医学会大会、2012.9.7	(京都)
Takao	H.,	Hayashi	N.	&	Ohtomo	K.:	Effects	of	the	use	of	multiple	scanners	and	of	scanner	upgrade	in	longitu-
dinal	voxel-based	morphometry	and	diffusion	tensor	imaging	studies.	ECR	2013	European	Congress	of	Radiol-
ogy,	2013.3.7-11,		Vienna,	Austria
桐野衛二、早川弥生、福田麻由子、稲見理絵、井上令一、青木茂樹、新井平伊：ミスマッチ陰性電位研究の展望	fMRI・脳
波・拡散テンソルイメージング同時計測による統合失調症におけるMMNの検討.	第42回日本臨床神経生理学会学術大会、
2012.11.8-10	(東京)
Aya	M.	Tokumaru.:	Recent	Advances	in	the	Understanding	of	Dementias.	 International	Society	for	Magnetic	
Resonance	in	Medicine	(ISMRM)	Annual	Meeting,	2013.4.20-26,	Toronto,	Canada
中田安浩、木村有喜男、齊藤祐子、伊藤公輝、神谷昂平、重本蓉子、高橋章夫、大槻泰介、佐々木征行、佐藤典子:　MRI	
findings	of	focal	cortical	dysplasia.　第42回日本神経放射線学会、2013.2.15-16	(小倉)
中田安浩、佐藤典子、服部文子、伊藤公輝、木村有喜男、神谷昂平、中川栄二、佐々木征行：結節性硬化症における皮質結
節の体積とてんかん発症年齢の相関の検討.	第40回日本磁気共鳴医学会大会、2012.9.8	(京都)
中塚智也、石川ルミ子、粕谷秀輔、小田島正幸、稲岡努、寺田一志：冠状断MRIの海馬厚と側脳室下角径でVSRADによる
アルツハイマー病の萎縮を評価する.	第34回日本認知症学会学術集会、2015.10.3	(青森市)
Ogawa	C.,	Natsume	J.,	Kidokoro	H.,	Fukasawa	T.	&	Watanabe	K.:	Longitudinal	diffusion	tensor	imaging	study	
in	cryptogenic	West	syndrome.	Pediatric	Academic	Societies	(PAS)	Annual	Meeting	2015,	2015.4.25,	San	Di-
ego,	USA.

２．精神機能およびその障害の脳画像・脳組織リソース提供・解析支援活動（合計5件）
橋本亮太：大規模臨床研究を推進するための体制について．日本における大規模臨床研究のCOCOROによる実践．シンポ
ジウム19：第45回日本神経精神薬理学会・第37回日本生物学的精神医学会合同年会、2015.9.26	(東京)
Kido	M.,	Nakamura	Y.,	Nemoto	K.,	Takahashi	T.,	Aleksic	B.,	Furuichi	A.,	Nakamura	Y.,	 Ikeda	M.,	Noguchi	K.,	
Kaibuchi	K.,	 Iwata	N.,	Ozaki	N.	&	Suzuki	M.:	The	polymorphism	of	YWHAE,	a	gene	encoding	14-3-3epsilon,	
and	brain	morphology	in	schizophrenia:	a	voxel-based	morphometric	study.	22nd	World	Congress	of	Psychi-
atric	Genetics,	2014.10.12-16,	Copenhagen
川口彰子、根本清貴、仲秋秀太郎、橋本伸彦、山田峻寛、川口毅恒、西垣誠、東英樹、明智龍男：	修正型電気けいれん療
法後のagitationの予測因子に関する脳画像研究.	第37回日本生物学的精神医学会・第45回日本神経精神薬理学会合同年会、



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク 69

2015.9.24-26	(東京)
	Marui	T.,	Iritani	S.,	Torii	Y.,	Morosawa	S.,	Umeda	K.,	Sekiguchi	H.,	Habuchi	C.,	Fujishiro	H.,	Oshima	K.,	Niizato	K.,	
Masaki	K.,	Kira	J.	&	Ozaki	N.:　The	neuropathological	study	of	Myeline-Oligodendrocyte	in	postmortem	schizo-
phrenic	brain.	5th	European	Conference	on	Schizophrenia	Research,	2015.9.24-26,　Berlin	
	Kato	T.	&	Iwamoto	K.:	Neural	genome	analysis	of	bipolar	disorder	and	schizophrenia.	Symposium	Chromatin	
(Epigenetic)	regulation	of	neuronal	development.	Neuroscience	2014,	2014.9.12,	Japan,	Yokohama

３．日本神経科学ブレインバンクネットワークの構築（合計205件）
Izumi,	Y.,	Sumikura,	H.,	Fujita,	K.,	Kamada,	M.,	Shimatani,	Y.,	Miyamoto,	R.,	Koizumi,	H.,	Miyazaki,	Y.,		Hatsuta,	
H.,	Nodera,	H.,	Nishida,	Y.,	Murayama,	S.,	Kaji,	R.:	Autopsy-proven	amyotrophic	lateral	sclerosis	coexisted	with	
Parkinson	disease:	A	novel	association	of	TDP-43	proteinoapthy	and	α-	synucleinopathy.	The	66th	AAN	An-
nual	Meeting.	2014.4.26-5.3,	Philadelphia,	PA,	USA.
Sanjo	N.,	Higuma	M.,	Hizume	M.,	Nakamura	Y.,	Kitamoto	T.,	Yamada	M.,	Sakai	K.,	Nozaki	I.,	Noguchi-Shinohara	
M.,	Hamaguchi	T.,	Moriwaka	F.,	Aoki	M.,	Kuroiwa	Y.,	Koyano	S.,	Nishizawa	M.,		Yokoseki	A.,	Takeda	M.,	Yoshi-
yama	K.,	Inuzuka	T.,	Abe	K.,	Murai	H.,	Murayama	S.,	Takao	M.,	Satoh	K.,	Harada	M.,	Saito	N.,	Takumi	I.	&	Mizu-
sawa	H.	Human	prion	diseases	in	Japan:	a	prospective	surveillance	from	1999.	The	XXIth	World	Congress	of	
Neurology,	2013.9.21-9.26,	Vienna,	Autria

Ⅱ．光遺伝学・機能分子イメージング解析支援活動

光プロービング研究支援活動
４．光技術（合計11件）

有賀理瑛、谷垣宏美、平山晃斉、吉武講平、足澤悦子、Niels	Caljart、吉村由美子、渋木克栄、八木健：CTCF欠失は大脳
皮質抑制性神経細胞の分布と神経活動に影響を及ぼす.	第38回日本分子生物学会・第88回日本生化学会大会、2015.12.2、
神戸国際会議場（兵庫県神戸市）
松崎政紀：2光子イメージングと光操作.	第35回日本分子生物学会年会、2012.12.13、福岡国際会議場・マリンメッセ福
岡（福岡県福岡市）
山本薫、奥野浩行、尾藤晴彦、若林朋子、橋本唯史、岩坪威：オプトジェネティクスを用いた神経活動依存的Abeta分泌・
蓄積の検討.	第３１回日本認知症学会学術集会、2012.10.26、つくば国際会議場(茨城県つくば市)
古田寿昭：過渡的複合体の解析を可能にするケージド化合物.	第12回日本蛋白質科学会年会、2012.6.20、名古屋国際会議
場（愛知県名古屋市）

５．ウィルスベクター（合計５件）
石垣診祐、藤岡祐介、本田大祐、横井聡、岡戸晴生、渡辺宏久、勝野雅央、祖父江元：	FTLD様のフェノタイプを呈する
FUS機能喪失モデルマウスにおけるadult	neurogenesisの低下.	第３８回日本神経科学大会、2015.7.30、神戸国際会議
場（兵庫県神戸市）

脳分子プロファイリング開発支援活動
６．神経細胞プロテオミクス（合計48件）

Kaibuchi	K.:	Protein	phosphorylation	remains	a	black	box	in	signal	transduction:	Developing	new	methods	to	
search	for	substrates	of	protein	kinases	including	Rho-kinase/ROCK,	8th	International	Conference	Inhibitors	of	
Protein	Kinases,	2014.9.22,		Warsaw,	Poland
西岡朋生	：質量分析を用いたキナーゼ特異的基質探索法の開発.	第65回日本細胞生物学会大会、2013.6.20、ウインクあ
いち（愛知県名古屋市）
河嵜麻実、小林大記、岡田正康、野住素広、武内恒成、五十嵐道弘：リン酸化プロテオミクスで同定された、神経成長関連
分子群の責任キナーゼの解析.	第38回日本分子生物学会・第88回日本生化学会合同大会、2015.12.3、神戸国際会議場（兵
庫県神戸市）
饗場篤：ゲノム編集による変異マウス作製．第38回日本神経科学大会、2015.7.29、神戸国際会議場(兵庫県神戸市)
椎名伸之：神経RNA	granuleのダイナミクスと高次脳機能・精神神経疾患．第38回日本分子生物学会年会	第88回日本生
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化学会大会	合同大会、2015.12.3、神戸ポートアイランド（神戸）
長谷川成人:タウオパチーの生化学.	第9回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、2015.10.16、品川プリンス（東京
都品川区）

７．脳機能分子発現解析（合計16件）
Watanabe	M.,	Ichikawa	R.:	mGluR1	sculpts	heterologous	inputs	to	cerebellar	Purkinje	cells.	8th	International	
Meeting	on	Metabotropic	Glutamate	Receptors,	2014.9.28-10.3,	Sicily,Italy
Shigemoto	R.:	Distinct	mechanisms	of	short-	and	long-term	motor	learning	in	the	cerebellum.	8th	International	
Meeting	on	Metabotropic	Glutamate	Receptors,	2014.9.28-10.3,	Sicily,Italy
Koike	M.,	Shibata	M.,	Sunabori	T.,	Sakimura	K.,	Uchiyama	Y.:	Genetic	dissection	of	the	role	of	cathepsin	D	in	
mouse	central	nervous	system.	6th	International	Symposium	on	Autophagy,	October	28-31,	2012,	Okinawa,	
Japan
深澤有吾：免疫電子顕微鏡法による神経細胞の細胞膜上分子分布の定量解析.	第120回日本解剖学会全国学術集会・第92回
日本生理学会大会　合同大会、2015.3.21、神戸国際会議場（兵庫県神戸市）
阪上洋行：BRAG2-Arf6経路による新たなAMPA受容体シナプス発現調節機構.	第88回日本生化学大会、2015.12.1-12.4、
神戸国際会議場（兵庫県神戸市）

Ⅲ．先進モデル動物・システム・行動解析支援活動
８．マウス作製支援活動（合計240件）

Sato	T.,	Sugaya	T.,	Fuse	T.,	Uchida	K.,	Talukder	A.H.,	Kono	J.,	Sugimoto	N.,	Yamagata	S.,	Abe	M.,	Yamazaki	M.,	
Fukuda	A.,	Sakimura	K.,	Itoi	K.:	Dual	effects	of	serotoninergic	inputs	on	the	local	circuits	regulating	the	corti-
cotropin-releasing	factor	neurons	in	the	paraventricular	nucleus	of	the	hypothalamus:	An	electrophysioligical	
study	using	the	CRF-Venus	Δneo	mouse.	Neuroscience2015,	2015.10.19,	Chicago,USA.
森寿：CREBリン酸化イメージング法の開発と脳機能解析への応用.	第27回日本脳循環代謝学会総会、2015.10.31、富山
国際会議場	(富山県富山市)	(招待講演)
Yamashita	M.,	Okuno	H.,	Abe	M.,	Yamazaki	M.,	Natsume	R.,	Sakimura	K.,	Hoshino	M.,	Mishina	M.,	Hayashi	T.	
(2015).	Palmitoylarion-dependent	regulation	of	AMPA	receptor	trafficking	and	excitation-inhibition	balance	in	
brain.	第38回日本分子生物学会年会第88回日本生化学会大会合同大会、BMB2015、		2015.12.3、神戸ポートアイランド、
兵庫県神戸市

９．トランスジェニックラット開発支援活動（合計26件）
齋藤康彦、柳川右千夫：ラット舌下神経前位核における発火パターンが異なるニューロンが示す異なる発火応答特性.	第38
回日本神経科学大会、2015.9.2、神戸国際会議場（兵庫県神戸市）
岡田佳奈、西澤佳代、深堀良二、甲斐信行、塩田明、上田正次、筒井雄二、坂田省吾、松下夏樹、小林和人：背内側線
条体コリン作動性介在ニューロンはムスカリン性M4受容体を介して行動柔軟性を抑制する.	第37回日本神経科学大会、
2014.9.12、パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

10．ショウジョウバエと線虫の開発支援活動（合計266件）
Nagai,	Y.,	Fujikake,	N.,	Kimura,	N.,	Saitoh,	Y.,	Hatanaka,	Y.,	Onodera,	O.,	Wada,	K.:	Dysfunction	of	microtu-
bule-dependent	transport	triggers	oligomerization	and	cytoplasmic	accumulation	of	TDP-43,	leading	to	neu-
rodegeneration.	CSHL	2014	Neurodegenerative	Diseases	meeting:	Biology	&	Therapeutics,	2014.12.3-6,	Cold	
Spring	Harbor,	NY,	USA.
Hiroi,	M,	Tabata,	T.:	Functional	 imaging	of	the	third-order	olfactory	neurons	Kenyon	cells	 in	the	mushroom	
body	of	Drosophila.	14th	European	Symposium	for	Insect	Taste	and	Olfaction	(ESITO),	2015.9.220-25,	Cor-
moran	Hotel,	Cagliari,	Italy	
Ueno,	K,	Saitoe,	M.	Dopamine	release	is	gated	by	coincidentally	stimulated	postsynaptic	neurons	to	reinforce	
plasticity.	Neuroscience	2015.	Oct	10-19,	2015.	McCormic	Place	(Chicago,	IL,	USA).
S.	Kuge,	T.	Nishihara,	T.	Matsuda,	H.	Furuie,	T.	Teramoto,	T.	Nagai	and	T.	Ishihara.	Quenching-type	of	fluores-
cent	Ca2＋	 indicator	 for	detecting	neuronal	 inhibition.	2015	International	Chemical	Congress	of	Pacific	Basin	
Societies.	Dec	15-20,	2015.	The	Hawaii	Convention	Center,	Honolulu,	USA.
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富岡征大、飯野雄一：線虫の記憶学習に関わるニューロンタイプ特異的な選択的スプライシングの制御機構.	第38回日本分
子生物学会年会・第80回日本生化学会大会・合同大会、2015.12.1、神戸ポートピアホテル（兵庫県神戸市）

11．系統的脳機能行動解析支援活動（合計70件）
Takao,	K.,	Shoji,	H.,	Hattori,	S.,	Miyakawa,	T.:	Effect	of	time-of-day	on	mouse	behavior	measured	in	a	compre-
hensive	behavioral	test	battery.	45th	Annual	Meeting	of	Society	 for	Neuroscience,	2015.10.20,	McCormick	
Place,	Chicago,	USA.
Takao,	K.,	Hattori,	S.,	Shoji,	H.,	Miyakawa,	T.:	Cohort	removal	induces	hyperthermia,	increased	pain	sensitivity,	
and	decreased	anxiety-like	behavior.	44th	Annual	Meeting	of	Society	for	Neuroscience,	2014.11.19,	Washing-
ton	Convention	Center,	Washington	DC,	USA.

12．神経生理研究リソース支援活（合計108件）
八尾寛、横山超一、住吉晃、阿部健太、小泉協、江川遼、劉越人、大城朝一、松坂義哉、川島隆太、虫明元、石塚徹：	触覚パター
ンのオプトジェネティクス制御.	第52回日本生物物理学会年会、2014.9.25-27	(札幌)
原島卓也、谷卓治、鈴木雄策、木野久志、片山統裕、田中徹：脳への刺入負荷低減のための尖鋭・小断面積シリコン神経プ
ローブの作製とIn	vivo評価.	第75回応用物理学会秋季学術講演会、2014.9.17、北海道大学札幌キャンパス	(札幌市)
Katayama	N.,	Araya	T.,	Yoshida	Y.,	Takahashi	Y.,	Ueno	A.,	Nakagawa	D.,	Karashima	A.,	Nakao	M.:	Technology	
for	Providing	a	Sense	of	Reality	to	the	Brain	and	Application	to	Neuroscience	for	Rodent,	RIKEN	symposium:	
Manipulating	the	sense	of	reality	-	The	potential	of	virtual	reality	for	neuroscience	in	rodents.	Neuroscience	
2014,	2014.9.12,	Yokohama,	Japan

Ⅳ．グリア機能解析
13．グリア機能解析（合計63件）

Tsuda	M.,	Masuda	T.,	Inoue	K.:	Microglial	purinoceptors	and	chronic	pain.	Purines2014,	2014.7.25,	Bonn,	Ger-
many
Tsuda	M.,	Masuda	T.,	 Inoue	K.:	Non-cell-autonomous	modulation	of	neuropathic	pain	by	microglia.	17th	
World	Congress	of	Basic	and	Clinical	Pharmacology,	2014.7.17,	Cape	town,	South	Africa
山下智大、張佳明、津田誠、齊藤秀俊、井上和秀：ATP受容体を標的とした新規治療薬の探索に向けた新しい創薬システム
「グリーンファルマ」の取り組み.	第8回次世代を担う若手医療薬科学、2014.11.15（熊本）（シンポジウム招待講演）
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Ⅱ. 光遺伝学・機能分子イメージング解析支援活動

光プロービング研究支援活動
4．光技術

出願番号：特願2013-36379号
出 願 日：平成25年2月26日
発 明 者：古田寿昭、曽根雅紀、鈴木商信、岡映里
名 称：細胞種選択的に光活性化可能なケージド化合物

出願番号：特願2014-120828号
出 願 日：平成26年6月11日
発 明 者：尾藤晴彦、井上昌俊、竹内敦也、中井淳一、大倉正道
名 称：カルシウム指示遺伝子配列

5．ウィルスベクター
出願番号：特願2012-164886号
出 願 日：平成24年7月25日
発 明 者：岡戸晴生、平井志伸、三輪昭子
名 称：アデノ随伴ウイルスを用いた脳ニューロンへの遺伝子導入方法

脳分子プロファイリング開発支援活動
6．神経細胞プロテオミクス

出願番号：特願2013-539717号
出 願 日：平成24年10月19日
発 明 者：武内恒成、五十嵐道弘、野住素広、河嵜麻実
名 称：抗GAP43抗体　（リン酸化特異抗体）
（国際出願番号　JP2012077163;	 国際公開番号：WO2013058388	 国際出願日：同上　国際公開日　平成25年4月25
日（2013.4.25）　	優先権データ　特願2011-230577（2011.10.20）JP）

Ⅲ. 先進モデル動物・システム・行動解析支援活動
8．マウス作製支援活動

出願番号：特願2010-228524号
出 願 日：平成22年10月8日
発 明 者：﨑村建司、阿部学、八矢幸大
名 称：ＥＳ細胞における相同組換え効率を改善する方法

12．神経生理研究リソース支援活
出願番号：特開2013-111269号
出 願 日：平成23年11月29日
発 明 者：田中徹
名 称：神経プローブ刺入具

出願番号：特願2013-533503号
出 願 日：平成24年9月12日
発 明 者：大沢伸一郎、岩崎真樹、虫明元、八尾寛、冨永悌二、古澤義人、冨田浩史、重本隆一
名 称：ラット脳内光誘発けいれんモデル

研究成果による産業財産権の出願 ・ 取得状況
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Ⅳ. グリア機能解析
13．グリア機能解析

出願番号：特願2010-159186号
出 願 日：平成22年7月13日
発 明 者：佐久間詔悟、荒井勝彦、小林邦夫、渡邊義一、今井利安、井上和秀
名 称：P2X4受容体拮抗剤

出願番号：特願2010-170836号
出 願 日：平成22年7月29日
発 明 者：潮田勝俊、佐久間詔悟、天童温、今井利安、井上和秀
名 称：P2X4受容体拮抗剤

出願番号：特願2010-174240号
出 願 日：平成22年8月3日
発 明 者：潮田勝俊、佐久間詔悟、今井利安、井上和秀
名 称：P2X4受容体拮抗剤

出願番号：特願2010-248173号
出 願 日：平成22年11月5日
発 明 者：井上和秀、津田誠、松村祐太
名 称：帯状疱疹関連痛の急性期疼痛の予防または治療剤

出願番号：特願2011-116965号
出 願 日：平成23年5月25日
発 明 者：今井利安、川崎透、小川亨、井上和秀
名 称：ギランバレー症候群に伴う神経因性疼痛の予防または治療剤

出願番号：特願2012-005343号
出 願 日：平成24年1月13日
発 明 者：潮田勝俊、小林邦夫、斎藤大祐、佐久間詔悟、今井利安、井上和秀
名 称：P2X4受容体拮抗剤

○取得状況（計2件）
出願番号：米国特許US8470814号
出 願 日：平成25年6月25日
発 明 者：佐久間詔悟、高橋俊弘、潮田勝俊、今井利安、井上和秀
名 称：ジアゼピンジオン誘導体

出願番号：欧州特許EP	2397480号
出 願 日：平成25年8月14日
発 明 者：佐久間詔悟、高橋俊弘、潮田勝俊、今井利安、井上和秀
名 称：ジアゼピンジオン誘導体
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包括脳ネットワークの目的と実施計画

研究支援事業の運営に関わる組織・体制

リソース・技術開発支援活動

リソース・技術開発支援関連チュートリアル

総括支援活動

新学術領域研究との連携

研究成果
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包括脳ネットワークの目的と実施計画

交付申請書に記載した「研究の目的」と「研究実施計画」は以下の通りである。

【研究の目的】
　脳科学の特徴である階層性と多様性を示す融合的脳研究と、光遺伝学、化学遺伝学をはじめとする技術革新によって飛躍的に
深化する個別的脳研究を両輪に、さまざまな先端的研究を協同的かつバランスよく推進することが21世紀を担う脳科学に必須
である。平成22年度にスタートしたネットワーク型の研究支援体制である『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』の目的は、
総括支援活動とリソース・技術開発支援活動をとおして、多次元の脳科学研究を包括的に推進・支援することである。総括支援
活動では、脳科学研究全体を俯瞰的に統合する役割を果たすとともに、広く関連分野を含めた研究者コミュニティを先導し、多
面的で異分野融合的な脳科学研究の推進を支援する。また、リソース・技術開発支援活動では、脳科学研究者コミュニティーか
らの要望に基づき、最先端の技術を導入し、５年～ 10年後を見据えた研究の格段の発展につながる学術研究支援を実施する。

【研究実施計画】
１）		リソース・技術開発支援「リソース・技術開発委員会」を中心に、個別の支援業務を担当する複数の拠点により、「ヒト脳

機能画像解析・ブレインバンク支援活動」、「光遺伝学・機能分子イメージング解析支援活動」「先進モデル動物・システム・
行動解析支援活動」の３つの主要支援活動を展開する。平成23年度から平成26年度には「グリア細胞解析支援活動」を実
施する。

２）		「冬のシンポジウム」の開催：複数の新学術領域研究の連携による合同公開シンポジウムや合同若手育成シンポジウムを企
画し、融合的脳科学の推進とその担い手である次世代の研究者の育成を図るとともに、若手研究者の企画によるキャリアパ
スセミナーや、裾野の広い脳科学における異分野連携の促進を目指したサイエンスコミュニケーション等を開催する。（研
究集会委員会）

３）		研究集会および研究者育成支援：シンポジウム、ワークショップ等の研究集会や、若手研究者が主体的に企画する新研究法・
新分野・新研究領域開拓のための研究会の開催を支援するとともに、若手研究者が先端技術の習得を目的として国内外の研
究室を訪問するプログラムや、若手研究者を国内外で開催される研究集会やトレーニングコースに派遣するプログラムを実
施する。（研究集会委員会、育成支援委員会）

４）		データベースの構築とコミュニティへの情報発信：ホームページの更なる充実を図り、リソース・技術開発情報や研究者
情報等に関するデータベースの構築と脳科学研究者コミュニティへの情報発信をとおして研究者交流の基盤を提供する。
（データベース委員会）

５）		一般社会への普及・啓発：脳科学研究と研究支援活動の一般社会への普及・啓発を目的として、市民公開講座や上述のサイ
エンスコミュニケーション等、さまざまなアウトリーチ活動を更に充実した形で実施する。（広報委員会）

６）		現行の支援活動の内容や実績を評価するとともに、我が国における脳科学研究の今後の方向性を俯瞰し、脳科学研究者コミュ
ニティの要望に基づいた、次期支援活動の制度を企画、立案する。また、本年度の生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）
支援活動合同シンポジウムを主導し、３分野の更なる連携・協力体制の構築を図る。
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研究支援事業の運営に関わる組織・体制

　多次元の研究領域からなる脳科学分野に対する分野特有の総括支援およびリソース・技術開発支援が、更なる裾野の拡大と最
先端研究の創出にもっとも有効に活用されるための組織・体制を構築した。事務局の取りまとめのもと、包括支援委員会とリソー
ス・技術開発委員会の先導により、すべての支援事業が『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク（包括脳ネットワーク）』の
理念に沿って円滑かつ効果的に推進できるように包括的な組織運営をおこなった。

包括支援委員会
　総括支援活動およびリソース・技術開発支援活動の代表者を中心に、分子・細胞脳科学、神経回路学、システム神経科学、病
態脳科学の各研究分野の代表者や新学術領域研究等のグループ研究の代表者で構成され、包括脳ネットワークによる支援活動全
般に関する意思決定機関として、脳科学研究者コミュニティに対する総括支援活動とリソース・技術開発支援活動の企画および
点検を総括的におこなった。具体的な業務は、（１）総括支援活動の方針決定と内容点検、（２）リソース・技術開発支援活動に
関わる支援項目（支援内容、支援拠点、支援担当者）の決定、支援対象課題の公募、審査、採択等の方針決定と内容点検、（３）
将来計画委員会の立案に基づく次世代の研究体制や研究支援制度の検討、の３つであった。

事務局
　領域代表を補佐して、総括支援活動とリソース・技術開発支援活動が円滑かつ効果的に推進できるよう、包括脳ネットワーク
の組織運営の実務を担うとともに、夏のワークショップ、冬のシンポジウム、生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）合同シン
ポジウムの企画・開催等に当たった。また、３分野の連携を推進し、緒に就いたばかりの３分野による支援活動が実質的に機能し、
その効果が他の生命科学系分野、更には人文社会系や理工系の研究分野に波及するような支援制度を確立するため、担当の文部
科学省研究振興局学術研究助成課とも協議の上、次期支援事業の基本構想を検討した。

リソース・技術開発委員会
　「ヒト脳機能画像解析・ブレインバンク支援活動」、「光遺伝学・機能分子イメージング解析支援活動」、「先進モデル動物・シ
ステム・行動解析支援活動」の各支援活動拠点において、目的に適合した活動実績が挙げられているかを年度毎に確認し、より
有効に支援が実施されるように、支援活動方針の立案および進捗状況の点検・評価・助言をおこなった。具体的には、年度末に
各拠点から委員会に提出された当該年度の支援業務報告書および次年度の支援業務計画書の内容に基づいて、支援実績とそれに
よる研究成果を評価し、次年度の活動に対する提言をおこなうとともに、次年度の予算配分を決定した。評価に当たっては、予
算執行も含めて、包括脳ネットワークの趣旨を遵守した支援活動が適切に実施されているかという観点を重視した。
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■ 総括支援活動
　「包括脳ネットワーク」では、将来計画委員会、研究集会委員会、育成支援委員会、データベース委員会、広報委員会、倫理
委員会の６つの委員会を設置し、総括支援活動を展開してきた。以下に、その概要をまとめた。

（１）将来計画委員会
　我が国の脳科学研究の現状を踏まえて、今後の研究体制や研究支援制度の在り方、次世代を担う人材育成、脳科学関連予算の
動向とその対策などについて検討してきた。具体的には、日本学術会議の「学術の大型研究計画に関する調査（マスタープラン）」
への対応や科学技術振興機構	研究開発戦略センターによる俯瞰ワークショップへの対応をおこなうとともに、自然科学研究機
構	新分野創成センターと連携してブレインストーミングや脳科学新分野探索フォーラムを開催し、さまざまな階層の中堅・若
手研究者による次世代の脳科学研究に向けた新鮮な議論を汲み上げ、脳科学の重要課題に関する提案を取りまとめてきた。

（２）研究集会委員会
　脳科学研究者コミュニティ全体に向けた夏のワークショップや冬のシンポジウムの企画・運営や、さまざまな研究集会の開催
支援をおこなってきた。夏のワークショップや冬のシンポジウムには毎年700～ 800名が参加しており、新学術領域や脳プロ、
CREST・さきがけなどの脳科学関連の大型研究プロジェクトや各種研究グループと、コミュニティを構成する個々の研究者の
間で活発な情報交換や意見交換がなされるとともに、それを契機にして多数の融合的・学際的研究の芽が育まれている。

（３）育成支援委員会
　脳科学研究に携わる若手研究者の育成支援を図るため、国内研究室相互の訪問研究プログラムや海外研究室への訪問研究プロ
グラム、若手研究者主体の研究会や講習会の開催支援を実施しており、特に国内研究室相互の訪問研究プログラムでは大きな成
果を上げてきた。

（４）データベース委員会
　ホームページの作成と運営、Read	&	Researchmap	を活用した包括脳ネットワーク会員のデータベースの作成と維持管理、
研究リソースに関するデータベースの構築と維持管理、さまざまなネットワーク会員向け情報の発信、夏のワークショップや冬
のシンポジウムの参加登録受付、一般向けページの作成や講演会、公開講座などのU-stream配信、ニュースレター（PDF	版）
の発行をおこなってきた。

（５）広報委員会
　一般社会に脳研究の意義と重要性をより深く理解していただくよう一般社会とのパイプ作りを目指し、公開シンポジウムや市
民公開講座などの企画をとおして、年平均2～ 3回のペースで研究成果を発信してきた。また、理工学系や人文社会科学系など
の異分野の専門家と意見交換をおこなうサイエンスコミュニケーションを平成24年度より毎年開催し、脳科学の裾野の拡大を
図ってきた。

（６）倫理委員会
　主として、「包括脳ネットワーク」で支援される脳科学研究が関連省庁で定められた法規や学会で定められたガイドライン等
に従って遂行されるよう、適切な助言を与える役割を担ってきた。
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I. ヒト脳機能画像解析・ブレインバンク支援活動

（１）支援開始当初の背景
　精神神経疾患の病態研究では、脳神経画像を含む様々なモ
ダリティで多くの知見が蓄積されてきたが、アイデアがあり、
豊富な臨床例（患者）があり、高価なMRI装置も整備されて
いる病院があっても、撮像法や解析法が複雑なために実施さ
れていない脳画像研究は相当数あるものと思われる。この大
きな理由の一つとして、脳MRI撮像法や脳画像解析法は国内
外で急速な技術開発が進められているにもかかわらず、国内
には最新の脳画像撮像法や解析手法について、研究者が容易
にアクセス可能な情報源はほとんど存在しないことが挙げら
れる。

（２）支援の目的
　本邦においても近年は脳神経画像を用いた多施設共同研究
の機運があるが、MRIを保有する施設が多数参加する共同研
究を行う際に必要な注意点や研究手法についてのコンセンサ
スは乏しい。また臨床用のMRI	はlongitudinal	な計測値の
一貫性などへの配慮が不足しており、定期的なファントム撮
影などによるQuality	control	が欠かせないが、その手法は
まだ広く普及していない。包括脳の支援活動を通じて多施設
共同研究を行う際の研究手法などを検討・討議した結果を広
く公開していくことで、従来よりも規模の大きい精神・神経
疾患の病態解明研究を創出・推進するための基盤整備を進め
ることを目的とした。

（３）支援の手法
　脳画像統計解析チュートリアルによる支援活動：国内の脳

ヒト正常脳画像解析支援活動

拠点代表者　青木　茂樹　順天堂大学・医学部・教授

研究分担者　高尾　英正　東京大学・医学部附属病院・講師　（H23→ H27）

　　　　　　下地　啓五　東京都健康長寿医療センター・放射線診断科・研究員　（H25→ H27）

　　　　　　後藤　政実　北里大学・医療衛生学部・講師　（H23→ H27）

　　　　　　吉浦　　敬　鹿児島大学・医歯学域医学系・教授　

　　　　　　中田　安浩　東京都立神経病院・神経放射線科・医長　（H24）

　　　　　　阿部　　修　日本大学・医学部・教授　

　　　　　　増本　智彦　筑波大学・人間総合科学研究科・准教授　	

　　　　　　徳丸　阿耶　東京都健康長寿医療センター・放射線診断科・研究員　（H25→ H27）

　　　　　　松村　　明　筑波大学・大学院人間総合科学研究科・副学長　（H23→ H27）　

　　　　　　桐野　衛二　順天堂大学・医学部附属静岡病院・教授（H25→ H27）　

　　　　　　寺田　一志　東邦大学・医学部・教授　（H25→ H26）

　　　　　　佐藤　典子　国立精神・神経医療研究センター・放射線診療部・部長　（H22→ H23）

画像研究の裾野を広げていくことを目的に支援開始当初より
半年～１年に１回のペースでチュートリアルを開催・共催し
た。
　個別研究活動の支援：公募により採択された脳画像研究を
行う個々の研究グループへ研究支援を行った。公募により毎
年５～ 19件の研究支援課題を新規採択し、のべ88件の個別
研究課題を支援した

（４）支援の成果
　脳画像解析チュートリアルは、豊富な症例と臨床経験、研
究アイデアを兼ね備えながら解析手法を持たない研究グルー
プに対して特に有用な支援だったと考える。チュートリアル
には神経科学分野、精神医学分野、放射線医学分野など多彩
な分野から、大学院生、大学教員、研究職など多様なポジショ
ンにある参加者が毎回100人以上受講した。チュートリアル
は確実に成果を上げ、国内各地の研究施設からチュートリア
ル受講後に自らの施設内に脳画像統計解析環境を整備し、あ
るいは既に解析を開始したとの報告が入るようになった。
　公募により採択された個別研究活動の支援活動は、独自の
研究アイデアを持ちながら先進的な解析手法に乏しい研究グ
ループに対して特に有用な支援だったと考える。日本各地に
脳画像解析研究を独力で推進できる施設がいくつか創出され、
本邦全体で並列して精神・神経疾患の病態解明研究を創出・
推進するための基盤整備が進んだものと考える。支援期間中
には支援先だった研究グループの一部に、支援がなくとも独
力で脳画像統計解析の分野で研究成果を出せるようになった
研究グループもいくつか現れた。



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク84

リソース・技術開発支援活動

　人口比で臨床用MRI	が世界で最も多く普及し、6000	台
以上稼働している我が国において本支援業務の波及効果は非
常に大きかったと考える。
【支援件数】
C-1.			脳MRI	3DT1強調像や拡散テンソル、拡散Q	space	

imaging	/	diffusional	kurtosis	imaging	(QSI/DKI)の
データリソースを用いた脳画像研究の解析支援

C-2.			拡散DTI,	QSI/DKI、3DT1強調像などの撮像法・解析
法の検証に関する研究支援

C-3.			拡散DTI,	QSI/DKI、3DT1強調像などの撮像法・解析
法の検証に関する研究支援

年度 業務（支援）内容 申請数 採択数
平成22年度

C-1,	C-2,	C-3

5 5
平成23年度 16 15
平成24年度 18 18
平成25年度 15 15
平成26年度 16 16
平成27年度 19 19

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は12～24ページに掲載。

【雑誌論文（193件）】
Hattori,	T.,	Orimo,	S.,	Aoki,	S.,	Ito,	K.,	Abe,	O.,	Amano,	
A.,	Sato,	R.,	Sakai,	K.	&	Mizusawa,	H.	Cognitive	status	
correlates	with	white	matter	alteration	in	Parkinson's	
disease.	Hum	Brain	Mapp	33,	727-39	（2012）.
　認知症を合併しないパーキンソン病患者（PD）、軽度認知
障害合併パーキンソン病患者（PD-MCI）、認知症合併パー
キンソン病患者（PDD）、レビー小体型認知症患者（DLB）
の脳白質障害を脳MRIで検討した。健常者群と比較してPDD
群では両側頭頂葉の拡散異方性が特に顕著に低下し、PDD
群とDLB群ではびまん性に灰白質が萎縮していた。

Takao,	H.,	Hayashi,	N.,	Kabasawa,	H.	&	Ohtomo,	K.	Ef-
fect	of	scanner	in	longitudinal	diffusion	tensor	imaging	
studies.	Hum	Brain	Mapp	33,	466-77	（2012）.
　同一施設の同一モデルの２台のMRIを使用して、縦断的な
変化、MRI装置間の違いを検討した。全く同一モデルである
にも関わらず、異なる２台のMRI装置で撮像された画像には
縦断的に有意な差がみられた一方で、同一装置で撮像された
MRI画像は縦断的にも比較的安定していた。

Shimoji,	K.,	Abe,	O.,	Uka,	T.,	Yasmin,	H.,	Kamagata,	K.,	
Asahi,	K.,	Hori,	M.,	Nakanishi,	A.,	Tamura,	Y.,	Watada,	
H.,	Kawamori,	R.	&	Aoki,	S.	White	matter	alteration	in	
metabolic	syndrome:	diffusion	tensor	analysis.	Diabe-
tes	Care	36,	696-700	（2013）.

　メタボリックシンドロームが脳白質に与える影響を脳MRI
で検討した。若年肥満者群で異方性比率が有意に低下してい
た。この結果は神経症状が全くない若年肥満者であっても、
既に大脳白質にはネットワーク機能が低下している部位が存
在することを示している。

（６）その他
１）脳画像統計解析チュートリアル
　国内の脳画像研究の裾野を広げていくことを目的に計８
回のチュートリアルを開催した。国内には臨床用3T高磁場
MRI装置が既に多数設置済みで、豊富な症例と臨床経験を持
つ有力な研究グループもいくつか存在する。しかしながら脳
画像統計解析の手法は広く普及しているとは言えない。脳画
像解析チュートリアルは豊富な脳画像データを持ちながら十
分な解析手法を持たない国内各地の研究者を対象に、実際に
脳画像解析を体験してもらいながら実践的な脳画像解析手法
を実演、説明している。これまでのチュートリアルは確実に
成果を上げており、受講後に解析を開始し成果も出ている（九
州大学、産業医科大学など）自分たちだけで解析を開始した
（名古屋大学、北海道大学など）などの報告が各地から入る
ようになってきている。これまでに開催した脳画像統計解析
チュートリアルには神経科学分野、精神医学分野、放射線医
学分野など多彩な分野から大学院生、大学教員、研究職など
多様なポジションにある参加者が毎回100人以上受講してい
る。過去の受講者アンケートの自由記述欄には「実践的な内
容で今後の研究に生かせる」「大変わかりやすく満足」「今後
も末永く続けて頂きたい」などの記載がみられた。本支援活
動は豊富な症例と臨床経験、研究アイデアを兼ね備えながら
解析手法を持たない研究グループに対して、特に有用な支援
だったと考えている。
２）脳MRI撮像法の標準化
　撮像法の標準化に関して国内の有力研究グループを交えて
学会シンポジウムやスタディグループでの討議を通して検討
を進め、T1強調像はJADNI	に準じるMPRAGE	を推奨する
ことで合意が得られ、データベース作成の際の品質管理に
関わる撮像後の後処理についてもおおむねコンセンサスが
得られた。拡散テンソルの撮像法に関しては2x2x2mm	の
isotropic	voxel	での撮像を目安にベンダー毎に詳細を詰め
ている。QSI/DKI（q-space	 imaging、diffusional	kurto-
sis	imaging）、T2*強調像、SWI、脳血流画像ASL（arterial	
spin	 labeling）などの新しく提案されている撮像法に関し
ても、研究用の標準化としての観点から、ベンダー毎の撮像
法の統一化を計り、これらの新たな撮像法の検証や標準化を
通して多施設共同研究や縦断研究に必要な画像データベース
作成の基礎的検討を行っている。
３）  包括脳 正常拠点でホームページを設置し支援活動に関

する情報発信を行った。
http://square.umin.ac.jp/Brainbnk/index.html
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A

B

MRIを用いた拡散テンソル解析
A：辺縁系の拡散テンソルtractography
　　（帯状束、脳弓、鉤状束）
B：錐体路
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 湯浅 龍彦 鎌ヶ谷総合病院 拡散テンソルtractographyによる特発性正常圧水頭症の研究
2 服部 高明 東京医科歯科大学 拡散テンソルを用いたパーキンソン病の研究

3 水野 雅文 東邦大学	医学部精神神経医学講座 統合失調症 前駆期における精神症状・社会機能障害と脳基盤
の関連についての縦断的研究

4 實松 寛晋 九州大学	大学院医学研究院 精神病態医学 神経画像解析による強迫性障害の病態研究

5 西川 　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 河合 啓介 九州大学	大学院医学研究院心身医学 神経画像解析による摂食障害の病態研究

2 中井 敏晴 国立長寿医療研究センター	長寿医療工学研究部　
神経情報画像開発研究室 加齢DTIデータベースの構築と標準化技術の研究

3 林 　直人 東京大学	医学部附属病院22世紀医療センター
コンピュータ画像診断学／予防医学講座 スーパーコンピューターを用いた大規模、脳形態解析

4 舞草 伯秀 国立精神・神経医療研究センター MRI装置における画像歪み補正に関する検討
5 徳丸 阿耶 東京都健康長寿医療センター	放射線診断科 形態画像解析による神経変性疾患の病態研究
6 平井 俊範 熊本大学	大学院生命科学研究部	放射線診断学分野 カフェイン摂取による脳血流変化のASL法による非侵襲的測定

7 小川 朝生 国立がん研究センター東病院臨床開発センター
精神腫瘍学開発部	心理社会科学室 化学療法にともなう中枢神経系障害の病態に関する画像的検討

8 掛田 伸吾 産業医科大学	放射線科 統合失調症前駆期における脳形態および拡散変化に関する検討
9 興梠 征典 産業医科大学	放射線科 うつ病患者における脳形態および拡散変化に関する検討

10 織茂 智之 関東中央病院	神経内科 Multimodal Neuroimagingを用いたアルツハイマー病の画像
解析

11 實松 寛晋 九州大学	大学院医学研究院 精神病態医学 神経画像解析による強迫性障害の病態研究

12 水野 雅文 東邦大学	医学部精神神経医学講座 統合失調症 前駆期における精神症状・社会機能障害と脳基盤
の関連についての縦断的研究

13 西川 　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究

14 湯浅 龍彦 鎌ヶ谷総合病院	千葉神経難病医療センター
難病脳内科 拡散テンソルtractographyによる特発性正常圧水頭症の研究

15 服部 高明 東京医科歯科大学	脳神経病態学講座 拡散テンソル画像を用いたパーキンソン病の研究

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 本折 　健 千葉大学	大学院医学研究院	画像診断・放射線腫瘍学 拡散Q	space	imaging	/	diffusional	kurtosis	imagingによる
脱髄疾患評価

2 服部 憲明 森之宮病院	神経リハビリテーション研究部 新しい拡散MRIの神経リハビリテーションにおける有用性の検討

3 寺田 一志 東邦大学	医学部医学科	放射線医学 拡散テンソル解析によるパーキンソン病及び類縁疾患の病態研
究

4 柴田 　靖 筑波大学附属病院	水戸地域医療教育センター 拡散テンソルは片頭痛の診断評価に貢献するか?
5 國松奈津子 国際医療福祉大学三田病院	放射線科 拡散テンソル画像による脳神経疾患および正常脳の研究
6 實松 寛晋 九州大学	大学院医学研究院 精神病態医学 神経画像解析による強迫性障害の病態研究

7 水野 雅文 東邦大学	医学部精神神経医学講座 統合失調症前駆期における精神症状・社会機能障害と脳基盤の
関連についての縦断的研究

8 西川 　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究

支援課題
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9 服部 高明 鎌ヶ谷総合病院	千葉神経難病医療センター
難病脳内科 拡散テンソルtractographyによる特発性正常圧水頭症の研究

10 服部 高明 東京医科歯科大学	脳神経病態学講座 拡散テンソル画像を用いたパーキンソン病の研究
11 河合 啓介 九州大学	大学院医学研究院心身医学 神経画像解析による摂食障害の病態研究

12 中井 敏晴 国立長寿医療研究センター	長寿医療工学研究部　
神経情報画像開発研究室 加齢DTIデータベースの構築と標準化技術の研究

13 林 　直人 東京大学	医学部附属病院22世紀医療センター
コンピュータ画像診断学／予防医学講座 スーパーコンピューターを用いた大規模、脳形態解析

14 徳丸 阿耶 東京都健康長寿医療センター	放射線診断科 形態画像解析による神経変性疾患の病態研究
15 平井 俊範 熊本大学	大学院生命科学研究部	放射線診断学分野 カフェイン摂取による脳血流変化のASL法による非侵襲的測定

16 小川 朝生 国立がん研究センター東病院臨床開発センター
精神腫瘍学開発部	心理社会科学室 化学療法にともなう中枢神経系障害の病態に関する画像的検討

17 掛田 伸吾 産業医科大学	放射線科学 統合失調症前駆期における脳形態および拡散変化に関する検討

18 服部 高明 関東中央病院	神経内科 Multimodal	Neuroimagingを用いたアルツハイマー病の画像
解析

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 本折 　健 千葉大学	大学院医学研究院	画像診断・放射線腫瘍学 拡散Q	space	imaging	/	diffusional	kurtosis	imagingによる
脱髄疾患評価

2 服部 憲明 森之宮病院	神経リハビリテーション研究部 新しい拡散MRIの神経リハビリテーションにおける有用性の検討
3 國松奈津子 国際医療福祉大学三田病院	放射線科 拡散テンソル画像による脳神経疾患および正常脳の研究

4 水野 雅文 東邦大学	医学部精神神経医学講座 統合失調症前駆期における精神症状・社会機能障害と脳基盤の
関連についての縦断的研究

5 西川 　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究

6 中井 敏晴 国立長寿医療研究センター	長寿医療工学研究部　
神経情報画像開発研究室 加齢DTIデータベースの構築と標準化技術の研究

7 平井 俊範 熊本大学	大学院生命科学研究部	放射線診断学分野 カフェイン摂取による脳血流変化のASL法による非侵襲的測定

8 小川 朝生 国立がん研究センター東病院臨床開発センター
精神腫瘍学開発部	心理社会科学室 化学療法にともなう中枢神経系障害の病態に関する画像的検討

9 掛田 伸吾 産業医科大学	放射線科学 統合失調症前駆期における脳形態および拡散変化に関する検討
10 小柳 靖裕 製鉄記念八幡病院	リハビリテーション部 Pusher現象を有する脳卒中患者の拡散テンソル解析
11 今村 佳樹 日本大学	歯学部 バーニングマウス症候群の病態解明に関する研究
12 中溝 　玲 九州大学	大学院医学研究院 脳神経外科学 もやもや病における高次脳機能異常に関する画像的研究
13 中塚 智也 東邦大学	医学部医学科	放射線医学 拡散テンソル解析による双極性障害の病態研究
14 池野 　充 順天堂大学	医学部小児科学教室 小児神経領域におけるDTI、DKIの臨床応用についての研究
15 白田 　剛 公立昭和病院 放射線診断 MRIによる認知症診断の最適化

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 柴田 　靖 筑波大学附属病院	水戸地域医療教育センター 拡散テンソルは片頭痛の診断評価に貢献するか?

2 國松奈津子 国際医療福祉大学三田病院	放射線科 筋萎縮性側索硬化症および肺癌脳転移治療経過における脳実質
non-Gaussian diffusion pattern変化の定量解析

3 白田 　剛 公立昭和病院	放射線科 MRIによる認知症診断の最適化

4 林 　直人 東京大学	医学部附属病院22世紀医療センター
コンピュータ画像診断学／予防医学講座 スーパーコンピューターを用いた大規模、脳形態解析

5 西川　 徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究
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6 掛田 伸吾 産業医科大学	放射線科学 統合失調症前駆期における脳形態および拡散変化に関する検討

7 水野 雅文 東邦大学	医学部精神神経医学講座 統合失調症前駆期における精神症状・社会機能障害と脳基盤の
関連についての縦断的研究

8 平井 俊範 熊本大学	大学院生命科学研究部	放射線診断学分野 カフェイン摂取による脳血流変化のASL法による非侵襲的測定
9 服部 憲明 森之宮病院 神経リハビリテーション研究部 新しい拡散MRIの神経リハビリテーションにおける有用性の検討
10 中塚 智也 東邦大学	医学部医学科	放射線医学 拡散尖度画像によるパーキンソン病及び類縁疾患の病態研究
11 池野 　充 順天堂大学	医学部小児科学教室 小児神経領域におけるDTI、DKIの臨床応用についての研究
12 今村 佳樹 日本大学	歯学部口腔診断科 バーニングマウス症候群の病態解明に関する研究

13 阿部 浩明 東北大学	大学院医学系研究科	肢体不自由学分野 交通外傷後の遷延性意識障害例の意識障害改善度と白質損傷
の特性ならびに経時的な白質変化との関連についての研究

14 中尾 智博 九州大学	医学部精神科神経科 高解像度MRI	による強迫性障害およびHoarding	disorder	の
画像解析

15 竹田 和良 国立精神・神経医療研究センター病院	第二精神診療部 統合失調症における内発的動機づけに関わる脳構造解析

16 小川千香子 名古屋大学	大学院医学系研究科	小児科学/成長発達医学 早産児脳の発達研究−−脳波からみた脳成熟と先進的MRI	画像
からみた脳成熟の相関

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 柴田 　靖 筑波大学附属病院	水戸地域医療教育センター 拡散テンソルによる片頭痛の病態解析

2 林 　直人 東京大学	医学部附属病院22世紀医療センター
コンピュータ画像診断学／予防医学講座 スーパーコンピューターを用いた大規模、脳形態解析

3 平井 俊範 宮崎大学	医学部病態解析医学講座
放射線医学分野 カフェイン摂取による脳血流変化のASL法による非侵襲的測定

4 掛田 伸吾 産業医科大学	放射線科学 うつ病における脳形態および拡散変化に関する検討
5 服部 憲明 森之宮病院 神経リハビリテーション研究部 新しい拡散MRIの神経リハビリテーションにおける有用性の検討

6 阿部 浩明 東北大学	大学院医学系研究科
肢体不自由学分野

交通外傷後の遷延性意識障害例の意識障害改善度と白質損傷
の特性ならびに経時的な白質変化との関連についての研究

7 國松奈津子 国際医療福祉大学三田病院	放射線科 筋萎縮性側索硬化症および肺癌脳転移治療経過における脳実質
non-Gaussian	diffusion	pattern変化の定量解析

8 小川千香子 名古屋大学	大学院医学系研究科	小児科学/成長発達医学 早産児脳の発達研究−−脳波からみた脳成熟と先進的MRI	画像
からみた脳成熟の相関

9 池野 　充 順天堂大学	医学部小児科学教室 小児神経領域におけるDTI、DKIの臨床応用についての研究

10 水野 雅文 東邦大学	医学部精神神経医学講座 統合失調症前駆期における精神症状・社会機能障害と脳基盤の
関連についての縦断的研究

11 中尾 智博 九州大学	医学部精神科神経科 高解像度MRI	による強迫性障害およびHoarding	disorder	の
画像解析

12 西川 　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究

13 中塚 智也 東邦大学	医学部医学科	放射線医学 拡散尖度画像によるパーキンソン病及び類縁疾患の病態研究
14 竹田 和良 国立精神神経医療研究センター病院	第二精神診療部 統合失調症における内発的動機づけに関わる脳構造解析
15 篠崎 貴弘 日本大学	歯学部口腔診断科 舌痛症患者における中枢における疼痛機構の解明

16 豊田 圭子 帝京大学	医学部放射線科学講座 トップアスリート（プロボクサー）の極限減量が脳に及ぼす影響
を調べる研究

17 友田 明美 福井大学	子どものこころの発達研究センター 反応性愛着障害の白質線維の発達異常に関するDTI研究
18 吉田 篤司 北海道大学病院	放射線診断科 拡散画像解析を用いた神経変性疾患

19 朴 　啓彰 高知工科大学 地域連携機構 脳ドック健常者の白質病変から脳卒中患者のリハビリ治療まで
多様な脳虚血病変に関するMRI脳構造解析
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I. ヒト脳機能画像解析・ブレインバンク支援活動

精神機能およびその障害の脳画像・脳組織
リソース提供・解析支援活動

（１）支援開始当初の背景
　ヒトの高次精神機能の解明とその障害としての精神疾患の
脳病態解明における、脳画像や脳組織リソースの整備と脳科
学コミュニティへの提供は大変重要な課題であるが、一つの
研究グループで多数のサンプルを短期間に取得することは容
易ではない。また、精神機能の解明や精神疾患の病態解明に
ブレークスルーをもたらすには、信号解析に精通したコン
ピューターサイエンティストや、分子生物学的解析法を駆使
出来る基礎神経科学者の持つ解析技術が必須となるが、技術
は日進月歩であり、個々の研究者がそうした技術を短期間で
習得することは容易ではない。

（２）支援の目的
　上述の背景から、精神疾患の脳機能画像および脳組織デー
タリソースを構築し、その提供および解析において脳科学研
究者を支援することで、本邦の脳科学を格段に発展させるこ
とを目指す。

（３）支援の手法
　精神疾患の脳画像データリソースの構築として、正常
拠点および、JSTバイオサイエンスデータベースセンター
（NBDC）との連携により、精神疾患の脳画像データリソー
スの構築を行う。神経画像計測・解析の技術支援・教育的
チュートリアルとして、MRI画像の収集・管理・解析に関す
るプロトコルの標準化を行い、MR撮像と同時に取得する標
準的臨床指標バッテリーの提供も行う。また、正常拠点と共
同でMRIチュートリアルを実施する。死後脳解析支援・教育
的チュートリアルとして、死後脳研究の解析に関して、神経
科学研究者に対し、支援を実施する。また、若手研究者に対
して、死後脳研究に関し教育プログラムを実施する。

（４）支援の成果
　精神疾患の脳画像データベースリソース構築を進め、176
例のMRI画像データおよび臨床情報データを、ヒト疾患脳画

像データベースに登録し、データリソースとして確立した。
また、T1強調画像とresting	state	fMRI（rs-fMRI）の標準
的な撮像プロトコルを記載した標準プロトコルガイドライン
を作成し、研究者コミュニティに対する普及活動と運用支援
のためのホームページを作成した。神経画像計測・解析の技
術支援・教育的チュートリアルの実施については、教育的支
援として正常拠点と合同で、MRI脳画像解析チュートリアル
を計８回開催し、多くの参加者より好評を博した。また、支
援課題の継続的支援として、精神疾患に関する神経画像研究
およびImaging	genetics研究に関して、データ解析の支援
をおこなった。死後脳解析支援・教育的チュートリアルにつ
いては、教育的支援として、神経疾患拠点と合同で、死後脳
研究チュートリアルを計３回開催し、参加者より好評を博し
た。また死後脳研究支援として、福島県立医科大学で構築さ
れた精神疾患ブレインバンクの脳サンプルを提供し、東北大
学、理研BSIが死後脳データ解析支援を実施した。
【支援件数】
C-1.			神経画像データリソース、神経画像―DNAデータリ

ソースの利用による精神疾患の病態解明研究
C-2.			神経画像データ解析支援
C-3.			死後脳研究支援

年度 業務（支援）内容 申請数 採択数

平成22年度
11件

C-１
C-２
C-３

４
５
２

４
５
２

平成23年度
19件

C-１
C-２
C-３

７
５
７

７
５
７

平成24年度
23件

C-１
C-２
C-３

11
６
６

11
６
６

平成25年度
25件

C-１
C-２
C-３

13
７
５

13
７
５

拠点代表者　笠井　清登　東京大学・医学部附属病院・教授

研究分担者　橋本　亮太　大阪大学・連合小児発達学研究科・准教授

　　　　　　丹羽　真一　福島県立医科大学・医学部・研究員

　　　　　　加藤　忠史　理化学研究所・脳科学総合研究センター・チームリーダー（H22→ H26）

　　　　　　鈴木　道雄　富山大学・大学院医学薬学研究部・教授

　　　　　　入谷　修司　名古屋大学・大学院医学系研究科・教授（H25→ H27）

　　　　　　根本　清貴　筑波大学・医学医療系・講師

　　　　　　富田　博秋　東北大学・災害科学国際研究所・教授
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平成26年度
28件

C-１
C-２
C-３

12
11
５

12
11
５

平成27年度
22件

C-１
C-２
C-３

11
８
３

11
８
３

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は24～32ページに掲載。

【雑誌論文（97件）】
Kido	M,	Nakamura	Y,	Nemoto	K,	Takahashi	T,	Aleksic	B,	
Furuichi	A,	Nakamura	Y,	Ikeda	M,	Noguchi	K,	Kaibuchi	
K,	 Iwata	N,	Ozaki	N,	Suzuki	M.	The	polymorphism	of	
YWHAE,	a	gene	encoding	14-3-3epsilon,	and	brain	
morphology	in	schizophrenia:	a	voxel-based	morpho-
metric	study.	PLoS	One.	2014;	9（8）:e103571.	doi:	
10.1371/journal.pone.0103571.	eCollection	2014.	
PMID:	25105667.	査読有
　統合失調症のリスク遺伝子と考えられているYWHAE遺伝
子の一塩基多型が統合失調症の脳形態にどのように影響して
いるかを検討した。その結果、この一塩基多型が健常者と統
合失調症で脳形態に異なる影響があり、統合失調症の神経発
達異常に寄与する可能性が示唆された。

Bundo	M,	Toyoshima	M,	Okada	Y,	Akamatsu	W,	Ueda	J,	
Nemoto-Miyauchi	T4,	Sunaga	F5,	Toritsuka	M,	Ikawa	
D,	Kakita	A,	Kato	M,	Kasai	K,	Kishimoto	T,	Nawa	H,	
Okano	H,	Yoshikawa	T,	Kato	T,	Iwamoto	K.	Increased	
l1	 retrotransposition	 in	 the	 neuronal	 genome	 in	
schizophrenia.	Neuron	81,	306-13	（2014）.	PMID:	
24389010
　統合失調症患者死後脳における定量的PCR法により、統合
失調症患者の神経細胞でレトロトランスポゾンLINE １のコ
ピー数増大を示した。動物モデルおよびiPS細胞実験により、
これが神経発達の過程で生じることを示した。死後脳の全ゲ
ノム解析で、LINE １転移がシナプス関連遺伝子に多いこと
を示し、統合失調症の病因におけるLINE １の役割を示した。

Okada	N,	Fukunaga	M,	Yamashita	F,	Koshiyama	D,	
Yamamori	H,	Ohi	K,	Yasuda	Y,	Fujimoto	M,	Watanabe	
Y,	Yahata	N,	Nemoto	K,	Hibar	DP,	van	Erp	TG,	Fujino	H,	
Isobe	M,	Isomura	S,	Natsubori	T,	Narita	H,	Hashimoto	N,	
Miyata	J,	Koike	S,	Takahashi	T,	Yamasue	H,	Matsuo	K,	
Onitsuka	T,	Iidaka	T,	Kawasaki	Y,	Yoshimura	R,	Wata-
nabe	Y,	Suzuki	M,	Turner	JA,	Takeda	M,	Thompson	
PM,	Ozaki	N,	Kasai	K,	Hashimoto	R.	Abnormal	asym-
metries	 in	subcortical	brain	volume	in	schizophrenia.	
Mol	Psychiatry.	 In	press,	doi:	10.1038/mp.2015.209.	

PMID:	26782053.	査読有
　統合失調症において、大脳皮質下領域に存在する大脳基底
核のひとつである淡蒼球の体積が健常者に比べて大きいとい
う既知の報告を再現するとともに、その健常者との差に左側
優位の非対称性が存在することを、新たに見出した。

（６）その他
　細胞内タンパク質輸送の異常が記憶・学習等の脳高次機能
に障害を与える分子メカニズムを発見―精神疾患の新しい薬
の開発に期待―　平成28年２月２日（Nature	Communi-
cations）（東京大学、AMED共同プレスリリース）

　統合失調症の大脳皮質下領域の特徴を発見～淡蒼球の体積
に左右差がある～平成28年１月12日（Molecular	Psychia-
try）（東京大学、AMED共同プレスリリース）

青木茂樹、笠井清登監修、根本清貴編著　すぐできる
VBM：精神・神経疾患の脳画像解析、秀潤社

Bundo（2014）論文は、Nature,	Nature	Medicineを始め、
海外のメディアに取り上げられた。（年末年始のため、国内
では取り上げられず。）

Oxford	Centre	for	Functional	MRI	of	the	Brain	（FMRIB）
著、根本清貴訳、FSL	courseシェルスクリプト、http://
www.nemotos.net/resources/fsl-scripting_ja.pdf、
2014年2月公開

Anderea	Hamilton著、根本清貴訳、心理のためのMatlab
チュートリアル、http://www.nemotos.net/resources/
matlab_for_psychologists_ja.pdf、2013年3月公開

Matthew	Brett著、根本清貴訳、SPM統計入門、http://
www.nemotos.net/resources/intro_spm_statistics_
ja.pdf、2012年6月公開

Christian	Gaser著、根本清貴訳、VBM8ツールボック
ス マ ニ ュ ア ル、http://dbm.neuro.uni-jena.de/vbm8/
VBM8-Manual_Japanese.pdf、2012年6月公開

根本清貴、SPMのセットアップ方法、http://www.nemo-
tos.net/wp-content/uploads/spm_setup.pdf、2010年
12月公開

John	Ashburner著、高橋桃子、根本清貴訳、VBMチュー
ト リ ア ル、http://www.nemotos.net/wp-content/up-
loads/VBMclass10_ja.pdf、2010年7月公開
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チュートリアル会場の様子
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 高柳陽一郎 都立松沢病院 脳MRI形態画像の臨床応用に関する研究
2 中澤	敬信 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学分野 統合失調症関連遺伝子の解析研究
3 大西	浩史 群馬大学	生体調節研究所 免疫応答制御分子を標的とした精神疾患の病因・病態の解明
4 岩本	和也 東京大学	大学院医学系研究科	分子精神医学講座 精神疾患患者死後脳を用いたエピゲノム変異の探索
5 久住	一郎 北海道大学	大学院医学研究科精神医学分野 統合失調症の大細胞系視知覚障害に寄与する外側膝状体の評価
6 宮川	　剛 藤田保健衛生大学	総合医科学研究所 未成熟歯状回関連遺伝子とヒト認知機能の関連解析

7 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学系総合研究科 成長円錐の機能的分子マーカーとヒト精神疾患、特に知能との
関連性の研究

8 飯高	哲也 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神生物学分野 統合失調症における大脳灰白質・白質の異常について

9 尾崎	紀夫 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神医学分野 統合失調症発症脆弱性候補遺伝子多型が、ヒト脳表現型（脳画像・
認知機能等）に与える影響

10 西川	　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究

11 山森	英長 大阪大学	大学院医学系研究科	分子精神神経学
（大日本住友製薬）寄附講座

統合失調症関連遺伝子のスプライシングバリアントの同定とそ
の発現解析

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 高柳陽一郎 都立松沢病院 脳MRI形態画像の臨床応用に関する研究
2 中澤	敬信 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学分野 統合失調症関連遺伝子の解析研究
3 大西	浩史 群馬大学	生体調節研究所 免疫応答制御分子を標的とした精神疾患の病因・病態の解明
4 岩本	和也 東京大学	大学院医学系研究科	分子精神医学講座 精神疾患患者死後脳を用いたエピゲノム変異の探索

5 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学系総合研究科 成長円錐の機能的分子マーカーとヒト精神疾患、特に知能との
関連性の研究

6 飯高	哲也 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神生物学分野 統合失調症における大脳灰白質・白質の異常について

7 尾崎	紀夫 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神医学分野 統合失調症発症脆弱性候補遺伝子多型が、ヒト脳表現型（脳画像・
認知機能等）に与える影響

8 西川	　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究

9 山森	英長 大阪大学	大学院医学系研究科	分子精神神経学
（大日本住友製薬）寄附講座

統合失調症関連遺伝子のスプライシングバリアントの同定とそ
の発現解析

10 松本	和紀 東北大学	大学院医学系研究科 精神病発症危険状態（At	Risk	Mental	State）における脳灰白
質変化の複数施設データによる検討

11 福永	雅喜 大阪大学	免疫学フロンティア研究センター 統合失調症を対象とした	MRI	による定量的脳構造計測と高次
脳機能、遺伝子多型の関連解析

12 新谷	紀人 大阪大学	大学院薬学研究科 プロスタグランジンD2受容体CRTH2の情動機能障害への関与

13 新田	淳美 富山大学	大学院医学薬学研究部（薬学） 精神活動関連分子PCLOおよびTmem168の精神疾患およびそ
の中間表現型におけるゲノム解析

14 鍋島	俊隆 名城大学	薬学部 ドパミン作動性機能調節分子Shatiの精神疾患とその中間型と
の関連におけるゲノム解析

15 田中	元雅 理化学研究所 統合失調症などの精神障害発現におけるタンパク質凝集仮説の
検証

16 田中（小野）
千晶 東北大学	大学院医学系研究科	災害精神医学分野 死後脳の死戦期状態・組織pHと相関する遺伝子プロファイルの

特定
17 大槻	純男 熊本大学	大学院生命科学研究部 精神神経疾患における脳内膜タンパク質群の発現比較解析
18 浜瀬	健司 九州大学	大学院薬学研究院 統合失調症におけるD-アミノ酸の関連解析
19 瀬藤	光利 浜松医科大学	医学部解剖学講座	細胞生物学分野 質量顕微鏡法による精神疾患死後脳の脂質解析

支援課題



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク 93

I. ヒト脳機能画像解析・ブレインバンク支援活動

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 高柳陽一郎 都立松沢病院 脳MRI形態画像の臨床応用に関する研究
2 中澤	敬信 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学分野 統合失調症関連遺伝子の解析研究
3 大西	浩史 群馬大学	生体調節研究所 免疫応答制御分子を標的とした精神疾患の病因・病態の解明
4 岩本	和也 東京大学	大学院医学系研究科	分子精神医学講座 精神疾患患者死後脳を用いたエピゲノム変異の探索
5 飯高	哲也 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神生物学分野 統合失調症における大脳灰白質・白質の異常について

6 尾崎	紀夫 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神医学分野 統合失調症発症脆弱性候補遺伝子多型が、
ヒト脳表現型（脳画像・認知機能等）に与える影響

7 西川	　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

D-サイクロセリンの統合失調症に対する二重盲検試験における
神経画像情報を用いた包括的評価に関する研究

8 松本	和紀 東北大学	大学院医学系研究科 精神病発症危険状態（At	Risk	Mental	State）における脳灰白
質変化の複数施設データによる検討

9 福永	雅喜 大阪大学	免疫学フロンティア研究センター 統合失調症を対象とした	MRI	による定量的脳構造計測と高次脳機
能、遺伝子多型の関連解析

10 新谷	紀人 大阪大学	大学院薬学研究科 プロスタグランジンD2受容体CRTH2の情動機能障害への関与

11 新田	淳美 富山大学	大学院医学薬学研究部（薬学） 精神活動関連分子PCLOおよびTmem168の精神疾患およびそ
の中間表現型におけるゲノム解析

12 鍋島	俊隆 名城大学	薬学部 ドパミン作動性機能調節分子Shatiの精神疾患とその中間型と
の関連におけるゲノム解析

13 田中	元雅 理化学研究所 統合失調症などの精神障害発現におけるタンパク質凝集仮説の
検証

14 田中（小野）
千	晶 東北大学	大学院医学系研究科	災害精神医学分野 死後脳の死戦期状態・組織pHと相関する遺伝子プロファイルの

特定
15 大槻	純男 熊本大学	大学院生命科学研究部 精神神経疾患における脳内膜タンパク質群の発現比較解析
16 浜瀬	健司 九州大学	大学院薬学研究院 統合失調症におけるD-アミノ酸の関連解析
17 瀬藤	光利 浜松医科大学	医学部解剖学講座	細胞生物学分野 質量顕微鏡法による精神疾患死後脳の脂質解析
18 林	　康紀 理化学研究所 GRIN3B遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析
19 田中	英明 熊本大学	大学院生命科学研究部	神経分化学 Draxin遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

20 松尾	幸治 山口大学	大学院医学系研究科	高次脳機能病態学分野 うつ病異種性の診断・病態解明に向けたバイオマーカー分子の
探索

21 池田	匡志 藤田保健衛生大学	医学部精神神経科学 統合失調症神経画像•認知機能の全ゲノム関連研究
22 一瀬	　宏 東京工業大学	大学院生命理工学研究科 モノアミン生合成遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

23 成田	耕介 群馬大学	医学部付属病院	精神科神経科 うつ病異種性の診断・病態解明に向けたバイオマーカー分子の
探索

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 福永	雅喜 大阪大学	免疫学フロンティア研究センター 統合失調症を対象とした	MRI	による定量的脳構造計測と高次
脳機能、遺伝子多型の関連解析

2 新田	淳美 富山大学	大学院医学薬学研究部（薬学） 精神活動関連分子PCLOおよびTmem168の精神疾患およびそ
の中間表現型におけるゲノム解析

3 田中	元雅 理化学研究所 統合失調症などの精神障害発現におけるタンパク質凝集仮説の
検証

4 林	　康紀 理化学研究所 GRIN3B遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析
5 田中	英明 熊本大学	大学院生命科学研究部	神経分化学 Draxin遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

6 松尾	幸治 山口大学	大学院医学系研究科	高次脳機能病態学分野 うつ病異種性の診断・病態解明に向けたバイオマーカー分子の
探索
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7 池田	匡志 藤田保健衛生大学	医学部精神神経科学 統合失調症神経画像•認知機能の全ゲノム関連研究
8 一瀬	　宏 東京工業大学	大学院生命理工学研究科 モノアミン生合成遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

9 成田	耕介 群馬大学	医学部付属病院	精神科神経科 うつ病異種性の診断・病態解明に向けたバイオマーカー分子の
探索

10 岩里	琢治 国立遺伝学研究所	 CHN1遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析
11 三善	英知 大阪大学	大学院医学系研究科	機能診断科学講座 糖鎖関連遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

12 沼田	周助 徳島大学	大学院ヘルスバイオサイエンス
研究部精神医学 MTHFR遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

13 髙木	　学 岡山大学病院	精神科神経科 ARHGEF11遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析
14 互	　健二 東京慈恵会医科大学	精神医学講座 アルツハイマー病における不安の神経基盤

15 尾崎	紀夫 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神医学分野 遺伝子多型が、ヒト脳表現型としての脳画像に与える影響：多施
設共同研究体制の構築と解析

16 木戸	幹雄 富山大学	大学院医学薬学研究部	神経精神医学講座 統合失調症圏における灰白質変化の縦断的検討

17 池田	和隆 東京都医学総合研究所 各種依存性物質・疼痛感受性及び精神疾患等関連遺伝子と認知
機能・脳神経画像との関連解析

18 岸本	由紀 高岡病院	精神科 精神疾患を伴う高齢者の神経画像評価
19 大槻	純男 熊本大学	大学院生命科学研究部 精神神経疾患患者脳におけるタンパク質群の発現変動解析

20 中川	彰子 千葉大学	大学院医学研究院
子どものこころの発達研究センター

定量的MRI解析にもとづく強迫性障害、広汎性発達障害の脳機
能研究

21 高柳陽一郎 都立松沢病院/富山大学	大学院医学薬学研究部神経精神医学講座 精神疾患、および精神疾患下位分類における脳形態の特異的・
非特異的所見の探索

22 岩本	和也 東京大学	大学院医学系研究科	分子精神医学講座 死後脳ゲノムシークエンスデータからの体細胞変異同定
23 那波	宏之 新潟大学	脳研究所	分子神経生物学分野 死後脳を使った統合失調症における硫酸基糖鎖変動解析
24 糸原	重美 理化学研究所	脳科学総合研究センター NTNG1/NTNG2遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

25 瀬藤	光利 浜松医科大学	医学部解剖学講座	細胞生物学分野 質量顕微鏡法による統合失調症死後脳脂質代謝の二次元画像
化

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 松尾	幸治 山口大学	大学院医学系研究科	高次脳機能病態学分野 うつ病異種性の診断・病態解明に向けたバイオマーカー分子の
探索

2 成田	耕介 群馬大学	医学部付属病院	精神科神経科 うつ病異種性の診断・病態解明に向けたバイオマーカー分子の
探索

3 岩里	琢治 国立遺伝学研究所 CHN1遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析
4 三善	英知 大阪大学	大学院医学系研究科	機能診断科学講座 糖鎖関連遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

5 沼田	周助 徳島大学	大学院ヘルスバイオサイエンス研究部精
神医学 MTHFR遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

6 髙木	　学 岡山大学病院	精神科神経科 ARHGEF11遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

7 尾崎	紀夫 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神医学分野 遺伝子多型が、ヒト脳表現型としての脳画像に与える影響：多施
設共同研究体制の構築と解析

8 木戸	幹雄 富山大学	大学院医学薬学研究部	神経精神医学講座 統合失調症圏における灰白質変化の縦断的検討

9 池田	和隆 東京都医学総合研究所 各種依存性物質・疼痛感受性及び精神疾患等関連遺伝子と認知
機能・脳神経画像との関連解析

10 岸本	由紀 高岡病院	精神科 精神疾患を伴う高齢者の神経画像評価
11 大槻	純男 熊本大学	大学院生命科学研究部 精神神経疾患患者脳におけるタンパク質群の発現変動解析

12 中川	彰子 千葉大学	大学院医学研究院	子どものこころの発達研究センター 定量的MRI解析にもとづく強迫性障害、広汎性発達障害の脳機
能研究

13 高柳陽一郎 富山大学	大学院医学薬学研究部神経精神医学講座 精神疾患、および精神疾患下位分類における脳形態の特異的・
非特異的所見の探索
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14 岩本	和也 東京大学	大学院医学系研究科	分子精神医学講座 死後脳ゲノムシークエンスデータからの体細胞変異同定
15 那波	宏之 新潟大学	脳研究所	分子神経生物学分野 死後脳を使った統合失調症における硫酸基糖鎖変動解析
16 糸原	重美 理化学研究所	脳科学総合研究センター NTNG1/NTNG2遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析

17 瀬藤	光利 浜松医科大学	医学部	解剖学講座	細胞生物学分野 質量顕微鏡法による統合失調症死後脳脂質代謝の二次元画像
化

18 川口	彰子 名古屋市立大学	大学院医学研究科	精神認知行動医学分野 薬物療法抵抗性大うつ病エピソードに対する修正電気けいれん
療法の脳構造による治療効果予測に関する研究

19 三浦健一郎 京都大学	大学院医学研究科 統合失調症における眼球運動異常と脳構造の関係の解明
20 鬼塚	俊明 九州大学	大学院医学系学府	精神病態医学 統合失調症患者の脳回パターン解析

21 近藤	洋史 日本電信電話株式会社	
NTTコミュニケーション科学基礎研究所 精神疾患群および健常群のデータ比較による中間表現型の解明

22 中村	政明 国立水俣病総合研究センター 水俣病の病態に関する臨床研究−MRIと脳磁図による客観的評
価法の確立を中心に−

23 松田	幸久 金沢医科大学総合医学研究所 統合失調症における皮質の褶曲度の特異性についての検討
24 橋本	謙二 千葉大学	社会精神保健教育研究センター Keap1-Nrf2遺伝子と認知機能との関連解析
25 細田	千尋 東京大学	大学院総合文化研究科	生命環境科学系・認知行動科学 長期学習における能力獲得と脳可塑性の検討

26 中尾	智博 九州大学	大学病院 高解像度MRIによる強迫性障害およびHoarding	disorderの画
像解析

27 伊佐	　正 生理学研究所	認知行動発達機構研究部門 統合失調症患者の自発視線運動と脳画像の関連解析
28 那波	宏之 新潟大学	脳研究所	分子神経生物学分野 統合失調症脳における遺伝子発現変化の領域比較

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 橋本	謙二 千葉大学	社会精神保健教育研究センター Keap1-Nrf2遺伝子と認知機能との関連解析
2 伊佐	　正 生理学研究所	認知行動発達機構研究部門 統合失調症患者の自発視線運動と脳画像の関連解析
3 松田	幸久 金沢医科大学総合医学研究所 統合失調症における皮質の褶曲度の特異性についての検討
4 三浦健一郎 京都大学	大学院医学研究科 統合失調症における眼球運動異常と脳構造の関係の解明
5 鬼塚	俊明 九州大学	大学院医学研究院精神病態医学 統合失調症患者の脳回パターン解析

6 近藤	洋史 日本電信電話株式会社
NTTコミュニケーション科学基礎研究所 精神疾患群および健常群のデータ比較による中間表現型の解明

7 川口	彰子 名古屋市立大学	大学院医学研究科
精神認知行動医学分野

薬物療法抵抗性大うつ病エピソードに対する修正電気けいれん
療法の脳構造による治療効果予測に関する研究

8 細田	千尋 科学技術振興機構JSTさきがけ／
東京大学	大学院総合文化研究科 長期学習における能力獲得と脳可塑性の検討

9 中村	政明 国立水俣病総合研究センター 水俣病の病態に関する臨床研究−MRIと脳磁図による客観的評
価法の確立を中心に−

10 中尾	智博 九州大学	大学病院 高解像度MRIによる強迫性障害およびHoarding	disorderの画
像解析

11 中澤	敬信 大阪大学	大学院薬学研究科	附属創薬センター 統合失調症関連遺伝子の解析研究

12 尾崎	紀夫 名古屋大学	大学院医学系研究科	精神医学分野 遺伝子多型が、ヒト脳表現型としての脳画像に与える影響：多施
設共同研究体制の構築と解析

13 小池	進介 東京大学	学生相談ネットワーク本部 健常大学生の主観的抑うつ症状と関連する脳基盤
14 福永	雅喜 生理学研究所	心理生理学研究部門 統合失調症における皮質下構造体積のメタアナリシス
15 中西	広樹 秋田大学	生体情報研究センター 統合失調症死後脳におけるリピドミクス解析
16 三善	英知 大阪大学	大学院医学系研究科	機能診断科学講座 糖鎖関連遺伝子と認知機能・脳神経画像との関連解析
17 那波	宏之 新潟大学	脳研究所	分子神経生物学 統合失調症における上側頭回の分子病態解析
18 藤野	陽生 大阪大学	大学院人間科学研究科 統合失調症の社会機能障害の脳構造基盤

19 北村	樹里 広島大学	大学院 多発性硬化症／視神経脊髄炎における皮質病変と認知機能障害
についての検討
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20 高柳陽一郎 富山大学	大学院医学薬学研究部	神経精神医学講座 精神病発症危険状態から統合失調症への移行に関わる脳形態変
化についての研究

21 磯部	昌憲 京都大学	大学院医学研究科	脳病態生理学講座
（精神医学）

死後脳におけるNgR遺伝子および転写因子Myb関連蛋白の発
現解析

22 松井	三枝 富山大学	大学院医学薬学研究部	心理学教室 統合失調症患者のMRIによる脳梁計測



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク 97

I. ヒト脳機能画像解析・ブレインバンク支援活動

日本神経科学ブレインバンクネットワークの構築

（１）支援開始当初の背景
　本邦では施設蓄積が一般的であり、欧米のような生前同意
登録を背景とし、患者団体の協力を得たオープンリソースと
してのブレインバンクは存在しなかった。
　神経病理学会は1986年にブレインバンク準備委員会を立
ち上げ、神経病理存続の重要な基盤として位置付け努力して
きたが、大学を基盤とする限り、本邦特有の縦割り構造の弊
害により、構築が不可能であった。
　高齢者ブレインバンクは、東京都健康長寿医療センターに
構築され、患者・医師・研究者の市民運動として1999年に
創立された。以降特定領域総括班の援助を受け、リソース提
供を行ってきたが、包括脳発足にあたり、日本神経病理学会
総会で、オープンリソース、倫理委員会承認、生前同意登録
システムの存在、前方視的縦断研究との結合、ブレインバン
クとしてのリソース提供の経験を前提として公募、現構成施
設により、日本神経科学ブレインバンクネットワークを構築
した。

（２）支援の目的
　文部科学省科学研究費を受けている研究者に、死後脳リ
ソースを最も研究成果を得るのに効率的なかたちで提供する
ことを目的とした。

（３）支援の手法
　リソース構築については一般に超低温槽-80度での保存期
間は10年とされている。従って、十分な数のリソース確保
のためには、開頭剖検同意時包括研究同意に基づくブレイン
バンク登録同意を得る死体解剖保存法に従った蓄積の継続が
必須である。さらに神経病理診断の統一、リソース品質管理
が、米NIH、英MRC支援ブレインバンクの必須事項である。
国際競争力のため、これらを全て満たすかたちでリソース構
築を行った。
　さらに本邦では基礎研究者がヒト死後脳研究にとりかかる
教育的背景が希薄であることを受け、包括脳ワークショップ
時に実際の死後脳に触れるブレインカッティングセッション
を設ける努力を行うだけでなく、神経科学会を含めた各種学
会で情宣活動を行い、研究者の底上げを継続した。
　研究者からのリソース使用申し込みに対しては、包括脳事

務局を通じてきた申請を、包括脳指定外部学術委員（岩坪威、
貫名信行博士）が指導的peer	reviewを、施設代表者（村山、
齊藤、赤津、高尾）が提供可能かどうかの判断を行った。提
供リソースの選別と部位については研究者とマンツーマンで
選定を行い、場合によっては前方視的にテーラーメードで提
供する努力を行った。

（４）支援の成果
　本邦において死後脳リソースを用いる研究者が英米に比べ
て極めて少ない現状から、支援申請についてはPIとして極力
教育的指導の上学術委員に回すかたちをとり、全例採用の精
神を貫いた。一定の評価が定着したことを前提に、四年後よ
り学術評価委員に通常のpeer	reviewのかたちをとった結果、
非採択例が一定の数出現することになった。
　支援研究成果英文オリジナル論文として、2010年度９、
2011年度16、2012年度27、2013年度26、2014年度20、
2015年度53と、包括脳が終わるという駆け込み需要の前は
ほぼ一定の成果が得られる状況であった。
　特筆すべきはこのプラットフォームを使い、生前献脳登録
者をリクルートし、アミロイドPETリガンドの剖検による確
認実証研究国際治験に参入することで、アルツハイマー病早
期診断薬の開発に貢献し、国際論文発表を行えたことで、ユ
ニークかつオリジナルな業績である。この枠組みを、病理・
コホートプラットフォームに持ち込み、さらなる貢献を行う
予定である。
【支援件数】

年度 業務（支援）内容 申請数採択数

平成22年度

ブレインバンク共同研究

55 55
平成23年度 25 25
平成24年度 69 69
平成25年度 89 78
平成26年度 92 87
平成27年度 108 107

（５）発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は32～41ページに掲載。

拠点代表者　村山　繁雄　東京都健康長寿医療センター研究所・高齢者ブレインバンク・研究部長

研究分担者　赤津　裕康　さわらび会福祉村病院長寿研究所・長寿医学研究所・研究員

　　　　　　高尾　昌樹　脳血管研究所・美原記念病院・研究員

　　　　　　齊藤　祐子　国立精神・神経医療研究センター病院・医長
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【雑誌論文（124件）】
Tsuji	H,	Arai	T,	Kametani	F,	Nonaka	T,	Yamashita	M,	
Suzukake	M,	Hosokawa	M,	Yoshida	M,	Hatsuta	H,	
Takao	M,	Saito	Y,	Murayama	S,	Akiyama	H,	Hasegawa	
M,	David	M.	A.	Mann,	Tamaoka	A:	Molecular	analysis	
and	biochemical	classification	of	TDP-43	proteinopa-
thy	Brain	2012;	135	（11）:3380-	91
　TDP43沈着を伴う筋萎縮性側索硬化症の中心前回と脊髄
をウェスタンブロットで解析し、両者が共にType	Bである
こと、一方アルツハイマー病に合併して沈着するTDP43は
Type	Aであり、両者が形態病理学的にも免疫化学的にもユ
ニークであることを明らかにした。
	
Kakuda	N,	Shoji	M,	Arai	H,	Furukawa	K,	 Ikeuchi	T,	
Akazawa	K,	 Takami	M,	 Hatsuta	H,	Murayama	 S,	
Hashimoto	Y,	Miyajima	M,	Arai	H,	Nagashima	Y,	Ya-
maguchi	H,	Kuwano	R,	Nagaike	K,	 Ihara	Y	and	 the	
Japanese	Alzheimer’s	Disease	Neuroimaging	Initiative:	
Altered	gamma-secretase	activity	in	mild	cognitive	im-
pairment	and	Alzheimer’s	disease.	EMBO	Molecular	
Medicine	2012;	4	（4）:344-352
　J-ADNI研究で得られた記憶障害型軽度認知機能障害の髄
液と血漿解析より得られたgamma	secretase異常を、高齢
者ブレインバンク該当死後脳解析で確認した。オールジャパ
ン前方視的縦断研究結果をコホートブレインバンクリソース
で確認する手法はユニークである。
	

The	Multiple-System	Atrophy	Research	Collaboration.	
Mutations	 in	COQ2	 in	 familial	and	sporadic	multi-
ple-system	atrophy.	N	Engl	J	Med.	2013;369:233-44
　辻省次博士が主導した国際共同研究に、神経病理学的に異
常のないコントロールゲノム250例分を提供し、検出された
遺伝子変異がコントロール群には存在しないことを、剖検確
認例で明らかにすることに貢献した。このコントロールゲノ
ムは疾患ゲノム研究に常に貢献している。

（６）その他
　高齢者ブレインバンクホームページ
　www.mci.gr.jp/BrainBank/
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 岡澤	　均 東京医科歯科大学	神経病理 神経変性疾患のプロテオーム解析
2 北本	哲之 東北大学	病態神経学 高感度アミロイド検出法の開発
3 岡野登志夫 神戸薬科大学	衛生化学 脳内ビタミンKと神経変性疾患
4 小西	吉裕 鳥取医療センター 脳内βセクレターゼの日米比較
5 斎藤	芳郎 同志社大学	生命医科学部	医生命システム学科システム生命科学 抗酸化DJ1抗体を用いたレビー小体病の検討
6 井原	康夫 同志社大学	生命医学部 Aβ1-43の生物学的意義
7 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 アルツハイマー病感受性遺伝子解析
8 松原	悦郎 弘前大学	神経内科 Aβ	oligomerの病的意義
9 清水	孝彦 東京都健康長寿医療センター Aβ	oligomer認識抗体の病理
10 辻	　省二 東京大学	医学部	神経内科 神経変性疾患の網羅的遺伝子解析
11 富山	裕幸 順天堂大学	神経内科 パーキンソン病感受性遺伝子解析
12 高橋	良輔 京都大学	医学部	神経内科 パーキンソン病パイエル受容体の研究
13 肥後	範行 産業技術総合研究所 正常脳と筋萎縮性側索硬化症発症脳におけるSPP1の発現

14 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター	神経難病病因学分野 アルツハイマー病脳における新規γセクレターゼ活性調節タ
ンパク質の発現解析

15 久恒	辰博 東京大学	大学院新領域創成科学研究科	
先端生命科学専攻細胞応答化学分野

神経再生を活用した認知症の予防と治療に関する細胞工学
研究

16 柳澤	勝彦 国立長寿医療研究センター βアミロイド沈着機構の解明
17 澁谷	典博 国立精神・神経医療研究センター 脳内硫化水素の検討
18 秋山	治彦 東京都精神医学総合研究所 FUSopathyの神経病理学的研究
19 加藤	忠史 理化学研究所 精神疾患のepigenetics
20 郭　	　伸 東京大学	医学部	神経内科 ALSの病因としてのRNA	editing

21 志村	秀樹 順天堂大学	医学部付属浦安病院脳	神経内科 アルツハイマー病患者髄液中の神経細胞障害因子による障
害機構の解明とその抑制法の開発

22 德丸	阿耶 東京都健康長寿医療センター	放射線科 MRIによる病理材料内老人斑の検出

23 里	　直行 大阪大学	大学院医学系研究科
臨床遺伝子治療学講座	老年腎臓内科学講座 アミロイドβ沈着の血管因子・糖尿病との関連

24 池田	佳生 岡山大学	神経内科 SCA5に関する神経病理学的研究
25 田中	元雅 理化学研究所 DISC1と神経変性疾患の関連に関する研究
26 望月	秀樹 北里大学	医学部	神経内科 大脳白質病変の検討
27 小野寺　理 新潟大学	神経内科 CARASILの血管病変に関する免疫組織学的研究
28 石川	欣也 東京医科歯科大学	神経内科 オリゴデンドログリアのパラフィン切片上の同定
29 須原	哲也 放射線医学研究所 神経変性疾患診断のためのPETプローブの開発
30 藤原	一男 東北大学	大学院医学系研究科	多発性硬化症治療学 多発性硬化症原因解明のための包括的研究

31 裏出	良博 	大阪バイオサイエンス研究所第２研究 アルツハイマー病の病因に対する小胞体シャペロンER60/
Erp57の関与

32 神崎ゆかり 東京大学	大学院新領域創成科学研究科部	
メディカルゲノム専攻	ゲノム制御医科学分野 壊死巣特定特異抗体の脳への応用

33 富山	弘幸 順天堂大学	医学部	神経内科 認知症脳の包括的遺伝子異常同定
34 西本	祥仁 慶應義塾大学	医学部	神経内科 ALS運動神経細胞特異的変化
35 永田栄一郎 東海大学	医学部	神経内科 ALS脳脊髄内イノシトール量の検討
36 近藤	　徹 愛媛大学	蛋白医学研究センター アルツハイマー病因研究
37 小池	　智 東京都臨床医学総合研究所 ウィルス受容体の研究
38 秋山	治彦 東京都精神医学総合研究所 FUSopathyの神経病理学的研究
39 永田栄一郎 東海大学	医学部	神経内科 ALS脳脊髄内イノシトール量の検討

支援課題
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40 西本	祥仁 慶應義塾大学	医学部	神経内科 ALS運動神経細胞特異的変化

41 水上	勝義 筑波大学	大学院人間総合科学研究科
精神病態医学教室 剖検脳による精神疾患のプロテオミクス研究

42 瀬藤	光利 浜松医科大学
分子イメージング先端研究センター 精神疾患患者死後脳のオミックス解析

43 瀬藤	光利 浜松医科大学
分子イメージング先端研究センター 質量顕微鏡法を用いたヒト網膜疾患のバイオマーカー探索

44 森原	剛史 大阪大学	医学部精神医学教室 アルツハイマー病関連遺伝子の探索

45 三浦	　裕
名古屋市立大学	大学院医学研究科
分子神経生物学および福祉村病院
長寿医学研究所

アルツハイマー病の早期診断薬キットの開発

46 内村	健治 国立長寿医療研究センター
アルツハイマー病研究部

アルツハイマー病の神経病理に関連するセレクチンおよび多
硫酸化ヘパラン硫酸糖鎖の脳および血液髄液中の発現解析

47 道川	　誠 国立長寿医療研究センター アルツハイマー病病態関連分子の生体内における動態解析

48 久保	充明 理化学研究所	横浜研究所
ゲノム医科学研究センター

アルツハイマー病の危険因子の解明と予防に関する大規模ゲ
ノム疫学研究

49 川口	　誠 労働者健康福祉機構	新潟労災病院 アルツハイマー病、対照例脳における	ATBF1などの発現解
析（免疫組織化学的検討）

50 久保	充明 理化学研究所	横浜研究所
ゲノム医科学研究センター

アルツハイマー病の危険因子の解明と予防に関する大規模ゲ
ノム疫学研究

51 工藤	幸司 東北大学	未来医工学治療開発センター タウイメージング用プローブの開発
52 田中	稔久 大阪大学	大学院医学系研究科	精神医学 プロテインキナーゼCの神経保護機構の検討

53 岡	　尚男 金城学院大学 アルツハイマー脳組織からの酸化修飾型アミロイドβ等の分
析

54 丹羽	真一 福島医科大学 質量顕微鏡を用いた統合失調症死後脳のドパミン・グルタ
ミン酸・ギャバ系の解析

55 五十嵐一衛 株式会社アミンファーマ研究所 アルツハイマー病患者の脳組織中アクロレイン抱合蛋白質
の分析と同定

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 北本	哲之 東北大学	病態神経学 高感度アミロイド検出法の開発
2 松原	悦郎 弘前大学	医学部	神経内科 Aβ	oligomerの病的意義
3 井原	康夫 同志社大学	生命医学部 Aβ1-43の生物学的意義
4 田中	元雅 理化学研究所 DISC1と神経変性疾患の関連に関する研究

5 藤原	一男 東北大学	大学院医学系研究科
多発性硬化症治療学 多発性硬化症原因解明のための包括的研究

6 岩田	　敦 東京大学	大学院医学系研究科	神経内科 アルツハイマー病・パーキンソン病の
epigenetics

7 西本	祥仁 慶應義塾大学	医学部生理学教室 ALS運動神経細胞特異的変化
8 山中	宏二 理化学研究所 FTLD-TDP43におけるRNA代謝
9 石川	欣也 東京医科歯科大学	神経内科 脊髄小脳変性症原因遺伝子の網羅的解析
10 近藤	　徹 愛媛大学	蛋白医学研究センター アルツハイマー病因研究

11 裏出	良博 大阪バイオサイエンス研究所	第２研究部 アルツハイマー病の病因に対する
小胞体シャペロンER60/Erp57の関与

12 Carninci 理化学研究所	オミックス基盤研究領域 神経変性疾患におけるtransposon
13 貫名	信行 理化学研究所 神経変性疾患の免疫化学的研究
14 西本	祥仁 慶應義塾大学	医学部生理学教室 ALS運動神経細胞特異的変化
15 永田栄一郎 東海大学	医学部	神経内科教室 ALS運動神経細胞IP6の発現
16 井之上浩一 金城学院大学	薬学部	物理分析科学分野 アルツハイマー病因研究
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17 三浦	　裕 名古屋市立大学	大学院医学系研究科	
分子医学研究所	生体制御部門 アルツハイマー病因研究

18 橋本	　款 東京都医学総合研究所
パーキンソン病プロジェクト パーキンソン病病因研究

19 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 認知症病因研究
20 加藤	忠史 理化学研究所 精神疾患のepigenetics
21 辻	　省二 東京大学	医学部	神経内科 神経変性疾患の網羅的遺伝子解析
22 岡澤	　均 東京医科歯科大学	神経病理 神経変性疾患のプロテオーム解析
23 柳澤	勝彦 国立長寿医療研究センター βアミロイド沈着機構の解明

24 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター
神経難病病因学分野

アルツハイマー病脳における新規γセクレターゼ活性調節タ
ンパク質の発現解析

25 佐藤	準一 明治薬科大学	薬学部生命創薬科学科
バイオインフォマティクス 早期アルツハイマー病研究

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 辻	　省二 東京大学	大学院医学系研究科	神経内科 神経変性疾患の網羅的遺伝子解析
2 山中	宏二 理化学研究所 FTLD-TDP43におけるRNA代謝
3 石川	欣也 東京医科歯科大学	神経内科 脊髄小脳変性症原因遺伝子の網羅的解析
4 Carninci 理化学研究所	オミックス基盤研究領域 神経変性疾患におけるtransposon
5 貫名	信行 順天堂大学	神経変性疾患研究寄付講座 神経変性疾患の免疫化学的研究

6 岩田	　敦 東京大学	医学系大学院神経内科 アルツハイマー病・パーキンソン病の
epigenetics

7 德丸	阿耶 東京都健康長寿医療センター	放射線科 MRIによる大脳白質病変の検討
8 郭　伸 東京大学	医学部	神経内科 ALSの病因としてのRNA	editing
9 富山	弘幸 順天堂大学	医学部	神経内科 認知症脳の包括的遺伝子異常同定
10 西本	祥仁 慶應義塾大学	医学部生理学教室 ALS運動神経細胞特異的変化
11 近藤	　徹 北海道大学	遺伝子病制御研究所 アルツハイマー病因研究
12 内田	隆史 東北大学	農学部分子酵素学 プロリン異化性酵素の機能解析

13 高橋	　淳 京都大学	再生医科学研究所/iPS細胞研究所 パーキンソン病細胞移植ホスト脳環境至適化のための分子
マーカー探索

14 岡澤	　均 東京医科歯科大学	神経病理 神経変性疾患のプロテオーム解析
15 北本	哲之 東北大学	病態神経学 高感度アミロイド検出法の開発
16 岡野登志夫 神戸薬科大学	衛生化学 脳内ビタミンKと神経変性疾患
17 小西	吉裕 鳥取医療センター 脳内βセクレターゼの日米比較
18 斎藤	芳郎 同志社大学	生命医科学部 抗酸化DJ1抗体を用いたレビー小体病の検討
19 松原	悦郎 弘前大学	神経内科 Aβ	oligomerの病的意義
20 清水	孝彦 東京都健康長寿医療センター Aβ	oligomer認識抗体の病理
21 富山	裕幸 順天堂大学	神経内科 パーキンソン病感受性遺伝子解析
22 高橋	良輔 京都大学	医学部	神経内科 パーキンソン病パイエル受容体研究

23 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター アルツハイマー病脳における新規γセクレターゼ活性調節タ
ンパク質

24 久恒	辰博 東京大学	大学院新領域創成科学研究科 神経再生を活用した認知症の予防と治療に関する細胞工学
研究

25 柳澤	勝彦 国立長寿医療研究センター βアミロイド沈着機構の解明
26 澁谷	典博 国立精神・神経医療研究センター 脳内硫化水素の検討
27 長谷川成人 東京都医学総合研究所 ALS/FTLDの総合的研究
28 加藤	忠史 理化学研究所 精神疾患のepigenetics
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29 志村	秀樹 順天堂大学	医学部付属浦安病院	脳神経内科 アルツハイマー病患者髄液中の神経細胞障害因子
30 小野寺	理 新潟大学	神経内科 CARASILの血管病変に関する免疫組織学的研究
31 井原	康夫 同志社大学	生命医学部 Aβ1-43の生物学的意義
32 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 アルツハイマー病感受性遺伝子解析
33 肥後	範行 産業技術総合研究所 正常脳と筋萎縮性側索硬化症発症脳におけるSPP1の発現
34 田中	元雅 理化学研究所 DISC1と神経変性疾患の関連に関する研究
35 藤原	一男 東北大学	大多発性硬化症治療学 多発性硬化症原因解明のための包括的研究

36 裏出	良博 大阪バイオサイエンス研究所	第２研究部	 アルツハイマー病の病因に対する小胞体シャペロンER60/
Erp57の関与

37 里	　直行 大阪大学	大学老年腎臓内科学講座 アミロイドβ沈着の血管因子・糖尿病との関連
38 池田	佳生 岡山大学	神経内科	 SCA5に関する神経病理学的研究
39 須原	哲也 放射線医学研究所 神経変性疾患診断のためのPETプローブの開発
40 神崎ゆかり 東京大学	大学院新領域創成科学研究科 壊死巣特定特異抗体の脳への応用
41 滝川	　修 長寿医療研究センター タウペットプローブの開発
42 望月	秀樹 大阪大学	医学部	神経内科 大脳白質病変の検討
43 肥後	範行 産業技術総合研究所 正常脳と筋萎縮性側索硬化症発症脳におけるSPP1の発現
44 田中	元雅 理化学研究所 DISC1と神経変性疾患の関連に関する研究
45 西本	祥仁 慶應義塾大学	医学部生理学教室 ALS運動神経細胞特異的変化
46 永田栄一郎 東海大学	医学部	神経内科教室 ALS運動神経細胞IP6の発現
47 長谷川成人 東京都医学総合研究所	認知症プロジェクト 変性疾患の免疫化学的研究（１）
48 山中	宏二 理化学総合研究所 FTLD-TDP43におけるRNA代謝（１）

49 Eun-Kyo-
ung	Choi

Ilsong	Institute	of	Life	Science,	
Hallym	University,	Korea AD病因研究

50 戸田	好信 京都大学	大学院医学研究科	付属総合解剖センター AD病因研究

51
Milos	
Ikonomov-
ic	M.D

Dept.	of	Neurology,	Univ.	of	Pittsburgh AD病因研究

52 井之上浩一 金城学院大学	薬学部	物理分析科学分野 AD病因研究
53 三浦	　裕 名古屋市立大学	分子医学研究所生体制御部門 AD病因研究

54 橋本	　款 東京都医学総合研究所
パーキンソン病プロジェクト パーキンソン病病因研究

55 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 認知症病因研究
56 川口	　誠 新潟労災病院	病理診断科 AD病因研究
57 堤	　弘次 浜松医科大学	解剖学講座	細胞生物学分野 αシヌクレイン研究

58 鄭	　且均 国立長寿医療研究センター
アルツハイマー病研究部 AD遺伝子研究

59 長谷川成人 東京都医学総合研究所 （非公開）
60 加藤	大樹 東京医科大学	神経生理学講座 （非公開）
61 鈴木	利治 北海道大学	大学院薬学研究院	神経科学研究室 （非公開）

62 福原	崇臣 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター	
神経難病診断学分野 （非公開）

63 山中	宏二 理化学総合研究所 （非公開）
64 澁谷	典博 国立精神・神経医療研究センター 脳内硫化水素の検討
65 佐藤	準一 明治薬科大学	薬学部	バイオインフォマティクス Nasu-Hakola病研究
66 佐々木征行 国立精神・神経医療研究センター	神経小児科 小児末梢神経障害の総合的研究
67 大槻	泰介 国立精神・神経医療研究センター	脳外科	 てんかんの総合的研究
68 有馬	邦正 国立精神・神経医療研究センター	精神科 気分障害とタウオパチー
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69 佐藤	典子 国立精神・神経医療研究センター	放射線科 画像・病理連関

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 三澤日出巳 慶應義塾大学	薬学部 ALS病態における接着分子CD44の研究

2 長谷川成人 東京都医学総合研究所
認知症プロジェクト	病態生物学研究 進行性核上性麻痺神経原線維変化の総合的研究

3 長谷川成人 東京都医学総合研究所
認知症プロジェクト	病態生物学研究 海馬硬化におけるTDP43の免疫化学的研究

4 戸田	達史・
佐竹	　渉 神戸大学	大学院医学研究科 ゲノム解析による神経疾患遺伝子の同定とオーダーメイド医

療の確立に関する研究

5 北爪しのぶ 理化学研究所	 アルツハイマー病患者における糖鎖関連バイオマーカーの探
索

6 谷池	雅子 大阪大学	連合小児発達学研究科 インフルエンザ脳症発症の病理学的検討

7 林　信太郎 九州大学病院	神経内科 グリア性炎症に着目した筋委縮性側索硬化症の脊髄索変性
に関する病理学的解析

8 林	　雅晴 東京都医学総合研究所	こどもの脳プロジェクト 小児神経病理の包括的研究
9 久永	眞一 首都大学東京 タウオパチーにおけるタウ高リン酸化機構の解析

10 吉田	裕孝 認知症先進医療開発センター 脳老化に伴う神経原線維変化形成機序に関する蛋白化学的
研究

11 高橋	琢哉・
宮崎	智之 横浜市立大学	医学部生理学 うつ病患者死後脳を用いたAMPA受容体動態解析

12 辻	　省次 東京大学	大学院医学系研究科	神経内科 神経変性疾患の網羅的遺伝子解析
13 山中	宏二 理化学研究所 FTLD-TDP43におけるRNA代謝
14 石川	欽也 東京医科歯科大学	神経内科 脊髄小脳変性症原因遺伝子の網羅的解析
15 Carninci 理化学研究所	オミックス基盤研究領域	 神経変性疾患におけるtransposon
16 貫名	信行 順天堂大学	神経変性疾患研究寄付講座	 神経変性疾患の免疫化学的研究
17 岩田	　敦 東京大学	医学系大学院神経内科 アルツハイマー病・パーキンソン病のepigenetics

18 長谷川成人 東京都医学総合研究所
認知症プロジェクト	病態生物学研究室長 アルツハイマー病神経原線維変化の総合的研究

19 德丸	阿耶 東京都健康長寿医療センター	放射線科 MRIによる大脳白質病変の検討
20 郭　　伸 国際福祉大学 ALSの病因としてのRNA	editing
21 富山	弘幸 順天堂大学	医学部	神経内科 認知症脳の包括的遺伝子異常同定
22 近藤	　亨 北海道大学	遺伝子病制御研究所 アルツハイマー病因研究

23 高橋	　淳 京都大学	再生医科学研究所/iPS細胞研究所 パーキンソン病細胞移植ホスト脳環境至適化のための分子
マーカー探索

24 岡澤	　均 東京医科歯科大学	神経病理 神経変性疾患のプロテオーム解析
25 岡野登志夫 神戸薬科大学	衛生化学 脳内ビタミンKと神経変性疾患
26 小西	吉裕 鳥取医療センター 脳内βセクレターゼの日米比較
27 斎藤	芳郎 同志社大学	生命医科学部 抗酸化DJ1抗体を用いたレビー小体病の検討
28 松原	悦郎 弘前大学	神経内科 Aβ	oligomerの病的意義
29 清水	孝彦 千葉大学	大学院医学研究院 Aβ	oligomer認識抗体の病理
30 富山	裕幸 順天堂大学	神経内科 パーキンソン病感受性遺伝子解析
31 高橋	良輔 京都大学	医学部	神経内科 パーキンソン病パイエル受容体研究

32 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター アルツハイマー病脳における新規γセクレターゼ活性調節タ
ンパク質

33 久恒	辰博 東京大学	大学院新領域創成科学研究科 神経再生を活用した認知症の予防と治療に関する細胞工学
研究

34 柳澤	勝彦 国立長寿医療研究センター研究所	認知症研究 βアミロイド沈着機構の解明
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35 澁谷	典博 国立精神・神経医療研究センター 脳内硫化水素の検討

36 長谷川成人 東京都医学総合研究所
認知症プロジェクト病態生物学研究 ALS/FTLDの総合的研究

37 加藤	忠史 理化学研究所 精神疾患のepigenetics
38 志村	秀樹 順天堂大学	医学部付属浦安病院脳	神経内科 アルツハイマー病患者髄液中の神経細胞障害因子
39 小野寺　理 新潟大学	神経内科 CARASILの血管病変に関する免疫組織学的研究
40 井原	康夫 同志社大学	生命医学部 Aβ1-43の生物学的意義
41 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 アルツハイマー病感受性遺伝子解析
42 肥後	範行 産業技術総合研究所 正常脳と筋萎縮性側索硬化症発症脳におけるSPP1の発現
43 田中	元雅 理化学研究所 DISC1と神経変性疾患の関連に関する研究
44 藤原	一男 東北大学	大多発性硬化症治療学 多発性硬化症原因解明のための包括的研究
45 滝川	　修 国立長寿医療研究センター タウペットプローブの開発
46 秋山	治彦 東京都医学総合研究所 FUSopathyの神経病理学的研究
47 小久保康昌 三重大学 ALS/PDC	KiiのControl
48 西本	祥仁 慶應義塾大学	医学部生理学教室 ALS運動神経細胞特異的変化
49 北本	哲之 東北大学	病態神経学 高感度アミロイド検出法の開発
50 北本	哲之 東北大学	医学部病態神経分野 プリオン病サーベイランス

51 石川	欽也 東京医科歯科大学	大学院脳神経病態学分野 脊髄小脳変性症（SCA31)の病態解明のため，遺伝子発現
変動の検索

52 佐藤	克也 長崎大学	大学院医歯薬学	感染分子解析学 プリオン病の進展に関する検討
53 永田栄一郎 東海大学	医学部	神経内科	 筋委縮性側策硬化症に関する病態解明
54 山田	正仁 金沢大学	神経内科 硬膜移植例プリオン病のアミロイド沈着
55 高尾	昌樹 東京都健康長寿医療センター研究所 プリオン病と関連疾患に関する病態解明の病理学的研究
56 井之上浩一 静岡県立大学	薬学部	生体機能分子分析分野 アルツハイマー病関連蛋白の免疫組織化学的研究
57 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 アルツハイマー病危険因子の解明
58 川口	　誠 新潟労災病院	病理診断科 アルツハイマー病診断
59 戸田	好信 天理医療大学	医療学部臨床検査学科 アルツハイマー病診断

60 長谷川成人 東京都医学総合研究所	認知症プロジェクト	
病態生物学研究 蛋白伝搬仮説検証

61 松川	則之 名古屋市立大学	大学院医学研究科	神経内科 アルツハイマー病バイオマーカー探索
62 井之上浩一 静岡県立大学	薬学部	生体機能分子分析分野 アルツハイマー病関連蛋白を用いた血清診断
63 井之上浩一 静岡県立大学	薬学部	生体機能分子分析分野 アルツハイマー病関連蛋白の、蛋白化学的研究
64 山嶋	哲盛 金沢大学	大学院医学系研究科	再生脳外科 アルツハイマー病免疫組織化学
65 松田	剛典 国立長寿医療センター	老化機構研究部 老化と栄養

66 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター	
神経難病病因学分野 AD病因蛋白研究

67 岡澤	　均 東京医科歯科大学	難治疾患研究所
神経病理分野 変性疾患起因因子の探索

68 鈴木	利治 北海道大学	大学院薬学研究院
神経科学研究室 アルツハイマー病バイオマーカー探索

69 戸田	好信 天理医療大学	医療学部臨床検査学科 アルツハイマー病診断
70 小柳	清光 信州大学	医学部	神経難病学講座	分子病理学部門 パーキンソン病の増悪に関連するリンパ組織の役割の検証

71 南野	直人 国立循環器病研究センター	分子薬理部 多層的疾患オミックス解析に基づく拡張型心筋症の創薬標
的の網羅的検索を目指した研究

72 石川	欽也 東京医科歯科大学	医学部附属病院	神経内科 脊髄小脳変性症（SCA31)の病態解明のため，遺伝子発現
変動の検索

73 後藤	雄一 国立精神・神経医療研究センター	疾病研究2部 難治性てんかんを伴う脳形成異常の病態解明（プロテオー
ム解析）
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74 澁谷	典博 国立精神・神経医療研究センター 脳内硫化水素の検討
75 佐藤	準一 明治薬科大学	薬学部	バイオインフォマティクス アルツハイマー病の免疫組織学的研究
76 佐々木征行 国立精神・神経医療研究センター	神経小児科 小児神経疾患の総合的研究
77 大槻	泰介 国立精神・神経医療研究センター てんかんの総合的研究
78 後藤	雄一 国立精神・神経医療研究センター	疾病研究2部 難治性てんかんの原因遺伝子の探求

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 老化におけるSORC1の解析

2 戸田	達史
佐竹	　渉 神戸大学	大学院医学研究科 ゲノム解析による神経疾患遺伝子の同定とオーダーメイド医

療の確立に関する研究
3 田中	雅嗣 東京都健康長寿医療センター ゲノム解析のためのDNA抽出手技
4 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター 老化脳における新規原因物質の同定
5 田中	真生 東京大学	医学部	神経内科 Fahr病のゲノム研究
6 長谷川成人 東京都医学総合研究所 タウオパチーの免疫化学的研究
7 本間	尚子 東京都健康長寿医療センター アルツハイマー病におけるエストロジェン受容体の研究
8 久永	眞一 首都大学東京 タウオパチーにおけるタウ高リン酸化機構の解析
9 長谷川成人 東京都医学総合研究所 海馬硬化のTDP43型の検討
10 浜崎　	景 富山大学 アルツハイマー病脳の脂質解析
11 長谷川成人 東京都医学総合研究所 シヌクレイノパチープリオノパチー検討
12 高橋	祐二 国立精神・神経医療研究センター ALSの免疫組織化学的研究
13 三澤日出巳 慶應義塾大学	薬学部 ALS病態における接着分子CD44の研究
14 山中	宏二 名古屋大学	環境医学研究所 神経変性疾患における新規バイオマーカーの検索

15 伊藤雅史	 東京都健康長寿医療センター エクソソームによる脳神経疾患の診断
システムの開発

16 田中	元雅 理化学研究所 DISC1と神経変性疾患の関連に関する研究

17 北爪しのぶ 理化学研究所 アルツハイマー病患者における糖鎖関連
バイオマーカーの探索

18 谷池	雅子 大阪大学	連合小児発達学研究科 インフルエンザ脳症発症の病理学的検討

19 林	信太郎 九州大学病院	神経内科 グリア性炎症に着目した筋委縮性側索硬化症の脊髄索変性
に関する病理学的解析

20 吉田裕孝 認知症先進医療開発センター 脳老化に伴う神経原線維変化形成機序に関する蛋白化学的
研究

21 高橋	琢哉
宮崎	智之 横浜市立大学	医学部生理学 うつ病患者死後脳を用いたAMPA受容体動態解析

22 辻省	　次 東京大学	大学院医学系研究科	神経内科 神経変性疾患の網羅的遺伝子解析
23 山中	宏二 理化学研究所 FTLD-TDP43におけるRNA代謝
24 石川	欽也 東京医科歯科大学	神経内科 脊髄小脳変性症原因遺伝子の網羅的解析
25 Carninci 理化学研究所	オミックス基盤研究領域 神経変性疾患におけるtransposon
26 貫名	信行 順天堂大学	神経変性疾患研究寄付講座 神経変性疾患の免疫化学的研究

27 岩田	　敦 東京大学	医学系大学院神経内科 アルツハイマー病・パーキンソン病の
epigenetics

28 德丸	阿耶 東京都健康長寿医療センター	放射線科 MRIによる大脳白質病変の検討
29 郭　　	伸 東京大学	医学部	神経内科 ALSの病因としてのRNA	editing
30 富山	弘幸 順天堂大学	医学部	神経内科 認知症脳の包括的遺伝子異常同定
31 近藤	　亨 北海道大学	遺伝子病制御研究所 アルツハイマー病因研究
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32 高橋	　淳 京都大学	再生医科学研究所／ iPS細胞研究所 パーキンソン病細胞移植ホスト脳環境至適化のための分子
マーカー探索

33 岡澤	　均 東京医科歯科大学	神経病理 神経変性疾患のプロテオーム解析
34 小西	吉裕 鳥取医療センター 脳内βセクレターゼの日米比較
35 斎藤	芳郎 同志社大学	生命医科学部 抗酸化DJ1抗体を用いたレビー小体病の検討
36 清水	孝彦 東京都健康長寿医療センター Aβ	oligomer認識抗体の病理
37 富山	裕幸 順天堂大学	神経内科 パーキンソン病感受性遺伝子解析
38 高橋	良輔 京都大学	医学部	神経内科 パーキンソン病パイエル受容体研究

39 久恒	辰博 東京大学	大学院新領域創成科学研究科 神経再生を活用した認知症の予防と治療に関する細胞工学
研究

40 柳澤	勝彦 国立長寿医療研究センター βアミロイド沈着機構の解明
41 澁谷	典博 国立精神・神経医療研究センター 脳内硫化水素の検討
42 長谷川成人 東京都医学総合研究所 ALS/FTLDの総合的研究
43 加藤	忠史 理化学研究所 精神疾患のepigenetics
44 志村	秀樹 順天堂大学	医学部付属浦安病院	脳神経内科 アルツハイマー病患者髄液中の神経細胞障害因子
45 小野	寺理 新潟大学	神経内科 CARASILの血管病変に関する免疫組織学的研究
46 井原	康夫 同志社大学	生命医学部 Aβ1-43の生物学的意義
47 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 アルツハイマー病感受性遺伝子解析
48 肥後	範行 産業技術総合研究所 正常脳と筋萎縮性側索硬化症発症脳におけるSPP1の発現
49 藤原	一男 東北大学	大多発性硬化症治療学 多発性硬化症原因解明のための包括的研究
50 滝川	　修 長寿医療研究センター タウペットプローブの開発
51 秋山	治彦 東京都医学総合研究所 FUSopathyの神経病理学的研究
52 小久保康昌 三重大学 ALS/PDC	KiiのControl

53 伊藤	雅之 国立精神・神経医療研究センター 難治性てんかんを伴う脳形成異常の病態解明（プロテオー
ム解析）

54 伊藤	雅之 国立精神・神経医療研究センター 難治性てんかんの原因遺伝子の探求
55 石川	欽也 東京医科歯科大学	神経内科 脊髄小脳変性症（SCA31)の病態解明
56 柿田	明美 新潟大学	脳研究所 てんかん症例研究

57 小柳	清光 信州大学病態神経 パーキンソン病の増悪に関連するリンパ組織の
役割の検証

58 川添	僚也 国立精神・神経医療研究センター MELAS病態解明のためのDNA解析
59 高橋	祐二 国立精神・神経医療研究センター ALSにおけるErBB4の発現
60 佐藤	準一 明治薬科大学 那須ハコラ病の解明

61 西川	　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

精神疾患の死後脳における分子の構造・機能・発現に関す
る研究

62 小林	篤志 東北大学	プリオン研究施設 プリオン病の生化学的研究
63 長谷川成人 東京都医学総合研究所 ALS	TDP43解析
64 長谷川成人 東京都医学総合研究所 CBD/PSP	Tau解析
65 川添	僚也 国立精神・神経医療研究センター MyDのレビー小体病理
66 松本	千尋 国立精神・神経医療研究センター ALSの伝搬仮説の証明
67 鋤柄小百合 国立精神・神経医療研究センター 皮質異形成のグリア特異蛋白の発現についての研究
68 花井	彩江 国立精神・神経医療研究センター 皮質異形成のオミックス研究
69 永田栄一郎 東海大学 筋委縮性側策硬化症に関する病態解明
70 北本	哲也 東北大学 プリオン病の生化学的解析
71 高尾	昌樹 東京都健康長寿医療センター プリオン病の組織学的研究
72 山田	正仁 金沢大学	神経内科 プリオン病のアミロイド沈着
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73 池田	栄二 山口大学	医学部医学科 海馬の解剖学的研究
74 山嶋	哲盛 金沢大学	大学院医学系研究科	再生脳外科 アルツハイマー病免疫組織化学
75 松田	剛典 国立長寿医療センター	老化機構研究部 老化と栄養

76 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター	
神経難病病因学分野 AD病因蛋白研究

77 岡澤	　均 東京医科歯科大学	難治疾患研究所	神経病理分野 TDP43の病因研究
78 鈴木	利治 北海道大学	大学院薬学研究院	神経科学研究室 ADバイオマーカー探索
79 戸田	好信 天理医療大学	医療学部臨床検査学科 神経細胞とニコチンの作用解析
80 松田	剛典 国立長寿医療センター	老化機構研究部 コントロール全身臓器
81 森原	剛史 大阪大学	大学院医学系研究科	精神医学教室 アルツハイマー病因研究
82 井之上浩一 静岡県立大学	薬学部		生体機能分子分析分野 アルツハイマー病のメタボーム解析
83 永井	雅代 国立長寿医療研究センター	加齢健康脳科学研究部 パーキンソン病の免疫組織学的解析
84 長谷川成人 東京都医学総合研究所	認知症プロジェクト AGDの生化学的解析
85 道川	　誠 名古屋市立大学	大学院医学研究科	病態生化学 アルツハイマー病のメタボーム解析

86 田川	一彦
（岡澤均） 東京医科歯科大学	難治疾患研究所	神経病理学分野 神経変性疾患の遺伝子発現解析

87 村山	繁雄 東京都健康長寿医療センター 日本神経科学ブレインバンクネットワーク中央診断

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 老化におけるSORC1の解析

2 戸田	達史
佐竹　	渉 神戸大学	大学院医学研究科 ゲノム解析による神経疾患遺伝子の同定とオーダーメイド医

療の確立に関する研究
3 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター 老化脳における新規原因物質の同定
4 長谷川成人 東京都医学総合研究所 タウオパチーの免疫化学的研究
5 本間	尚子 東京都健康長寿医療センター アルツハイマー病におけるエストロジェン受容体の研究
6 久永	眞一 首都大学東京 タウオパチーにおけるタウ高リン酸化機構の解析
7 長谷川成人 東京都医学総合研究所 海馬硬化のTDP43型の検討
8 浜崎	　景 富山大学 アルツハイマー病脳の脂質解析
9 長谷川成人 東京都医学総合研究所 シヌクレイノパチープリオノパチー検討
10 高橋	祐二 国立精神・神経医療研究センター ALSの免疫組織化学的研究
11 三澤日出巳 慶應義塾大学	薬学部 ALS病態における接着分子CD44の研究
12 山中	宏二 名古屋大学	環境医学研究所 神経変性疾患における新規バイオマーカーの検索
13 伊藤	雅史 東京都健康長寿医療センター 嗜銀顆粒性認知症のsiRNAによる解析

14 工藤	幸司
岡村	信行 東北大学	加齢医学研究所 PETプローブ候補化合物の脳内タウ病変、αシヌクレイン病

変への結合性の検討

15 宮坂	知宏 同志社大学	生命医科学部 ヒト脳組織を対象としたイメージングマススぺクトロメトリ
―解析

16 牧岡幸樹	 群馬大学	神経内科 筋萎縮性側索硬化症におけるTom1の発現に関する検討
17 田中	元雅 理化学研究所 DISC1と神経変性疾患の関連に関する研究

18 北爪しのぶ 理化学研究所 アルツハイマー病患者における糖鎖関連バイオマーカーの探
索

19 谷池	雅子 大阪大学	連合小児発達学研究科 インフルエンザ脳症発症の病理学的検討

20 林　信太郎 九州大学病院	神経内科 グリア性炎症に着目した筋委縮性側索硬化症の脊髄索変性
に関する病理学的解析

21 吉田	裕孝 認知症先進医療開発センター 脳老化に伴う神経原線維変化形成機序に関する蛋白化学的
研究
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22 高橋	琢哉
宮崎	智之 横浜市立大学	医学部生理学 うつ病患者死後脳を用いたAMPA受容体動態解析

23 辻	　省次 東京大学	大学院医学系研究科	神経内科 神経変性疾患の網羅的遺伝子解析
24 山中	宏二 名古屋大学 Alzheimer病におけるRNA代謝
25 石川	欽也 東京医科歯科大学	神経内科 脊髄小脳変性症原因遺伝子の網羅的解析
26 Carninci 理化学研究所	オミックス基盤研究領域 神経変性疾患におけるtransposon
27 岩田	　敦 東京大学	医学系大学院神経内科 アルツハイマー病・パーキンソン病のepigenetics
28 德丸	阿耶 東京都健康長寿医療センター	放射線科 MRIによる大脳白質病変の検討
29 郭	　　伸 東京大学	医学部	神経内科 ALSの病因としてのRNA	editing
30 服部	信孝 順天堂大学	医学部	神経内科 パーキンソン病の網羅的遺伝子解析
31 近藤	　亨 北海道大学	遺伝子病制御研究所 アルツハイマー病因研究

32 高橋	　淳 京都大学	再生医科学研究所/iPS細胞研究所 パーキンソン病細胞移植ホスト脳環境至適化のための分子
マーカー探索

33 岡澤	　均 東京医科歯科大学	神経病理 神経変性疾患のプロテオーム解析
34 小西	吉裕 鳥取医療センター 脳内βセクレターゼの日米比較
35 斎藤	芳郎 同志社大学	生命医科学部 抗酸化DJ1抗体を用いたレビー小体病の検討
36 清水	孝彦 東京都健康長寿医療センター Aβ	oligomer認識抗体の病理
37 高橋	良輔 京都大学	医学部	神経内科 パーキンソン病パイエル受容体研究

38 久恒	辰博 東京大学	大学院新領域創成科学研究科 神経再生を活用した認知症の予防と治療に関する細胞工学
研究

39 柳澤	勝彦 国立長寿医療研究センター βアミロイド沈着機構の解明
40 澁谷	典博 国立精神・神経医療研究センター 脳内硫化水素の検討
41 長谷川成人 東京都医学総合研究所 ALS/FTLDの総合的研究
42 加藤	忠史 理化学研究所 精神疾患のepigenetics
43 志村	秀樹 順天堂大学	医学部付属浦安病院	脳神経内科 アルツハイマー病患者髄液中の神経細胞障害因子
44 小野	寺理 新潟大学	神経内科 CARASILの血管病変に関する免疫組織学的研究
45 井原	康夫 同志社大学	生命医学部 Aβ1-43の生物学的意義
46 桑野	良三 新潟大学	脳研究所 アルツハイマー病感受性遺伝子解析
47 滝川	　修 長寿医療研究センター タウペットプローブの開発
48 秋山	治彦 東京都医学総合研究所 FUSopathyの神経病理学的研究
49 小久保康昌 三重大学 ALS/PDC	KiiのControl
50 大塚	正成 理化学研究所 神経活動機能分子探索
51 須原	哲也 放射線医学総合研究所 ペットタウリガンドの実証研究
52 樋口	真人 放射線医学総合研究所 αシヌクレインリガンド開発
53 橋本	康弘 福島医科大学 アルツハイマー病糖鎖の解析
54 仙石	錬平 東京都健康長寿医療センター病院 レビー小体病嗅覚病理
55 久保伸一郎 順天堂大学	医学部	神経内科 レビー小体初期形成の背景病理変化
56 木村	浩晃 美原記念病院 連続剖検例における動脈硬化の検討

57 伊藤	雅之 国立精神・神経医療研究センター 難治性てんかんを伴う脳形成異常の病態解明（プロテオー
ム解析）

58 伊藤	雅之 国立精神・神経医療研究センター 難治性てんかんの原因遺伝子の探求
59 石川	欽也 東京医科歯科大学	神経内科 脊髄小脳変性症（SCA31)の病態解明
60 柿田	明美 新潟大学	脳研究所 てんかん症例研究
61 小柳	清光 信州大学病態神経 パーキンソン病の増悪に関連するリンパ組織の役割の検証
62 川添	僚也 国立精神・神経医療研究センター MELAS病態解明のためのDNA解析
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63 高橋	祐二 国立精神・神経医療研究センター ALSにおけるErBB4の発現
64 佐藤	準一 明治薬科大学 那須ハコラ病の解明

65 西川	　徹 東京医科歯科大学	大学院医歯学総合研究科
精神行動医科学分野

精神疾患の死後脳における分子の構造・機能・発現に関す
る研究

66 小林	篤志 東北大学	プリオン研究施設 プリオン病の生化学的研究
67 長谷川成人 東京都医学総合研究所 ALS	TDP43解析
68 長谷川成人 東京都医学総合研究所 CBD/PSP	Tau解析
69 川添	僚也 国立精神・神経医療研究センター MyDのレビー小体病理
70 松本	千尋 国立精神・神経医療研究センター ALSの伝搬仮説の証明
71 鋤柄小百合 国立精神・神経医療研究センター 皮質異形成のグリア特異蛋白の発現についての研究
72 花井	彩江 国立精神・神経医療研究センター 皮質異形成のオミックス研究
73 須原	哲也 放射線医学総合研究所 ペットタウリガンドの実証研究

74 清家	尚彦 新潟大学	脳研究所	病理学分野 幼児のてんかん原性側頭葉嚢胞性病変：血管周囲性に未分
化細胞の配列を認めた3例の臨床病理像

75 北村	洋平 慶應義塾大学	医学部脳神経外科 ロゼット形成性グリア神経細胞性腫瘍における遺伝子解析

76 長野	清一 国立精神・神経医療研究センター 筋萎縮性側索硬化症／前頭側頭葉変性症における神経軸索
内mRNA輸送機構の解析

77 永田栄一郎 東海大学 筋委縮性側策硬化症に関する病態解明
78 北本	哲也 東北大学 プリオン病の生化学的解析
79 高尾	昌樹 埼玉医科大学国際医療センター プリオン病の組織学的研究
80 山田	正仁 金沢大学	神経内科 プリオン病のアミロイド沈着
81 池田	栄二 山口大学	医学部医学科 海馬の解剖学的研究
82 長谷川成人 東京都医学総合研究所 神経変性疾患における診断向上のための資料提供
83 柴田	　護 慶應義塾大学	医学部	神経内科 パーキンソン病患者の黒質におけるTRPV1発現の検討
84 安部	鉄也 埼玉医科大学国際医療センター 脳微小出血の画像と病理像の検討
85 須原	哲也 放射線医学総合研究所 ペットタウリガンドの実証研究
86 池上	浩司 浜松医科大学	解剖学 AD・PD脳を用いたチューブリン翻訳語修飾の解析
87 松田	剛典 国立長寿医療センター	老化機構研究部 老化と栄養

88 西村	正樹 滋賀医科大学	分子神経科学研究センター	
神経難病病因学分野 AD病因蛋白研究

89 脇	　紀彦 浜松医科大学	解剖学 質量顕微鏡を利用したFTD患者死後脳の成分分析
90 岡澤	　均 東京医科歯科大学	難治疾患研究所	神経病理分野 TDP43の病因研究

91 鈴木	利治 北海道大学	大学院薬学研究院
神経科学研究室 ADバイオマーカー探索

92 戸田	好信 天理医療大学	医療学部臨床検査学科 神経細胞とニコチンの作用解析
93 松田	剛典 国立長寿医療センター	老化機構研究部 コントロール全身臓器
94 森原	剛史 大阪大学	大学院	医学系研究科	精神医学教室 アルツハイマー病因研究
95 井之上浩一 静岡県立大学	薬学部	生体機能分子分析分野 アルツハイマー病のメタボーム解析
96 永井	雅代 国立長寿医療研究センター	加齢健康脳科学研究部 パーキンソン病の免疫組織学的解析
97 長谷川成人 東京都医学総合研究所	認知症プロジェクト AGDの生化学的解析
98 道川	　誠 名古屋市立大学	大学院医学研究科	病態生化学 アルツハイマー病のメタボーム解析

99 田川	一彦
（岡	澤均）

東京医科歯科大学	難治疾患研究所
神経病理学分野 神経変性疾患の遺伝子発現解析

100 村山	繁雄 東京都健康長寿医療センター 日本神経科学ブレインバンクネットワーク中央診断
101 内田	和彦 筑波大学 アルツハイマー病の血液診断
102 河上	　緒 東京都医学総合研究所 SD-NFT,	AGD研究
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103 水上	勝義 筑波大学 病理確定AD,	DLBの誤嚥性肺炎リスクの検討

104 松下	祥子 浜松医科大学	解剖学 前頭側頭葉変性症患者脳内におけるタウリンの濃度および
分布解析

105 佐藤	駿平 浜松医科大学	解剖学 LC-MSを用いた高齢者前頭前野脳の網羅的脂質解析
106 池内	　健 新潟大学	脳研究所	遺伝子機能解析 FBB症例のApoEジェノタイプ解析及びRIN解析

107 植田	和光 京都大学	大学院農学研究科	応用生命科学専攻
細胞生化学研究室 ABCA7	SNP解析



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク 111

Ⅱ光遺伝学・機能分子イメージング解析支援活動

拠点代表者　尾藤　晴彦　東京大学・大学院医学系研究科・教授

研究分担者　吉村由美子　生理学研究所・生体情報研究系・教授（H22・H26→ H27）

　　　　　　松崎　政紀　基礎生物学研究所・光脳回路研究部門・教授

　　　　　　古田　寿昭　東邦大学・理学部・教授

光技術

（１）支援開始当初の背景
　近年の生物物理・生化学的手法の発展により、タンパク質・
膜動態やタンパク質相互作用・タンパク質寿命、遺伝子発現
などの様々な細胞内事象を、分子―シナプス−ニューロン−
神経ネットワークの多重階層における様々なレベルにて高い
時間・空間分解能で捉え、さらには非侵襲的に操作する先端
技術が確立されつつある。しかしながら、その普及は欧米に
比べ大きく遅れている。特に、可視化技術のハードウエア（＝
既存の画像取得システム）を目的に応じて最適化するととも
に、その技術的進展に合わせてソフトウエア（＝個々の脳機
能プローブ）の改良と普及を担う支援拠点が国内には現在し
なかった。

（２）支援の目的
　本拠点では、「革新的脳計測・操作技術開発」の一環として、
単一ニューロンにおける多元シグナルの同時多次元計測技術
の開発を行い、このためのシグナル伝達可視化プローブを多
数作出し供給することを目指した。さらに脳深部からの信号
計測や神経活動の人為的操作法などに関する基盤技術を整備
し、次世代の神経機能イメージング・神経活動操作技術の開
発と実践支援を行った。

（３）支援の手法
　本計画では、
１.　		脳の回路構築や機能モジュールの基本原理の解明にお

ける国際競争力の維持と強化
２.　		進展著しい分野である光学的手法を用いた脳の細胞機

能のプロービング技術開発の支援を行うことにより、
分子細胞神経科学の成果をいち早く、脳高次機能研究
に役立てることを視野に、以下の業務１～４を行った。

業務１.　		単一ニューロンでの多元シグナルの同時多次元計
測技術の開発を行い、共通利用を可能とする顕微
鏡システムを整備し、これを活用した研究を支援
する（尾藤）。

業務２.　		シグナル伝達可視化プローブの開発・最適化と、
それを活用した研究の支援（尾藤）。	

業務３.　		ChR2/NpHR/ケージド試薬等を用いた神経活動の
人為的操作法などに関する基盤技術の開発・整備

と、これを実践した研究の支援（尾藤、吉村、松崎）。
業務４.　		新たなケージ化試薬の開発・最適化と、これを活

用した研究の支援（古田）。
　各々について、拠点代表者・分担者による競争力の高い最
先端の技術開発を行うとともに、ここで開発されたテクノロ
ジーによる支援をいち早く実践した。

（４）支援の成果
　神経細胞におけるシグナル伝達は多様な細胞内分子カス
ケードを介するが、単一ニューロンにおける多元シグナルの
同時多次元計測はこれまで実現困難とされてきた。本拠点
では、この同時多次元計測技術の開発を支援するにあたり、
Ca2＋活動・CaMKII活動・Calcineurin活動の可視化をサポー
トするプローブを開発した。また、これら可視化プローブに
最適化された共通顕微鏡プラットフォームを整備・改良し、
さらに、脳深部における様々な活性信号計測法や神経活動操
作法の基盤技術の開発支援も行った。加えて、光遺伝学的プ
ローブのデザイン、供給支援を実施するとともに、ケミカル
バイオロジーの最新技術を取り入れた新規ケージ化試薬によ
る開発支援を実現した。
　これらにより、脳の回路構築や機能モジュールの基本原理
の解明を、国際競争力のある形で実現した。このように近
年特に進展著しい技術開発の支援を行うことにより、分子
神経科学の成果をいち早く脳高次機能研究に役立てるととも
に、新たな個体動物研究の手法を広く提供・普及させる端緒
となった。また、「包括型脳科学研究推進支援ネットワーク」
の他の拠点とも連携し、多くの融合的・学際的・包括的脳研
究支援を実施することができた。

【支援件数】
年度 業務（支援）内容 申請数 採択数

平成22年度

「脳機能プロービング
研究」支援活動
（光技術）

４ ４
平成23年度 ９ ７
平成24年度 ７ ７
平成25年度 10 ９
平成26年度 ６ ６
平成27年度 ８ ８
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（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は41ページに掲載。

【雑誌論文（6件）】
Yamamoto	K,	Tanei	Z,	Hashimoto	T,	Wakabayashi	T,	
Okuno	H,	Naka	Y,	Yizhar	O,	Fenno	LE,	Fukayama	M,	
Bito	H,	Cirrito	JR,	Holtzman	DM,	Deisseroth	K,	 Iwat-
subo	T.	Chronic	optogenetic	activation	augments	A
β	pathology	in	a	mouse	model	of	Alzheimer	disease.	
Cell	 Rep.	 11:	 859-865,	 2015.	 doi:	 10.1016/j.cel-
rep.2015.04.017.
　最新の光遺伝学的手法を導入し、アルツハイマー病モデル
動物を用い、毎日２秒程度の活動亢進が、アミロイド沈着の
増悪を有意に引き起こすことを実証した。

Toyoda	S,	Kawaguchi	M,	Kobayashi	T,	Tarusawa	E,	
Toyama	T,	Okano	M,	Oda	M,	Nakauchi	H,	Yoshimura	
Y,	Sanbo	M,	Hirabayashi	M,	Hirayama	T,	Hirabayashi	T,	
Yagi	T.	Developmental	epigenetic	modification	regu-
lates	stochastic	expression	of	clustered	protocadherin	
genes,	generating	single	neuron	diversity.	Neuron.	82:	
94-108,	2014.	doi:	10.1016/j.neuron.2014.02.005.
　エピジェネティック制御により、プロトカドヘリン遺伝子
クラスターから特定アイソフォームが発現し、小脳の樹状突
起が発達する機構を明らかにした。

Ageta-Ishihara	N,	Miyata	T,	Ohshima	C,	Watanabe	
M,	Sato	Y,	Hamamura	Y,	Higashiyama	T,	Mazitschek	
R,	Bito	H,	Kinoshita	M.	Septins	promote	dendrite	and	
axon	development	by	negatively	 regulating	micro-
tubule	stability	via	HDAC6-mediated	deacetylation.	
Nature	Commun.	4:	2532,	2013.	doi:	10.1038/ncom-
ms3532.
　セプチンがHDAC６依存的に樹状突起や軸索の微小管安
定性を負に制御することを細胞骨格のライブイメージングな
どにより明らかにし、大脳皮質回路形成に関わる新たな機構
を発見した。

（６）その他
　公開Website:
https://sites.google.com/site/ilovegfp/
（蛍光タンパク質に関する包括的情報をカタログ・データベー
ス化して広く公開している）
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 杉森	道也 富山大学	大学院医学薬学研究部（医学）	
統合神経科学 神経幹細胞とグリオーマ幹細胞の細胞数制御の解明

2 緒方	　徹 国立障害者リハビリテーションセンター研究所	
運動機能系障害研究部 慢性期脊髄損傷における神経回路再構築誘導に関する研究

3 平林	哲也 東京都医学研究機構	東京都臨床医学総合研究所
脂質代謝プロジェクト ケージドアラキドン酸を用いたAMPA受容体の動態制御の解析

4 岩坪	　威 東京大学	大学院医学系研究科	神経病理学 Optogeneticsを用いたアルツハイマー病Ａbeta分泌機構に
関する研究

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 仲嶋	一範 慶應義塾大学	医学部 ケージ化Cre発現ベクターを用いた単一細胞の長期系譜解析
2 八木	　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 iPS細胞とキメラマウスを用いた神経活動操作法の開発

3 緒方	　徹 国立障害者リハビリテーションセンター研究所	
運動機能系障害研究部 慢性期脊髄損傷における神経回路再構築誘導に関する研究

4 曽根	雅紀 東邦大学	理学部 ケージド化合物を用いたモデル動物神経機能の解析

5 安東	英明 理化学研究所	脳科学総合研究センター 光により活性化されるマイクロRNAを利用した神経発達機構の
解析

6 山田	麻紀 東京大学	大学院医学系研究科 Transgenic	MouseでのEGFP-CapZのスパイン局在ルールの
解析

7 杉森	道也 富山大学	大学院医学薬学研究部（医学）	
統合神経科学

グリオーマ幹細胞自己複製における、その多様性を生み出すメ
カニズムの解明

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 八木　	健 大阪大学	大学院生命機能研究科 iPS細胞とキメラマウスを用いた神経活動操作法の開発
2 曽根	雅紀 東邦大学	理学部 ケージド化合物を用いたモデル動物神経機能の解析

3 畠　	義郎 鳥取大学	大学院医学系研究科 大脳皮質視覚野における機能コラムの基盤となる局所回路の
解析

4 上田(石原)　
奈津実 名古屋大学	大学院理学研究科 神経活動に依存したセプチン細胞骨格の機能解析

5 安東	英明 理化学研究所	脳科学総合研究センター 光により活性化されるマイクロRNAを利用した神経発達機構の
解析

6 山田	麻紀 理化学研究所	脳科学総合研究センター 初代海馬神経細胞培養系におけるスパイン形態可塑性長期相
におけるCapZ動態の可視化

7 小川	宏人 北海道大学	大学院理学研究院	生物科学部門 局所シナプス刺激法を用いた方向情報のシナプス配置と統合
過程の解析

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 曽根	雅紀 東邦大学	理学部 ケージド化合物を用いたモデル動物神経機能の解析

2 山田	麻紀 理化学研究所	脳科学総合研究センター 初代海馬神経細胞培養系におけるスパイン形態可塑性長期相
におけるCapZ動態の可視化

3 岡田	康志 理化学研究所	生命システム研究センター ケージド化合物による軸索輸送の光制御
4 八木　	健 大阪大学	大学院生命機能研究科 iPS細胞によるキメラマウスを用いた神経活動操作法の開発

5 上田(石原)　
奈津実 名古屋大学	大学院理学研究科 神経活動に依存したセプチン細胞骨格の機能解析

支援課題
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6 畠　	義郎 鳥取大学	大学院医学系研究科 大脳皮質視覚野における機能コラムの基盤となる局所回路の解
析

7 村山	正宜 理化学研究所	脳科学総合研究センター フィードバック入力が樹状突起スパイクに与える影響

8 木矢	剛智 金沢大学	理工研究域自然システム学系
生物学コース

GCaMP発現カイコガ脳を用いた性フェロモン情報をコードする
神経機構の解明

9 齊藤　	実 東京都医学総合研究所 Spaced	training中における、Calcineurin活性の計測

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 八木	　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 iPS細胞キメラマウスを用いた大脳皮質局所回路解析技術の開発

2 上田(石原)　
奈津実 名古屋大学	大学院理学研究科 シナプス伝達の長期増強におけるセプチンの機能解析

3 曽根	雅紀 東邦大学	理学部 ケージド化合物を用いたモデル動物神経機能の解析
4 井樋	慶一 東北大学	大学院情報科学研究科 光操作技術による視床下部ストレス応答回路の探求
5 八尾	　寛 東北大学	大学院生命機能研究科 大脳皮質神経細胞活動の全層横断イメージング
6 村山	正宜 理化学研究所	脳科学総合研究センター	 R-CaMP2を用いた深部神経活動観察の検討

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 深澤	有吾 福井大学	医学部 神経活動依存的プロモーターを利用した神経回路解析と微細形
態解析

2 曽根	雅紀 東邦大学	理学部 ケージド化合物を用いたモデル動物神経機能の解析
3 八尾	　寛 東北大学	大学院生命機能研究科 大脳皮質神経細胞活動の全層横断イメージング
4 上野	太郎 東京都医学総合研究所 光照射によって発現する細胞特異的薬理活性の実装

5 山田	麻紀 東京大学	アイソトープ総合センター EGFP-CapZトランスジェニックマウス神経細胞培養系における
EGFP-CapZ動態の解析

6 中川	秀彦 名古屋市立大学	大学院薬学研究科 二光子制御ケージドNOの脳機能研究応用最適化に資する物理
化学特性計測

7 和氣	弘明 名古屋市立大学	大学院薬学研究科 ミクログリアによる大脳皮質の層間結合構築の解明
8 八木	　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 iPS細胞とキメラマウスを用いた神経活動操作法の開発
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Ⅱ光遺伝学・機能分子イメージング解析支援活動

ウイルスベクター

（１）支援開始当初の背景
　ウイルスベクターを用いて外来遺伝子を導入することは、
その遺伝子、あるいは脳機能解析に役立つが、ウイルスの作
製は労力と習熟が必要である。そこで、その供給をおこなう
ことは、脳科学の発展に寄与すると考えた。
　さらに、ウイルスベクターの開発、とくに35kbpの外来
遺伝子を発現できるガットレスアデノウイルスの安定的な作
製法の開発を行うことで、これまで導入できなかった巨大遺
伝子の導入、特異的なプロモータの利用を可能にしたいと考
えた。

（２）支援の目的
　ウイルスベクターの開発ならびに、要望に応じたウイルス
ベクターの作製と供給を行い、脳科学の発展に寄与する。

（３）支援の手法
　要望のウイルスベクターを、審査会の承認を得て、作製精
製し、それを供給する。また、斎藤泉連携研究員（東大医科
研）により、ガットレスアデノウイルスベクターを開発する	
（右図）。さらに、アデノ随伴ウイルスの投与法の開発を行う。

（４）支援の成果
　多数の研究者に、アデノウイルスベクター、レンチウイル
スベクター、アデノ随伴ウイルスベクターを作製し、供給す
ることができ、成果を得つつ有る。さらに、ガットレスアデ
ノウイルスの開発に成功し、供給を開始した。アデノ随伴ウ
イルスの子宮内脳室投与法を開発し、特許申請を行った。

【支援件数】
年度 業務（支援）内容 申請数 採択数

平成22年度

ウイルスベクターの
開発、作製供給

４ ４
平成23年度 ９ ９
平成24年度 14 14
平成25年度 18 18
平成26年度 ５ ５
平成27年度 ４ ４

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は41ページに掲載。

【雑誌論文（４件）】
U	dagawa	T,	Fujioka	Y,	Tanaka	M,	Honda	D,	Yokoi	S,	
Riku	Y,	Ibi	D,	Nagai	T,	Yamada	K,	Watanabe	H,	Katsu-
no	M,	Inada	T,	Ohno	K,	Sokabe	M,	Okado	H,	Ishigaki	
S	&	Sobue	G.	（2015）	Fus	regulates	AMPA	receptor	
function	 and	 FTLD/ALS-associatted	behavior	 via	
GluA1	mRNA	stabilization.	Nat	Commun.	6:7098		doi:	
10.1038/ncomms8098.	
　アデノ随伴ウイルスの安定的供給により、Fusの機能解析
が進展し、その成果がNat	communに論文が受理された。

（６）その他
　毎年夏のセミナーを開催しウイルスベクターの作製法を研
究者に普及した。
http://www.igakuken.or.jp/project/detail/differentia-
tion.html

拠点代表者　岡戸　晴生　東京都医学総合研究所・脳発達神経再生研究分野・副参事研究員

研究分担者　斎藤　　泉　東京大学医科学研究所・遺伝子解析施設・教授（H22）
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 斎藤	　実 東京都医学総合研究所 グリア−神経乳酸シャトルのピルビン酸カルボキシラーゼによる
制御機構と生理学的機能の解明

2 和多	和宏 北海道大学	大学院理学研究院	生物科学部門 ウイルス発現系遺伝子改変によるソングバード発声学習の分子メ
カニズムの検証

3 貫名	信行
（松本弦） 理化学研究所	構造神経病理研究チーム タンパク分解in	vivoモニターシステム構築

4 植木	孝俊 浜松医科大学	医学部 神経新生のin	vivo脳内動態解析技術の開発

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 斎藤	　実 東京都医学総合研究所 グリア−神経乳酸シャトルのピルビン酸カルボキシラーゼによる
制御機構と生理学的機能の解明

2 和多	和宏 北海道大学	大学院理学研究院	生物科学部門 ウイルス発現系遺伝子改変によるソングバード発声学習の分子メ
カニズムの検証

3 貫名	信行
（松本弦） 理化学研究所	構造神経病理研究チーム タンパク分解in	vivoモニターシステム構築

4 植木	孝俊 浜松医科大学	医学部 神経新生のin	vivo脳内動態解析技術の開発

5 行方	和彦 東京都医学総合研究所 神経変性疾患におけるDock	familyを利用した遺伝子治療研究
への応用

6 長谷川　功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発

7 神谷	厚範 国立循環器病研究センター	循環動態制御部 神経の光観察・操作プローブの逆行性導入による脳自律神経回
路の解明

8 吉村由美子 自然科学研究機構	
岡崎統合バイオサイエンスセンター 光遺伝学を用いた大脳皮質神経回路の解析

9 渡邊	　大 京都大学	生命科学研究科 高次脳機能と機能異常に関する研究

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 斎藤	　実 東京都医学総合研究所 グリア−神経乳酸シャトルのピルビン酸カルボキシラーゼによる
制御機構と生理学的機能の解明

2 和多	和宏 北海道大学	大学院理学研究院	生物科学部門 ウイルス発現系遺伝子改変によるソングバード発声学習の分子メ
カニズムの検証

3 貫名	信行
（松本弦） 理化学研究所	構造神経病理研究チーム タンパク分解in	vivoモニターシステム構築

4 植木	孝俊 浜松医科大学	医学部 神経新生のin	vivo脳内動態解析技術の開発

5 行方	和彦 東京都医学総合研究所 神経変性疾患におけるDock	familyを利用した遺伝子治療研究
への応用

6 長谷川	功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発

7 神谷	厚範 国立循環器病研究センター	循環動態制御部 神経の光観察・操作プローブの逆行性導入による脳自律神経回
路の解明

8 吉村由美子 自然科学研究機構	
岡崎統合バイオサイエンスセンター 光遺伝学を用いた大脳皮質神経回路の解析

9 渡邊	　大 京都大学	生命科学研究科 高次脳機能と機能異常に関する研究

10 石垣	診祐 名古屋大学	大学院医学系研究科	神経内科 アデノ随伴ウイルスを用いたFTLDモデルマウス作成と治療法開
発

11 岩崎	広英 東京大学	大学院医学系研究科 神経細胞の形態形成におけるホメオドメイン転写因子Dlxの役割
の解明

12 服部	光治 名古屋市立大学	大学院薬学研究科 脳の形成における、リーリンとその特異的分解機構の解明

支援課題
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13 山下	俊英 大阪大学	医学部医学系研究科	分子神経科学 脳損傷後の皮質脊髄路再編過程におけるWntシグナルの役割の
解明

14 吉川	雄朗 東北大学	大学院医学系研究科	機能薬理学分野	 脳内モノアミン輸送における非特異的トランスポーターの機能
解明

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 斎藤	　実 東京都医学総合研究所 グリア−神経乳酸シャトルのピルビン酸カルボキシラーゼによる
制御機構と生理学的機能の解明

2 和多	和宏 北海道大学	大学院理学研究院	生物科学部門 ウイルス発現系遺伝子改変によるソングバード発声学習の分子メ
カニズムの検証

3 貫名	信行
（松本弦） 理化学研究所	構造神経病理研究チーム タンパク分解in	vivoモニターシステム構築

4 植木	孝俊 浜松医科大学	医学部 神経新生のin	vivo脳内動態解析技術の開発

5 行方	和彦 東京都医学総合研究所 神経変性疾患におけるDock	familyを利用した遺伝子治療研究
への応用

6 長谷川	功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発

7 神谷	厚範 国立循環器病研究センター	循環動態制御部 神経の光観察・操作プローブの逆行性導入による脳自律神経回
路の解明

8 吉村由美子 自然科学研究機構	
岡崎統合バイオサイエンスセンター 光遺伝学を用いた大脳皮質神経回路の解析

9 渡邊	　大 京都大学	生命科学研究科 高次脳機能と機能異常に関する研究

10 石垣	診祐 名古屋大学	大学院医学系研究科	神経内科 アデノ随伴ウイルスを用いたFTLDモデルマウス作成と治療法開
発

11 岩崎	広英 東京大学	大学院医学系研究科 神経細胞の形態形成におけるホメオドメイン転写因子Dlxの役割
の解明

12 服部	光治 名古屋市立大学	大学院薬学研究科 脳の形成における、リーリンとその特異的分解機構の解明

13 山下	俊英 大阪大学	医学部医学系研究科	分子神経科学 脳損傷後の皮質脊髄路再編過程におけるWntシグナルの役割の
解明

14 吉川	雄朗 東北大学	大学院医学系研究科	機能薬理学分野	 脳内モノアミン輸送における非特異的トランスポーターの機能
解明

15 酒井誠一郎 理化学研究所脳科学総合研究センター 大脳皮質における微小カラム構造の機能解析

16 寺田	信生 信州大学　医学部 膜骨格蛋白に関与する情報伝達や細胞接着機構の形成と機能発
現のウイルスベクターを用いた解析

17 神野	尚三
（大篭友博）

九州大学	大学院医学研究院生体制御学講座	
形態機能形成学分野

細胞外マトリックスの糖鎖の選択的改変実験から、新たな高次
脳機能制御基盤を見出す

18 八尾	　寛
（江川遼） 東北大学	大学院生命科学研究科 海馬における状態遷移機構の解明

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 一戸	紀孝 国立精神・神経医療研究センター神経研究所	
微細構造研究部 霊長類特異的なシナプス再編成の分子基盤の解明

2 神谷	厚範 国立循環器病研究センター	循環動態制御部 神経新生治療とがん治療を目指した、Nestin標的ウィルスベク
ターの創生

3 高橋	将文 自治医科大学	分子病態治療研究センター
細胞生物研究部	

ラット線条体外側部投射ニューロンに発現するカドヘリンサブタ
イプの機能解析

4 長谷川	功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発

5 石垣	診祐 名古屋大学	大学院医学系研究科	神経内科 アデノ随伴ウイルスを用いたFTLDモデルマウス作成と治療法開
発
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【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 中川	　直 理化学研究所	脳科学総合研究センター
局所神経回路研究チーム 幼若マウス大脳新皮質におけるgap	junctionの機能解析

2 高木	正稔 東京医科歯科大学
茨城県小児周産期地域医療学講座 毛細血管拡張性運動失調症に対する遺伝子治療法の開発

3 大篭	友博 九州大学	医学部	神経解剖 海馬の特定神経回路を標的とした機能改変のためのウイルスベ
クター作製

4 石垣	診祐 名古屋大学	大学院医学系研究科	神経内科 アデノ随伴ウイルスを用いたFTLDモデルマウス作成と治療法開
発
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神経細胞プロテオミクス

（１）支援開始当初の背景
　脳はその部位や領域あるいは発生の時期によって機能の異
なる臓器である。したがって、脳の発生過程や機能、病態を
理解する為には、部位特異的（大脳皮質、海馬、扁桃体、黒質、
線条体等）・時期特異的な微量プロテオミクスによるインター
コーム（結合蛋白質の網羅的な同定）解析が有効である。ま
た、脳の局所的な活動や病態を理解するためには、修飾プロ
テオミクスにより様々な蛋白質の部位特異的・時期特異的な
リン酸化パターンおよびその変化を解析する必要がある。一
方で、専門化・高額化が進んだために質量分析装置の新規導
入のハードルはかなり高くなってしまっているのが現状であ
る。このような現状からも、若手研究者でも最新の高度な技
術を用いた解析結果と専門家の助言が得られる支援が必要と
なってきている。

（２）支援の目的
　技術革新が目覚ましいプロテオミクス技術による脳科学研
究者に対する技術支援を行うことで、脳科学研究のさらなる
発展を目指すことを目的とする。脳研究者から幅広く支援要
請を公募し、実験手法の相談、解析といったプロテオミクス
解析の支援を行うことで、技術の普及とともに日本の脳科学
研究の発展をめざす。また、質量分析技術の研究開発を行い、
支援活動に導入する事で最先端のプロテオミクス技術を提供
する。

（３）支援の手法
　活動責任者と分担研究者を中心に、部位および時期特異的
な微量インターコームやリン酸化パターン解析の技術を開発
する。具体的には、アフィニティカラム法や免疫沈降法に基
づく、微量プロテオミクス法の開発とリン酸化プロテオミク
ス法の開発を進める。その結果を基に、脳研究者から幅広く
支援要請を公募し、プロテオミクス解析の支援を行う。支援
のレベルは、講習会によるプロテオミクス技術の普及、トレー
ニングコースによるサンプル調整法と質量分析法の習得、完
全サポート体制によるプロテオミクス解析に分かれる。

（４）支援の成果
　支援活動期間中に合計64件の課題の支援を行った。申請
者側からは、技術支援そのものに対してと同時に、データ解
析・解釈についてのプロテオミクス研究者からの助言が非常
に有益だったとの声を得ている。また、助教等の研究資金に
乏しい若手研究者への支援も多数行っており、日本の脳科学
研究のレベルの向上の一助となっている。本支援によって得
られた成果の論文も複数発表されており、今後も本支援で得
られたデータを基にした知見に基づく研究成果が申請者らに
より発表されていくことが期待される。
【支援件数】

年度 業務（支援）内容 申請数 採択数
平成22年度

質量分析を用いた
プロテオミクス技術
支援

10 ８
平成23年度 11 10
平成24年度 11 11
平成25年度 14 13
平成26年度 ９ ９
平成27年度 12 12

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は42～50ページに掲載。

【雑誌論文（126件）】
Ageta-Ishihara,	N.,	Yamazaki,	M.,	Konno,	K.,	Nakaya-
ma,	H.,	Abe,	M.,	Hashimoto,	K.,	Nishioka,	T.,	Kaibuchi,	K.,	

拠点代表者　貝淵　弘三　名古屋大学・大学院医学系研究科・教授

研究分担者　長谷川成人　東京都医学総合研究所・認知症高次脳機能研究分野・分野長

　　　　　　饗場　　篤　東京大学・大学院医学系研究科・教授

　　　　　　椎名　伸之　自然科学研究機構・岡崎統合バイオサイエンスセンター・准教授

　　　　　　五十嵐道弘　新潟大学・医歯学系・教授

　　　　　　西岡　朋生　名古屋大学・大学院医学系研究科・助教
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Hattori,	S.,	Miyakawa,	T.,	Tanaka,	K.,	Huda,	F.,	Hirai,	H.,	
Hashimoto,	K.,	Watanabe,	M.,	Sakimura,	K.	&	Kinoshi-
ta,	M.	A	CDC42EP4/septin-based	perisynaptic	glial	
scaffold	facilitates	glutamate	clearance.	Nat	Commun.	
6,	10090	（2015）	doi:	10.1038/ncomms10090.	査読有
PMID:26657011
　低分子量G蛋白質Cdc42のエフェクター分子CDC42EP4
が、グルタミントランスポーターGLASTと結合することを
示し、グリア細胞のGLAST-CDC42EP4が樹状突起シナプ
ス周囲の細胞膜に局在することで運動協調性、記憶に関与す
ることを示した論文。

Ota,	H.,	Hikita,	T.,	Sawada,	M.,	Nishioka,	T.,	Matsumo-
to,	M.,	Komura,	M.,	Ohno,	A.,	Kamiya,	Y.,	Miyamoto,	
T.,	Asai,	N.,	Enomoto,	A.,	Takahashi,	M.,	Kaibuchi,	K.,	
Sobue,	K.	&	Sawamoto,	K.	Speed	control	for	neuronal	
migration	in	the	postnatal	brain	by	Gmip-mediated	lo-
cal	inactivation	of	RhoA.	Nat.	Commun.	5,	4532	（2014）	
doi:	10.1038/ncomms5532.	査読有PMID:	25074242
　RhoA特異的GAPであるGmipは、生後脳新生ニューロン
の嗅球への細胞移動速度を、RhoAの活性の低下を通じて制
御することにより新生神経細胞の正常な位置へ移動させると
いう新しい細胞移動制御機構に重要な分子である。

Hori,	K.,	Nagai,	T.,	Shan,	W.,	Sakamoto,	A.,	Taya,	S.,	
Hashimoto,	R.,	Hayashi,	T.,	Abe,	M.,	Yamazaki,	M.,	
Nakao,	K.,	Nishioka,	T.,	 Sakimura,	K.,	 Yamada,	K.,	
Kaibuchi,	K.	&	Hoshino,	M.	Cytoskeletal	 regulation	
by	AUTS2	 in	neuronal	migration	and	neuritogene-
sis.	Cell	Rep.	9,	2166-79	（2014）	doi:	10.1016/j.cel-
rep.2014.11.045.	査読有PMID:25533347
　多様な精神疾患に関与するAUTS2が、神経細胞質、成長
円錐にも存在し、Rac1活性化とCdc42不活性化を介して神
経突起の伸長・分枝を制御することを発見した。AUTS2遺
伝子の機能阻害は、神経細胞の移動障害、神経突起伸長・分
岐の抑制を引き起こし、多様な精神疾患につながると結論づ
けた。

（６）その他
貝淵　弘三
ホームページ情報
URL:http://www.med.nagoya-u.ac.jp/Yakuri/
西岡　朋生
ホームページ情報
URL:http://www.med.nagoya-u.ac.jp/Yakuri/
五十嵐　道弘
ホームページ情報
URL:http://www.med.niigata-u.ac.jp/bc2

饗場　篤
ホームページ情報
URL:http://lar.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/index.html
椎名　伸之
論文	RNA	granule	assembly	and	disassembly	modulat-
ed	by	nuclear	factor	associated	with	double	stranded	
RNA	2	and	nuclear	factor	45の紹介記事がYahoo!ニュー
ス、マイナビニュースに掲載（2014/7/3）
論文	RNG105		deficiency		impairs		the	dendritic	local-
ization	of	mRNAs	for	Na+/K+	ATPase	subunit	isoforms	
and	leads	to	the	degeneration	of	neuronal	networks
の紹介記事が科学新聞に掲載（2010/10/1）
ホームページ情報
URL:http://www.nibb.ac.jp/neurocel/index.html
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 山森	哲雄 基礎生物学研究所 霊長類連合野特異的遺伝子PNMA5のプロテオミクス解析

2 篠田	友靖 愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所	
神経制御学部

低分子量GタンパクSeptinファミリー分子の網羅的相互作用分
子スクリーニング

3 八木	　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 クラスター型プロトカドヘリン結合蛋白質プロファイリング
4 小林	妙子 京都大学	ウイルス研究所 転写因子Hes1と相互作用するタンパク質因子群の同定

5 田中	英明 熊本大学	大学院生命科学研究部	
神経分化学分野

神経ガイダンス分子Draxinの受容体同定とそのシグナル機構解
析

6 木下	　専 名古屋大学	理学研究科 小脳バーグマングリア末梢突起におけるCdc42-Cdc42ep4-
septinパスウェイの解析

7 大塚	稔久 山梨大学	医学部	生化学講座第一教室 神経終末アクティブゾーンにおけるシグナル伝達複合体のプロテ
オミクス解析

8 澤本	和延 名古屋市立大学 新生ニューロンの膜プロテオミクス

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 田中	英明 熊本大学	大学院生命科学研究部	
神経分化学分野

神経ガイダンス分子Draxinの受容体同定とそのシグナル機構解
析

2 八木	　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 クラスター型プロトカドヘリン結合蛋白質プロファイリング
3 山森	哲雄 基礎生物学研究所 霊長類連合野特異的遺伝子PNMA5のプロテオミクス解析

4 白尾	智明 群馬大学	大学院医学系研究科 アクチン結合蛋白質ドレブリンのリン酸化とスパイン形態形成に
おけるリン酸化の役割

5 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科	国際保健学専攻	国
際生物医科学講座	発達医科学分野

発達障害原因遺伝子CDKL5の基質・相互作用分子の網羅的解
析

6 竹林	浩秀 熊本大学	大学院生命科学研究部	脳回路構造学 Olig2転写因子をリン酸化する酵素の探索
7 匹田	貴夫 名古屋市立大学 新生ニューロンにおけるGirdin相互作用分子の網羅的解析

8 田谷真一郎 国立精神・神経医療研究センター	
神経研究所	病態生化学研究部 小脳における神経細胞特異性獲得の分子機構の解明

9 永田	浩一 愛知県心身障害者コロニー発達障害研究所	
神経制御学部

自閉症と統合失調症の病態関連候補蛋白質Sept1の結合蛋白質
の網羅的解析

10 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科	生物化学専攻 脳神経特異的に発現する分子SCOPを取り巻く分子群の同定

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 田中	英明 熊本大学	大学院生命科学研究部	神経分化学分野 神経ガイダンス分子Draxinの受容体同定とそのシグナル機構解
析

2 山森	哲雄 基礎生物学研究所 霊長類連合野特異的遺伝子PNMA5のプロテオミクス解析
3 八木　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 クラスター型プロトカドヘリン結合蛋白質プロファイリング

4 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科	国際保健学専攻	国
際生物医科学講座	発達医科学分野 発達障害原因遺伝子CDKL5の基質・相互作用分子の網羅的解析

5 上田(石原)	
奈津実 名古屋大学 神経可塑性に伴うセプチン細胞骨格の機能解析

6 木下　専 名古屋大学 海馬におけるセプチン会合分子の同定

7 上村　匡 京都大学	大学院生命科学研究科 樹状突起のサイズコントロールに必須な	CHORD/Morgana	に
結合する新規因子の探索

8 原田	彰宏 大阪大学	大学院医学研究科	細胞生物 シナプス小胞の融合と神経形態形成に関予するSNAREタンパク
質、VAMP2に結合する因子の同定

9 大塚	稔久 山梨大学	医学部	生化学講座第一教室 プロテオミクス解析を用いたCASTの機能修飾機構の解明
10 澤本	和延 名古屋市立大学 新生ニューロンにおけるDab1相互作用分子の網羅的解析

支援課題
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11 原　雄二 東京女子医科大学	統合医科学研究所 自閉症関連タンパク質CNTNAP2	への結合因子の探索

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 山森	哲雄 基礎生物学研究所 霊長類連合野特異的遺伝子PNMA5のプロテオミクス解析
2 原　	雄二 東京女子医科大学	統合医科学研究所 自閉症関連タンパク質CNTNAP2	への結合因子の探索

3 田谷真一郎 国立精神・神経医療研究センター	
神経研究所	病態生化学研究部 新規精神・神経疾患症関連分子群の網羅的探索

4 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科	生物化学専攻 脳神経特異的に発現する分子SCOPを取り巻く分子群の同定

5 花房	　洋 名古屋大学	理学研究科 Dynein結合分子NDE1/NDELによる神経幹細胞分裂軸制御機
構の解明

6 松本	邦弘 名古屋大学	理学研究科 Rab7による神経細胞恒常性維持機構の解明

7 武内	恒成 新潟大学	大学院医歯学総合研究科	
分子細胞医学専攻	分子細胞機能学

神経発達を制御する細胞接着分子シグナルネットワークの網羅
的解析

8 西	　昭徳 久留米大学	医学部薬理学講座 Tyrosine	kinaseによる新規PKA制御機構の解明

9 久永	眞市 首都大学東京	大学院理工学研究科	生命科学専攻 哺乳動物脳に高発現する機能未知キナーゼLMTK1の基質およ
び結合タンパク質の探索

10 柳川右千夫 群馬大学	大学院医学系研究科 統合失調症モデル動物を用いた分子病態解析

11 富田	泰輔 東京大学	大学院薬学系研究科 アルツハイマー病原因物質βアミロイド産生を制御する低分子量
Gタンパク質Rab機能に関わるエフェクタータンパク質の同定

12 小野寺	理 新潟大学	脳研究所 筋萎縮性側索硬化症の異常スプライシング産物とその制御因子
の同定

13 篠田　陽 東京理科大学	理工学部応用生物科学科 シナプス可塑性を制御するタンパク質のイベント選択型網羅解
析

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 久永	眞市 首都大学東京	大学院理工学研究科	生命科学専攻 哺乳動物脳に高発現する機能未知キナーゼLMTK1の基質およ
び結合タンパク質の探索

2 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科	生物化学専攻 脳神経特異的に発現する分子	SCOP	を取り巻く分子群の同定

3 篠田　	陽 東京理科大学	理工学部応用生物科学科 シナプス可塑性を制御するタンパク質のイベント選択型網羅解
析

4 富田	泰輔 東京大学	大学院薬学系研究科 アルツハイマー病原因物質βアミロイド産生を制御する低分子量
Gタンパク質Rab機能に関わるエフェクタータンパク質の同定

5 西　	昭徳 久留米大学	医学部薬理学講座 Tyrosine	kinaseによる新規PKA制御機構の解明
6 原　	雄二 東京女子医科大学	統合医療学研究所 自閉症関連タンパク質CNTNAP2	への結合因子の探索

7 平田	普三 国立遺伝学研究所	新分野創造センター グリシン作動性シナプスの可塑性における受容体・足場タンパク
のリン酸化制御

8 花房	　洋 名古屋大学	理学研究科 LRRK1によるCDK5RAP2を介した神経幹細胞分裂の制御

9 林	真理子 慶應義塾大学	医学部薬理学教室 グルタミン酸トランスポーターによるフィロポディア局在・安定化
に関わる相互作用因子

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科	生物化学専攻 脳神経特異的に発現する分子	SCOP	を取り巻く分子群の同定
2 西　	昭徳 久留米大学	医学部薬理学講座 Tyrosine	kinaseによる新規PKA制御機構の解明

3 久永	眞市 首都大学東京	大学院理工学研究科
生命科学専攻

哺乳動物脳に高発現する機能未知キナーゼLMTK1の基質およ
び結合タンパク質の探索
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4 富田	泰輔 東京大学	大学院薬学系研究科 βアミロイド産生および代謝を制御する遺伝学的アルツハイマー
病リスク因子の機能に関わる相互作用分子群の同定

5 林	真理子 慶應義塾大学	医学部薬理学教室 グルタミン酸トランスポーターによるフィロポディア局在・安定化
に関わる相互作用因子

6 木下	　専 名古屋大学 海馬歯状回顆粒細胞におけるセプチン相互作用分子の探索

7 原　	雄二 京都大学	大学院工学研究科 自閉症関連タンパク質CNTNAP2	への結合因子群同定およびそ
の意義

8 後藤	英仁 愛知県がんセンター（研究所）・腫瘍医化学部 中間径フィラメント構成蛋白質の分裂期特異的なリン酸化部位
の決定

9 浜	　千尋 京都産業大学 中枢コリン作動性シナプス間隙に局在する分子群によるシナプ
スの分化機構

10 辻　	　順 ノースカロライナ州立大学 中枢神経変性疾患におけるTAK1リン酸化酵素炎症シグナルの
役割とカルシウムシグナルによる制御

11 寺崎	朝子 千葉大学	大学院融合科学研究科
ナノサイエンス専攻

脳で高発現するアクチン結合タンパク質	lasp-2	のリン酸化によ
る制御機構の解明

12 内匠	　透 理化学研究所	脳科学総合研究センター 時計タンパク質のリン酸化と脳機能関連解析
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脳機能分子発現解析

（１）支援開始当初の背景
　脳組織細胞における分子発現局在情報は、シナプスレベル
の基礎的研究から病因病態の統合的理解と治療予防法の確立
を目指す応用研究に至るまで、全ての脳科学研究に共通した
基盤である。中でも、抗体を用いた組織化学は、生体分子を
細胞レベルから超微構造レベルまで捉えることができる最も
特異性と汎用性に優れた検出手法として確立している。しか
し、光学顕微鏡から電子顕微鏡レベルまで適用可能な特異性
に優れた市販抗体の入手は困難な場合が多い。特に予想外の
新規な分子機能が見えてきた時ほど、高品質抗体の入手の成
否が先端的生命科学研究を推進する上でリミティングファク
ターとなる場合が多い。このような状況を打破するために、
平成22年度に本支援事業を発足させた。

（２）支援の目的
　本支援事業では、抗体作成に習熟した研究者を中核として
高品質抗体作成拠点を設置し、我が国の優れた脳科学研究者
が求める新規脳機能分子の発現解析ツールの開発支援を行っ
た。さらに、共焦点レーザー顕微鏡解析や免疫電顕解析など
脳分子発現局在解析に卓越した神経形態学研究者を組織化す
ることにより、高品質抗体開発から発現局在解析まで一貫し
た研究支援体制を構築した。これにより、多次元学問領域と
しての脳科学の研究を促進すると同時に、我が国の脳科学研
究水準の飛躍的発展を図ることを本支援拠点の目的とした。

（３）支援の手法
　以下の支援組織を構築して、以下の支援活動を行った。
支援組織
・支援拠点代表：渡辺雅彦（北海道大）
・	支援担当者：渡辺雅彦（北海道大）、重本隆一（生理研、
平成22 ～ 25年度担当）、深澤有吾（名古屋大、平成
26,27年度担当）、阪上洋行（北里大）、小池正人（順天
堂大）

対象となる支援活動
１）		高品質抗体作成：ウサギおよびモルモットを用いたポリ

クロナール抗体作成支援を年間10件程度を採択する。

２）		脳機能分子発現解析：以下の解析支援を年間20件程度
採択する。

　支援対象となる解析項目：
・	in	situハイブリダイゼーション
・	共焦点レーザー顕微鏡を用いた蛍光多重染色解析
・	包埋前免疫電顕解析
・	包埋後免疫電顕解析
・	凍結超薄切片を用いた免疫電顕
・	凍結割断レプリカ免疫電顕
・	電顕による超微細形態解析

（４）支援の成果
　６年間の支援事業期間において、高品質抗体作成支援に
80件の応募があり、72件を採択した。脳機能分子発現解析
支援には133件の応募があり、132件を採択した。支援に
より作成した代表的な抗体は、Adam23,	Begain,	CAST,	
Cdc42ef4,	DBH,	Dlx1,		FAA2,	FAA3,	GAD65,	HDAC6,	
LGI1,	MCT,	Mlc1,	Mtts1,	MyoVb,	Neurexin,	Nna1,	Pc-
dhb3,	Pcdhr10,	Pcdhr17,	Prrt3,	QRFP,　Rab1,	Rab11,	
RFP,	serine	racemase,	変異型SOD1である。
　これらの作成抗体を用いた機能分子発現解析に加え、カン
ナビノイド関連分子、Magi ２、パーキン、CDKL5、MKL2、
Sma3A、Sema7A、新規視物質、MHC抗原クラスI分子な
どの分子発現解析を行った。さらに、オレキシンニューロン
へのグリシン投射CGRP欠損マウス、皮質ニューロン移動過
程、脳の左右非対称化、CGRPノックアウトマウスの脊髄表
現型、微小管結合タンパク欠損マウス神経細胞の構造解析、
オレキシンニューロンのグリシン作動性シナプス解析、パー
キンソン病iPS細胞由来神経細胞における電顕を用いた超微
細形態解析、発生期大脳皮質神経細胞の移動終了過程などの
光顕・電顕を用いた形態学的解析支援も積極的に行った。
　これらの支援活動の一部は既に英文学術雑誌に掲載され、
現在投稿中論文および投稿準備中論文も多いことから、今後
掲載論文数が増加すると思われる。

拠点代表者　渡辺　雅彦　北海道大学・医学研究科・教授

研究分担者　小池　正人　順天堂大学・医学研究科・教授

　　　　　　阪上　洋行　北里大学・医学部・教授

　　　　　　重本　隆一　生理学研究所・大脳皮質機能研究系・教授（H22→ H25）

　　　　　　深澤　有吾　福井大学・医学部・教授（H26→ H27）
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【支援件数】

年度 業務（支援）内容 申請
数

採択
数

平成22年度
脳機能分子発現解析支援 24 24
高品質抗体作成支援 13 13

平成23年度
脳機能分子発現解析支援 21 21
高品質抗体作成支援 16 14

平成24年度
脳機能分子発現解析支援 22 22
高品質抗体作成支援 11 11

平成25年度
脳機能分子発現解析支援 21 21
高品質抗体作成支援 11 11

平成26年度
脳機能分子発現解析支援 23 23
高品質抗体作成支援 11 11

平成27年度
脳機能分子発現解析支援 21 20
高品質抗体作成支援 18 12

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は50～53ページに掲載。

【雑誌論文（51件）】
Uesaka	N,	Uchigashima,M,	Mikuni	T,	Nakazawa	T,	
Nakao	H,	Hirai	K,	Aiba	A,	Watanabe	M,	Kano	M:	Ret-
rograde	semaphorin	signaling	regulates	synapse	elim-
ination	 in	the	developing	mouse	brain.	Science	344:	
1020-1023,	2014.	［PMID:24831527］
　発達期の小脳における登上線維シナプス除去において、分
泌型セマフォリンSema３Aとその受容体PlxnA ４がこれを
阻害し、膜結合型Sepa ７AとPlexnC １がこれを促進する
ことを明らかにした。本支援では、発達期小脳におけるこれ
らの分子発現を蛍光標識二重in	situハイブリダイゼーション
法により明らかにした。

Yokoi	N,	Fukata	Y,	Kase	D,	Miyazaki	T,	 Jaegle	M,	
Ohkawa	T,	Takahashi	N,	 Iwanari	H,	Mochizuki	Y,	Ha-
makubo	T,	Imoto	K,	Meijer	D,	Watanabe	M,	Fukata	M:	
Chemical	corrector	treatment	ameliorates	 increased	
seizure	susceptibility	 in	a	mouse	model	of	 familial	
temporal	 lobe	epilepsy.	Nat	Med,	21:19-26,	2015.	
［PMID:25485908］
　分泌性因子LGI1のヒト遺伝子変異を有するマウスモデ
ルを作製し、分泌不能型変異と分泌型変異のいずれもが
ADAM22との相互作用を阻害しこれによりてんかん発作が
増加すること、この相互作用を回復させる化学キレーターの
投与により回復することを示した。本支援では、LGI １抗体
を作製し、ADAM22と海馬において相互作用することを組
織学的に示した。

Ageta-Ishihara	N,	Yamazaki	M,	Konno	K,	Nakayama	H,	
Abe	M,	Hashimoto	K,	Nishioka	T,	Kaibuchi	K,	Hattori	S,	

Miyakawa	T,	Tanaka	T,	Huda	F,	Hirai	H,	Hashimoto	K,	
Watanabe	M,	Sakimura	K,	Kinoshita	M:	A	CDC42EP4/
septin-based	perisynaptic	glial	scaffold	that	facilitates	
glutamate	clearance.	Nat	Commun,	6:10090,	2015.	
［PMID:26657011］
　セプチン細胞骨格系と相互作用するCDC42EP4がバーグ
マングリアに選択的に発現し、グルタミン酸トランスポー
ターGLASTと相互作用してこの輸送体をシナプス間隙近傍
に引き寄せる作用を介して小脳皮質の情報伝達制御に関与し
ていることを明らかにした。本支援では、CDC42EP4抗体
を作製しその細胞発現と遺伝子欠損による形態学的表現型を
明らかにした。
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【平成22年度】
＜発現解析＞

氏　名 所属先 課題名

1 狩野	方伸 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学分野 内因性カンナビノイドシグナリング関連分子の脳内及び細胞内
局在の解析

2 山中	章弘 生理学研究所	細胞生理研究部門 新規神経ペプチドQRFPの免疫電顕解析
3 山中	章弘 生理学研究所	細胞生理研究部門 オレキシン神経細胞間ネットワークの組織化学的解析

4 鈴木	龍雄 信州大学	大学院医学系研究科	
神経可塑性学分野

シナプス後肥厚部に発現するLrp4のノックアウトマウスを用いた
高次神経機能解析

5 畠山	鎮次 北海道大学	大学院医学研究科	
生化学講座医化学分野

TRIM9およびTRIM67抗体作製、発現、および遺伝子欠損マウ
スの表現型解析

6 高橋	智幸 同志社大学	生命医科学部 Calyx	of	Heldシナプス前末端におけるCa2＋チャネルの局在

7 糸原	重美 理化学研究所	脳科学総合研究センター
行動遺伝学技術開発チーム Netrin-GsおよびNGLｓの作用点

8 深田	正紀 生理学研究所	生体膜研究部門 てんかん関連蛋白質複合体の発現解析
9 高橋	正身 北里大学	医学部	生化学 情動異常マウスの脳構造の解析（１）
10 高橋	正身 北里大学	医学部	生化学 情動異常マウスの脳構造の解析（２）
11 徳光	　浩 香川大学	医学部 Plasticity	related	gene-1（PRG-1)の神経機能解析

12 木下	　専 名古屋大学	大学院理学研究科	生命理学専攻
情報機構学講座	細胞制御学研究グループ Cdc42エフェクター Cdc42ep4の脳内局在解析

13 木下	　専 名古屋大学	大学院理学研究科	生命理学専攻
情報機構学講座	細胞制御学研究グループ マウス脳におけるSeptin	family（SEPT1-14)の網羅的局在解析

14 馬嶋	正隆 北里大学	医学部薬理学 癌性疼痛モデルにおけるCGRPノックアウトマウス脊髄の内因性
オピオイド経路の発現解析

15 佐藤	栄人 順天堂大学	脳神経内科 Parkinによるミトファジー誘導機構の解明

16 伊藤	　功 九州大学	理学研究院生物科学部門	
生体物理化学研究

脳の左右非対称性が生じるメカニズムを探るために、マウス海
馬神経回路におけるβ2マイクログロブリンのシナプス局在解析
を行う

17 加藤	総夫 東京慈恵会医科大学	医学部 慢性痛依存的扁桃体シナプス伝達可塑性の分子機構
18 渡部	文子 東京慈恵会医科大学	医学部 シナプスにおけるモノカルボン酸トランスポーターの局在解析

19 岡田	洋平 慶應義塾大学	医学部 神経系前駆細の包埋前免疫電顕解析および凍結超薄切片を用い
た包埋後免疫電顕解析

20 武田	弘資 東京大学	大学院薬学系研究科	細胞情報学教室 ストレス応答キナーゼASK1およびその活性制御因子PGAM5の
脳神経系における発現解析

21 今泉	陽一 慶應義塾大学	医学部	生理学 PARK2患者由来のiPS細胞から誘導したドーパミン作動性ニュー
ロンの超微細形態解析

22 仲嶋	一範 慶應義塾大学	医学部	解剖学 発生期大脳皮質神経細胞の移動終了過程の超微細解析

23 石本	哲也 富山大学	大学院医学薬学研究部
分子神経科学講座 脳特異的蛋白質BCAS1の発現解析

24 田渕	明子 富山大学	大学院医学薬学研究部 Megakaryoblastic	leukemia	2	(MKL2)の神経発達過程にお
ける遺伝子発現解析

＜抗体作成＞
氏　名 所属先 課題名

1 田中	謙二 生理学研究所	分子神経生理部門 MCL1高品質抗体作製
2 新井	洋由 東京大学	大学院薬学系研究科衛生化学教室 アミノリン脂質トランスロケースATP9Aの細胞内機能の解析

3 畠山	鎮次 北海道大学	大学院医学研究科	
生化学講座医化学分野

TRIM9およびTRIM67抗体作製、発現、および遺伝子欠損マウ
スの表現型解析

4 高橋	智幸 同志社大学	生命医科学部 Calyx	of	Heldシナプス前末端におけるCa2＋チャネルの局在
5 深田	正紀 生理学研究所	生体膜研究部門 てんかん関連蛋白質複合体の発現解析
6 原田	彰宏 大阪大学	大学院医学系研究科	細胞生物学 Rab1およびRab11a抗体作製支援

支援課題
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7 八木	　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 個々の神経細胞でランダムな発現をするPcdhb3特異抗体の作製

8 木下	　専 名古屋大学	大学院理学研究科	生命理学専攻	
情報機構学講座	細胞制御学研究グループ Cdc42エフェクター Cdc42ep4の脳内局在解析

9 佐藤	栄人 順天堂大学	脳神経内科 Parkinの細胞内局在の免疫組織化学的検討
10 田渕	克彦 生理学研究所	脳形態解析研究部門 汎Neurexin抗体の作成
11 森　	　壽 富山大学	大学院医学薬学研究部	分子神経科学講座 マウスセリンラセマーゼの発現解析

12 武田	弘資 東京大学	大学院薬学系研究科	細胞情報学教室 ストレス応答キナーゼASK1およびその活性制御因子PGAM5の
脳神経系における発現解析

13 白井	良憲 信州大学	大学院医学系研究科	神経可塑性学分野 PSD-mRNAによるシナプスから核への情報伝達

【平成23年度】
＜発現解析＞

氏　名 所属先 課題名

1 桜井	　武 金沢大学	医薬保健研究域医学系	
分子神経科学	統合生理学分野 オレキシンニューロンのグリシン作動性シナプス解析支援

2 星名	直祐 東京大学	医科学研究所	癌細胞シグナル研究分野 Protocadherin	17の高品質抗体作製

3 里　	史明 星薬科大学 家族性パーキンソン病原因遺伝子産物ATP13A2の機能解析（発
現解析）

4 中澤	敬信 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学教室 神経細胞の形態形成に関与するTCGAPの機能解析（発現解析）

5 高橋	智幸 同志社大学	生命医科学部 Calyx	of	Held	シナプス前末端におけるCa2＋チャネルの局在（発
現解析）

6 渡部	文子 東京慈恵会医科大学	医学部 シナプスにおけるモノカルボン酸トランスポーターの局在解析

7 柳川右千夫 群馬大学	大学院医学系研究科 GABA合成酵素であるグルタミン酸脱炭酸酵素アイソフォーム、
GAD67とGAD65の脳内発現分布の差異の解明（発現解析）

8 大内	淑代 徳島大学	大学院ソシオテクノサイエンス研究部 新しい視物質のマウス神経系における発現解析
9 柴田	昌宏 新潟大学	医歯学総合研究 微小管結合タンパク欠損マウス神経細胞の構造解析

10 鈴木	龍雄 信州大学	大学院医学系研究科	
神経可塑性学分野

シナプス後肥厚部に発現するLrp4のノックアウトマウスを用いた
高次神経機能解析

11 西丸	広史 筑波大学	大学院人間総合科学研究科 運動神経回路網を構成する脊髄抑制性介在ニューロンの形態学
的解析

12 山口	良文 東京大学	大学院薬学系研究科	遺伝学教室 脳形態形成過程におけるプログラム細胞死の様式解明
13 永雄	総一 理化学研究所	運動学習制御研究チーム 長期運動学習の記憶痕跡の形態学的解析
14 星美	奈子 京都大学	大学院医学研究科	腫瘍生物学講座 アルツハイマー病における神経変性病態の解析

15 望月	秀樹 北里大学	神経内科学 パーキンソン病及び関連動物モデルにおけるSNAP-25,al-
pha-synucleinの形態学的検索

16 山中	章弘 生理学研究所	細胞生理研究部門 視床下部ペプチド神経細胞の電子顕微鏡解析
17 加藤	総夫 東京慈恵会医科大学	医学部 慢性痛依存的扁桃体シナプス伝達可塑性の分子機構
18 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科	発達医科学教室 神経発達障害原因遺伝子産物CDKL5の神経細胞内局在解析
19 岩里	琢治 国立遺伝学研究所	形質遺伝研究部門 脳神経回路微細形態におけるαキメリンRac-GAPの役割

20 伊澤	奈々 慶應義塾大学	医学部生理学教室 パーキンソン病iPS細胞由来神経細胞における電顕を用いた超
微細形態解析

21 中原大一郎 浜松医科大学 依存性薬物摂取に伴う側坐核の可塑性変化におけるMHC抗原ク
ラスI分子の役割

＜抗体作成＞
氏　名 所属先 課題名

1 桜井	　武 金沢大学	医薬保健研究域医学系	
分子神経科学	統合生理学分野 QRFP抗体作成支援

2 植村　	健 東京大学	大学院医学系研究科	分子神経生物学 小脳プルキンエ細胞における細胞骨格調節蛋白Mtss1の生理的
役割の解析
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3 佐々木光穂 順天堂大学	医学部 zinc	finger	FYVE	domain-containing	protein	1抗体作製
4 星名	直祐 東京大学	医科学研究所	癌細胞シグナル研究分野 Protocadherin	17の高品質抗体作製

5 里　	史明 星薬科大学 家族性パーキンソン病原因遺伝子産物ATP13A2の機能解析（抗
体作成）

6 佐藤	栄人 順天堂大学	医学部 Parkinが関与するミトファジーの分子機構の解明

7 上田（石原）
奈津実

名古屋大学	大学院理学研究科	生命理学専攻	
細胞制御学研究グループ HDAC6の脳内局在解析

8 中澤	敬信 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学教室 神経細胞の形態形成に関与するTCGAPの機能解析（抗体作製）

9 村上富士夫 大阪大学	大学院生命機能研究科 軸索ガイダンス分子ネトリン１の濃度勾配の検出を可能にする高
品質抗体の作成

10 高橋	智幸 同志社大学	生命医科学部 Calyx	of	Held	シナプス前末端におけるCa2＋チャネルの局在（抗
体作製）

11 深谷	昌弘 北里大学	医学部解剖学 シナプス後部に局在するMagi2特異的免疫染色用抗体の作製

12 岩崎	広英 東京大学	大学院医学系研究科	
神経細胞生物学分野 ホメオドメイン転写因子Dlxのシナプス形成に関する解析

13 柳川右千夫 群馬大学	大学院医学系研究科 GABA合成酵素であるグルタミン酸脱炭酸酵素アイソフォーム、
GAD67とGAD65の脳内発現分布の差異の解明（抗体作製）

14 古屋	茂樹 九州大学	大学院農学研究院	生命機能科学部門	シ
ステム生物学講座	生物機能デザイン分野

脳内セリン充足度によって発現制御される分子群の機能局在解
析

【平成24年度】
＜発現解析＞

氏　名 所属先 課題名

1 岩井	一宏 京都大学	大学院医学研究科	細胞機能制御学 鉄代謝調節タンパク質IRP2トランスジェニックマウスにおける
パーキンソン病増悪機構の解析

2 伊藤	　功 九州大学	大学院理学研究院	生体物理化学研究室 脳神経回路の非対称性形成におけるMHCIの機能

3 山中	智行 理化学研究所	脳科学総合研究センター
構造神経病理研究チーム

転写因子NF-Y及びそのターゲット因子の機能阻害による神経細
胞微細構造変化への影響の検討

4 山中	宏二 理化学研究所	脳科学総合研究センター 神経変性疾患モデルのグリア細胞におけるタンパク質分解異常
関連分子の発現解析

5 宮田麻理子 東京女子医科大学	医学部生理学第一講座 発達期および神経損傷時における視床GluA2発現解析
6 田代	善崇 京都大学	大学院医学研究科	臨床神経学（神経内科）マウス神経細胞におけるプロテアソーム障害の影響解析

7 太田	悦朗 慶應義塾大学	医学部生理学教室 遺伝性パーキンソン病患者のiPSCs由来神経細胞における超微
細形態解析

8 板倉	　誠 北里大学	医学部 てんかんモデルピロカルピン処理マウスにおけるタンパク質の発
現解析

9 田渕	明子 富山大学	大学院医学薬学研究部 アクチン結合性転写活性化因子MKL2の新規バリアントの中枢
神経系における遺伝子発現解析

10 吉田	隆行 北海道大学	大学院医学研究科 背側縫線核における5-HTおよびGAD67含有ニューロンの分子
局在解析

11 廣畑	俊成 北里大学	医学部膠原病	感染内科学 神経・精神症状を示した膠原病患者由来の自己抗体が認識する
シナプス微細構造の解析

12 岸　	将史 新潟大学	医歯学総合研究科 興奮性シナプスに於ける接着分子機能の制御機構
13 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	分子医科学分野 細胞内膜系調節によるシナプス制御の機構

14 渡瀬	　啓 東京医科歯科大学	脳統合機能研究センター 脊髄小脳変性症モデルマウスプルキンエ細胞内封入体の免疫電
顕法による解析

15 上阪	直史 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学教室 発達期小脳のシナプス刈り込みに関わる分子の発現解析
16 糸原	重美 理化学研究所	行動遺伝学技術開発チーム Netrin-G1/NGL1およびNetrin-G2/NGL2の相互作用の解析

17 喜多村和郎
（狩野方伸) 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学教室 小脳皮質活動の基盤となる機能分子発現解析
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18 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科	発達医科学教室 神経発達障害原因遺伝子ノックアウトマウスのシナプス構造解
析

19 小林	孝安 東北大学	加齢医学研究所 プロテインホスファターゼPP2Cεの神経回路形成における機能
解析

20 望月	秀樹 大阪大学	大学院医学系研究科	神経内科学 シヌクレイン凝集機構におけるシナプス前性タンパク質の機能関
与の解明

21 田中	慎二 東京大学	大学院医学系研究科	神経内科学 電顕によるin	vivoイメージング観察領域の微細形態再構成
22 阿部　	学 新潟大学	脳研究所 Pcd変異原因遺伝子Nna1のマウス脳内における生理機能解析
＜抗体作成＞

氏　名 所属先 課題名

1 山肩	葉子 生理学研究所	神経シグナル部門 Ca2＋/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼⅠⅠαのT305自
己リン酸化の生体内制御機構の解明

2 久保	義弘 生理学研究所	神経機能素子研究部門 オーファン代謝型受容体タンパク質の脳内発現パターンの解析
3 小泉	修一 山梨大学	医学部	薬理学教室 高品質VNUT抗体の作成
4 上阪	直史 東京大学	大学院医学系研究科 発達期小脳のシナプス刈り込みに関わる分子の高品質抗体作製
5 大塚	稔久 山梨大学	医学部	生化学第一講座 網膜および内耳のアクティブゾーンにおけるCASTの局在解析

6 大塚	稔久 山梨大学	医学部	生化学第一講座 シナプス短期可塑性誘導におけるSADキナーゼ活性化のモニタ
リング

7 古川	良明 慶應義塾大学	理工学部 ミスフォールド型ＳＯＤ１タンパク質を特異的に認識する抗体の
作製

8 神出誠一郎 東京大学	医学部附属病院	精神神経科 マウスアドレノメデュリン抗体作成

9 田辺	康人 大阪大学	大学院生命機能研究科 マウスMeis3ホメオドメイン転写因子に対するポリクローナル抗
体作成

10 重本	隆一 生理学研究所	脳形態解析研究部門 N-type	電位依存性カルシウムチャネルの定量的局在解析
11 阿部	　学 新潟大学	脳研究所 Pcd変異原因遺伝子Nna1のマウス脳内における生理機能解析

【平成25年度】
＜発現解析＞

氏　名 所属先 課題名
1 秦野	伸二 東海大学	医学部 運動ニューロン疾患の発症メカニズムに関する研究

2 山中	智行 理化学研究所	脳科学総合研究センター 運動神経における転写因子NF-Yの機能阻害による細胞微細構
造変化の検討

3 斉木	臣二 順天堂大学	神経学 エタンブトールによるリソソーム酸性化障害機構の超微細形態
評価

4 上村	紀仁 京都大学	大学院医学研究科	臨床神経学 メダカを用いたGBA変異とパーキンソン病の関連性の解析
5 佐藤	栄人 順天堂大学	脳神経内科 遺伝性パーキンソン病モデルマウスの病態解析

6 柳川右千夫 群馬大学	大学院医学系研究科 グリシン作動性ニューロンの遺伝子操作を容易にする遺伝子改
変マウスの開発

7 森口	茂樹 東北大学	大学院薬学研究科 Na+/Ca2＋交換体の脳局在解析
8 福永	浩司 東北大学	大学院薬学研究科 KATPチャネルの脳局在解析
9 神谷	厚範 国立循環器病研究センター研究所	循環動態制御部 臓器内自律神経インターフェイスの電顕解析

10 饗場	　篤 東京大学	大学院医学系研究 Homer結合部位変異mGluR1発現マウスでのmGluR1シナプス
局在の決定

11 長沼	英明 北里大学	医学部 脱水ストレスによる内耳神経系におけるカルシウム関連分子の
発現解析

12 森　	　寿 富山大学	大学院医学薬学研究部 Got1l1遺伝子の脳内発現解析
13 片野	泰代 関西医科大学	医学部医化学 神経障害性疼痛の発症•維持における関連分子の機能解析
14 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 新規膜電位センサータンパク質VSOP2の脳内における発現解析
15 阿部	　学 新潟大学	脳研究所 Pcd変異原因遺伝子Nna1のマウス脳内における生理機能解析（2）
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16 大塚	稔久 山梨大学	医学部	生化学第一講座 平面内細胞極性分子Vanglによる神経樹状突起形成のメカニズ
ムの解明

17 平瀬	　肇 理化学研究所	脳科学総合研究センター シナプス近辺のグリア超微細構造の定量化

18 宮田	卓樹 名古屋大学	大学院医学系研究科 連続ブロック表面−走査電子顕微鏡観察を用いた神経上皮の微
細構造解析

19 大野	伸彦 山梨大学	大学院医学工学総合研究部 髄鞘の形成と疾患におけるミトコンドリア動態の変化とその役
割の検討

20 王子田彰夫 九州大学	大学院薬学研究院 ケミカルラベル化法を用いたタンパク質局在の電子顕微鏡可視
化技術の開発

21 久保	義弘 生理学研究所	神経機能素子研究部門 オーファン代謝型受容体タンパク質の脳内発現パターンの解析
＜抗体作成＞

氏　名 所属先 課題名
1 森口	茂樹 東北大学	大学院薬学研究科	薬理学分野 Kir6.1およびKir6.2　KATPチャネルの抗体作製
2 小林	和人 福島県立医科大学 神経活動操作のための分子プローブの開発
3 片野	泰代 関西医科大学	医学部医化学 神経障害性疼痛の発症•維持における関連分子の機能解析
4 田中	光一 東京医科歯科大学 グリア型GABAトランスポーターSlc6a11の高品質抗体の作成

5 堀尾	修平 徳島大学	大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
薬学系 高品質ヒスタミンH1受容体抗体の作製

6 金子	涼輔 群馬大学	大学院医学系研究科	
附属動物実験施設

免疫組織化学に適用可能な抗RFP	抗体の作成とそれを用いた神
経回路形成機構解明

7 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 新規膜電位センサータンパク質VSOP2に対する特異的抗体の作
成

8 佐藤	栄人 順天堂大学	脳神経内科 遺伝性パーキンソン病モデルマウスの病態解析

9 阿部	　学 新潟大学	脳研究所 Pcd変異原因遺伝子Nna1のマウス脳内における生理機能解析
（2）

10 大塚	稔久 山梨大学	医学部	生化学第一講座 平面内細胞極性分子Vanglによる神経樹状突起形成のメカニズ
ムの解明

11 久保	義弘 生理学研究所	神経機能素子研究部門 オーファン代謝型受容体タンパク質の脳内発現パターンの解析

【平成26年度】
＜発現解析＞

氏　名 所属先 課題名

1 山中	智行 理化学研究所	脳科学総合研究センター
視床発生研究チーム

転写因子NF-Yの運動神経での機能阻害による微細構造変化の
検討

2 吉村健太郎 山梨大学	医学部解剖学講座 末梢神経に於けるヘッジホッグシグナル関連分子の発現動態解
析

3 上野	祐司 順天堂大学	神経学講座 ラット慢性脳虚血モデルにおけるL-carnitineの脳白質保護効果
の検討

4 亀高	　諭 名古屋大学	医学部保健学科 ショウジョウバエモデルを用いた神経細胞におけるライソゾーム
蛋白質輸送系の生理的役割の解析

5 後藤由季子 東京大学	薬学系研究科	分子生物学教室 大脳新皮質アストロサイトの形態的な多様性

6 高橋	将文 自治医科大学	分子病態治療研究センター
細胞生物研究部講師

ラット線条体腹外側領域投射ニューロンに発現するカドヘリンサ
ブタイプの細胞内局在様式の解明

7 鈴木	龍雄 信州大学	大学院医学系研究科	神経可塑性学教室 PSD付随“核たんぱく質”の局在およびシナプス後肥厚部の分子
構築の解明

8 饗場	　篤 東京大学	大学院医学系研究科 Homer結合部位変異mGluR1発現マウスでのmGluR1シナプス
局在の決定

9 柿崎	利和 群馬大学	大学院医学系研究科 グリシントランスポーター２-Cre発現マウスの解析
10 神谷	厚範 国立循環器病研究センター研究所	循環動態制御部 末梢神経エクソソームの電顕解析
11 北澤	彩子 慶應義塾大学	医学部解剖学教室 電子顕微鏡を用いたマウス脳神経細胞の移動様式の検討
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12 宮田	卓樹 名古屋大学	大学院医学系研究科 連続ブロック表面ー走査電子顕微鏡観察を用いた神経上皮の微
細構造解析

13 篠田	　陽 東京理科大学	理工学部応用生物科学科 有芯小胞分泌関連因子CAPSの神経末端における機能の探索

14 木下	　専 名古屋大学	大学院理学研究科 マウス・ラット脳におけるAMPA受容体サブユニットおよび
septinの局在解析

15 星	美奈子
京都大学	大学院医学研究科	生体構造医学講座	
形態形成機構学分野アルツハイマー病創薬基盤
プロジェクト

アルツハイマー病神経細胞障害に関わる分子の局在解析

16 山本	亘彦 大阪大学	大学院生命機能研究科 シナプス関連タンパクの局在解析
17 後藤由季子 東京大学	薬学系研究科	分子生物学教室 大脳新皮質アストロサイトの形態的な多様性

18 井樋	慶一 東北大学	大学院情報科学研究科	情報生物学分野 CRF-Venusノックインマウスの脳内CRF/Venus共発現ニューロ
ン分布の検討

19 久保	義弘 生理学研究所	神経機能素子研究部門 オーファン代謝型受容体タンパク質の脳内発現パターンの解析
20 上阪	直史 東京大学	大学院医学系研究科 シナプス回路発達に関わるGranulinの抗体作製と発現解析
21 南　	雅文 北海道大学	大学院薬学研究院	薬理学研究室 ドパミンβヒドロキシラーゼの高品質抗体作製

22 阿部	　学 新潟大学	脳研究所 マウス脳におけるカイニン酸型グルタミン酸受容体の生理機能
解明

23 手塚	　徹 東京大学	医科学研究所	腫瘍抑制分野 細胞内アダプター分子の神経系における機能解析
＜抗体作成＞

氏　名 所属先 課題名
1 森口	茂樹 東北大学	大学院薬学研究科	薬理学分野 Anti-CaMKII-delta抗体の作製
2 南　	雅文 北海道大学	大学院薬学研究院	薬理学研究室 ドパミンβヒドロキシラーゼの高品質抗体作製

3 上阪	直史 東京大学	大学院医学系研究科 中枢神経系におけるシナプス発達とシナプス伝達におけるStim1
の役割

4 原田	彰宏 大阪大学	医学系研究科 神経組織における低分子量GTP結合蛋白質Rab10とその結合分
子MyosinVの局在の解析

5 原田	彰宏 大阪大学	医学系研究科 神経組織における低分子量GTP結合蛋白質Rab10とその結合分
子MyosinVの局在の解析

6 小林	和人 福島県立医科大学 神経活動操作のための分子プローブの開発（２）

7 岩永	敏彦 北海道大学	大学院医学研究科	
組織細胞学分野 遊離脂肪酸レセプター（FFAR2およびFFAR3）発現細胞の同定

8 木村	俊介 北海道大学	大学院医学研究科	
組織細胞学分野 Tnfaip2による細胞膜突起形成機構の解明

9 阿部　	学 新潟大学	脳研究所 マウス脳におけるカイニン酸型グルタミン酸受容体の生理機能
解明

10 柳川右千夫 群馬大学	大学院医学系研究科　 Slc36a1（solute	carrier	family	36	(proton/amino	acid	
symporter),	member	1）の発現解析

11 手塚	　徹 東京大学	医科学研究所	腫瘍抑制分野 細胞内アダプター分子の神経系における機能解析

【平成27年度】
＜発現解析＞

氏　名 所属先 課題名

1 饗場	　篤 東京大学	大学院医学系研究科 Homer結合部位変異mGluR1発現マウスにおけるmGluR1相互
作用分子の局在解析

2 山内	淳司 国立成育医療研究センター研究所	
薬剤治療研究部	分子薬理研究室

サイトヘジン遺伝子改変マウスの髄鞘形成に関する電子顕微鏡
解析

3 神谷	厚範 国立循環器病研究センター	研究所	循環動態制御部 末梢神経エクソソームの電顕解析
4 杉山	清佳 新潟大学	医歯学総合研究科	神経発達学分野 臨界期を制御するホメオ蛋白質の動態と微細構造局在

5 長沼	英明 北里大学	医学部新世紀医療開発センター
先端医療領域開発部門	神経耳科学

メニエール病モデルマウスの内耳神経系における小胞体ストレス
関連タンパク質の発現解析
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6 吉村健太郎 山梨大学	医学部解剖学講座	細胞生物学教室 FIB/SEMによるミエリン形成期シュワン細胞の電顕三次元再構
築

7 高鳥	　翔 東京大学	大学院薬学系研究科	機能病態学 アルツハイマー病関連タンパク質の神経細胞内分布の解明
8 山中	智行 同志社大学	脳科学研究科	認知記憶加齢部門 神経細胞の小胞体構造異常に関わる変性タンパク質の検索
9 村上	良子 大阪大学	微生物病研究所 先天性GPI欠損症のマウスモデルの解析

10 太田	悦朗 慶應義塾大学	医学部生理学教室 遺伝性パーキンソン病患者のiPSC由来神経細胞における超微細
形態解析

11 中村	康之 国立がん研究センター研究所	腫瘍生物学分野 p53誘導性タンパク質Mieapによるミトコンドリア品質管理機構
とパーキンソン病との関連

12 里　	直行 大阪大学	大学院医学系研究科	臨床遺伝子治療学老
年腎臓内科学 糖尿病による認知症促進機構の超微細組織学的検討

13 宮田	卓樹 名古屋大学	大学院医学系研究科	
細胞生物学分野

連続ブロック表面ー走査電子顕微鏡観察を用いた神経上皮の微
細構造解析

14 後藤由季子 東京大学	薬学系研究科	分子生物学教室 大脳新皮質アストロサイトの形態的な多様性
15 星	美奈子 京都大学	大学院医学研究科	生体構造医学講座 アルツハイマー病における神経変性病態の解析
16 大西	浩史 群馬大学	大学院保健学研究科 微細形態にもとづく白質内ミクログリア活性化機構の解明
17 定方	哲史 群馬大学	先端科学研究指導者育成ユニット クラスII	ARF	KOマウス小脳の超微細形態解析
18 久保	義弘 生理学研究所	神経機能素子研究部門 オーファン代謝型受容体タンパク質の脳内発現パターンの解析
19 藤本	久貴 九州大学	医学研究院	神経解剖学 新規Glutamatergic　PVニューロンの同定

20 木下	　専 名古屋大学	大学院理学研究科	生命理学専攻	
細胞制御学グループ セプチン細胞骨格の脳内局在解析

＜抗体作成＞
氏　名 所属先 課題名

1 伊達	英俊 東京大学	医学部附属病院神経内科 歯状核赤核淡蒼球ルイ体萎縮症(DRPLA)の機能解析
2 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科	統合生理学教室 電位依存性酵素VSPに対する高品質抗体の作製

3 吉田	知之 富山大学	大学院医学薬学研究部（医学）
分子神経科学講座

受容体型チロシン脱リン酸化酵素PTPδスプライスバリアント特
異的抗体の作製

4 饗場	　篤 東京大学	大学院附属疾患生命工学センター
動物資源学部門 生体高次機能におけるCalsyntenin	familyの機能解析

5 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学系総合研究科
分子細胞機能学分野 脂質による神経成長制御機構の解析

6 松川	敬志 東京大学	医学部附属病院	神経内科 副腎白質ジストロフィー (ALD)の表現型修飾因子の探索研究

7 松田	恵子 慶應義塾大学	医学部	生理学教室 シナプス制御に関わる分泌性因子　C1qL	subfamily分子の成
熟脳における局在解析

8 星野	幹雄 国立精神・神経医療研究センター	
神経研究所病態生化学研究部

生後発達脳における自閉症感受性遺伝子AUTS2の生理機能の
解明

9 曽　	友深 順天堂大学	医学部	神経生物学	形態学講座 ゴルジ体イオンチャネルGPHRに対する抗体作製
10 萩原	　明 山梨大学	医学部	生化学講座第一教室 オキシトシン受容体抗体

11 冨田	拓郎 自然科学研究機構	
岡崎統合バイオサイエンスセンター 筋組織におけるTRPCの分子発現解析のための抗体開発

12 舩山	　学 順天堂大学	大学院医学研究科
老人性疾患病態	治療研究センター

新規パーキンソン病原因遺伝子CHCHD2ノックアウトマウスの
解析
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マウス作製支援活動

（１）支援開始当初の背景
　脳機能を統合的に理解するためには、ノックアウトマウス
など遺伝子改変動物を用いた個体レベルでの解析が必須であ
るが、支援開始当初は、その作製効率の問題から脳機能解析
に適さない129系統ES細胞由来のマウスがほとんどであっ
た。これらのマウスは、多大な時間と労力、そして経費をか
けて戻し交配をする必要があった。﨑村等のグループはこの
問題を解決するために、C57BL/6由来ES細胞株RENKAを樹
立し、高効率に遺伝子改変マウスを作出する技術を確立した。
この技術で作製した遺伝子改変マウスは、純粋な遺伝子背景
を持ち、行動解析など脳機能解析に極めて有用であることか
ら、神経科学コミュニティーへリソースとして提供し、その
研究レベルを向上させることを目的に本支援は始まった。

（２）支援の目的
　本支援事業の目的は、脳機能解析に有用な遺伝子改変マウ
スを神経科学コミュニティーに参集する研究者に提供し、そ
の研究の推進をはかることである。そのために、﨑村等が開
発したC57BL/6系統での組換えマウス作製システムを用い
て、研究者の自由の発想で計画された遺伝子改変マウスを新
規に樹立し供与する他、汎用性の高いレポーターマウス等を
開発し、既に作製保存している各種のマウスリソースと併せ
て研究者へ提供する。

（３）支援の手法
　次の事業を計画し遂行した。１）相同組換え用ベクターを
作製するために必要なカセットベクター類の提供と具体的作
製プロトコールの提示。未経験者への直接指導によるベク
ターの構築。２）組換えベクターのES細胞RENKA株への導
入及び、薬剤耐性クローンの単離と凍結の受託。３）相同
組換えクローンスクリーニング用DNAの提供と解析の指導。
必要に応じて受託。４）相同組換えES細胞株よりキメラマ
ウス作製の受託。５）SPF化したマウスの各施設への送付及
び薬剤耐性カセットの除去。なお、未経験者にはマウス作製
の全面受託をおこなった。６）新規作製を含むコンディショ
ナルノックアウト用ドライバーマウスの供与。

（４）支援の成果

　本支援では、研究者の自由な発想による研究を支援するた
めに、広く研究者コミュニティーに公募を行ない、支援選定
委員会での審査をへて被支援者を決定した。その採択基準は、
作製するマウスの汎用性（レポーターマウスや、ドライバー
マウスなど広範な研究者が利用可能なもの）、若手研究者、
研究の遂行性などである。新規作製支援数は、H22年度６
件、H23年度９件、H24年度10件、H25年度12件、H26年
度16件、H27年度23件（分担者支援分含む）と年度毎に増
加したが、これは支援者側の技術革新と事業に従事する技術
者のスキルアップによるものである。また、有用性が高いと
思われるレポーターマウスやCre、Flpドライバーマウスは
支援事業として新規に樹立し、既存のドライバーマウスと併
せて希望者全員に提供した。その結果、本支援期間中に統合
脳での支援マウスの成果を含めて70編の原著論文が出版さ
れた。また、毎年原著論文数以上の学会発表もなされた。な
おマウスの解析には時間がかかることから、支援の成果は今
後数年間にわたり順次発表されることとなる。以上のように、
本マウス支援は多大な成果を生み出し、我が国の神経科学発
展に大きな貢献をした。

【支援件数】

年度 業務（支援）内容 申請
数

採択
数

平成22年度

新規遺伝子改変マウス作製供与

14 ６
平成23年度 14 ９
平成24年度 12 10
平成25年度 19 12
平成26年度 16 16
平成27年度 27 19

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は53～58ページに掲載。

【雑誌論文（68件）】
Ageta-Ishihara	N,	Yamazaki	M,	Konno	K,	Nakayama	H,	
Abe	M,	Hashimoto	K,	Nishioka	T,	Kaibuchi	K,	Hattori	
S,	Miyakawa	T,	Tanaka	K,	Huda	F,	Hirai	H,	Hashimo-
to	K,	Watanabe	M,	 Sakimura	K,	&	Kinoshita	M.:A	
CDC42EP4/septin-based	perisynaptic	glial	 scaffold	

拠点代表者　﨑村　建司　新潟大学・脳研究所・教授

研究分担者　森　　　寿　富山大学・大学院医学薬学研究部・教授

　　　　　　三品　昌美　立命館大学・総合科学技術研究機構・教授
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facilitates	glutamate	clearance.　Nature	Commun.	6.	
2015,	10090
　興奮性シナプスからグルタミン酸を除去するGLASTの集
積に、セプチン・ヘテロオリゴマー、ミオシン-10、CD-
C42EP4などを含む蛋白質複合体が関与し、シナプス近傍で
足場ないし拡散障壁としてグルタミン酸クリアランスの効率
化に寄与していることを当該分子欠損マウスを用いて明らか
にした。これら遺伝子改変動物は、統合失調症など脳機能疾
患解析のモデルとなることが期待される。

Takeuchi	K,	Yoshioka	N,	Higa	Onaga	S,	Watanabe	Y,	
Miyata	S,	Wada	Y,	Kudo	C,	Okada	M,	Ohko	K,	Oda	
K,	 Sato	T,	Yokoyama	M,	Matsushita	N,	Nakamura	
M,	Okano	H,	 Sakimura	K,	Kawano	H,	Kitagawa	H,	
&	 Igarashi	M.:Chondroitin	 sulphate	N-acetylgalac-
tosaminyl-transferase-1	 inhibits	recovery	 from	neural	
injury.　Nat	Commun.	4.	2013,	2740,	
　コンドロイチン硫酸（CS）糖鎖合成酵素T1の遺伝子欠損
マウスが、脊髄損傷の劇的な回復を引き起こすことを発見し
た。このマウスでは、損傷部位の縮小や神経の突起である軸
索の顕著な伸長再生が起こり、さらにはヘパラン硫酸（HS）
の発現を高めていた。この研究から、T1酵素は神経損傷や
神経難病の改善に寄与する標的になり得ることが分かった。

Okuno	H,	Akashi	K,	Ishii	Y,	Yagishita-Kyo	N,	Suzuki	K,	
Nonaka	M,	Kawashima	T,	Fujii	H,	Takemoto-Kimura	S,	
Abe	M,	Natsume	R,	Chowdhury	S,	Sakimura	K,	Wor-
ley	PF,	&	Bito	H:Inverse	Synaptic	Tagging	of	 Inactive	
Synapses	via	Dynamic	Interaction	of	Arc/Arg3.1	with	
CaMKIIβ.　Cell.	149.	2012,	886-898,	
　神経活動依存的遺伝子であるArcは、シナプス刺激によっ
て発現誘導され不活性型のCaMKIIβとの相互作用により活
性の低いシナプスに集積する。不活性シナプスに集積した
ArcはAMPA型グルタミン酸受容体のシナプス膜表面からの
除去（エンドサイトーシス）を促進することでシナプス強度
のコントラストが惹起されることを発見した。
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 狩野	方伸 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学 小脳皮質微少帯域可視化マウスの作製

2 渡辺	雅彦 北海道大学	医学研究科	解剖学講座 グリシン作動性ニューロンを可視化・操作するGlyT2遺伝子改変
マウスの作成

3 田辺	康人 大阪大学	大学院生命機能研究科 神経活動依存的trans-synapse神経回路標識マウスの作製

4 八木	　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 クラスター型プロトカドヘリン標的遺伝子ノックインマウスの作
製

5 井樋	慶一 東北大学	大学院情報科学研究科	情報生物学分野 CRH遺伝子ターゲティングによるYFP-Creノックインマウスの開発

6 杉森	道也 富山大学	大学院医学薬学研究部（医学）	
統合神経科学 神経発生および再生におけるAscl	familyの機能解析

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 八尾	　寛 東北大学	大学院生命科学研究科 ChRGRコンディショナル発現マウスの作製

2 岡村	　均 京都大学	大学院薬学研究科 PiggyBacトランスボゾンを利用した時計遺伝子プロモーター点
変異マウスの作成

3 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学総合研究科
分子細胞機能学分野 リン酸化による軸索ガイダンス制御機構の解明

4 村上富士夫 大阪大学	大学院生命機能研究科 Pax6プロモーターによるCreドライバーマウスの作成

5 小早川令子 大阪バイオサイエンス研究所	神経機能学部門 嗅細胞の部分除去マウスを用いた嗅覚行動を仔魚する神経回路
の形成時期の解明

6 喜田	　聡 東京農業大学	応用生物科学部教授 サーカディアン記憶制御に対するCRESTの役割の解析
7 上阪	直史 東京大学	大学院医学系研究科 発達期小脳におけるシナプス刈り込みの分子機構の解明

8 竹林	浩秀 新潟大学	大学院医歯学総合研究科	
神経生物	解剖学分野

Dpy19L1による大脳新皮質の神経細胞移動・樹状突起形成の制
御機構の解析

9 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科	発達医科学教室 精神遅滞原因遺伝子CDKL5の疾患変異導入ノックインマウス作
製

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 久保	義弘 生理学研究所	神経機能素子研究部門 オーファン代謝型受容体のコンディショナルノックアウトマウスの
作成

2 深田	正紀 生理学研究所	生態膜研究部門 PSD-95パルミトイル化酵素DHHC2のノックアウトマウス作製

3 下村	健寿 自治医科大学	生理学講座	統合生理学部門 新生児糖尿病の中枢神経症状およびKATPチャネルの中枢機能
の解明に向けた変異チャネル発現マウス作製

4 山岸	　覚 浜松医科大学	解剖学講座	神経機能学分野 新規軸索誘導因子Netrin-5の機能解析と視床皮質路形成におけ
る役割

5 中田	正範 自治医科大学	生理学講座	統合生理学部門 FTOのコンディショナルノックアウトマウス作成

6 今野幸太郎 北海道大学	医学研究科	解剖発生学分野 Monocarboxylate	transporter	1（MCT1）の形態および生
理機能解析

7 山下	直也 横浜市立大学	医学部	分子薬理神経生物学 pHluorin-Sema3Aノックインマウスを用いた脳内セマフォリン
3Aの挙動観察

8 井樋	慶一 東北大学	大学院情報科学研究科 CRFニューロン選択的バゾプレシン遺伝子ノックアウトマウスの
作成

9 八木	　健 大阪大学	大学院生命機能研究科 個々の神経細胞でランダム発現をするCreドライバーマウスの作製
10 大塚	稔久 山梨大学	医学部	生化学講座第一教室 リン酸化によるアクティブゾーン蛋白質の機能制御機構の解明

支援課題
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【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 古市	貞一 東京理科大学	理工学部	応用生物科 オキシトシン（OXT）ニューロン特異的な条件的組換えマウス
OXT-Creの作製

2 林　	康紀 理化学研究所	脳科学総合研究センター Cofilin-1-GFP条件的ノックイン動物の作成

3 竹本
木村さやか 東京大学	大学院医学系研究科 Camk1gプロモーターを活用した新規Flpドライバーマウスの作

製

4 五嶋	良郎 横浜市立大学	医学部	分子薬理神経生物学 OA1：mCherryノックインマウスを用いたドーパ作動性ニューロ
ンの機能解析

5 中澤	敬信 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学 新規神経細胞発達制御分子の欠損マウスの作製と解析

6 山口	賀章 京都大学	薬学研究科 視交叉上核特異的ニコチン性アセチルコリン受容体ノックアウト
マウスの作成

7 星野	幹雄 国立精神・神経医療研究センター	神経研究所	
病態生化学研究部

ノルアドレナリン性神経系特異的Sdk2ノックアウトマウスの作
製と解析

8 砂堀	毅彦 順天堂大学	神経疾患病態構造学 低酸素/脳虚血負荷におけるToll様受容体の機能解析

9 内匠	　透 理化学研究所	脳科学総合研究センター	
精神生物学研究チーム

ヒト自閉症患者で発見されたオキシトシン受容体変異マウスの
作製

10 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科	統合生理学教室 遺伝子改変マウスを用いた新奇電位センサータンパク質機能の
解明

11 小池千恵子 立命館大学	薬学部大学院生命科学研究科	
神経発生システム研究室 網膜視覚伝達チャネルTRPM1のfloxマウス作製

12 三枝	理博 金沢大学	医薬保健研究域	医学系	
分子神経化学	統合生理学

GRPニューロン特異的遺伝子操作による概日リズム中枢神経機
構の解明

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 篠田	　陽 東京理科大学	理工学部	応用生物科 BAD-LAMP	（LAMP5）	floxマウスの作製
2 鈴木	邦道 慶應義塾大学 脳細胞特異的なC1qノックアウトマウスの解析

3 金子	涼輔 群馬大学	大学院医学系研究科
附属生物資源センター

"Pcdh-γ遺伝子座への多重GFP	ノックインマウス作製による、
神経回路の精緻化機構解明

4 中山	靖久 関西医科大学	医学部	薬理学講座 transmembrane	protein	177の空間認知能への関与

5 松田	恵子 慶應義塾大学 C1qTNF4によるシナプス形成、およびシナプス機能調節機構
の解明

6 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学総合研究科
分子細胞機能学分野

Syntaxin-1B	のコンディショナルノックアウトマウス作成による
機能解析

7 井樋	慶一 東北大学	大学院情報科学研究科 遺伝子ターゲティングによるChR2/ArchTレポーターマウスの作
成

8 井樋	慶一 東北大学	大学院情報科学研究科 遺伝子ターゲティングによるG-CaMP6レポーターマウスの作成
9 菅谷	佑樹 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学 神経回路の興奮性に対するCB2受容体の役割の解明
10 今野幸太郎 北海道大学	医学研究科	解剖発生学 求心性・遠心性迷走神経上におけるCCK1Rの発現局在解析

11 赤間	智也 関西医科大学	医学部	薬理学講座 ポリNアセチルラクトサミン合成に関わる糖転移酵素ノックアウ
トマウスの作成

12 高井	義美 神戸大学	医学研究科	分子細胞生物学分野	 遺伝子改変動物を用いた神経シナプス形成の分子機構の解析
13 山中	章弘 名古屋大学	環境医学研究所	神経系分野Ⅱ 新規Flpドライバーマウスorexin-Flpマウスの作成

14 池中一裕　
清水健史 生理学研究所	分子神経生理研究部門 メカニカルストレスによるミエリン形成制御機構の解析

15 池田	弘子 星薬科大学	薬物治療学教室 摂食調節における視床下部ドパミン受容体の役割に関する研究

16 尾藤	晴彦 東京大学	大学院医学系研究科 神経細胞カルシウムシグナリン計測の	ためシグナリン計測のた
めの遺伝子改変動物の作出
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【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 山下	貴之 名古屋大学	環境医学研究所 飲水中枢神経をターゲットとした新規Creドライバーマウスの作
製

2 岸　	将史 生理学研究所 Vangl2との共役に着目したN-cadherinミュータントマウスの
作製

3 杉谷	善信 がん研究会がん研究所 海馬のニューロン新生を制御する新たな分子メカニズム

4 上阪	直史 東京大学	大学院医学系研究科	神経生理学 発達期におけるシナプスの選択的強化・除去におけるMEF2Dの
役割

5 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学総合研究科
分子細胞機能学分野

CSGALNACT1に関するコンディショナルKOの作成と神経可塑
性の解析

6 柿崎	利和 群馬大学	大学院医学系研究科 テトラサイクリン発現システムを利用した時期特異的GAD67
ノックアウトマウスの作製

7
ジャン＝
ミッシェル・
フスタ

京都大学	薬学研究科 新型メチルトランスフェラーゼノックアウトマウスの作成

8 松田	恵子 慶應義塾大学	医学部	生理学Ⅰ 特異的抗体を必要としないシナプスタンパク質検出系の開発

9 浜田	　駿 山梨大学	医学部	生化学講座第一教室 脳領域、時期特異的CASTファミリー KOによる神経伝達機能
の解析

10 上野	修一 愛媛大学	大学院医学系研究科	精神神経科学講座 alanine：glyoxylate	aminotransferase	2の脳内分布と脳内
における働きの解明

11 松川	敬志 東京大学	医学部附属病院神経内科 副腎白質ジストロフィー（ALD）の表現型修飾因子探索研究

12 藤田和歌子 長崎大学	大学院医歯薬学総合研究科
フロンティア生命科学分野

Receptor	transporter	protein	4	（RTP4）	のストレス応答にお
ける役割の解明：社会的ストレスの観点から

13 深田	吉孝 東京大学	大学院理学系研究科	生物科学専攻 時計遺伝子E4bp4	の欠失にともなう疾病発症メカニズムの解
明

14 井上	昌俊 東京大学	大学院医学系研究科	神経生化学分野 高頻度発火計測のための遺伝子改変動物の作出

15 矢野	真人 新潟大学	大学院医歯学総合研究科
神経生物解剖学分野

Qk	floxマウスを用いた細胞系譜特異的RNA制御プログラムの
解析

16 小早川令子 関西医科大学	 GAD-67	Creドライバーマウス

17 相澤	康則 東京工業大学	研究基盤支援総合センター Arhgef9	遺伝子の上流ORFにコードされたタンパク質の機能解
析

18 山内	淳司 国立成育医療研究センター研究所	
薬剤治療研究部	分子薬理室

中枢および末梢神経ミエリン鞘の維持および保護機構に関する
研究

19 小池千恵子 立命館大学	薬学部	大学院生命科学研究科 接着分子スプライシングバリアント	floxマウス作製



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク138

リソース・技術開発支援活動

トランスジェニックラット開発支援活動

（１）支援開始当初の背景
　ラットは、様々な行動課題	（オペラント条件付け課題、感
覚入力弁別課題、遅延報酬課題など）	や電気生理学的解析	
（自由行動時のユニット記録など）に関する解析技法が確
立されている点で、脳科学研究推進のための重要な研究リ
ソースである。また、導入遺伝子として	bacterial	artificial	
chromosome	（BAC）	クローンに由来する発現調節領域を
利用することにより、遺伝子発現の選択性を高めることが可
能となった。そこで、統合脳リソースプロジェクトにおいて
は、BACクローンを利用したトランスジェニックラットの
開発の基盤の構築に取り組んだ。この活動を背景にして、包
括脳支援ネットワークでは、トランスジェニックラットの開
発をさらに拡大させ、高次脳機能の基盤となる神経回路機構
の研究を強化することとした。

（２）支援の目的
　本支援では、行動や生理機能の基礎となる分子や細胞機能
について研究するためのトランスジェニックラットを開発し、
リソースとして提供することに取り組んだ。計画の推進にあ
たっては、　技術開発と支援活動の両面からバランスよく進
めることとし、開発チームでは、福島県立医科大学医学部・
小林和人（代表者）と群馬大学医学部・柳川右千夫（分担者）
が有機的に連携し、トランスジェニックラットの作成と提供
に取り組んだ。技術開発については、特定ニューロンの視覚
化、細胞標的法による特定ニューロンの除去、光遺伝学や化
学遺伝学による神経活動制御、カルシウムセンサーによる活
動イメージングに有用なラット系統の開発および細胞タイプ
特異的にCre組換え酵素を発現する系統の作成を進め、後者
についてはウイルスベクターによるレポーターやshRNAの
発現系と組み合わせ、神経回路機能の解析に応用した。

（３）支援の手法
　支援活動については、開発リソースの候補を公募し、審査
委員会において開発テーマを選定した。審査委員会は、開発
チームの代表（小林、柳川）と有識者数名より構成し、委員
会は、公募の開発計画より、実現可能で、リソースとして価
値の高いものを選択し、開発テーマを決定した。	開発チー
ムは、トランスジェニックラットを作製し、系統化するとと
もに、申請者と協力し、解析の援助を行った。提供方法は、
トランスジェニックファウンダーあるいはその子孫を供給し

た。技術開発と支援活動の比重は、各年度の公募状況を考え
てバランスよく設定し、審査委員会での議論を経て決定する
こととした。

（４）支援の成果
　特定ニューロンの視覚化のために、細胞種選択的な遺伝子
プロモーターの制御下にGFPあるいはtdTomatoを発現する
トランスジェニックラットおよびCre-loxP組換えに依存し
てtdTomatoを発現するレポーターラットを作成した。また、
細胞標的法による特定ニューロンの除去のために、細胞種選
択的な遺伝子プロモーター制御下にあるいはCre-loxP組換
えに依存してイムノトキシン受容体を発現する複数のラット
系統を作成した。同様に、光遺伝学、化学遺伝学、カルシウ
ムイメージングに有益なレポーター系統を作成した。さらに、
細胞種特異的にCre組換え酵素を発現する多数のラット系統
を作成した。これらのラット系統は、既にいくつかの論文と
して出版されている他に、現在、多くの研究者によって有効
に利用されている。
【支援件数】

年度 業務（支援）内容 申請
数

採択
数

平成22年度

トランスジェニックラット開発

７ ６
平成23年度 ６ ６
平成24年度 ７ ５
平成25年度 ９ ９
平成26年度 ７ ７
平成27年度 10 10

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は58～59ページに掲載。

【雑誌論文（8件）】
Saito,	Y.,	Zhang,	Y.	&	Yanagawa,	Y.	Electrophysio-
logical	and	morphological	properties	of	neurons	 in	
the	prepositus	hypoglossi	nucleus	that	express	both	
ChAT	and	VGAT	 in	a	double-transgenic	 rat	model.	
Eur	J	Neurosci	41,	1036-48	（2015）.
　視線制御に関与する前庭神経核と舌下神経前位核における
ニューロンの電気生理学特性や形態学的特性について、コ
リン作動性ニューロンを赤色蛍光タンパク質で標識した
ChAT-tdTomato	トランスジェニックラット、抑制性ニュー

拠点代表者　小林　和人　福島県立医科大学・医学部・教授

研究分担者　柳川右千夫　群馬大学・大学院医学研究科・教授
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ロンを黄色蛍光タンパク質で標識したVGAT-Venusトラン
スジェニックラットを用いて明らかにした。

Okada,	K.,	Nishizawa,	K.,	Fukabori,	R.,	Kai,	N.,	Shiota,	A.,	
Ueda,	M.,	Tsutsui,	Y.,	Sakata,	S.,	Matsushita,	N.	&	Ko-
bayashi,	K.	Enhanced	flexibility	of	place	discrimination	
learning	by	targeting	striatal	cholinergic	interneurons.	
Nat	Commun	5,	3778	（2014）.
　線条体アセチルコリン作動性介在細胞を選択的に除去する
トランスジェニックラットを利用して、この神経細胞種が、
逆転学習や消去学習を含めた行動切り替えの抑制に重要な役
割を持つことを明らかにした。

Igarashi,	H.,	Koizumi,	K.,	Kaneko,	R.,	Ikeda,	K.,	Egawa,	R.,	
Yanagawa,	Y.,	Muramatsu,	S.,	Onimaru,	H.,	Ishizuka,	T.	
&	Yawo,	H.	A	Novel	Reporter	Rat	Strain	That	Condi-
tionally	Expresses	the	Bright	Red	Fluorescent	Protein	
tdTomato.	PLoS	One	11,	e0155687	(2016)
　Cre	recombinase	陽性細胞で組換えがおき赤色蛍光タン
パク質が発現するレポーターラットを開発した。このトラン
スジェニックラットはCre	recombinaseが発現するトラン
スジェニックラットやウイルスベクター等を評価するのに活
用されることを示した。
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 冨山	誠彦 弘前大学	医学部 レボドパ誘発ジスキネジアモデルにおける線条体中型有棘神経
細胞のスパインの形態変化に関する研究

2 尾仲	達史 自治医科大学	医学部 PrRP産生ニューロンの情動・ストレスにおける働き

3 井樋	慶一 東北大学	大学院情報科学研究科 CRH-BAC	クローンを用いたhuman	interleukin-2	recep-
tor-GFPトランスジェニックラットの開発

4 佐野	裕美 生理学研究所 大脳基底核神経回路における線条体投射ニューロンの神経生理
学的役割の解析

5 乾　	　賢 大阪大学	大学院人間科学研究科 腹側淡蒼球ドーパミン受容体の摂取行動における役割の解明
6 齋藤	康彦 群馬大学	大学院医学系研究科 前庭神経核におけるコリン作動性ニューロンの特性

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 高橋	和巳 福島県立医科大学	医学部 青斑核ノルアドレナリンニューロンの選択破壊による睡眠・覚醒
機構の解析

2 佐野	裕美 生理学研究所 大脳基底核神経回路における直接経路の神経生理学的役割の
解析

3 高田	昌彦 京都大学	霊長類研究所 インターニューロン特異的な生理機能と線維結合を	解析するト
ランスジェニックラットの開発

4 岡田	佳奈 広島大学	大学院総合科学研究科 線条体コリン作動性介在細胞が認知柔軟性において果たす役割
に関する生理心理学的検討

5 八尾	　寛 東北大学	大学院生命科学研究科 生後ニューロン新生制御メカニズム解明のための汎用性の高い
ドライバーラット

6 小山	純正 福島大学	共生システム理工学類 VGAT−Venusトランスジェニックラットによる睡眠中のGABA
ニューロン活動様式の解析

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 八尾	　寛 東北大学	大学院生命科学研究科 コンディショナルにステップ関数型チャネルロドプシンを発現す
るトランスジェニックラットの作製

2 松下	夏樹 愛媛大学	プロテオ医学研究センター 細胞タイプ選択的RNA干渉誘導システムによる大脳基底核回路
制御機構の解明

3 池田	啓子 兵庫医科大学	生物学 Phox2bエンハンサー・プロモーター制御下に光感受性チャネル
を発現するラットの作成と解析

4 日置	寛之 京都大学	大学院医学研究科 パルブアルブミン発現皮質抑制性細胞への特異的遺伝子導入
5 神谷	厚範 国立循環器病センター研究所	循環動態制御部 任意臓器における自律神経活動の可逆的長期操作法の開発

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 池田	啓子 兵庫医科大学	生物学 特異的神経細胞活動抑制および細胞死を誘導するトランスジェ
ニックラット：DTA遺伝子の発現

2 池田	啓子 兵庫医科大学	生物学 特異的神経細胞活動抑制および細胞死を誘導するトランスジェ
ニックラット：Arch遺伝子の発現

3 松下	夏樹 愛媛大学	プロテオ医学研究センター 線条体グルタミン酸神経伝達障害モデルラットの病態生理メカ
ニズムの解明

4 神谷	厚範 国立循環器病センター研究所	循環動態制御部 任意臓器における自律神経活動の可逆的長期操作法の開発
5 神谷	厚範 国立循環器病センター研究所	循環動態制御部 副交感神経系の蛍光可視化ラットの開発

6 岡田	佳奈 広島大学	大学院総合科学研究科 線条体コリン作動性介在神経細胞が行動柔軟性のメカニズムに
果たす役割

支援課題
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7 渡部	文子 東京慈恵会医科大学	総合医科学研究センター 扁桃体抑制性神経回路の行動学的意義の解明

8 高橋由香里 東京慈恵会医科大学	総合医科学研究センター 情動神経回路に及ぼす内因性ノルアドレナリンの影響の光遺伝
学を用いた解析

9 植木	孝俊 浜松医科大学	医学部 成体脳神経新生in	vivo動物評価系の創出

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 木村　	實 玉川大学・脳科学研究所 D1R-Cre,	D2R-Creラットを用いた大脳基底核の学習機能の神
経回路基盤の解明

2 岡本	正博 福島県立医科大学 コリン作動性投射がラット食嗜好性の伝播に果たす役割の解明

3 八尾　	寛 東北大学	大学院生命科学研究科 コネクトミクス研究のための汎用性の高いレポーターラットの開
発

4 加藤	伸郎 金沢医科大学	医学部 慢性ストレスの受容と耐性における扁桃体抑制ニューロンの働
き

5 神谷	厚範 国立循環器病研究センター研究所	循環動態制御部 任意臓器における自律神経の可逆的長期操作とin	vivo	イメージ
ングの開発

6 加藤	総夫 東京慈恵会医科大学 Rosa-CAG-floxedStop-tdTomatoラットを用いたCreラット
ファウンダーラインの選定

7 中村	公一 京都大学	大学院医学研究科 下オリーブ核特異的なChR2発現による小脳登上線維の活動制
御のためのChR2レポーター系統の作成

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 藤山	文乃 同志社大学	大学院脳科学研究科 皮質・基底核・視床回路の解析

2 松下	夏樹 愛媛大学	医学部附属病院	先端医療創成センター ゲノム編集技術による相同組み換えを介したCreノックインラッ
トの作製

3 金田	勝幸 金沢大学	医薬保健研究域薬学系 脳幹神経核の細胞種特異的な特性の同定と依存性薬物による可
塑的変化の解析

4 八尾	　寛 東北大学	大学院生命科学研究科 コネクトミクス研究のための汎用性の高いレポーターラットの開
発

5 中村	和弘 名古屋大学	大学院医学系研究科 環境ストレスから恒常性を守る神経回路における抑制性ニュー
ロンの機能

6 小林	真之 日本大学	歯学部 モルヒネ慢性投与ラットにおける側坐核コリン作動性ニューロン
機能の解明

7 神谷	厚範 国立循環器病研究センター研究所	循環動態制御部 特定の神経やグリア細胞を時期特異的に除去するためのラット
の開発

8 溝口	博之 名古屋大学	環境医学研究所 食報酬に基づく意思決定におけるオレキシン神経の機能的役割
9 小川	正晃 生理学研究所 眼窩前頭皮質機能を支える前脳基底部の役割
10 小川	正晃 生理学研究所 高次脳機能解明に向けた新規光遺伝学分子発現ラットの開発
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ショウジョウバエと線虫の開発支援活動

（１）支援開始当初の背景
　神経疾患の特徴の一つとして加齢に伴い発症のリスクが上
昇することが挙げられるが、晩発性に発症する遺伝学的要因
は未だに明らかではない。この原因の追究には、様々な遺伝
学的背景についてそれぞれ多数の加齢個体を対象とした解析
が必須である。また、神経細胞の活動を可視化あるいは操作
するプローブについては、頻繁に改良型が作成されるので、
個々の研究者が、どれが最も自分の目的に有効なのかを独自
に体系的に比較・検討することは困難である。

（２）支援の目的
　多数のトランスジェニック系統の樹立と飼育が容易であ
り、短期間で加齢するショウジョウバエと線虫を用いること
で、晩発性に発症する遺伝学的要因を追究する研究を支援す
る。また、進展著しい光（操作）プローブを発現するトラン
スジェニック系統の作製を支援し、要請に応じてプローブ発
現用プラスミドを配布する。

（３）支援の手法
　ショウジョウバエのゲノムには、多くのヒト神経疾患関連
遺伝子が保存されて存在しており、その一部についてはヒト
と共通した病変を引き起こすことが知られている。本業務に
おいては、様々なヒト神経疾患に関連する遺伝子を発現する
ショウジョウバエ系統を作製し、病態モデルハエの開発とそ
の解析を支援する。
　また、神経細胞の活動を可視化あるいは操作できるタンパ
ク質プローブの中から、個々の研究者の目的にかなうものを
探索する支援を行う。ショウジョウバエにおいては、改良型
発現系やCRISPER/Cas9を利用したトランスジェニック系
統を作製し、申請者に提供する。線虫については、様々な神
経細胞でプローブを発現させる目的で、特異的プロモーター
とプローブを組み合わせたプラスミドを体系的に作製し、こ
れらを研究者からの要請に応じて提供する。

（４）支援の成果
　ショウジョウバエについては、トランスジェニックフライ
を作製し、in	vivoでの研究成果が得られている。具体的な
成果として、ゴーシェ病の原因遺伝子であるglucocerebro-

sidase	（GBA）	の遺伝子変異が、パーキンソン病発症の強
力な危険因子となるメカニズムを明らかにした	（Suzuki	et	
al.,	Hum	Mol	Genet,	2015）。また、トランスジェニック
フライの作製や測定に関する技術指導など、支援先の施設の
現状や要望に対応した支援を実施した。
　線虫については、Ca2＋インジケーターや蛍光タンパク質
プローブに関する知財問題を解決した後、2011年11月上旬
に発現プラスミドのデータベースを公開し	（http://hokat-
su-nou.biochem.s.u-tokyo.ac.jp/）、コミュニティーにプ
ラスミドを配布し続けている。この支援で作製されたプラス
ミドを用い、インスリン受容体のシナプス領域への局在が
塩と飢餓による学習に重要な役割を果たすことや	（Ohno	et	
al.,	Science,	2014）、記憶の忘却を促進するメカニズムが
明らかにされた	（Inoue	et	al.,	Cell	Rep,	2013）。
　いずれのモデル生物を用いた支援についても、少なくとも
平成26年度以降に支援した研究は継続中であり、今後、成
果が発表されることが期待できる。
【支援件数】

年度 業務（支援）内容 申請数 採択数

平成22年度
病態モデル ５ ５
神経活動解析プローブ ２ １

平成23年度
病態モデル ４ ４
神経活動解析プローブ ２ ２

平成24年度
病態モデル ３ ３
神経活動解析プローブ ２ ２

平成25年度
病態モデル ３ ３
神経活動解析プローブ １ １

平成26年度
病態モデル ３ ３
神経活動解析プローブ ２ ２

平成27年度
病態モデル ４ ４
神経活動解析プローブ ２ ２

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記述。

全論文は59～ 60ページに掲載。

【雑誌論文（28件）】
Suzuki,	M.,	Fujikake,	N.,	Takeuchi,	T.,	Kohyama-Ko-
ganeya,	A.,	Nakajima,	K.,	Hirabayashi,	Y.,	Wada,	K.,	&	

拠点代表者　上村　　匡　京都大学・生命科学研究科・教授

研究分担者　石原　　健　九州大学・大学院理学研究院・教授

　　　　　　能瀬　聡直　東京大学・大学院新領域創成科学研究科・教授

　　　　　　飯野　雄一　東京大学・大学院理学系研究科・教授
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Nagai,	Y.	Glucocerebrosidase	deficiency	accelerates	
the	accumulation	of	proteinase	K-resistant	alpha-sy-
nuclein	and	aggravates	neurodegeneration	 in	a	Dro-
sophila	model	of	Parkinson’s	disease.	Hum	Mol	Gen-
et.	24,	6675-86	（2015）.	doi:	10.1093/hmg/ddv372.	
PMID:	26362253
　ゴーシェ病の原因遺伝子であるglucocerebrosidase	
（GBA）	の遺伝子変異が、パーキンソン病発症の強力な危険
因子となるメカニズムを明らかにした。

Ohno,	H.,	Kato,	S.,	Naito,	Y.,	Kunitomo,	H.,	Tomioka,	
M.	&	 Iino,	Y.	Role	of	 synaptic	phosphatidylinositol	
3-kinase	 in	a	behavioral	 learning	response	 in	C.	ele-
gans.	Science	345,	313–317	（2014）.	doi:	10.1126/
science.1250709.	PMID:25035490
　線虫のインスリン受容体に二つのアイソフォームがあり、
そのうちの一つがシナプス領域に運ばれ、下流のPI3キナー
ゼ経路を活性化することが塩と飢餓による学習の重要な機構
であることを見出した。

Inoue,	A.,	 Sawatari,	 E.,	Hisamoto,	N.,	Kitazono,	T.,	
Teramoto,	T.,	Fujiwara,	M.,	Matsumoto,	K.,	&	 Ishiha-
ra,	T.	Forgetting	 in	C.	elegans	 is	acceleratedby	neu-
ronal	communication	via	 the	TIR-1/JNK-1	pathway.	
Cell	Rep	3,	808-819	（2013）.	doi：	10.1016/j.cel-
rep.2013.02.019.	PMID：	23523351
　線虫C.elegansの嗅覚順応の分子遺伝学的解析から、記憶
をしている細胞とは異なる感覚ニューロンからのシグナルに
よって、嗅覚順応の忘却が促進されていることを明らかにし
た。

（６）その他
　Web	site	の開設
文部科学省新学術領域研究	包括型脳科学研究推進支援ネッ
トワーク	総括支援活動
「行動解析融合型プラットホーム支援活動」ハイスループッ
トモデル動物・線虫
http://hokatsu-nou.biochem.s.u-tokyo.ac.jp/
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

病態モデル

1 長谷川成人 東京都医学研究機構	東京都精神医学総合研究所	分
子神経生物学研究 ショウジョウバエを用いたTDP-43凝集体形成モデルの構築

2 森本	高子 東京薬科大学	生命科学部	脳神経機能学研究室 階層横断的手法によるヒト神経疾患関連遺伝子のIn	vivo機能解
析

3 浜　	千尋 京都産業大学	総合生命科学部	生命システム学科 ショウジョウバエを用いたローランド型てんかん発症機構の解析

4 永井	義隆 国立精神・神経医療研究センター	神経研究所
疾病研究第四部

筋萎縮性側索硬化症モデルショウジョウバエの樹立と薬剤スク
リーニング

5 川上	秀史 広島大学	原爆放射線医科学研究所 神経変性疾患原因遺伝子のモデル系の構築
神経活動解析プローブ
1 多羽田哲也 東京大学	分子細胞生物学研究所 ショウジョウバエのキノコ体神経回路の機能解析

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

病態モデル

1 長谷川成人 東京都医学研究機構東京都精神医学総合研究所分
子神経生物学研究チーム ショウジョウバエを用いたTDP-43凝集体形成モデルの構築

2 川上	秀史 広島大学	原爆放射線医科学研究所 筋萎縮性側索硬化症に特化したoptineurin	(opn)	遺伝子変異
のモデル系の構築

3 垣塚　	彰 京都大学	大学院生命科学研究科 ポリグルタミン病ショウジョウバエモデル系を用いた神経変性抑
制因子の解析

4 漆谷　	真 滋賀医科大学	神経難病研究推進機構
分子神経科学研究センター ショウジョウバエを用いたプリオノイド仮説の検証

神経活動解析プローブ
1 齊藤　実 東京都医学総合研究所	運動感覚システム研究分野 ショウジョウバエキノコ体における効率的な神経活動刺激
2 多羽田哲也 東京大学	分子細胞生物学研究所 ショウジョウバエのキノコ体神経回路の機能解析

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

病態モデル

1 永井	義隆 国立精神・神経医療研究センター神経研究所
疾病研究第四部

パーキンソン病モデルショウジョウバエにおけるα-synuclein毒
性に対するglucocerebrosidase遺伝子変異の影響

2 垣塚　	彰 京都大学	大学院生命科学研究科 ポリグルタミン病ショウジョウバエモデル系を用いた神経変性抑
制因子の解析

3 漆谷　	真 滋賀医科大学	神経難病研究推進機構
分子神経科学研究センター ショウジョウバエを用いたプリオノイド仮説の検証

神経活動解析プローブ
1 齊藤　	実 東京都医学総合研究所 ショウジョウバエキノコ体における効率的な神経活動刺激
2 多羽田哲也 東京大学	分子細胞生物学研究所 ショウジョウバエのキノコ体神経回路の機能解析

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

病態モデル

1 永井	義隆 国立精神・神経医療研究センター神経研究所
疾病研究第四部

１．		DCTN1依存的TDP-43輸送の傷害による神経変性効果の
生体内アッセイ

２．		パーキンソン病モデルにおけるゴーシェ病原因遺伝子gluco-
cerebrosidase(GBA)の欠損による神経機能障害

支援課題
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2 垣塚　	彰 京都大学	大学院生命科学研究科 ポリグルタミン病ショウジョウバエモデル系を用いた神経変性抑
制因子の解析

3 長谷川成人 東京都医学総合研究所	認知症	高次脳機能分野	病
態細胞生物研究室 ショウジョウバエを用いたTDP-43凝集体形成モデルの構築

神経活動解析プローブ
1 多羽田哲也 東京大学	分子細胞生物学研究所 ショウジョウバエのキノコ体神経回路の機能解析

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

病態モデル

1 山口	政光 京都工芸繊維大学	応用生物学部門 筋萎縮性側索硬化症ショウジョウバエモデルを用いたストレス応
答機構の解析

2 井上	喜博 京都工芸繊維大学	
昆虫バイオメディカル教育研究センター

小胞体ストレスによるショウジョウバエ脳内のインスリン産生細
胞の機能低下と同細胞を抑制する神経細胞による調節の解析

3 浜　	千尋 京都産業大学 ローランド型てんかんの原因解明を目指したショウジョウバエモ
デルの解析

神経活動解析プローブ

1 近藤　	周　
谷本　	拓

国立遺伝学研究所	系統生物研究センター
東北大学	大学院生命科学研究科

神経伝達物質の放出及び受容細胞を標識するトランスジェニック
ライブラリーの樹立

2 石元	広志 名古屋大学	大学院理学研究科	生命理学専攻 膜移行型高感度Ca2＋センサータンパク質を用いた微小Ca2＋応
答の測定

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

病態モデル

1 千原　崇裕 東京大学	大学院薬学系研究科	遺伝学教室 微小管関連分子異常によって引き起こされる神経突起変性の脳
内検証

2 鈴木　崇之 東京工業大学	大学院生命理工学研究科 ヒト神経変性疾患遺伝子のLexAプロモーターによる過剰発現
系

3 丹羽　隆介 筑波大学	大学院生命環境科学研究科 ステロイドホルモン生合成を調節する候補神経群の機能解析
ツールの作製

4 影山　裕二 神戸大学	遺伝子実験センター ショウジョウバエ中枢神経系の回路形成を支配するLobe-less	
RNAの機能解析

神経活動解析プローブ
1 多羽田哲也 東京大学	分子細胞生物学研究所	 ショウジョウバエのキノコ体神経回路の機能解析

2 近藤　周 国立遺伝学研究所	系統生物研究センター 神経ペプチド受容体発現細胞を標識するショウジョウバエ系統
の作成
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系統的脳機能行動解析支援活動

（１）支援開始当初の背景
　ヒトと同じ哺乳類であるマウスは、高い繁殖力や飼育の簡
便さ、遺伝的背景の均一性などの利点から、医学・生物学の
研究分野で広く用いられている。
　また、マウスの遺伝子の99%はヒトにもホモログがあり、
全ての遺伝子の80%以上は脳・神経系で発現していると言
われている。こうしたことから、1990年初頭に、マウスの
遺伝子ターゲティングの手法が脳科学の研究に初めて用いら
れて以来、同手法は統合的脳研究の中心的方法の一つとして
用いられてきた。これまでに、拠点代表者と分担者は、この
手法によって遺伝子が改変されたマウスに対して、感覚・運
動能力、情動、社会性、記憶・学習など幅広い領域をカバー
した網羅的行動テストバッテリー（図参照）を行い、各種遺
伝子の新規機能を見出してきた。

（２）支援の目的
　本支援活動では、遺伝子の改変または薬剤投与等の処置を
行ったマウスに対して、網羅的行動テストバッテリーを実施
し、脳での遺伝子機能の最終出力レベルである行動表現型の
同定を試みた。通常、費用と労力の観点から、一つの研究室
で実施可能な行動実験には限りがあり、また異なる研究機関
で取得された行動実験データは、プロトコール等の違いによ
り比較が困難な場合も多く標準化が求められている。本支援
活動では、多数の行動実験を組み合わせた網羅的行動テスト
バッテリーを標準化されたプロトコールを用いて実施し、ハ
イスループットでデータを取得することで、包括的な脳科学

研究を推進することを目的とした。また、見出された表現型
と改変された遺伝子の細胞レベルでの既知の機能からその脳
内での機能発現についての推測をし、脳研究の各種研究領域
の専門家との共同研究を促す、脳研究の「ハブ」のような役
割を目指し、支援的共同研究を行った。

（３）支援の手法
　遺伝子改変や薬物投与などの各種実験操作をされたマウス
について、網羅的行動テストバッテリーを用いた表現型解析
支援を行った。解析対象マウスを保有する研究者は、網羅的
行動解析拠点（生理学研究所・藤田保健衛生大学）にマウス
を送付し、解析を行う人員（学生・ポスドクなど）を派遣し、
解析拠点での解析支援者が、派遣された人員に対する実験遂
行・データ解析教育も含めた解析支援を行った。原則とし
て、得られた成果はデータベース化し、実験終了後はマウス
の脳や血液サンプルを摘出・保存し網羅的行動データ付き脳
のリソース化を行った。生理学研究所では主に網羅的行動テ
ストバッテリーによる解析支援を行い、藤田保健衛生大学で
は、網羅的行動テストバッテリーによる解析に加え、同解析
の結果、興味深い行動表現型が得られた系統についてバッテ
リーには含まれていないin-depth解析を行った。具体的に
はサーカディアンリズムのような長期間の計測が必要な実験
や、薬物投与による表現型レスキューなど時間や手間を要す
る特殊な解析を実施した。また、日本科学未来館では、胚操
作技術により感染事故等で行動拠点への搬入が困難なマウス
のクリーン化や、効率的なマウスの繁殖等の支援を行った。

（４）支援の成果
　本支援活動において、６年間でのべ156件のマウス行動解
析支援を行い、48件の支援関連論文を学術誌にて報告した
（次ページ以降参照）。その結果、前支援体制よりこれまで
に206系統、11606匹分の行動データを取得し、論文化さ
れた60系統を含む3935匹分のデータをデータベースにて公
開した。これらの行動解析データ付き脳サンプル	（3382個）	
及び、血液サンプル	（1551匹分）	をリソース化した。また、
解析を行う人員として派遣される、若手研究者の育成を行っ
た。

拠点代表者　宮川　　剛　藤田保健衛生大学・総合医科学研究所・教授

研究分担者　高雄　啓三　生理学研究所・行動代謝分子解析センター・教授（兼任）
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年度 業務（支援）内容 申請数 採択数
平成22年度

マウス行動解析支援

23 23
平成23年度 19 17
平成24年度 27 26
平成25年度 25 24
平成26年度 34 34
平成27年度 34 32

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は60～63ページに掲載。

【雑誌論文（48件）】
Ohashi,	R.,	Takao,	K.,	Miyakawa,	T.	&	Shiina,	N.	Com-
prehensive	behavioral	analysis	of	RNG105	（Caprin1）	
heterozygous	mice:	Reduced	social	interaction	and	at-
tenuated	response	to	novelty.	Sci.	Rep.	2016.	6:20775.	
doi:	10.1038/srep20775.
　本研究では、神経細胞のシナプス刺激に応じて引き起こ
される局所的なタンパク質合成に関わる因子、RNG105	
（Caprin1）のヘテロ欠損マウスを作製し、網羅的行動解析
を行った。RNG105は、近年、自閉症スペクトラムと関連
がある遺伝子として報告されている。解析の結果、同ヘテロ
欠損マウスは、社会的相互作用や目新しさへの反応、状況変
化への対応が低下していることが明らかになった。

Shoji,	H.,	Takao,	K.,	Hattori,	S.	&	Miyakawa,	T.	Age-re-
lated	changes	 in	behavior	 in	C57BL/6J	mice	 from	
young	adulthood	to	middle	age.	Mol.	Brain.	2016	 ;9
（1）:11.	doi:	10.1186/s13041-016-0191-9.
　本研究では、これまでの行動解析の支援的共同研究にて
取得した61系統の遺伝子改変マウスの統制群	（C57BL/6J）	
1739匹分の大規模データを活用し、マウスの週齢が各行動
指標に与える影響を解析した。その結果、加齢に伴う不安様
行動やうつ様行動の低下等、解析を行った12種類の行動実
験のうち11種類の実験において、それらの行動指標が顕著
に週齢の影響を受けていることが明らかになった。

Ageta-Ishihara,	N.,	Yamazaki,	M.,	Konno,	K.,	Nakaya-
ma,	H.,	Abe,	M.,	Hashimoto,	K.,	Nishioka,	T.,	Kaibuchi,	K.,	
Hattori,	S.,	Miyakawa,	T.,	Tanaka,	K.,	Huda,	F.,	Hirai,	H.,	
Hashimoto,	K.,	Watanabe,	M.,	Sakimura,	K.	&	Kinoshi-
ta,	M.	A	CDC42EP4/septin-based	perisynaptic	glial	
scaffold	 facilitates	glutamate	clearance.	Nat.	Com-
mun.	2015	6:10090.	doi:	10.1038/ncomms10090.
　本研究では、CDC42EP4を含むタンパク質複合体の機能
により、グルタミン酸トランスポーターがシナプス周囲に集
積することを明らかにした。CDC42EP4を欠損させたマウ

スでは、同トランスポーターがシナプス周囲から遠ざかり、
グルタミン酸浄化効率が低下し、運動能力が低下したことか
ら、CDC42EP4が小脳の運動制御機能に必須であることが
わかった。

（６）その他
　本支援活動により得られた行動データは、マウス表現型
データベースにて公開している（http://www.mouse-phe-
notype.org/）。これまでに、論文として出版された60系統
を含む3935匹のデータ及び、各種遺伝子改変マウスの野生
型コントロールとして使用されたC57BL/6亜系統のマウス
のデータ1965匹分を登録した。実験プロトコールの標準化
のため、同サイトにて、行動実験画像解析ソフトウェアも無
償公開している。これらソフトウェアを使用した実験プロト
コールは	Journal	of	Visualized	Experiments	で動画論文
として公開しており、現在４つの行動テストについて動画論
文が出版済である。また、包括脳プラットフォーム（http://
cbsn.neuroinf.jp/）にて、実験プロトコールやマウスの
準備方法などを掲載し、神経科学者SNS	（http://neuros-
ci-sns.nips.ac.jp/）のコミュニティにて、研究の手法に関
する質問を受付けており、これらのサイトを通じて、研究者
間の情報共有を行っている。
　マウス繁殖や胚操作の支援を行っている日本科学未来館で
は、科学コミュニケーションを積極的に行っており、常設ス
ペースにおいて、遺伝子改変マウスを活用した脳科学研究を
広く一般に紹介する取り組みを実施している。
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リソース・技術開発支援活動

【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 山中	章弘 生理学研究所	細胞生理研究部門 視床下部神経による本能行動制御のメカニズム解明
2 久保	義弘 生理学研究所	神経機能素子研究部門 代謝型グルタミン酸受容体点変異マウスの行動解析

3 荒木	敏之 国立精神・神経医療研究センター神経研究所
疾病研究第五部 NHE5ノックアウトマウスの行動解析

4 梅村真理子 東京薬科大学	生命科学部 ストレス応答性タンパク質欠損マウスの行動解析
5 上野	直人 基礎生物学研究所	形態形成研究部門 Prickle変異マウスの行動解析

6 木下　	専 名古屋大学	大学院理学研究科 ドパミン神経系におけるseptinの機能解析を目指したマウス行
動解析

7 富山	貴美 大阪市立大学	大学院医学研究科 APP	E693Delta変異ノックインマウスの行動解析
8 村松	一洋 群馬大学	大学院医学系研究科 Restless	Legs	Syndrome関連遺伝子欠損マウスの行動解析
9 白川	久志 京都大学	大学院薬学研究科 TRPM2欠損マウスの網羅的行動解析
10 澤本	和延 名古屋市立大学	大学院医学研究科 インターフェロンにより誘発される脳機能障害の解析

11 森　	泰生 京都大学	大学院工学研究科 Ca2＋チャネル発現制御タンパク質Caprinの扁桃体における恐怖
記憶制御機能への関与

12 辻野	薫里 理化学研究所	発生・再生科学総合研究センター CBA/N系統における光周性表現型の解析

13 貫名	信行 理化学研究所	脳科学総合研究センター	
構造神経病理研究チーム ハンチントン病関連分子ノックアウトマウスの行動解析

14 貫名	信行 理化学研究所	脳科学総合研究センター	
構造神経病理研究チーム パーキンソン病関連分子ノックアウトマウスの行動解析

15 田中	謙二 生理学研究所	分子神経生理研究部門 グリア細胞機能不全マウスの行動解析
16 古屋	茂樹 九州大学	大学院農学研究院 コンディショナルPhgdh	KOマウスの行動解析

17 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 てんかん・発達障害原因遺伝子ノックアウトマウスの網羅的行動
テストバッテリースクリーニングによる生体内分子機能解析

18 重本	隆一 生理学研究所	脳形態解析研究部門 海馬シナプスの左右非対称性を失った遺伝子変異マウスの行動
解析

19 小峰由里子 基礎生物学研究所	脳生物学研究部門 Zfhx2遺伝子欠損マウスの行動解析
20 向井	秀幸 神戸大学	バイオシグナル研究センター タンパク質リン酸化酵素PKN1遺伝子改変マウスの行動解析

21 井上　	聡 埼玉医科大学	ゲノム医学研究センター ホルモン受容体標的遺伝子の遺伝子改変マウスを用いた高次脳
機能における役割の解明

22 等　	誠司 生理学研究所	分子神経生理研究部門 新生仔期ストレスマウスの行動解析
23 等　	誠司 生理学研究所	分子神経生理研究部門 RNF20ノックアウトマウスの行動解析

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 桝　	正幸 筑波大学	大学院人間総合科学研究科 Wnt活性化因子Ccd1欠損マウスの行動解析
2 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学総合研究科 脳コンドロイチン硫酸合成抑制による行動変化の解析

3 森　	泰生 京都大学	工学系研究科 Ca2＋チャネル発現制御タンパク質Caprinの扁桃体における恐怖
記憶制御機能への関与

4 荒木	敏之 国立精神・神経医療研究センター	神経研究所	
疾病研究第5部 NHE5ノックアウトマウスの行動解析

5 入野	康宏 神戸大学	大学院医学研究科 食品添加物摂取時のマウスの行動解析
6 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 発達障害原因遺伝子ノックアウトマウスの行動テスト

7 向井	秀幸 神戸大学	バイオシグナル研究センター プロテインキナーゼPKN1遺伝子のキナーゼネガティブ変異ノッ
クインマウスを用いた機能解析

8 岡崎	康司 埼玉医科大学	医学部 ペルオキシソーム局在プロテアーゼ欠損マウスの行動解析
9 久保	義弘 生理学研究所	神経機能素子研究部門 オーファン代謝型受容体ノックアウトマウスの行動解析

支援課題
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10 片岡　	徹 神戸大学	大学院医学研究科 背側終脳特異的Rapgef2ノックアウトマウスの行動解析
11 鳥羽　	栞 大阪市立大学	医学部 滑脳症新規治療薬開発のための薬剤スクリーニング
12 勝山　	裕 東北大学	大学院医学研究科 皮質層構造異常マウスの行動解析
13 安村	美里 東京大学	大学院医学系研究科 精神遅滞原因遺伝子ＩＬ1RAPL1欠損マウスの表現型解析

14 上田(石原)
奈津実 名古屋大学	大学院理学研究科 系統的行動解析を用いたSeptin欠損マウスの解析

15 井上　	聡 埼玉医科大学	医学部 ホルモン受容体標的遺伝子の遺伝子改変マウスを用いた高次脳
機能における役割の解明

16 片野	泰代 関西医科大学	医学部医化学	 慢性疼痛の発生維持機構の解析

17 古屋	茂樹 九州大学	大学院農学研究院 脳特異的セリン合成不全マウスを活用した精神疾患の中間表現
型の解明

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位依存性プロトンチャネルノックアウトマウスの行動解析
2 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位依存性ホスファターゼノックアウトマウスの行動解析
3 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位センサーを持った機能未知タンパク質の機能解析
4 三浦	直行 浜松医科大学	医学部	医学科 Foxk2遺伝子の機能解明

5 森　	泰生 京都大学	大学院工学研究科 Ca2＋チャネル発現制御タンパク質Caprinの扁桃体における恐怖
記憶制御機能への関与

6 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	
細胞機能制御学部門 protrudinによるシナプス制御機構

7 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	
細胞機能制御学部門 高次脳機能の構築におけるCHD8の機能解析

8 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 発達障害原因遺伝子ノックアウトマウスに対する薬物投与反応の
行動解析による機能障害パスウェイ同定

9 上田(石原)
奈津実 名古屋大学	大学院理学研究科 系統的行動解析を用いたセプチン欠損マウスの解析

10 桜井　	武 金沢大学	大学院医学系研究科 オレキシン１受容体欠損マウスの行動解析
11 服部	光治 名古屋市立大学	大学院薬学研究科 リーリン機能低下による脳機能への影響解明

12 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 発達障害原因遺伝子ノックアウトマウスの行動テストバッテリー
による記憶・学習機能解析

13 大西　	新 放射線医学総合研究所 遺伝子改変マウスにおけるPoly	IC投与による行動障害の解析

14 片岡　	徹 神戸大学	大学院医学研究科 背側終脳特異的Rapgef2ノックアウトマウスの学習・記憶の解
析

15 片野	泰代 関西医科大学	医学部医化学 慢性疼痛の発生維持機構の解析
16 安村	美里 東京大学	大学院医学系研究科 精神遅滞原因遺伝子IL1RAPL1欠損マウスの表現型解析
17 久恒	智博 理化学研究所	発生神経生物研究チーム カルシウムチャネル変異マウスの行動解析
18 小峰由里子 基礎生物学研究所	脳生物学研究部門 Zfhx2遺伝子欠損マウスの行動解析
19 小池千恵子 立命館大学	薬学部 記憶学習のメカニズムを視覚から探索する
20 重本	隆一 生理学研究所	脳形態解析研究部門 電位依存性カルシウムチャネルの機能

21 入野	康宏 神戸大学	医学研究科	
脂質生化学分野質量分析総合センター 食品添加物摂取時のマウスの行動解析

22 古屋	茂樹 九州大学	大学院農学研究院 コンディショナルPhgdh	KOマウスの行動解析

23 鳥羽　	栞 大阪市立大学	医学部 滑脳症モデルマウスを用いたカルパイン阻害薬による滑脳症治
療法の開発

24 桝　	正幸 筑波大学	大学院人間総合科学研究科 Ccd1/Dixdc1の網羅的行動解析
25 岡崎	康司 埼玉医科大学	医学部 Tysnd1欠損マウスの行動解析
26 三橋	隆行 慶應義塾大学	医学部 薬物胎内曝露が大脳皮質発生を障害するメカニズムの解明



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク150

リソース・技術開発支援活動

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学総合研究科 コンドロイチン硫酸合成酵素と脳機能
2 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科 時計関連遺伝子欠損マウスの行動様式解析
3 西頭	英起 宮崎大学	医学部 中枢神経系における小胞体品質管理の役割の解明
4 椎名	伸之 基礎生物学研究所	神経細胞生物学研究部門 神経樹状突起へのmRNA輸送および局所的翻訳の解析
5 片岡　	徹 神戸大学	大学院医学研究科 Rapgef6ノックアウトマウスの行動解析

6 上田(石原)
奈津実 名古屋大学	大学院理学研究科 網羅的行動テストバッテリーを用いたSeptin欠損マウスの解析

7 三橋	隆行 慶應義塾大学	医学部 薬物胎内曝露が大脳皮質発生を障害するメカニズムの解明
8 片野	泰代 関西医科大学	医学部	医化学 神経障害性疼痛関連分子の機能解析

9 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	
細胞機能制御学部門 protrudinによるシナプス制御機構

10 片野	泰代 関西医科大学	医学部	医化学 神経障害性疼痛関連分子の機能解析
11 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位センサーを持った機能未知タンパク質の機能解析
12 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位依存性プロトンチャネルノックアウトマウスの行動解析

13 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 発達障害原因遺伝子ノックアウトマウスの行動テストバッテリー
による記憶・学習機能解析

14 岡崎	康司 埼玉医科大学	医学部 Tysnd1欠損マウスの網羅的行動解析
15 西原	祥子 創価大学	工学部	生命情報工学科 硫酸化修飾欠損個体の行動様式の解析

16 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 常染色体性精神遅滞原因遺伝子ノックアウトマウスの行動テスト
バッテリーによる記憶・学習機能解析

17 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科 K-Ras	制御因子SCOP	の行動様式解析

18 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科 時計遺伝子関連分子の前脳特異的な破壊動物を用いた行動様
式解析

19 入野	康宏 神戸大学	大学院医学研究科	 Al負荷時におけるマウスの行動解析

20 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	
細胞機能制御学部門 高次脳機能の構築におけるCHD8の機能解析

21 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	
細胞機能制御学部門 高次脳機能の構築におけるDuplinの機能解析

22 井上	裕康 奈良女子大学	生活環境学部 核内受容体PPARの脳機能における役割
23 山川	和弘 理化学研究所	脳科学総合研究センター Ts1Cjeマウスの網羅的表現型解析
24 小池千恵子 立命館大学	薬学部 記憶学習のメカニズムを視覚から探索する

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 林　　	崇 国立精神・神経医療研究センター 興奮性シナプスにおけるグルタミン酸受容体分子修飾の解析
2 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学総合研究科 コンドロイチン硫酸合成の異常に基づく高次脳機能の変化解析

3 棚　	橋浩 信州大学	医学系研究科 神経･筋接合に必須のレセプター蛋白LRP4の脳中枢神経系にお
ける役割

4 谷口	雅彦 札幌医科大学	医学部附属フロンティア医学研究所細
胞科学部門 神経回路形成におけるセマフォリンの機能

5 服部	光治 名古屋市立大学	大学院薬学研究科 リーリン機能低下が行動に及ぼす影響の解明

6 椎名	伸之 基礎生物学研究所	神経細胞生物学研究部門 神経mRNA輸送・局所的翻訳に関わるRNGファミリータンパク
質の高次脳機能解析

7 藤谷	昌司 大阪大学	分子神経科学講座 16p13.11重複BAC-Tgマウスの網羅的行動解析により、疾患モ
デル動物として確立する

8 荒木	敏之 国立精神・神経医療研究センター神経研究所
疾病研究第五部 NHE5変異マウスフェノタイプの解析
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9 池田真理子 神戸大学	大学院医学研究科	医科学専攻 福山型筋ジストロフィーの脳における病態解析

10 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科 時計遺伝子関連分子の前脳特異的な破壊動物を用いた行動様
式解析

11 上田(石原)
奈津実 名古屋大学	大学院理学研究科 系統的行動解析を用いたSeptin欠損マウスの解析

12 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科 K-Ras	制御因子SCOP	の行動様式解析
13 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科 時計関連遺伝子欠損マウスの行動様式解析
14 片野	泰代 関西医科大学	医学部医化学 神経障害性疼痛関連分子の高次脳機能に与える影響
15 片野	泰代 関西医科大学	医学部医化学 神経障害性疼痛関連分子のシナプス可塑性における機能解析
16 西原	祥子 創価大学	工学部	生命情報工学科 硫酸化修飾欠損個体の行動様式の解析

17 岸　	将史 生理学研究所	大脳皮質研究系	
脳形態解析研究部門

神経突起の形態形成に異常を呈する遺伝子操作マウスの行動解
析

18 小池千恵子 立命館大学	薬学部大学院生命科学研究科 網膜変性疾患モデルマウスの網羅的行動解析
19 下畑	充志 理化学研究所	神経遺伝研究チーム Ts1Cjeマウスの網羅的表現型解析
20 入野	康宏 神戸大学	大学院医学研究科 Al負荷時におけるマウスの行動解析
21 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位依存性ホスファターゼノックアウトマウスの行動解析
22 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位依存性プロトンチャネルノックアウトマウスの行動解析
23 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位センサーを持った機能未知タンパク質の機能解析
24 三橋	隆行 慶應義塾大学	医学部 薬物胎内曝露が大脳皮質発生を障害するメカニズムの解明
25 椎名	伸之 基礎生物学研究所	神経細胞生物学研究部門 神経樹状突起mRNA輸送・局所的翻訳の高次脳機能解析

26 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 発達障害原因遺伝子ノックアウトマウスの行動テストバッテリー
による記憶・学習機能解析

27 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 常染色体性精神遅滞原因遺伝子ノックアウトマウスの行動テスト
バッテリーによる記憶・学習機能解析

28 片岡　	徹 神戸大学	大学院医学研究科 Rapgef6ノックアウトマウスの行動解析
29 本間	光一 帝京大学	薬学部 早期学習の習得能力に及ぼすホルモンの行動学的解析

30 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	
細胞機能制御学部門 protrudinによる神経機能制御機構

31 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	
細胞機能制御学部門 高次脳機能の構築におけるCHD8の機能解析

32 白根	道子 九州大学	生体防御医学研究所	
細胞機能制御学部門 高次脳機能の構築におけるDuplinの機能解析

33 上野	浩司 安田女子大学	家政学部	 免疫系分子Fc受容体の中枢神経系における機能の解明

34 木原	章雄 北海道大学	大学院薬学研究院	生化学研究室 シェーグレン-ラルソン症候群原因遺伝子Aldh3a2ノックアウト
マウスの行動解析

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 重本	隆一 IST	Austria	Molecular	neuroscience Role	of	R-type	calcium	channels	in	the	medial	habenula	
to	interpeduncular	nucleus	pathway

2 林　	周一 理化学研究所	脳科学総合研究センター ヒトのてんかん原因遺伝子を欠損したマウスの行動解析

3 加藤	忠史 理化学研究所	脳科学総合研究センター 脳特異的Atp2a2遺伝子ヘテロノックアウトマウスの網羅的行動
解析

4 畑田	出穂 群馬大学	生体調節研究所ゲノム科学リソース分野 自閉症モデルマウスの作製
5 伊藤	尚文 熊本大学	神経分化学 神経幹細胞制御因子Tsukushi変異による行動異常の解析
6 服部	光治 名古屋市立大学	大学院薬学研究科 リーリン機能低下が行動に及ぼす影響の解明

7 上田(石原)
奈津実 名古屋大学	大学院理学研究科 Septin欠損マウスの神経機能に焦点をあてた系統的行動解析
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8 山岸　	覚 浜松医科大学	解剖学講座	神経機能学分野 発生期における大脳皮質神経細胞移動異常がもたらす行動学へ
の影響

9 細田	洋司 国立循環器病研究センター	再生医療部 脳発達プログラミングと生後精神行動異常について
10 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科 K-Ras	制御因子SCOP	の行動様式解析

11 清水貴美子 東京大学	大学院理学系研究科 時計遺伝子関連分子の前脳特異的な破壊動物を用いた行動様
式解析

12 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位依存性ホスファターゼノックアウトマウスの行動解析
13 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位依存性プロトンチャネルノックアウトマウスの行動解析
14 岡村	康司 大阪大学	大学院医学系研究科 電位センサーを持った機能未知タンパク質の機能解析
15 椎名	伸之 基礎生物学研究所	神経細胞生物学研究部門 神経樹状突起mRNA輸送・局所的翻訳の高次脳機能解析

16 岸　	将史 生理学研究所	大脳皮質研究系	
脳形態解析研究部門

神経突起の形態形成に異常を呈する遺伝子操作マウスの行動解
析

17 五十嵐道弘 新潟大学	大学院医歯学総合研究科 神経可塑性に関与する遺伝子改変マウスの行動解析
18 上野	浩司 川崎医療短期大学	臨床検査科 免疫系分子Fc受容体の中枢神経系における機能の解明
19 片野	泰代 関西医科大学	医学部医化学 神経障害性疼痛関連分子のシナプス可塑性における機能解析
20 片野	泰代 関西医科大学	医学部医化学 神経障害性疼痛関連分子の高次脳機能に与える影響
21 本間	光一 帝京大学	薬学部 学習能力を向上させるホルモンの作用メカニズムの解析
22 片岡　	徹 神戸大学	大学院医学研究科 Rapgef6ノックアウトマウスの行動解析
23 三橋	隆行 慶應義塾大学	医学部 薬物胎内曝露が大脳皮質発生を障害するメカニズムの解明
24 木下　	専 名古屋大学	大学院理学研究科 系統的行動テストバッテリーを用いたSept3欠損マウスの解析
25 下畑	充志 理化学研究所	神経遺伝研究チーム Ts1Cjeマウスの網羅的表現型解析
26 西原	祥子 創価大学	工学部	生命情報工学科 硫酸化修飾欠損個体の行動様式の解析
27 林　　	崇 国立精神・神経医療研究センター 興奮性シナプスにおけるグルタミン酸受容体分子修飾の解析
28 小池千恵子 立命館大学	薬学部大学院生命科学研究科 初期視覚系疾患モデルマウスの網羅的行動解析

29 荒木	敏之 国立精神・神経医療研究センター	神経研究所
疾病研究第五部 NHE5変異マウスフェノタイプの解析

30 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 発達障害原因遺伝子ノックアウトマウスの行動テストバッテリー
による記憶・学習機能解析

31 田中	輝幸 東京大学	大学院医学系研究科 常染色体性精神遅滞原因遺伝子ノックアウトマウスの行動テスト
バッテリーによる記憶・学習機能解析

32 池田真理子 神戸大学	大学院医学研究科	医科学専攻 福山型筋ジストロフィーの脳における病態解析
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神経生理研究リソース支援活動

（１）支援開始当初の背景
　脳活動の計測技術は、電気、光学、化学的定量化などの個
別の技術の進歩とともに急速に進歩している。特にLSI研究
で培われた半導体微細加工技術を応用したマイクロマシニン
グを用いることで、高精度かつ多様なデザインのシリコン
ベース神経電極が作製できるようになった。一方で急速に台
頭してきた技術である光遺伝学に関しては、細胞選択的に遺
伝子導入して刺激できるが、実際には導入した光感受性物質
の特性により光刺激術も工夫する必要があり、その光刺激技
術にもシリコンベース神経電極が必要と想定された。

（２）支援の目的
　神経細胞活動計測に必要な新しい多機能集積化電極の開発。
電気、光、薬物注入、センサ（化学、磁気等）、情報処理用
LSIチップの搭載により多機能化と高機能化を目指す。周辺
技術の開発も行い、神経プロービングシステムとしての完成
を目指す。また多点独立で光刺激できる光刺激装置を開発し
て支援する。

（３）支援の手法
　田中グループは多機能集積化マルチ電極の試作と多機能化
の要素技術開発、及び虫明グループ・片山グループと連携し
て電極性能を評価し、電極プラットフォームの充実化と性能
向上を行った。虫明グループは、電極の動物実験への応用研
究をすすめるために動物実験における多点電極の応用を被非
支援者に協力しつつ推進した。また、田中グループと連携し
て問題点や課題を検討し設計に反映させた。片山グループは、
ラットやマウスの脳スライス、及び生体内の脳において電極
特性の計測・解析を行い、多機能集積化電極の評価方法、及
び記録された信号処理のためのハード・応用ソフトを含めた
電極活用支援システムを開発し、電極の効率的な制作を行え
るようにした。さらに行動実験に応用するために頭部不動状
態でも自由行動に似た環境を構築できる小動物VRシステム
を開発し支援した。

（４）支援の成果
1.複数の神経細胞活動を記録する多点電極の提供
2.チャネルロドプシン発現細胞への光刺激研究を行うための
光刺激レーザ光源、光ファイバ電極とその光出力を修飾する

ためのバスドライブ電源の提供
3.光遺伝学的手法を用いて顕微鏡下で多点独立して光刺激を
するための刺激装置の提供
　上記支援先を公募し、拠点メンバと外部審査委員とで審査
し、必要に応じてサイトビジットを行って支援希望先にシス
テムが設置可能であることを確認の上で採択した。
　主な支援の成果は以下の通りである。光遺伝学に多点電極
技術を組み合わせた新しい実験系が構築できた。光遺伝学的
なてんかん動物モデルを多点電極で調べて、海馬内の信号伝
播の様子を解明した（Osawa	et.	al	2013）。光刺激と組み
合わせて、神経可塑性のスライスによる研究を行った（Ohta	
et.al	2013）。光遺伝学により体性感覚を光刺激で調べる系
を構築した（Honjo	et.al	2014）。新しい神経科学的な技術
を組み合わせた研究が可能になった。神経技術に関する交流
を行うことで新たな技術の導入を促進できた。
【支援件数】

年　度 業務（支援）内容 申請数採択数
平成22年度

多点電極支援と光刺激支援

８ ８
平成23年度 14 14
平成24年度 15 15
平成25年度 16 16
平成26年度 17 17
平成27年度 15 15

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は64ページに掲載。

【雑誌論文（17件）】
Honjoh	T,	et.	 al.,	Optogenetic	patterning	of	whis-
ker-barrel	cortical	system	in	transgenic	rat	expressing	
channelrhodopsin-2.	PLoS	One.	2014	（H26）
　視線制御に関与する前庭神経核と舌下神経前位核における
八尾らはラットの体性感覚、末梢神経にチャネルロドプシン
を発現させることで、従来はできなかった光による時空間制
御された体性感覚刺激と応答を中枢で調べられるようになっ
た。

Osawa	S,	et.al.,		Optogenetically	induced	seizure	and	
the	longitudinal	hippocampal	network	dynamics.	PLoS	

拠点代表者　虫明　　元　東北大学・大学院医学系研究科・教授

研究分担者　片山　統裕　東北大学・大学院情報科学研究科・准教授

　　　　　　田中　　徹　東北大学・大学院医工学研究科・教授
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One.	2013	10;8（4）:e60928.（H25）
　冨永グループは、チャネルロドプシンを発現したラットを
もちいて海馬に特定のパルス列で光刺激を行うと非常に再現
性の良い「てんかん発作」動物モデルを作成できた。

Ohta	H,	Paired	stimulation	between	CA3	and	CA1　
alters	excitability	of	CA3	 in	 the	 rat	hippocampus.	
Neurosci	Lett.	2013（H25）
　太田グループがチャネルロドプシンを発現したラットを
多点独立刺激と電極による活動記録を組み合わせて　海馬
CA3からCA1への投射細胞に、逆行性に興奮性の上昇が見
られた。

（６）その他
　包括脳ワークショップでは電極・刺激装置・小動物VR等
の支援機器の展示を毎回行い、支援技術内容の詳細説明と
様々な技術的な相談を受けた。また、光技術に関しては、東
北大学の八尾研究室との共催で、技術説明会を夏の包括脳
ワークショップと連動して開催した。	

写真：包括脳冬のワークショップで実施したリソース支援用電
極・装置等実機デモの様子
（左：2014年12月東京医科歯科大学，右：2015年12月
日本学術センター一橋会館）

　2014年日本神経科学大会（横浜）においては、バーチャ
ルリアリティ技術の神経科学への応用の現在と今後の展開に
ついて紹介するためのオーガナイズドセッションを企画した。
100名を超える聴衆の前で包括脳ネットワークによる支援の
取り組みについて紹介した。
　このほか、2010年～ 2012年の３年間、毎年11月に東北
大学で開催される電子情報通信学会ニューロコンピューティ
ング（NC）研究＋MEとバイオサイバネティクス（MBE）
研究会において招待講演を企画し、多機能電極、オプトジェ
ネティクスや神経データ解析に関する最先端の研究者による
講演会（電子情報通信学会との共催）を開いて情報提供を行っ
た。
　拠点専用のホームページを開設し、技術内容の紹介や成果
公開情報を外部に向けて積極的に発信した。その他、拠点メ
ンバのホームページでも同様の情報公開を行った。
●包括脳型脳科学研究推進支援ネットワーク
『脳活動計測・操作のための集積型素子とソフトウェアの
開発』

http://www.biomdl.ecei.tohoku.ac.jp/hokatsu_nou/
●	東北大学大学院医学系研究科生体システム生理学
　http://www.neurophysiology.med.tohoku.ac.jp/
●	東北大学大学院医工学研究科医用ナノシステム学
　http://www.lbc.mech.tohoku.ac.jp/
●	東北大学大学院情報科学研究科バイオモデリング論
http://www.biomdl.ecei.tohoku.ac.jp/
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【平成22年度】
氏　名 所属先 課題名

1 夏目季代久 九州工業大学	大学院生命体工学研究科 脳で観察される、自発脳波の空間的同期性測定

2 平瀬　	肇 理化学研究所	脳科学総合研究センター シリコン多点記録電極を利用したin	vivo脳活動のコネクション
および可塑性の評価

3 中里	信和 東北大学	医学部運動再建学分野 ラットてんかんモデルの多点電極記録による脳波活動解析
4 小山	純正 福島大学	共生システム理工学類 レム睡眠の発現を調節する脳幹ニューロンの相互作用について
5 八尾　	寛 東北大学	大学院生命科学研究科 光学的機能プローブによる神経ネットワークの動態解析
6 冨永	悌二 東北大学	医学部神経外科学分野 光受容体刺激によるてんかん活動への介入と解析

7 知見	聡美 生理学研究所	総合生理研究系 チャネルロドプシン光刺激制御システムを用いた大脳皮質運動
制御機構の解析

8 長谷川	功 新潟大学	医学部 サル下側頭葉の２次元光刺激による逆行性V1脳活動の計測

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 八尾　	寛 東北大学	大学院生命科学研究科 光学的手法による神経ネットワークの動態解析
2 神谷	厚範 国立循環器病研究センター 循環調節に関わる脳自律神経系システムを解明する研究
3 長谷川	功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発
4 中里	信和 東北大学	大学院医学系研究科	てんかん学 ラットてんかんモデルの多点電極記録による脳波活動解析
5 冨永	悌二 東北大学	大学院医学系研究科	神経外科学 光受容体刺激によるてんかん活動への介入と解析
6 小山	純正 福島大学	共生システム理工学類 レム睡眠の発現を調節する脳幹ニューロンの相互作用について

7 平瀬　	肇 理化学研究所	脳科学総合研究センター シリコン多点記録電極を利用したin	vivo脳活動のコネクション
および可塑性の評価	

8 夏目季代久 九州工業大学	大学院生命体工学研究科 海馬スライスで観察される、β波、てんかん波の空間的同期性
の違いについての研究

9 知見	聡美 生理学研究所	総合生理研究系 チャネルロドプシン光刺激制御システムを用いた大脳基底核によ
る運動制御機構の解析

10 八尾　	寛 東北大学	大学院生命科学研究科 光学的手法による神経ネットワークの動態解析
11 神谷	厚範 国立循環器病研究センター 循環調節に関わる脳自律神経系システムを解明する研究
12 長谷川	功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発
13 中里	信和 東北大学	大学院医学系研究科	てんかん学 ラットてんかんモデルの多点電極記録による脳波活動解析
14 冨永	悌二 東北大学	大学院医学系研究科	神経外科学 光受容体刺激によるてんかん活動への介入と解析

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 青沼	仁志 北海道大学	大学院生命科学院 昆虫の行動スイッチングにともなう脳活動の変容
2 太田	宏之 防衛医科大学校	生理学講座 大脳基底核における情報集約過程の解析
3 八尾　	寛 東北大学	大学院生命科学研究科 光学的手法による神経ネットワークの動態解析

4 筒井健一郎 東北大学	大学院医学系研究科 多点電極を用いた前頭連合野における「がまん」にかかわる神
経活動の解析

5 柳川右千夫 群馬大学	大学院医学系研究科 GABA神経伝達障害マウスの脳機能計測、パート2

6 礒村	宜和 理化学研究所	脳科学総合研究センター 光刺激-マルチニューロン記録法による運動情報の形成機構の解
析

7 神谷	厚範 国立循環器病研究センター 循環調節に関わる脳自律神経系システムを解明する研究
8 小山	純正 福島大学	共生システム理工学類 レム睡眠の発現を調節する脳幹ニューロンの相互作用について

9 夏目季代久 九州工業大学	大学院生命体工学研究科 海馬スライスで観察される、β波、てんかん波の空間的同期性
の違いについての研究

支援課題
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10 平瀬　	肇 理化学研究所	脳科学総合研究センター シリコン多点記録電極を利用したin	vivo脳活動のコネクション
および可塑性の評価

11 冨永	悌二 東北大学	大学院医学系研究科	神経外科学 光受容体刺激によるてんかん活動への介入と解析
12 中里	信和 東北大学	大学院医学系研究科	てんかん学 ラットてんかんモデルの多点電極記録による脳波活動解析
13 長谷川	功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発
14 南部　	篤 生理学研究所	生体システム研究部門 多点同時光刺激による大脳基底核の機能に関する研究
15 冨田	浩史 岩手大学工学部 ChR2発現網膜の視覚神経ネットワーク解析

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 八尾　	寛 東北大学	大学院生命科学研究科 光学的手法による神経ネットワークの動態解析
2 青沼	仁志 北海道大学	大学院生命科学院 昆虫の行動スイッチングにともなう脳活動の変容

3 平瀬　	肇 理化学研究所	脳科学総合研究センター シリコン多点記録電極を利用したin	vivo脳活動のコネクション
および可塑性の評価

4 礒村	宜和 玉川大学・脳科学研究所 光刺激-マルチニューロン記録法による運動情報の形成機構の解
析

5 柳川右千夫 群馬大学	大学院医学系研究科 GABA神経伝達障害マウスの脳機能計測、パート３

6 夏目季代久 九州工業大学	大学院生命体工学研究科 海馬スライスで観察される、β波、てんかん波の空間的同期性
の違いについての研究

7 冨田	浩史 岩手大学	工学部 ChR2発現網膜の視覚神経ネットワーク解析
8 小山	純正 福島大学	共生システム理工学類 レム睡眠の発現を調節する脳幹ニューロンの相互作用について
9 宋　	文杰 熊本大学	大学院生命科学研 聴覚皮質局所回路に関する研究
10 冨永	悌二 東北大学	大学院医学系研究科	神経外科学 光受容体刺激によるてんかん活動への介入と解析
11 中里	信和 東北大学	大学院医学系研究科	てんかん学 ラットてんかんモデルの多点電極記録による脳波活動解析
12 神谷	厚範 国立循環器病研究センター 循環調節に関わる脳自律神経系システムを解明する研究
13 南部　	篤 生理学研究所	生体システム研究部門 多点同時光刺激による大脳基底核の機能に関する研究
14 太田	宏之 防衛医科大学校	生理学講座 大脳基底核における情報集約過程の解析
15 長谷川	功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発
16 八尾　	寛 東北大学	大学院生命科学研究科 光学的手法による神経ネットワークの動態解析

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 松井　	広 東北大学	大学院医学系研究科 神経過興奮の伝播機構の光遺伝学的解析
2 冨田	浩史 岩手大学	工学部 ChR2発現網膜の視覚神経ネットワーク解析
3 青沼	仁志 北海道大学	大学院生命科学院 昆虫の行動スイッチングにともなう脳活動の変容
4 宋　	文杰 熊本大学	大学院生命科学研 視床皮質並列回路間の相互作用

5 八尾　寛 東北大学	大学院生命科学研究科 光学的手法による触覚パターン時空間認知の神経回路機構の解
明

6 小山	純正 福島大学	共生システム理工学類 レム睡眠の発現を調節する脳幹ニューロンの相互作用について
7 柳川右千夫 群馬大学	大学院医学系研究科 GABA神経伝達障害マウスの脳機能計測、パート３
8 神谷	厚範 国立循環器病研究センター 循環調節に関わる脳自律神経系システムを解明する研究

9 礒村	宜和 玉川大学・脳科学研究所 光刺激-マルチニューロン記録法による運動情報の形成機構の解
析

10 筒井健一郎 東北大学	大学院生命科学研究科 多点電極を用いた前頭連合野における「がまん」にかかわる神
経活動の解析

11 江川　	遼 東北大学	大学院生命科学研究科 細胞機能の光操作・光計測を同時に実現する光遺伝学実験装置
の構築
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12 中里	信和 東北大学	大学院医学系研究科	てんかん学 ラットてんかんモデルの多点電極記録による脳波活動解析
13 冨永	悌二 東北大学	大学院医学系研究科	神経外科学 光受容体刺激によるてんかん活動への介入と解析
14 南部　	篤 生理学研究所	生体システム研究部門 多点同時光刺激による大脳基底核の機能に関する研究
15 長谷川	功 新潟大学	医学部 霊長類大脳における光遺伝学的手法の開発
16 太田	宏之 防衛医科大学校	生理学講座 大脳基底核線条体の時間窓
17 夏目季代久 九州工業大学	大学院生命体工学研究科 脳スライスにおける神経リズム時空間パターンに関する研究

【平成27年度】
氏　名 所属先 課題名

1 青沼	仁志 北海道大学	大学院生命科学院 昆虫の適応的な行動スイッチングにともなう脳活動の変容

2 八尾　	寛 東北大学	大学院生命科学研究科 光学的手法による触覚パターン時空間認知の神経回路機構の解
明

3 小山	純正 福島大学	共生システム レム睡眠の発現を調節する脳幹ニューロンの相互作用について
4 松井　	広 東北大学	大学院医学系研究科 神経過興奮の伝播機構の光遺伝学的解析

5 礒村	宜和 玉川大学・脳科学研究所 光刺激-マルチニューロン記録法による運動情報の形成機構の解
析

6 冨永	悌二 東北大学	大学院医学系研究科	神経外科学 光受容体刺激によるてんかん活動への介入と解析
7 中里	信和 東北大学	大学院医学系研究科	てんかん学 ラットてんかんモデルの多点電極記録による脳波活動解析

8 松本	惇平 富山大学	大学院医学薬学部 空間情報生成のためのラットの感覚統合様式の神経生理学的研
究

9 神谷	厚範 国立循環器病研究センター 網羅的多点電極の開発
10 平田　	豊 中部大学	工学部 前庭小脳におけるWhole	body	adaptationの表現解析

11 筒井健一郎 東北大学	大学院生命科学研究科 多点電極を用いた前頭連合野における「がまん」にかかわる神
経活動の解析

12 夏目季代久 九州工業大学	大学院生命体工学研究科 脳スライス及び急性脳における神経リズムに関する研究

13 川口	拓之 産業技術総合研究所	人間情報研究部門 深部脳機能と脳表血行動態の同時計測システムの開発と細胞レ
ベルの生理的関連性の解析

14 太田	宏之 防衛医科大学校	生理学講座 大脳基底核線条体の時間窓
15 稲瀬	正彦 近畿大学	医学部 時間情報処理に関わる大脳皮質と大脳基底核との機能連関
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グリア機能解析

（１）支援開始当初の背景
　脳科学は長い歴史を持ち、また様々な周辺学問領域と結び
つくことによって学際的な展開も進みつつある大きな領域で
ある。生後における脳の機能発達の時期は、既に胎児期に大
枠が形成されたニューロン・ネットワークに、生後に増殖・
分化するグリア・ネットワークが重なり合い、双方向的な機
能制御が確立する過程と一致する。またグリアの量的豊富さ
と多様性は哺乳類、特に霊長類において最も顕著であり、脳
の多様な高次機能にグリア細胞は密接に関連していることを
示唆する。更に成熟脳において、ニューロン・ネットワーク
を制御するグリア由来のシグナルとして様々なグリオトラン
スミッターが同定されており、その機能をイメージングなど
の手法を用いて組織・個体レベルで解析することが、脳機能
をより広い視野から捉えるために必要である。

（２）支援の目的
　本事業では、特に研究進展が著しいミクログリア機能に焦
点を当て、研究発展に資する新技術を開発すると共に、グリ
ア研究に新規参入される若手研究者への技術供与とその後の
研究のサポートを、全国規模で公募し適切と評価されたグ
ループに対して行う。

（３）支援の手法
①	支援先では、アストロサイトの初代培養中にミクログリア
が混在して、実験結果の解析が困難となっていた。混在す
るミクログリアの完全な除去を開発するための技術支援等
を行った。

②	支援先で、脊髄損傷患者の臨床データを解析し、リスク
ファクターを探索し、モデル動物で検証するための遺伝子
操作動物が必要となったことから、動物提供と技術支援等
を行った。

③	支援先では、ミクログリア内転写制御因子Runx2の役割をin	
vivoにて解析する研究ツール、Runx2	conditional欠損マ
ウスを新規に開発する際の技術支援等を行った。

④	脳内ヒスタミンのクリアランスにはアストロサイトが重要
であるので、支援先でヒトの初代培養アストロサイトを用
いた研究を遂行するために技術支援等を行った。

（４）支援の成果
　本事業で支援した若手研究者らは、上記のように難易度の

高い研究でそれぞれ優れた成果を挙げ、それらを多くの国際
学術誌に発表した。このように、本事業は若手研究者におけ
るグリア研究の裾野を広げるという当初目的を十分に達成し、
しかもそれぞれの研究はこれまでに解決されなかった諸問題
をクリアーにするという大きな貢献を果たした。

【支援件数】
年度 業務（支援）内容 申請数 採択数

平成23年度

ミクログリア研究支援

３ ３
平成24年度 ４ ４
平成25年度 ５ ４
平成26年度 ３ ３

（５）  発表論文等　※代表的なもののみ以下に概要を記

述。全論文は64～67ページに掲載。

【雑誌論文（48件）】
An	analysis	of	 skeletal	development	 in	osteoblast-	
and	chondrocyte-specific	Runx2	knockout	mice.	 J	
Bone	Miner	Res.	28,	2064-2069.
　本研究にて、我々が見出したミクログリア内転写制御因
子Runx2の役割をin	vivoにて解析する研究ツール、Runx2	
conditional欠損マウスを新規に開発した。Runx2全身欠損
マウスは骨格系異常をきたし、生後間もなく死亡するため、
Runx2を生体個体レベルで解析することは今まで不可能で
あった。本研究ツールを使用することにより、ミクログリア
内転写制御因子と各種中枢病態との関連性を追求することが
可能である。

Molecular	mechanism	of	histamine	clearance	by	pri-
mary	human	astrocytes.	Glia	61:	905-916,	2013
　脳内に存在するヒスタミンは睡眠覚醒サイクルや認知機能
を制御するアミンとして機能している。このヒスタミンのク
リアランスには、アストロサイトが重要であると報告されて
いるのみで、その分子機構については全くわかっていなかっ
た。本研究ではヒトの初代培養アストロサイトを用いて、ク
リアランス機構を初めて明らかにしたものである。今後、こ
の研究を基盤として更にヒスタミンのクリアランス機構の解
明が進めば、脳内ヒスタミンが関与する病態の解明や治療法・
診断法の開発につながる可能性が十分考えられる。

拠点代表者　井上　和秀　九州大学・大学院薬学研究院・薬理学分野・教授
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Ⅳグリア機能解析支援活動

IRF8	 is	a	critical	 transcription	factor	 for	transforming	
microglia	 into	a	reactive	phenotype.	Cell	Rep.	2012	
Apr	19;1（4）:334-40
　現在までに、多くのミクログリア由来のサイトカインや液
性因子、および各種受容体が、様々なメカニズムで神経障害
性疼痛に関与することが分かってきたが、それらがどのよう
に遺伝子制御されているかは不明のままであった。本論文に
て、末梢神経損傷後、ミクログリア特異的に増加したIRF8
はミクログリアの各種神経障害性疼痛発症に重要な分子の発
現制御を司っていることが明らかとなった。

（６）その他
1．		平成24年２月26日、日本経済新聞：激しい痛みはなぜ

起こる？末期がんや糖尿病、外科手術などで神経が傷つ
き発症する神経障害性疼痛のメカニズムについて申請者
らの研究を多面的に紹介した。

2．		平成24年４月６日、日本経済新聞、激痛の原因物質特定：
がんや糖尿病などで起こる神経障害性疼痛のスイッチを
担うたんぱく質IRF8を発見した。

3．		平成24年４月６日、マイナビニュース、九大など、神
経障害性疼痛が引き起こされる仕組みを解明：神経のダ
メージで発症する慢性的な激しい痛み（神経障害性疼痛）
の原因タンパク質として「IRF8」を突き止めた。神経の
損傷後、IRF8は脳・脊髄の免疫細胞と呼ばれる「ミクロ
グリア」だけで増加しており、同細胞が過度な活性化状
態を作り出すことで激しい痛みが引き起こされることが
明らかになった。

4．		平成25年３月５日、マイナビニュース、アポトーシス
細胞を貪食細胞が食する仕組みの一端を解明：プログラ
ムされた細胞死である「アポトーシス」が生じた細胞が、
マクロファージなどの貪食細胞によって取り込まれる際、
細胞内にあるタンパク質をリン酸化する酵素「GRK6」（活
性化したGタンパク質共役型受容体をリン酸化し、受容
体の活性を低下させるタンパク質）が関与していること
を見出した。

5．		平成25年２月10日、日本経済新聞、神経性の痛み薬開
発に着手、申請者は国内企業と神経障害性疼痛治療薬の
開発に着手した。
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リソース・技術開発支援活動

【平成23年度】
氏　名 所属先 課題名

1 岡田	誠司 九州大学	医学研究院	先端医療医学部門 Cell	sorterを用いた生体内活性型ミクログリアの選択的回収法
の確立

2 宝田	剛志 金沢大学	医薬保健研究域薬学系 ミクログリア細胞に発現する時計遺伝子の機能解析プラット
フォームの開発

3 吉川	雄朗 東北大学	大学院医学系研究科	機能薬理学分野 ミクログリアにおけるヒスタミン系の機能解析と分子イメージン
グ

【平成24年度】
氏　名 所属先 課題名

1 岡田	誠司 九州大学	医学研究院	先端医療医学部門 ミクログリアが脊髄損傷後の麻痺を増悪させるメカニズムの解
析

2 吉川	雄朗 東北大学	大学院医学系研究科	機能薬理学分野 ミクログリアにおけるヒスタミン系の機能解析と分子イメージン
グ

3 太田	悦郎 北里大学	医療衛生学部 パーキンソン病の原因分子LRRK2を欠損したミクログリア株の
樹立

4 宝田	剛志 金沢大学	医薬保健研究域薬学系 ミクログリア時計システムの同調機構に関する研究

【平成25年度】
氏　名 所属先 課題名

1 岡田	誠司 九州大学	医学研究院	先端医療医学部門 ミクログリアが脊髄損傷後の麻痺を増悪させるメカニズムの解
析

2 吉川	雄朗 東北大学	大学院医学系研究科	機能薬理学分野 ミクログリアにおけるヒスタミン系の機能解析と分子イメージン
グ

3 宝田	剛志 金沢大学	医薬保健研究域薬学系 ミクログリア時計システムの同調機構に関する研究

4 宮本	章歳 理化学研究所	脳科学総合研究センター/
発生神経生物研究チーム ミクログリアの生理機能モニターリングセンサーの開発

【平成26年度】
氏　名 所属先 課題名

1 神野	尚三
（大篭友博）

九州大学	医学研究院	基礎医学部門	
生体制御講座	形態機能形成学分野

軸索輸送障害とミクログリアの相互作用に着目した新規ALS治
療標的分子の開発

2 宮本	章歳 理化学研究所	脳科学総合研究センター	
発生神経生物研究チーム

ミクログリア生理機能を誘導するカルシウム動態を特定するた
めの測定システムの開発

3 吉川	雄朗 東北大学	大学院医学系研究科	機能薬理学分野 ミクログリアにおけるヒスタミン系の機能解析：培養脳スライス
標本を用いた検討

支援課題
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リソース・技術開発支援関連チュートリアル

第１回・包括脳MRI脳画像チュートリアル
日時：平成23年１月16日 （日） 13:00 〜 16:00
会場：東京大学医学部附属病院　入院棟A15F　大会議室

精神疾患の画像研究スタートアップ

プログラム
精神疾患画像研究の意義（精神医学者の立場から）	 鈴木道雄先生（富山大学）
脳構造画像解析の実際	 Part	１
	 T1強調画像・関心領域法	 高橋　努	先生（富山大学）
	 T1強調画像・VBM	 根本清貴	先生（筑波大学）
	 Imaging	Genetics事始め	 橋本亮太先生（大阪大学）
脳構造画像解析の実際	 Part	２
	 拡散テンソル画像	 青木茂樹先生（順天堂大学）
	 精神疾患画像研究の意義（神経科学者の立場から）
	 	 田中沙織先生（大阪大学）
全体の質疑と討論
個別質問対応

日時：平成23年８月24日（水）　13:00 〜 17:00
会場： 神戸国際会議場501号室

精神疾患病態解明のための死後脳研究の進め方

プログラム
開会の挨拶　包括脳支援ネットワーク精神疾患拠点の目指すところ	 東京大学　笠井	清登
イントロダクション　死後脳研究の重要性とブレインバンクの意識	 理化学研究所　加藤	忠史

ブレインリソースの利用法	 国立精神・神経医療研究センター　有馬	邦正
新潟大学の脳リソースとそれを用いた実験手法の実際	 新潟大学	脳研究所　柿田	明美
精神疾患死後脳のトランスクリプトーム、メチローム解析の実際	 東京大学　岩本	和也
死後脳切片を用いた形態学的研究の進め方と染色像の見方	 東京都老人総合研究所　村山	繁雄
死後脳研究の注意点：倫理的側面と技術的側面	 東北大学　富田	博秋
精神医療の現場での脳ドネーションの実際	 名古屋大学　入谷	修司
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第２回・包括脳MRI脳画像チュートリアル
日時：平成24年１月22日（日）　９:00 〜 17:00
会場：東京大学医学部附属病院 中央診療棟７階 大会議室

精神疾患の脳画像研究チュートリアル

プログラム
午前の部
「拡散テンソル画像解析入門」
Ⅰ：拡散テンソル解析の基礎と応用（講義形式）
　　講師：阿部修、青木茂樹、堀正明
Ⅱ：	拡散テンソル解析の実際：FSL/TBSSチュートリアル
　　講師：下地啓五　（チューター：阿部、青木、堀、鎌形康司、伊藤賢司、他）
FSL/TBSSを実際に動かしていただくチュートリアルです。

午後の部
「VBMを通して理解するSPMの表と裏」

「個体レベルでの脳機能解析支援：遺伝子改変マウスの
作製から分子動態分析、行動解析まで」

日時：平成24年7月25日（水）　9:00 〜 11:30
会場：仙台国際センター　桜２

「モデルマウス開発・系統的行動解析・
機能分子発現解析」連携チュートリアル

プログラム：
遺伝子改変マウス作製支援の目的と概要
﨑村	建司（新潟大学）
C57BL/6	系統遺伝子改変マウス作製方法の実際
阿部	　学（新潟大学）
脳部位特異的遺伝子操作マウスの作製とその課題
森　	　寿（富山大学）
遺伝子改変マウスの網羅的行動解析−どのように行い、何がわかるのか−
宮川　	剛（藤田保健衛生大）
多重・蛍光	in	situ	ハイブリダイゼーションによる遺伝子発現解析
山崎美和子（北海道大学）
凍結割断レプリカ免疫電子顕微鏡法：その有用性と問題点
重本	隆一（生理学研究所）
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リソース・技術開発支援関連チュートリアル

プログラム
神経細胞プロテオミクス支援活動の紹介
西岡	朋生（名古屋大学）
リン酸化プロテオミクスの威力とそれに基づく新しい世界観：この情報をどう使うか、何が可能か？
五十嵐道弘（新潟大学）
神経疾患研究とプロテオミクス
長谷川成人（東京都医学総合研究所）
質疑応答

合同チュートリアル 「脳神経機能のプロービングと操作：開発の現状と応用」
日時：平成24年7月27日（金）　9:00 〜 12:10
会場：仙台国際センター　白橿1

「光技術・ウィルスベクター・大規模脳活動システム」 

プログラム
光技術を用いた脳機能プロービング開発・支援活動：光プローブ
尾藤	晴彦（東京大学）
光技術を用いた脳機能プロービング開発・支援活動：グルタミン酸アンケージング
吉村由美子（生理学研究所）
光技術を用いた脳機能プロービング開発・支援活動：チャネルロドプシン
松崎	政紀（基礎生物学研究所）
光技術を用いた脳機能プロービング開発・支援活動：ケージド化合物
古田	寿昭（東邦大学）
脳神経研究におけるウィルスベクターの開発と支援
岡戸	晴生（東京都医学総合研究所）
鳴禽類ソングバードにおけるウィルス発現系を用いた発声学習臨界期制御メカニズムの研究
和多	和宏（北海道大学）
光遺伝学と多点電極による脳の状態制御と計測
虫明	元（東北大学）　
マルチプル光導波路を有する多機能集積化シリコン神経プローブの開発
田中	徹紀（東北大学）
最適化チャネルロドプシンの開発とパラレル光刺激システムの構築
八尾	寛（東北大学）
没入型視覚ディスプレイを備えたマウス行動実験系の開発
片山	統裕（東北大学）

「神経科学へのプロテオミクスの応用」
日時：平成24年7月25日（水）　13:00 〜 15:00
会場：仙台国際センター　桜２

「神経細胞プロテオミクス」チュートリアル 
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「ヒト脳研究の神経科学への貢献」
日時：平成24年7月27日（金）　9:00 〜 11:30
会場：仙台国際センター　白橿2

「神経科学ブレインバンクネットワーク」チュートリアル

プログラム
高品位ブレインバンクネットワークの構築
村山	繁雄（東京都健康長寿医療センター高齢者ブレインバンク・バイオリソースセンター）
米国ブレインバンクからの提言
高尾	昌樹（	美原記念病院ブレインバンク、東京都健康長寿医療センター高齢者ブレインバンク、インディアナ大学アル

ツハイマーリサーチセンター）
ヒトとマウスの神経病理学的研究で得られたもの
Translational	neuropathology	of	mice	and	men	(in	English)
鈴木	衣子（ノースカロライナ大学、東京都健康長寿医療センター高齢者ブレインバンク）
総合討論

「ミクログリアはおもしろい！」
日時：平成24年7月27日（金）　13:00 〜 15:00
会場：仙台国際センター　白橿1

「グリア機能解析」チュートリアル

プログラム
概要説明　
井上	和秀（九州大学）
行動薬理学的解析による神経障害性疼痛におけるミクログリアの機能
津田	誠（九州大学）
ミクログリアの運動性に関するイメージング研究　
齊藤	秀俊（九州大学）
ミクログリアの電気生理学的解析
中西	博（九州大学）
ミクログリア培養方法
上杉	歩未
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リソース・技術開発支援関連チュートリアル

プログラム
ラットの遺伝子改変技術　　　　　　柳川右千夫（群馬大学）
ラット脳組織の形態解析　　　　　　日置	寛之（京都大学）
ラット脳活動の電気生理学的解析　　礒村	宜和（玉川大学）
ラットの特徴を生かした行動解析　　小林	和人（福島県立医科大学）

日時：平成24年７月27日（金）13:00 〜 17:30
会場：東北大学星陵キャンパス　医学部５号館201会議室

「脳画像統合データベース」チュートリアル 死後脳研究

プログラム
開会の挨拶　　　　　　笠井	清登（東京大学）、大隅	典子（東北大学）
オリエンテーション　　富田	博秋
講義「死後脳研究ワンポイントアドバイス（１）加齢が脳に及ぼす変化」
	 講師：村山	繁雄（東京都健康長寿医療センター・バイオリソースセンター・高齢者ブレインバンク）
講義「死後脳研究ワンポイントアドバイス（２）死後脳がもつ多様性について」	 講師：岩本	和也（東京大学）
講義		「講義「死後脳研究ワンポイントアドバイス（３）どのようにドナーの気持ちを汲んで研究し、フィードバックするか」

	 講師：國井泰人（福島県立医科大学）
ビデオ・模型講習「死後脳研究に必要な脳解剖の基礎知識」	 講師：入谷	修司（名古屋大学）、勝山	　裕（東北大学）
グループ１：CPC（臨床病理検討会）　デモンストレーション１
講　　　師：関口	裕孝（桶狭間病院）、羽渕知可子（愛知県立城山病院）
グループ２：顕微鏡実習（正常組織）　講師：新井	哲明（筑波大学）
グループ３：顕微鏡実習（病理組織）　講師：池田	研二（香川大学）
グループ１：CPC（臨床病理検討会）　デモンストレーション２
講　　　師：関口	裕孝（桶狭間病院）、羽渕知可子（愛知県立城山病院）
グループ２：顕微鏡実習（病理組織）　講師：池田	研二（香川大学）
グループ３：顕微鏡実習（正常組織）　講師：新井	哲明（筑波大学）

「ラット遺伝子改変技術を脳科学研究に活かすために」
日時：平成24年7月27日（金）　13:00 〜 15:00
会場：仙台国際センター　白橿2

「トランスジェニックラット」チュートリアル
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第３回・包括脳MRI脳画像チュートリアル
（第35回日本神経科学大会・サテライトシンポジウム）
日時：平成24年９月17日（月）13:00 〜 17:00
会場：名古屋大学医学部医系研究棟１号館　地下１階会議室（鶴舞キャンパス）

脳画像総合データベース支援活動
（正常拠点・疾患拠点）　チュートリアル

プログラム
　　根本　清貴	先生（筑波大）	 	：VBM入門
　　青木伊知男	先生（放医研）	 	：げっ歯類の高磁場MRI
　　疋島　啓吾	先生（実中研/慶應大）	 	：マーモセットの高磁場MRI
　　青木　茂樹	先生（順天堂大）	 	：DTI入門①　撮像の実際とtractographyを用いた解析法の実際
　　下地　啓五	先生（順天堂大）	 	：DTI入門②　TBSSの実際

第４回・包括脳MRI脳画像解析チュートリアル
日時：平成25年１月26日（土）9:00 〜 17:30
　　　平成25年１月27日（日）9:00 〜 17:00
会場：東京大学医学部附属病院 中央診療棟２・７階 大会議室

包括脳MRI脳画像解析チュートリアル

プログラム
脳画像解析初心者のためのUNIX/Linux講座
　内容：UNIX/Linux環境で脳画像解析を行うのに知っておくべき操作について講義と実習
　講師：岩手医科大・山下典生先生ほか
拡散テンソル画像解析	（DTI）	チュートリアル
　内容：		DTI解析のためのデータハンドリング、tract-specific	analysis、TBSSについての講義と実習
　講師：順天堂大・青木茂樹先生、下地啓五先生ほか
Voxel-Based	Morphometry	（VBM）	解析チュートリアル
　内容：VBM解析のためのデータ前処理・統計解析について講義と実習
　講師：筑波大・根本清貴先生、久留米大・川口淳先生

●期間中《画像解析クリニック》を同時開催
　　上記コースの内容に関連して「手持ちのデータ解析の進め方が分からない」
　「統計解釈の仕方を教えて欲しい」といったご相談にチューターが個人的にお答えしました。
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リソース・技術開発支援関連チュートリアル

日時：平成25年９月１日（日）13:00 〜 17:00
会場：名古屋国際会議場 会議室432

包括脳MRI脳画像解析チュートリアル

プログラム
「Basic	Chemical	Neuroanatomy	 木山　博資（名古屋大学）
「モデル動物のMR	ニューロイメージング	 疋島　啓吾（慶應義塾大学）
「VBM	の観点からのSPM	の理解	 根本　清貴（筑波大学）
「Imaging	genetics：	分子メカニズムにどこまで迫れるか？」	 橋本　亮太（大阪大学）
「Cortical	thickness」	 阿部　　修（日本大学）
「dMRI	overview：	DTI	を中心に」	 青木　茂樹（順天堂大学）
「拡散テンソル像解析の実際」	 下地　啓五	（国立精神・神経医療研究センター病院）
「resting	state	fMRI	入門」	 福永　雅喜（大阪大学）

第６回・包括脳MRI脳画像解析チュートリアル
日時：平成26年１月25日（土）9:00 〜 17:30
会場：東京大学医学部附属病院 中央診療棟２・７階 会議室

精神疾患拠点－神経疾患拠点　合同脳組織研究チュートリアル

プログラム
「齧歯類とヒト脳の類似点と相違点」	 木山博資（名古屋大学）
「脳の病理と臨床」	 横田修（きのこエスポアール病院/岡山大学）
「臨床における剖検の実際」	 入谷修司　（名古屋大学）
脳実習/マクロ脳解剖および脳標本顕微鏡実習　（当日グループ分け）
	 吉田眞理（愛知医科大学）、池田研二（香川大学）、
	 新井哲明（筑波大学）
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第６回・包括脳MRI脳画像解析チュートリアル
日時：平成26年１月25日（土）9:00 〜 17:30
会場：東京大学医学部附属病院 中央診療棟２・７階 会議室

包括脳MRI脳画像解析チュートリアル

プログラム
VBM初級編（実習）
担当講師：根本　清貴（筑波大）
講義内容：		Voxel-based	morphometry	（VBM）	の初級者を対象に、自身のPCを用いてVBMを実際に体験します。こ

のコースを受講することで、基本的なVBM解析を行うことができるようになることを目標に実施しました。

DTI中級編（講義）
担当講師：下地　啓五（NCNP）、福永　一星、吉田	茉莉子（順大）
講義内容：		Diffusion	tensor	imaging	（DTI）	の解析をひと通り経験したことがある中級者を対象に、TSA	（tract-specific	

analysis）	とTBSS	（tract	based	spatial	statistics）	を中心にDTI解析について踏み込んだ解説を行いました。

VBM中級編（講義）
担当講師：根本　清貴（筑波大）、川口　淳（京都大）、山下　典生（岩手医大）
講義内容：		Voxel-based	morphometry	（VBM）	をひと通り経験した方を対象に、VBMについての理解を深めました。

この講座では、受講者と積極的なインタラクションを実施しました。

初級編（実習）
担当講師：青木　茂樹、福永　一星、吉田茉莉子（順大）、下地　啓五（NCNP）
講義内容：		拡散テンソル像	Diffusion	tensor	 imaging	（DTI）	の初級者を対象に、自身のPCを用いてDTI解析を実際に

体験しました。基本的なDTI解析（tract-specific	analysis,	 tract	based	spatial	statistics）が行えるよう
になることを目標に実施しました。

日時：平成26年12月13日（土）9:00 〜 17:30
会場：東京大学医学部附属病院 中央診療棟２・７階 会議室

第７回・包括脳MRI脳画像解析チュートリアル

プログラム
Voxel-based	morphometry（VBM）実践編
担当講師：根本　清貴（筑波大）・山下　典生（岩手医大）・川口　淳（京都大）
講義内容：		Voxel-based	morphometry（VBM）をひと通り学んだことがある方を対象に、自身のPCを用いて実際に

VBMを行い、データの品質確認、統計モデルの立て方、多重比較補正について理解を深めました。

拡散テンソル像解析の実際（Linux入門/DTI	TBSS）
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リソース・技術開発支援関連チュートリアル

担当講師：下地　啓五（NCNP）
講義内容：		Linux入門では、Linuxの初心者を対象に、画像統計解析を行う際に知っていると便利なシェルスクリプトに

ついて概説しました。DTI	TBSSでは、Diffusion	tensor	imaging（DTI）の初級者を対象に、自身のPCを用
いてDTI解析（TBSS：	tract	based	spatial	statistics）を実際に体験してもらいました。

Resting-state	fMRI概論
担当講師：福永　雅喜（生理研）・八幡　憲明（東京大）
講義内容：		安静時機能的磁気共鳴画像法（resting-state	fMRI：	rsfMRI）の測定とデータ解析についての実践的な解説

をしました。測定については標準的な撮像プロトコルや考慮すべき事項について触れ、データ解析について
は代表的なパッケージの紹介とともに簡単な実演を行いました。

拡散テンソル像解析の実際（DTI	tractography）
担当講師：青木　茂樹・福永　一星・吉田	茉莉子（順天堂大）
講義内容：		Diffusion	tensor	 imaging（DTI）の初級者を対象に、自身のPCを用いてDTI解析（TSA：	tract-specific	

analysis）を実際に体験してもらいました。またその上で、より実践的な解説を行い、DTI解析への理解を深
めました。

日時：平成28年１月23日（土）9:00 〜 17:40
会場：東京大学医学部附属病院 中央診療棟２・７階 会議室

第８回・包括脳MRI脳画像解析チュートリアル

プログラム
画像解析におけるUNIX系OSの基礎と応用
担当講師：根本　清貴（筑波大）・山下　典生（岩手医大）
講義内容：		実際にデータをいじりながら、UNIX系OSに標準で搭載されているコマンドとFSLに搭載されているコマンド

を学びました。FSL-FIRSTを用いた皮質下領域のセグメンテーションと各領域の体積値の算出、解析結果の確
認や処理失敗時の対応などをコマンドラインと簡単なシェルスクリプトなどを使って学びました。

拡散テンソル像解析の実際（TBSS	から	probabilistic	tractography	まで）/グラフ理論に基づいたネットワーク解析
overview
担当講師：下地　啓五（東京都健康長寿医療センター）・阿部　修（日本大）
講義内容：		拡散テンソル像	Diffusion	tensor	imaging（DTI）の初級者を対象に、自身のPCを用いて、DTI解析（TBSS：	

tract	based	spatial	statistics）を実際に体験して頂くとともに、probabilistic	tractographyを用いた解
析手法の実演を行いました。/グラフ理論に基づいた脳ネットワーク解析の概要を解説するとともに、拡散テ
ンソル像を用いた最新の脳ネットワーク解析の実際を紹介しました。

Resting-state	fMRI概論
担当講師：福永　雅喜（生理研）・八幡　憲明（放医研）
講義内容：		rsfMRIの測定とデータ解析について実践的な解説を行いました。測定については標準的な撮像プロトコルや

考慮すべき事項について触れ、データ解析については代表的なパッケージの紹介とともに、参加者自身のPC
を用いた実習を行いました。
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拡散MRI　脳白質の定量化overview/NODDI	-	概論、導入方法、高速化
担当講師：			青木茂樹（順天堂大）・金井良太（アラヤブレインイメージング）・高橋康介（東京大・アラヤ）・松吉大輔（早

稲田大・アラヤ）
講義内容：		従来の定量化解析モデルに加え近年提唱されている新たなDKI	diffusional	kurtosis	imaging、NODDI	neu-

rite	orientation	dispersion	and	density	imaging	などの定量化解析モデルを概説し、これらの解析モデル
を用いた最新の脳白質定量化解析の実際を紹介しました。/NODDI（Neurite	Orientation	Dispersion	and	
Density	Imaging）の理論的背景と実践的な導入方法の手順を実演しました。
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将来計画委員会

　脳神経科学研究の将来の方向性や研究予算の確保のため
に、脳神経科学研究者コミュニテイーの総意を積極的に情報
発信する必要がある。また、学術の将来の方向性や予算を審
議する機関から、脳神経科学研究者コミュニテイーの意見を
求められることが多々あり、これらに関連した会議への参加
者の人選を求められることが多い。しかし、従来は脳神経科
学研究者コミュニテイーの意見集約を行う適当な場がなかっ
た。将来計画委員会は、我が国の主要な脳神経研究者の殆ど
が自発的に参加するプラットフォームである包括型脳科学研
究推進支援ネットワークにおいて、上記のようなコミュニテ
イーの意見集約の場として機能することを期待されてきた。
これまで、包括型脳科学研究推進支援ネットワークのワーク
ショップの際に将来計画委員会を開催し、その都度懸案事項
について議論し、必要に応じてコミュニテイーの意見集約や
情報発信を行ってきた。具体的な活動を下記に列挙する。
１．  日本学術会議の「学術の大型研究計画に関する調査（平

成22年度、マスタープラン）」への対応
　上記マスタープランへの脳神経科学コミュニテイーの意見
を集約するための活動を行った。2010年11月将来計画委員
会委員に脳神経科学の各分野を代表する研究者を加えた拡大
将来計画委員会を開催し、事前に作成された3つの原案（A
案：「脳機能モデル動物研究センター」、B−1案：「シームレ
ス脳科学の創成を目指した計測・操作研究プラットフォー
ム」、B−2案：「認知ゲノミクス」）について内容を精査し、
改善点や修正意見を提言した。
２．ブレインストーミング
　自然科学研究機構新分野創成センターから、当該創成セン
ターが主導して、今後の脳神経科学研究の推進支援に関して
ブレインストーミングを行うので、参加者の具体的な人選に
協力してほしいという依頼があり、将来計画委員会から人材
を推薦した。
３．  包括脳ネットワークの「リソース・技術支援」に関する

提言
　平成24年度の予算申請に先立ち、現行の「リソース・技
術支援」の内容で取り上げられていないものや、改善を望む
点などについて検討してほしい、というリソース・技術開発
委員会委員長からの要請に対し、平成23年4月からメーリン
グリストを通じた将来計画委員の意見収集と複数の委員の意
見交換を行い、8月初旬に提言を行った。

４．  脳科学新分野探索フォーラム（若手研究者による脳科学
分野俯瞰）

　平成24年6月に自然科学研究機構新分野創成センターから、
新たに、脳科学新分野探索フォーラム「若手研究者による脳
科学分野俯瞰」を企画することが決定されたので、本趣旨に
適した若手研究者候補のリストアップの依頼があった。これ
に対し、7名の候補を推薦した。
５．  JSTの研究開発戦略センター（CRDS）の事前アンケー

トと俯瞰ワークショップへの対応
　平成24年6月に、JSTから、CRDSにおいて、脳神経科学
の重要課題についてのアンケートが脳神経分野俯瞰委員に送
られ、本将来計画委員会からも回答を出すことになった。包
括脳ネットワーク領域代表の木村、事務局の高田と狩野が協
議し、分子、神経回路、システム、病態を漏れなくカバーす
るように、14名の中堅・若手研究者を選び、原案の執筆を
依頼し、合計8件の提案を提出した。この件について、日本
神経科学学会の学術委員会および研究体制小委員会と、本将
来計画委員会の合同会議を平成24年7月26日に開催し、意
見交換を行った。
６．  『生命科学系3分野支援活動』後の支援活動についての

議論
　包括型脳科学研究推進支援ネットワークは平成27年度で
終了したが、これ以後の生命科学の支援活動の在り方に関し
て、平成26年12月の将来計画委員会をはじめとして、ほぼ
2年間の間、様々な議論と提言を行った。
　以上、本委員会は脳神経科学研究者コミュニテイーの意
見集約の場として十分な機能を発揮したが、平成24年7月に、
基礎神経科学から臨床神経科学および心理学までの22学会
から成る「日本脳科学関連学会連合」が発足した。脳神経科
学研究者コミュニテイーの意見集約の場は必然的に日本脳科
学関連学会連合に移り、将来計画委員会の活動は、『生命科
学系3分野支援活動』後の支援活動についての議論が中心に
なった。

委員長（任期）
狩野 方伸（2010-2015）
東京大学大学院医学系研究科
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研究集会委員会

【平成22年度活動報告】
　包括脳では研究者のネットワークづくりを支援するために
主に２つの研究集会支援を行った。一つは	研究集会支援業
務として、研究者のネットワークづくりを支援するために「包
括脳ネットワーク」の会員に対して、新たな研究会等の実施
に支	援を行った。研究会5件、地域連携型イベント1件、脳
と心という学際的なシンポジウムに支援を行った。またふた
つ目としては「包括脳ネットワーク」夏のワークショップと
して平成22年7月27日（火）～ 30日（金）さっぽろ芸文館
で開催した。その中では脳プロや科研費の支援を受けている
研究者が一堂に会して、脳科学に関して議論し脳科学研究者
の意見を集約したり、若手研究者の育成の場として貢献した。
参加者759人（懇親会360人）ポスター	合計351件であった。

【平成23年度活動報告】
　研究集会支援業務としてはテーマ別小中規模研究集会支援、
地域連携会合の支援で9件の支援を行った。「包括脳ネット
ワーク」夏のワークショップは当初仙台開催を計画していた
が、東北大震災のために急遽神戸国際会議場に変更して平成
23年8月21日（日）～ 8月24日（水）開催した。震災等の
影響が懸念されたが参加者809人、ポスター 295件と	大盛
況であった。また新たな試みとして「アジアの中の日本の脳
科学」、「脳科学分野で博士課程進学」など現在の日本の神経
科学の抱える	課題や将来に関して議論する場をつくり、研
究者意見をまとめていく場として貢献した。

【平成24年度活動報告】
　研究集会支援業務としてはテーマ別小中規模研究集会支
援、地域連携会合の支援で7件の支援を行った。包括脳ネッ
トワーク」夏のワークショップは昨年度開催できなかった	
仙台国際センターで平成24年7月24日（火）～ 7月27日（金）
に開催した。①コミュニティの拡大、②技術支援の普及、③
若手育成、④脳科学の将	来を議論するという4つを目標とし
たイベントを開催した。参加者809人、ポスター 301件で
あった。

【平成25年度活動報告】
　研究集会支援業務としては、育成支援委員会と連携をと
りながら13件の応募に対して10件を採択し、支援を行った。
「包括脳ネットワーク」夏のワークショップは、名古屋国際

会議場で平成25年8月29日（木）～	9月1日（日）に開催し、
参加者760人、懇親会226人、ポスター 187件と盛況であっ
た。また、「未来を拓く脳科学研究の在り方～　脳とこころ
の健康社会の実現を目指して～」というテーマで包括脳企画
を実施し、研究者コミュニティでの情報共有と意見交換を
行った。

【平成26年度活動報告】
　研究集会支援業務としては、育成支援委員会合同で17件
の応募に対して12件を採択し、支援を行った。平成25年度
は最終年度にあたるためこれまで夏に開催していたワーク
ショップを行わず、東京医科歯科大学・ホテル東京ガーデン
パレスを会場として平成26年12月11日（木）～	12月13日
（土）「包括脳ネットワーク」冬のシンポジウムとして開催し
た。参加者562人、懇親会212人、ポスター 144件と盛況
であった。また、「包括脳ネットワークにおける5年間の活
動をふりかえって：成果の総括と今後の展開」というテーマ
で包括脳ネットワークの活動やこれまでの支援による成果の
発表、さらには今後の支援活動についての討論などを行った。

【平成27年度活動報告】
　本年度は最終年度として冬のワークショップを一橋大学	
一橋講堂にて平成27年12月17日（木）～ 12月19日（土）
に開催した。そこでは、次期支援に関する議論や若手を中心
としたポスター発表、新学術領域が参画した各種シンポジウ
ムを行い、現在のそして今後の脳科学研究のあり方に関して
も活発な議論がなされた。（参加者数371名、ポスター発表
数138件、懇親会参加人数114名）
　また、小中規模の研究集会支援に関しては、24件の応募
の中から14件の研究集会を採択し支援することができた。
規模やテーマ、参加する研究者のバックグランドも様々で
あったものの、国内外の研究者の交流が進み、共同研究へと
発展したケースも数多くみられた。

委員長（任期）
虫明 元 (2010-2011)	 中村 克樹 (2012-2014)	 大塚 稔久 (2015)
東北大学大学院医学系研究科	 京都大学霊長類研究所	 山梨大学大学院総合研究部
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総括支援活動

■ 支援実績
「テーマ設定シンポジウムや研究会支援プログラム」
平成22年度　［採択７件／応募10件］ 採択時の所属を記載
飯高	哲也	 名古屋大学大学院医学系研究科　第３回社会感情神経科学研究会
貝淵	弘三	 名古屋大学大学院医学系研究科　神経科学・構造生物学合同研究会
橋本	亮太	 大阪大学大学院連合小児発達学研究科
	 第一回脳表現型の分子メカニズム研究会
山中	章弘	 生理学研究所　神経活動の光操作（行動制御への応用）
白尾	智明	 群馬大学大学院医学系研究科　放射線神経生物学研究集会
筒井健一郎	 東北大学大学院生命科学研究科　Advancement	of	research	on	the	premotor	and	prefrontal	cortex
大森	隆司	 玉川大学　脳と心のメカニズム	第11回冬のワークショップ

平成23年度　［採択９件／応募９件］ 採択時の所属を記載
尾藤	晴彦	 東京大学大学院医学系研究科　生理研研究会　「神経活動の光操作（行動制御への応用）」
小林	和人・柳川右千夫　福島県立医科大学、群馬大学　トランスジェニックラットを応用した脳科学研究の最先端
椎名	伸之	 自然科学研究機構　岡崎統合バイオサイエンスセンター　第２回　神経科学と構造生物学の融合
北澤　	茂	 順天堂大学　脳と心のメカニズム	第12	回冬のワークショップ
中井	敏晴	 国立長寿医療研究センター研究所　ワークショップ　脳機能計測と在宅運動計測
永井真貴子	 北里大学医学部神経内科　神経疾患のモデル動物研究会
久恒	辰博	 東京大学大学院新領域創成科学研究科　Ultra	High	Field	MRI
田中	真樹	 北海道大学　第９回北海道大学脳科学研究教育センターシンポジウム　「高次脳機能のメカニズム」
山口	陽子	 理化学研究所脳科学総合研究センター
	 The	11th	Japan-Korea-China	Joint	Workshop	On	Neurobiology	and	Neuroinformatics（NBNI	2011）

平成24年度　［採択７件／応募７件］ 採択時の所属を記載
橋本	亮太	 大阪大学大学院連合小児発達学研究科　第三回脳表現型の分子メカニズム研究会
船橋新太郎	 京都大学こころの未来研究センター
	 ３rd	International	Symposium	on	Prefrontal	Cortex	–	Searching	for	Mechanism	of	Mind
饗場	　篤	 東京大学大学院医学系研究科　第３回神経科学と構造生物学の融合研究会
田川	義晃	 京都大学大学院理学研究科
	 Circuit	construction	in	the	mammalian	cerebral	cortex：	Genetic	and	imaging	approaches
花川	　隆	 国立精神・神経医療研究センター　Motor	Control	研究会
山口	正洋	 東京大学大学院医学系研究科　嗅覚情報処理の神経基盤−匂い分子から嗅覚神経回路、行動・情動まで−
北澤	　茂	 大阪大学生命機能研究科　脳と心のメカニズム	第13	回冬のワークショップ

平成25年度　［採択10件／応募13件］ 採択時の所属を記載
田中	謙二	 慶應義塾大学　国際シンポジウムOptogenetics	2013
林　	康紀	 理化学研究所BSI　日米科学技術協力事業「脳研究」分野「シナプス可塑性研究の最近の潮流と未来」
窪田	芳之	 生理学研究所
	 	第６回国際局所神経回路会議　The	６th	International	Neural	Microcircuit	Conference-Functional	Mech-

anism	of	Cortical	Microcircuit-
神谷	温之	 北海道大学大学院医学研究科　シナプス・神経ネットワークの機能ダイナミクス
今村	一之	 前橋工科大学
	 The	2013	International	Conference	on	Active	Media	Technology	Brain	and	Health	Informatics
	 （知的メディア技術・脳情報学及び健康情報学会2013）
橋本	亮太	 大阪大学大学院大学院連合小児発達学研究科・子どものこころの分子統御機構研究センター
	 第四回脳表現型の分子メカニズム研究会
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西村	幸男	 生理学研究所　Frontiers	in	Neural	Control	of	Actions
岩里	琢治	 国立遺伝学研究所　哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム
鮫島	和行	 玉川大学脳科学研究所　計算神経科学オータムスクール	ASCONE2013
北澤	　茂	 大阪大学大学院生命機能研究科　脳と心のメカニズム	第14	回冬のワークショップ

平成26年度　［採択12件／応募17件］ 採択時の所属を記載
文室	知之	 京都大学学際融合教育研究推進センター
	 神経オシレーション：共振とディスリズミア（Conference	on	Neural	Oscillation）
宇賀	貴紀	 順天堂大学　第14	回生理学若手サマースクール「前頭葉機能」
鮫島	和行	 玉川大学脳科学研究所　計算神経科学オータムスクール	ASCONE2014
河崎	洋志	 金沢大学　哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム
橋本	亮太	 大阪大学大学院大学院連合小児発達学研究科・子どものこころの分子統御機構研究センター
	 第五回脳表現型の分子メカニズム研究会
藤山	文乃	 	同志社大学大学院	脳科学研究科　大脳基底核の直接路・間接路モデルから25年：その先の発展を目指して
梅田	達也	 国立精神・神経医療研究センター　Fetz	博士来日記念シンポジウム：運動制御システムの研究の最前線
西丸	広史	 筑波大学　Motor	Control	研究会
小西	史朗	 徳島文理大学・香川薬学部　第18	回活性アミンに関するワークショップ
神谷	温之	 北海道大学大学院医学研究科　分子と回路をつなぐ基盤的脳研究の新潮流
礒村	宜和	 玉川大学脳科学研究所　玉川大学脳科学トレーニングコース2014
松井	　広	 東北大学　光操作研究会	in	東北大学	2014

平成27年度　［採択14件／応募24件］ 採択時の所属を記載
中井	敏晴	 国立長寿医療研究センター　BrainConnects	2015
野村	　真	 京都府立医科大学大学院
	 脳の構造と機能の創出原理：細胞間相互作用から個体間相互作用・環境ストレスまで
神谷	温之	 北海道大学大学院医学研究科　シナプス・神経ネットワークの機能ダイナミクス
礒村	宜和	 玉川大学脳科学研究所　玉川大学脳科学トレーニングコース2015
吉村由美子	 自然科学研究機構生理学研究所
	 Neural	Circuits,	Development	and	Plasticity	of	the　Early	Visual	System
田渕	明子	 富山大学大学院医学薬学研究部　第58	回日本神経化学会大会	APSN/JSN	joint	symposium
船橋新太郎	 京都大学こころの未来研究センター
	 Japan-China	Joint	Symposium	for	Understanding　Cortical	Cognitive	Functions
山中	章弘	 名古屋大学環境医学研究所
	 第７回光操作研究会　国際シンポジウム　Neural	Circuits	and	Neuromodulations
鮫島	和行	 玉川大学脳科学研究所　計算神経科学オータムスクールASCONE2015
井樋	慶一	 東北大学大学院情報科学研究科
	 Parvo-	and	Magnocellular	Symposium	in	Sendai　−	Creating	a	new	stream	of	neuroendocrinology
橋本	亮太	 大阪大学大学院連合小児発達学研究科・子どものこころの分子統御機構研究センター
	 第六回脳表現型の分子メカニズム研究会
大隅	典子	 東北大学　東北大学知のフォーラム・脳科学最前線2015
宇賀	貴紀	 順天堂大学　第15	回生理学若手サマースクール「神経内分泌」
加藤	　明	 東海大学
	 日本神経回路学会時限研究会「眼球運動を制御する小脳中枢機構の理解へのデータ駆動型アプローチ」
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総括支援活動

■ 包括脳ネットワーク研究集会委員会開催ワークショップ・シンポジウム
平成22年度「包括脳ネットワーク」夏のワークショップ
平成22年７月27日（火）～	30日（金）
会　場：さっぽろ芸文館
参加者：759名（懇親会	360名）
ポスター発表：351件
　　　　若手優秀発表賞エントリー　156名
　　　　　　若手優秀発表賞受賞者　	 31名
プレナリーレクチャー：
　「神経回路の情報処理と制御」
　中西	重忠（大阪バイオサイエンス研究所）

参加新学術領域：（※プログラム詳細197ページに掲載）
顔認知（柿木）領域、伝達創成機構（津田）領域

平成23年度「包括脳ネットワーク」夏のワークショップ
平成23年８月21日（日）～	24日（水）
会　場：神戸国際会議場
参加者：809	名（懇親会	241名）
ポスター発表：295	件
　　　　若手優秀発表賞エントリー　93名
　　　　　　若手優秀発表賞受賞者　21名
プレナリーレクチャー：
　「	キネシンスーパーファミリーモーター分子郡（KIFs）と細胞内輸送：脳の形成

から記憶・学習の制御まで」
　廣川	信隆（東京大学）
参加新学術領域：（※プログラム詳細197ページに掲載）
分子行動学（飯野）領域、シナプス病態（岡澤）領域、顔認知（柿木）領域、質感
脳情報学（小松）領域、伝達創成機構（津田）領域、メゾ神経回路（能瀬）領域、
大脳新皮質構築（山森）領域

平成24年度「包括脳ネットワーク」夏のワークショップ
平成24年７月24日（火）～	27日（金）
会　場：仙台国際センター
参加者：841	名（懇親会	287名）
ポスター発表：301	件
　　　　若手優秀発表賞エントリー　146名
　　　　　　若手優秀発表賞受賞者　	 27名
包括脳企画：「脳研究推進の仕組みを考える」
参加新学術領域：（※プログラム詳細199ページに掲載）
分子行動学（飯野）領域、シナプス病態（岡澤）領域、顔認知（柿木）領域、自己
制御精神（笠井）領域、神経糖鎖生物学（門松）領域、血管と神経（高橋（淑））領域、
脳内環境（高橋（良））領域、伝達創成機構（津田）領域、予測と意思決定（銅谷）
領域、メゾ神経回路（能瀬）領域、動く細胞と秩序（宮田）領域、大脳新皮質構築
（山森）領域
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平成25年度「包括脳ネットワーク」夏のワークショップ
平成25年８月29日（木）～９月１日（日）
会　場：名古屋国際会議場
参加者：760	名（懇親会	226名）
ポスター発表：187	件
　　　　若手優秀発表賞エントリー　111名
　　　　　　若手優秀発表賞受賞者　	 26名

包括脳企画：
　「	未来を拓く脳科学研究の在り方	～脳とこころの健康社会の実現を目指して～」
参加新学術領域：（※プログラム詳細203ページに掲載）
シナプス病態（岡澤）領域、領域、神経糖鎖生物学（門松）領域、質感脳情報学（小
松）領域、動く細胞と秩序（宮田）領域、大脳新皮質構築（山森）領域、マイク
ロ精神病態（喜田）領域、顔認知（柿木）領域

平成26年度「包括脳ネットワーク」冬のシンポジウム
平成26年12月11日（木）～ 12月13日（土）
会　場：東京医科歯科大学・ホテル東京ガーデンパレス
参加者：560名［東京医科歯科会場］（懇親会	212名）
ポスター発表：144件
　　　　若手優秀発表賞エントリー　77名
　　　　　　若手優秀発表賞受賞者　16名

包括脳企画：
　「	包括脳ネットワークにおける５年間の活動をふりかえって　─成果の総括と今

後の展開─」
参加新学術領域：（※プログラム詳細205ページに掲載）
シナプス病態（岡澤）領域、領域、自己制御精神（笠井）領域、神経糖鎖生物学（門松）
領域、脳内環境（高橋（良））領域、予測と意思決定（銅谷）領域、メゾ神経回路（能
瀬）領域、大脳新皮質構築（山森）領域、マイクロ精神病態（喜田）領域、共感性
（長谷川）領域、グリアアセンブリ（池中）領域、こころの時間学（北澤）領域、記憶ダイナミズム（齊藤）領域

平成27年度「包括脳ネットワーク」冬のシンポジウム
平成27年12月17日（木）～ 12月19日（土）
会　場：一橋大学　一橋講堂　学術総合センター２F
参加者：371名（懇親会		114名）
ポスター発表：138件
　　　　若手優秀発表賞エントリー　47名
　　　　　　若手優秀発表賞受賞者　16名
包括脳企画：
　「次期支援活動の枠組みと脳科学研究の今後について」
参加新学術領域：（※プログラム詳細207ページに掲載）
自己制御精神（笠井）領域、予測と意思決定（銅谷）領域、マイクロ精神病態（喜
田）領域、脳タンパク質老化（祖父江）領域、共感性（長谷川）領域、記憶ダイナ
ミズム（齊藤）領域、適応回路シフト（小林）領域
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総括支援活動

育成支援委員会

　包括脳の一つ重要な役割として若手育成が挙げられる。本
育成支援委員会はまさに若手研究者の研究活動を支援するた
めに設けられ、平成22年度から27年度の6年間に亘って支
援事業を行ってきた。具体的には、国内研究室相互訪問研究
プログラム、海外研究室での技術研や海外での技術習得コー
ス、新研究法・新分野・新研究領域開拓のための研究会開催
支援である。国内研究室相互訪問研究プログラムは、若手研
究者が国内の他の研究室に数週間から数ヶ月程度滞在し、新
たな研究手法を習得したり、共同研究の基礎固めを行ったり
することに対して、交通費および滞在費を支援するものであ
る。海外研究室での技術研や海外での技術習得コースは、こ
れの海外版で、若手研究者が、海外の研究室に滞在し新たな
研究手法を習得したり、共同研究の基礎固めを行ったり、あ
るいは海外での技術習得コースに参加することに対する支援
である。新研究法・新分野・新研究領域開拓のための研究会
開催支援は、若手の研究者が研究会を開催する場合に支援す
るというものである。
　それぞれのコースにおいて、公募を年1～ 2回行い、育成
支援委員会メンバーによる厳格な審査に基づき、採択課題を
決定し支援を行った。審査委員からのコメントは申請者全員
に伝えるようにし、透明性を確保しオープンな形で審査がな
されたことは強調したい点である。
　まず、国内研究室相互訪問研究プログラムでは、6年間の
間に56件申請の中41件を採択した。これにより、国内での
共同研究が促進され、若手研究者の技術的基盤の確立、論文
作成や学会発表という成果にも結びついている。海外研究室
での技術研や海外での技術習得コースでは、22件申請の中
から14件を採択し、短期的ではあるが、若手研究者が海外
の研究室で経験を積み、単に技術的問題だけでなく新たな視
点を養うことに大いに貢献できたと自負している。また、海
外留学への抵抗感が増大している昨今、良い足がかりとなっ
たことも大きな成果であった。新研究法・新分野・新研究領
域開拓のための研究会開催支援では、38件申請の中から28
件を採択した。これにより、多様な分野（分子生物学、細胞
生物学、発生生物学、遺伝学、生理学、認知科学）の研究会
開催や、光遺伝学的手法や計算論的神経科学的手法など最先
端技術に関する講習会開催をサポートした。
　成果発表において多方面からのアプローチが求められる昨
今であるが、本育成支援委員会では、上述の3本柱の体制に

よりポスドクや大学院生などの若手研究者が国内外の異なる
分野の研究者から技術や知識を習得することを手助けし、共
同研究の基盤作りやリーダーシップ育成に微力ながら貢献で
きたのではないかと考える。

委員長（任期）
南部 篤（2010-2012）	 山本 亘彦（2013-2015）
生理学研究所生体システム研究部門	 大阪大学大学院生命機能研究科
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■ 支援実績
「国内研究室相互の訪問研究プログラム」
平成22年度　［採択10件／応募18件］ 採択時の所属を記載
伊藤	哲史	 福井大学医学部人体解剖学・神経科学　単一下丘ニューロンを組換えウイルスを用いて可視化する
佐々	貴之	 北海道大学大学院薬学研究院　神経機能の発現，維持における極長鎖脂肪酸の役割
名取	貴光	 山梨学院大学健康栄養学部管理栄養学科　硫酸化多糖による神経可塑性抑制機構の解明
稲葉	清規	 筑波大学人間総合科学研究科　動機付けに関与する神経機構の神経生理学的研究
奥田	耕助	 東京大学大学院医学系研究科
	 	Cyclin-dependent	kinase-like	5（CDKL5）ノックアウトマウスの網羅的行動テストバッテリースクリーニン

グによるてんかん・発達障害原因遺伝子の生体内分子機能解析
深谷	昌弘	 北里大学医学部解剖学教室　遺伝子欠損マウスの作製技術の習得
金子	卓司	 東北大学大学院情報科学研究科　部位特異的遺伝子組換え法を用いた神経内分泌局所神経回路の可視化
川島	尚之	 東京大学大学院医学系研究科
	 大脳皮質における前初期遺伝子発現のリアルタイムイメージング法の開発
田中	智子	 国立精神・神経医療研究センター　神経研究所
	 電気生理学的手法による経頭蓋直流電気刺激の作用機序の解明
日置	寛之	 京都大学大学院医学研究科　『神経細胞膜電位高速イメージング法』の技術開発

平成23年度　［採択10件／応募12件］ 採択時の所属を記載
横橋	　悠	 東北大学大学院　情報科学研究科　新規転写因子によるカテコールアミンニューロン機能制御機構の解明
小賀	智文	 大阪大学大学院　生命機能研究科　マーモセットにおける大脳皮質錐体細胞の生後発達
長谷川	拓	 京都大学大学院生命科学研究科　可逆的神経伝達遮断による視床下核の機能解明
奥山	輝大	 東京大学理学系研究科　メダカを用いた視覚依存の配偶者選択行動の神経・分子基盤の解析
鳥羽	　栞	 大阪市立大学医学部細胞機能制御学教室
	 滑脳症モデルマウスを用いたカルパイン阻害薬による滑脳症治療法の開発
中尾	章人	 京都大学大学院工学研究科
	 電位依存性Ca2+	チャネル形質膜発現制御タンパク質Caprinの脳高次機能における役割の解明
名取	貴光	 山梨学院大学健康栄養学部　ミクログリアによる抑制性シナプス伝達の調節とその作用機序の解明
栃谷	史郎	 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
	 神経前駆細胞におけるGABAA受容体刺激による細胞内Ca2+変動機構の解析
跡部	祐太	 京都大学大学院薬学研究科　トランスポゾンを利用した時計遺伝子変異マウスの作成
仁平	友子	 北里大学神経内科　ウイルスベクターを用いた神経変性疾患の遺伝子治療計画

平成24年度　［採択６件／応募６件］ 採択時の所属を記載
（予定通り計画が進まなかった支援が１	件あり、実質の支援数は５	件）
関善	　弘	 九州大学大学院	医学研究院　ペリニューロナルネットによる神経伝達の可塑的制御メカニズムの解明
犬束	　歩	 名古屋大学　環境医学研究所　AAV	ベクターを用いた特定神経機能制御による睡眠覚醒調節機構の解明
中島明日香	 順天堂大学脳神経内科　サルによるボルタメトリーを用いたDBS	下でのドーパミン測定
西田	洋司	 九州大学大学院	システム生命科学府　カオス理論を用いた新しい神経活動解析法の開発
伊藤	文人	 東北大学大学院医学系研究科　他者の顔に対する価値表象に関わる神経基盤の解明

平成25年度　［採択８件／応募９件］ 採択時の所属を記載
利嶋奈緒子	 九州大学　システム生命科学府
	 ショウジョウバエにおける体内栄養状態に応じたアミノ酸摂食行動の制御機構
坪子	理美	 東京大学大学院　理学系研究科
	 メダカ近交系を用いた視覚刺激依存の驚愕反応特性に影響する遺伝子の探索
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川口	彰子	 名古屋市立大学大学院精神・認知・行動医学分野
	 うつ病に対する修正電気けいれん療法の海馬体積等脳構造による治療効果予測に関する研究
千葉	杏子	 北海道大学大学院生命科学院　神経科学研究室
	 神経軸索輸送を制御するkinesin-1	power	stroke	機構の解析
芦塚あおい	 京都大学医学研究科附属脳機能総合研究センター
	 意味性認知症の症候学と脳機能ネットワーク：MRI	拡散強調画像を用いた意味記憶障害の臨床研究
小野	大輔	 北海道大学大学院医学研究科光バイオイメージング部門
	 概日時計のin	vivo	制御による睡眠・覚醒リズムの評価
西田	知史	 	京都大学	医学研究科	認知行動脳科学分野
	 視覚探索中の刺激選択に関連したニューロン活動に対する神経修飾物質の作用
暮地本宙己	 旭川医科大学　神経細胞体における小胞体関連蛋白の分子局在化機構の解明

平成26年度　［採択３件／応募７件］ 採択時の所属を記載
	 （採択者側の都合により執行できない支援が１	件あり、実質の支援数は２	件）
三輪	秀樹	 群馬大学大学院医学系研究科　極微細内視鏡による深部脳部位の細胞活動イメージング
生友	淳嗣	 神戸大学大学院医学研究科　Rapgef ６	ノックアウトマウスの行動解析

平成27年度　［採択４件／応募４件］ 採択時の所属を記載
三輪	秀樹	 群馬大学大学院医学系研究科　レトロウィルスを用いた成体海馬新生ニューロンの機能解析
村尾	直哉	 九州大学大学院医学研究院　中枢神経系における小胞体品質管理の役割の解明
吉川	雄朗	 東北大学大学院医学系研究科　Chung	モデルを用いた神経因性疼痛の研究
権田	裕子	 東京医科大学	組織・神経解剖学分野
	 大脳皮質における興奮性神経細胞の樹状突起パターニング形成機構の解明

「海外研究室での技術研修や海外での技術習得コース」
平成22年度　実施なし
平成23年度　［採択２件／応募４件］ 採択時の所属を記載
中井	信裕	 京都大学大学院生命科学研究科　自閉症モデルマウスの脳機能解析
	 受入機関：	Cold	Spring	Harbor	Laboratory
相田	知海	 東京医科歯科大学難治疾患研究所　興奮性‐抑制性アンバランス仮説に基づく自閉症モデルマウスの作製
	 受入機関：	Cold	Spring	Harbor	Laboratory

平成24年度　［採択３件／応募５件］ 採択時の所属を記載
中井	信裕	 京都大学大学院生命科学研究科　自閉症モデルマウスにおける興奮・抑制性神経活動の解析
	 受入機関：Weizmann	Institute	of	Science
高橋	宗良	 九州大学大学院システム生命科学府
	 行動下の大規模な多細胞同時記録を可能にする多電極マイクロドライブ設計法の習得
	 受入機関：Department	of	Neuroscience,	University	of	Minnesota
小見	悠介	 理化学研究所脳科学総合センター
	 	光ピンセット法を用いた一分子力学計測による酵母プリオンSup35NM	 モノマーのコンフォメーション空間の

解析
	 受入機関：University	of	California,	Berkeley

平成25年度　［採択３件／応募５件］ 採択時の所属を記載
板倉	由季	 東京大学大学院新領域創成科学研究科
	 ショウジョウバエ幼虫のぜん動運動を制御する神経回路内において新規同定した介在神経細胞の機能解明
	 受入機関：Howard	Hughes	Medical	Institute	Janelia	Farm	Research	Campus
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権田	裕子	 理化学研究所	発生・再生科学総合研究センター　大脳皮質錐体細胞の樹状突起形態形成機構の解明
	 受入機関：INSTITUT	DE	LA	VISION
伊藤	文人	 京都大学こころの未来研究センター
	 Eye	tracker	とtDCS	による埋没費用がもたらす選好の変化に関わる神経メカニズムの検討
	 受入機関：California	Institute	of	Technology

平成26年度　［採択３件／応募４件］ 採択時の所属を記載
鈴木	実佳	 大阪大学大学院生命機能研究科　能動的視覚情報処理における注視行動に影響を与える要因の探索
	 受入機関：Juelich	Research	Center
Dwi	Wahyu	Indriani　生理学研究所　L-DOPA	induced	dyskinesia	in	６-OHDA	treated	mice
	 受入機関：Basal	Ganglia	Pathophysiology	Unit,	Dept.	Experimental	Medical	Science,	Lund	University
内田	周作	 山口大学医学部附属病院　記憶形成の強度を制御する新たな分子経路の同定
	 受入機関：Rutgers	University

平成27年度　［採択３件／応募４件］ 採択時の所属を記載
大高	雅貴	 慶應義塾大学大学院理工学研究科　コモンマーモセットを用いた運動野神経細胞の運動学習に伴う応答変化の解析
	 受入機関：Inscopix,	Inc.
相田	知海	 東京医科歯科大学　CRISPR	を用いた革新的遺伝子改変技術の開発
	 受入機関：	Cold	Spring	Harbor	Laboratory
長沼	史登	 東北大学大学院医学系研究科機能薬理学分野　ヒスタミン神経系による睡眠制御機構の解明
	 受入機関：Harvard	Medical	School

「新研究法・新分野・新研究領域開拓のための研究会支援」
平成22年度　［採択５件／応募８件］ 採択時の所属を記載
関　	和彦	 国立精神・神経医療研究センター　神経研究所　第四回Motor	Control	研究会
吉田	正俊	 生理学研究所　認知神経科学の先端　身体性の脳内メカニズム
鮫島	和行	 玉川大学脳科学研究所　計算神経科学オータムスクール　ASCONE	2010
松田	哲也	 玉川大学脳科学研究所　第10	回生理学若手サマースクール「社会的意志決定メカニズム」
星　	英司	 玉川大学脳科学研究所　行動制御における脳領域間の機能連関

平成23年度　［採択７件／応募９件］ 採択時の所属を記載
土谷	尚嗣	 JST	さきがけ専任（ATR、理研）　注意と意識の神経生理学
橋本	亮太	 大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医科大学連合小児発達学研究科
	 第二回脳表現型の分子メカニズム研究会
酒井誠一郎	 東北大学生命科学研究科　第１回　オプトジェネティクス講習会
鮫島	和行	 玉川大学脳科学研究所　計算神経科学オータムスクール	ASCONE	2011
高鶴	裕介	 群馬大学大学院　第一回伊香保BS	の会
田中	真樹	 北海道大学　生理研研究会「グローバルネットワークによる脳情報処理」
宇賀	貴紀	 順天堂大学　第11回生理学若手サマースクール「高次脳機能研究の先端技術」

平成24年度　［採択９件／応募11件］ 採択時の所属を記載
小川　	正	 京都大学大学院医学研究科　認知神経科学の先端「	推論」の脳内メカニズム
本城	達也	 東北大学生命科学研究科　第２回　オプトジェネティクス講習会
門松	健治	 名古屋大学医学系研究科　軸索再生クラブ
山中	章弘	 名古屋大学環境医学研究所　光操作研究会　動作原理の理解と行動制御への応用
宇賀	貴紀	 順天堂大学　第12回生理学若手サマースクール「脳の時間」
鮫島	和行	 玉川大学脳科学研究所　計算神経科学オータムスクール	ASCONE	2012



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク184

総括支援活動

山岸　	覚	 浜松医科大学　包括的神経グリア研究会	2013
内藤	栄一	 NICT	脳情報通信融合研究センター　ヒューマンパフォーマンス研究会
田中	真樹	 北海道大学　グローバルネットワークによる脳情報処理

平成25年度　［採択７件／応募10件］ 採択時の所属を記載
（採択者側の都合により執行できない支援が１	件あり、実質の支援数は６	件）
篠本　	滋	 京都大学理学研究科
	 	Workshop	on	statistical	analysis	of	neurophysiological	and	clinical	data（神経生理学および医療データ

の統計解析）
野村　	真	 京都府立医科大学大学院神経発生生物学
	 Molecular	and	Cellular	Mechanisms	of	Brain	Development	and	Evolution
細島	頌子	 東北大学生命科学研究科　第３回オプトジェネティクス講習会
美馬	達哉	 京都大学　Conference	on	Neural	Oscillation
畠山　	淳	 熊本大学発生医学研究所　熊本シンポジウム2013
宇賀	貴紀	 順天堂大学　第13	回生理学若手サマースクール「光計測と操作による先端脳研究」

平成26年度　研究集会委員と合同実施
平成27年度　研究集会委員と合同実施
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データベース委員会

　包括脳データベース委員会では、包括脳ネットワークに関
する情報の発信・共有のため、各種ウェブサイトの作成や運
営・管理、技術リソースのデータベースの構築等を行った。
また、科学コミュニケーションの一環として、脳・神経科学
者コミュニティだけでなく、広く一般の方々に向けた情報公
開を行った。

１．ウェブサイトの運営・管理
1）  包括脳ネットワークホームページ

 https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/
　包括脳ネットワークに関する情報発信のため、ホーム
ページを作成し、運営・管理を行った。登録会員数は6年
間で2,203名、閲覧数は平成27年度末までに73000件を超
え、情報の公開・閲覧用サイトとして十分に活用された。ま
た、研究者の研究内容・業績を公開しているresearchmap
（http://researchmap.jp/）と連携し、技術支援への応募
やワークショップ等への参加登録の簡素化を行った。
2）神経科学者SNS

 https://neurosci-sns.nips.ac.jp/
　研究者同士のコミュニケーションの場として、神経科学者
SNSを立ち上げ、運用を行った。平成27年度末までに1650
名の研究者が同SNSを利用した。研究者間の交流をはじめ、
情報の蓄積、公開を行う場として利用された。

２．技術リソースのデータベースの構築
1）  マウス表現型データベースの公開

http://www.mouse-phenotype.org/
　リソース・技術支援拠点「系統的脳機能行動解析」では理
化学研究所神経情報基盤センターと連携して、支援で得られ
た各種遺伝子改変マウスの行動表現型をデータベース化し、
生データの公開を行った。
2）リソース技術開発支援、リソースデータ公開;	https://
cbsn.neuroinf.jp/
　リソース・技術支援の成果として1）作製したトランスジェ
ニックラットのリスト、2）	作製したショウジョウバエのリ
スト、3）脳活動計測・操作のための集積型素子とソフトウ
エアの公開を行った。

３．科学コミュニケーション
1）一般向けホームページ
 https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id=1349
　脳科学研究の意義をより深く理解していただくことを目指
し、一般向けのホームページの開設・運営を行った。平成
23年12月の開設時より、平成27年度末23000件を超える
アクセスがあった。
2）ソーシャルネットワーク・動画サイトによる情報提供
　公開講演やシンポジウムの際には、Ustreamによる配信
を行った。またそれらの動画を、youtubeにて公開した。	
また、Facebook、twitterを積極的に使用し、包括脳ネッ
トワークの活動等の情報提供を行った。

委員長（任期）
宮川 剛（2010-2015）
藤田保健衛生大学総合医科学研究所
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■ 支援実績
WEBサイトの運用

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/	 https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id＝1349
研究者向けホームページ	 一般向けホームページ
総会員数：2,203名　アクセス数：730,000件	 アクセス数：23,000件

https://neurosci-sns.nips.ac.jp/	 https://cbsn.neuroinf.jp/
神経科学者SNS	 包括脳プラットフォーム
総会員数：1,648名　アクセス数：830,436件	 アクセス数：210,000件
	 		リソース技術開発支援活動により作成されたリソースを公開し

ています。
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Ustreamによる動画中継
　広報委員企画の市民公開講座・サイエンスコミュニケーション（広報委員会188ページ参照）の他、シンポジウムのイベン
トの配信を行った。
現在も一部の企画はYouTubeで録画した動画の配信を行っている。
https://www.youtube.com/channel/UCvI_3pT24XCnmkLGx90xn3w

包括脳ネットワークニュースレター（数値は平成28年６月時点ダウンロード数）
No.1　平成２２年９月発行「第１回夏のワークショップ特集」5639回
No.2　平成２３年７月発行「第１回：包括脳ネットワーク市民公開シンポジウム」2276回
No.3　平成２３年１０月発行「第２回　夏のワークショップ特別号」3094回
No.4　平成２４年５月発行「サイエンスコミュニケーション」2217回
No.5　平成２４年９月発行「第３回　夏のワークショップ特別号」2573回
No.6　平成２５年１０月発行「第４回　夏のワークショップ特別号」1651回
No.7　平成２７年１月発行「冬のシンポジウム特集号」1538回
No.8　平成２７年３月発行「「包括脳ネットワーク」研究支援特集号」1998回
No.9　平成２８年２月発行「冬のシンポジウム特集号」713回
※227ページにニュースレターを掲載

※	2014年度2015年度はNIJC
の配信技術協力のもと、４回
配信を行った。
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広報委員会

　幅広く脳科学研究を市民に知っていただくための活動とし
て、市民公開講座を１年に１回、計６回行った。平成22年
度は、「脳と心のホントを知ろう」というテーマにて東京で
行った。平成23年度には、サイエンスアゴラ2011の包括脳
ネットワーク	市民公開イベント企画として、【脳について語
ろう、聞いてみよう：脳科学の「料理法」】を行った。平成
24年度は、「ヒトは、なぜ眠るのか　どうして眠れないのか
-脳神経の働きから病気まで-」というテーマにて、生理学研
究所と共催で名古屋で開講した。平成25年度は、「うつのこ
ころのしくみを知る」をテーマに広島市・広島市教育委員会
と共催で広島にて行った。平成26年度は、「高齢者のメンタ
ルヘルス」をテーマに慶應医師会と共催で、東京にて開講し
た。平成27年度は、「脳科学の達人」として神経科学におい
て国内外で活躍する若手・中堅研究者が、それぞれの最新の
研究成果について紹介し、第38回日本神経科学大会と共催
で、神戸にて行った。これらのイベントにおいて、合計で
1000人以上の参加者があり、大変好評であった。
　また、社会に開かれた脳科学研究を深く議論するために、
脳科学以外の分野の一流の専門家に包括脳ネットワークの取
り組みを紹介し、今後の発展のための意見交換を行うという
「サイエンスコミュニケーション」を、平成23年度、25年度、
26年度、27年度の計4回、「社会における脳科学への期待」、

「脳研究の成果を社会に正しく伝えていくために」、「研究者
の社会的役割」などをテーマに行った。医学・医療領域、教
育領域、物理、化学、工学、薬学などの理系分野、法学・経
済・文学・人間科学・倫理などの文系分野、さらに研究費の
ファンディングエージェンシー、知財関連の専門家、官僚な
どや、新聞記者やプロデューサーなどのマスコミ関係者、経
済界からは、会社社長など多彩な分野の専門家を招聘した。
これらの専門家に対して、包括脳の研究者より包括脳の活動
内容を紹介することにより包括脳活動の認知度を上げ、理解
を深めていくこと、および各専門家から個別にコメントをい
ただき、全体におけるディスカッションを行い、今後の包括
脳の活動の方向づけを行うための資料とすることを目的とし
て開催した。サイエンスコミュニケーションにて議論された
内容は、包括脳執行部にて取り上げられ、包括脳ネットワー
ク全体の運営に生かされており、人材育成などの成果に結び
ついたと考えられる。
　これらの市民公開講座やサイエンスコミュニケーションは、
Ustreamによる生中継やYoutubeによる録画配信を行って
おり、包括脳ホームページからアクセスが可能である。

委員長（任期）
白尾 智明（2010-2012）	 橋本 亮太（2013-2015）
群馬大学大学院医学系研究科	 大阪大学大学院連合小児発達学研究科

市民公開講座 サイエンスコミュニケーション
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■ 公開シンポジウム、市民公開講座
脳を科学する－脳の分子から精神現象の理解まで
平成22年11月27日（土）
会　場：東北大学片平キャンパス生命科学プロジェクト研究棟大講義室
丹治	　順（東北大学・脳科学センター長）
　「脳の高次機能を理解する」
山元	大輔（東北大学・生命科学研究科）
　「脳の性差を決める遺伝子」
曽良	一郎（東北大学・医学系研究科）
　「脳をむしばむ覚せい剤」
大隅	典子（東北大学・医学系研究科）
　「脳が生まれ、育っていく仕組み」

脳と心のホントを知ろう　　 Ustream生中継
平成23年２月11日（金）
会　場：東京医科歯科大学M＆Dタワー大講堂
内　容：脳と心の仕組みついて、我々研究者が本当に知っていることは何か？、また
脳と心について我々が理論立てて説明できることは何か？について、脳科学の現場で
研究を行っている真の専門家が、正しく、かつわかりやすく紹介した。
１．池谷裕二（東京大学・薬学系研究科・准教授）
　「ミクロな視点から眺めた脳回路のはたらき」
２．柿木隆介（自然科学研究機構・生理学研究所・教授）
　「脳は不思議がいっぱい！！」
３．銅谷賢治（沖縄科学技術大学院大学・先行研究・代表研究者）
　「学習し進化するロボットから脳と心のしくみに迫る」
４．尾崎紀夫（名古屋大学・医学系研究科・教授）
　「うつ病について、わかっていること、わかる必要があること」
パネリスト
　白尾智明（司会）、池谷裕二、銅谷賢治、柿木隆介、尾崎紀夫、青野由利（毎日新
聞論説委員）

浜松医科大学　第33回（平成23年度）公開講座第４回公開講座ジョイント講演
テーマ　脳を活かして健やかに生きる
平成23年８月20日（土）
会　場：浜松医科大学講義実習棟１階　特別講義室
白尾智明（包括脳ネットワーク対外広報委員長）
　「包括脳ネットワークの紹介」
鍋倉	淳一（自然科学研究機構・生理学研究所・教授）
　「生きている動物の脳を覗く」

前橋市 前橋市まちなかキャンパス
平成23年10月16日（日）
会　場：前橋市	前橋プラザ元気21
内　容：前橋商工会議所が前橋市活性化のために行っている「まちなかキャンパス」にて、市民に向けて講演を行った。
白尾	智明（包括脳ネットワーク対外広報委員長）、
鈴木	義行（群馬大学　准教授）
　「放射線が及ぼす脳への影響と脳腫瘍に対する放射線治療」
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脳について語ろう、聞いてみよう：脳科学の「料理法」　　 Ustream生中継
平成23年11月20日（日）
会　場：産総研臨海副都心センター別館11F会議室
内　容：	なかなか意味が伝わりづらい脳神経科学の概念などを、従来最も多く取られてきた、「科学的な言葉を尽くして説明する」

以外の方法で、非専門家の方々に伝えることの可能性を探るイベントを開催した。様々な手法を得意とするアーティス
トと、脳神経科学者とのコラボレーションによる、作品制作を核とし、制作された作品を披露・鑑賞・評価することに
より、脳科学に対する一般の人々の理解度を上げることを試みた。

話題提供１　坂上	雅道（玉川大学脳科学研究所　教授）
パフォーマンス１　GwaGwa（映像クリエイター）
話題提供２　藤井	直敬（理研BSI　チームリーダー）
パフォーマンス２　文月悠光（詩人）
話題提供３　関野	祐子（医薬品食品衛生研究所薬理部	部長）
パフォーマンス３　坂東	慶一	（グラフィックデザイナー／イラストレーター）
話題提供４　伊佐　	正（生理学研究所　教授）
パフォーマンス４　DJ	ATSUKO（音楽家　COQDO	RECORDS）

脳と心の健康科学
（第35回日本神経科学大会と共催）
平成24年９月15日（土）
会　場：名古屋市・テレピアホール
内　容：	「脳とこころの健康科学」をメインテーマに、「脳」の２大疾患「アルツハイマー

病」「パーキンソン病」と、「こころ」の２大疾患「統合失調症」「気分障害」
の４演題。全講演終了後には質疑応答、総合討論の時間を設定し、会場で募
集した質問・意見に講演者らが答える形式で進めた。

岩坪　	威（東京大学大学院医学系研究科	教授）
　「アルツハイマー病はどこまでわかり、どのような治療戦略が開発されつつあるの
か」
服部	信孝（順天堂大学医学部	教授）
　「パーキンソンン病患者さんにスマイルを！ここまでわかったパーキンソンン病の
病態」
笠井	清登（東京大学大学院医学系研究科	教授）
　「思春期のこころの健康と統合失調症の理解」
尾崎	紀夫（名古屋大学大学院医学系研究科	教授）
　「「うつ」にも色々ある：多様な「うつ」の対処法」

ヒトはなぜ眠るのか、どうして眠れないのか？
－脳・神経の働きから病気まで－

（生理学研究所と共同主催）
平成25年２月24日（日）
会　場：	名古屋市・栄・栄ガスビル	ガスホール
参加者：133名	Ustream視聴：75名
内　容：	ヒトは、なぜ眠るのか、そしてどうして眠れないのか、シンプルながらも未

だ解き明かされない不思議に迫る最先端研究を紹介した。
小泉　	周（生理学研究所	機能協関研究部門	准教授）
　「脳のリズムと目のはたらき		─	イントロにかえて	─」
櫻井武（金沢大学大学院医薬保健学総合研究科　教授）
　「睡眠と覚醒をつくりだす脳のしくみ」
裏出良博（大阪バイオサイエンス研究所	分子行動生物学部門	研究部長）
　「聞いて得する眠りの話」
尾崎紀夫（名古屋大学大学院医学系研究科　教授）
　「「眠れない」と「眠たい」：どう対応すれば良いのか？」

Ustream生中継



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク 191

心といのちを守る
（広島市・広島市教育委員会と共催）
平成25年９月７日（土）
会　場：広島市・アステールプラザ
参加者：約500名	Ustream視聴：41名
内　容：ヒトはうつになったらどうなるのか、うつとこころのしくみを紹介した
和田　	健（広島市立広島市民病院精神科	主任部長）
　「うつ病の基礎知識」
岡本	泰昌（広島大学大学院医歯薬保健学研究院	准教授）
　「脳からみたうつ病の治療」
銅谷	賢治（沖縄科学技術大学院大学神経計算ユニット	教授）
　「こころのしくみをコンピューターで理解する：
　　　　　　　　　　　　　　　　ロボットはうつ病になるか？」
須原	哲也（放射線医学総合研究所分子イメージング研究センター分子神経イメージ
ング研究プログラム	プログラムリーダー）
　「こころの脳内メカニズム」

高齢者のメンタルヘルス
（第25回慶應医師会共同企画）
平成26年５月31日（土）
会　場：北里講堂（慶應義塾大学医学部	北里記念医学図書館２階）
参加者：315名	Ustream視聴：74名
内　容：	臨床医の先生方から高齢者のメンタルヘルスをテーマに最先端研究の紹介を

交えながら参加者へ向けて講演した。
伊東	大介（慶應義塾大学医学部	神経内科学	講師）
　「認知症をうたがったら（認知症の臨床）」
三村	　將（慶應義塾大学医学部　精神神経科学　教授）
　「高齢者のうつ病で気をつけたいこと（老年期うつ病の臨床）」
岩坪	　威（東京大学大学院　医学研究科　神経病理学分野　教授）
　「認知症を治療したい（認知症の最先端研究）」
高尾	昌樹（東京都健康長寿医療センター神経病理学研究

（高齢者ブレインバンク）研究部長）
　「研究をささえるネットワーク作りのご紹介（脳バンクの紹介）」

脳科学の達人
（第38回日本神経科学大会市民公開講座共催）
平成27年７月31日（金）
会　場：神戸国際会議場	メインホール
内　容：	本公開講座「脳科学の達人」は、一般の方々に最新の神経科学分野の興奮と

魅力を伝えることを目的として開催した。ストーリーテリング形式のプレゼ
ンテーションで行うことにより、普段目にする論文などの研究内容のみでな
く、その裏にある講演者のマインドやパッションを聴衆に伝えることを目指
した。

林（高木）朗子（東京大学大学院医学系研究科・特任講師）
　「青い光で記憶を消す　～心の仕組みとその基盤～」
小林	克典（日本医科大学薬理学・准教授）
　「脳細胞は若返る　−抗うつ薬の作用メカニズム解明を目差して-」
土谷	尚嗣（モナシュ大学・准教授）
　「意識経験はどのような神経メカニズムによって支えられているのか？」
池谷	裕二（東京大学	薬学部・教授）
　「私が感じているこの世界は本物か」

Ustream生中継
Youtube配信中

Ustream生中継
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Ustream生中継
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総括支援活動

■ サイエンスコミュニケーション
サイエンスコミュニケーション －社会における脳科学への期待－
平成24年３月４日（日）
会　場：ホテルラフォーレ新大阪	19階	ミーティングルーム
内　容：		医学・医療領域、教育領域、物理・化学などの理系分野、法学・経済・文学・人間科学などの文系分野の専門家に対し

て、包括脳の研究者より紹介することにより包括脳活動の認知度を上げ、理解を深めていくこと、および各専門家から
個別にコメントをいただき、全体におけるディスカッションを行い、今後の包括脳の活動の方向づけを行うための資料
とすることを目的として開催した。

司　会：橋本 亮太
発表者：木村 實、高田 昌彦
各分野の専門家
井上	敏明　（六甲カウンセリング研究所）
井村	　修　（大阪大学人間科学研究科）
入江	幸男　（大阪大学文学研究科）
牛田	享宏　（愛知医科大学学際的痛みセンター）
梶本	興亜　（京都大学）
高橋	憲明　（大阪大学/日本物理教育学会）
萩原	一平　（NTT	データ経営研究所）
日垣	慶子　（大阪府学校保健会養護教諭部会）
増田	　豊　（明治大学法学研究科）
森重健一郎	（岐阜大学医学部）

サイエンスコミュニケーション －社会における脳科学への期待－
平成25年年９月１日（日）
会　場：名古屋国際会議場　会議室432（４号館３階）
内　容：	「研究者は社会とどのように関わっていくべきか」
　　　　	「科学は人の心が関与する問題をどう説明できるか」
　　　　		の視点からの議論を行いました。他領域からみた脳科学についての期待、あるいは批判をいただくことで、科学と社会

のよりよい関係について考えた。
司　会：坂井	克之
発表者：高田	昌彦
各分野の専門家
有本	建男（政策研究大学院大学）
加藤	和人（大阪大学医学系研究科）
香坂	　玲（金沢大学人間社会環境研究科）
中林	哲夫（医薬品医療機器総合機構）
彦坂	和秀（愛知県立岡崎高校）
美宅	成樹（豊田理化学研究所）

サイエンスコミュニケーション －脳研究の成果を社会に正しく伝えていくために－
平成26年年12月13日（土）
会　場：東京医科歯科大学　M&Dタワー鈴木章夫記念講堂
内　容：			「脳研究の成果を正しく社会に伝えていくために」というテーマで、そのために研究者はどのようにしたらよいのか、

また、研究成果をわかりやすく社会に還元する結果として、社会の脳研究リテラシーを高めるにはどうすべきか、考え
を深める。議論の中には、近年増加していると言われる研究不正の問題や、中学・高校生の興味を掻きたてて将来の研

Ustream生中継 Youtube配信中
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究者を育てるといった話題にふれた。
司　会：等　誠司
発表者：高田	昌彦
各分野の専門家からのコメント
小泉	　周（自然科学研究機構	研究力強化推進本部）
狭間	研至（ファルメディコ株式会社）
星野	達也（株式会社ナインシグマ・ジャパン）
本田	圭子（株式会社東京大学TLO）
信原	幸弘（東京大学	総合文化研究科	科学史・科学哲学）

サイエンスコミュニケーション －研究者の社会的役割－
平成27年12月19日（土）
会　場：一橋大学一橋講堂	学術総合センター２F
内　容：		「研究者の社会的役割」というテーマで、研究者の社会的役割とは何か、研究者は社会とどのように関わっていくべきか、

そのために研究者はどのようにしたらよいのか、考えを深めた。
司　会：中澤	敬信　	
発表者：木村	實、高田	昌彦
各分野の専門家からのコメント
安西	智宏（東京大学）
梶井	　靖（ノバルティスファーマ株式会社）
久保	健一（NHK）
嶋田	一義（JST）
山岸	俊男（一橋大学）
横山	恭子（上智大学）

Ustream生中継 Youtube配信中
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倫理委員会

　ヒトを対象とした脳研究および動物を対象とした脳研究に
おいては種々の倫理問題が存在し、各研究機関での倫理委員
会や動物実験委員会等において実験計画が審議・承認される
必要がある。倫理委員会は、脳研究が関連省庁で定められた
法規や学会で定められたガイドライン等に従って遂行される
ための活動を行うことを目的とした。
包括脳の実施期間では、大きな倫理問題は生じなかったが、
現状では以下のような課題があると思われる。

１．		疾患に関するゲノム研究の国際的なコンソーシアムに参
加する際に、公開を条件としてデータの提出を求められ
ることがある。このような場合、ヒトゲノム研究者に塩
基配列情報から個人が特定されない等の個人情報の保護
に関する取組が必要である。

２．		動物愛護管理法等の法規制が焦点となる動物実験におい
て、従来のような大学教員・研究者等による取り組みだ
けでは不十分な可能性があり、専任のロビイストの登用
等も考慮すべきかもしれない。また、従来以上に動物実
験を行う研究機関、組織間の情報共有・連携が必要とな
ると思われる。

３．		研究機関等における動物実験等の基本指針への適合性に
関し外部検証が必要となるが、これまで既存の組織（国
立大学法人動物実験施設協議会・公私立大学動物実験施
設協議会・厚生労働省関係研究機関動物実験施設協議会
等）に参加していない研究機関等での動物実験に対する
外部検証を行うことが重要である。

４．		人工ヌクレアーゼ（ZFN,	TALEN）やCRISPR/Casシス
テム等のゲノム編集技術による遺伝子改変動物作製・利
用が急速に進んでいる。ゲノム編集により作製した遺伝
子改変動物には、従来の遺伝子組換え生物ご同様の取り
扱いをするものがある（外来遺伝子を持つ動物）。一方で、
外来遺伝子を持たない変異動物についても各研究機関の
遺伝子組換え実験安全委員会等への届け出等、ゲノム編
集技術で作製した動物であることの情報の提供が必須で
ある。

５．		霊長類を用いた動物実験に関しては、飼育環境（個別飼
育と複数頭飼育、ケージサイズ等）、遺伝子改変やキメ
ラ作製（異種間キメラの作製、重篤な疾患モデル動物の
作製等）、動物の輸送（実験動物の空輸等）等での議論
があり、欧米での動向を注視すると同時に、一般市民へ
の理解を得る必要がある。

委員長（任期）
饗場 篤（2010-2015）
東京大学大学院医学系研究科

総括支援活動
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包括脳ネットワークと連携し活動を行った新学術領域のリスト

領域代表名 所属 研究領域名 領域略称名 HP 研究期間

飯野　雄一 東京大学・大学院理学系
研究科

神経系の動作原理を明らかにす
るためのシステム分子行動学 分子行動学

http://molecular-ethology.
biochem.s.u-tokyo.ac.jp/
molethojp/data/

平成20 ～24年度

柿木　隆介 生理学研究所･統合生理
研究系

学際的研究による顔認知メカニズ
ムの解明 顔認知 http://www.nips.ac.jp/ka-

oninchi/ 平成20 ～24年度

津田　一郎 北海道大学・電子科学研
究所

ヘテロ複雑システムによるコミュ
ニケーション理解のための神経機
構の解明

伝達創成機構 https://dynamicbrain.neu-
roinf.jp/hetero/ 平成21～25	年度

岡澤　　均 東京医科歯科大学・難治
疾患研究所

シナプス・ニューロサーキットパ
ソロジーの創成 シナプス病態 http://www.tmd.ac.jp/mri/

shingakujutu/ 平成22～26年度

能瀬　聡直 東京大学・大学院新領域
創成科学研究科

メゾスコピック神経回路から探る
脳の情報処理基盤領 メゾ神経回路 http://www.meso-neuro-

circuitry.jp/ 平成22～26年度

小松　英彦 生理学研究所・生体情報
研究系

質感認知の脳神経メカニズムと
高度質感情報処理技術の融合的
研究

質感脳情報学 http://shitsukan.jp/ 平成22～26年度

山森　哲雄 基礎生物学研究所・脳生
物学研究部門

神経細胞の多様性と大脳新皮質
の構築 大脳新皮質構築 http://www.md.tsukuba.

ac.jp/neocortex/ 平成22～26年度

宮田　卓樹 名古屋大学・大学院医学
系研究科

動く細胞と場のクロストークによ
る秩序の生成 動く細胞と秩序

http://sci-tech.ksc.kwan-
sei.ac.jp/d_biosci/cross-
talk/

平成22～26年度

高橋　淑子 京都大学・大学院理学研
究科

血管ー神経ワイヤリングにおける
相互依存性の成立機構 血管と神経 http://develop.zool.kyo-

to-u.ac.jp/neurovascular/ 平成22～26年度

高橋　良輔 京都大学・大学院医学研
究科

脳内環境：恒常性維持機構とそ
の破綻 脳内環境

http://www.neurol.med.
kyoto-u.ac.jp/brainenviron-
ment/

平成23～27年度

門松　健治 名古屋大学・大学院医学
系研究科

統合的神経機能の制御を標的と
した糖鎖の作動原理解明 神経糖鎖生物学 http://shinkei-tosa.net/ 平成23～27年度

笠井　清登 東京大学・医学部附属病
院

精神機能の自己制御理解にもと
づく思春期の人間形成支援学 自己制御精神 http://npsy.umin.jp/amsr/

index.html 平成23～27年度

銅谷　賢治 沖縄科学技術大学院大
学

予測と意思決定の脳内計算機構
の解明による人間理解と応用 予測と意思決定 http://www.decisions.jp/ 平成23～27年度

喜田　　聡 東京農業大学・応用生物
科学部

マイクロエンドフェノタイプによ
る精神病態学の創出 マイクロ精神病態 http://microend.umin.

ne.jp/ 平成24年度～28年度

長谷川壽一 東京大学・大学院総合文
化研究科 共感性の進化・神経基盤 共感性 http://www.empathet-

icsystems.jp/ 平成25年度～29年度

池中　一裕 生理学研究所・分子生理
研究系

グリアアセンブリによる脳機能発
現の制御と病態 グリアアセンブリ http://square.umin.ac.jp/

glialassembl/ 平成25年度～29年度

北澤　　茂 大阪大学・大学院生命機
能研究科

こころの時間学　―現在・過去・
未来の起源を求めて― こころの時間学 http://mental_time.umin.

jp/ 平成25年度～29年度

齊藤　　実
東京都医学総合研究所・
運動・感覚システム研究
分野

多様性から明らかにする記憶ダイ
ナミズムの共通原理 記憶ダイナミズム http://memory-dynamism.

jp/ 平成25年度～29年度

小林　和人 福島県立医科大学・医学
部・教授

行動適応を担う脳神経回路の機
能シフト機構 適応回路シフト http://www.fmu.ac.jp/acs/ 平成26 ～30年度

祖父江　元 名古屋大学・医学系研究
科・教授 脳タンパク質老化と認知症制御 脳タンパク質老化 http://www.protein-de-

mentia.jp/ 平成26 ～30年度

太田　　順 東京大学・人工物工学研
究センター・教授

脳内身体表現の変容機構の理解
と制御 身体性システム http://embodied-brain.

org/ 平成26 ～30年度

南部　　篤 生理学研究所・総合生理
研究系

非線形発振現象を基盤とした
ヒューマンネイチャーの理解 オシロロジー http://www.nips.ac.jp/os-

cillology/ 平成27～31年度

西田　眞也 NTTコミュニケーション
科学基礎研究所

多様な質感認識の科学的解明と
革新的質感技術の創出 多元質感知 http://shitsukan.jp/ISST/ 平成27～31年度

富永　真琴
自然科学研究機構・岡崎
統合バイオサイエンスセ
ンター

温度を基軸とした生命現象の統
合的理解 温度生物学 http://www.nips.ac.jp/

thermalbio/ 平成27～31年度

※研究期間当時の所属を記載
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新学術領域研究 連携し開催したシンポジウム・ワークショップ

 平成22年度夏のワークショップ 
■柿木領域
学際的研究による顔認知メカニズムの解明

７月27日（火）13:00〜18:40
第６班（工学班）
自己顔における動的表情の認知・認識とその応用
　鈴木健嗣（筑波大学）
発話志向態度の表現と理解─「話したい／聞きたい」の表情
を探る
　湯浅将英（東京電機大学）

第４班（心理班）
顔認知における時空間情報の解明
　蒲池みゆき（工学院大学）
顔認知における自人種および正立顔バイアス
　永井聖剛（産総研）
顔認知の発達
　山口真美（中央大学）

第３班（臨床班）
顔表面の陰影が顔の知覚と印象形成に与える影響：臨床から
の示唆
　小山慎一（千葉大学）
自閉性障害の表情認知における脳機能画像
　福島順子（北海道大学）
自己顔・他者顔認知における脳波律動と脳血流変動
　稲垣真澄（国立精神・神経センター）
レビー小体病におけるパレイドリア：顔の錯視の誘発
　森　悦郎（東北大学）

第２班（電気生理班）
多次元的視覚刺激による顔認知研究
　飛松省三（九州大学）
フィードバック刺激としての顔表情と社会的参照の発達
　開　一夫（東京大学）

７月28日（水）９:00〜12:15
第５班（動物班）
サル下側頭葉視覚連合野における機能構造の階層性と顔の表
現
　谷藤	　学（理化学研究所）
顔知覚様式の比較発達学的研究
　足立幾磨（京都大学）
サル前部下側頭皮質における顔の連合記憶のニューロン表現
　永福智志（富山大学）

第１班（画像班）
側頭葉顔領域の活動に与える顔の向きの影響
―3T	fMRI	研究―
　飯高哲也（名古屋大学）
触覚による顔認知の神経基盤─晴眼者と視覚障害者の比較─
　北田　亮（生理学研究所）
顔の認知・記憶における人物の内面的な印象の影響を媒介す
る脳内機構の解明
　月浦　崇（東北大学）

■津田領域
ヘテロ複雑システムによるコミュニケーション理解のための
神経機構の解明

７月27日（火）13:00〜18:00
A01G１	津田一郎
動的脳の情報創成とカオス的遍歴
A01G２	西浦廉政
２足歩行システムの環境適応性に対する数理的アプローチ
ディスカッション（35分間）
B01G１山口陽子
認知機能を制御する脳のリズム回路の多層構造
B01G２相原威
内因性コリン作動性入力のボトムアップ情報統合への影響
B01G３	奥田次郎
行動予定の脳機構
B01G４	水原啓暁
脳波による動的な皮質ネットワーク形成
ディスカッション（35分間）

７月28日（水）９:00〜12:00
C01G１中村克樹
乳幼児の注視点の解析	―絵本読み聞かせ時の場合―
C01G２大森隆司
役割分担の発生の脳過程の理解に向けてのアプローチ
C01G３橋本敬
生成的コミュニケーションと進化	
C01G４	阪口豊
間欠的制御モデル：連続的運動を分節して実行する脳の運動
制御メカニズム
ディスカッション（20分間）
全体討論（40分間）

 平成23年度夏のワークショップ 
■柿木領域



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク198

新学術領域研究 連携し開催したシンポジウム・ワークショップ

学際的研究による顔認知メカニズムの解明

８月21日（日）８:30〜18:30
A06-01	鈴木健嗣
自己顔の動的表情認知の理解による人支援技術・化粧法への
応用
A06-02	岡田真人
多点計測データの次元選択と圧縮
A06-03	金子正秀
異なるカテゴリーの顔間の特徴・印象の定量的分析に基づく
顔認知要因の解明
A06-04	石井雅樹
自己写像特性による表情の物理・心理的関係の定量化に関す
る検討
A06-05	中野有紀子
視線情報に基づく会話参加状況の推定
A06-06	武川直樹
微妙な表情によるコミュニケーション分析と表情認識システ
ムの構築
A06-07	小森政嗣
幾何学的形態測定手法による顔の感性モデルの構築
A06-08	赤松茂
工学的手法による顔認知機能解明へのアプローチ
A05-01	田村了以
サル海馬による対象アイデンティティーの神経表現
A05-02	川合伸幸、香田啓貴
魅力的な顔に関する比較認知科学的研究
A05-03	足立幾磨、Christoph	Dahl
顔知覚様式の霊長類的基盤への比較発達学的アプローチ
A05-04	Manabu	Tanifuji,	Chia-pei	Lin,	Takayuki	Sato,	
Chou	P.	Hung
下側頭葉視覚連合野TEにおける顔カラムのサブストラク
チャーの解明
A05-05	一戸紀孝、坂野拓、鈴木航
神経ネットワークに基づく“社会的な顔認知”メカニズムの解
明
A05-06	菅生康子、松本有央
側頭葉の階層的な情報処理のメカニズムと顔認知における役
割
A05-07	永福智志、中田龍三郎
ヒトとニホンザルによる顔の視覚探索課題
A04-01	松宮一道
触覚刺激が視覚顔残効に与える影響
A04-02	横澤一彦、金谷翔子
顔と声の整合性が多感覚的な空間認知に与える影響
A04-03	野村理朗、日道俊之
顔表情の認知プロセスに及ぼす遺伝子・環境の相互作用機序
の解明

A04-04	中野珠実、加藤進昌、北澤茂
対面コミュニケーションにおける瞬目引き込み現象	―健常
者と自閉症スペクトラム症候群の比較
A04-05	鶴原亜紀、仲渡江美、大塚由美子、金沢創、山口真美、
Harold	Hill
立体としての「顔」・空間の中の「顔」の知覚に関する発達
的研究
A04-06	河原純一郎
顔および社会的情報が関わる場面での注意制御とそのメタ認
知
A04-07	山口真美
顔認知の発達

８月22日（月）８:30〜17:00
A03-01	森悦朗、横井香代子、内山信、西尾慶之
パーキンソン病のパレイドリア現象と安静時局所脳代謝
A03-02	川久保友紀
成人期のアスペルガー障害の表情模倣に関わる神経基盤の解
明とその可塑性
A03-03	土居裕和、赤松茂、中根秀之、篠原一之
前駆期統合失調症における顔認知・表情表出の疾患特異性
A03-04	山本淳一、松田壮一郎、熊仁美、加藤愛理
自閉症児の顔認知による早期アセスメントと早期発達支援
A03-05	河村満、小早川睦貴、鶴谷奈津子、杉本あずさ、
二村明徳
顔認知コミュニケーションの神経基盤の臨床神経心理学的検
討
A03-06	中村みほ　平井真洋
ウィリアムズ症候群およびその他の先天異常症候群における
顔認知等の検討
A03-07	稲垣真澄、北洋輔
自閉症スペクトラム障害児における自己顔認知の特徴：脳血
流と視線の解析
A02-01	鎌田恭輔
皮質電位、機能画像融合による表情認知ネットワークの解明
A02-02	辻本悟史
社会的情報を含めた「顔」の記憶の神経機構
A02-03	飛松省三
多次元的視覚刺激による顔認知研究
A02-04	三木研作
脳磁図、脳波を用いた表情変化に対する認知過程の解明
A01-01	杉浦元亮、蓬田幸人、間野陽子、佐々祐子、神原利宗、
関口敦、川島隆太	視線処理の神経基盤：社会的シグナルの
検出から心の理論まで
A01-02	守田知代、田邊宏樹、佐々木章宏、島田浩二、
定藤規弘、柿木隆介
他者の存在が自己顔認知へ与える影響に関する神経基盤
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A01-03	仲渡江美、金沢創、山口真美、柿木隆介
NIRSによる乳幼児の顔認知の発達過程の研究
A01-04	北田亮
表情模倣の神経基盤−視覚障害者と晴眼者の比較−
A01-05	 Tetsuya	 Iidaka,	Motohide	Miyahara,	Tokiko	
Harada,	Ted	Ruffman,	Norihiro	Sadato
Functional	connectivity	between	amygdala	and	facial	
regions	involved	in	recognition	of	facial	threat

■飯野領域
シンポジウム「報酬系・罰系とモノアミンシグナル伝達」
“Reward and aversive information processing and 
monoamine signaling”

８月22日（月）11:00〜16:00
Positive	and	negative	 reward	coding	 in	 the	primate	
dorsal	raphe	nucleus
Kae	Nakamura	（Kansai	Medical	University）

Repulsive	odor	 learning	regulated	by	dopamine	sig-
naling	in	worms
Kotaro	Kimura	（Osaka	University）

Dopamine	counteracts	octopamine	signaling	to	regu-
late	CREB	activation	and	
acetylcholine	signaling	in	C.	elegans.
Satoshi	Suo	（University	of	Tokyo）

Roles	of	dopamine,	serotonin	and	other	transmitters	
systems	in	reward:	Implications	
of	intracranial	injection	studies	on	drug	abuse
Satoshi	Ikemoto	（NIH/NIDA/IRP）

Odor-evoked	 innate	and	 learned	fear	responses	are	
controlled	by	distinct	neuronal	
mechanisms
Ko	Kobayakawa	（Osaka	Bioscience	Institute）

The	painless	TRP	channel	 is	 required	 for	aversive	
courtship	memory	in	Drosophila
Takaomi	Sakai	（Tokyo	Metropolitan	University）

Augmented	cognitive	training
Tim	Tully	（DART	Neuro	Science	LLC）

■小松領域・柿木領域・津田領域
新学術領域合同シンポジウム

「リアリティを生み出し現実世界と関わる脳の働き」

８月24日（水）９:00〜17:00
脳は質感をどう捉えるか：感性の計算論的理解に向けて
　本吉　勇	（NTTコミュニケーション科学基礎研究所）	
脳のリズムとコミュニケーション
　山口陽子（理化学研究所　脳科学総合研究センター）
顔認知のメカニズムと発達
　山口真美　（中央大学）
脳情報復号化を用いた高次知覚へのアプローチ
　宮脇陽一（ATR　脳情報通信総合研究所）
自閉症児は世界をどのように見ているか
　中村克樹	（京都大学　霊長類研究所）
コンピュータビジョン技術による質感のモデル化
　佐藤いまり	（国立情報学研究所）

特別講演　
視覚選好判断の行動・神経対応
　下條信輔	（カリフォルニア工科大学）

顔の記憶における情動・社会的認知の効果とその脳内機構
　月浦　崇	（京都大学）
質感情報の脳内表現を探る
　小松英彦（生理学研究所）

 平成24年度夏のワークショップ 
■岡澤領域

「シナプス病態」班会議

７月24日（火）13:00〜17:00
A01　	
発達障害・変性疾患のシナプスダイナミックパソロジーの解
明
　岡澤　均	
オプトジェネティクスを用いた神経活動依存的なAβ分泌の
検討
　岩坪　威
黒質ドパミン神経細胞におけるプロテインホスファターゼ１
によるCaMKIIδβ	核内移行制御機構の解明
　塩田倫史
孤発性ALSにおけるRNA編集酵素活性制御異常の分子病態の
解明
　郭　伸
DISC1/Neuregulin-1とシナプス形成
　森　大輔
ストレスホルモン曝露に伴うシナプス形成・可塑性障害の分
子メカニズム
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新学術領域研究 連携し開催したシンポジウム・ワークショップ

　祖父江憲治
細胞内膜系調節によるシナプス制御の分子機構
　白根道子　
ヒト脳神経疾患を惹起するシナプス関連分子異常探索
　松本直通
細胞内Aβオリゴマーによるシナプス・細胞障害とtauとの
相互作用
　富山貴美
電気けいれん刺激による非成熟型シナプス表現型の誘導
　小林克典
遺伝性側頭葉てんかんのシナプス病態、神経回路病態の解明
　深田優子
結節性硬化症におけるスパイン形成障害の分子病態
　山形要人
母体の食変化と子の脳機能発達に関する病態神経科学研究
　和田圭司
神経変性疾患におけるシナプス機能異常に着目した神経機能
障害メカニズムの解明
　永井義隆
IL １RAPL １によるシナプス形成調節と精神遅滞・自閉症の
発症機構の解明	
　吉田知之
前シナプス膜とグリア膜直下のセプチン細胞骨格の破綻を伴
う精神・神経疾患病態の解析
　木下　専

A02　	
選択的ニューロン病態解析法の開発・展開
　貫名信行
運動ニューロン疾患におけるニューロサーキット変性の病態
解明と治療法開発
　勝野雅央
晩発性パーキンソン病原因遺伝子産物タンパク質ネットワー
クの包括的解析
　今居　譲
ALSの診断と治療のための運動ニューロン変性のメカニズム
解明
　西頭英起
ALS患者皮膚におけるTDP-43の発現について
　横田隆徳
運動障害と認知障害を切り分けるパーキンソン病のサーキッ
トパソロジー
　高田昌彦
シスタチンFを介するグリア細胞間クロストークと脱髄性疾
患
　池中一裕
自閉症モデルマウスを用いた発症メカニズムの解明
　定方哲史

αシヌクレイン線維の脳内接種は野生型マウス脳にレビー小
体様病理を形成させる
　長谷川成人
ニューロサーキット異常をきたす新規てんかんの原因遺伝子
の解析とその病態解明
　星野幹雄
ゲノムの転写構造変化によるシナプス形成障害
　山下俊英
発達臨界期の環境がストレス応答および性機能制御回路にお
よぼす作用とその破綻
　河田光博

A03　	
行動動物脳深部神経回路の可視化技術の開発と神経回路の生
理・病理下での安定性の研究
　林　康紀
人工多能性幹細胞作製技術を応用した神経変性疾患細胞機
能・回路異常病理の解明
　井上治久　
シナプス関連分子の機能解析を促進する新手法の開発
　平野丈夫
血管内投与型AAVベクターによる神経変性疾患の病態解析
　村松慎一
疾患特異的ヒトiPS細胞を用いたパーキンソン病の病態解析
　岡田洋平
疾患患者由来iPS細胞の神経系分化誘導による中枢神経発達
障害の病態解析
　山本俊至
血管内投与型ウイルスベクターを用いたアルツハイマー病の
遺伝子治療
　岩田修永

■山森領域・能瀬領域
「大脳新皮質構築」「メゾ神経回路」合同ワークショップ

７月24日（火）13:00〜17:00
開会あいさつおよび第一部「分子から回路へ」を始めるにあ
たって
領域代表　山森哲雄

第一部「分子から回路へ」
霊長類大脳皮質領野特異的発現遺伝子の機能と発現制御機構
　山森哲雄（基生研）
神経幹細胞の維持と分化における遺伝子発現振動の意義
　影山龍一郎（京都大）
神経系細胞におけるメチル化DNA結合タンパク質MeCP ２
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の新規機能
　中島欽一（奈良先端大）
大脳新皮質抑制性介在ニューロンの移動終了とその制御のメ
カニズム
　村上富士夫（大阪大）
統合失調症発症脆弱性因子DISC1の神経発生での役割
　貝淵弘三（名古屋大）
遺伝学的摂動を用いた樹状突起ジオメトリーの演算原理の追
究
　上村　匡（京都大）
神経細胞の個性を生みだす分子メカニズム
　八木　健（大阪大）
神経活動依存的な軸索分岐の分子機構
　山本亘彦（大阪大）

7月25日（水）9:00〜12:00　13:30〜15:00
パルブアルブミン発現皮質神経細胞の樹状突起・細胞体コン
パートメントに対する、細胞種特異的抑制性シナプス入力
　日置寛之（京都大）
精神遅滞と自閉症の原因分子IL １RAPL １は大脳皮質神経細
胞のシナプス形成を制御する
　三品昌美（立命館大）

第二部　「optical	physiology」
光生理学を用いたショウジョウバエ運動回路の機能解剖
　能瀬聡直（東京大）
Optogeneticsによる線虫神経回路の解析
　森　郁恵（名古屋大）
メゾ神経回路オプトジェネティクス解析のための多点並列光
刺激システム
　八尾　寛（東北大）
大脳メゾ回路におけるシナプス情報統合の研究
　松崎政紀（基生研）
大脳新皮質第５層の機能的微細秩序構造
　細谷俊彦（理研BSI）
メゾスコピック脳回路における光学測定
　池谷裕二（東京大）
様々な神経細胞の活動制御と行動発現
　山中章弘（名古屋大）

■岡澤領域・高橋（良）領域・笠井領域
「シナプス病態」「脳内環境」「自己制御精神」
脳疾患関連３領域合同シンポジウム

7月25日（水）9:00〜12:00　13:00〜15:00
Session	１“Neural	mechanism	of	cognitive	and	reward	
systems	and	its	dysfunction	in	psychiatric	disorders”	

Basal	ganglia	circuit	regulation	in	reward	and	aversive	
behavior	and	drug	addiction.
Takatoshi	Hikita（Associate	Professor,	Medical	 Inno-
vation	Center,	Kyoto	University	Graduate	School	of	
Medicine）

Disentangling	Early	Sensory	 Information	Processing	
Deficits	in	Schizophrenia:	From	Neural	Sources	to	Be-
havioral	and	Functional	Outcomes
Gregory	A.	Light	（Associate	Professor,	UCSD）

Session	 ２		“iPS	cell	 technology	and	neurodegenera-
tion	researches”
Cellular	and	molecular	analysis	of	ALS	motor	neurons	
using	patient-specific	iPS	cells
Haruhisa	 Inoue（Associate	Professor,	Kyoto	Universi-
ty）
Challenges	towards	stem	cell	therapy	for	Parkinson’s	
disease		
Jun	Takahashi（Associate	Professor,	Kyoto	Universi-
ty）

Session	３“Immune	system	and	inflammation	in	aging	
and	neurodegeneration”
Circulatory	 factors	as	modulators	of	brain	aging	and	
neuroinflammation							
Tony	Wyss-Coray	（Professor,	 Stanford	University	
School	of	Medicine）
The	role	of	microglia-innate	immunity	communication	
in	motor	neuron	disease	　　
Koji	Yamanaka	（Laboratory	Head,	RIKEN	Brain	Sci-
ence	Institute）
	

■門松領域
「神経糖鎖生物学」班会議　

７月26日（木）９:00〜12:00
この領域の考えていること　糖鎖機能ドメインと神経
　門松健治（名古屋大）
コンドロイチン硫酸を中心とした糖鎖による神経活動の制御
機構　
　北川裕之（神戸薬大）
ペリニューロナル・ネットによる視覚野可塑性の制御　
　小松由紀夫（名古屋大）
神経成長円錐の応答性を指標とした糖鎖機能ドメインの解析　
　戸島拓郎（理研BSI）
ゴルジ体ストレス応答における糖鎖修飾の役割と神経機能へ
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新学術領域研究 連携し開催したシンポジウム・ワークショップ

の貢献　
　吉田秀郎（兵庫県立大）
スフィンゴ糖脂質糖鎖による神経機能の健常性維持の分子機
構　
　古川鋼一（名古屋大）
糖鎖シグナルによるシナプス可塑性の制御機構　
　高宮考悟（宮崎大）

■飯野領域
「分子行動学」公開班会議

７月26日（木）９:00〜12:00
ゼブラフィッシュ脊髄・脳幹運動系神経回路の機能解析　
　東島眞一　（岡崎統合バイオサイエンスセンター）
線虫の行動選択を制御する神経回路とその活動の可視化　
　石原　健　（九州大学）
視床下部ネスファチン・オキシトシンによる摂食行動制御　
　矢田俊彦　（自治医科大学）
食事制限による非特異的な長期記憶促進効果とその分子機構　
　齊藤　実　（東京都医学研究所）
ショウジョウバエ嗅覚記憶回路の機能解析　
　多羽田哲也　（東京大学）
記憶想起のサーカディアン制御　
　喜田　聡　（東京農業大学）

■門松領域・高橋（淑）領域・宮田領域
「神経糖鎖生物学」「血管と神経」「動く細胞と秩序」３領域
合同シンポジウム

「細胞外と細胞内クロストーク」

７月27日　９:00〜12:00
このシンポジウムおよび「神経糖鎖生物学」の目指すもの　
　門松健治（名古屋大学）
神経可塑性制御における糖鎖の役割　																				
　岡省昌吾（京都大学）
細胞の外と中―シナプス可塑性の制御と糖鎖　												
　松田信爾（慶應義塾大学）
「血管と神経」から学ぶこと　																									
　高橋淑子（京都大学）
発生における血管-神経相互作用　																						
　高橋淑子（京都大学）
組織ネットワークの再編機構　								
　榎本和生（大阪バイオサイエンス研究所）
「動く細胞と秩序」の願い　																											
　宮田卓樹（名古屋大学）
神経極性形成のメカノシステムバイオロジー　											
　稲垣直之（奈良先端科学技術大学院大学）

動く神経細胞の挙動を制御するメカニズム　												
　仲嶋一範（慶應義塾大学）

■津田領域・銅谷領域
「伝達創成機構」「予測と意思決定」合同シンポジウム
Interactive brain dynamics for decision making and 
communication
意思決定とコミュニケーションの脳ダイナミクスと相互作用

７月27日（金）９:00〜16:00
Opening	Address
Ichiro	Tsuda	（Hokkaido	Universitiy）
Toward	understanding	the	neural	substrate	of	mental	
simulation
Kenji	Doya（Okinawa	Institute	of	Science	and	Tech-
nology）

Motor	 information	processing	 in	rodent	primary	and	
secondary	motor	cortices
Yoshikazu	Isomura（Tamagawa	University）

Molecular	neuroimaging	of	emotional	decision-mak-
ing
Hidehiko	Takahashi（Kyoto	University）

Metastable	Social	Coalitions:	Models,	Fireflies,	Neu-
rons	and	Humans
Emmanuelle	Tognoli,	G.	C.	de	Guzman		&	J.	A.	S.	Kel-
so
（Center	 for	Complex	Systems	and	Brain	Sciences,	
Florida	Atlantic	University,	USA）

Reinforcement	learning	in	humans:	Beyond	the	law	of	
effect
Nathaniel	Daw（New	York	University）

Integrative	study	on	co-creation	of	symbolic	commu-
nication	systems
Takashi	Hashimoto（JAIST）

Sound	symbolism	paves	the	way	to	 language	devel-
opment	in	preverbal	infants
Mutsumi	Imai（Keio	University）

Modeling	of	mental	state	dynamics	through	the	esti-
mation	by	others
Takashi	Omori（Tamagawa	University）
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 平成25年度夏のワークショップ 
■喜田領域
精神疾患研究のパラダイムシフト〜マイクロエンドフェノタ
イプとは何か〜

８月30日（金）９:00〜11:30
ご挨拶；新学術領域研究マイクロ精神病態の目指すもの
　喜田　聡（領域代表・東京農業大学　応用生物科学部）
精神疾患解明への研究戦略　～	“	マイクロエンドフェノタ
イプ”	の意義
　加藤忠史（理化学研究所脳科学総合研究センター）
病態生理をin	vivo	イメージング：マイクロエンドフェノタ
イプとしての樹状突起ス
パインの解析
　		林（高木）朗子（1.東京大学大学院医学系研究科、構造生
理学部門、2.さきがけ「脳神経回路の形成・動作と制御」
領域、JST）

脳神経系ゲノム動態解析による精神疾患の病因病態解析
　岩本和也（東京大学大学院医学系研究科分子精神医学講座）
基礎研究者による精神疾患研究～研究対象としてのマイクロ
エンドフェノタイプ
　喜田　聡（東京農業大学　応用生物科学部）

■柿木領域
「学際的研究による顔認知メカニズムの解明」成果報告会

８月30日（金）13:00〜18:00
開会挨拶および顔認知成果発表会について
　山口真美（中央大学）
fMRIを用いた顔認知と社会脳の研究―５年間の成果をもと
に―
　飯高哲也（名古屋大学）
顔モザイク：物体像と顔カテゴリーを表現する機能構造
　佐藤多加之（理研BSI），岡田真人（東京大学），谷藤学（理
研BSI）
集団の魅力を知覚する
　河原純一郎（中京大学）
乳児および小児期における顔・表情認知の発達と障害
　		市川寛子（中央大学），山口真美（中央大学），柿木隆介（生
理学研究所）

FEEP（顔・表情エキスパートプログラム）は、自閉症スペ
クトラム障害児の顔認知
をどのように発達させるか？
　松田壮一郎・山本淳一（慶應義塾大学）
顔認知と工学：表情を測る技術と装う技術
　鈴木健嗣（筑波大学）

総合討論　（30分間）
まとめ

■小松領域
新しい視覚の脳科学への展望シンポジウム

８月30日（金）９:00〜14:30
新しい視覚の脳科学の始まり
　小松英彦（自然科学研究機構・生理学研究所）
光と反射の視覚科学
　西田眞也（NTT	コミュニケーション科学基礎研究所）
初期視覚系によるエンコーディング
　大澤五住（大阪大学・大学院生命機能研究科、脳情報通信
融合研究センターCiNet）
ライトフィールドへの誘い：網膜像の一致は視覚刺激の一致
を意味するか？
　日浦慎作（広島市立大学・大学院情報科学研究科）
視物質研究から見えてきたピンぼけを利用したクモの奥行き
知覚
　永田崇（総合研究大学院大学・先導科学研究科）
特別講演
Detailed	mapping	of	perceptual	and	cognitive	repre-
sentations	across	the	human	brain
Jack	L.	Gallant（University	of	California,	Berkeley）

■山森領域・門松領域・宮田領域
山森・門松・宮田領域 合同シンポジウム「糖鎖・細胞動態・
皮質構築」

９月１日（日）９:30〜17:55
「開会の辞」　門松健治

新学術領域「動く細胞と秩序」の紹介　　宮田卓樹
＜細胞動態の理論と形態形成＞
走化性シグナル伝達系の動態の実験と理論による解明
　柴田達夫　　宮田班
肺の枝分れ構造の形成メカニズム
三浦岳　　宮田班
APC2が担う神経細胞の移動、形態形成と投射形成を制御す
る新規分子機構
　新谷隆史　　山森班
コンドロイチン硫酸による神経可塑性や神経細胞移動の制御
　北川裕之　　門松班
ショウジョウバエ視覚中枢における神経細胞移動と回路形成
　佐藤　純　　宮田班
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新学術領域研究 連携し開催したシンポジウム・ワークショップ

新学術領域「神経糖鎖生物学」の紹介　　門松健治
＜糖鎖修飾と回路形成＞
新奇グルコース修飾脂質とニューロン・グリア相互作用
　平林義雄　　門松班
ミクログリアによる神経回路の制御
　和氣弘明　　宮田班
軸索ガイダンスを制御する糖鎖受容機構の解明
　戸島拓郎　　門松班
ヘパラン硫酸糖鎖修飾による神経軸索ガイダンス制御機構
　桝　正幸　　山森班
真骨魚類における小脳神経回路形成とリモデリング
　日比正彦　　宮田班
皮質抑制性神経細胞が備える特異的シナプス結合則の解明
　日置寛之　　山森班

新学術領域「大脳新皮質の構築」の紹介　　山森哲雄
＜幹細胞とシグナル・病態＞
新皮質神経幹細胞の初期プログラム
　斎藤哲一郎　　山森班
神経幹細胞の分化開始を決める分子機構の解明
　等　誠司　　山森班
１分子追跡による糖脂質ガングリオシドのEGF	受容体活性
制御機構の解明
　鈴木健一　　門松班
ジストログリカン糖鎖の機能解析にもとづく神経筋病態の解
明と治療法の開発
　金川　基　　門松班
　山森哲雄　　閉会の辞

■岡澤領域
「シナプス病態」班会議

９月１日（日）９:00〜18:00
A01　	
発達障害・変性疾患のシナプスダイナミックパソロジーの解
明
　岡澤　均	
オプトジェネティクスを用いた神経活動依存的なAβ分泌・
蓄積の検討
　岩坪　威
DJ- １によるドレブリンを介したスパイン形成調節
　有賀寛芳
ATR-X症候群におけるシナプスパソロジー分子機構の解明
　塩田倫史
シナプスオーガナイザーの機能破綻から神経発達障害の発症
に至るシナプス病態の解明	
　吉田知之

カルシウム透過性AMPA受容体の発現が運動ニューロン死
を引き起こす分子メカニズムの解明
　郭　伸
Cav2.1	C末端細胞質内領域の異常による神経機能障害の解
明
　渡瀬　啓
中枢シナプス可塑性を制御する分子から解く病理メカニズム
　鈴木崇之
DISC1/Neuregulin-1とシナプス形成
　森　大輔
Rett症候群原因因子MeCP ２の新規作用とニューロン機能
制御における役割
　中島欽一
神経変性を伴うリソソーム蓄積症におけるシナプス病態の解
明と治療法開発
　伊藤孝司
ストレスホルモン曝露に伴うシナプス形成・可塑性障害の分
子メカニズム
　祖父江憲治
遺伝性側頭葉てんかんのシナプス・神経回路病態の解明
　深田優子
近視難聴合併症とシナプス病態との関連の解明
　有賀　純
自閉症関連分子TAO２キナーゼによるスパイン形成制御
　山形要人
母体の食変化と子の脳機能発達に関する病態神経科学研究
　和田圭司
霊長類特異的シナプス形成／刈り込みメカニズムと発達障害
におけるその異常
　一戸紀孝
神経変性疾患における極初期病態としての神経ネットワーク
発達不全の可視化解析
　永井義隆

A02　
選択的ニューロン病態解析法の開発・展開
　貫名信行
運動ニューロンの選択的変性におけるHSF- １の役割
　勝野雅央
有芯小胞トラフィッキング異常による精神・神経疾患モデル
マウスの解析
　定方哲史
神経筋シナプス形成シグナルとその制御
　山梨裕司
ALSにおけるGEM小体とU12	snRNAの減少
　小野寺理
運動障害と認知障害を分離するパーキンソン病のサーキット
パソロジー
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　高田昌彦
コヒーシン機能低下によるシナプス形成障害
　山下俊英
ALSと脊髄小脳変性症に共通した発症病態の解明
　河原行郎
エクソーム解読・一塩基多型解析によるパーキンソン病の遺
伝背景の解明
　佐竹　渉
SOD１G93AトランスジェニックALSモデルマウスにおけ
るgalectin- １の発現
　中別府雄作
髄鞘維持機構の破綻による学習障害の神経回路基盤
　和氣弘明
患者脳に蓄積する異常TDP-43のプリオン様特性
　長谷川成人
機能不明の自閉症関連遺伝子の分子遺伝学的解析
　星野幹雄
A03		
行動動物脳深部神経回路の可視化技術の開発と神経回路の生
理・病理下での安定性の研究
　林　康紀
人工多能性幹細胞作製技術を応用した神経変性疾患細胞機
能・回路異常病理の解明
　井上治久　
シナプス後膜におけるグルタミン酸受容体動態の可視化
　平野丈夫
in	vivoにおける移植神経幹細胞のプロファイル解析
　岡田誠司
AAVベクターによるサル・ブタ脊髄への遺伝子導入
　村松慎一
疾患特異的ヒトiPS細胞を用いた神経疾患の病態解析
　岡田洋平
霊長類脊髄損傷後の脊髄固有ニューロンによる機能回復
　伊佐　正

 平成26年度冬のシンポジウム 

■銅谷領域
「予測と意思決定」公開領域会議

12月11日（木）９:30〜17:30

「領域概要の紹介」　銅谷賢治（沖縄科学技術大学院大学）

予測・判断・意思決定の論理と計算
　岡田光弘（慶應義塾大学）

実店舗におけるヒトの購買意思決定過程のモデル化と操作
　柴田智広（九州工業大学）
ヒト乳児の言語学習を可能にするモデルフリー・モデルベー
スの	学習機構
　北城圭一（理化学研究所）
予測と意思決定のための機械学習理論の構築とその神経回路
での実現
　森本　淳（ATR	脳情報研究所）
モデルベース的意思決定を可能にする神経回路
　坂上雅道（玉川大学）

新公募研究紹介
ポスターセッション13:00	～	14:40

予測と意思決定の神経回路ダイナミクスの解明	
　銅谷賢治（沖縄科学技術大学院大学）
意思決定神経回路の可視化と操作
　岡本　仁（理化学研究所）
精神・神経疾患における熟慮的および直感的意思決定障害の
脳内基盤の解明
　高橋英彦（京都大学）
予測と意思決定の大脳基底核と扁桃体の神経回路基盤	
　木村　實（玉川大学）
報酬・忌避の意志決定の機構解析
　疋田貴俊（京都大学）
総合討論（30分間）

■ 岡澤領域・門松領域・高橋（良）領域・喜田領
域・池中領域

「精神神経疾患研究の現状と展望：新学術５ 領域の相互理
解・連携を目指して」

12月11日（木）10:00〜16:00
［岡澤班］	シナプス病態から脳疾患治療へ　
網羅的質量分析の示唆するアルツハイマー病のシナプス超早
期病態の分子機構
　岡澤均（東京医科歯科大学　難治疾患研究所）

［喜田班］	精神疾患と脳内炎症のかかわり　
マイクロエンドフェノタイプの解明　
　富田博秋（東北大学　災害科学国際研究所）
サイトカインによる脳神経マイクロエンドフェノタイプ変
換；統合失調症とそのモデル研究より
　那波宏之（新潟大学　脳研究所）

［池中班］	グリアアセンブリの破綻による脳機能異常。グリ
ア病の実態とは？
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新学術領域研究 連携し開催したシンポジウム・ワークショップ

グリアアセンブリの破綻からみた神経疾患
　吉良潤一（九州大学大学院医学研究院）
グリアアセンブリの破綻としての精神疾患を特定する
　尾崎紀夫（名古屋大学　医学研究科）

［門松班］	糖鎖による精神神経疾患の制御　
「神経糖鎖生物学」の取り組み
　門松健治（名古屋大学　医学研究科）
糖転移合成酵素の発現制御による脊髄損傷治療
　武内恒成（愛知医科大学医学部）
福山型筋ジストロフィーにおける神経筋病態と治療戦略
　金川　基、戸田達史（神戸大学　医学研究科）

［高橋班］	脳内環境の解明と神経疾患克服への道
　		高橋良輔（京都大学　医学研究科）、山中宏二（名古屋大
学　環境医学研究所）

　樋口真人（放射線医学総合研究所）

■能瀬領域
「メゾ神経回路」領域成果報告会

12月11日（木） 12:00〜17:15
「領域代表挨拶」　能瀬聡直（東京大学）
時空間パターンを生み出すメゾ回路の作動原理の解明
　能瀬聡直（東京大学	新領域創成科学研究科）
大脳皮質における非カラム的局所回路の作動原理の究明
　金子武嗣（京都大学	医学系研究科）
大脳新皮質第Ⅴ層微小カラムの機能解析
　細谷俊彦（理化学研究所	局所神経回路研究チーム）
遺伝学的摂動を用いた樹状突起ジオメトリーの演算原理の追
究
　上村　匡（京都大学	生命科学研究科）
覚醒を作り出すメゾ回路機能の操作による機能解析
　山中章弘（名古屋大学	環境医学研究所）
マウス体性感覚系回路の発達期リモデリング
　岩里琢治（国立遺伝学研究所	形質遺伝研究部門）
大脳皮質視覚野の経験依存的可塑性を誘発する神経活動の解
明
　畠　義郎（鳥取大学	医学系研究科）
マウス感覚連合のメゾ回路
　澁木克栄（新潟大学	脳研究所）
多次元データに基づくメゾ回路のシステム同定法の開発
　石井　信（京都大学	情報学研究科）
回路活動データの解析法と局所神経回路のモデリング
　深井朋樹（理化学研究所	脳回路機能理論チーム）

■長谷川領域・笠井領域
「共感領域」「自己制御精神領域」合同若手育成シンポジウム

12月13日（土）９:30〜12:00
「共感性領域の概要」　　　長谷川寿一（東京大学）
「自己制御精神領域の概要」　　　笠井清登（東京大学）
セッション１　共感性と自己制御の発達
共感の発達、同情の発達
　橋彌和秀（九州大学）
自己制御の発達：思春期コホート研究から
　安藤俊太郎（東京大学・東京都医学総合研究所）
セッション２　共感性と自己制御の進化・神経基盤
収斂進化がもたらしたヒト-	イヌ間の絆形成とオキシトシン
の役割
　永澤美保（自治医科大学）
ラットにおけるメタ記憶の形成過程とその数理モデル
　結城笙子（東京大学）・岡ノ谷一夫（東京大学）
マウスにおける求愛歌の文脈特性と神経制御
　松本結（東京大学）・岡ノ谷一夫（東京大学）
　セッション３共感性と自己制御の理解・支援
ヒト共感性の分子・神経基盤
　山田真希子（放射線医学総合研究所）
自閉症スペクトラム障害の自己制御障害と支援
　橋本龍一郎（首都大学東京）

総合討論、指定発言
人文社会学と神経科学・臨床医学の連携による
総合人間科学の創出と人材育成に向けて
　山岸俊男（一橋大学）・福田正人（群馬大学）

■山森領域・岡澤領域・能瀬領域
「大脳新皮質構築」「シナプス病態」「メゾ神経回路」３ 領域
合同公開シンポジウム

12月13日（土）10:00 〜 13:00
「大脳新皮質構築」領域の紹介　領域代表　山森哲雄（基礎
生物学研究所）
多分化能と運命決定におけるbHLH	因子のダイナミックな制
御
　計画班員　影山龍一郎（京都大学）
「メゾ神経回路」領域の紹介
　領域代表　能瀬聡直（東京大学）
大脳皮質運動野メゾ神経回路の２	光子イメージング
　計画班員　松崎政紀（基礎生物学研究所）
「シナプス病態」領域の紹介
　領域代表　岡澤均（東京医科歯科大学）
神経疾患研究でのiPS	細胞の利用
　計画班員　井上治久（京都大学）
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■喜田領域・齊藤領域
「マイクロ精神病態」「記憶ダイナミズム」２ 領域合同若手
シンポジウム

12月13日（土）10:00〜13:00
ドパミン神経回路の発達可塑性と破綻；統合失調症の理解を
目指して
　難波寿明（新潟大学	脳研究所）
単離脳解析から見出されたドパミン放出の新機構
　上野耕平（東京都医学研）
バーチャル環境下のマウス脳活動イメージング：記憶回路の
動作原理の解明と疾患研究への応用可能性
　佐藤正晃（JST	さきがけ/	理研BSI）
Manipulation	of	a	traumatic	memory
　坂口昌徳（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構）
注意レベルによって制御される聴覚記憶形成のための神経メ
カニズムの解明
　矢崎陽子（沖縄科学技術大学院大学）
神経特異的前初期遺伝子Arc	による認知機能調節
　奥野浩行（京都大学大学院医学研究科）
個体認知を介した配偶者選択の分子神経基盤
　竹内秀明（東京大学大学院）
脳内神経細胞の配置異常を手掛かりとした精神神経疾患マイ
クロエンドフェノタイプの解明
　久保健一郎（慶應義塾大学・医学部）

■銅谷領域・北澤領域
「予測と意思決定」「こころの時間学」合同公開シンポジウム

12月13日（土）13:00 〜 16:00
「こころの時間学」領域紹介　北澤茂（大阪大学）
「予測と意思決定」領域紹介　銅谷賢治（沖縄科学技術大学
院大学）
計時と予測の神経機構
　田中真樹（北海道大学）
報酬予測に基づく待機行動を制御する神経機構の解明
　宮崎勝彦（沖縄科学技術大学院大学）
記憶による時間創成メカニズムの探索
　池谷裕二（東京大学）
社会知性の脳計算：他者のこころの脳内シミュレーション
　中原裕之（独立行政法人理化学研究所）
総合討論（15分間）

 平成27年度冬のシンポジウム 

■銅谷領域
「予測と意思決定」公開領域会議

12月17日（木）13:00〜18:30
「領域概要の紹介」銅谷賢治（沖縄科学技術大学院大学）
予測・判断・意思決定の論理と計算
　岡田光弘（慶應義塾大学）
実店舗におけるヒトの購買意思決定過程のモデル化と操作
　柴田智広（九州工業大学）
ヒト乳児の言語学習を可能にするモデルフリー・モデルベー
スの	学習機構
　今井むつみ（慶應義塾大学）
予測と意思決定のための機械学習理論の構築とその神経回路
での実現
　杉山　将（東京大学）
モデルベース的意思決定を可能にする神経回路
　坂上雅道（玉川大学）
予測と意思決定の神経回路ダイナミクスの解明
　銅谷賢治（沖縄科学技術大学院大学）
意思決定神経回路の可視化と操作
　岡本　仁（理化学研究所）
精神・神経疾患における熟慮的および直感的意思決定障害の
脳内基盤の解明
　高橋英彦（京都大学）
予測と意思決定の大脳基底核と扁桃体の神経回路基盤
　木村　實（玉川大学）
報酬・忌避の意志決定の機構解析
　疋田貴俊（京都大学）
総合討論（30分間）

■喜田領域・祖父江領域
マイクロ精神病態・脳タンパク質老化：二領域合同若手研究
者育成講演会

12月19日（土）10:00〜12:00
基調講演１「iPS	細胞と遺伝子改変霊長類技術を用いた精神・
神経疾患研究」
　岡野栄之（慶應義塾大学医学部）
基調講演２「脳疾患研究の今後の展望：社会、臨床、基礎の
接点にて」
　澤　明（ジョンズホプキンス大学医学部）

■長谷川領域・笠井領域
共感性―自己制御領域合同シンポジウム：個体と社会の関係
を科学する

12月19日（土）９:30〜12:40
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新学術領域研究 連携し開催したシンポジウム・ワークショップ

「領域代表者	挨拶」笠井清登・長谷川壽一
メダカを用いた個体記憶を介した社会的意思決定機構の解明
　竹内秀明	（岡山大学大学院自然科学研究科）
ルールダイナミクスのモデル化～制度の内生的形成変化のメ
カニズム理解に向けて
　橋本敬	（北陸先端科学技術大学院大学）
社会で観察される行動から脳を考える
　加藤淳子	（東京大学大学院法学政治学研究科）
共感性の精神医学
　村井俊哉	（京都大学大学院医学研究科精神医学）

■太田領域・北澤領域
「身体性システム・こころの時間学」身体とこころの融合

12月19日（土）13:00〜16:00
「身体性システム」太田順代表	挨拶（東京大学）
「こころの時間学」北澤茂代表	挨拶（大阪大学）
運動システムを介した他者動作の予測
　池上剛先生（CiNet）
運動のための時間、身体を作る時間
　羽倉信宏先生（CiNet）
自己意識の神経科学−時間知覚とsense	of	agency−
　前田貴記先生（慶應義塾大学）
道順と時間の神経基盤と障害
　河村満先生（昭和大学）
総合討論（30分間）

■喜田領域・小林領域・齊藤領域
「マイクロ精神病態・適応回路シフト・記憶ダイナミズム」
三領域合同若手シンポジウム

12月19日（土）13:15〜16:40
「はじめに」小林和人
経頭蓋磁気刺激を用いた霊長類の認知・情動機能研究の新展
開
　中村晋也（東北大学大学院	生命科学研究科）
侵害受容性扁桃体における痛み情動記憶の制御機構とその破
綻
　渡部文子（	東京慈恵会医科大学	総合医科学研究センター	

神経科学研究部）
報酬記憶と罰記憶を切り替える双方向性の脱抑制スイッチ回
路
　山崎大介（東京大学	分子細胞生物学研究所）
Dentate	granule	cell	activity	during	 fear	memory	ex-
tinction	in	freely	moving	mice.
　菅谷佑樹（東京大学大学院医学系研究科神経生理学教室）
線虫C.	エレガンスの塩濃度の記憶と走化性の分子・神経機

構
　國友博文（東京大学大学院	理学系研究科生物科学専攻）
後頭頂皮質によるベイジアンフィルタの実装
　船水章大（沖縄科学技術大学院大学）
マウスClaustrum（前障）の神経回路遺伝学的解析
　水口留美子（理化学研究所BSI）
ゲノム編集で神経科学研究を加速する
　相田知海（東京医科歯科大学	難治疾患研究所
　　　　　　分子神経科学分野）
iPS	細胞関連技術を用いた統合失調症の分子病態研究
　中澤敬信（大阪大学大学院薬学研究科・附属創薬センター）
「おわりに」齊藤実
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プログラム

13:00〜13:10	 開会挨拶
がん

13:10〜13:40	 講演	1
	 がんに関わる臨床病態の診断・予測法の開発研究
	 高橋	隆（名古屋大学大学院医学系研究科）

13:40〜14:10	 講演	2
	 遺伝子シグネチャーによる薬剤プロファイリングとその活用術
	 馬島	哲夫（公益財団法人がん研究会がん化学療法センター）

ゲノム

14:10〜14:40	 講演	3
	 PacBioロングリードで実現する超高連続度のゲノム配列決定アルゴリズム
	 笠原	雅弘（東京大学大学院新領域創成科学研究科）

14:40〜15:00	 コーヒーブレイク

15:00〜15:30	 講演	4
	 1細胞解析
	 鈴木	穣（東京大学大学院新領域創成科学研究科）

脳

15:30〜16:00	 講演	5
	 生命科学リソースとしての遺伝子改変動物の未来
	 﨑村	建司（新潟大学脳研究所）

16:00〜16:30	 講演	6
	 光技術を駆使した細胞活動の計測と操作
	 尾藤	晴彦（東京大学大学院医学系研究科）

16:30〜16:40	 休憩

16:40〜17:40	 パネルディスカッション
17:40〜17:50	 閉会挨拶
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　がんは、わが国の死亡原因の１位を占める疾患で、罹患する生涯リスクは男性では2人に1人、女性では3人に1人となってい
る。それゆえ、がんの予防・早期診断・個別化治療・新規の画期的治療法の開発等、がん研究に寄せる国民の期待は非常に大
きい。がん克服のための研究組織は、国の対がん10カ年計画という大きな枠の中で構築され、2014年から新たな「がん研究10
か年戦略」（文科省、厚労省、経産省）が策定され、この流れの中で、「がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動」は、国
内のがん研究者が行う個別研究から世界水準の成果を生み出すために、共通基盤的な
分野での支援を行うものである。個々の研究者間の連携を推進させてバーチャルな研
究所という理念の下で運営し、研究成果を予防・診断・治療へと発展させて社会への
還元を支援する。
　本活動は、右図に示す６つの支援活動から成る。研究者間の情報交換・若手育成・
一般社会への発信・人的交流を進める総括支援活動、マウスを中心とする実験動物を
用いた研究の技術的支援を行う個体レベルでのがん研究支援活動、長期間にわたる継
続が必要な分子疫学コホート研究やがん予防介入研究、国際疫学共同研究を実施する
がん疫学・予防支援活動（HTLV-1分野は、今年度で終了）、臨床応用への可能性が示
唆されるシーズについて、多数の患者試料を用いた検証研究の基盤を構築する臨床診
断研究支援活動、また、新規抗がん剤開発を行なう研究者に、細胞レベルからin	silico
まで多彩な活性スクリーニング基盤を提供して、国内での革新的がん治療薬開発の支
援を行う化学療法基盤支援活動からなり、がん研究の推進に大いに役立っている。更
に平成25年度から、ゲノム・エピゲノム解析支援活動も開始し、好評を博している。
最近は、がん研究のみならず、広く生命科学基盤研究に携わる研究者にも支援をさせ
ていただいている。

がん研究分野

がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動
領域代表者

今井 浩三　東京大学医科学研究所
http://ganshien.umin.jp/

　いわゆる次世代型DNAシーケンサは超高速・超大量のDNA解析を可能にし、生命科学・医学に革命ともいえる発展や新たな
フロンティアをもたらしました。「ゲノム支援」では次世代型ゲノム解析システムの拠点を整備し、常に最先端技術水準を保
ちつつ、公募等で選定された課題に対してゲノム解析支援を行い、生命科学・医科学のすそ野拡大とピーク作りの両方を進め
てきました。そして、その過程で解析技術・システムをさらに向上させ、人材を育成し、データ・リソースの共有体制も整備
し、ゲノム科学自体の発展をめざします。
		「ゲノム支援」では、総括支援活動のもとに大規模DNAシーケンシング拠点、医科学支援拠点、情報解析グループをおき、科
研費全分野の採択課題から公募により選定された課題に対してDNAシーケンサによる実験解析（ウェット）・コンピュータに
よる情報解析（ドライ）の支援活動を一体的に進めています。疾患ゲノム解析や多様な生物のゲノム解読、さらには微生物の
メタゲノム解析や遺伝子発現解析まで幅広い支援を進めています。そして、多様な分野の支援依頼者と支援担当者が一堂に会
してこれらの情報を共有するコミュニティ作りや、ゲノム研究の推進に重要であるELSI（倫理的、法的、社会的問題）を含む
社会との接点活動も重点的に進めています。

ゲノム研究分野

生命科学を支え先導する「ゲノム支援」
領域代表者

小原 雄治　国立遺伝学研究所
http://www.genome-sci.jp/

	 	『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』は、平成22～26年度の文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究として、脳
科学の研究支援活動を行いました。活動の意義が認められ、平成27年度にも活動を継続しています。脳科学は、遺伝子から行
動、理論に至る階層性と多様性が特徴である一方、光遺伝学、化学遺伝学を中心とする革新的な技術の開発によって研究のパ
ラダイムシフトを迎えています。包括脳ネットワークでは、リソース・技術開発支援を通した統合的な個別研究の発展と、研
究情報の交換・共有のためのワークショップ、研究室相互訪問プログラムなどの総括支援を通した脳科学研究者コミュニティ
のネットワーク化を図ることにより、先端的学術研究の
推進と研究分野の拡大を目指しています。包括脳ネット
ワークの活動は、現在2,160名を超えるネットワーク会員
を中心とした脳科学研究者に対して、3項目によるきめ細
かなリソース・技術開発支援を展開し、急速な研究の発
展を支えています。毎年開催されるワークショップやシ
ンポジウムでは、脳科学に関係した他の新学術領域研究
をはじめ、幅広い分野の脳科学研究者700～900名の参加
を得て、異分野間の連携研究や融合研究の創成、さらに
脳科学研究全体を俯瞰的に捉えた研究戦略のあり方の検
討などについて活発な議論を進めています。

脳研究分野

包括型脳科学研究推進支援ネットワーク
領域代表者

木村 實　自然科学研究機構新分野創成センター、玉川大学脳科学研究所
https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/
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　がんなどの病態に関わる生体分子を選択的に阻害する化合物の探索同定は、基礎研究ツールとなる分子プローブや新たな治
療薬の創出に重要である。アカデミアにおいて、このような研究を効率的に推進するためには、ユニークで豊富な化合物をも
つ研究者に対する積極的な研究支援およびその基盤となるネットワークの構築が必須である。文部科学省	新学術領域研究・が
ん研究分野の特性等を踏まえた支援活動「化学療法基盤支援活動」ではこれまで、がん細胞パネルを用いた薬剤感受性パター
ン（Fingerprint）を用い、生理活性や作用機序が未知の化合物の制がん活性評価および作用点予測（プロファイリング）を行
ってきた。他方、近年、遺伝子発現解析データに関するいくつかの大規模な公的データベースが構築されてきた。こうした遺
伝子発現データを用いた解析は、化合物のより正確な作用機序を予測するうえで有効と考えられる。
　我々は、制がん作用とリンクした薬剤の遺伝子発現データベースの構築と研究者への情報提供を、本支援活動の一環として
進めてきた。具体的には、医薬品として認可されているがん分子標的薬・細胞傷害性制がん剤や、有望ながん分子標的の阻害
剤を包括的に含む一連の化合物群をヒトがん細胞に処理し、網羅的遺伝子発現変動データを取得し、データベースとして公開
した（http://scads.jfcr.or.jp/db/gene.html）。クラスター解析や主成分分析から、各化合物の遺伝子シグネチャーはその標的
分子や標的経路をよく反映することが示された。さらに我々は、この遺伝子シグネチャーに基づく解析が、化合物プロファイ
リングという観点でがん細胞パネル解析とは異なる特性を持つことも見出している。以上のように、遺伝子シグネチャー解析
をがん細胞パネル解析と統合的に実施することにより、より精度の高い化合物プロファイリングが可能である。こうした解析
が、基礎研究や臨床において有用な化合物を発掘するための一助となることを期待する。

講演 2

遺伝子シグネチャーによる薬剤プロファイリングとその活用術
馬島 哲夫　公益財団法人がん研究会がん化学療法センター

　がんに関わる臨床診断研究支援活動（神奈川県立がんセンター、東京大学、滋賀医科大学、名古屋大学、及び連携施設）
は、臨床情報が付帯する31種類のがん腫について、4977症例の凍結組織と、4864症例の血液試料（全血、血清、末梢血白血
球ゲノムDNA）を収集して研究者に提供支援を行うとともに、13種類のがん腫を含む4827症例に由来する腫瘍組織の組織マイ
クロアレイの構築及び、ゲノムタイピング、血液試料ELISA、プロテオーム解析等を通じた支援を実施してきた。これまでに、
がんの組織・血液診断バイオマーカー、遺伝素因、薬物療法感受性、予後を規定する遺伝子マーカーの実用化等を目指した、
68件の臨床診断研究を支援してきた。このような多角的な研究支援体制の構築は、ヒトがんの発生・悪性化の分子病態の解明
と、個別化医療の実用化推進に資するのみならず、他分野におけるブレークスルーへの貢献も期待される。
　がんの診断・治療の臨床的局面においては、バイオマーカー診断法に対する多様な臨床的ニーズが存在する。本合同シンポジ
ウムにおいては、とくにプロテオミクス解析や網羅的遺伝子発現解析を用いたバイオマーカー開発の研究成果を中心に報告す
る。がん患者及び健常人からインフォームドコンセントを得て採取した血液試料を用いた研究によって、がん死亡原因の第一
位の肺がんのなかでも最も多い肺腺がんや、アスベスト等への暴露に関連し増加傾向にある悪性中皮腫の血中バイオマーカー
診断法が樹立された。また、肺がんの外科切除後の再発について、最も早い病期I期に手術を受けた場合であっても5年以内の
再発リスクが80%にも達するようなハイリスクな患者を、個別的に予測診断することが可能となった。このような臨床診断法
の研究を推進することは、将来的に難治がんの診断・治療の革新による生存率の向上につながるものと期待される。

講演 1

がんに関わる臨床病態の診断・予測法の開発研究
高橋 隆　名古屋大学大学院医学系研究科分子腫瘍学分野

　商用初の一分子リアルタイムシークエンサーであるPacBio	RS	DNA配列シークエンサーは、2014年末のアップデートにより
導入されたP6-C4試薬により平均リード長が10kbを超えた。Sanger	シークエンサーを使っていた時代から、ゲノムの新規解読
における一番の困難はゲノム中の反復配列よりリード長が短いことであったが、P6-C4試薬によりゲノム中に頻出するLINE	配
列等の長さを大きく越えるロングリードが得られるようになり、ゲノムアセンブリの世界に革命をもたらした。ゲノム解析者
の頭を悩ませていた数百万のギャップはほとんど無くなり、N50「コンティグ長」が	1Mbp	を超えるのは当たり前となった。
あらゆる種類のミスアセンブリも激減し、すでにヒトゲノム級までのゲノム解読に対しては第一選択肢のDNAシークエンサー
となった。また、配列コンテクストに依存したエラーやバイアスも観測されておらず、ゲノム解読のためには理想的な性質を
備えていることも報告されている。
　このようなPacBio	RS	シークエンサーを用いたゲノム解読を行ううえでは	PacBio	リードをつなぎ合わせるゲノムアセンブラ
ーを新規開発する必要があった。PacBio	リードの塩基エラーは第２世代シークエンサーと比べて一桁多い	15%	程度生リード中
に存在し、曖昧検索アルリズムの大敵である挿入欠失がほとんどである。このようにエラーの多い配列をつなぎ合わせるため
にはまったく新しい配列検索アルゴリズムや、シークエンシングエラーを精度良く検出して正しい塩基配列を推定する良いア
ルゴリズムが必要となる。
　本講演では確率的なデータ構造を用いた高速なオーバーラップ配列検索手法や、反復アルゴリズムを用いたシークエンシン
グエラー検出アルゴリズムなど、PacBio	を用いたゲノムアセンブリを超高速化したアルゴリズムを紹介する。

　一昨年のFluidigm社からのC1システムの上市がひとつの転機となって、現在、従来にない規模でのシングルセルゲノム・トランスクリ
プトーム解析が世界的に急速に進行中である。細胞集団、いわゆるバルクサンプルを用いた解析から取得されるデータは、試料中に
存在する細胞集団の平均値であるが、がん、発生、組織、環境サンプルなど、多くの実験系において細胞集団の不均一性が本質的な
問題となる系が数多く存在する。しかし、シングルセルの取り扱い、またRNA	Seq解析等には試料調整からシークエ	ンス解析に至る
様々な問題があり、近年までシングルセル解析は限られた研究者の専門分野であった。今年に入って急速に進む技術革新は、これま
で最大の問題点であった鋳型調整を飛躍的に改善した。
　本公演では演者らが、フリューダイムC1システムを用いて、がん細胞株のシングルセル解析の試行より得られた結果について概説し
たい。演者らは、がん細胞における抗がん剤耐性獲得のメカニズムを理解をするためには、がん細胞中に存在する多様性の理解は必
須であると考え、7種類の腺がん培養細胞株を用いて合計336細胞のRNA	Seqライブラリーを作成してシングルセルトランスクリプトー
ム解析を行った。C1システムを用いて細胞を分離、鋳型調整を行い、それぞれの細胞から約500万のRNA	Seqタグを収集した。実験間
での再現性あるいはバルクの細胞を比較し、これらの系を用いて高い精度でシングルセルレベルでのトランスクリプトームデータが得
られていることを示すことが可能であった。また、個々の細胞での遺伝子発現量のパターンを解析したところ、細胞ごとに発現量に多
様性を示す遺伝子が見出された。細胞間で遺伝子発現がどの程度の範囲で分布するのかについて解析を行ったところ、その遺伝子発
現のバリエーションは遺伝子について固有であった。またマルチチロシンキナーゼ阻害剤であるバンデタニブでこれらの培養細胞株
を処理して同様のシングルセル解析を行った。多くの遺伝子について、薬剤刺激依存的に、発現量、細胞間多様性の変化が見出され
たが、バンデタニブのチロシンキナーゼ活性阻害の直接のターゲットであると思われるEGFRやRET遺伝子においては、それらは変化し
なかった。肺腺がん培養細胞株においてはこれらの遺伝子発現は、その遺伝子発現のレベルでは厳密に制御されている可能性が示
唆された。また興味深いことに、多くのがん関連遺伝子においては遺伝子発現の多様性は刺激依存的に顕在化することが明らかにな
った。これら細胞集団中に潜在する遺伝子発現の多様性また刺激応答の多様性が、がん細胞の抗がん剤応答性の多様性の分子基盤
になっている可能性があると考えている。

講演 4

1細胞解析
鈴木 穣　東京大学大学院新領域創成科学研究科

講演 3

PacBioロングリードで実現する超高連続度の
ゲノム配列決定アルゴリズム
笠原 雅弘　東京大学大学院新領域創成科学研究科
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　ノックアウトマウスに代表される遺伝子改変動物は、現代の生命科学研究における要となるリソースであるが、多くの研究
者が望む自身の研究に特化したオーダーメイドマウスはその作製に多くの経費と時間がかかり、研究進展の隘路となってき
た。この問題を解決するために、生命科学系3分野では、それぞれの研究に特化したマウス・ラット支援プログラムを整備し、
研究者コミュニティーへ遺伝子改変動物を供給する支援を進めてきた。包括脳・マウス作製支援でも、脳機能解析に特化した
遺伝子改変マウスを供与するために、C57BL/6系統由来ES細胞（RENKA株）を用い、コンディショナルノックアウトを中心と
した支援活動をおこなってきた。また、より多くの支援を可能にするマウス作製の迅速化とコスト削減に取り組み、年間15件
以上の新規マウスを樹立し供与できる体制を構築した。
　ジンクフィンガーヌクレアーゼの開発で始まった遺伝子編集技術は、TALENでより身近に利用できるようになった。さらに
簡便で安価なCRISPR/Cas9システムの登場により、その状況は劇的に変化した。これらの技術は胚に直接適用可能で、ES細胞や
iPS細胞を介さずに遺伝子改変動物が短時間かつ安価にできるようになった。長鎖断片の効率的な挿入法などまだ開発途上の手
法もあるが、単純な遺伝子破壊や点変異の導入などは実用レベルになってきている。さらに、この技術はラットやその他の動
物への適用も可能であるために広範囲な展開が期待されているが、マウス以外の動物での胚操作に必要な胚の採取には多大な
経費がかかることや倫理的な問題もあり、汎用な技術としてはまだ十分なものでは無い。そこで、我々はマウスを用いた異種
間キメラによりこれらの問題を回避する手法の開発を進めている。本講演では、これまで進めてきた遺伝子改変マウス作製法
の概要を紹介すると共に、遺伝子編集法の現状とその未来、さらに異種間キメラ法の発展性について述べる。

　高い時間分解能・空間分解能で神経回路を構成する各種細胞群の細胞活動を集団計測し、さらにこれら細胞活動自体を操作
することは、神経科学の永年の課題であった。GFP技術の進歩と、生物物理学・生化学・細胞生物学・レーザー光学・顕微鏡
学などの発展により、単一細胞の活動を光ベースで非侵襲的に計測する先端光学イメージング技術がまず in	vitroで樹立され、
そしてまもなくin	vivoで確立され始めた。これに相前後し、タンパク質・膜動
態やタンパク質相互作用・タンパク質寿命・細胞内輸送・遺伝子発現などの
様々な細胞内事象を、薬物投与にてコントロールする化学遺伝学的技術が登場
した。さらに、保護基を光融解させ、活性分子をアンケージングすることで、
細胞活動を人為的に光操作することが可能となった。そして、2005年以降、チ
ャネルロドプシンを筆頭とする光感受性タンパク質の応用により、次世代基盤
技術としての光遺伝学および化学遺伝学がますます進化した。その結果、分子
神経生物学とシステム神経科学の融合が進行し、神経回路や細胞ネットワーク
の機能的解明が飛躍的に進展した。
　包括脳・光技術拠点は生命科学系3分野支援活動の発足とともに、最新の光技
術を駆使した細胞活動の計測と操作を実現する先進的な光機能プローブの開発
を実践し、かつ普及・支援をも実現する拠点をめざしてきた。本講演では、こ
れまでに創出した次世代シグナル伝達可視化光プローブの実例や、光操作に基
づく認知機能の統合的理解への試みなどについて紹介してみたい。

講演 6

光技術を駆使した細胞活動の計測と操作
尾藤 晴彦　東京大学大学院医学系研究科	神経生化学分野

講演 5

生命科学リソースとしての遺伝子改変動物の未来
﨑村 建司　新潟大学脳研究所

主催：　　文部科学省科学研究費補助金
　　　　　新学術領域研究「生命科学系3分野支援活動」

お問合せ：ゲノム支援領域事務局
　　　　　国立遺伝学研究所　生物遺伝資源情報研究室
　　　　　TEL 055-981-6856   FAX 055-981-6855
　　　　　E-mail: genome-sec@nig.ac.jp

がん
■ 支援説明会・公開シンポジウム
	 日時：	2015年9月9日（水）	10:30~16:20
	 会場：	一橋講堂		学術総合センター2F（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

■ 公開シンポジウム（2016年冬）

■ 市民公開講演会（詳細未定）

ゲノム
■ ゲノム支援公開シンポジウム開催（予定）
	 日時：	2016年1月
	 会場：	未定

脳
■ 平成27年度包括型脳科学研究推進支援ネットワーク  冬のシンポジウム
	 日時：	平成27年12月17日（木）−12月19日（土）
	 会場：	一橋講堂		学術総合センター2F（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

　今後の予定

包
括
型
脳
科
学
研
究
推
進
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

225



包括型脳科学研究推進支援ネットワーク226



230

ニュースレター

包括型脳科学研究推進支援ネットワーク 227



 

 

 

 

  

                

目次 

新学術領域研究「生命科学系３分野支援活動」『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』 

主催、第1回夏のワークショップ開催にあたって 領域代表者   木村 實    1-2 

第1回夏のワークショップ特集 

パネルディスカッションを振り返って、「脳科学研究費の今後」  中西 重忠   3 

「脳科学の将来と新分野創成センター」 まとめ      高田 昌彦, 狩野 方伸 3-5 

パネルディスカッションに参加しての感想      宋 文杰     5 

「遺伝子、分子の立場からの若手教育シンポ」の報告と今後に向けての提言    柚﨑 通介  5-8 

「脳神経科学のキャリアパスを考える会」         星 英司     9 

第1回 包括脳ネットワーク・アンケート結果    虫明 元, 岡部 繁男, 狩野 方伸   9 

データベース委員会の活動紹介       宮川 剛   9-11 

 

新学術領域研究「生命科学系３分野支援活動」

『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』主

催第 1 回夏のワークショップ開催にあたって 

このワークショップは、虫明委員長を中心とす

る研究集会委員会、各委員会と高田、岡部事務

局長の献身的な努力によって、企画・実現した

ものですが、759 名もの参加者をお迎えする盛

会となりましたことに心から感謝致します。ま

た、文部科学省脳科学研究戦略推進プログラム

（脳プロ）、新学術領域研究、CREST、さきがけ、

そして日本神経科学３学会をはじめとする多

くの研究グループの共催をいただいて、まさに

オールジャパンの脳科学研究者ネットワーク

のワークショップとなりました。 夏のワーク

ショップの目的は、「包括脳ネットワーク」を

脳科学の発展にいかに有効に活用するかであ

ります。日本の脳科学は、文部科学省の重点研

究や特定領域研究によって長い間継続的な支

援を得て、複数の分野で世界をリードするとこ

ろまで発展してきましたが、種々の事情により

22 年度末に『統合脳』が終了すると共に途絶

えました。したがって、脳科学研究が今後更に

発展していくためには、私たち研究者自身が研

究費支援を得るために今まで以上に積極的な

玉川大学 

領域代表者 木村 實 
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努力をしていく必要があります。文部科学省に

よる研究費支援には、「基盤研究」や「新学術

領域研究」などの研究者個人の自由な発想によ

る個別的、ボトムアップ研究と、「脳プロ」、

CREST、さきがけ研究などの政策に基づいて脳

科学の応用をめざす研究、新分野を開拓する研

究であるトップダウン型の研究費制度があり

ます『統合脳』が終了した現状で、より多くの

研究者が、より多くの研究支援を受けられるた

めには、「新学術領域研究」で新しい領域提案

をすること、さらに既設・新設の「新学術領域

研究」の公募に積極的に応募することが重要で

す。優れた成果を挙げている研究者による独創

的で発展の期待される提案が重要であること

はもちろんですが、採択率を考慮すると提案数

も必要であります。「包括脳ネットワーク」の

93 名の研究者からなる組織は、独自の競争的

資金による個別的研究を推進しつつ、「包括脳

ネットワーク」の支援活動を運営致しますが、

脳科学研究者コミュニティを対象に、研究集会

や技術講習会などの研究交流の場の提供や、脳

特異的なモデル動物の開発・提供、先端技術の

開発と利用環境の提供などによって、個別的研

究の発展と異分野融合的な脳科学研究の推進

を支援致します。 

包括型脳科学推進支援ネットワーク 

「夏のワークショップ」特集 

目次 

会場：ホテルさっぽろ芸文館 

会期：平成 22 年 7 月 27 日－30 日 

27 日（火） 

・脳科学研究戦略推進プログラム分科会・新学

術領域研究班会議 

・ポスターセッション（前半準備・掲示） 

28 日（水） 

・脳科学研究戦略推進プログラム分科会・新学

術領域研究班会議 

・包括脳ネットワークオープニングセッション 

・脳科学の将来と新分野創成センター 

包括脳ネットワーク総括支援およびリソー

ス・技術支援活動に関する説明会 

・病態脳科学関連ワークショップ『脳疾患研究

の新しい潮流』 

・さきがけ「脳情報の解読と制御」「脳神経回

路の形成・動作と制御」発表会 

・ポスターセッション 

・合同懇親会 

29 日（木） 

・プレナリーレクチャー 

“Information processing and integration of 

the basal ganglia” 中西 重忠先生 「包括脳ネットワーク」は従来の特定領域研究

と異なり、自然科学研究機構新分野創生センタ

ーを中核拠点とすることによって、裾野の広い

脳科学研究者をネットワーク化し、研究を長期

的に安定して支援するための方策を検討しま

す。脳科学委員会とも緊密な連携体制を整え、

ボトムアップとトップダウンの両者のバラン

スのとれた研究支援策を検討し、提案します。

皆様が「包括脳ネットワーク」の活動をご理解

いただき、積極的に活用いただくことによって、

研究を益々発展させていただくことを祈念致

します。 

・「知覚と運動」（脳と心のメカニズム主催ワー

クショップ） 

・「シナプスとスパインを作る遺伝子」 

・脳神経科学のキャリアパスを考える会 

・ポスターセッション(後半) 

30 日（金） 

・若手参加分野別将来構想討議会（分子、回路） 

・若手参加分野別将来構想討議会（システム） 

・若手参加分野別将来構想討議会（病態） 
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パネルディスカッションを振り返って 

中西重忠先生から「脳科学研究費の今後」 

についてのお言葉 
 

今回の包括脳・夏のワークショップ中日、７

月２８日に「脳科学の将来と新分野創成センタ

ー」と題して、パネルディスカッションが行わ

れました。その中で中西先生から、脳科学研究

費の今後についてのお話があり、内容は、私た

ちが心に留めておかなければならない事柄で

した。中西先生からその「お話の要約」を頂き、

ここに掲載いたします。(編集者) 

大学運営交付金・科学研究補助金の現状 

1・我が国の財政状態が極めて厳しい状況にあ

り、国は大学の運営交付金や科学研究補助金

などの基盤的研究支援を圧縮する方向で進

めているのが現状である。この状況から脳研

究の研究支援も逃れることは困難であり、従

来以上の努力を必要とする。 

2・総合科学技術会議も大学人以外の委員や財

務省の意見や要求に対応するために『選択』

と『集中』という形で支援のあり方を進めて

いる。 

3・理工系や脳研究以外のライフサイエンス分

野との支援獲得の競合が益々激しくなって

いる。 

4・他分野のライフサイエンスの研究において

も情報ネットワークの解明が中心的な課題

であり、この課題を融合的な研究と組織体制

の基に進めようとしているのが現状である。

脳科学研究者がこれまでのように単に融合

的、階層的研究が必要であると強調しても説

得力に欠けている。 

5・理工系や他分野からの公正な研究費支援を

問う声が高まり、これまでの支援の在り方が

問題視され、この結果、癌、ゲノム、脳の特

定研究が廃止されるに至った。 

このような厳しい状況の中で脳研究が支援さ

れるためには 

1・脳研究者のコミュニティが脳科学研究者の

総意を汲み取って脳研究の今後の方向性を

常に示していくと共に国の新たな施策に対

して迅速に対応できる責任を持った機能的

な組織・運営体制を構築することが重要であ

る。学会だけではこの機能は十分果たせない

と考える。 

2・『選択』と『集中』の中で『選択』の対象と

なりうる世界をリードする日本独自の研究

成果を脳研究からも提示すること。この提示

によって初めて『トップダウン』『ボトムア

ップ』の両面からの支援を得ることができる。 

3・研究支援を『ボトムアップ』と『トップダ

ウン』と分類しがちであるが、むしろ研究支

援にはそれぞれの支援の目的があると捉え

るべきである。研究費の支援を受けた者はそ

れぞれの支援の目的を理解し責任を遂行す

ること。特に project-oriented の研究支援

において初期の目的が遂行されないとそれ

以降の研究費の支援が困難となるだけでな

く研究分野全体に大きな問題を残すことに

なる。 

4・最も活動の高い５０代の脳研究者が現状を

十分把握し、我が国の脳研究の発展のために

積極的な役割を果たすことを切望する。 
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「脳科学の将来と新分野創成センター」 

京都大学, 東京大学 

高田 昌彦, 狩野 方伸 

１．まず、「将来の脳科学に向かっての研究費

戦略は何か」というタイトルで、勝木元也 新

分野創成センター長の講演があった。湯川秀樹

氏による基礎物理学研究所に始まる、大学共同

利用機関の目的と役割の説明から、新分野創成

センターの概要の説明があった。今年度から、

自然科学研究機構に「新分野創成センター」と

して、イメージングサイエンス研究分野とブレ

インサイエンス研究分野の 2 つが立ち上がっ

た。後者は、全国の国公私立大学の脳科学研究

を推進する戦略的取り組みであり、人の脳と心

の問題を自然科学の新しい方法論で解明する

ための戦略会議、賢人会議としての機能を果た

すことを目指している。また、研究者の自由な

発想に基づくボトムアップ的研究を、国がパト

ロン的に支援するものと、特定の目標を持った

トップダウン的研究を国がスポンサーとなっ

て支援するものの 2 種類の研究費があるが、

「新分野創成センター」の賢人会議が、この 2

種類の研究費についての具体的な政策提言を

行うようにしたいということであった。 

２．続いて、「新分野創成センターに望むとい

うタイトルで、柳田 敏雄 新分野創成センター

運営委員の講演があった。現在のコンピュータ

がノイズをカットして正確な制御・通信をする

ために膨大なエネルギーを費やしており、情報

量の増大につれて、近い将来、通信に費やすエ

ネルギーの増大が深刻なエネルギー問題を引

き起こす可能性を指摘。対照的に、脳はノイズ

とゆらぎを利用して、ほとんどエネルギーを使

わずに高度な情報処理を達成しているという

点を指摘。これをもとに、次世代の脳型低エネ

ルギー情報通信を提案して、総務省から大型の

研究資金を得ることになった経緯を説明した。

脳神経科学研究者がもっと積極的に自らの利

点を、工学系をはじめとする異分野の研究者や、

文部科学省以外の省庁や民間企業などにアピ

ールし、新しい研究分野や研究資金源の獲得に

つなげる必要性を強調した。 

３．続いて、宮下 保司 東京大学大学院教授

（新分野創成センター ブレインサイエンス

研究分野）の司会のもとで、パネルデイスカッ

ションに移った。まず、金澤 一郎 日本学術会

議会長が、我が国において、脳神経科学研究支

援がこれまで継続的になされてきた経緯につ

いて説明があった。脳神経科学が研究費の面で

比較的恵まれていたのには、伊藤 正男 現理化

学研究所顧問をはじめとする先人の並々なら

ぬ努力があった点を指摘。一方で、このような

脳神経科学の状況は、それ以外の分野の研究者

集団には、特別扱い、と映り、絶え間ない批判

の対象であることを指摘。2000 年にミレニア

ムプロジェクトの一環として、がん、ゲノムと

ともに「先端脳」が立ち上がり、その継続とし

て、2005 年に「統合脳 5 領域」が続いたが、

がん、ゲノム、脳の 3分野の、いわば「指定席

扱い」に対する他研究分野からの厳しい批判の

中で、特定領域研究から新学術領域研究への制

度の移行が行われたことを指摘した。 

４．次いで、中西 重忠 大阪バイオサイエンス

研究所所長より、文部科学省において、大幅な

財政赤字の状況で、どのようにして科学技術政

策決定がなされているかについて指摘があっ

た。そこで重視されるのは、「費用対効果」で

あり、その分野の独自性である。他分野の研究

者代表に対して、脳研究が重要であることを納

得させるだけのものがあるか、目玉となる成果

は何か。 

５．続いて、パネルデイスカッションに移った。 

丹治 順先生：脳科学研究者コミュニティの方

から新分野創成センターに対して、脳科学研究

を推進するための様々な提案や要望を提出す

ることにより、コミュニティ全体で将来に向け

ての方策を検討したり、実際の研究を展開する

場として新分野創成センターを大いに活用す
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べきである。 

津本 忠治先生：理研ＢＳＩの寄与は大きなも

のだから、日本の脳科学の枠組みにもぜひ組み

入れて考えてもらいたい。 

宮下 保司先生：包括脳はまだ一年目と始まっ

たばかりで理研 BSI に関する議論は入れてい

なかったが、おっしゃるとおり理研 BSI の存在

は大きいので、来年以降はぜひ理研 BSI も含め

て議論したい。これに引き続いて、若手・中堅

のパネリストからの発言があった。自らの状況

を反映した切実な発言が目立ったが、総じて、

「研究費の継続性やシステムの簡素化を望む」

という内容であった。 

 

「パネルディスカッションに参加しての感想」 

熊本大学 

宋 文杰 

 

7 月 28 日に、東京大学の宮下教授が企画され

たシンポジウム「脳科学の将来と新分野創成セ

ンター」が開催され、「パネルディスカッショ

ン」が行われました。取り上げられたテーマは

科学研究費でした。その背景には、長年、神経

科学に対する特定領域研究（以前に重点領域）

の支援制度が消え行く状況があります。今後、

いかに科学研究費を獲得するかは、神経科学研

究者にとって重大な関心事です。現在、大学運

営交付金が言うまでもなく大変寂しい状況に

あります。地方大学では教官１人当たり、年間

使用できる経費は20万から30万円程度の大学

が多いのではないでしょうか。これは国費留学

生の 2 ヶ月の奨学金より少ないことは、国の

policy makerたちはお気づきでしょうか。それ

とも意図的な政策でしょうか。愚痴はさておき、

本題に戻ります。「パネルディスカッション」

は、若手ＰＩ（生理研 伊佐教授、玉川大 磯村

教授、名古屋市立大 澤本教授、奈良県立医大 

西教授、宋）が質問し、それに対して、日本の

神経科学の発展に貢献してこられたシニアの

先生方（金澤 一郎先生、勝木 元也先生、中西 

重忠先生、丹治 順先生、岡田 泰伸先生、柳田 

敏雄先生）が答えるような形で行われました。

これまで科研費の制度はどのような仕組みで

作られてきたか、社会への還元としての研究成

果が問われていますが、それは長期的視野に立

って評価されるものか、研究課題の継続申請が

できるようなシステムが作れないか、地方大学

にも研究費が配分されるような仕組みを作る

ことができないか、現在多様化している科研費

のカテゴリーを少なくして効率の良いシステ

ムにできないか、などの点についての質疑応答

がありました。中西先生が日本の財政状況と他

のライフサイエンス分野の発展から脳科学関

係研究費が置かれている非常に厳しい状況を

強調されたのが特に印象に残りました。シニア

の先生方からの、懇切丁寧なご説明と同時に、

若手に対するご鞭撻も頂きました。しかし、若

手に脳科学関係研究費の現状を認識させ、科研

費の制度にもっと関心を持たせることが、宮下

先生の「パネルディスカッション」を企画され

た主たる目的であったかもしれません。研究は

粘り強く続けることが重要なので、研究を可能

にする研究費は継続的に配分されることが不

可欠です。今回のような若手とシニアによるデ

ィスカッションは、初めての試みですが、神経

科学コミニティー全体が今後の脳科学を継続

的に推進するための方策を考える良いきっか

けになったのではないかと思います。 

 
「遺伝子、分子の立場からの若手教育 

シンポジウム」の報告と、今後に向けての提言 

慶應義塾大学 

柚﨑 通介 

I. はじめに 

去る 7 月 29 日（木）の午前いっぱいを使っ

て、包括脳の一分科会として上記のシンポジウ

ムが行われた。副題は「これから大きな発見を

してやろう、と考える若手へのメッセージ」で

 5

ある。群馬大学の平井先生から、シンポジウム

での講演依頼を受けて以来とても気が重かっ

た。こんな大層なタイトルで話すほど偉くない

し、自慢話や説教話など誰も聞きたくないだろ

うと思ったからである。しかし、平井先生はア

メリカの辺境（メンフィス）にある私の研究室

に参加してくれて以来の仲であり、このシンポ

ジウムを始め包括脳の事務仕事で四苦八苦し

ている彼の苦境を見捨てる訳にはいかない。ま

た、そもそも包括脳はこれまでの統合脳とは異

なって研究費に基づく成果発表の場ではなく、

学会と同じような学術的発表をしても仕方が

ない。そこで若手研究者にとって興味のあるこ

との一つである「どのようにして自分の研究テ

ーマを選びそして自分の居場所を確立してい

くか」というトピックで自分の経験談でも話そ

うかと思って準備した。当日は何とか無事終了

し、そこそこの好評を博したとの噂（まあ悪い

噂は耳に入らないことが多いのだけれど）を聞

いてほっとしていたところ、9 月に神戸の

Neuro2010 の会場でばったりと会った熊本大

学の玉巻先生にこのシンポジウムの報告を書

くように依頼された。北海道までの交通費や宿

泊費も出ず、全くの手弁当でシンポジウムで話

し、かつその報告記まで書けとは、あまりにも

人使いが荒いではないか。ただ、統合脳なき今、

包括脳をうまく運営して発展させていくこと

は日本の神経科学分野の研究費を確保し人材

を育てていくためには重要であると思う。これ

は手弁当で包括脳に参加した他の研究者にも

共通の思いであろう。しかし、自分自身も包括

脳組織に属してはいるものの、なかなか全体の

運営方針に口を挟む機会がない。そこで包括脳

の方向性について私の思うことを好き放題に

書かせてもらうことを条件に、この報告記を引

き受けることにした。 

 

II. 何を話したか 

本来なら、各シンポジストの発表内容を記す

べきなのだが、報告記を書くとは思っていなか

ったのでメモを取っていない。そこで、他のシ

ンポジストのお話は私の記憶に頼って概略の

み書くことでお許しいただき、唯一メモが残っ

ている（当たり前だが）私の話した内容を中心

に報告したい。 

九州大学の白根道子先生は軸索伸展因子プ

ロトルーディンを発見された。プロトルーディ

ンはもともと狙って発見されたものではなく、

その発見の経緯はなかなか聞けない話であり

興味深かった。しかし、それよりも研究を進め

ていく上で、もともとのプロジェクトを追求す

るか、プロトルーディン研究に集中するかとい

う判断の岐路に迫られた折に、当時のメンター

であった中山先生からの適切なアドバイスを

受けられたことに感心した。自分が時間を掛け

てきたプロジェクトから一時的にせよ撤退す

ることは、特にこれまでに費やした時間や努力

が多いほど困難であり、往々にして客観的な判

断が難しい。ここで適切なアドバイスをできる

人が近くに居ること（そしてそれに耳を傾ける

ことができること）は重要と思った。 

生理研の田渕先生はNeuroligin/Neurexinの

変異と自閉症マウスモデルを発見された。岡野

研で大学院時代に行っていたハエの研究から、

どのように考えて大きく方向を転換し、マウス

を用いたSudohof研究室に留学するに至ったか

を聞いた。またどのようにSudohof研で生き残

りかつ独立していったかというお話が聞けた。

まあ、要するにこつこつと努力すれば報われる

と思った。 

北里大学の岡田先生はシナプスタグ仮説を

分子レベルで実証された。1997 年にFreyと

Morrisのシナプスタグ仮説論文に衝撃を覚え

て以来、それまでに行ってきた研究から転向し、

研究費や研究ポジションに苦労しつつもこの

テーマ一筋を追求され、遂に結実された姿勢に

は感心し敬意を覚えた。野球の打者にも 2つの

タイプがあり、狙ってホームランを打つタイプ
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と、打率を稼ぎつつヒットの延長としてホーム

ランを打つタイプがあると言う。最近の日本の

研究費制度では、なかなか前者のようなバッタ

ーを育てる余地が無くなっており、岡田先生の

ような研究者（本人は否定されるが）を許容で

きるシステムが必要だろうと思った。 

生理研の深田先生はシナプス分子の輸送・局

在に関与するパルミトイル化酵素を発見し、さ

らにてんかんに関連したシナプス形成分子で

あるLGI1/ADAM22 を発見された。深田先生も上

皮細胞の細胞生物学研究から神経研究に転向

してBredt研究室に留学し、その中においてど

のように自分自身のプロジェクトを育ててそ

して独立していくかという過程について話さ

れ、とても面白かった。 

私自身は大学院修了後すぐに渡米し、そのま

まポスドク終了後に 1996 年にメンフィスにあ

る St. Jude 小 児 研 究 病 院 で Assistant 

Professorとして独立した。ポスドクとの待遇

の差は非常に大きく、完全に独立した自分の研

究室を持ち、初期セットアップ費や人件費・研

究費も保証された。この開放感は素晴らしく、

今までやりたいと思っていた研究を次々と立

ち上げた。しかし、最初の数年間は論文も出な

いし研究費も獲得できず、とても苦しい思いを

し た 。 詳 細 は HP を 参 照

（http://web.sc.itc.keio.ac.jp/physiol/yu

zaki/JCT2005.htm）。プロジェクトの狙いは決

して悪く無かったとは思うが、ひと言で言うと

「時利あらず」であったと思う。研究の成就に

は周辺技術、人材、場所、などの何らかの「利」

が必要なことが多い。1994 年に遂にフェルマ

ーの最終定理を解いたアンドリュー・ワイズに

しても、彼の前に 3世紀にわたって積み重ねら

れた諸定理群があってこそ解けた。超人的な体

力と気力をもつ項羽ですら、四方を楚軍で囲ま

れ「力は山を抜き、気は世を蓋う。時利あらず、

騅（彼の愛馬の名前）行かず。」と歌った通り、

時に利無ければ、勝負には勝てず愛馬ですら動

こうとしない。逆に、利無ければ、勇気をもっ

てプロジェクトからの戦略的撤退を計ること

も重要であると思う。プロジェクトは始めるよ

りも止めるときの方が難しい。 

研究には hypothesis-driven science と

discovery-based science がある。前者は狙っ

てやる研究であり、後者は瓢箪から駒の研究で

ある。この両者は実は密接に関連している。多

くの場合 hypothesis に基づいてこつこつと研

究を進める過程において、思いもつかない発見

に至ることが多い。前者の研究において私が唯

一心がけていることは、「一発実験はしない」

ということである。デカルトが方法序説で述べ

たように（Divide each difficulty into as 

many part…）、困難（研究課題）は出来るだけ

検証しやすい小さな単位に分けて、一つ一つ解

決することが、結局は近道であることが多い。

例えば、デルタ 2型グルタミン酸受容体は、活

性化させるリガンドが不明であるために長ら

く孤児受容体として扱われ、機能は謎であった。

そこで私たちはデルタ 2 受容体の機能ドメイ

ンと予想されうるいくつかの部位の変異体を

作成し、デルタ 2受容体欠損マウスに導入して

表現型の回復能を一つ一つ解析することによ

って、機能ドメインを絞り込んでいった。一見

遠回りようだが、このようなアプローチがその

後の研究の発展に繋がった。 

瓢箪から駒の研究については、マゼラン銀河

における超新星の爆発の瞬間をたまたま捉え
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たポスドクの話をした。超新星の爆発は一つの

銀河ですら 100 年に一回の頻度であり、爆発直

後の X線放出は数分間しか続かない。もちろん

これは偶然であるが、このポスドクの言葉「I 

was very lucky, but I was ready for it」が

とても示唆的である。犬も当たれば棒に当たる

が、そのためには、当たったときの準備（知識・

技術・心の余裕）が必要であり、一杯歩き回る

ことが重要なのであろうと思う（図）。 

 

III. 包括脳における集会の方向性 

今年の集会は、準備期間が少なく大変であった

と思う。本当に関係者のご努力には敬意を表し

たい。冒頭にも述べたが、包括脳の集会は、研

究費に応じた成果発表の場であった統合脳に

おける集会とは根本的に異なる。今回は脳科学

研究戦略推進プログラム（通称脳プロ）の分科

会や関連する新学術領域研究班会議と合同で

開催することによって、何とか人を集めること

ができた。本稿で紹介した若手教育シンポジウ

ムや若手参加分野別将来構想討議会という新

しい試みによって何とか通常の学術集会との

違いを出そうとしているが、そしてそれはある

程度成功したと思いたいが、果たしてこれが包

括脳として目指すべき方向なのかどうかは再

考の余地があると思う。 

前述したように私はポスドク時代を含めて

計 10 年余りアメリカで研究生活を送った。個

人主義と見なされるアメリカにおいても重要

なことは human networking（人脈形成）であ

る。最新情報獲得、研究費獲得、論文審査など

全てにおいてこれは必須である。このためには、

北米神経科学学会などの学術集会に加えて、

Gordon 会議、Keystone 会議あるいは Cold 

spring harbor や Woodshole でのコースなどの

少人数参加型・集中討議型の会議が非常に重要

な機会となっている。これらの後者の会議は、

郊外の小さな宿泊施設に総勢 100 人前後の研

究者を缶詰めとし、30-40 名の口頭発表と討議

を 3-4 日間かけて行う。途中に若手研究者やポ

スドク・大学院生などによるポスター発表が行

われ、Neuronや Nature Neuroscienceの Editor

なども参加することが多い。特定領域や新学術

領域などの「班会議」と比べると、発表・討議

が充実しており、研究交流も進みやすい。欧米

の大学院生やポスドクにとってこれらの集会

に参加することは、独立後の人脈形成上に非常

に重要な機会となっている。口頭発表者として

選択されることはその分野の研究者にとって

名誉あることであるが、若手研究者にとっては

なかなか大変である。しかしポスターなどには

お金（場所によるが、旅費以外に 600-1000 ド

ルぐらい）さえあれば応募できる。そこで、一

つにはこれらの会議への若手研究者の参加を

積極的に包括脳でサポートできれば有効であ

ろうと思う。しかし、できるならばこれらの会

議そのものを継続して日本で開催できないだ

ろうか？既に Gordon 会議の海外拠点として香

港が確立している。中国では Cold Spring 

Harbor のアジア拠点を蘇州に戦略的に誘致す

ることに成功しており、この秋だけでも 7つも

の会議が行われている。日本もこれらの会議の

拠点として手を挙げるという戦略が必要かも

しれない。あるいは類似の会議を包括脳支援の

もとで立ち上げ（そして継続する！）ことも良

いかもしれない。テーマは分子、回路、システ

ム、病態などそれぞれから一つずつ選び、それ

を隔年（できれば毎年）に、海外研究者（若手

を中心に最低 10-15 名）に同数の国内研究者を

交え、さらに大学院生やポスドクのポスター50

題前後で、2-3 泊で行う会議ならば不可能では

ないと思う。このような会議の開催が、若手研

究者のみでなく、大学院生やポスドクに対して

長期的に与える教育的効果は計り知れないと

思う。 

機会があるごとにこのような夢を語ってい

るのだが、どうであろうか？ 
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データベース委員会の活動紹介 「脳神経科学のキャリアパスを考える会 」  

藤田保健衛生大学 玉川大学 

宮川 剛 星 英司 

 

包括脳ネットワークのデータベース委員会の

委員長を拝命しました藤田保健衛生大学の宮

川剛です。データベース委員会の活動の目的と

内容を紹介させていただきます。 

データベース委員会では、脳研究者ネットワ

ークの登録、ホームページの作成と運用、領域

内広報、News letterの発行、全体集会の参加

登録、各種行事と集会案内、育成支援委員会や

リソース開発・技術支援からの公募情報提供な

どを行うことにより、研究者ネットワークをつ

なぐメディアを運営することとなります。また、

脳研究リソース開発・技術支援の各拠点と密に

連絡を取り、その活動成果を紹介するとともに、

開発されたリソースや新技術の供給および応

用研究の募集、支援研究から得られたデータの

データベースの構築と維持を行うのも、この委

員会の任務です。包括脳ネットワークのデータ

ベースやホームページ作成用のサーバーに必

要な装置システム・ソフトは、生理学研究所の

伊佐正教授が委員長として管理運営してきた

統合脳・データベース委員会の資産を受け継い

でいます。 

 

キャリアパスに造詣の深い二人の先生をお

迎えして、キャリアパスの現状を分析しつつ、

幅広いトピックスについてディスカッション

を行いました。世代や研究分野を超えてキャリ

アバスの現状と問題点を共有することによっ

て、脳神経科学者が一体となってキャリアパス

を改善しようという試みです。以下の報告書で

当日の話の経過の詳細を知ることができます。 

「脳神経科学のキャリアパスを考える会」報告

書のダウンロードはこちらより 

第１回 包括脳ネットワーク・アンケート結果 

東北大学, 東京大学, 東京大学 

虫明 元, 岡部 繁男, 狩野 方伸 

今回の「夏のワークショップ」に参加された

方々からの感想や包括脳ネットワークの活動

に関するご意見をアンケートとして頂戴し、結

果をまとめました。得られた結果は、今後の包

括脳ネットワークの運営計画に、大いに参考に

なるものでした。今回ワークショップに参加さ

れなかった方々には、来年、夏のワークショッ

プのどのイベントに参加すれば自分にとって

有益であるかも調べることができます。来年の

ワークショップの参加を考える材料として、お

役立てください。 

以上のように、データベース委員会には多く

のミッションがありますが、このうちのいくつ

かについて以下にご紹介いたします。 

 

(1) Researchmap による会員情報の可視化 

包括脳ネットワークの会員の登録には、

Researchmap(=Rmap)というウェブサイトを使

っています。Rmapとは、国立情報学研究所が提

供している研究者のための情報共有基盤サー

ビスで、このサイト上で研究者は「マイポータ

ル」というページを持つことができます。この

「マイポータル」は自分のプロフィール、経歴、

業績などをまとめたネット上での履歴書のよ

第１回 包括脳ネットワーク・アンケート結果 

のダウンロードはこちらより 
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うなものですが、優れているのは、Pubmedや

CiNii、科研費データベースなどから研究業績

をまとめてインポートできる点です。この機能

によって自分のCVのページを容易につくるこ

とができます。さらによいのは、この「マイポ

ータル」の情報をウィジェットという機能を使

って、外部のウェブサイトにフィードできるこ

とです。包括脳ネットワークのホームページは、

Rmapとは異なる独自のサイトなのですが、各種

委員会の委員の情報、夏のワークショップ「若

手優秀発表賞」の受賞者の情報、各種申請の採

択者情報などのページでは、このウィジェット

によって、会員がRmapに登録した情報をそのま

ま使っています。包括脳ネットワークは、通常

の新学術領域研究とは異なり、脳神経科学に関

わる会員を広くオープンに募っています。既に

1000 名以上の多数の研究者が会員となってい

ますが、どのような研究者が参加しているのか、

どのような研究を行っているのか、をできるだ

けオープンで透明に可視化し、分野を越えた研

究者のネットワークを形成していくことが大

きなミッションです。Rmapの活用はこのための

有力なツールになりうると考えています。Rmap

のウィジェットは皆様のご研究室のホームペ

ージなどでも容易に使うことができますので、

ぜひご活用下さい。 

包括脳ネットワークでは、集会委員会、育成支

援委員会、リソース開発・技術支援などから各

種の公募を行っています。これらへの申請・審

査時や、ワークショップのアブストラクトなど

に Rmap のマイポータルの URL を記していただ

くことにより、経歴・業績欄の記載を省略して

会員の皆様の作業を効率化しようという目的

もあります。 

Rmap については JST の研究開発支援総合ディ

レクトリ「ReaD」、府省共通研究開発管理シス

テム「e-Rad」とも連携を進める議論が文科省

の主導のもと進められています。このようなデ

ータベースの連携によって、今後、各種の申請

書や報告書への経歴・業績の登録が一元化され、

同じような情報を何度も異なるフォーマット

で記載しなければいけないという状況が改善

されることが期待されています。 

包括脳ネットワークの各種案内は、Rmap の掲

示板でのメール配信機能を使ってお知らせい

たします。Rmap 内「包括脳ネットワークコミ

ュニティ」にご参加いただいていない場合は、

メールでの案内を受け取ることができません

のでご注意下さい。 

 

(2) 包括脳ネットワークのホームページ 

包括脳ネットワークのホームページでは、各種

の公募情報、今後の活動予定や、活動の成果な

どの情報を発信しています。このホームページ

はNetCommonsというシステム（これも国立情報

研によって開発されているシステムです）を使

って構築しており、ホームページ上の登録フォ

ームを使った各種申請やアンケートなどを容

易に実施することができるようになっていま

す。包括脳ネットワークの一部の公募では、ま

だこの機能を使っておらず、ワードファイルの

メールによる送付によって申請の受付を行っ

ているものもあるのですが、今後、できるだけ

ホームページ内でのフォームを活用すること

によって、申請作業の簡便化・効率化をはかっ

ていく予定です。 

ホームページ上の各種関連イベント や人

材・研究費助成公募のページには、包括ネット

ワーク会員であれば、ログイン後、自由に情報

を書き込むことができるようになっています。

ぜひご活用下さい。 

包括脳ネットワークの会員の皆様には、Rmap

への登録と、包括脳ネットワークのホームペー

ジの 2 種類のユーザーID とパスワードが必要

となり、少しわかりにくいシステムになってお

りますが、以上のようなメリットをご理解の上、

ご協力いただけますと幸いです。 
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(3) 神経科学者ソーシャルネットワーキング

サービス(神経科学者 SNS) 

神経科学者 SNS は、包括脳ネットワークが、脳

神経科学の研究を行っているか、あるいはこれ

らの研究に関心を持っている研究者の情報交

換・コミュニケーションの促進のために実施し

ているソーシャルネットワーキングサービス

です。特定領域研究・統合脳５領域のデータベ

ース委員会が運営していたものを包括脳ネッ

トワークのデータベース委員会がそのまま引

き継ぎました。 

神経科学者 SNS では、各種の「コミュニティ」

や「日記」を通じて、メンバーどうしが気軽に

情報・意見交換や議論を行うことができるほか、

ざっくばらんな世間話なども行うことができ

るようになっています。この SNS には海外の日

本人研究者の参加が多いのも特徴で、研究アク

ティビティの高い欧米での先端的研究にたず

さわる方々も交えたコミュニケーションが活

発に行われています。 

一例をあげますと、昨年の事業仕分け後にSNS

内に形成された「事業仕分けコミュニティ」で

は多くの議論がなされ、その議論をもとに、「事

業仕分けコミュニティ」が総合科学技術会議へ

向けて提言を行いました。この提言による刺激

もあり、科学研究費補助金の複数年度予算制度

の導入、IT技術活用による各種書類手続の簡略

化、海外からの物品購入の合理化、高額研究機

器の再利用の推進などが文科省にて議論され

ています（文科省・予算監視効率化特命チーム

による；「別紙（資料３）」参照）。 

神経科学者 SNS は包括脳ネットワークの会員

であれば誰でも参加登録が可能ですので、ご興

味のある方はぜひご参加ください。 

 

(4) 神経情報基盤センター 

 (Neuroinformatics Japan Center、略称：NIJC)

との連携： 

神経情報基盤センターは、OECD国際協力に基づ

くニューロインフォマティクス日本ノードと

して、日本におけるニューロインフォマティク

スの情報集積拠点となるべく、理研BSI内に設

置されているセンターです。現在、包括脳ネッ

トワークのデータベース委員会はNIJCと連携

して、「マウス表現型データベース」と「包括

脳ネットワーク・プラットフォーム」を運営し

ています。「マウス表現型データベース」は、

「行動解析融合型プラットフォーム支援活動」

において取得されたマウスの表現型データを

中心として掲載するデータベースです。各遺伝

子改変マウスを様々なテストにかけた結果に

ついて、それらの系統の平均値だけでなく個々

のマウスの個別情報やローデータも掲載する

リレーショナルデータベースとなっています。 

「包括脳ネットワーク・プラットフォーム」で

は、NIJC が開発した XooNIps というシステム

を用いて、会員が自由に各種電子リソースを一

般に公開することが可能になっています。今後、

NIJC との連携によって、包括脳ネットワーク

の支援活動で得られた研究成果を広く公開し

ていく予定です。 

 

(5) 包括脳ネットワーク・ニュースレターの

発行： 

データベース委員会・委員の熊本大学・玉巻伸

章先生、京都大学・藤山文乃先生を中心にニュ

ースレターを発行いたします。 

 

以上のように、データベース委員会では、我が

国の脳研究者の間のネットワークやコミュニ

ティの形成を促進する情報基盤を提供し、包括

脳ネットワークの支援活動で得られた研究成

果や研究データの公開を推進していく予定で

す。データベース委員会の活動や、公開すべき

データについて何かご意見やアイデアなどあ

りましたら、ぜひお気軽にお知らせいただくよ

うお願いいたします。 

 

 11  12

「編集者後書き」 

この度は、包括脳ニューズレターの編集を、

私、玉巻伸章と、藤山文乃が、承りました。初

めての経験ではありましたが、第一号の発行に

際しては、多くの先生方のご協力を仰ぐことに

より作成することが出来ました。快く原稿作成

をお引き受け頂きました諸先生方には感謝申

し上げます。また数々の問題点にお気づきのこ

とかと思いますが、今後もご批判を仰ぐことに

より、より良いものとしてまいりますので何卒

宜しくお願い申し上げます。 

紙面の作成に際しては、写真や図などを多く

取り入れて、理解しやすい紙面を作成したいと

考えております。また、紙面を３ページ以上に

渡って、占める場合には、包括脳ホームページ

の PDF ファイルにリンクを張ることにしまし

た。今後は、多量の資料も、紙面は 1－3 ペー

ジとし、残りはリンクにより提供するようなル

ールを予め準備して、著者にお願いをしてまい

ります。 

今後、ご意見がございましたら、玉巻、藤山ま

でお知らせ頂けますよう、よろしくお願いいた

します。 

玉巻伸章, 藤山文乃 
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目次 

新学術領域研究「生命科学系３分野」 

『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』主催、 

第２回夏のワークショップ開催、8月21-24日、神戸国際会議場 

 

・第１回、包括脳ネットワーク市民公開シンポジウム開催 

・夏のワークショップ、開催日・開催地決定のお知らせ 

・平成22年度若手研究者の国内交換プログラムを終えて 

・伝言板 

 

第１回：包括脳ネットワーク市民公開シンポジウム 

「脳と心のホントを知ろう」2011 年 2 月 11 日開催

  

 1

第１回、包括脳ネットワーク市民公開 市民公開シンポジウムは、2月 11 日に、東

京医科歯科大学 M&D タワー大講堂で、午後１時

より開催されました。生憎この日はみぞれが降

り、底冷えのする、町の人出も少ない日でした。

シンポジウム開始時には、人の集まりも悪く、

やきもきもしましたが、4人の方が講演される

間にも聴衆が増え、終わりごろには数十人の聴

衆とともに、パネルディスカッションが行われ

ました。 

シンポジウム「脳と心のホントを知ろう」開催。 

日時：2011 年 2 月 11 日、於：東京医科歯科大 

「ご挨拶」 

2010 年より立ち上がった新学術領域「包括

型脳科学研究推進支援ネットワーク」（以後「包

括脳」という）の目的は、脳研究の新手法･新

領域の芽を育てるという研究支援ばかりでは

なく、広報委員会の活動を通じて、脳・神経の

研究者達の研究成果を、人々に幅広く還元する

ためのパイプ作りに取り組むことにもありま

す。人間は多かれ少なかれ自分の脳の働きに関

心があります。そして、「こころ(心)」は脳の

活動が生み出すものであることは、すでに誰も

が知っています。人間は長寿を満喫できる様に

なった代償として、認知症などの脳の病気に悩

むこととなりました。また、ストレス社会は「心

のやまい」を増加させています。このような状

況を打破するために、脳科学研究の推進が熱望

されているところです。しかしながら、脳の機

能の実態についてはまだよくわかっていない

部分が多いため、脳科学研究にはともすれば通

説、俗説が付きまといがちです。そこで、今回

のシンポジウムでは「脳と心のホントを知ろ

う」と題し、脳と心の仕組みについて我々研究

者が本当に知っていることは何か？また脳と

心について我々が理論立てて説明できること

は何か？について、脳科学の現場で研究を行っ

ている真の専門家に、わかりやすく語っていた

だきました。さらに、講演終了後に、科学ジャ

ーナリストの青野さんにも加わって頂き、シン

ポジストによるパネルディスカッションを企

画し、市民の方々とともに、我が国の脳科学研

究推進について考えてみる機会としました。

(広報委員会委員長 白尾智明) 

講演は、東京大学の池谷裕二先生による、

「ミクロな視点から眺めた脳回路のはたらき」、

生理学研究所の柿木隆介先生による、「脳は不

思議がいっぱい！！」、沖縄科学技術大学の銅

谷賢治先生による、「学習し進化するロボット

から脳と心のしくみに迫る」、名古屋大学の尾

崎紀夫先生による、「うつ病について、わかっ

ていること、わかる必要があること」の４題で

した。 

 講演者の方々のお話は、一般の方々にも理解

できるように、入門的内容に十分な時間を取っ

た上で話が展開しました。加えて興味有る未発

表の研究成果も披露されて、研究者の方々も充

実した時間を共有することができました。 

 パネルディスカッションでは、研究成果を如

何に人々に公表すればよいか、の議論がありま

した。一つの話題として、テレビ等のメディア

は、視聴率のために科学を軽んじ、不正確であ

ろうが面白おかしく語る脳科学者と自ら称す

る芸能人にスポットを当てることが取り上げ

られました。確かに一度歪められた考えを元に

戻し不正確な知識を駆逐することは、非常に難

しかろうと思います。正しい観点を一般の人々

にも根付かせるためにも、本公開シンポジウム

は、今後も続けねばならないと思います。 

(編集者) 

 以下に、講演抄録全文を掲示しました。 

 https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?action=multid

atabase_action_main_filedownload&download_flag=1&

upload_id=1358&metadata_id=276 
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 研究報告 part1 13：10～15：45【502 号室】 

 「包括型脳科学研究推進支援ネットワーク」 8 月 23 日（火）  

夏のワークショップ開催日・開催地決定のお知らせ 

 

 開催日時：平成23年8月21（日）～24（水） 

 開催場所：神戸国際会議場 

 （当初仙台での開催を予定していましたが神戸

に変更となりました） 

8 月 21 日（日） 

 オープニングセッション  

13：00～14：30 【メインホール B1F】 

 脳と心のメカニズム・脳と心の発達 part1 

15：00～19：00 【メインホール B1F】 

 新学術領域会議（山森班）  

20 日～21 日（時間：問合せ中）【502 号室】 

 新学術領域会議（能瀬班）  

15：00～20：00 【401-2 号室】 

 新学術領域会議（岡澤班）  

15：00～19：00 【403 号室】 

 新学術領域会議（柿木班）  

8：30～18：30  【503-4 号室】 

8 月 22 日（月）  

 脳と心のメカニズム・脳と心の発達 part2 

9：00～11：00 【メインホール B1F】 

報酬系・罰系とモノアミンシグナル伝達 

11：00～16：00  【メインホール B1F】 

 脳科学の発展を支える研究支援の在り方 

16：00～18：00 【メインホール B1F】 

 新学術領域会議（能瀬班）   

9：00～17：00  【401-2 号室】 

 新学術領域会議（岡澤班）  

9：00～18：00 【403 号室】 

 新学術領域会議（柿木班）  

8：30～17：00  【503-4 号室】 

 脳プロ「これまでの成果と今後の在り方」 

ワークショップ 9：00～16：00【501 号室】 

 精神医学と脳科学のコラボレーション： 

今後の展望と戦略 9：00～12：00【502 号室】 

 CREST・さきがけ脳関連領域講演会/ 

 プレナリーレクチャー （講演：廣川信隆） 

9：00～10：00【メインホール B1F】 

 シナプス病態若手シンポジウム 

15：00～19：00 【501 号室】 

 CREST・さきがけ脳関連領域講会/研究報告会 

part2 10：10～18：40【502 号室】 

包括脳ネットワーク支援による融合的脳研

究の展開 10：00～17：00【503-4 号室】 

包括脳ポスターセッションコアタイム 

12：00～14：30 【4・5F ラウンジ】 

 アジアの中の日本の脳科学研究の方向 

17：00～19：00 【503-4 号室】 

懇親会   

19：00～21：00 【401-403 号室周辺】 

8 月 24 日（水） 

「脳科学分野で博士課程進学をいかに 

  増やすか/脳科学の将来像」午前

（時間：問合せ中）【401-2 号室】 

 理研 BSI シンポジウム 

「Circuit to behavior」  

9：30～12：05 【501 号室】 

 ニューロインフォマティクス 

日本ノード WS(展示)22 日午後～24 日 

（時間：問合せ中）【503-4 号室】 

 新学術領域合同シンポジウム 

「リアリティを生み出し現実世界と関

わる脳の働き」    

9：00～ 17：00 【502 号室】 

 精神疾患死後脳チュートリアル 

「精神疾患病態解明のための死後脳研究の進め

方」 13：00～ 17：00 【505 号室】 
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平成 22 年度若手研究者の国内交換 

         プログラムを終えて 

  （育成支援委員会、南部 篤委員長） 

 包括脳では若手育成を目的として、以下の支

援を行っています。①国内研究室相互の訪問研

究プログラム：若手研究者が国内の他の研究室

に数週間から数ヶ月程度滞在し、新たな研究手

法を習得したり、共同研究の基礎固めを行うこ

とに対して、旅費および滞在費を支援する。②

新研究法・新分野・新研究領域開拓のための研

究会：先駆的研究・萌芽的研究など、新しい発

想による研究を推進するために、若手研究者が

企画をし、実施する研究集会をサポートする。

③海外研究室への訪問研究プログラム：海外の

研究室を対象とした技術研修や、海外の技術習

得コースへの参加費を援助する。平成 22 年度

はこのうち、①、②の公募を行い、それぞれ

10 件と 5 件を支援しました。①の支援を受け

た方から、感想をお寄せ頂きました。平成 23

年度前期の公募は終わりましたが、後期の公募

が 10 月頃行われますので、是非、応募頂けれ

ばと思います。詳しくは包括脳 web site をご

覧下さい。 

 

「新しいラボと２光子顕微鏡」 

東京大学大学院医学系研究科・神経生化学 

 川島尚之 

 2011 年の 1 月から 2 月にかけて、包括脳育

成支援委員会のご援助をいただき、九州大学の

大木研一教授の下で訪問研究する機会を得る

ことができました。そこで勉強させて頂いたこ

とを、この稿でご報告申し上げます。 

① 研究室のセットアップ 

大木研は昨年に発足したばかりの新しい研

究室であり、本格的なラボのセットアップが開

始されたのは、私が 1月にお伺いした頃からで

した。大木先生が留学先で確立された、2光子

顕微鏡を用いたカルシウムイメージングの実

験系を再現することを目指して、大型装置から

細かい道具まで全てを揃える必要がありまし

た。大木先生と、昨年末より着任された根東覚

先生と私の 3人で、ひたすら議論しながら前進

する毎日だったのですが、実験系の成り立ちを

学ぶのに大変有意義な過程だったと思います。

また、私自身が新たな実験手技を習うと同時に、

大木研でこれから始まる様々の分子生物学的

手法を取り入れた実験に必要なセットアップ

を、私自身の経験を活かしながらお手伝いさせ

て頂きました。 

② 2 光子顕微鏡を用いたイメージング 

2 月上旬には顕微鏡のセットアップが終了

し、ライブイメージングを開始することが出来

ました。私は 2光子顕微鏡に触れるのは初めて

だったのですが、使用し始めるとその魅力に取

りつかれてしまい、直ぐに顕微鏡部屋で毎日を

暮らすようになってしまいました。 

その結果、カルシウム指示薬である OGB-1

を視覚野神経細胞に取り込ませて、それを視覚

刺激と同時にライブイメージングすることに

より、視覚野神経細胞の反応性を測定すること

が出来るようになりました。また、この視覚刺

激の技術を応用して、本研究の趣旨である前初

期遺伝子の発現をライブ観察することにも成

功しました。特にこの後者の実験は当初想像し

ていた以上に手技も解析も難しく、派遣期間中

には実現不可能かと半分諦めていたのですが、

派遣期間終了ギリギリの所で何とか成功させ

ることが出来ました。新しい環境で上手くやっ

ていけるかとても不安だったのですが、良い結

果が得られて本当に嬉しかったです。 

 今後のことになりますが、今回の育成プログ

ラムのお陰で、当初考えていたような共同研究

が技術的に可能であることが確認できました

ので、平成 23 年度以降、この研究は正式に継

続されますことになりました。今回得た技術を

応用してさらに大きな成果を目指していきた

 4

いと考えております。最後になりましたが、快

く受け入れて懇切丁寧なご指導を頂きました

大木研一先生、派遣を快諾してサポートして下

さいました指導教官の尾藤晴彦先生に感謝申

し上げます。そして、今回のご支援を頂きまし

た包括脳ネットワークの先生方に厚く御礼を

申し上げたいと思います。ありがとうございま

した。 

 

「単一細胞染色を追求した２ヶ月」 

福井大学医学部人体解剖学・神経科学 

伊藤哲史 

私は去る２０１０年夏の約２ヶ月間、「国内

研究室相互の訪問研究プログラム」の援助を頂

き、京都大学大学院医学研究科高次脳形態学研

究室（金子武嗣教授）に滞在しました。目的は、

下丘の単一興奮性ニューロンと抑制性ニュー

ロンをゴルジ染色様に染める技術の開発です。

最近私は下丘に入力や投射に違いのある２種

類の抑制性ニューロンが存在することを報告

しましたが、これら抑制性細胞と興奮性細胞の

樹状突起の枝ぶりや樹状突起上の入力様式の

違いを知ることによって、これらの細胞の聴覚

情報処理上の役割の解明につながると考え、単

一細胞を突起の隅々まで染める技法の開発を

行うこととしました。 

金子教授率いる高次脳形態学研究室は遺伝

子組換えウイルスを利用した単一ニューロン

染色法で大きな成果を挙げてきました。そこで

この研究室で下丘の単一細胞標識に適したウ

イルスが何であるかを検討し、必要なら新たな

ウイルスの開発も行うことを滞在時の目標と

しました。 

まず古田貴寛助教が開発された Sindbis/ 

palGFP ウイルスで単一細胞標識を試みました。

興味深いことに感染した下丘のニューロンの

殆どは興奮性でした。従って抑制性ニューロン

を選択的に標識する方法が必要です。下丘の抑

制性ニューロンと parvalbumin (PV)発現ニュ

ーロンはほぼ同一の集団であることが知られ

ており、玉巻伸章教授(熊本大学)が開発された

PV-Cre マウスが利用できますので、Cre-loxP

技術を用いた PV ニューロンの選択的標識をす

るべくいくつかのウイルスを作成することと

なりました。私はウイルス作成の経験はなかっ

たのですが、日置寛之助教のご指導の下、研究

室の皆様と協力して精製まで持っていくこと

ができました。また CAG promoter-loxP-mRFP 

-loxP-GFP アデノウイルスを PV-Cre マウスの

下丘に注入したところ、確かに抑制性ニューロ

ンを選択的に GFP で標識することができまし

た。 

新しい技術を習得する最短の方法は、その技

術の専門家の指導をまとまった時間直接受け

ることです。その際滞在費が問題となるので、

本プログラムは弱小研究者への福音となるこ

とは疑いありません。 

最後に、私の研究を採択してくださった選考

委員の皆様と、親切にご指導くださった高次脳

形態学研究室の皆様にお礼申し上げます。 

 

『神経細胞膜電位高速イメージング法』 

の技術開発 

京都大学大学院医学研究科 高次脳形態学 

日置寛之 

 中枢神経系が実現する高次機能を理解する

ためには、その構造的基盤である神経回路に関

する知識が必要不可欠です。私はこれまで、遺

伝子工学技術（種々のウイルスベクター・遺伝

子改変動物等）を用い、グランドデザインとで

も呼ぶべき、脳の設計図を解明することを目的

として、神経回路網の形態学的解析を進めて参

りました（神経回路網の静的解析）。しかし、

このようなハードウェア的視点だけでは、脳の

情報処理システムを完全に理解することは難

 5
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伝言板： しいでしょう。脳の情報表現は不安定であり、

また高度な冗長性を備えていると考えられて

いるからです。脳の情報処理システムを理解す

るためには、素子である神経細胞の動作特性を、

ネットワークレベルで解析する（神経回路網の

動的解析）ことも重要であると言えるでしょう。 

「包括脳ネットワーク」参加各位 

この度の東北関東大地震、巨大津波、および

原子力発電所の事故で被災され、また避難を余

儀なくされている皆様に心よりお見舞い申し

上げると共に、被災地域の一日も早い復興をお

祈りいたします。  そこで私は、ネットワーク上における神経細

胞集団の動作特性を、実験的に検証することの

必要性を感じ、『神経細胞膜電位高速イメージ

ング法』の技術開発に取り組みたいと考えるに

至りました。本技術開発の目的は、膜電位を光

計測することで、多数の神経細胞から、その活

動を同時に直接記録しようとするものであり

ます。 

さて、包括脳ネットワークでは宮川データベ

ース委員会委員長のご尽力により、大震災での

被災地域の研究活動の再開に向けて、被災者、

支援者を結ぶ「掲示板」を開設いたしまし た。 

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_

id=1488 

 この掲示板には、被災された研究者の皆様が、

復旧のための人手、研究の情報、研究機器など、

どのような支援を望んでおられるのかを積極

的に挙げて頂き、掲示板を見た研究者から可能

な支援があればお願いすることに致しており

ます。 

 しかし、私が所属する研究室では、電気生理

学的解析は日常的に行っているものの、イメー

ジング法に必要な機器も無ければ、知識も経験

も無い状況でありました。このような状況下で、

本技術開発を独自に行うのは相当な困難を伴

うものであり、現実的ではないと、半ば諦めて

いました。今回、幸運にも「包括脳・国内研究

室相互の訪問研究プログラム」の御支援を頂き、

東京大学大学院薬学系研究科・薬品作用学教室

（准教授・池谷裕二先生の御指導）にて、技術

開発を行う機会を得ることができました。昨年

の 12 月中旬から 2 月中旬にかけ（計 6 回に分

けて滞在）、イメージング法の基本習得、およ

び本技術開発に取り組みました。残念ながら、

未だ技術開発の成功には至っておりませんが、

本技術開発の第一歩を踏み出せたことは、私に

とって一番の喜びであり、成果だと思っていま

す。 

 今後とも長期的な支援が求められる中、包括

脳ネットワークの「掲示板」機能を幅広い分野

の研究者に知っていただき、可能で有効な支援

を実施していきたいと考えています。また、被

災地の研究者への有効な支援のご提案をお寄

せいただきたいと思います。 

 そこで、「掲示板」を ご覧いただき、被災

した研究者の受け入れや、サンプル・リソース

の一時的待避などに協力いただける研究室が

あれば、その旨、また被災関連で有用な情報、

などを書き込んでいただけるようお願いいた

します。ログインができない/面倒、という方

については、データベース委員会（担当：林、

aihys@nips.ac.jp)にメールで送っていただけ

れば、HP に転載いたします。 

 最後になりましたが、このような機会を与え

て下さった委員の先生方、そして松木則夫教

授・池谷裕二准教授を始めとする薬品作用学教

室の皆様方に、この場を借りてお礼を申し上げ

たいと思います。 

平成 23 年 3 月 22 日  

包括脳ネット ワーク     

研究代表者： 木村 實    

事務局：高田昌彦、岡部繁男 

  

 6  7

データベース委員会より 

 

「データベース委員会の活動として、この一般向け

講演会のUstream配信を行い、95名の聴講者を記

録しました。今後、包括脳ネットワークによって補助

される各種の講演会やシンポジウムについて、この

ようなネットを活用した配信を積極的に行っていきた

いと考えています。ご興味のある方はデータベース

委員会までご遠慮なくお問い合わせください。」 

データベース委員会委員長： 宮川 剛 

 

 (編集・文責：玉巻伸章) 
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第２回：包括脳夏のワークショップ 2011 年 8 月 21-24 日開催 

新学術領域研究「生命科学系３分野」『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』 

  第２回夏のワークショップ特別号   

「領域代表者挨拶」      玉川大学 木村 實  P1 

「オープニングセッション」事務局よりの報告   京都大学 高田昌彦 P2 

「プレナリーレクチャー」 講演：東京大学 廣川信隆  熊本大学 玉巻伸章 P3 

「包括脳ネットワーク支援による融合的脳研究の展開」  東京大学 三品昌美 P3 

「脳科学の発展を支える支援の在り方」    東京大学 岡部繁男 P5 

・神経機能を司る分子シグナリング動態の 
徹底的計測と操作を目指して     東京大学 尾藤晴彦 

・グリア細胞と脳機能・病態      山梨大学 小泉修一 

・シームレス脳科学の創成を目指した計測・ 
操作研究プラットフォームの設立      東京大学 岡部繁男 

・認知ゲノミクス基盤研究センターの設立  生 理 研 伊佐 正 

「若手優秀発表賞を受賞して」 梅田知宙 寺前順之介 西田知史 P11 

「アジアの中の日本の脳科学研究の方向性」 平井宏和   田中敬子 P13 

「脳科学分野で博士課程進学をいかに増やすか」 田中真樹   福岡要 P15 

 
1 

 このワークショップは昨年に続き第 2 回目で

すが、3 月 11 日の東日本大震災と引き続く原子

力発電所事故のために、急遽会場を当初予定地の

仙台から神戸国際会議場に移しての開催となり

ました。これも、虫明研究集会委員長、高田、岡

部事務局長をはじめとする各委員会委員と事務

担当者の方々、そして藤田一郎教授を中心とする

地区委員会委員の方々の献身的な努力によって

実現することができました。ご尽力に心から感謝

申し上げます。開催期間中の 3日間で、809名の

参加者が集う盛会となりました。また、参加者は

研究機関のスタッフ研究者 557名のみならず、博

士研究員 59 名、学生・大学院生 118 名、その他

の参加者 75 名と、将来脳科学をめざす若手の参

加者が目立ったことも特徴でした。 

 「包括脳ネットワークがめざすもの」というテ

ーマで開催したオープニングセッションでは、文

部科学省の倉持隆雄研究振興局長にご挨拶をい

ただきました。まず、国際的な学術研究の活性化

の中で我が国の存在感を如何に示すかについて、

資料に基づいて意見を述べられました。そして、

脳科学研究の推進について、研究の内容・規模が

個別の研究者や大学の枠を超える大型のものに

ついては、科学研究費補助金、脳科学研究戦略推

進プログラム（脳プロ）、戦略的創造研究推進事

業（CREST、さきがけ）、理化学研究所脳科学総合

研究センター（理研 BSI)、自然科学研究機構新

分野創成センター、大学、そして学会を含む脳科

学研究のコミュニティの幅広い合意とサポート

が十分得られた提案への期待を強調されました。

続いて、私から平成 22 年度から 1 年余りの包括

脳ネットワーク活動の現状と、本年 7月に開催さ

れた科学研究費補助金審査部会による進捗報告

会を踏まえた今後の展望について説明し、参加者 

との意見交換をいたしました。特に、脳科学研究

は、研究者の自由な発想に基づく学術研究として

の科学研究費補助金、政策に基づき将来の応用を

目指す基礎研究としての戦略的創造研究推進事

業（CREST、さきがけ）、そして政策課題対応型研

究開発としての脳科学研究戦略推進プログラム

（脳プロ）により支援されているが、同一の研究

に複数の研究支援がなされる訳ではなく、支援の

目的に沿って明確に切り分けられていることを

コミュニティとして再確認すると共に、脳科学以

外の研究分野や一般社会に対して発進すること

の重要性を強調しました。オープニングセッショ

ンの最後には、大震災から学ぶというタイトルで

東北大学の大隅典子教授、井樋慶一教授、福島県

立医大の小林和人教授から、大学と研究室が甚大

な災害を受けてから今日までの、復興に向けての

物理的、精神的負担と、社会的な現状と展望につ

いてご紹介いただき、多くの参加者から激励の温

かな拍手が送られました。 

続き会場では、複数のレクチャールームに分か

れ、脳科学関連の 7つの新学術領域の領域会議や

合同シンポジウムが 9セッション、プレナリーレ

クチャー1題、脳と心のメカニズム研究グループ

1セッション・2 part、脳プロ 2セッション、CREST、

さきがけ 1 セッション・2 part、理研 BSI1 セッ

ション、包括脳ネットワーク企画の 4セッション、

その他の 5 セッション、併せて 24 セッションが

開催されました。また、2ヶ所に設けられたポス

ター会場では、おおくの若手研究者によるポスタ

ーが展示され、ポスターセッションでは盛んな議

論が展開されておりました。優秀発表賞にエント

リーしていた優れた内容のポスター発表につい

て、包括脳ネットワークの選考委員会が公正な審

査を行い、日本神経科学学会、日本神経化学会、

日本神経回路学会と包括脳ネットワークから、優

秀発表賞受賞者 21 名を選考しました。受賞者は

新学術領域研究「生命科学系３分野支援活動」『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』主催 

第２回夏のワークショップ開催にあたって 

領域代表者 

玉川大学脳科学研究所 木村 實 
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桝正幸委員長からワークショップ 3 日目の懇親

会の会場で公表され、およそ 230名の参加者から

大きな祝福を受けました。また、懇親会のはじめ

には、文部科学省研究振興局の渡辺淳平助成課長

にご挨拶いただき、科学研究費補助金を中心とす

る研究支援の現状と展望、および包括脳ネットワ

ーク活動への期待を述べられました。 

 このように、ワークショップでは、異分野融合

をめざす研究交流、研究リソース・技術支援の情

報交換、そして若手研究者育成支援に向けた活発

な活動が展開されました。脳科学研究者コミュニ

テ ィ の 皆 様 が 「 包 括 脳 ネ ッ ト ワ ー ク 」

(http://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id

=37)の活動をご理解いただき、積極的に活用いた

だくことによって、研究を益々発展させていただ

くことを祈念致します。 

 

 オープニングセッションは８月２１日（日）の

１３時から１４時半までメインホールで開催さ

れた。今回は「包括脳ネットワークがめざすもの」

と題して、まず木村實代表と、来賓の文部科学省

研究振興局 倉持隆雄局長から開会に当たり、お

言葉をいただいたあと、「包括脳ネットワーク活

動の現状と今後の展望」と「大震災から学ぶ」の

２部構成で進められた。 

 冒頭、倉持研究振興局長は、学術行政の立場か

ら、政府における大型プロジェクトの位置付け、

学術研究の大型プロジェクトに関するロードマ

ップの策定、生命科学分野の将来に向けた課題な

どの話題を交えながら、包括脳ネットワークを中

心とした脳科学研究者コミュニティに対する期

待を述べられた。 

 続く「包括脳ネットワーク活動の現状と今後の

展望」では、７日１４日に文部科学省で実施され

た包括脳ネットワークに関する報告会（今回はい

わゆるヒアリングではなく、活動状況の報告が中

心であった）でのやりとりを交えて、木村代表か

ら今後の重点課題や方向性について提言があっ

た。フロアとの意見交換では、理化学研究所の津

本先生から「脳科学研究者コミュニティが強い結

束の下に一丸となって研究活動を推進していく

必要がある」こと、さらに、生理学研究所の鍋倉

先生から「ボトムアップ型の基礎研究の基盤を強

化していく必要がある」ことが強調された。 

 最後の「大震災から学ぶ」では、被災経験を持

つ３名の方より、サイエンスに対する影響と包括

脳ネットワークの役割の視点からご講演いただ

いた。まず東北大学の大隅典子先生からは、東北

大学を中心にした被害状況の総括と、我が国にお

ける今後のサイエンスへの影響やその対策につ

いて、次に東北大学の井樋慶一先生からは、特に

地震による被害を最小限に留めるノウハウや、包

括脳ネットワークを含む様々な研究機関から受

けた支援をとおして、情報交換や支援活動の重要

性について、最後に福島県立医科大学の小林和人

先生からは、特に原発事故による中長期的ダメー

ジについて、それぞれ貴重なお話を頂戴した。ま

た、フロアとの意見交換では、東京大学の笠井先

生から被災した子供たちの心のケアについて問

題提起がなされた。 

オープニングセッション 

「包括脳ネットワークがめざすもの」 

京都大学霊長類研究所 高田 昌彦 
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ワークショップ3日目の早朝より、会議場メイン

ホールで、東京大学廣川先生によるプレナリーレ

クチャーがあった。演題は「キネシンスーパーフ

ァミリーモーター分子群(KIFs)と細胞内輸送：脳

の形成から記憶･学習の制御まで」で、廣川先生

のライフワークといえる細胞内輸送に係わるモ

ーター蛋白KIFのご研究のリビューである。本研

究は、分子生物学分野の研究者にとって手本的な

存在である。廣川先生は、神経軸索を、透過型電

子顕微鏡とディープエッチング法という手法を

施して走査型電子顕微鏡で観察することにより、

軸索内微小管の表面に多様な分子が付着してい

ることに着目された。そして、それが様々な速度

で細胞内小胞等を輸送する分子基盤であること

を看破し、神経細胞よりKIFのcDNAを分離され、

多様な能動輸送の裏づけとなっていることを示

された。それは、私も含めて多くの研究者が、新

規の分子、新規の分子と称して、見つけた分子の

働きも分からぬままに奔走していた時期に当た

る。学生、若手研究者の方々にとって、廣川先生

の研究手法の展開を辿ることは、自身の研究手法

を築く上で、一つの重要な手本となる。 

包括脳ネットワークによる支援は「誰でも何処

でも脳科学」をモットーに自由発想による研究を

支援しています。独自性の高い研究には個人の自

由な発想が必要不可欠であると考えられます。最

近の脳科学の目覚ましい発展から、個人の自由発

想で得た新たな知見を発展させようとしたとき

には様々な視点と手法が必要となってきます。脳

がシナプス、神経回路、システムといった階層か

ら構成され、脳機能の理解には統合的なアプロー

チが当然とされる時代であることが背景となっ

ています。しかしながら、個々の研究室でこれら

の全てを整備することは容易でないのが実情で

す。多様な研究手法を拠点との連携により可能に

することで、個々の研究者の発想を大きく展開す

ることを可能にしようというのが本支援ネット

ワークの基本となる考えです。さらに、個々の研

究室で全てを整備するより研究費全体の視点か

ら大きな節減につながることも期待されます。 

 包括脳ネットワークの支援は、統合脳５領域の

計画研究を担う第一線の研究者の考えやアイデ

アを結集して、外部委員からなる選別と評価を経

て、脳バンク、プロテオミクス、モデル動物、行

動解析、２光子イメージング、多点電極計測、疾

患脳計測など現在の 12 拠点が選定されました。

ご存知の通り、包括脳ネットワークは研究費を持

たない新学術領域で、支援拠点には支援経費のみ

が配分されているという特殊性があります。この

ため、新学術領域でありながら、獲得している研

包括脳ネットワーク支援による融合的脳研究の展開 

リソース・技術開発委員会 
東京大学 三品 昌美 

プレナリーレクチャー  
「キネシンスーパーファミリーモーター分子群(KIFs)と 
細胞内輸送：脳の形成から記憶･学習の制御まで」 
東京大学 廣川信隆 

熊本大学 玉巻 伸章 
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究費に関係なく全ての脳科学者に開かれた支援

ネットワークとなっています。 

 今夏のシンポジウムでは、7拠点から支援の概

要と支援により進められている融合的脳研究が

発表されました。ブレインバンク拠点の村山繁雄

代表（東京都健康長寿医療センター）からは、高

齢者ブレインバンクは臨床情報が伴っているこ

とが強調されました。東京都医学研究機構の長谷

川成人チームリーダーから、高齢者ブレインバン

ク剖検脳を用いた異常蛋白質伝播仮説の検証と

いう興味深い内容が発表されました。 

 独創性の高い脳モデルマウス拠点の崎村建司

代表（新潟大）から遺伝子改変マウス作製支援の

説明があり、森寿教授（富山大）から全身で Arc

遺伝子の発現変化を連続的に計測出来るマウス

等新しい遺伝子操作マウスリソースの開発が発

表され、橋本浩一教授（広島大）からプルキンエ

細胞選択的 P/Q 型電位依存性カルシウムチャネ

ルノックアウトマウスを用いた小脳神経回路の

生後発達過程の解析の成果が発表されました。 

 独創性の高い脳モデルラット拠点の小林和人

代表（福島県医大）から、トランスジェニックラ

ット開発が進んでいるとの報告があり、柳川右千

夫教授（群馬大）から開発された Tg ラットが介

在ニューロンに関する国際会議で注目を集めた

ことなどが報告されました。 

 系統的脳機能行動解析拠点の宮川剛代表（藤田

保健衛生大）から支援を受ける側も支援する側も

メリットがある Win-Win の支援であることが説

明されました。田中輝幸教授（東京大）から神経

発達障害原因遺伝子 CDKL5 変異マウスの網羅的

行動解析について、鹿川哲史教授（東京医科歯科

大）からヒストン脱メチル化酵素遺伝子変異マウ

スにおけるヒト精神運動異常様行動の解析につ

いて報告があり、精神疾患の解明に貢献している

状況が示されました。 

 神経細胞プロテオミクス拠点の貝淵弘三代表

（名古屋大）から、リン酸化プロテオミクスが進

み、支援出来る状況になったことが説明されまし

た。 

 脳機能分子発現解析拠点の渡辺雅彦代表（北海

道大）から最大限の多くの支援を行っていること

が説明されました。木下専教授（名古屋大）は神

経細胞プロテオミクスと脳機能分子発現解析の

両拠点から支援を受けた成果が、深田正紀教授

（生理研）から特異性の高い抗体を得たことでて

んかんの病態理解が進んだことが報告されまし

た。 

 脳活動計測・操作のための集積型素子とソフト

ウェア拠点の虫明元代表（東北大）から新たに開

発が進んだ多点電極と光刺激装置の紹介があり

ました。八尾寛教授（東北大）からオプトジェネ

ティクスによる海馬シナプスの増強が、小山純正

教授（福島大）から多点電極によるラット脳幹の

睡眠調節ニューロンの活動の記録が報告されま

した。 

 最後に、脳科学研究に資するリソース・技術開

発の将来展望について 12 拠点代表によるパネル

ディスカッションを行い、包括脳ネットワーク代

表の木村教授からも将来展望についてのコメン

トがありました。時間が超過したため、参加者に

は包括脳ネットワークによる支援の現状や将来

についてそれぞれの研究者からの意見を事務局

に寄せて頂きたいとの要望が述べられ、支援拠点

のメンバーと発表者に謝辞が述べられ、終了しま

した。 
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包括脳ネットワークでは、様々な脳科学に関連

した政策や予算の枠組みや、今後の融合的脳科学

分野が発展するための方策、さらに脳科学の発展

に必要とされる新規課題や技術革新などについ

ても継続的な検討を行っている。このような活動

は、自然科学研究機構内に設置された新分野創成

センターの協力の基に行われており、特に融合的

脳科学の発展に向けての新しい概念や方法論に

ついては、ブレインストーミングの開催により、

課題の明確化・内容の具体化・計画の妥当性の検

討などが行われてきた。夏のワークショップはこ

のような検討内容をより多くの関連分野研究者

に公開し、開かれた場での意見交換を行うまたと

ない機会と考え、今回は二つのテーマ「神経機能

を司る分子シグナリング動態の徹底的計測と操

作」「グリア細胞と脳機能・病態」について、そ

れぞれの課題内容の説明と討論を企画した。また

昨年から日本学術会議・大型研究計画分科会によ

って進められてきたいわゆる「マスタープランの

見直し」において、脳科学分野として研究計画・

研究施設を提案するとすればどのような内容が

適切か、といった議論を開かれた場で行うことも

企画した。日本学術会議・神経科学分科会の下に

この問題の検討ワーキンググループが設置され、

その中でまとめられた提案については包括脳ネ

ットワークの拡大将来計画委員会においても昨

年 10 月に検討が行われた。今回のワークショッ

プでは、その提案内容を基として、大型研究計画

「シームレス脳科学の創成を目指した計測・操作

研究プラットフォームの設立」および大型研究施

設計画「認知ゲノミクス基盤研究センターの設

立」について、内容説明および討論が行われた。 

 

 

 

 

１．脳科学における重要課題を考えるー融合脳科

学をめざして 

「神経機能を司る分子シグナリング動態の徹底

的計測と操作」は、回路・細胞・シナプスにおよ

ぶ多階層での分子シグナルの伝達ダイナミクス

や分子ネットワークの挙動の計測・解析を、生物

学のみならず物理工学や情報テクノロジーなど

との融合科学の創出によって実現しようとする

提案である。これまでの神経科学の発展には様々

な技術革新がその原動力となった例が多く存在

するが、今後の脳科学に応用される物理化学的な

技術は更なる高度化が予想され、個別の研究者の

努力だけでは効率の良い研究の展開が困難にな

りつつある。今回の提案をたたき台として、脳科

学に必要とされる分子シグナリングの計測技術

は何か、その革新と新たな技術の応用により得ら

れる成果は何か、について更に議論を深化させる

ことが重要であろう。 

「グリア細胞と脳機能・病態」は、現在研究の進

展が著しいグリア細胞の生物学について、現時点

での成果を総括し、一方でグリア細胞の生物学に

欠けている視点・技術・問題意識などを明確化す

ることで、将来的にグリア生物学が脳科学の中で

どのような役割を果たしていくと予想されるの

か、その具体像を明確化することを目的として発

表が行われた。グリアが関与しうる脳機能として、

意識・無意識の制御、気分や意欲などとの関連、

免疫系などの生体恒常性のモニターとしての役

割、などの可能性が挙げられ、また研究上の問題

点についても具体的な議論がなされた。今回の提

案を更に発展させ、グリア生物学という視点から、

従来の脳科学では解決の糸口が見つかっていな

い問題に対して積極的にアプローチすることが

今後重要になるであろう。 

 

 

「脳科学の発展を支える支援の在り方」報告 

東京大学 岡部 繁男 
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２．脳科学の発展に向けた大規模研究計画につい

て(挿絵参照) 

「シームレス脳科学の創成を目指した計測・操作

研究プラットフォームの設立」は、大型研究計画

として、様々な階層における脳科学の成果を連

結・縮約して、これまでの脳研究を超えた新しい

脳機能の理解を目指す研究を実現するものであ

る。この目的を達成するには、脳科学に特化した

計測・操作技術の革新が必要であり、そのような

新規技術を梃として、階層を超えた脳機能の理解

を達成することを目指す。一方でこのような計画

が具体化されれば、得られるデータは莫大なもの

となり、その解析手法や新しいシミュレーション

技術の開発や情報科学分野との協働も必要とな

る。「計測・操作技術の革新→新技術による脳研

究の実施→データ解析の新しい方法論の確立」、

という三つのステップを繰り返しつつ、階層を超

えた融合研究を促進することにより、「シームレ

ス脳科学」を達成することがこの研究計画の骨子

であり、全国レベルでの研究機関の連携が必要と

される。このような新しい脳科学の方法論を、個

別研究においてどのように取り入れていくべき

か、について、理化学研究所ＢＳＩの細谷俊彦先

生にお話しいただいた。大脳皮質における神経細

胞の配列に関する発見を通じて、高次脳機能の発

現の理解へと研究が発展することが期待され、ま

さに階層を超えた脳科学研究の典型例と言える

ものであった。 

「認知ゲノミクス基盤研究センターの設立」は、

大型研究施設として、マカクザルおよびコモンマ

ーモセットの飼育・実験施設を立ち上げ、これら

二種類の霊長類を脳機能のモデル動物として利

用し、ゲノム情報と認知機能を直接比較しながら

研究を実施することで、ヒトの精神・神経疾患の

病態解明や治療法の開発にもつながるような基

盤研究施設を目指す研究計画である。特にマカク

ザルのコロニーにおいて行動学的・電気生理学的

な解析を行うことにより、精神・神経疾患のモデ
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ルとなるような個体を同定し、そのゲノム解析か

ら認知と遺伝子の関係を効率的に解析していく、

という方法論は前例がなく、このような研究計画

が成功すれば日本発のユニークな研究としてそ

の価値は極めて大きい。このようなマカクザルの

解析を実際に行っておられるＯＩＳＴ／理研Ｂ

ＳＩの磯田昌岐先生にもお話しいただき、実際に

行動学的および電気生理学的な指標から選別さ

れたサルのゲノム解析が動き始めていることが

実感された。 

以上の研究課題および大型研究計画について

の趣旨説明が行われた後、参加者とのディスカッ

ションが行われ、具体的な研究提案の内容から、

脳科学研究の予算の枠組みについてまで、幅広い

議論があった。特に今回の研究提案や大型研究計

画は、包括脳のテーマである「融合的脳科学」を

達成するために機能する必要があり、その観点か

らは人文社会科学領域の研究者とのより密接な

交流や研究テーマの開拓が重要な課題となる。ま

た大型研究計画に関しては、今回のとりまとめで

は臨床神経科学との議論が進展せず、提案に臨床

研究も視野に入れた拡がりをもたせることは出

来なかった。従って今後のマスタープランの改訂

の際にはこれらの観点からの再検討が当然必要

となるであろう。またマスタープランの策定やそ

の実施は、科学研究費補助金を元に行われる学術

研究の予算を圧迫するものではないことも明確

にしておく必要がある。他分野では大型研究計画

についての議論はより活発に行われており、生命

科学・医学の領域でも今回試みたような課題提案

の公開の場での説明とそれに対する議論を繰り

返し行うことが今後重要になると考えられる。来

年度以降も同様の討論の場を包括脳ネットワー

クの夏のワークショップにおいて企画する予定

である。多数の脳科学研究者が参加され、コミュ

ニティとしての合意形成がこのような機会を通

じて行われることを期待している。 

 

脳は遺伝プログラムにコードされた設計図に

基づき１０００億個にも昇る神経細胞同士が結

合し、多階層から成る機能的システムを形成する。

脳はその構造自体が普遍的であるにもかかわら

ず、それぞれの脳が刻一刻と変化する個別の環境

に対応せねばならないため、過去の経験情報を蓄

積し適応する「学習能力」、快・恐怖などの「情

動」、多数の個体同士で行動するための「社会性」

などを獲得し「個性」を得る。このような脳の複

雑かつ多階層な機能を解明するためには、近年発

展著しいライフサイエンスや物理化学工学の叡

智を結集し、情報テクノロジーを総動員し、新た

な融合脳科学を創出する必要がある。 

神経活動はこれまで回路・細胞・シナプスレベ

ルでの電気的活動の総和として理解されてきた。

しかし近年の生化学的・細胞生物学的技術の進歩

により、電気的活動と並行して、神経細胞に多彩

な分子シグナルが生まれ、その情報が回路・細

胞・シナプスレベルでそれぞれプロセスされ統合

されていることが解明された。このような分子シ

グナルの一部の破綻が精神・神経疾患の病態・成

因と不可分であることも明らかになりつつある。 

そこで、回路・細胞・シナプスレベルでの情報

処理を担う分子シグナルを系統的に、生きた回

路・細胞・シナプスで実時間測定するための技術

基盤を構築することが喫緊の課題といえる。この

ためには、FRET 光学やケミカルバイロジーなど

の新技術を駆使して、主要な分子シグナルの挙動

を正確に計測可能な分子プローブを分子構造に

基づき設計する技術を確立する必要がある。さら

にこれらの測定を網羅的・系統的に実現するハイ

スループット光学・データ解析技術や、単に脳表

面に留まらず脳深部の分子プロービングを可能

とする内視鏡的計測技術も必須となろう。 

脳科学の発展を支える研究支援のあり方  

「神経機能を司る分子シグナリング動態の徹

底的計測と操作を目指して」 

東京大学 尾藤晴彦 
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また脳の精密生体計測は、遺伝子工学・ウィル

スベクター工学なしには実現不可能である。特に

遺伝子でコードされた光学プローブを特定の回

路・細胞・シナプスに限定して発現・導入させ、

希望するタイミングで計測するという技法の開

発が望まれる。これと表裏一体なのは、計測され

たシグナルをノイズと分離し検定するデータ解

析技術、さらに特定回路・細胞・シナプスの活性

そのものを書き換えてシグナル発生を自在に操

作する光遺伝学・化学遺伝学的技術の一層の発展

である。さらに単一シナプスレベルでのシグナル

応答では、シナプス近傍の容積が fL 以下の微小

領域であるため、分子の確率論的挙動の影響をモ

デル化して理解するための新たな数学理論も必

要とされるところである。 

このような新たな方法論を総動員して、回路・

細胞・シナプスの多階層での分子シグナルの伝達

ダイナミクスや分子ネットワーク挙動を、今まさ

に脳高次機能が発現しつつある脳システム内で

計測することにより、 従来の仮説検証型のアプ

ローチとは異なった新しい脳研究の方向性が生

まれるのではないかと期待される。 

 

 脳科学の分野では殆ど注目されない存在であ

ったグリア細胞が、非常に活動的であること、

その活動が様々な脳機能や脳疾患と関連してい

ること等が、ここ１０年余の精力的な研究で明

らかとなってきている。初期に散見された、｢グ

リア細胞が神経細胞の補助装置として何かして

いる｣といった報告ではなく、脳機能の根幹に関

わる機能を有している可能性が強く、グリア細

胞研究は、脳科学分野の共通の重要課題として

大きな位置を占めると考える。重要な点は、 

 

1. 情報発信源としてのグリア細胞の重要性が

明らかとなってきたこと 

2. シナプス伝達制御様式に多様性があること 

3. 独立したグリア回路が脳の情報処理システ

ムとして機能していること 

4. グリア細胞自身の機能変化が非常に多様で

あること 

5. グリア細胞の応答性・感受性が非常に高い

こと 

の５点である。グリア細胞が独立して独自の情報

発信する能力を有し、その機能は多様性に富み、

また感受性が高いという事実は、グリア細胞自身

の脳機能制御に果たす役割の多様性と重要性を

示唆するものである。これらが、具体的にどのよ

うな脳機能とリンクしているのかについては、不

明な点が多い。しかし、これまでの神経細胞の理

解による脳科学が不得意としてきた分野の開拓

に繋がることが期待できる．例えば、 

1.意識（無意識） 

2.気分、意欲、個性等の心の機能 

3.免疫系と脳科学のインターフェースとしての

機能解析 

等である。１に関しては、吸入麻酔薬により、神

経活動が正常にもかかわらず、グリア細胞の活動

が消失する例など、意識とグリア機能の関連性は

強く示唆されている。 

 このような可能性を大いに秘めたグリア細胞

研究だが、これまでの神経細胞研究で使用した解

析方法やストラテジーが必ずしも当てはまらな

い。電気生理学的手法は有効ではないし、in 

vitro実験では、グリア細胞の環境変化に対する

高い感受性や多様性が本来のグリア細胞機能を

マスクしてしまう。近年の種々のグリア細胞を研

究するための技術、材料、さらにグリア細胞取り

扱いに対するノウハウの蓄積が、これらの問題点

を解決するものと考える。また、グリア細胞は、

すべての脳機能と関連している可能性が高い。従

って、生理学、分子生物学、生化学、回路解析、

コンピュータシュミレーション等々、切り口は違

脳科学の発展を支える研究支援のあり方  

「グリア細胞と脳機能・病態」 

山梨大学 小泉修一 
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っても脳科学に携わるすべての研究者と分野を

超えた融合脳科学を形成するインターフェース

になり得ると考える。また、前述したように神経

細胞とは異なる研究手法が必要となるため、技術

開発分野における大きな連携が見込まれる。当該

分野は、日本と欧州が優位性を持ってリードして

きた分野である。国際競争力の高い研究分野とし

て、これまで蓄積された日本のオリジナリティー

研究、さらに充実したグリア機能解析ツールとそ

の開発を通して、今こそ大型チームを形成し世界

に立ち向かいリードすべきと考える。 

最後に、このような機会をいただいた岡部先生

はじめ、関係者の諸先生方に感謝の意を表したい。 

分子から個体に至る各階層での研究の推進に

より、脳科学研究は大きく進展してきている。例

として、記憶形成に係わる情報伝達の微視的機構

と行動解析による巨視的階層での理解は飛躍的

に進んでいる。一方で、各階層での理解はその中

にとどまり、統合的な脳機能の理解にたどりつく

為には研究パラダイムの転換が必要である。シー

ムレス脳科学は、人固有の社会性の理解を睨んだ

統合的な脳機能の理解のため、分子・細胞・神経

回路・システム・行動の、各階層間をつなぐ脳科

学分野の創成を提案する。本計画において中核と

なるのは階層間を繋ぐシームレスな新規計測技

術の開発であり、それを支える要素技術として、

次世代標識分子プローブ開発、特定回路操作技術

に関する研究も推進する。更に各階層における新

しい要素技術を利用した検証実験を行うため、高

度化基盤情報探索拠点を設置し、情報科学技術を

応用することで下層の情報が上層において縮約

化され、固有の「機能」の形成に至る過程を明ら

かにすることを目指す。 

新たなサイエンスを切り拓く計測技術の開

発・高度化は世界的な潮流である。中でもイメー

ジングは基礎研究から医療・産業の現場まで開発

と応用が直結しており、ライフサイエンス分野の

計測技術の中でも最重要課題であると言うこと

が出来る。日本のイメージング技術は電子顕微

鏡・光学顕微鏡などのミクロ分野において世界ト

ップレベルである。電子顕微鏡では、神経情報素

子となるチャンネルの高解像度解析、神経細胞の

細胞骨格の構造、光学顕微鏡でも二光子顕微鏡に

よる光活性化などの世界的成果がある。本研究計

画においては、これまでの先端的技術開発を更に

推進するため、国際的な共同研究を一層推進し、

特に米国で進展が著しいコネクトームプロジェ

クト､オプトジェネティックス等の開発拠点との

連携も視野に入れる。日本はイメージングの要素

技術に関しては光学顕微鏡、電子顕微鏡のどちら

においても米国、欧州に肩を並べる水準を保って

いる。更に日本の強みはこれらイメージング技術

を支えるトップ企業が数多く存在する点にある。

これら企業との連携を更に強化することにより、

独自性の高くかつ脳科学に特化した計測技術を

開発していくことが今後重要となる。 

シームレス脳科学技術はある階層で得られた

分子や機能に関する情報を別の階層で利用する

ことを可能とする。従って分子を標的とした創薬

開発や臨床診断・治療に、新しい視点を導入する

ものと期待される。またこのような新しい方法論

を認知ゲノミクス研究と連結することにより、ヒ

トの認知機能や精神神経疾患のメカニズムの解

明にも貢献しうる。様々な生命科学分野において、

複雑な現象を個別の階層において解析する事の

限界が明らかになりつつある。シームレス計測技

術は、脳研究に止まらず、広く生命科学研究にと

って大きな波及効果をもたらすものと期待され

る。 

 

脳科学の発展を支える研究支援のあり方  

「シームレス脳科学の創成を目指した計測・

操作研究プラットフォームの設立」 

東京大学 岡部繁男 
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20 世紀から今世紀にかけて、脳機能をさまざ

まな機能分子や遺伝子によって理解する取り組

みが進められてきた。それはかつてある種神秘的

なものとされていた高次脳機能・精神機能にも及

んでいる。特に近年、ヒトゲノム配列の解読が完

了し、一塩基多型(SNPs)やコピー数多型(CNV)が

さまざまな疾患との関係で捉えられるようにな

り、言語障害、自閉症、統合失調症、うつなどの

精神神経疾患もそのようなゲノムレベルの解析

の対象となっている。こうした状況をもとに、近

年、人間を対象とする認知ゲノミクス（cognitive 

genomics）という研究分野が隆盛しつつある。認

知ゲノミクスは、ヒトの認知機能の評価データや

脳機能イメージングによる脳活動計測データと

SNPs, CNVなどの個々人のゲノム情報との関係を

明らかにしようとする学問分野であり、その成果

として、いくつかの認知機能の個人差に遺伝的背

景があることが明らかにされつつある。 

 ゲノム情報の操作とその脳機能の解析には、こ

れまで主として遺伝子組換えマウスが用いられ

着実に成果を上げてきている。しかしながら、当

然マウスはヒトとの乖離が大きく、その限界も現

れてきている。特に脳の高次機能に関わる研究に

おいては、霊長類を対象としたゲノム科学と脳科

学の融合的研究の推進が必然的に求められ、これ

まで主にマウスにおいて開発されてきた遺伝子

改変技術を用いた脳機能の研究手法をより高等

な大脳の機能を有する霊長類に導入し、新たな研

究パラダイムを確立することが重要であると考

えられる。 

そこで、ヒトの高次脳機能の遺伝学的基盤を明

らかにし、さらに精神疾患や発達障害の真の克服

を目指す先駆的な取り組みを推進するために、精

神疾患や発達障害の霊長類モデルを繁殖し、研究

に供する「認知ゲノミクス基盤研究センター」を

提案する。このセンターにおいては、次世代シー

ケンサーを用いて急速に明らかにされつつある

ヒトの精神疾患や発達障害の CNV などの変異を

有する霊長類モデルを作製ないしは自然発症個

体を見出して繁殖し、その認知機能を研究し、介

入などの根本的な治療法を研究することを目指

す。 

そこで、まず、これらの遺伝子の変異を有するマ

ーモセットモデルを日本で開発された遺伝子改

変技術を用いて作製する。ないしは、次世代シー

ケンサーを用いてマカクザルのコロニーから遺

伝子の変異を有するマカクザルを抽出する。これ

ら の 動 物 に つ い て は VBM （ voxel-based 

morphometry）を用いて脳の構造変異についても

網掛けをする。そしてこれらのサルの子孫を繁殖

し（可能であれば双子を作製し）、それらの認知

機能を様々な心理物理実験や生理学的手法によ

って解析する。そしてこれらの子供に幼少時から

介入的治療を施し、脳にどのような変化がもたら

されて治療的効果が見られるのかを研究する。こ

れらの研究はヒトを対象としては不可能であり、

これら霊長類モデルを用いた研究によって初め

てエビデンスに基づいた治療法が確立できると

考えられる。 

脳科学の発展を支える研究支援のあり方 

「認知ゲノミクス基盤研究センターの設立」 

自然科学研究機構生理学研究所 伊佐 正 
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今夏、神戸で開催されました 2011 年度包括脳ネ

ットワーク夏のワークショップにて、ポスター発

表をさせていただきました。その発表においてこ

の度、若手優秀発表賞に選出いただき、大変光栄

に、また嬉しく思っております。今回賞をいただ

いた研究は、当ラボ富山貴美准教授の的確な指導

と、森啓教授の理解のおかげで遂行されたもので

あり、この場をお借りして富山先生、森先生にも

お礼申し上げます。 

今回発表いたしました研究成果は

「Intraneuronal Amyloid β Oligomers Cause 

Cell Death Via Endoplasmic Reticulum Stress, 

Endosomal/Lysosomal Leakage, and 

Mitochondrial Dysfunction In Vivo」と題し、

神経細胞内に蓄積したアミロイドβ蛋白質

（Amyloid β:Αβ）が細胞死を引き起こすメカ

ニズムを in vitro及び in vivoで明らかにした

ものです。これはアルツハイマー病の治療戦略

において、細胞外のみでなく細胞内のΑβをタ

ーゲットにすることの重要性を示唆しています。

同時に、本研究内で我々が用いた、Αβが細胞

内に蓄積する新規変異（Osaka変異型アミロイ

ド前駆体蛋白質; 図 1）や Osaka変異導入マウス

（図 2）は、それ自体が、細胞内Αβをターゲッ

トとした治療戦略を開発する上で、非常に有用な

ツールとなると考えています。さらに、細胞内Α

β蓄積はアルツハイマー病最初期の病理的特徴

であることから、アルツハイマー病発症のトリガ

ーであるシナプス障害にも関与している可能性

が高く、細胞内Αβのシナプス機能への影響につ

いても、さらに重要なΑβの毒性メカニズムとし

て明らかにしていきたいと考えています。 

今回の研究成果はこれまで、当ラボにおける

中心プロジェクトとして取り組んできたもの

でした。現在この成果を礎に、前述のような多

様な展開で研究を進めており、実際にその内の

一つが今回のシナプス病態班の班会議において

提案させていただいたものです。本研究成果が、

ワークショップを通して広く認知され、また賞を

いただけるほどに評価されたことは、今後の展開

一つ一つを遂行するうえで大きな励みとなりま

す。再び次回以降の班会議、包括脳の場で、より

進展した研究成果をみなさまにお伝えできるよ

うに、より一層の努力で研究にのぞんでいきた

いと思っています。 

この度は包括脳ネットワーク若手優秀発表賞

を頂き、大変光栄に感じますと共に大きな励みに

なりました。私達の研究を推薦し選考して頂いた

先生方をはじめ、関係者の皆様方に心より御礼申

し上げます。 

外界からの刺激がなくても、大脳皮質の神経細

胞は、発火率の低い不規則な活動を続けています。

この活動は自発発火活動と呼ばれ、感覚刺激によ

り変調され、刺激の認知に影響を与える事や、不

確実な感覚刺激を推定する際の先見知識を表現

する事などが報告されています。 

自発発火活動は、理論神経科学の分野では早く

大阪市立大学 梅田知宙 

 

理化学研究所 寺前順之介 

 

若手優秀発表賞を受賞して 

図 2. Osaka変異型 APPを遺伝子導入したマウスに見られる

神経細胞内への Aβの蓄積（脳の免疫組織化学） 

図 1. 家族性アルツハイマー病家系より新規に見つかったアミ

ロイド前駆体蛋白質 (APP)の欠失型変異；Osaka変異 
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から研究されていたのですが、その生成メカニズ

ムと情報処理における役割は、長く未解明でした。

問題になったのは発火率の低さ（数ヘルツ程度）

です。提案されてきたメカニズムはどれも、実際

の皮質活動よりもはるかに高い少なくとも数十

ヘルツのスパイク発火を必要として来ました。本

発表は、皮質興奮性細胞間に稀に非常に大きい

EPSP（興奮性シナプス後電位）が存在するという

最新の知見を考慮してこの問題を解決し、低発火

率の自発発火活動が極めて頑健に実現される事

を示したものです。皮質興奮性細胞間の EPSP 振

幅は典型的には 1mV以下と小さいですが、最新の

生理実験は、稀に 10mVに迫る大きな EPSPが観測

され、その結果 EPSP 振幅の分布は右に長い裾を

引く対数正規分布で記述されると報告していま

す。この強弱シナプスの共存が自発発火活動を説

明する鍵でした。 

小さい EPSP 振幅しか興奮性細胞間に存在しな

ければ、後シナプス細胞の活動を維持するために、

前シナプス細胞は多数の細胞間で同期するか、高

発火率でスパイクを送らねばなりません。しかし

どちらも実際の自発発火活動の性質とは矛盾し

ます。ところが大きな EPSP が存在すれば、この

制約が不必要になり低発火率での発火が維持出

来るわけです。しかし大きなスパイクだけでも不

十分です。多数の小さい EPSP も自発発火中に極

めて重要な役割を担います。これらのシナプスが

自発活動を反映した不規則なスパイクを細胞に

送る事で、細胞の膜電位が-60mV程度まで上昇し、

安定した脱分極状態（いわゆる UP 状態）が維持

されるのです。驚くべき事に、この脱分極によっ

て、強い EPSP によるスパイク伝達効率がほぼ最

大化されています。自発発火活動とは不規則なノ

イズ的活動による情報伝達の最適化なのです。 

私が本研究のきっかけを掴んだのは、数年前に

Computational and Systems Neuroscience

（Cosyne）という研究会に参加した時です。この

会議は理論実験双方の研究者が朝から夜中まで

密な議論を数日間続けるもので、理論神経科学の

中心的研究会の一つです。この時の招待講演者の

一人である Carl Petersen 教授が EPSP の分布を

スライドに示していたのです。以前全く別の研究

で EPSP 分布が皮質活動の特徴付けに重要だと感

じており、当初はその問題が解決出来るかもしれ

ないと思い興奮して研究を開始したのを覚えて

います。しかし最終的には、当初狙った問題では

なく、今回発表させて頂いた皮質情報処理のより

基礎的と思われる結果を得る事が出来ました。 

最後になりましたが、本研究がこの様な賞を頂

ける研究に発展いたしましたのは、理化学研究所

脳回路機能理論研究チームの皆様、特に、常に辛

抱強く議論して頂き、研究を指導して下さる深井

朋樹先生と共同研究者の坪泰宏博士のお陰です。

この場をお借りして、心より感謝申し上げます。 

発表題目：Intrinsic temporal structures in 

baseline activity of single parietal neurons 

reflect delay-period activity during a 

memory-guided saccade task 

この度は 2011 年度包括型脳科学研究推進支援

ネットワーク夏のワークショップにて若手優秀

発表賞という栄誉ある賞を頂きまして誠にあり

がとうございます。 

本発表の内容を一言に凝縮して表現すると、

「眼球運動課題の固視期間における単一ニュー

ロンのベースライン活動の時間的構造に、そのニ

ューロンの情報記憶に関する潜在的能力が表れ

る」というものです。ニューロンはベースライン

活動においても，タスクとは関係なく自己の発火

頻度を時間的に保持する働きを示し、その働きの

強さは同一領野内であってもニューロンごとに

バラつきを示します。我々はそのバラつきがニュ

ーロン固有の情報記憶能力の大小を表現すると

考えました。それを検証するために、実際のタス

ク下における情報記憶のための神経活動として、

消失したターゲットの位置情報を一時的に保持

京都大学  西田知史 
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するための活動（遅延期間活動）に着目し、その

大きさをニューロンごとに調べて、ベースライン

活動における発火頻度の保持能力と比較しまし

た。結果として、両者には有意な相関関係が見ら

れ、ベースライン活動における発火頻度の保持能

力はニューロン固有の情報記憶能力と密接な関

係を持つことが分かりました。このように、ベー

スライン活動の時間的構造は潜在的にニューロ

ン固有の機能や特性を表していると考えられ、今

後は様々な観点からそのような機能や特性の表

現を明らかにして行こうと考えています。 

私はこの発表を，夏のワークショップの第 3

日目に、システム脳科学領域にて行いました。会

場には所狭しとポスターが並べられ、私の隣では

心理学研究、向かいでは理論研究の発表が行われ

るという具合に、様々な分野の研究が混在する形

でポスター発表が行われていました。そのためか、

私の発表を聞きに来てくださった方々も様々な

分野に属しておられ、それぞれ異なる観点から有

用な意見を与えてくださりました。発表会場は活

気にあふれ、私のポスターにも大勢の方々が訪れ

てくださり、とても有意義な発表になりました。

今回得られた数多くの意見を参考にしながら、論

文化に向けて今回発表した研究内容をまとめ上

げて行こうと考えています。 

最後になりましたが、本発表がこのような名誉

ある賞を頂くことができましたのは、研究の指導

をしてくださっている小川正先生、実験データの

記録を主に行ってくださった田中智洋さん、なら

びに修士課程で研究指導してくださり現在も私

の研究に対して有用なアドバイスを与えてくだ

さっている奈良先端大の池田和司先生、柴田智広

先生のおかげであります。そして、私の発表を評

価してくださった先生方、ワークショップの運営

に携わられた関係者の皆様、および包括脳ネット

ワークの委員の先生方に、この場を借りて深くお

礼申し上げます。

 今年の包括脳夏のワークショップで集会委

員の意見をとりまとめて「アジアの中の日本の脳

科学研究の方向性」と「脳科学分野で博士課程進

学をいかにふやすか」を企画しました。昨年は分

子・回路、システムといった統合脳のときの領域

にわかれて集会が行われましたが、今年は領域の

垣根を取り払って、上記の２つのテーマに決まっ

たという経緯があります。以下、「アジアの中の

日本の脳科学研究の方向性」をテーマとしたシン

ポジウムについて述べさせていただきます。 

 シンポジウムの最初に、IBRO、Asian-Pacific 

Regional Committee (APRC)の委員長をされてい

る理研 BSIの津本先生から IBRO Schoolの紹介が

ありました。アジアの研究機関で開催される

IBRO Schoolに日本の大学院生、ポスドクもぜひ

参加してもらいたい、とのお話でした。旅費等の

サポートもありますので、興味のある方は IBRO

の HPをご覧ください。

（http://schools.ibro.info/Pub/Pub_Main_Dis

play.asp?LC_Docs_ID=4971） 

 続いて理研の山口洋子先生がとくに日本神経

回路学会とアジアとの連携について話されまし

た。理研のイランとの交流についても話されまし

たが、イランはまだかなり遅れている印象を受け

ました。金沢大学の東田先生はアジアからの留学

生を長年にわたってたくさん受け入れて指導し

てこられました。見知らぬ留学生を受け入れるの

はかなり勇気がいることですが、メールだけで受

け入れられたこともあるそうです。ただ東田先生

のところの留学生の多くは、２０年近く前、東田

先生が教授になられたころに来た留学生（現在は

「アジアの中の日本の脳科学研究の方向性」 

企画：研究集会委員会 
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ロシアシベリア地区の大学の副学長）の紹介だそ

うです。信頼できる人物に紹介してもらうのがや

はり安心できるのではないかというお話でした。

シンガポール科学技術研究庁の尾崎美和子先生

の話は聞き応えのあるものでした。着ているスー

ツからして現地の政府の女性エリートのようで、

あとで多くの人から、「シンガポールの政府機関

の人をどうやって頼んだのか？」と聞かれました。

（私の理研 BSI時代の同僚です。） 

 

シンガポールではすべてが商品になるかどうか

を考えて研究がなされているとのことでした。グ

ラントの審査においてもいつ臨床応用されるの

かを明確に示す必要があり、臨床応用は遅くとも

３年以内に実現する必要があるとのことで、日本

とのスピードの違いを強く感じました。尾崎先生

の話はもっと多くの人に聞いてもらうべきでし

たし、実際、終わってからも何人もの方から同意

見を聞きました。最後は Korea Institute of 

Science and Technology (KIST)の田中敬子先生

で、KISTにおいてラボを立ち上げる苦労、韓国

人の気質等をお話しいただきました。韓国も日本

人の PIを受け入れる方針のようですので、ポジ

ションを探すのを日本に限定せずに考えてみて

はどうでしょうか。田中先生のラボでは現在、ポ

スドクを募集中です。 

 今回、はじめてアジアの会を企画しましたが、

一口にアジアといってもいろいろあり、神経科学

の方向性といっても、共同研究や学生受け入れか

ら日本人がポジションを獲得するまで様々であ

ることに気づきました。また経済と同じで研究に

おいてもアジアは大きな可能性を秘めているこ

とを改めて感じました。KISTや Duke-NUSを見て

もわかるように欧米の研究者もアジアに注目し

ています。日本の研究者も人材獲得、共同研究、

博士号取得者の就職先としてアジアの新たな可

能性をもっと真剣に考えるときに来ていると感

じました。 

 まずは、ワークショップにてお話しさせていた

だける機会をいただき、群馬大学の平井宏和先生

はじめ、関係者の方々にお礼を申し上げたいと思

います。以前より平井先生にはお世話になってお

り、昨年 6月より韓国で研究室を始めました私に

声をかけてくださいました。私自身は、留学時代

のボスとの関係で単にチャンスがあったから来

たといった具合で、深く考えたことではなかった

のですが、平井先生に、私が韓国に来る旨をお伝

えした際そのような道もあるのかと思われたと

いうお話を伺い、納得するものがありました。ポ

スドクの数に比べてポジションが少ない現在の

日本の状況を考えると、もちろん日本で確実にス

テップアップすることとは別の意味での困難さ

はありますが、若い優秀な研究者の能力を生かす

ためには、今まであまり考慮に入れられていなか

ったアジアの国のある程度のチャンスにかけて

みる手もあるのかもしれません。 

Center for Functional Connectomics 

Korea Institute of Science and Technology                     

田中 敬子 

発表者 
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 このようなチャンスにかけてみようと思われ

る方の参考になればと思い、今回のワークショッ

プでは、私たちが韓国に来てからの 1年 2カ月の

間に体験した内容、そこから感じた韓国での研究

生活についてお話しさせていただきました。研究

室を始めたときに様々な困難にぶつかることは

どこでも同じかと思います。ただしもちろん、日

本の感覚、あるいはアメリカやヨーロッパに留学

した際の感覚とはちがったことが起こるのも確

かです。ある程度柔軟に、でも大切な部分で自分

の信念を貫いていくことが重要なのではないか

と思っています。 

また今回のワークショップ参加は、発表の準備

や、包括脳の会場で伺ったお話しを通して、私自

身多くを得ることができました。日本の脳神経科

学研究が、いかにして現在のレベルに到達し、そ

してこの先どのように発展していこうとしてい

るのかを垣間見ることができたように思います。

脳神経科学研究全体の発展、有効活用を目指し、

私たち一人一人がそれぞれの立場からできるこ

と、すべきことを考え、そして実行していかなけ

ればいけないと思いました。（私たちの研究室 

<http://postsynapse.kist.re.kr/>ではポスド

ク募集中です。興味のある方はご連絡下さい 

<keiko@kist.re.kr>。） 

群馬大学の平井先生のご提案による標記シン

ポジウムに参加しました。これは昨年の玉川大学

の星先生（現・東京都医学研）の「キャリアパス

を考える」シンポジウムを引き継いだもので、今

回はポスドク事情に詳しい病理医の榎木英介先

生の講演に引き続き、３名のＰＩと３名の大学院

生・若手研究者が発表を行い、それらを受ける形

で意見交換が行われました。当初は３０名程度の

参加でしたが、終盤には立ち見が出る盛況ぶりと

なりました。 

シンポジウムに先立って、社会問題化してい

るポスドクの就職難やその解決策について議論

するのは問題が大き過ぎるので、まずは本音で話

し合って世代間の認識の違いを分かり合うのが

会の趣旨であるとの説明が提案者からなされま

した。その後、開会の挨拶に立たれた木村先生か

らは、ご自身の院生時代の研究状況の説明ととも

に、学位をとったらすぐに助手、ポストが無けれ

ば海外で武者修行といった従来のキャリアパス

が、現在では必ずしも一般的ではないとの指摘が

ありました。 

最初の発表者の榎木先生は、多くのデータを

用いてポスドクの現状を説明されました。ポスド

クの就職難が問題となって久しく、身近に多くの

ポスドクがいることも確かですが、全国の状況を

正確な数値で理解している研究者は少ないよう

に思われ、約１万８千人のポスドクの４割が生命

科学系であること、１割以上が４０歳代であるこ

と、９６年以降は教員の新規採用数を上回るポス

ドクが毎年生み出されていること、生物系を修了

してポスドクになった者の約４割は５年後もポ

スドクであることなどがたて続けに示され、会場

内は一気にため息交じりの重苦しい雰囲気に包

まれました。また、あるアンケート調査によると、

指導教員に就職相談をした経験がある修士課程

学生の割合はたったの２割ということで、この問

「脳科学分野で博士課程進学をいかに増やすか／脳科学の将来像」 

企画：研究集会委員会 
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題に対する一教員

の無力さを学生の

側もよく認識して

いることが示され

ました。極めつけは、

「もし修士学生か

ら相談を受けるこ

とがあれば、自分は

絶対に博士課程進学は勧めない」との講演者の一

言で、確かに全国の状況をみると、研究者への道

はこれまでになく狭く厳しくなっており、研究職

以外への転向が比較的容易な医歯薬学部などの

卒業生は別として、むやみに博士課程への進学を

勧めることができる状況ではないように思われ

ました。 

しかし、こうした厳しい状況であっても研究

者を志す若者は確かに存在し、続く３名のＰＩの

発表では、彼らをどのように導くかといったこと

に主に焦点が当てられていました。東大の河崎先

生からは、大学院生には学部生とは違う社会人と

しての自覚を持たせ、到達目標を設定して自己成

長を実感させるなど、研究者を育てる上でのいく

つかの具体的な方策についての話があり、生理研

の吉村先生からは、教員数の減少によって女性研

究者のライフイベントに対応できる余地が少な

くなってきており、今後、女性研究者を増やすた

めには、夫婦同時採用制度の導入なども必要では

ないかといった提言がありました。また、富山大

の井ノ口先生は、ご自身の学生時代を紹介しつつ、

現在の脳科学をガリレオやニュートンが現れる

直前の１７世紀の物理学にたとえ、若者に脳科学

の魅力と可能性をアピールしていると話されて

いました。 

続くセッションでは大学院生と若手研究者に

よる発表があり、一人目の福岡氏（北大・修士 1

年）はASCONEなどでの交流を通じて行ったアンケ

ートなどをもとに、博士課程への進学者を増やす

ことに多くの学生は否定的であることを報告し、

二人目の松井氏（東北大・修士 1年）は、むしろ

大学院を狭き門にして、卒後のポストについても

ある程度の保障がされる制度を提案していまし

た。これについてはフロアからトップダウンで学

生を選別して競争を排除することに疑問の声が

上がりましたが、その方法はともかく、現状を考

えると二人の学生が指摘するように、今後は博士

の数を減らして質を高める方向に向かうのは必

然の流れであろうと思われました。そこで問題と

なるのは教員・学生の比率ですが、研究と教育の

質を高め、また、研究職を確保するためには、そ

の見直しが図られる必要があると考えられます。

最後に演台に立った土谷氏（理研）は、大学教員

のリストラと研究・教育の職名による分離、大学

院の授業料の無償化など、これまで日本の大学人

が繰り返し話題にしてきた問題について改めて

熱く主張をされ、実現への具体的な道筋を示すに

は至らなかったものの、多くの部分で参加者の共

感を集めていたように感じました。 

日本人科学者の活躍が日常的に報道され、小

学生が夢見る職業で研究者が上位にランクされ

る今の日本で、研究の重要な担い手であるポスド

クと博士課程院生が将来に大きな不安を抱き、そ

れを見た修士や学部の学生が研究者の道から遠

ざかろうとする現状は大変残念なことです。研究

者が常に競争にさらされるのは当然であるにし

ても、それがあまりに過当で受け皿も用意されて

いない現状は改善すべきでしょう。自ら海外に頭

脳流出するという単純で消極的な解決策ではな

く、これからの日本の大学のあるべき姿をそれぞ

れの立場で考え、それらを理解し合うことは大切

な第一歩であるとシンポジウムに出て再認識す

ることができました。 
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近年博士課程に進学する学生が減っており、優秀

な学生が研究室に残らないという現実問題があ

る。これに対し「脳科学分野で博士課程学生をい

かに増やすか？」と題されたワークショップが行

われた。 

口火を切ったのは“博士漂流時代「余った博士」

はどうなるか？（DISCOVER サイエンス）”の著

者である榎木英介先生。軽妙な語り口とは裏腹に、

内容はとてもショッキングな、現実に切り込んだ

トークだった。毎年のアカデミアポストに就く人

よりも、その年に博士号を取得する人の方が圧倒

的に多いという現象は、ずいぶん前から始まって

いる。そして、企業に就職しようとしても日本の

年功序列システムがそれを阻んでいるという問

題も紹介された。榎木先生は、これはポスドクの

問題だけでなく、非常勤雇用の問題とも構造を共

にした日本社会全体の問題として解決していく

ことが重要だとおっしゃっていた。 

次いで研究室を持つ先生方の立場から意見発

表が行われた。博士課程を経て、研究を続けてこ

られた方々からの学生・院生に対する視点が語ら

れていて、非常に興味深かった。各先生方が自ら

の経験談をもとに、等身大の問題解決策を提示さ

れていた。その中でも特に井ノ口馨先生の博士課

程進学への負の要因を取り除くだけではなく、正

の要因を増やすべきだ、という主張には共感でき

た。 

休憩をはさみ、私を含む二人の修士学生と、海

外経験を持つ研究者からのトークに移った。私の

発表は知り合いの学生たちにアンケートをとり、

その回答に基づいて行った。「博士課程の量を増

やすのではなく、質を高めるべきである」という

発表の要点は大きく 3つに分かれている。一つ目

は博士課程学生を「学生」の立場から「セミプロ」、

「研究者」として扱うように変えること（具体的

には学費の廃止、給料制など）が重要であること。

ただし二つ目として、日本の利点だと思われる早

い段階からの研究に専念できる制度はこのまま

維持していくべきだということ。最後に、研究者

になりたい！という学生を奨励することを始め

るべきであるということ。特に研究者コースと就

職希望コースに早期から分けることで研究の世

界を知り、もっと研究がしたい！というモチベー

ションを高めることができるのではないだろう

か？今後、量から質への方針転換が求められるこ

とは、現実にアンケート 22人中 18人が増やすべ

きではないという回答結果にも表れているだろ

う。 

最後の発表者である土谷尚嗣さんの発表は問

題に積極的に切り込んでいた。問題の根源は、実

質働いていない者がポストを持ち、のうのうと生

活できていることにありという主張だ。いくつか

の基準を設け、教授もリストラすることのできる

システム（相撲

でいうところ

の角番システ

ム）を構築する

べきだ、という

主張は今後増

え続けたポス

ドクの数を考

えると解決策

の一つになる

と感じた。 

全体として感じたのは、もっと多くの人に参加

していただきたかったということ。この博士課程

の問題は根深くかつ、深刻な問題であると思う。

榎木先生の発表中に先生方が「こんなにひどいと

は思っていなかった」と思わずつぶやいていたこ

とから考えても、より多くの人と問題意識の共有

をすべきだと感じた。また、問題提起を「研究に

は人手がいる→もっと博士学生を増やして優秀

な学生を確保できるようにしよう」というところ

から始めるのでなく、「どのような人材が変遷し

つつある世界の中で生き残っていけるのか」、か

北海道大学 修士課程 1年 福岡要 

 

発表者 
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ら始める必要があると思った。その際、現在教員

の方々の努力を求めるだけではなく、我々若い世

代からの突き上げ（言葉が悪いかもしれないが）

がもっと増えるとよいと思う。なお、土谷さんが

今回使われたスライドと、今回のワークショップ

に関連してツイッター上でつぶやかれた意見を

まとめていらっしゃっる(togetter.com/li/134126,  

togetter.com/li/177679, togetter.com/li/178897）

ので、興味を持たれた方は是非ご覧いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 10月 14日  

包括脳ネットワーク     

研究代表者：木村 實    

事務局：高田昌彦、岡部繁男 

 

(編集：データベース委員会 玉巻伸章、藤山文乃) 

 

Researchmapは ReaDの 20万件超のデータと統合

しました。統合の事実が定着するまでの期間は

「ReaD&Researchmap」という名称でサービスが提

供されます。 

 1 

 
 

 

 

 
平成24年度 夏のワークショップ 

開催日・開催地決定のお知らせ 

■日程：2012年 7月 24日（火）-7月 27日（金） 

■場所：仙台国際センター（仙台市青葉区青葉山） 

 

◆研究支援イベント 

◎包括脳企画「脳研究推進の仕組みを考える」 

◎包括脳・脳プロ合同企画 

「神経科学研究の未来─基礎研究と臨床研究を

どのように連携して進めるか？」 

 

◆包括脳企画イベント 

◎リソース・技術開発支援拠点チュートリアル 

◎若手のキャリアパスを考える 

  

◆新学術領域によるワークショップや 

シンポジウム 

◎脳疾患関連 3領域（岡澤・高橋(良)・笠井領域）

合同シンポジウム 

◎能瀬・山森領域合同ワークショップ 

第一部「optogenetics」第二部「分子から回路へ」 

◎門松・高橋(淑)・宮田領域合同シンポジウム 

  「細胞外と細胞内クロストーク」 

◎津田・銅谷領域合同シンポジウム 

  「意思決定とコミュニケーションの脳ダイナ

ミクスと相互作用」 

◎「シナプス病態」（岡澤領域）班会議   

◎「分子行動学」（飯野領域）班会議 

◎「神経糖鎖生物学」（門松領域）班会議 

  

◆脳と心のメカニズム  

第 13回 夏のワークショップ 

「 神経回路の動的組織化 －研究の最前線－ 」 

    John O'Keefe, Rainer W. Friedrich,  

    Dmitri Chklovskii 

◆CREST/さきがけ関連シンポジウム 

◆精神医学と脳科学のコラボレーション 

  「基礎と臨床の橋渡しを目指して」 

◆公募によるポスター発表 

 

 

5月下旬頃、参加登録開始予定です。 

新学術領域研究「生命科学系３分野」『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』 

 

・夏のワークショップ 開催日・開催地決定のお知らせ 

・サイエンスコミュニケーション-社会における脳科学への期待 

           大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室 橋本亮太 

・平成23年度若手研究者の国内交換プログラムを終えて 

京都大学大学院生命科学研究科高次脳機能学分野 長谷川拓 

・「海外での技術研修・技術習得コース」の助成を受けて 

東京医科歯科大学難治疾患研究所分子神経科学分野 相田知海 

・育成支援委員会による研究会サポートに採択されて（第1回伊香保BSの会） 

群馬大学大学院・応用生理学分野 高鶴裕介 
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 2 

サイエンスコミュニケーション 

「社会における脳科学への期待」 

大阪大学大学院医学系研究科 橋本亮太 

平成24年3月4日（日）午後1時－4時 

ホテルラフォーレ、ミーティングルームにて 

 包括脳ネットワークは、日本の脳科学研究を推

進し、社会に貢献するための活動を行なっていま

す。具体的には、「統合脳」で培った脳神経科学

者のコミュニティーを維持拡大する」、「技術支援

を軸に脳科学の最新技術の普及を目指す」、「脳神

経科学の若手育成を行う」、「我が国の脳科学研究

の将来を議論する」という活動を行なっています。

この活動内容は、あくまで脳科学研究者のコミュ

ニティー内において実施・検証されているため、

限界が生じます。すなわち、脳科学研究者の常識

やアイディアからこれらの活動を行なっている

ため、それを超えた新たな発展が期待できません。

そこで、異分野の一流の専門家を招聘し、包括脳

の研究者よりその活動内容を説明し、その上で異

分野の専門家の意見を頂いて、それを今後の包括

脳の活動に生かすことが包括脳の将来に関して

不可欠な過程であるといえますので、今回の企画

をいたしました。 

実際にご参加いただいた専門家は、物理分野の

高橋憲明先生、化学分野の梶本興亜先生、医学分

野の 牛田享宏先生と森重健一郎先生、法学分野

の 増田豊先生、心理学分野の井上敏明先生と井

村修先生、文学分野の入江幸男先生、教育分野の

日垣慶子先生、産業界から萩原一平先生にご参加

いただきました。最初に、代表研究者である 木

村實先生から脳科学研究そのものについて包括

脳ネットワークの研究者の代表的な研究成果に

ついて異分野の先生にもわかりやすくお話いた

だき、続いて 高田昌彦先生より包括脳ネットワ

ークの支援体制についてリソース・技術支援を中

心にご説明いただきました。その後、それぞれの

専門家の先生方より脳科学に対する期待と、それ

ぞれの立場でとらえている脳科学についての意

見を頂きました。話題は大変多岐に渡っていまし

たが、研究分野が異なっていても脳科学に関心の

ある人々と話をする限りにおいては共通する興

味を見いだすことでき、全く違う視点から脳科学

を捉える大変良い機会となり、新鮮な刺激を受け

ました。さらに総合討論へと進み、予定時間を一

時間もオーバーして非常に活発に議論がなされ

ました。そこで、議論になったことをまとめて報

告したいと思います。 

心理学、哲学、法学などの分野においては、ヒ

トのこころの様々な問題を脳科学にて解明して

欲しいという強い期待がありました。具体的には、

犯罪における異常な心理を客観的に脳科学の手

法を用いて測定したり、様々な論議がなされてい

るヒトの意思や行動の責任について脳科学的な

根拠を示して欲しいというようなものでありま

した。また、医学、教育、産業などの分野におい

ては、社会に対する直接的な貢献を脳科学に求め

るという期待がありました。これらの社会におけ

るニーズを脳科学により客観的に示すことがで

きれば、脳科学研究が国民にとって必要であるこ

とを理解してもらえることになり、産業界からは

資金が投入されいわゆる win-win の関係になる

ため、もっと社会に向き合った視線が必要とのこ

とでありました。また、子どもに対する脳科学の

教育・広報が必要とされていることも肌で感じま

した。物理学や化学などの基礎研究分野において

は、脳科学におけるまだ未解明な点について、物

理学や化学の知識や経験を活用してはどうかと

いう逆向きの提案がありました。 

 このようなディスカッションを踏まえて、包括

脳ネットワークと異分野の学会等との間で相互

に出向いて自らの専門分野についてプレゼンテ

ーションを行い、議論を深める機会を設けること

と子どもに対する広報活動を行うことが今後の

方向性として見えて参りました。平成 24年度か

 3 

らはこのような機会を作っていきたいと考えて

おります。最後になりましたが、ご参加下さった

専門家の先生方と包括脳ネットワーク関係者の

方々に厚く御礼申し上げます。（橋本亮太） 

 

参加者の先生方は、雨に降る中にもかかわらず、

遅れることも無く、会は始まりました。木村實包

括脳代表からの挨拶、高田昌彦包括脳事務局担当か

ら、包括脳で実施している活動内容が紹介されました。

その後、多様な分野からお招きしました10名の先生方

からの、脳科学との関連、脳科学への期待等の観点か

らお話を頂きました。 

 

１．井上敏明 六甲カウンセリング研究所所長からは、

精神的な脳内の活動とはどの様なものであるか非常に

興味があり、犯罪者心理を理解するためにも、心のメ

カニズムを示してほしいとの将来の期待が告げられた。 

 

２．増田豊 明治大学法学研究科教授からは、法学の

立場から、心理、情動、脳障害による衝動等の状況に

よって、責任が問える場合と問えない場合が生じる可

能性が指摘された。また、罪が問えない場合は、隔離

するか、社会での矯正の可能性を計れないか、等の質

問が次々と神経科学者に投げかけられた。 

 

３．入江幸男 大阪大学文学研究科教授は、心と脳、

言語と脳の関係から、神経倫理(neuro-ethics)という

分野が生まれるとの考えを示された。 

 

４．萩原一平 NTTデータ経営研究所・マネジメントイ

ノベーションセンター長からは「応用脳コンソーシア

ム構築のために、企業は海外と共同研究を始めている。

日本の研究者も共同研究に参加すべき。」と指摘され

た。また、日本の大学にも、若手の研究者を企業に派

遣するような窓口があるべきと指摘を受けた。 

 

５．井村修 大阪大学人間科学研究科教授からは、心

理学の観点から、文系、理系の研究がさらに融合して、

統合失調症患者と健常者のデータを共有し、研究を進

めるべきであるとの考えが示された。 

 

６．森重健一郎 岐阜大学医学部教授は、産婦人科医

としての経験から、更年期の心理、少子化が進む心理

的要因について、心理的負担が胎児に与える影響につ

いて、等々の話が紹介された。何れも今後の神経科学

の課題となるものと考えられる。 

 

７．日垣慶子 大阪府学校保健会養護教諭部会顧問か

らは、児童虐待の問題を心理学のみでなく、神経科学

の観点から問題点を明らかにすることは出来ないかと

の問いかけがあった。 

 

８．牛田享宏 愛知医科大学学際的痛みセンター教授

からは、疼痛とは異なる、慢性痛、心理痛の正体、原

因を知りたいが、神経科学の研究に期待したいとの言

葉があった。 

 

９．梶本興亜 京都大学名誉教授（化学）からは、様々

な計測法は更なる可能性を秘めているので、脳科学者

は、常に物理、化学分野での進展に注意を向けるべき

で、今後の脳科学の進展のためには、物理学、化学分

野の新しい手法の導入が必須となるはずとの言葉があ

った。 

 

１０．高橋憲明 大阪大学・名誉教授／日本物理教育

学会会長からも、神経科学者から物理学者との討論す

る場を作れば、様々なメリットがあるとの示唆が有っ

た。 

 

何れも、同じ分野の方々との議論ではない、目か

ら鱗が落ちるがごとき、新鮮な観点が展開されま

した。この様な会は、諸氏先生方に指摘されたご

とく、続けて更なる交流があるべきかと思いまし

た。〔編集者〕 

 

平成23年度若手研究者の国内交換プログラムを

終えて 

京都大学大学院生命科学研究科  

高次脳機能学分野 長谷川拓 

 

私は 2011 年 2 月ごろから今現在の 2012 年 3

月までの長期に渡り、生理学研究所生体システム

部門（南部篤教授）に滞在し、知見聡美先生のご
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指導のもとで覚醒下のラットでの電気生理を行

いました。このうち 2011年 6月から同 11月の半

年近くの間、国内研究室相互の訪問研究プログラ

ムより交通費及び宿泊費をご支援して頂きまし

た。 

私は所属する研究室では、パーキンソン病の治

療を目的として大脳基底核の視床下核へウイル

スベクターによる遺伝子導入を行っておりまし

た。しかしながら、視床下核のような小さな神経

核に正確にウイルスベクターを投与することは

難しく、行動実験の再現性をとるのが困難な状況

でした。そんな中、南部篤教授より大脳皮質の電

気刺激による神経活動の応答を計測することで、

視床下核の同定はもちろんのこと遺伝子導入に

よる神経活動の変化をも計測できるのではない

のか、とのご提案があり、その技術をご教授して

頂く運びとなりました。 

南部研究室でパーキンソン病モデルのラット

を作製し、電気生理によって大脳基底核の神経核

の位置を同定し、視床下核へ遺伝子導入を行いま

した。しかしながら、残念なことにウイルスベク

ターが正確に投与され、電気生理学的に神経活動

の変化が確認できたにも関わらず、パーキンソン

病の病態は改善しませんでした。ところが、正常

個体にウイルスベクターを投与した際の行動を

解析しましたところ、これまで言われていなかっ

た現象が思いがけず見えてきまして、現在はそれ

をどうにか確証をもって言えないか四苦八苦し

ております。 

私は電気生理に以前から興味があったものの

腰を据えて取り組む機会がなかったのですが、南

部研究室で実験を行っていくうちにその魅力に

取りつかれ、皮質刺激に対する応答をどう解析す

ればいいのか、得られたスパイク列から何が言え

るのか、などと毎日考えるようになりました。こ

の一年間は京都市と岡崎市を往復する日々でし

たが、一度も苦に思ったことはなく、非常に充実

して実験に取り組むことができました。この一年

間の経験はこれからの私の研究人生の中で大き

な転機になると思っております。新しい環境で集

中して実験することで、研究成果を上げたり、技

術を習得したりすること以上に、これまでとは別

の考え方で研究に取り組めるようになることが

一番の成果だと思います。 

本実験は包括脳の支援プログラムを始め沢山

の方のご支援によって実現できました。支援して

頂いた包括脳の先生方、受け入れて頂いた南部篤

教授、お時間を割いて指導していただいた知見聡

美先生、そして長い間お世話になりました生体シ

ステム部門の皆様にこの場をかりて厚くお礼申

し上げます。 

 

 

「海外での技術研修・技術取得コース」の 

 助成を受けて 

東京医科歯科大学難治疾患研究所 

分子神経科学分野 相田知海 

 

2011年 6月上旬より、包括脳育成支援委員会

の「海外研究室での技術研修や海外での技術習得

コース」のご支援により、コールドスプリングハ

ーバーでの 1週間のWorkshop on Autism Spectrum 

Disordersに参加させて頂きました。私達は、グ

ルタミン酸神経伝達を過剰活性化したマウスを

用いて、様々な精神疾患・神経変性疾患における

興奮性–抑制性神経伝達のアンバランスの意義を

研究しております。対象とする疾患の一つが自閉

症であり、今回の自閉症の包括的ワークショップ

に応募させて頂きました。 
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精神疾患診断マニュアル（DSM5）の策定に関

わる臨床医から様々な基礎医学生物学分野、行動

療法から創薬、情報学、患者家族を取材するジャ

ーナリストなど多様な講師陣が揃い、朝から晩ま

で集中セミナー形式で包括的に最新の自閉症研

究を俯瞰できた貴重な機会でした。いずれも大変

刺激的でしたが、特に印象的であった点を挙げさ

せて頂きます。 

主催者の Dan Geschwind, Pat Levitt, さら

にMustafa Sahinらによるモデル動物の講義では

日本の優れた先行研究を引用しつつ、モデル動物

の妥当性の三指標のうち、これまでの主眼であっ

た face validity, constructive validity に加

え、特に predictive validityの重要性を強調し

ていました。モデル動物作製という基礎研究から、

治療評価系としての展開へ進んでいるようです。

自閉症を併発するレット症候群、脆弱 X 症候群、

結節性硬化症等のモデルマウスの症状が可逆的

であることから、自閉症は治療可能かもしれない

という熱気に溢れていました。モデル動物を用い

た研究のもう一つの重要な点が、自閉症の三主徴

（社会性の障害、言語障害、限局・繰り返し行動）

を担う神経回路の解明です。Geschwindが紹介し

た CNTNAP2（Contactin-associated protein-like 

2、細胞接着分子）のノックアウトマウス（後日

Cell に掲載）は、繰り返し行動のみが薬剤で抑

えられることから、その基盤となる神経回路解明

の為の有用なツールとなります。疾患モデルとし

ては全ての症状を再現することが有用ですが、疾

患の基盤を解明するためには、逆に、特定の症状

のみを再現することもまた重要であることが共

有されたセッションでした。私達も、作製したマ

ウスの繰り返し行動に着目して研究を進めてお

ります。 

遺伝学の講義では、自閉症ゲノム研究を主導

する Geschwind（期間中にも自閉症コピー数多型

（CNV）論文が Neuronに掲載）による、従来のゲ

ノムワイド相関解析から、マイクロアレイによる

CNV や次世代シークエンサーによる rare 

mutation への転換が精神疾患では極めて重要、

との強い主張が印象的でした。大規模な自閉症ゲ

ノムリソースを背景に進行する、まさしく桁違い

の、多数のエキソームシークエンス（2012 年 4

月、Nature）や CNV解析は、今回の滞在で最も衝

撃を受けた事です。私達も別の疾患でゲノム解析

を行っておりますが、独自性を出すには相当な研

究デザインの工夫が必要であると再認識しまし

た。 

以上の様に、今後の研究に必要な数多くのヒン

ト、そして多くの友人達を得る事のできた濃密な

一週間でした。このような貴重な研修機会を与え

て頂いた包括脳のご支援と、ニューヨークで大変

なお世話になりましたコロンビア大の中馬奈保

先生、マウントサイナイ医大の高橋長英先生に心

より御礼申し上げます。 

 

育成支援委員会による研究会サポートに採択さ

れて（第 1回伊香保 BSの会） 

群馬大学大学院・応用生理学分野  

高鶴裕介 

 

このたび、包括脳・若手研究者の国内交換プロ

グラムの支援（新研究法・新分野・新研究領域開

拓のための研究会）をいただき、第 1回伊香保

BSの会を無事開催することができました。この

場をお借りいたしまして、発起人・事務局を代表

して御礼を申し上げますとともに、当日の様子な

どについてご報告させていただきます。 

本研究会は、群馬大学基礎系若手研究者で平成

21年度末よりおおむね月 1回程度開催している、

学内共同研究発展のための勉強会（群馬大学若手

セミナー；これまで 15回開催）をコアとし、学

外の研究者とも交流を図りつつ、若手研究者がリ

ードする新たな共同研究の創設を企図したもの

でした。群馬大学伊香保研修所を利用し、ざっく

ばらんなトークの中から生まれるアイディアを
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具現化することを期待している。自由な討論を行

うことで、既成の概念にとらわれない発想を得る

ことが期待しました。 

第一回の伊香保 BSの会は、群馬大学医学部ミ

レニアムホールおよび伊香保研修所にて、2012

年 3月 14－15日の日程で開催されました。内容

として、一般口演（演者 8名）と特別講演に加え、

ポスターセッション（15演題）と群馬大学・伊

香保研修所における懇親会・自由討論会を行いま

した（詳細は別紙：抄録集を参照ください）。 

「脳研究の現在」、「異分野の融合」、「研究に光

をあてる」と題した 3つのセッションで 8名の演

者がそれぞれの専門分野で研究紹介を行い、活発

な討論を行いました。また、その間に設けたコー

ヒーブレークを兼ねたポスターセッション（15

演題）では、将来的な共同研究を見据えた議論が

行われました。特別講演では、小澤瀞司先生（高

崎健康福祉大学・教授。JST・CREST・脳神経回路

研究領域 研究総括）に、CREST規模で採用された

最新の研究のオーバービューをしていただきま

した。今回の研究会の目標の一つである「若手研

究者による大型プロジェクトの創設」を考えるう

えで、大いに参考になったと思われます。 

 圧巻は伊香保研修所に場所を移しての自由討

論でした。当初計画していた食事会を兼ねた懇親

会から自然発生的に討論が始まり、約半数の参加

者は夜が明けるまで議論を続けたと聞いており

ます（私は午前 2時半で力尽きました）。 

 

 

 今回は比較的少人数で、濃い議論を重ねること

ができたため、具体的な共同研究プロジェクトが

学内共同 5案、学外共同 3案、創設される見込み

です。今後、続報としてご報告できれば幸いです。

これには、会の開催前に行われていた学内共同研

究が発展的に取り込まれるものもある予定です。 

また、今回の研究会を通じて、学内の研究会を

発展解消し、あらたに「伊香保 BS の会」として

発足しなおすこととなりました。今後は、学内の

研究会を「伊香保 BSの会主催・学内研究会」、今

回のような学外参加者を交えたものを「伊香保

BSの会主催・異分野研究会「○○の集い」（○○

には毎回刺激的なサブタイトルを設ける）」とす

る予定です。近日中に第 2回の異分野研究会を開

催する予定もあります。多くの方にご参加いただ

ければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24年 5月 8日  

包括脳ネット ワーク News Letter     

代表者： 木村實 

事務局： 高田昌彦、岡部繁男 

(編集・文責：玉巻伸章) 

■「脳研究推進の仕組みを考える」　京都大学　高田 昌彦

　　シンポジウム参加者　アンケート調査結果

■「若手キャリアパスを考える」　群馬大学　平井 宏和

■「脳と心のメカニズム第 13 回夏のワークショップ」　大阪大学　北澤 茂

■「神経科学研究の未来－基礎研究と臨床研究をどのように連携して進めるか？」
　　自然科学研究機構　吉田 明

 領域代表挨拶　

 ハイライト

 リソース・技術開発支援拠点チュートリアル開催報告

■「神経細胞プロテオミクス」「神経科学へのプロテオミクスの応用」
　　名古屋大学　貝淵  弘三

■「個体レベルでの脳機能解析支援：
　　遺伝子改変マウスの作製から分子動態分析、行動解析まで」
　　新潟大学　﨑村 建司

■「光技術・ウイルスベクター・大規模脳活動システム」「脳神経機能のプロービング」
　　東京大学　尾藤  晴彦

■「ラット遺伝子改変技術を脳科学研究に活かすために」　
　　福島県立医科大学　小林  和人

■「グリア機能解析」ミクログリアはおもしろい！　
　　九州大学　井上  和秀

■「精神疾患拠点」体験学習型死後脳研究チュートリアル　
　　東北大学　富田 博秋 / 東京大学　笠井 清登

■「神経科学ブレインバンクネットワーク」「ヒト脳研究の神経科学への貢献」
　　東京都健康長寿医療センター　村山 繁雄

第３回 「包括脳ネットワーク」 夏のワークショップ　特集号

2012 年 7 月 24 日 - 27 日　仙台国際センター　開催
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『包括脳』の 24 年度夏のワークショップを 7 月 24 日（火）

から 27 日（金）の 4 日にわたって、仙台国際センター

で開催致しました。仙台開催の予定であった昨年のワー

クショップは、東日本大震災のために実現できません

でしたが、3 年目となる今年、過去 3 年間の最大となる

841 名（研究者 569 名、博士研究員 71 名、学生 153 名、

事務補助者他 48 名）の参加者が集う盛会となりました。

献身的なご尽力をいただいた高田、岡部事務局長、虫明

研究集会委員長をはじめとする各委員会委員と事務担当

者の方々に心から感謝申し上げます。

　今年のワークショップは特別な意味を持ちました。第

一は、震災と原子力発電所事故の長引く深刻な被害に苦

しみながらも早期の復興に向けて努力しておられる東北

の方々に敬意を表すワークショップとなったことです。

第二は、『包括脳』の 3 年目であり 10 月に中間評価ヒ

アリングを控え、さらに『包括脳』終了後の支援制度の

在り方について具体的な提案づくりが求められる中で、

これまでの支援の点検・評価と今後の在り方について、

科研費、JST 研究費、脳プロ研究費などの支援を得て研

究を推進する幅広い研究者コミュニティに向けて『包括

脳』からのメッセージをお伝えすると共に、意見集約を

するという極めて重要な機会であったことです。過去 2

年のワークショップでは、皆の努力が達成感として十分

報われていなかっただけに一層でした。

　ワークショップの基本方針は、『包括脳』ネットワー

クを構成する多分野の大学院学生から PI まで（24 年 7

月現在 1,830 名）が夏に会合を開いて研究交流をするこ

の機会に、脳科学関連の 13 の新学術領域の関係者をは

じめとして、できるだけ多くの皆様に参加いただくこと

です。結果的に 11 領域が合同ワークショップと班会議

を主催し、いずれも 200 － 300 人規模の会議室が満席

に近い盛況で活発な研究交流が行われました。研究費の

性格上、個性的なテーマの研究領域が多い中で、合同ワー

クショップを開催したり、若手研究者がポスター発表で

議論を深めることは、「新学術領域」の領域内での専門

性の高い交流と対照的であり、『包括脳』ならではの機

会が提供できたと思っています。領域代表を中心とした

各領域の先生方のご協力に改めて感謝申し上げ、領域の

発展のために『包括脳』の活動を更に積極的に活用いた

だきたいと思います。基本方針の第二は、当然ながら、『包

括脳』主催のイベントの充実です。まず、同時並行のプ

ログラムを入れずに 3 時間枠で開催の「脳研究推進の仕

組みを考える」です。この企画については高田、岡部事

務局長からご紹介があると思いますが、『包括脳』終了

後にどのようにして科研費、JST 研究費、脳プロなどの

制度に支えられる脳科学研究、更には学術研究全体の発

展に相応しい研究支援制度を導入するかというメッセー

ジを発信することを主眼に行いました。

『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』

第３回夏のワークショップの開催
領域代表者 

玉川大学脳科学研究所 木村 實
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１）脳科学のコアとなる研究分野を中心とした融合的か

つ国際競争力の高い基礎研究を実施する規模の大きな組

織（年間 6 ～ 10 億円規模の組織を 2 ～ 3）を形成する

ことが望ましい、２）最先端のリソース・技術の開発と、

開発したリソースや技術を利用した研究の両者を支援す

ることによって、国際競争力のある “ 頂上 ” をつくり出す、

３）大学共同利用研究機関や共同利用、共同研究拠点等

の組織が主要な役割を担う形で幅広い研究者を対象とす

る恒久的リソース支援 によって、” 裾野の拡大 ” をおこ

なう。これらの『包括脳』の提案は、ワークショップで

の意見集約を踏まえて、新学術領域研究の今後、脳科学

研究、更には学術研究全体の発展に相応しい研究支援制

度の導入に向けて、『包括脳』の将来計画委員会が中心

となって検討を重ねてまいります。『包括脳』と脳プロ

との共催企画「神経科学研究の未来－基礎研究と臨床研

究をどのように連携して進めるか？」を文部科学省板倉

康洋ライフサイエンス課長に参加いただいて開催し、脳

プロ課題Ｄ、Ｅ、Ｆが脳の基礎的研究と臨床研究の間の

双方向性の連携を強化する上でどのように発展させるべ

きかをテーマに 3 時間の講演とパネルディスカッショ

ンで活発な意見交換が行われました。リソース・技術拠

点によるチュートリアルを開催し、支援に期待する多数

の参加者から技術的な質問や先導的な研究に繋がる独創

性の高い支援の可能性などについて意見が交わされまし

た。その他、「脳と心のメカニズム」夏のワークショップ、

CREST・さきがけ関連シンポジウム、「精神医学と脳科

学のコラボレーション」、「若手のキャリアパスを考える」

などの企画が催されました。異分野連携と研究費制度の

在り方を考えるなどの、学会とは異なる『包括脳』のめ

ざす活動として、コミュニティへのメッセージの発信と

意見の集約という目標に手ごたえを感ずるワークショッ

プにすることができたことは大きな喜びでありました。

　一方、来年以降に向けた課題も残されました。例え

ば、ワークショップのイベントは全て open で開催し、

closed の会議は別途会場を借りて行うという方針が徹底

されました。新学術領域や脳プロとしては、『包括脳』ワー

クショップで広い研究者コミュニティにメッセージを発

信し、意見を求めるためのイベントを open 形式で開催

するメリットが大きい一方、各領域としての活動の点検

や発展の方策の議論を closed で開催することは当然必

要で、ワークショップと別会場で、更に別の機会に開催

というのは不都合です。来年は別会場で独自の研究集会

を開催し、『包括脳』ワークショップへの参加は控える

かも知れないという意見も複数の領域から寄せられまし

た。『包括脳』がこれからも新学術領域を横断的に包括

する上で重要な役割を果たすために、来年以降に向けて

改善するための検討を始めています。

　脳科学研究者コミュニティの皆様が『包括脳』（https://

www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/）の活動をご理解いただき、

積極的に活用いただくことによって、研究を益々発展さ

せていただくことを祈念致します。

領域代表者　挨拶
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包括脳企画イベント

「脳研究推進の仕組みを考える」

包括脳ネットワーク事務局長

京都大学霊長類研究所 高田昌彦

包括脳企画イベント「脳研究推進の仕組みを考える」が、

7 月 25 日（水）の 15 時 30 分から 19 時 10 分まで開催

された。当日は、前列を除き、会場の「橘」をほぼ埋め

尽くす 200 名近くの参加者を得た。

　まず冒頭で、急遽ご出席できなくなった森本浩一文部

科学省大臣官房審議官（研究振興局担当）に代わって、

研究振興局学術研究助成課の梅崎隆二係長よりご挨拶文

を読み上げていただいた。そのなかで、平成 21 年 6 月

にまとめられた科学技術・学術審議会答申「長期的展望

に立つ脳科学研究の基本的構想 及び推進方策について」

や、平成 23 年 8 月に発表された「第 4 期科学技術基本

計画」の重点施策等についてご紹介いただくとともに、「ボ

トムアップ型研究費やトップダウン型研究費等、多様な

脳科学研究推進制度を活用し、活力のある脳科学研究の

将来に向けて是非とも尽力してほしい」、「異分野と幅広

い接点を持つ学際的な領域である脳科学をさらに発展さ

せて、国際的な競争力を維持・強化するために必要な仕

組みを検討する中核として、また、脳科学研究者コミュ

ニティ全体の意見集約をおこなうハブ組織として、包括

脳ネットワークの役割に期待したい」等のメッセージが

述べられた。

　次に、国際医療福祉大学大学院の金澤一郎先生より、

脳科学委員会主査としてのお立場から、脳科学に関わる

さまざまな研究費制度のヒストリーについての明快なお

話と、今後我々が向かうべき方向性に関する貴重なご意

見を頂戴した。続いて、我が国の脳科学研究を牽引する、

生理学研究所の伊佐 正先生、慶應義塾大学の柚崎通介先

生、京都大学の高橋良輔先生の 3 名の先生より多様な研

究費制度と今後の脳科学研究に関する話題提供を頂いた。

まず、伊佐先生には、現行の脳科学研究戦略推進プログ

5

ラムについてご紹介いただき、特にシステム神経科学の

視点から、このような政策課題対応型研究の必要性や拠

点間の連携による分野横断的プロジェクト研究の有効

性、さらには得られた成果を科学研究費補助金などで支

援されている個別の学術研究にどうように還元すべきか

について、ご自身の経験や取り組みに基づいてご講演い

ただいた。また、柚崎先生には、特に分子神経科学の視

点から、CREST に代表されるグループ研究が学術研究と

政策課題対応型研究を繋ぐ重要な役割を担っていること

について、ご自身のヒストリーを交えながらご講演いた

だいた。昨今の我が国における科学技術予算と研究成果

の横ばいもしくは漸減が、中国や韓国における右肩上が

りの増長と対称的であるというお話が大変印象的であっ

た。最後に、高橋先生には、現行の新学術領域研究につ

いてご紹介いただき、特に病態神経科学の視点から、基

礎研究の成果をどのように臨床応用研究に発展させてい

くべきかについて、基礎医学と臨床医学の両方に携わっ

てこられたご自身の経験を交えながらご講演いただい

た。最後に紹介された、神経伝達物質としてのドーパミ

ンの発見からパーキンソン病の原因究明に繋がるお話が

大変興味深かった。

　ブレイクを挟んで、第 2 部として、包括脳ネットワー

クによる支援活動の内容とこのような支援制度の今後の

あり方について、三品昌美包括脳ネットワークリソー

ス・技術開発委員長と木村 實代表から講演があった。ま

ず、三品委員長からは、北は札幌から南は福岡まで全国

に広がる 13 のリソース・技術開発支援活動拠点の活動

状況についてご報告いただくとともに、それぞれの拠点

の代表的研究成果についてご紹介いただいた。平成 22

年度と 23 年度の 2 年間で達成された 352 件に及ぶ支

援実績は驚異的であり、優れた研究成果が今後次々に発

表されることを大いに期待したい。また、木村代表から

は、研究者ネットワークの形成による異分野交流と裾野

の拡大、および若手研究者の育成支援を含めた、包括脳

ネットワーク全体の活動実績に関する報告ととともに、

支援制度の今後のあり方について次のような提言がなさ

れた。すなわち、分子、回路、システム、病態といった

脳科学のコア研究領域に対応する大型の研究組織を形成

し、研究領域に特化した先導的な技術開発支援をおこな

うことによって国際的な競争力の維持・強化と “ 頂上 ”

を生みだすこと、個別研究や新学術領域研究を対象とし

た恒久的なリソース・技術支援によって研究者コミュニ

ティ発展の原動力を生み出すことの両輪が今後の支援制

度として必要不可欠である。

　最後に、パネリストとして、東京大学の狩野方伸先生、

北海道大学の本間さと先生、九州大学の井上和秀先生、

東京大学の尾藤晴彦先生の 4 名の先生に、司会の岡部繁

男先生（東京大学）と私が加わってパネルディスカッショ

ンをおこなった。狩野先生には包括脳ネットワーク将来

脳研究推進の仕組みを考える
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6

計画委員長として、本間先生には日本学術会議委員とし

て、井上先生と尾藤先生にはリソース・技術開発支援活

動拠点の代表としてご参加いただいた。パネルディス

カッションでは、包括脳ネットワークによる現在の支援

制度と支援制度の今後のあり方について、パネリストの

ご意見を伺うとともに、フロアとの意見交換をおこなっ

た。まず、現在の支援制度については、高い専門性を必

要とし、時間的にも経費面でも個人のレベルでは到底カ

バーできないような研究リソースや研究手法の提供は、

demanding で competitive な昨今の脳科学研究を円滑に

推進し、国際レベルの優れた研究成果を生み出すために

必要不可欠であるが、その一方で、現在の包括脳ネット

ワークでは、限られた予算の範囲で各支援活動拠点がボ

ランティアに等しい状況で精力的な支援活動を展開して

おり、長期的な継続を求めることは極めて厳しい状況に

あるという意見が大勢を占めた。次に、支援制度の今後

のあり方については、先導的な解析技術を開発し、質の

高いきめ細やかな技術支援を実施するためには、技術の

確立に相当の時間を要するので、長期的展望に立った支

援体制が望ましい、木村代表が提案されたような、脳科

学研究の進展に沿った先端的な技術開発支援と恒久的な

研究リソース支援の両方が必要であり、最先端のリソー

ス・技術開発と最先端の学術研究の両方を支援する研究

組織によるスケールメリットを活かした支援の枠組みを

検討すべきである、新しい支援制度の提案については、

包括脳ネットワークだけでなく、学術会議や脳科学委員

会等のさまざまなチャネルをとおしたわかりやすい説明

をすることが肝要である、等の大変有意義な意見を頂い

た。フロアとの意見交換では、理化学研究所の津本先生

から「脳科学研究者コミュニティの意見をうまく吸い上

げ、意見集約に努めることが重要である」、生理学研究

所の鍋倉先生から「夢のある基礎研究を実施していく基

盤を強化する必要がある」、また、大阪大学の橋本亮太

先生や京都大学の美馬達哉先生といった病態神経科学を

専門とする若手研究者から「若手研究者の意見を取り入

れる仕組みや、基礎研究と臨床研究を繋げる研究テーマ

の設定について是非とも検討してほしい」、等の意見が

述べられた。以上、終了予定の 18 時 30 分を 40 分も

超過して白熱した意見交換がおこなわれた。

　　　「脳研究推進の仕組みを考える」

全プログラムを Ustream から生中継を行いました。

現在、インターネットの録画放送をご覧いただけます。

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id=2194

（包括脳HPへのログインが必要です）

7

参加者の皆様に協力をお願いし、イベント終了後に

アンケートを実施いたしました。

包括脳企画シンポジウム

「脳研究推進の仕組みを考える」についてのアンケート調査票
（回答者数　125 名）

脳研究推進の仕組みを考える
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若手キャリアパスを考える

「博士号取得者がどうやって職を得るのか？－アカデミア以外の可能性－」

研究集会委員会

群馬大学 平井 宏和

昨年の若手キャリアパスセミナー「脳科学分野で博士課

程進学をいかに増やすか / 脳科学の将来像」では、「現

状では博士課程進学者を増やすべきではない。むしろ進

学のハードルを高くして減らすべきである。」という意

見が大勢を占めました。日本の１万８千人のポスドクの

うち４割が生命科学系であること、アカデミアの採用数

をはるかに上回るポスドクが毎年生み出されること、生

物系を修了してポスドクになった者の約４割は５年後も

ポスドクであること、などを考えると、神経科学分野の

学生、若手研究者がこのような考えをもっても仕方がな

いと思われました。

　日本は少子化で１８歳人口は今後も減少して行くた

め、大学教員数は減ることはあっても増える可能性はき

わめて低く、博士課程修了者の一部しか教員になること

はできません。また運良く助教になれても任期制であり、

その後も決して安泰ではありません。アカデミアだけを

将来のキャリアパスとして考えるならば博士課程進学者

の将来はきわめて危うい状況で、昨年のセミナーのよう

な結論となるのも必然でしょう。しかしながら、神経科

学の将来を考えれば、しっかりとしたキャリアパスを示

して、多くの優秀な学生が博士課程に進学してもらうこ

とが不可欠です。現在、iPS 細胞などを中心とする再生

分野やゲノム、がん領域は新しい産業と結びつく期待が

高く、これらの研究をしたいという中学生、高校生がた

くさんいます。神経科学領域の明確なキャリアパスを示

すことは、これからの日本の神経科学の発展にとってき

わめて重要なことは疑いようもありません。そのような

ことから、今回、博士課程修了者のアカデミア以外の可

能性についてをテーマとしました。

　最初の演者であるプロメガ株式会社の水谷伸部長は、

東京工業大学で博士号を取得した後、２年間のポスドク

を経て助教になった、いわばエリートとも言える人物で

す。しかし７年間の助教の後、プロメガに転職されまし

た。大学にいるときはマウスの世話をしていたこともあ

り、土日祝日なく夜遅くまで働いていたとのことでした

が、転職して自分の時間が持てるようになり、収入面も

含めて悪いことはなかったとのことでした。研究では十

分な成果は上げられなくても、環境が変われば楽しく有

意義にやっていくことは可能であるとおっしゃっていま

した。

　山本正道先生は、阪大で博士号を取得した後、学振を

経て阪大の助教となりましたが、退職して武田薬品に就

職されました。そこで３年間勤務した後、再び昨年テニュ

アトラックの独立助教としてアカデミアに戻ってこら

れました。武田薬品が悪かったからアカデミアに戻って

来たわけでなく、阪大の助教のときから企業に勉強しに

行くつもりであったとのことでした。アメリカではロッ

シュなど、製薬企業にポスドクとして行くことも普通で

すが、日本では結果としてそうなった人はいると思いま

すが、助教をやめて数年間勉強しに行くつもりで企業に

就職するという人は、少なくとも私は初めて聞きました

し、その後予定通りアカデミアに復帰し、製薬企業と連

携する研究体制を築いているのもすばらしく思いまし

た。また製薬企業に就職するときに書かれた履歴書につ

いても紹介していただき、要点もわかりやすく解説され

ました。これから就職する学生だけでなく、シニアの研

究者にとっても大変勉強になるセミナーでした。

パネルディスカッションで答える中外製薬の山口先生

9

　３番目の演者は中外製薬の山口京子先生で、名古屋大

学で博士号を取得した後、アメリカのバイオベンチャー

でポスドク、３年後にアメリカの製薬企業（Exelixis 

Inc.）に Scientist として入社、９年間勤務した後、中外

製薬研究本部に移られました。変化の激しいアメリカの

製薬で９年間研究するのはかなり大変なことで、その中

でキャリアをつんだからこそ日本の製薬企業も採用した

いと考えたのは言うまでもありません。アメリカでキャ

リアを切り開いて来られた経験に基づく話には、かなり

の説得力がありました。

　最後の演者は株式会社リバネス代表取締役 CEO の丸幸

弘社長で、これがまた３人の演者とは大きく異なり大変

興味深い内容でした。

　内容ももちろんですが、聴衆の引きつけ方、やる気に

させ方はさすがでした。大学の教授や教員は、聴衆が聞

いてくれるという前提で話をすることが多いですが、ベ

ンチャーの場合はまず興味をもって聞いてもらうこと、

さらにできたばかりの会社に自分の人生をかけて入社し

てもらう必要があることから、それを可能にする経験を

積まれたすばらしいプレゼンテーションでした。とくに

リバネスの場合は、社員もどんどん増え事業もシンガ

ポールまで拡大していることから勢いがありました。丸

社長の話を聞いて、リーダーはこうあるべきだと考えさ

せるものがありました。

　このようにして見ますと、博士課程進学者がどうやっ

て職を得るのか、という問いに対しての答えがわかって

来るのではないでしょうか。何もせずにどこかが拾って

くれるわけではありません。大企業に入社できたからそ

の後もずっと安心なのでも決してありません。皆努力し

て自分のキャリアを築いて来ており、その姿勢はどこの

分野でも同じだと言うことです。

　最後のパネルディスカッションでは、リバネス新入社

員の武田隆太さん、修士課程学生の山本悠貴さん（東北

大）、博士課程学生の木村真吾さん（東北大）も参加し、

非常にもりあがったディスカッションが繰り広げられ

ました。本シンポジウムの参加者すべてが、自分でキャ

リアを切り開けば、アカデミアへの就職を超える未来が

広がっていることを実感できたことと思います。シンポ

ジウム終了後もパネルディスカッションの熱気そのまま

に、演者と参加者の意見交換が続いていました。

パネルディスカッションで答えるリバネスの丸社長
左は中外製薬の山口先生

パネルディスカッションで答えるリバネス新入社員の武田さん

左から大学院生の木村さんと山本さん、武田さん、

プロメガの水谷部長、群馬大助教の山本先生

シンポジウム終了後もディスカッションが盛り上がる

　「若手キャリアパスを考える」

（株）リバネス　丸幸弘様  /  群馬大学　山本正道様

当日発表に使われたスライドを提供いただきました。

ホームページからダウンロードできます。　　

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id=1400

若手キャリアパスを考える
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脳と心のメカニズム第 13 回夏のワークショップ

「神経回路の動的組織化 - 研究の最前線 -」

大阪大学　北澤 茂

「脳と心のメカニズム」ワークショップは、実験と理論

研究の研究者間の橋渡しと、若手研究者の育成を主な

目的としています。包括脳ネットワークをはじめとする

21 の主催・共催団体の支援を受けて、毎年夏と冬に開

催されています。

　本年度、第 13 回夏のワークショップは、神経回路網

の動的組織化－研究の最前線―をテーマに、海外から、

システム、回路、理論の各分野にわたる第一線の研究者

を 3 名お招きして開催しました。

　ワークショップは 7 月 26 日、午前 9 時から始まり

ました。トップを切ってお話をいただいた University 

College London の John O’Keefe 先生は 1971 年にラッ

トの海馬で場所細胞（place cell）を発見された「伝説的

な」研究者でいらっしゃいます。会場も 9 時を過ぎるこ

ろには満員で座れないほどの活況で、皆さんの期待の高

さが伺えました。そのお話は場所細胞の発見から 40 年

間の様々な発見と、バーチャルリアリティを使った最新

のデータで彩られた絢爛豪華なものでした。海馬とその

周辺領域には、場所細胞の他に、進行方向を示す「頭の

方向細胞」、平面を覆い尽くす三角形の格子の頂点で活

動する格子細胞 (grid cells) と境界からの距離を表す境界

ベクトル細胞などがあります。一見すると複雑ですが、

方向細胞を起点として格子細胞から場所細胞へという経

路と、方向細胞から境界ベクトル細胞を経て場所細胞へ

という 2 つの経路で場所細胞の計算が進むのだろうとい

う明快なご説明でした。そして、3 角形の格子の頂点で

繰り返し活動を示す格子細胞の活動はどうやってできる

のか、という問いが設定されました。その答えは、少し

だけ異なる周波数のシータリズムの活動が同じ細胞に収

束して生じる「うなり」の重ね合わせで説明できるとい

う画期的なものでした。周期的な信号の重ね合わせから、

位置を発火頻度で表現する細胞が作れるということに大

きな驚きがありました。

　2 人 目 に 登 壇 し た の は ス イ ス の Friedrich Miesher 

Institute からいらっしゃった Rainer Friedrich 先生です。

Friedrich 先生は zebrafish の嗅覚系で、2 光子励起顕微

鏡や optogenetics の最新の手法を駆使して、匂いが神経

集団の活動で「動的」に表現されている様子を次々と明

らかにされています。たとえば、嗅球の多細胞の多次元

の活動は、刺激に用いた匂い物質の違いに応じて数百ミ

リ秒以内に異なる定常状態に収束します。また、2 つの

物質を異なる割合で混ぜて、匂いの「モーフィング」を

行うと、2 つの物質の定常状態の間を徐々に遷移するの

ではなくて、あるところで「突然」ジャンプします。嗅

球は匂いの要素を分類して表現する「フィルター」の

役割をしているのです。また、嗅球では匂い物質を受容

してすぐに始まる活動は、匂い物質の局所的な分子構造

に対応した同期活動であるのに対し、数百ミリ秒後の匂

いの元が「何であるのか」という対象に応じた活動は非

同期になっているそうです。Optogenesis の手法で嗅球

の局所の細胞群を強制的に同期発火させても、嗅皮質の

Dp という領域には同期した活動は伝わりません。匂い

の元がなんであるのか、という対象の情報だけを嗅球か

ら上位の嗅皮質に伝えているらしいのです。

　最後に登壇された Howard Hughes Medical Institute

の Dmitiri Chklovskii 先 生 の お 話 も、 ま た 刺 激 的 で し

た。ハエの網膜から動き検出に至る神経回路を連続切

片の電子顕微鏡増に基づいて綿密に再構成するという

connectome のお仕事にまず驚かされました。後半は、

感覚系は信号を圧縮して伝送することで、神経細胞の発

火頻度ではカバーできない巨大なダイナミックレンジを

実現しているはずだ、という問題提起で始まりました。

信号圧縮メカニズムとして注目したのが音声圧縮の分野

で Itakura と Saito が 1971 年に提案した格子型フィル
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ターです。これは予測される信号と実際の信号の差分だ

けを抽出する機能を持ったフィルターで、現在の信号と

時間遅れ系を通った過去の信号の差分を取る前向き推定

のラインと、その逆の後ろ向き推定のラインをたすき掛

けで組み合わせるという単純な構造で実現されていま

す。実際、外側膝状体のニューロンには 2 つのライン

に相当する性質をもったものが報告されていて、感覚系

では予測との差分を取るという予測符号化（predictive 

coding）が実現されているらしいのです。

　総合討論では動的組織化に振動と予測符号化が果たす

役割について議論しました。フロアからの質問はコネク

トームが神経系の情報処理の基本原理解明にどのように

資するかという議論に発展しました。神経回路の構造の

解明は理論に制約とヒントを与えますが、理論の構築に

直結するものではありません。Connectome から格子フィ

ルターの時間の重みづけ係数が決まるわけではない、と

いう Chklovskii 先生のお答えが印象的でした。私はかつ

て小脳の基本回路構造に触発されて Marr-Albus-Ito の小

脳学習理論が生まれ、その後の小脳の実験研究を現在に

至るまで方向づけたことを思い出しました。このワーク

ショップが、理論研究と実験研究の間に全く新しい展開

を生む一つのきっかけになれば本望です。フロアから活

発に議論に参加してくれた若い研究者の皆さんの活躍に

大いに期待しています。

　最後に、3 名の先生方の招へいと当日の座長でお世話

になりました理研の山口陽子先生、岡本仁先生、深井朋

樹先生に心から感謝申し上げます。来年の第 14 回は「心

の仕組みとその障害」をテーマに開催する予定です。ま

た大勢の皆さんに参加いただけたらと思います。

左から時計回りに

O'Keefe 先生

Chklovski 先生

Friedrich 先生

中央：総合討論

下　：熱気にあふれる会場

脳と心のメカニズム
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脳プロ・包括脳合同企画

「神経科学研究の未来－基礎研究と臨床研究をどのように連携して進めるか？」

自然科学研究機構　吉田 明

ライフサイエンス研究に対する大きな要請として、その

成果を医療・福祉の向上につなげるというものがありま

す。脳科学についても、脳に対する理解を社会に資する

成果につなげることが求められています。そのためには、

言い古されている感はありますが、基礎研究と臨床研究

の双方向の連携を加速することが必要されています。本

企画では、基礎と・臨床それぞれの研究において、現状

を踏まえてお互いに何を必要とし、何を提供できるのか、

相互の連携を強化するためには、どういった展開が必要

なのかを議論する場として設定されました。

　「社会に資する脳科学」という目標を掲げたトップダ

ウン型の研究プロジェクトとしては、脳科学研究戦略推

進プログラム（脳プロ）が実施されています。一方で、

幅広いボトムアップ型の脳科学研究では、多くの新学術

領域が立ち上がり、また、包括型脳科学研究支援ネット

ワーク（包括脳ネットワーク）として、多様なリソース・

技術開発支援を行なっていることから、そうした様々な

枠組みの有機的な連携のあり方についても議論が行われ

ました。

　講演としては、まず脳プロの成果と今後の展開につい

て、「社会性障害のバイオマーカー候補探索：基礎と臨

床の橋渡しを目指す脳研究の現状と今後の展開」（狩野

方伸先生）、「社会性障害のバイオマーカー候補同定から

精神疾患・発達障害の臨床研究への展開」（笠井清登先生）

の話題提供がなされました。狩野先生の講演では、疾患

と関連する分子マーカーとして、GABA 系関連分子や霊

長類特異的な遺伝子を見出していること、疾患モデル動

物での神経機能マーカーとしてシナプス動態の異常が共

通して見出されること、ヒトの脳画像から疾患評価や薬

物効果の評価を可能とするマーカーが見出されつつある

こと、行動マーカーとして将来の報酬に対する時間割引

の符号効果が、精神疾患患者で異なることなどの成果が

示されました。また、モデル動物からのスライス共培養

やシナプス機能解析系が関連遺伝子や薬物効果をハイス

ループットで評価できる可能性が示された。

　笠井先生からは、効果の高い希な遺伝子変異の同定の

重要性が指摘され、一卵性双生児統合失調症不一致例の

解析などの実績について紹介された。また、遺伝子レベ

ルでは多様でも、より統合されたレベルでの共通した表

現型の探索が重要で、例えば複数種の遺伝子改変マウス

で見出されているシナプス異常などへの着目の必要性を

述べられた。こうしたヒトやモデル動物での遺伝子変異

や表現系を clinical stage にそって評価する、ヒトと動物

とで対応付けが可能なトランスレータブル脳指標という

ものを踏まえた基礎と臨床との連携が必要で、そのため

に重要なものとしてヒトと対応付けられるマウスの標準

脳などを挙げられた。

　引き続き、精神・神経疾患への治療戦略について、「BMI

とニューロフィードバックに基づく新しい治療法の可

能性」（川人光男先生）、「神経疾患の disease modifying 

therapy への展開」（祖父江元先生）、「精神・神経疾患に

おける基礎研究と臨床研究の融合」（加藤忠史先生）の

講演が行われました。川人先生の講演では、fMRI 実時

間ニューロフィードバックの基礎研究や臨床応用での可

能性について説明された。マクロなレベルでの神経結合

解読や自発的脳活動を対象とした研究が重要であり、自

発的脳活動や領域間結合を実時間ニューロフィードバッ

クにより変更する技術開発が、新しい治療法の可能性を

開くという展望を述べられた。

　祖父江先生の講演では、神経疾患の治療の方向性とし

て、disease-modifying therapy への取り組みと、実際の

治療法として確立するための効果の評価に関する困難さ

について述べられた。特に神経疾患は長期間の評価を必

要とし、また症状が出てからでは、標的分子（例えばβ

アミロイド蛋白質）を除去しても治療効果が見られない

事例が確認され、標的分子の再検討、早期・発症前治療

介入手法の開発、発症後の治療効果に対応するマーカー

の確立などが重要である。このためには、臨床データの

蓄積・評価が重要であり、また、それらに基づく病態や

治療効果に対応付けられるマーカー開発とそのモデル動
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物の確立が求められる。

　加藤先生の発表では、精神・神経疾患の社会的負担の

大きさについて説明された後、しかし、神経疾患と精神

疾患とは研究のステージが大きく異なっており、それぞ

れのステージをふまえた研究推進について述べられた。

特に神経病理的所見があきらかになり、原因遺伝子を標

的としたモデル動物での治療評価開発を進めている神経

疾患とは異なり、精神疾患の場合は基礎と臨床との間で、

まだ試行錯誤的な連携が必要な段階である。その際、相

互に連携付ける特異的なエンドフェノタイプが見つかっ

ておらず、モデル動物で見出された病態脳の知見を元に、

ヒト死後脳での精緻なマーカー探索が必要と考えられ

る。

　５名の方の講演終了後、演者に梶井靖先生（アボット

ジャパン（株））、杉本八郎先生（（株）ファルマエイト）、

内匠透先生（広島大学・院・医歯薬保健）も加わってい

ただき、パネルディスカッション方式で会場も交えて総

合討論が行われた。

　創薬企業からの視点として、現在ますます精神・神経

疾患の治療薬開発が難しくなってきており、撤退を考え

ている企業も多く存在する状況が述べられた。特に大き

な問題としては、症状や治療効果に患者ごとのばらつき

が大きく、どのような患者のどういったステージで薬物

を投与すればよいかという絞り込みができなければ、治

験における有効性を示すことが困難ではないかという点

がある。これを解決するためには、ヒトの症状に対応す

るマーカーを確立することが重要で、臨床研究として

の知見の蓄積とともに、基礎研究から強く介入すること

が可能であるモデル動物を元に、ヒトで検討すべきマー

カー候補を提案していくことが重要である。また、症状

が出る前の早期介入がやはり必要となってくる可能性が

あるが、患者でない（症状が出ていない）方を対象に、

治験ができるのかという課題がある。そのためにも症状

が出る前に発症と強く関連付けられるマーカーの開発が

重要となってくる。

　臨床研究をしている現場としては、現行の医療人材育

成システムでは、研究の現場に人材が入ってこないとい

う深刻な問題点がある。PhD から人と接する臨床研究

への参加が求められるとともに、基礎研究者がヒトのリ

ソースに容易にアクセスできる体制も重要である。会場

からは、そもそもそういうリソースがあるのか、誰にア

クセスすれば良いのかという情報も乏しく、そのような

情報を得られる仕組みづくりも必要との意見もあった。

　大規模な臨床データの必要性があるが、そのためには

義務として取得したデータを公開する仕組みが必要で、

その役割としてトップダウン型の研究が有効であるとい

う意見があった一方、実際に大きな規模で進めていくに

は、企業との連携が重要であり各大学での産学連携を有

効に活用することが必要であるとの意見もあった。

　基礎と臨床をつなぐ意味で全体を通して強く重要性が

述べられたものとして、ヒトとモデル動物の病態を密接

に対応付けられるマーカーの開発であった。笠井先生か

らは、トランスレータブル脳指標という名前で提案され

ていたが、他の方からも治療効果と対応するマーカーな

どの同様の視点が指摘され、その開発のためには、大規

模でアクセス可能な臨床データベースの構築、脳バンク

の整備、検証可能なモデル動物の作成とその解析の推進

の必要性が認識された。

脳プロ ・ 包括脳合同企画
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リソース・技術開発支援拠点

チュートリアル開催報告

包括脳ネットワークでは、全国に１３の拠点を置き、研究ソースと

技術開発の支援活動を行っている。

より多くの研究者にこの支援を活用していただけるよう、今年の夏

のワークショップでは、7 種類のチュートリアルを開催した。

チュートリアルを開催した全プログラムを特集いたします。

脳はその部位や領域あるいは発生の時期によって機能の

異なる臓器である。したがって、脳の発生過程や機能、

病態を理解する為には、部位特異的（大脳皮質、海馬、

扁桃体、黒質、線条体等）・時期特異的な微量プロテオ

ミクスによるインタラクト（結合蛋白質の網羅的な同定）

解析が有効である。また、脳の局所的な活動や病態を理

解するためには、修飾プロテオミクスにより様々な蛋白

質の部位特異的・時期特異的なリン酸化パターンおよび

その変化を解析する必要がある。

　神経細胞プロテオミクスでは、脳研究者から幅広く支

援要請を公募してプロテオミクス解析の支援を行ってい

る。また、支援業務と並行して技術開発を行い、支援の

技術レベルの向上を図っている。

　本チュートリアルでは、本支援班の３人のメンバーに

より以下のような講演が行われた。

　西岡（名古屋大）は、神経細胞プロテオミクス支援活

動の概要の紹介、アフィニティーカラムや免疫沈降法か

らの質量分析による相互作用分子の網羅的解析・リン酸

化プロテオミクス解析などの支援活動について、実際の

支援例とその成果の紹介を交えた説明を行った。また、

実際の申請の際の手続きについても概説した。

　次いで、五十嵐（新潟大）は、「リン酸化プロテオミ

クスの威力とそれに基づく新しい世界観：この情報をど

う使うか、何が可能か？」というタイトルでリン酸化

プロテオミクス研究の現状とリン酸化データベースや各

種ウェブツール等のインフォマティクスの活用法につい

て、演者の神経細胞成長円錐の分子機構研究の例をあげ

つつ紹介し、脳科学におけるリン酸化プロテオミクスの

将来を展望した。

　長谷川（東京都医学総合研究所）は、アルツハイマー

病 (AD)、パーキンソン病 (PD)、筋萎縮性側索硬化症 (ALS)

などの神経変性疾患研究におけるプロテオミクスの有用

性について概説し、演者のプロテオミクス解析を利用し

た神経変性疾患研究において経験した様々な課題や問題

点について触れ、解析の際に工夫した点や課題の解決に

向けた試みを紹介した。

　チュートリアル会場はほぼ満席になり、脳科学研究へ

のプロテオミクス技術の応用にたいしての高い関心が伺

えた。また、質疑では支援活動に対する質問や、リン酸

化プロテオミクス自体への疑問等が活発に質問されるな

ど、全体に盛況であった。

「神経細胞プロテオミクス」「神経科学へのプロテオミクスの応用」

名古屋大学医学系研究科　神経情報薬理学

貝淵 弘三

15

この夏のワークショップでは、「包括脳ネットワーク」

リソース・技術開発支援の拠点による複数のチュートリ

アルが開催されました。脳科学は、分子、シナプス、神

経回路、システムと階層的に構成されていることはよく

知られていることですが、それぞれの分野での論文を執

筆する際にも、広範な階層からなる知見を求められるの

が現状です。しかしながらよほど大きなラボでなければ、

その様な要求に応えることは不可能です。今回の企画は、

「誰でも何処でも脳科学」をモットーとする包括脳ネッ

トワーク支援をよく知ってもらい、効率的に活用しても

らうことを目的におこなわれました。

　本支援活動の中で需要の高い遺伝子改変マウスの作製

支援、系統的脳機能行動解析支援、脳機能分子発現解析

支援の 3 拠点は連携して、「個体レベルでの脳機能解析

支援：遺伝子改変マウスの作製から分子動態分析、行動

解析まで」というチュートリアルを開催しました。最初

に脳科学の研究者が、なぜ自分の研究に直接関係しない

他の研究者の支援をおこなうのかを、本チュートリアル

を企画した﨑村から説明しました。

　遺伝子改変マウス作製支援を始めたきっかけは、ノッ

クアウトマウスを用いて研究を進めてきた過程で、マウ

ス遺伝子背景の問題を解決することと、コンディショナ

ル遺伝子改変法の利用が避けて通れなくなり、自らそ

の方法を開発してきたことにあります。すなわち、脳

機能を解析するに有利な C57BL/6N 系統から ES 細胞株

RENKA を樹立し、コンディショナルノックアウトマウス

を系統的に作製する技術を確立してきました。多大な時

間と労力をかけて開発してきたこの知的資産を単独の研

究者で独占するのではなく、多くの研究者に供与するこ

とによって、脳科学の進展に貢献でき、広い意味で知的

興味を満足させることになるのではないか。宮川剛先生

の言葉を借りると、win-win の関係ということです。

　マウス作製拠点の新潟大・阿部学准教授からは、ノッ

クアウトマウスの作製方法とその問題点、コンディショ

ナルノックアウトの現状、利用できるドライバーマウス

など、チュートリアルにふさわしい教育的な項目と実務

的な解説をしてもらいました。次にマウス作製拠点であ

る富山大・森寿研究室の井上蘭助教が、「脳部位特異的

遺伝子操作マウスの作製とその課題」という演題で、扁

桃体外側核に選択的発現を示す Grp 遺伝子を例に、iCre-

splice 遺伝子の有用性を示す講演をおこないました。

　系統的脳機能行動解析支援をおこなう宮川剛・藤田保

健衛生大教授からは、「遺伝子改変マウスの網羅的行動

解析：どのように行い、何がわかるのか」という講演が

なされました。これまでに国内外 80 以上の研究室との

共同研究として、150 系統以上の遺伝子改変マウスを「網

羅的行動テストバッテリー」により、遺伝子・脳機能・

行動の関係が調べられてきました。その結果、行動解析

が行われた遺伝子改変マウスのほとんどでは、何らかの

行動異常が見られており、この中には精神・神経疾患や

発達障害などのモデル動物と考えられるものが多数含ま

れていることが示されました。また、「網羅的行動テス

トバッテリー」は、知覚・運動機能、情動や学習・記憶

行動などの高次認知機能のテストなど世界的に頻繁に用

いられている約 20 種類のテストを含み、簡便に実行可

能で解析が自動化できるようなものを中心に選択されて

おり、実験プロトコルも完全にマニュアル化されていま

す。このため、行動実験の未経験者でも当研究室の専門

スタッフの指導を受けつつ実施が可能であり、得られた

行動データについても系統間の比較検討が可能であるこ

とが示されました。また、網羅的行動解析をどのように

実施し、得られたデータをどのように解釈すれば良いの

か、そこからどのような研究の発展がありうるのか、な

どについて実際の例を用いつつ紹介されました。さらに、

包括脳ネットワークによる網羅的行動解析支援を受ける

際の実際の手続きの説明もおこなわれました。

リソース ・技術開発支援拠点チュートリアル

「モデルマウス開発、行動解析、機能分子発現解析」連携チュートリアル
「個体レベルでの脳機能解析支援：
遺伝子改変マウスの作製から分子動態分析、行動解析まで」

新潟大学　﨑村 建司
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　脳機能分子発現解析支援拠点の北海道大・山崎美和子

講師からは、多重・蛍光 in situ ハイブリダイゼーション

による遺伝子発現解析についての講演がありました。蛍

光 in situ ハイブリダイゼーション（ISH）はアンチセン

ス RNA プローブを用いた mRNA 発現解析法であり、高

感度かつ細胞レベルの解像度を持つこと。また、複数の

プローブを異なる蛍光色素で発色させて識別することに

より他の遺伝子産物との共存を検討することができるた

め、脳領域レベルの俯瞰的な解析に加え、詳細な発現細

胞種の同定も可能であることが示されました。また、同

拠点の生理学研究所・重本隆一教授からは、「凍結割断

レプリカ免疫電子顕微鏡法：その有用性と問題点」とい

う演題で、この方法が優れた感度と解像度を持ち多くの

分子に適応が可能である一方、主に細胞膜がランダムに

割断された面を見ていることによるバイアスや神経要素

の同定の困難さを伴うことが示されました。そして、ど

のような目的にこの方法が最も適しているのか、従来の

免疫電子顕微鏡法と比較し機能分子発現解析の最適な方

法を選択するための考え方も話されました。

　各拠点からの講演は、いずれもチュートリアルにふさ

わしい教育的な内容で、包括脳での支援の意義の理解と

その活用に資するものであったと思います。

包括脳ネットワークにおける革新的脳計測・操作技術開

発活動は、「光技術」、「ウイルスベクター」、「大規模脳

活動システム」の 3 拠点から構成されている。27 日の

合同チュートリアルにおいて、各担当者、分担者等から、

支援技術内容、それを用いた研究成果、さらにこれを用

いた共同研究などが報告され、活発な質疑応答が行われ

た。

　始めに「光技術」の担当である東京大学の尾藤晴彦か

ら本技術開発活動の趣旨が述べられ、日進月歩の技術を

積極的に取り入れるためには研究者間の意見交換が必須

であることを強調された。その後、新たに開発された分

子酵素活性を計測するプローブの説明がなされた。分子

構造に基づいてプローブをデザイン・作製し、かつプロー

ブの分子機能を厳密な生化学的計測によって確定したう

えで、神経科学上の重要な問題に取り組み解を導かれて

いることに強い印象を受けた。生理研の吉村由美子から

はグルタミン酸アンケージングによるシナプス・神経回

路特性を解析する方法が紹介され、実際の脳スライス実

験例や共同研究例を示された。従来の UV 光によるケー

ジ解除に加え、可視光によるケージ解除も可能であると

のことであった。引き続き、基生研の松崎政紀が、チャ

ネルロドプシンを用いた in vivo における神経細胞活動

のマッピング方法について述べた。アンケージング法と

光遺伝学的手法はそれぞれに利点と弱点があり、二つの

方法を実験目的ごとに使い分けることが重要であると感

じた。東邦大学の古田寿昭からは、ケージドアラキドン

酸、長波長励起のケージド化合物、ケージドタンパク質

などの合成、検討を本支援として進められていることが

報告された。有機合成の専門家と密に意見交換しながら、

化学合成の強力さを神経科学研究に活かすべきだと再認

識した。

3 拠点合同チュートリアル
「光技術・ウイルスベクター・大規模脳活動システム」「脳神経機能のプロービング」

東京大学　尾藤 晴彦
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　次に「ウイルスベクター」支援について、東京都医学総合研究所

の岡戸晴生より説明がなされた。斉藤泉連携研究員（東京大学）によっ

て、35Kb 程度までの DNAが挿入できるガットレスアデノウイルス

の世界で唯一の高効率作成法の開発が成功されたとのことで応用が

期待される。また目的、要望に応じて、各種アデノウイルス、レン

チウイルス、AAVを作成、供給しているとのこと、さらに、プラス

ミド作成や BAC クローンからの支援も可能であること、ウイルス精

製法の見学や体験も可能であるとのことで、非常に有効的な支援活

動であると感銘を受けた。引き続き、本支援を受けている北海道大

学の和多和宏がご発表され、和多らが使っているソングバードは、

マウス等に比べモデル動物として十分に確立されておらず、そのた

め、亜種間での発声行動の多様性の分子機構を明らかにするために

は、目的遺伝子を持つ多数のウイルスを系統的に導入して行動比較

を行なうことが必須であり、本支援は極めて有効であること、支援

も受け易いことを強調された。

　次に「大規模脳活動システム」の担当である東北大学の虫明元か

ら、チャネルロドプシンを発現する遺伝子組み換えラット、多点電

極プローブを用いることで、海馬での系統的光刺激による Seizure

誘発とその回路機構、また、局所電場電位とオシレーションの関連性、

動的状態変化が明らかにされたことが紹介された。東北大学の田中

徹からは、新規のマルチプル光導波路を有するシリコン神経プロー

ブの開発とその特徴について説明があった。高度な機能を有しなが

らも汎用性を意識して作製されているとのことで、実際に 23 年度

において 10 を越すラボに供給されていることが本プローブの関心

の高さと有用性を示している。東北大学の八尾寛からは、これまで

のチャネルロドプシンの改変について歴史的背景も含め説明がなさ

れた。新たな光刺激システムなども紹介され、さらに開発者の一人

として、各種改変体の使用法や特徴についてきめ細かに相談できる

とのことであった。最後に、東北大学の片山統裕から、没入型ディ

スプレイを備えたマウス用バーチャルリアリティシステムの設計、

試作を、学習・訓練の自動化、動物の負担軽減、行動制限の最小化、

など実験系の高い要求に対応して進められていることが述べられた。

　質疑応答では、実験結果に対する質問だけでなく、具体的な運用

上の問題点や、各種実験パラメータ、研究員を派遣する場合のスケ

ジュールなど支援を想定した質問が多かった。支援者側と研究者側

の密な対話とオーダーメード的対応は、多数の供給物を揃えそれを

研究者が選択する、という世界中に多数のユーザーを持つ欧米の方

法とは異なっているが、日本の現状に即していると思われる。本支

援のさらなる活用を期待したい。

（本文中敬称略）

リソース ・技術開発支援拠点チュートリアル
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最初に、支援班担当の福島医大・小林より、本支援活動

の目的とこれまでの活動状況、実績について概要の紹介

を行いました。ラットの特徴を生かし、さまざまな神経

回路の改変・操作技術を応用し、脳機能研究の推進へ向

けて活動していること、平成 22 年度より支援活動を開

始し、毎年、公募課題より 5-6 件ほどのプロジェクト

を採択し、研究を支援していることを説明しました。本

チュートリアルでは、ラットの遺伝子改変技術、解剖学、

電気生理学、行動学について、ラットの特徴を生かした、

ユニークな研究を紹介していただき、ラットを用いた高

次脳機能の研究を益々発展させるアプローチについて議

論したいと考えました。

　群馬大学の柳川先生から、「ラットの遺伝子改変技術」

について、特定ニューロンを可視化するラットをモデル

に、細菌人工染色体 (BAC) クローンを用いたトランスジェ

ニックラットの作製法について解説がありました。目的

の細胞タイプにおいて導入遺伝子の発現を誘導するため

には、短い長さのプロモーターでは不十分な場合が多く、

100-200 kb の遺伝子領域を含む BAC クローンに導入遺

伝子を組み込む方法が有効なことが示されました。この

ような BAC クローンを用いて、GABA 抑制性ニューロ

ンやコリン作動性ニューロンに蛍光タンパク質を発現さ

せ、特定のニューロンを可視化し、電気生理学的な特性

の研究に応用されました。GABA 可視化ラットは国内外

の大変多くの研究者に分与され、GABA ニューロンの研

究において重要なリソースとなっています。

　京都大学の日置先生は、「ラット脳組織の形態解析」

として、神経細胞をゴルジ染色様に可視化する特殊な蛍

光タンパク質 myrGFP-LDLct(FGL) を用いて、大脳皮質錐

体細胞に入力する神経路の構造に関する詳細な研究成果

を解説されました。第 V 層の錐体細胞に特有な発現を示

す ER-81 遺伝子を利用し、FGL 蛍光タンパク質を発現誘

導したトランスジェニックラットを作製しました。さら

に、別の蛍光タンパク質を発現するウイルスベクターを

入力領域に注入し、投射する神経終末と錐体細胞樹状突

起との結合様式を明らかにしました。FGL 蛍光タンパク

質を細胞タイプ特異的に発現誘導し、ベクター注入の精

度を向上させるためにラットの有益性が活かされ、詳細

な神経回路の構造がはじめて明らかにできた優れた成果

でした。

　玉川大学の礒村先生は、「ラット脳活動の電気生理学

的解析」について、特に、行動課題中のラットの脳内に

おいて、神経細胞の電気的活動を計測し、解析する最新

技術の紹介をされました。神経活動の解析には、頭部拘

束条件下での測定が有利なこと、また、そのような条件

下においてもラットのレバー操作によるオペラント行動

の学習は可能なことが示されました。さらに、この技術

により、行動課題中のラットの脳から、局所フィールド

電位、単一ユニット、マルチユニットなどのさまざまな

記録が可能なことが示されました。今後、礒村先生の技

術が、チャネルロドプシンなどの遺伝子を発現するトラ

ンスジェニックラットを用いた神経回路の操作に応用さ

れることにより、脳機能の研究が大きく進むという期待

が高まりました。

　最後に、小林は「ラットの特徴を生かした行動解析」

について、オペラント行動、動機づけ行動、迷路学習な

どを例に、マウスとラットの行動特性の比較に関する紹

介をしました。確かに、ラットはマウスに比較して難し

い行動課題をこなしますし、類似の課題であれば、習得

が早いといういくつかの事例を示しました。また、オペ

ラント行動を媒介する神経回路の解析として、線条体間

接路が行動選択に重要な役割を持つことを明らかにした

研究と経路選択的に Cre 組換えを誘導するラットにウイ

ルスベクターを注入することにより細胞タイプ特異的に

遺伝子発現が誘導できる例について紹介しました。これ

トランスジェニックラットに関するチュートリアル
「ラット遺伝子改変技術を脳科学研究に活かすために」

福島県立医科大学　小林 和人
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らの技術を総括的に進めることによって、高次脳機能の

基礎になる神経回路の仕組みや病態時の回路動態の変化

を明らかにする新しい研究が発展するものと期待されま

す。

　ワークショップ最終日で、最後のセッションであった

にも関わらず、多くの方々にお集まりいただき、活発な

議論を交わすことができました。参加者の皆様に心より

お礼申し上げます。ラット脳内への注入技術や神経活動

の計測技術について質問があり、今後の課題も取り上げ

られました。光遺伝学等の技術を導入するために、細胞

タイプ選択的に Cre あるいは tTA 遺伝子を発現するド

ライバーラットの整備やそれぞれに対するレポーター系

統の開発について議論がありました。また、レポーター

系統の代わりにウイルスベクターを用いて導入遺伝子を

発現する実験系を整備することも話し合われ、その場合

には、ベクター開発に関わる他の支援班とも密接に連携

して進めていく考えが示されました。今回のチュートリ

アルを通じて、多くの分野からさまざまな要望のあるこ

とがよく理解できました。今後とも、ニーズにあわせた

効果的な支援活動を続け、ラットを用いた研究が脳機能

研究の発展に結び付くように尽力できればと考えていま

す。

脳科学の長い歴史のなかで、神経ネットワークを主体と

した研究は、様々な局面で飽和しつつあり、全く別の切

り口で脳における情報制御を解き明かすパラダイムが求

められている。最近、脳の多様な高次機能にグリア細胞

が密接に関連していることを示すブレークスルー的な報

告が相次いでいるが、グリア細胞群の量的豊富さと多様

性は霊長類において最も顕著であり、脳の高次機能を理

解する上で、「グリア・ニューロン協調系」の重要性が

ますます高まってきた。今まさに多くの研究者の協働が

強く求められていることから、本事業ではグリア機能研

究を支援することとし、なかでも特に研究進展が著しい

ミクログリア機能にまずは焦点を当てた。成熟正常脳で

広汎に分布するミクログリアは，特徴的な多分枝の細長

い突起を活発に動かし脳環境の微細な変化を監視するセ

ンサーとして中心的役割を担い，さらに多様な液性因子

やグリオトランスミッターを放出することで防御的にも

働く。さらに、神経障害性疼痛，筋萎縮性側索硬化症，

脳卒中等のニューロンの損傷や変性に起因する疾患に

は，病巣部位で活性化したミクログリアが深く関与して

いるが，そのメカニズムの詳細は不明である。そこで本

業務では，神経障害病態モデル等における活性化グリア

細胞の役割に関する研究とその実践するための技術を開

発すると共に、ミクログリア研究に新規参入される研究

者への技術供与とその後の研究のサポートを、全国規模

で公募し適切と評価されたグループに対して行った。

　今回のチュートリアルでは、ミクログリア研究のおも

しろさを実感していただくために、先端研究を紹介し、

次いで新規参入の方のために実技研修に関する情報を提

供した。まず，井上和秀（九州大学）が本チュートリア

ルの概要説明を行い，津田誠（九州大学）が，神経障害

性疼痛の研究で行った行動薬理学的解析法およびその結

果に関する詳細と，そこから明らかにできたミクログリ

アの重要性について最新の成果を交えて紹介した。次に，

齊藤秀俊（九州大学）が，ミクログリア細胞の大きな特

性である細胞運動について，in vitro アッセイ法および 2

光子レーザー顕微鏡システムを利用した個体レベルでの

イメージング解析法を紹介した。中西博（九州大学）は，

リソース ・技術開発支援拠点チュートリアル

「グリア機能解析」ミクログリアはおもしろい！

九州大学　井上 和秀
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まずミクログリアの最近の話題として非常に注目を集め

ているシナプス Pruning に関する世界の動向を紹介し，

さらにシナプス Stripping における役割を自身の研究成

果から紹介した。引き続き中西研究室の林良憲より，ミ

クログリアの電気生理学的解析およびミクログリアの形

態を詳細に解析できる細胞内染色法について説明があっ

た。最後に，上杉歩未（九州大学）が，ミクログリア初

代培養細胞の作成方法を実際の工程に従った内容で紹介

した。質疑応答は各発表後に行い，最先端研究に関する

質問や技術的な質問があり，充実したディスカッション

となった。チュートリアル終了後にも複数の問い合わせ

があり，ミクログリア研究のおもしろさを実感していた

だくという本チュートリアルの目的は達成できたと思わ

れる。

平成 24 年 7 月 27 日（金）午後 1 時 00 分 ～ 午後 5 時

30分に包括型脳科学研究推進支援ネットワーク夏のワー

クショップの企画として、東北大学星陵キャンパス 5 号

館 201 会議室と顕微鏡実習室で体験学習型死後脳研究

チュートリアルを開催しました。このチュートリアルは

昨年 8 月に神戸の包括脳ワークショップの際に講義形式

で行った精神疾患拠点チュートリアル「精神疾患病態解

明のための死後脳研究の進め方」に続くものとして、よ

り実習を盛り込んだ企画したものです。普段、モデル動

物や In vitro の研究に取り組んでおられる神経科学領域

の研究者でいずれ人に繋げていきたいとお考えの方で、

しかし、マウスの脳は見慣れていても人の脳の研究とな

ると何となくハードルが高いという方にご参加頂くこと

で、人の脳の構造や組織の成り立ちを理解し、死後脳研

究を倫理的、技術的に適切に遂行し、信頼性の高い結果

を得て社会に還元していく上での留意点を把握して頂く

一助になればという狙いで神経疾患拠点とも連携しなが

らプログラムを構成しました。

　前半は講義により、死後脳研究を支援するブレインバ

ンクの体制や死後脳研究を進めるにあたっての基礎知

識、注意点の講義を行い、後半は小グループに分かれて、

神経病理カンファレンスのデモの体験、実際に顕微鏡を

覗きながらの死後脳組織切片の神経病理学的評価の基本

を体験して頂きました。

　講義セッションではまず神経疾患拠点の村山繁雄先

生（東京都健康長寿医療センター・バイオリソースセン

ター・高齢者ブレインバンク）により、死後脳研究を行

うに当たっての神経病理所見や加齢変化についての評価

の重要性について講義がありました。次いで岩本和也先

生（東京大学）により、死後脳を対象とする分子遺伝学

的研究を行うに当たっての注意点について、特に網羅的

遺伝子発現解析研究に絞って解説が行われました。國井

「精神疾患拠点」体験学習型死後脳研究チュートリアル

東北大学　富田 博秋 / 東京大学　笠井 清登
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泰人先生（福島県立医科大学）は、「どのようにドナー

の気持ち汲んで研究し、フィードバックするか」という

タイトルで、福島県立医大ブレインバンクで進めている

生前登録制度や、ニュースレターや年会などによる生前

登録されている方やご遺族の方との交流の在り方をご紹

介頂きました。生前登録されている方がどのようなお気

持で登録をされているかという話は、主催者も含め精神

疾患研究に取り組む気持ちを新たにさせられたように感

じました。

　次いで、入谷修司先生 ( 名古屋大学 )、勝山裕先生 ( 東

北大学 ) によりビデオ、模型を用いた講習「死後脳研究

に必要な脳解剖の基礎知識」が行われました。死後脳研

究を進めていくうえで必要な技術的な知識、体験をして

頂くだけでなく、死後脳をご提供頂く際の工程を映像も

交えて紹介して頂きました。

　関口裕孝先生 ( 桶狭間病院 )、羽渕知可子先生 ( 愛知県

立城山病院 ) による臨床病理検討会 (CPC) デモンストレー

ションでは、受講者や村山先生始め他の講師陣も交えて

実際の CPC さながらに活発な意見交換が行われました。

新井哲明先生 ( 筑波大学 ) と池田研二先生 ( 香川大学 ) に

よる顕微鏡実習では、少人数制の強みを活かして、受講

者の基礎知識や顕微鏡の操作経験や関心に応じて、顕微

鏡操作や組織切片の見方、神経病理所見の見方について、

2 時間に渡って実習を行いました。最終日の午後で、ま

た、実習の正確から会場をワークショップ会場の仙台国

際センターから東北大学キャンパスに移しての開催でし

たが、最後まで熱心にご参加を頂きました。

　このような講習会を継続して開催することで、本講習

会への参加を通し、また、包括脳精神疾患拠点で行って

いる個別の研究支援も有効に活用して頂いて、死後脳研

究に関心を持つ研究者の中から実際に死後脳研究を取り

入れて下さる方が増え、また、欧米に比べて遅れを取っ

ている本邦のブレインバンク整備にも繋がり、精神疾患

解明に向けた体制充実に繋がればと思います。文末にな

りましたが、東北大学キャンパス使用に当たっては、本

チュートリアルの企画にもご尽力頂いた大隅典子先生始

め東北大学の解剖、病理関連講座の先生方のご理解を頂

きましたこと、また、講師の先生方のご尽力に厚く御礼

申し上げます。

リソース ・技術開発支援拠点チュートリアル

「神経科学ブレインバンクネットワーク」チュートリアル

ヒト脳研究の神経科学への貢献

本チュートリアルは、3 つのプレゼン

で構成した。

　最初に、高品位ブレインバンクネッ

トワークの構築と題し、拠点代表であ

る村山繁雄（東京都健康長寿医療セン

ター高齢者ブレインバンク研究部長）

が、日本神経科学ブレインバンクネッ

トワーク（JBBNNR）について詳述し

た。JBBNNR は、高齢者ブレインバン

ク（BBAR）がコアとなり、構成施設

を以下の基準で、日本神経病理学会で

募集している。

東京都健康長寿医療センター　村山 繁雄
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1. ブレインバンクが施設倫理委員会の承認を受け、臨床・

病理双方のコンセンサスが得られていること。2. 生前同

意ブレインバンク登録制と、登録者の前方視的縦断情報

を有すること。3. リソースが品質管理され、情報は研究

希望者に公開されることである。

　2010 年度に、これに該当する施設として、福祉村病院、

美原記念病院が、2011 年には、国立精神・神経医療研

究センター（NCNP）が加盟した。

 　

　組織診断については、BBAR、NCNP、美原記念病院は

完全に一致させ、BBAR・NCNP 間は、インターネット組

織診断カンファランス、CPC（臨床病理カンファランス）

により、確認している。福祉村については、主任研究員

が福祉村 CPC に参加し、また、凍結側から前頭・側頭・

後頭極、前方扁桃核、後方海馬、中脳を 4% パラフォル

ム 48 時間固定、パラフィン包埋した切片を、自動免疫

染色を BBAR で引き受けることで、診断基準の統一を行っ

ている。JBBNNR 診断基準の妥当性は、神経病理学会関

東地方会で検証している。

　凍結方法は、BBAR と NCNP は、ポータブルフリーザー

に、ドライアイスプレートに超低温槽で冷

やした銅板をしき、7mm にスライスした

脳を並べ、ドライアイスパウダーをかけ凍

結する、東大廣川研方式を採用している。

美原記念病院は、米国 AD リサーチセンター

で採用されている、ドライアイス板サンド

イッチ法を用いており、BBAR でも外部登

録例の蒐集時は同様の方法を用いている。

福祉村は Vancouver 方式（関心領域をエッ

ペンドルフに採取・凍結し、残りを我々と

同様の方法で凍結する）を採用している。

　BBAR は RNA integrity number（RIN）を、

新潟大学脳研究所分子遺伝学部門（桑野教

授）との共同研究で測定している。RIN は、

24 時間 365 日体制を敷いている施設よりもむしろすぐ

れており、死亡後ご遺体冷蔵庫に入るまでの時間（クー

リングインタバル）が、2 時間以内であることが関係し

ていると考えている。凍結材料の切り出しは、厳密な

RNAse 防御のもとに行っている。

　症例と部位の選択は、申請研究者のセミナー後、最適

な部位と症例の同定を、研究テーマ毎に綿密な検討の下

に行っている。

　高齢者ブレインバンクリソース使用希望者は、所属施

設の倫理委員会承認を前提に、外部学術審査委員承認、

東京都健康長寿医療センター倫理委員会承認、センター

内セミナー後綿密に必要症例と部位を選定後、協力研究

員を委嘱し共同研究としてリソースを提供している。こ

れは、本邦においては凍結死後ヒト組織は死体解剖保存

法の管理下にあるとされ、欧米のようにマテリアルとは

みなさないとの法的判断が存在するからである。

　このかたちで現在までに、国内 42 施設にリソースを

提供し、共同研究を継続している。研究者の希望にテー

ラーメードで対応していること、個別研究者の研究に最

も適切な部位を厳密に切り出している点で、米国ブレイ

ンバンクにない特徴が打ち出せるものと期待している。

次に、米国ブレインバンクからの提言と題し、高尾昌樹

（東京都健康長寿医療センター高齢者ブレインバンク・

専門部長、脳血管研究所美原記念病院ブレインバンク、

インディアナ大学アルツハイマーリサーチセンター訪問

教授）が、米国アルツハイマーセンターブレインバンク

での経験を述べた。

 　NIA が推進している、米国にあるアルツハイマー病セ

ンターでは、図にしめしたように、ブレインバンクがコ

アとなるかたちで、臨床、画像、分子遺伝・生化学、教

育が連携を掲載し、アルツハイマー研究を推進しており、

高齢者ブレインバンクプロジェクトでは、同様の構造を

構成する努力を行っている。特に教育コアの重要性が強

調され、次年度以降に関して本チュートリアルでも講義

形式でないかたちをとる可能性が考慮された。
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平成 24 年 9 月 28 日

包括脳ネットワーク NewsLetter　No.5

代表者：木村　實

事務局：高田昌彦　岡部繁男

編　集：内匠　透　宮川　剛

　また本邦において、剖検によりブレインバンクに症例

を蓄積する過程で、神経病理診断、リソースの維持など

に、実際にかかる費用なども説明が行われた。

　 最 後 に、Translational neuropathology of mice and 

men と題して、鈴木衣子高齢者ブレインバンク非常勤研

究員、米国ノースカロライナ大学名誉教授が講演を行っ

た。ミュータントマウス形態神経病理の世界的権威であ

り、ヒトとマウスの病理を総合的に評価することで、主

に蓄積症の分野で、病因解明、治療法の開発で大きな業

績をあげてきた方である。欧米での招待講演が多いの

に、本邦ではほとんど紹介されていないので、お話いた

だいた。臨床神経病理と実験神経病理の両方にエキス

パートである神経病理学者の存在は極めて重要であり、

米国においては Ph.D. の要望に神経病理学者が答える必

要性から、一定の貢献が可能である。その結果、多くの

Ph.D. 研究者がヒト脳を用いた形態病理基盤を持つ研究

が可能となっている。この点において、同様の能力を持

つ神経病理医の育成が今後の課題と考えられた。

　このチュートリアルを通じてであるが、このようなか

たちで紹介を行うことは必要であろう。ただ、ターゲッ

トが誰であるかは重要であろう。東北大学医学生で精神

医学に興味を持つ学生が一人熱心に聴講していたが、た

とえば次回名古屋で行われるのであれば、地域の医学生

への情報提供も行ってよいかも知れない。また、研究者

にとっては、脳をどのように使い、どのような成果があ

がるかの具体例を示す方が、より魅力的なチュートリア

ルになったのではないかという点が反省点ではある。

　次回においては、愛知医大加齢研吉田真理教授のご協

力を得て、我々が重視しているブレインカッテイングカ

ンファランスを含め、実践的チュートリアルを計画して

いる。日本神経科学ブレインバンクネットワークでは、

日本神経科学会での教育講演、日本認知症学会での解剖・

病理実習コースを含め、ヒト脳研究を行う研究者の育成

のための教育活動に努力しており、これらの機会も積極

的に活用を願えれば幸いである。

　アンケート集計結果

ワークショップ並びに脳科学研究全般に関する

WEB アンケートへのご協力ありがとうございま

した。

皆様からいただいた貴重なご意見は今後の活動に

活かして参ります。

集計結果はホームページよりご覧いただけます。

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id=1400
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『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』

第４回夏のワークショップの開催

領域代表

玉川大学脳科学研究所　木村 實

『包括脳ネットワーク』の平成 25 年度夏のワークショッ

プを 8 月 29 日（木）から 9 月 1 日（日）の 4 日間にわ

たって、名古屋国際会議場で開催致しました。4 年目と

なる今年も 730 名の参加者を得て盛会となりました。私

は入院治療中のために参加することができず、申し訳あ

りませんでした。今年のワークショップに関する記述部

分は『包括脳ネットワーク』の関係者の方々から頂いた

情報を基に記述しております。特に献身的なご尽力をい

ただいた高田、渡辺事務局担当、中村研究集会委員長を

はじめとする各委員会委員と事務担当者の方々に心から

感謝申し上げます。

　今年のワークショップは、過去 3 年間の『包括脳ネッ

トワーク』の活動の積み上げが生かされた、特別意義深

いものであったと思います。この機会を利用して少し紹

介させていただきます。『包括脳ネットワーク』は新学

術領域研究の枠組みですが、計画班員、公募班員で構成

される通常の新学術領域研究のような班研究のための組

織を持たず、リソース・技術開発や研究交流に関わる支

援を通して、脳科学の個別研究者がネットワークを構築

し（25 年 9 月 1 日現在、ネットワーク会員 1991 名）、

階層を貫く研究を実現することを目的としている点で、

組織体制と目的が大きく異なります。つまり、通常の新

学術領域研究では支援の対象が計画班員、公募班員で

あるのに対して、『包括脳ネットワーク』では自由な発

想で推進される個別の基礎研究を幅広く支援するもので

す。夏のワークショップもこの目的のために過去 3 回開

催してきましたが、参加いただいた多数の個別研究者の

皆様には、新しい『包括脳ネットワーク』の組織、目的、

そして何よりワークショップに参加することのメリット

は何か、学会での研究交流とどのように違うのか、など

の戸惑いがあったとアンケート結果から見受けられまし

た。一方、10 を超える新学術領域研究、戦略的創造研

究推進事業（CREST・さきがけ）、脳科学研究戦略推進プ

ログラム（脳プロ）の成果発表と関連会議、そして『包

括脳ネットワーク』の企画という全体構成の中で、参加

者が異分野交流をどう実現し、『包括脳ネットワーク』

から参加者にどのようなメッセージを発信するかという

点で戸惑いもありました。結果的に、分子・回路・シス

テム脳科学から精神・神経疾患に関わる病態脳科学まで

700 名〜 800 名に及ぶ多数の参加をいただいたのです

が、特に第 1 回（2010）、2 回 (2011) は、今一つ盛り

上がりの点で物足りなさを感じていました。
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これらの反省を踏まえて、13 拠

点による個別研究へのリソース・

技術開発支援活動について点検

し、支援対象は審査委員会で応募

課題の内容について予備検討を行

い、なるべく多くの応募課題を支

援するというきめ細かな努力を重

ね、2012 年 10 月の中間評価まで

の 2 年 5 カ月で 568 件のリソー

ス・技術開発支援を達成しました。

支援を受けた研究者からは、単独

では不可能なハイレベルの研究成

果を得ることができた、自分の研

究に最適で他に類を見ない研究リ

ソースの提供を受けることができた、研究室の立ち上げ

に際して研究分野の枠を超えたさまざまなリソース提供

と技術支援を受けることができた、ことなどによりイン

パクトの高い論文発表に繋がったという感謝の声が多数

寄せられました。また、中小研究集会の開催支援、若手

研究者による異分野研究室でのトレーニング支援、市民

公開講座の開催など総括支援活動を充実させ、いずれも

大変好評です。更に、脳関連の新学術領域の皆様に、異

分野の大学院生から PI までが夏に会合を開いて研究交

流をする『包括脳ネットワーク』ワークショップの機会

に合同シンポジウムや領域班会議を開催するメリットを

説明申し上げ、参加を促しました。このような中で迎え

た昨年 (2012) のワークショップは、参加者 850 名とい

う最大規模に達し、いずれのセッションでも満席に近い

盛況で活発な議論が行われたことは記憶に新しいところ

です。異分野交流による新しい研究の展開という『包括

脳ネットワーク』の目的を個別研究者に理解いただき始

めたと実感しました。支援活動の中核として献身的に尽

力下さっている 13 のリソース・技術開発拠点の皆様、6

つの支援委員会の皆様に進捗評価資料を作成していただ

いて臨んだ昨年 10 月の中間評価ヒアリングでも、取り

組みと実績が高く評価されることに繋がりました。　

　今年のワークショップは、異分野を貫く研究の展開を

支援するという『包括脳ネットワーク』の目的とその意

義を個別研究者の方々にご理解いただき、支援活動への

激励をいただく機会となりました。脳関連の 14 の新学

術領域研究中 10 領域による合同シンポジウム、CREST・

さきがけ合同シンポジウム、脳と心のメカニズム・ワー

クショップ等での先端研究紹介と異分野交流に加えて、

13 のリソース・技術拠点が開催した単独、合同のチュー

トリアルはいずれも大盛況で、個別の研究者が研究リ

ソースや新しい技術を取り入れて異分野融合的な研究を

行うことへのモチベーションの高さを反映したものとな

りました。さて、脳科学研究は、自由な発想に基づく個

別の学術研究（ボトムアップ型）と政策による課題解決

（トップダウン）型研究とがあり、双方がバランス良く

支援される必要があります。トップダウン型については、

CREST・さきがけ、脳プロなどの支援がありますが、更

に「日本版 NIH」、「日本版 Brain Initiative」などの政策

による課題解決型の大型プロジェクトが具体化していま

す。このような現状を踏まえて、『包括脳ネットワーク』

終了後の支援の在り方を含めて次世代の脳科学研究の推

進に必要とされる取り組みや制度について、情報提供と

意見交換のためのセッション『未来を拓く脳科学研究の

在り方〜脳とこころの健康社会の実現を目指して〜』を

開催いたしました。300 人の会場がほぼ満席で、熱心な

意見交換がなされました。新しい課題解決型の大型プロ

ジェクトに期待すると同時に、自由な発想で生まれ、科

研費などの支援を得て行われる独創性の高い学術研究

が、『包括脳ネットワーク』や次期の支援制度によって

大きく発展するような体制づくりの必要性と重要性を参

加者に実感していただくことができたと満足しておりま

す。参加者アンケートでもそのようなご意見が多く寄せ

られました。

　今後は、『包括脳ネットワーク』（平成 22 〜 26 年度）

終了後の基礎脳科学研究推進支援制度の具体的な制度づ

くりを、次世代の脳科学研究を担う若手研究者を中心に、

『包括ゲノム』、『包括がん』領域と連携して進めて参り

ます。ご支援を何卒よろしくお願い申し上げます。

領域代表　挨拶 4

包括脳企画

「未来を拓く脳科学研究の在り方

〜脳とこころの健康社会の実現を目指して〜」
山梨大学 小泉修一

8 月 31 日（土）9 時から、包括脳と脳科学関連学会連

合の共同企画として「未来を拓く脳科学研究の在り方〜

脳とこころの健康社会の実現を目指して〜」が開催され

た。朝一番のシンポジウムであったが、会場は多くの聴

衆で埋まった。

　冒頭、文部科学省研究振興局　袖山禎之課長から、ご

挨拶をいただいた。日本の科学技術政策について、最近

の脳研究の世界情勢の急展開を踏まえての状況説明が

あった。特に、大型プロジェクトについては、当該領域

のコミュニティーの合意に基づく提案であることが重要

であることを強調していただいた。

　次に、宮下保司先生（東京大学）から、昨年 7 月 1 日

に発足した日本脳科学関連学会連合（略称：脳科連）の

説明及びその活動の重要性についての講演があった。脳

科連は基礎研究と臨床医学研究の密接な連携が必要であ

るとの認識から昨年夏に発足した連合であり、19 の基

礎及び臨床の神経系関連学会から構成されており、会員

は 70,000 人を越えている。宮下先生を代表とし、各学

会の代表から成る評議委員、脳科学将来構想委員会等を

置き、幅広い脳科学研究者コミュニティーにおける議論

によるコヒーレントボイスを形成し、これを、政府、国民、

学協会等に対して、積極的に表明する場として機能して

いる。ここでも、コミュニティーの総意としての提言が

重要であることが強調された。既に脳科連は、日本学術

会議の第 22 期マスタープラン公募に対して「こころの

健康社会を創る多次元ブレインプロジェクト」の提案を

行ったこと（ヒアリング対象に選定）、自民党科学技術

イノベーション戦略調査会のヒアリングで「脳とこころ

の健康社会の実現 10 カ年計画」に関する提言を行った

こと、文科省脳科学研究に関する懇談会において「欧米

における脳科学関連大型プロジェクトの動向について」

の説明を行ったこと等、日本の科学政策策定に影響力の

ある重要な役割を着々と担っていることが紹介された。

　次に日本学術会議委員の大隅典子先生（東北大学）か

ら、日本学術会議とマスタープランに関する講演があっ

た。先ず日本学術会議の組織（部や委員会）、役割、活

動等の解説が、次いで大型施設計画・大規模研究計画に

関するマスタープランの仕組みについて詳細な説明が

あった。また、第 22 期マスタープラン選定の現在のお

およその状況と今後の予定についてのお話もあった。

　続いて脳科連の将来構想委員会の副委員長の高橋良輔

先生（京都大学）より、脳科連からのマスタープランへ

の研究計画提案である「こころの健康社会を創る多次元

ブレインプロジェクト」に関する講演があった。本提案

は、先進的脳科学研究と臨床応用、さらに他分野との広

範な連携により国内の研究リソースの構造化を目指すも

のである。具体的には時間軸研究としての「縦断的臨床

観察データ・バイオサンプル取得」、階層軸研究（遺伝

子→分子→シナプス→ニューロン・グリア→回路→シス

テム→行動）として「シームレス解析技術開発」、系統

軸研究として「トランスレータブルマーカー開発」の３

つの柱からなるとの説明が、ポンチ絵等で解りやすく示

された。高橋先生の「神経科学が世界を変える」との力

強い言葉が印象的であった。

　次に、岡部繁男先生（東京大学）から、「革新的技術

による神経回路機能解明プロジェクト」と題し、日本

が目指すべき脳科学の大型プロジェクトに関する講演

があった。冒頭、2013 年 1 月に欧州 The Human Brain 

Project(HBP) が採択されたこと、さらに同年 4 月 2 日に

オバマ大統領が BRAIN Initiative を発表した事等の欧米

における最近の大きな動きが紹介され、それぞれのプロ

ジェクトに対する説明があった。

　先ず米国の BRAIN Initiative では、核となるものとし

て The Brain Activity Map 研究が想定され、この中で神

経回路の全細胞の全活動を記録・解析し、回路が機能す

ることにより生み出される脳情報の性質を明らかにする
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取り組みであることが紹介された。具体的なロードマッ

プは、ナノテクノロジーの進歩を利用して革新的な技術

を開発すること、単純なモデル動物から開始し、段階的

に解析対象をスケールアップしていくものであり、2014

年度はすでに 100 億円の政府予算を予定しているとの説

明があった。

　一方 HBP では、脳科学、情報通信技術、医療を統合した、

統合基盤研究プラットフォームを核として、ヒト脳の解

明に望むもので、10 年計画で予算総額が 12 億ユーロに

達しているとの説明があった。

　次に、この様な状況下、日本の脳科学の特徴を踏まえ

てどのような大型研究を推進するべきかという話を、脳

科学委員会（第 22 回）の中間とりまとめ資料を中心に

展開して頂いた。

　現在の脳研究では、マクロレベルとミクロレベル研究

のギャップが大きく、ヒト脳の理解にはこれを埋めるこ

とが必要であること、線虫、齧歯類などの生物とヒトを

つなぐブリッジとして、霊長類、マーモセットの脳を対

象にする必要があることが説明され、続いてマーモセッ

トを使った研究展開の有用性、重要性に関する説明が

あった。マーモセットは脳重量、神経細胞数ともにヒト

の百分の１程度であり解析にはちょうど良いサイズであ

ること、前頭葉が発達し、ヒトのこころの研究にも対応

していること、遺伝子操作が可能でありしかも日本がこ

れをリードしている事等である。到達目標は、5 年後に

マーモセット全脳に関するマクロレベルのマッピングが

終了すること、10 年後にはマクロレベルとミクロレベ

ルのギャップが埋まり、特に重要な脳部位においてはヒ

トの行動に対応したマクロレベルの脳活動マップが出来

上がり、機能モジュール毎のミクロレベルの活動（細胞、

細胞構造、シナプス活動）が明らかになること、とのこ

とであった。革新的技術の必要性、ヒトとの対応が肝要

であること、また情報科学の活用が必須であること、が

強調された。

　マーモセットや霊長類を用いた研究を前面に押し出

し、マクロとミクロの階層を埋めることでヒトの脳を理

解する、という大胆な構想であり、多くの意見・質問が

予想されたため、あらかじめ岡部先生が FAQ の形で先に

種々の解説を行った。マーモセット研究でなければだめ

というわけでは無いこと、コストは今後下がる可能性が

あること、倫理的な面はクリアできること等の説明があ

り、聴衆の納得は得られたようであった。

　最後に包括脳を代表して、高田昌彦先生（京都大学）

より、今後の研究支援のありかたに関する講演があった。

先ずこれまでの包括脳の活動に関する解説があった。包

括脳は H22 年より支援活動をはじめ、これまでに（１）

ネットワーク型の研究支援体制の構築、（２）先端的リ

ソース・技術開発支援、（３）世界をリードする先導的

学術研究の創出と統合的脳研究の推進を行い、日本の脳

科学の研究支援としてうまくワークしてきたことが報告

された。包括脳の活動は来年度で終了するが、今後もよ

り焦点の絞られた支援組織を構築し、世界をリードする

ための研究支援を展開する必要があることが強調され

た。会場からは現在、岡部先生の発表を受けて、マーモ

セット研究の支援に関する質問もあったが、それも含め

て積極的な支援体制を考えていく、との事であった。包

括脳の支援活動は、ボトムアップをサポートする大変重

要なものであるが、支援のために研究者に負担がかかり

過ぎる現状があるとの指摘があり、事務スタッフ、補助

スタッフを充実させる必要性を強く感じた。

　脳科連が立ち上がったこと、また欧米でも脳科学に関

する大型プロジェクトが走り出すこと等もあり、日本の

脳研究が大きな転換点にさしかかっていると強く感じ

た。BRAIN Initiative のレポート中にあった「５年前では

この様な計画は不可能と思われたであろう。しかし、５

年後にこの計画を実行したのでは遅すぎる。」というコ

メントが非常に印象的であった。「今でしょ！」といっ

たところか。

「革新的技術による
 神経回路機能解明プロジェクトについて」

東京大学 大学院医学系研究科　岡部 繁男

当日発表に使われたスライドを提供いただきました。

ホームページからダウンロードできます。

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id=2386
（会員専用ページに掲載）

2013 年度包括脳ネットワーク夏のワークショップ特集
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包括脳広報委員会企画

サイエンスコミュニケーション - 社会における脳科学への期待 -

東京大学　坂井克之

　包括型脳科学研究推進支援ネットワーク（以下、包括

脳ネット）では、脳研究の新手法・新領域の芽を育て若

手脳研究者の育成を行うとともに、得られた研究成果を

社会に還元するべく数々の市民公開イベントを開催して

きた。本企画、サイエンス・コミュニケーションは他の

領域、他の業種の専門家を招待し、包括脳ネットの活動

を紹介することにより理解を深めてもらうこと、そして

各専門家から我々の活動に対する意見をいただくこと

で、今後の包括脳ネットの活動の方向づけを行うことを

目的とする。今年度は「研究者は社会とどのように関わっ

ていくべきか」に焦点を当てて議論を進めた。

まず高田昌彦（包括脳ネット事務局）より包括脳ネット

の取り組みについて 30 分間の説明を行った。とくに脳

科学研究はシナプス、単一神経細胞レベルから全脳レベ

ルまで極めて幅広い対象を持つこと、そこには分子生物

学から生理、解剖、そして臨床までのアプローチの違い、

さらには線虫、マウス、サル、ヒトといった研究対象と

する動物種の違いがあることを強調した。この脳科学研

究の多様性と階層性をふまえたうえで、包括脳ネットは

学際的研究を推進するための総括支援活動と、個別研究

促進のためのリソース・技術支援活動の二本立てで活動

を行っていることを説明した。脳科学研究がこのような

広がりを持っていることは外部の専門家たちにとっては

驚きであったとの感想が得られた。我々が当然と思って

いることでも、外へ向けた情報発信においては脳科学と

いう分野そのものについての説明を十分に行わなければ

いけないことが強く感じられた。

次いで、包括脳ネットが外部に向けてどのような形、内

容の情報発信を行ってゆくべきか、そして外部の意見を

どのような形で受け止めてゆくべきかについて、招待し

た 6 名の異分野、異業種の専門家からそれぞれ 15 分程

度で意見をいただいた。まず美宅成樹先生（名古屋大学・

名誉教授・応用物理学）からは、より原理的な研究の方

向性が示唆された。美宅先生はご自身の生物物理学的手

法に基づいたタンパク質予測システム SOSUI 構築などの

研究成果を踏まえて、生物は複雑だが基本原理はあるは

ずだ、脳科学研究で特に問題となっているのはゲノムと

脳の複雑な行動、さらには多様な表現系の間のギャップ

であると指摘、ビッグデータに対して適切なメタデータ

を生成し、解析することを提言された。美宅先生はさら

にご自身の脳梗塞の闘病生活にも触れ、脳科学の臨床応

用についての高い期待を語っていただいた。

次いで彦坂和秀先生（愛知県立岡崎高校・教務主任・スー

パーサイエンス (SSH) 部顧問）からは SSH 部における高

校生への科学教育、early exposure について語っていた

だいた。彦坂先生は 2002 年の創部当初から顧問として

SSH 部を率い、国際生物オリンピックでのメダル獲得な

どの成果を上げてこられた。また高校生たちを大学、研

究機関、企業への訪問研修へ派遣、さらには英国、米国

との研究交流などの多彩な課外活動を進めてこられた。

この中でとくに彦坂先生が強調されたのは地域の教育力

の活用であった。地元メディア（地方紙など）の影響力

の強さ、地域市民を巻き込んだイベント活動の効果につ

いても具体的に紹介いただき、我々にとっても示唆に富

んだものであった。また理科学習が好きだという高校生

の多さにも触れられ、意欲のある者に最良の環境を提供

することの重要性を指摘された。高校でのサイエンス教

育に対する取り組みが、我々が想像する以上に活発に行

われていることが提示され、新鮮な驚きであった。スー

パーサイエンス部でサイエンスの魅力に気付いた生徒の

多くが理系の大学院に進んでいることなど、将来を担う

日本の脳科学研究者の育成を考える我々にとって期待の

持てる話であった。また、研究者からの情報発信につい

ては、市民の読める雑誌が少ないこと、多くの読者を抱

える雑誌（例えば育児雑誌など）がいかに科学を面白く

取り上げているかに見習うべき点が多いと指摘された。

次に話していただいた中林哲夫先生（医薬品医療機器総

合機構（PMDA）・スペシャリスト・臨床医学）は精神
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科医でもあり、PMDA で医薬品、医療機器の審査、安全

対策、健康被害救済の業務を行っている。先の彦坂先生

が科学の入り口である高校生教育に取り組んでおられる

のに対して、中林先生は科学の出口の専門家であると自

ら定義された。サイエンス・コミュニケーションの一つ

の形は、研究成果の社会への還元にあるとの立場から、

研究開発の促進、研究者のシーズを吸い上げる仕組みの

必要性を指摘し、これはもはや企業だけの問題ではなく

研究機関、あるいは行政レベルが取り組まなければなら

ないと強調された。また臨床試験の成功率の低さがとく

に中枢神経系薬で際立っていること（1 割程度しか承認

されない）、これは有効性の証明が困難なためであるこ

と、PMDA の機能強化と適切な臨床試験デザインの必要

性を説かれた。研究成果の実用化がサイエンス・コミュ

ニケーションであるとの意見は、出口を見据えた脳研究

の視点からの明快なものであった。

香坂玲先生（金沢大学人間社会環境研究科・准教授・地

域創造学）は森林生態系を中心とした生物多様性とその

環境マネジメントが専門であり、生物多様性条約 COP10

支援実行委員会アドバイザーとして、今回のサイエンス・

コミュニケーションの会場でもある名古屋国際会議場へ

の COP10 誘致にもかかわってこられた。環境問題につ

いて社会に発信することの困難さを自らの経験に基づい

て語られるともに、科学研究一般について、専門家の会

合では分かってもらえたような気がしてもいざ社会での

発信となると別物であること、一般の方が期待する物は

役に立つものであり、そこに「わかりやすさの暴力」と「科

学者の良心」のバランスを考える必要があると指摘した。

また脳科学の分野の多様性が難しい点であり、分野共通

の言語、コミュニケーション基盤の必要性を指摘された。

とりわけ具体的な提言として心に残ったのは、外向けの

発信における感情と論理の問題である。論理的な説明に

は限界があり、説教になってしまっては社会は耳を傾け

てくれないこと、身近な問題から話すこと（わかりやす

い「現場感」）で相手の感情面から訴えかけるべきだと

の提言は大いに参考になるものであった。

加藤和人先生（大阪大学医学系研究科・教授・医の倫理

と公共政策学）は分子生物学研究に従事した後、ライフ

サイエンスと社会の接点をテーマに、専門的情報を専門

外の人へ伝える科学コミュニケーションの手法や専門

家と市民との対話の進め方、またヒトゲノム研究や幹細

胞研究に端を発した生命倫理についての研究を行ってい

る。加藤先生は科学の情報発信においては正確な情報を

用意し、これを多様な発信方法で伝えるべきだと説かれ

た。また倫理的、社会的課題については研究プロジェク

ト開始前から、どのような課題とどのような対応策があ

るのかを議論する専門家集団を養成、配置することが必

要であること、そこには一線の科学研究者に加えて法学

者が加わるべきであると主張された。また iPS cell に関

わる倫理・社会的問題を例にとり、欧米では倫理とガバ
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ナンス専門の研究組織が多くの場合、独立したセンター

として機能していることを紹介した（iPS Cells: Mapping 

the Policy Issues. Cell 139, 1032-1037, 2009）。「内部の

人」、「外部の人」、「出入りする人」からなる組織作りに

より、「動かすためのポリシー」を作り、「前向きの倫理」

を構築するべきだとの主張は強く心に残った。

有本建男先生（政策研究大学院大学・教授・科学技術イ

ノベーション政策プログラム）は科学技術庁、内閣府、

文部科学省などで一貫して科学技術・学術政策畑を歩

んでこられ、「科学と政治の架橋」について影響力のあ

る論説を展開してこられた。有本先生は、2011 年の東

北地方太平洋沖地震とその後の福島原発事故処理によっ

て引き起こされた国民の科学不信に対して非常に強い危

機感を抱いておられた。科学の方向性を専門家に任せて

よいのかとの質問に対して、以前は国民の 78.8 % がイ

エスと答えたのに対し、3.11 後は 45.0 % と急激に低下

していることを紹介された。また科学技術予算の削減下

では科学技術システムの再考が必要であり、政治の圧力

がかかる前に科学技術者が先手を取って動く必要がある

ことを強調された（参考　Tough choices. Nature 482, 

275-276, 2012）。科学技術政策、研究資金の使い方など

について、トップダウンの決定に任せるのではなく、普

段から研究者間で議論し、ボトムアップで proactive に

提言を行うべきだとの主張は我々に強い印象を与えた。

また科学技術と政治、行政、社会との関係を律する行動

規範、ルール作りが必要であること、国際的にみて日本

の科学者は遅れているとの指摘は耳に痛いものであった

（Rebuilding Public Trust in Science for Policy-Making. 

Science 337, 1176-1177, 2012）。

その後の全体ディスカッションでは、研究者からの情報

発信はどうしても後手に回ってしまうため、機動力のあ

る体制づくりの必要性が合意された。さらに脳科学研究

者は自分たちの主張を言うのではなく、「社会における

脳科学の価値とはいったいどういうことなのか」を研究

者サークル内で十分議論したうえでコミュニケーション

をすべきだとの意見をいただいた。ゲノム研究や精神科

領域ではその領域の性質上、以前から社会とのコミュニ

ケーションに取り組んでいることも紹介され、参考にな

る点が多々あった。さらに次世代の若者を増やすために

科学に対する期待、科学は面白いとの発信を継続すべき

であるとの前向きの提言がある一方で、研究者の受け皿

の問題、大学院離れの問題についても話し合われた。対

応策としてキャリア・パスの多様性があげられ、科学者

としてのキャリアは必ずしも研究者のみではないこと、

アカデミア重視主義からの脱却により科学のすそ野を広

げることの意義が確認された。

会終了後、招待講演者からは彼らにとってもこのサイエ

ンス・コミュニケーションが有意義であったとのコメン

トをいただいた。とくに領域の異なる人間が集まること

は招待演者の先生方にとっても新たな発見につながり、

刺激を受け、世界が広がった、脳科学に興味を持った、

更に発展することを期待するとの言葉を寄せられた。最

後に有本先生から頂いた感想を紹介する。「今日は、外

部の方々の選定が賢明で、多様性な意見が出て、大層よ

かったと思います。これをどう、持続し、発展させ、あ

なた方あるいはもっと若い研究者に励みになる環境を、

科学者が自主的に作っていくかです。政治や行政をぼや

いているだけでは、道は拓けない。あなた方若手に期待

します。」今後の我々の課題としたい。
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包括脳・脳プロ合同企画

生活習慣脳─生涯に亘る脳と心の健康のために─

京都大学   iPS 細胞研究所 井上 治久

　オバマ米大統領は 2013 年 4 月２日、人間の脳の仕組

みを解明するための国家規模の研究計画、「脳活動解明

計画（略称、ブレイン）」を始める方針を明らかにした。

米国とともに、少子高齢化社会を迎える日本にとっても、

経済的・社会的活力を維持するためには、脳の仕組みを

解明し、脳を健全に機能させることが必要不可欠である。

「生活習慣脳」シンポジウムでは、小児期・成人期・老

年期に亘って、脳と心の健康機能を守り、保つことを目

指した、脳科学研究推進プログラム・包括脳の研究者ら

が、「生涯に亘る脳と心の健康」を維持するための研究

戦略の方向性を議論した。

　下郡智美先生は、げっ歯類、マーモセットを用いて、

発達期の環境要因による脳の脆弱化とそのメカニズム、

また、成長後の負の環境要因から脳を守る方法につなが

る「健やかな育ち班」のご研究について講演された。

　功刀浩先生は、食生活習慣、睡眠—覚醒リズム異常、

うつ病、それぞれのメカニズムの解明や、生活習慣がう

つ病を発症させ、認知症リスクを高めること、食欲制御

分子による治療法開発など「活力ある暮らし」班のご研

究について講演された。

　水澤英洋先生は、動物モデル、病態分子の網羅的解析

を用いた、糖尿病、認知症などの神経変性疾患の病態シ

グナルネットワーク、内因たる遺伝的分子基盤と外因た

る環境の影響の相互作用の分子レベルでの解明など「元

気な老い班」のご研究について講演された。

　渡邉義文先生は、ストレス脆弱性とうつ病をはじめと

する精神疾患の環境要因、すなわち、エピジェネテック

な機構、ストレス脆弱性の本体である分子機構の解明の

ご研究について講演された。

　井村裕夫先生は、ライフコースヘルスケアの重要性を、

先生の仮説をまじえ、ご講演をされた。社会脳、祖母仮

説、受胎周辺時期の突然

変異、父親の年齢と新た

な突然変異、あるいは遺

伝子上のプログラムと環

境のミスマッチによって

生じる疾患等、ライフコー

スヘルスケアの重要性と

ともに、アルツハイマー

病等の脳疾患に対する先

制医療の重要性について、

議論をされた。

　生活習慣等の環境要因

が脳疾患の発症・進展に

与える影響は多大である

とともに、その要因の機

序を分子レベルで解明し、

世代を超えて予測し、制

御する本研究プログラム

のアプローチは、次世代、

あるいはヒトの進化に重

要な方向性を与える。私

達はこれまで、アルツハ

イマー病患者 iPS 細胞を用いた研究を行っている。アル

ツハイマー病患者 iPS 細胞から作製した神経細胞・グリ

ア細胞中では、アミロイドβがストレスを惹起している

が、そのストレスが日本の食文化の中心の一つ、青魚に

含まれる DHA によって緩和されることは、驚きであっ

た。今回「生活習慣脳」を学ばせていただき、世代を経

るような動物モデルや、高度なオミックス解析、コフォー

ト研究等とともに、iPS 細胞も、その一端に寄与する可

能性を予感できた。

　成長する社会から発展した成熟する社会においては、

今後ますます「生涯に亘る脳と心の健康」の維持が重要

であり、「生活習慣脳」のさらなる発展が必要であろう。

「生活習慣脳」シンポジウムに出席して
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新学術領域

「学際的研究による顔認知メカニズムの解明」最終報告会

中央大学　山口 真美

　文部科学省新学術研究領域（領域提案型、複合領域）「学

際的研究による顔認知メカニズムの解明（略称：顔認知）」

（領域代表者：自然科学研究機構生理学研究所　柿木隆

介教授）は平成 20 〜 24 年度に領域活動が行われました。

この最終報告会を、８月３０日（金）午後１時より行い

ました。

　本領域は新学術研究領域の一期目の領域となります。

本領域では、顔認知機能の解明を目指し、心理学、脳科

学、医学、工学、情報学などの幅広い分野の学際的な研

究者が集結して研究を行ってきました。神経生理学と霊

長類研究に立脚した進化心理学、脳磁図や近赤外線分光

法（NIRS）を用い世界に先駆けて安定的に乳幼児の顔認

知の成果を発信するなど、国際的にも注目をあびた研究

が結集したものとなっています。

　領域を推進する計画班は、電気生理・血流計測・臨床・

動物（神経生理と行動実験を含む）・心理・工学で構成

され、また本領域の大きな特徴の一つに、公募班を数多

く設定し多様な班員で構成したことがあげられます。顔

認知を狭い領域内にとどめないことがモットーでした

が、３０もある公募班と計画班は互いに連携を取りつつ

研究を推進することができました。それは顔認知が「顔」

という具体的な対象を取り上げることから、たとえ研究

領域が違ったとしても同じ対象であることによる緩いつ

ながりを持ち続けられたこと、それは顔を扱うことによ

るメリットであったとも思われます。

　本成果報告会ではこれまでの新学術領域「顔認知」に

関する５年間の活動を総括するとともに、今後の展望に

ついても議論しました。本領域では顔認知に関連する脳

内部位の特定および顔認知の発達過程の解明を目指すと

ともに、顔認知の社会生活における役割を考察し、顔認

知障害の原因解明とその治療法の開発を通じ、得られた

研究成果を社会に還元することを目標に活動して来まし

た。本報告会も、神経科学・心理学・工学・障害者支援

の立場からの発表となりました。

　まずは山口が本領域の報告を行いました。

　本領域は平成２５年３月に活動を終了しましたが、平

成２４年１１月には自然科学研究機構　生理学研究所で

国際シンポジウムが開かれ、海外からの講演者２４名・

参加者３００名と、顔認知にかかわる多分野の研究者が

一堂に会した盛大な会を行いました。これほどたくさん

の領域の顔研究者が一堂に介する場は、国際的にもな

かったことです。

　 顔 認 知 の 脳 画 像 研 究 に つ い て は 第 一 人 者 で あ

る Dartmouth College の James Haxby や Stanford 

University の Kalanit Grill-Spector によって発表がなさ

れ、サルとヒトの側頭葉下面の face patch を発見した

California Institute of Technology の Doris Y. Tsao の活

気ある発表がありました。国際シンポジウムということ

で、欧州からは顔認知の脳波研究で著名な University of 

Louvain の Bruno Rossion 、perceptual narrowing と乳

児の顔研究で有名なフランスの発達心理学の Université 

Pierre Mendès France の Olivier Pascalis、Haxby ととも

に顔認知の入門書を手掛け顔の魅力や顔空間モデルで有

名なオーストラリアの University of Western Australia 

の Gillian Rhodes、生まれつき顔がわからない発達性相

貌失認については Harvard University の Ken Nakayama

からと、多彩なメンバーによる発表が並びました。

　また学術雑誌の特集号としては Brain & Nerve、電

子 情 報 通 信 学 会 論 文 誌、Japanese Psychological 

Research(2014 年刊行予定 ) と、神経科学・工学・心理

学と多岐にわたる学術雑誌に報告することができまし

た。一般書としては「顔を科学する」（山口真美・柿木

隆介編、東京大学出版会）が発刊されています。
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さまざまな分野への貢献ができたことに加え、一般向け

シンポジウムからは社会性の障害に対する援助の要請が

強く求められたこともこの領域の特徴かと思います。特

にこれまで原因のわからなかった不安障害や高次脳機能

障害の患者の中に、顔認知能力が弱かったり、むしろ顔

検出が強すぎて誤検出をしてしまいがちである可能性を

示唆する研究を報告することもできました。

　

　これらの成果をもとに社会性に問題を持つ方々への具

体的な支援を提案できる萌芽が見つかったこと、これら

から顔認知を利用した新たなサポートを提案できる可能

性があること、これらも本領域の大きな成果となるとこ

ろです。基礎から臨床への橋渡しとして、顔認知は大い

に可能性のあるテーマであり、領域は次のステップを模

索していきたいと思っています。

　最初の話題提供者として名古屋大学の飯高哲也先生よ

り「fMRI を用いた顔認知と社会脳の研究―５年間の成

果をもとに―」のお話を頂きました。顔認知と社会とい

う非常に多岐にわたる成果でした。魅力や信頼性が顔記

憶のコアとなる海馬と紡錘状回の相互作用に対し影響を

与えること、ポジティブな印象は眼窩前頭皮質経由でネ

ガティブな印象は島皮質経由で作用することが示されま

した。また、自己顔の処理や他者が存在する際の自己顔

の処理の違いについても報告されました。

　魅力や信頼性といった人間関係、さらには他者の存在

によって顔認知がどのように変化するかについて、その

脳内機構を調べた研究は、顔と社会を考える上で興味深

い内容でありました。

　次に理研 BSI の佐藤多加之先生，東京大学の岡田真人

先生，理研 BSI の谷藤学先生から「顔モザイク：物体像

と顔カテゴリーを表現する機能構造」のお話を頂きまし

た。サルの側頭葉下面に焦点をあて、顔に対する活動の

高いニューロン活動の画像特徴の解析を行い、さらには

ヒト乳児の顔選好との関連を探る検討について報告され

ました。

　顔特有の脳内機構は明らかになっているとはいえ、そ

の画像特徴についてはまだまだ未解決の部分がありま

す。顔がなんであるかを考える上で貴重な内容でありま

した。

　顔認知の脳内機構の話が続いたところで、心理学と工

学の話に移りました。

　心理学からは魅力の問題について、注意の視点から新

たな切り口を開いた研究の発表となりました。中京大学

の河原純一郎先生からの「集団の魅力を知覚する」のお

話です。注意の専門家である河原純一郎先生は公募班

員として顔認知の研究に参画されました。日本に特有で

あるグループで売りだすアイドルについて、個人の魅力

と集団の魅力がどのように作用するのかが報告されまし

た。中でも魅力の分散が集団の魅力に影響を与える可能

性があること、特に高魅力群のグループの場合は魅力が

分散すると集団の魅力判断にポジティブな効果を与える

ことが示されました。

　顔とその魅力には様々な文脈情報の関わりとその文化

が作用する可能性があること、これらは今後解明すべき

ところが多く残される新たな研究であるといえましょ

う。

　中央大学の市川寛子先生からは「乳児および小児期に

おける顔・表情認知の発達と障害」という題で、近赤外

分光法を用いて発達障害の診断に脳計測を応用できる可

能性を示す発表がなされました。学童期の注意欠陥・多

動性障害（ＡＤ／ＨＤ）児と自閉症スペクトラム障害（Ａ

ＳＤ）児が母親の顔や怒り顔・微笑の表情を観察してい

る時の顔反応領域に相当する左右両側頭の計測がなさ

れ、症例に沿った特有の脳活動があることが示されまし

た。さらに東京大学岡田真人先生との共同研究によって

スパースモデリングを適用することにより非常に高い精

度でこれらの症例を脳活動から分けることが可能である

ことが示されました。

　社会性が乏しいと言われる発達障害の診断のため、そ

の臨床応用に生かすべく重要な手がかりを示す内容で

あったと思われます。

　慶應義塾大学の松田壮一郎・山本　淳一両先生から

は「FEEP（顔・表情エキスパートプログラム）は、自閉

症スペクトラム障害児の顔認知をどのように発達させる

か？」についての発表がされました。コンピュータ画面

を使った顔・表情のエキスパートプログラムと指導者か

ら直接のコミュニケーション指導を行うことにより、Ａ

ＳＤ児のコミュニケーション能力の改善が示されまし

た。
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　社会性が乏しい発達障害の具体的な支援をどのよう

にすべきであるか、コンピュータ・ツールと対人的な

テクニックの双方を駆使する支援体制が必要であるこ

とが示されました。

　筑波大学の鈴木健嗣先生から「顔認知と工学：表情

を測る技術と装う技術」についての発表がされました。

鈴木先生は公募研究で表情計測デバイスの開発に励ま

れてきました。今回はこうしたデバイスの進歩と応用

可能性について報告されました。表情表面の画像計測

ではなく、表情筋に着目した筋活動の計測が特徴とな

ります。この計測デバイスを使用して自閉症スペクト

ラム障害児の表情計測のデモが示され、また顔面麻痺

患者の表情筋の動きをサポートするデバイスの可能性

が示されました。

　

総合討論は福島県立医大の永福智志先生の座長のもと

行われました。東京大学横澤一彦先生からは公募研究

の領域活動の報告と、班友である原島博先生からは評

価の概要が話されました。顔認知という具体的なツー

ルを使って新たな視点の研究を提示できたことは、本

領域の大きな提案といえそうです。これまで生み出さ

れた成果をもとに社会に役立てるための新たな視座か

らの検討を約束して、会議は終わりました。

最後に計画班と公募班員の名前を挙げさせて頂きます。

計画班員

柿木　隆介 ( 自然科学研究機構生理学研究所 )　飯高　哲也 （名古屋大学医学部精神神経科） 

稲垣　真澄 （国立精神・神経センター）山口　真美 ( 中央大学文学部 )　

永福　智志 ( 富山大学医学部統合神経科学 )　赤松　茂 （法政大学理工学部 ）

班友（評価委員） 

諸富　隆 （作新学院大学）加我　牧子 （国立精神・神経センター精神保健研究所、所長）

柴崎　浩 （京都大学医学部）原島　博 （東京大学工学部）

公募班員

月浦　崇　（京都大学大学院人間・環境学研究科）　開　一夫　（東京大学大学院総合文化研究科 広域システム科学系）

福島　順子（北海道大学大学院保健科学研究院）杉浦　元亮　（東北大学・加齢医学研究所） 

守田　知代 （生理学研究所） 仲渡　江美 （生理学研究所） 北田　亮 （生理学研究所）

鎌田　恭輔 （旭川医科大学）辻本　悟史 （神戸大学・人間発達）飛松　省三 （九州大学・医学系研） 

三木　研作 （生理学研究所） 河村　満 　（昭和大学・医学部） 小山　慎一（千葉大学大学院工学研究科）

川久保　友紀 （東京大学・医学部附属病院） 中村　みほ （愛知県心障者コロニー） 

森　悦朗 （東北大学・医学系研） 土居　裕和 　（長崎大学・医歯薬） 山本　淳一 　（慶應義塾大学・文学部） 

蒲池みゆき（工学院大学情報学部）北岡　明佳（立命館大学文学部）河原　純一郎 （産技術総合研究所） 

永井　聖剛（産業技術総合研究所）中野　珠実 （順天堂大学・医学部） 松宮　一道 　（東北大学・電気通信研究所）

横澤　一彦 （東京大学・人文社会系研究科）野村　理朗 （京都大学・教育学研） 鶴原　亜紀 （中央大学）

田村　了以 （富山大学） 川合　伸幸 （名古屋大学・情報科研） 足立　幾磨（京都大学・霊長類研究所） 

谷藤　学 （独立行政法人理化学研究所）一戸　紀孝 （独立行政法人国立精神） 菅生　康子 （産業技術総合研究所）

伊師　華江（宮城工業高等専門学校）岡田　真人 （東京大学・新領域研） 金子　正秀 （電気通信大学・情報理工） 

鈴木　健嗣 （筑波大学・シス情工）石井　雅樹 （秋田県立大学・シス科技） 中野　有紀子 （成蹊大学・理工学部） 

武川　直樹 （東京電機大学）小森　政嗣 （大阪電気通信大学）湯浅　将英（東京電機大学情報環境学部）

渡邊　伸行（金沢工業大学情報フロンティア学部）
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リソース・技術開発支援拠点

グリアワールド

九州大学　井上 和秀

　ミクログリアは中枢神経系の構成細胞であるグリア細

胞のひとつであり、中枢の免疫応答を担う細胞として研

究が積み重ねられてきた。ミクログリアの発生的起源は、

血液を循環している単球に由来するのではなく未分化な

骨髄前駆細胞が脳実質中に移行し血球系の細胞とは独立

した分化をとげたものであるという。ミクログリアは通

常は細かく枝分かれした突起を多数放射状に伸ばして脳

内環境の異常の有無を監視しているが、ひとたび組織に

異常が確認されると、その突起を傷害部位へと伸ばした

り、形態変化を引き起こし、あるいはサイトカインやケ

モカイン等を放出するなど、時空間的に、きわめて活性

化する。このようにして、脳内でのニューロンに強く働

きかけて、脳機能を巧みに制御している。培養細胞の走

化性研究には特殊なチャンバーをつかった様々な方法が

あるが、近年の光学技術の進歩は生きたままの動物で組

織内の細胞をイメージングすることを可能にしている。

ミクログリアを可視化した遺伝子改変マウスを用いるこ

とで神経損傷・変性疾患モデルにおける病態時でのミク

ログリアの挙動、さらには神経細胞との同時イメージン

グによってミクログリアと神経細胞との相互作用をリア

ルタイムに観察することも実現できるようになった。本

拠点の目的は、若き研究者がグリア研究を創始するにあ

たり、このような新技術を提供しかつスタートアップの

ための資金提供を行うものである。つまりは、グリア研

究の裾野を広げることに主眼を置いている。

　上記の目的に添うチュートリアルとして、今回は、平

成２５年度に発足した新学術領域「グリアアセンブリに

よる脳機能発現制御と病態」の概要説明を領域代表者 , 

池中一裕先生（自然科学研究機構・生理学研究所）にし

ていただき、その後井上が「グリアワールド概要説明」

と「ミクログリア研究最前線」について話した。その後、

今回の目玉である演目「若きミクログリア研究初心者の

挑戦」として、本支援を受けてここ 1 〜 2 年にミクログ

リア研究を開始された若き研究者に、下記の演題で、こ

れまでの経験をつまびらかにし、ミクログリア研究のお

もしろさ、困難さ、さらには将来性などを発表していた

だいた。

その 1「アストロサイト初代培養におけるミクログリ

ア除去法の開発」

　小早川和先生

　（九州大学大学院構造機能医学整形外科）

その 2「グリア細胞とヒスタミン」

　吉川雄朗先生

　（東北大学大学院医学系研究科機能薬理学分野）

その 3「時計遺伝子によるミクログリア細胞の機能制御」

　宝田剛志先生

　（金沢大学医薬保健研究域薬学系）

　

　いずれの成果も、極めて短期間であるにもかかわらず

非常に興味深いものであった。未発表データがあり、ま

た知財の関係もあるので逐一説明することは省略する。

演題からご興味がわいた読者が更なる情報を得たい場合

には拠点代表までご連絡賜りたい。
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リソース・技術開発支援拠点チュートリアル

精神疾患拠点 - 神経疾患拠点合同脳組織研究チュートリアル

脳実習コース
入谷修司、富田博秋、笠井清登、村山繁雄

　平成 25 年 9 月 1 日（日曜）午前 9 時半〜午後 5 時

に包括型脳科学研究推進支援ネットワーク夏のワーク

ショップの企画として、名古屋掖済会病院にて体験学習

型死後脳チュートリアルを開催しました。昨年、仙台で

の包括脳ワークショップの際には精神疾患拠点による

「体験学習型死後脳研究チュートリアル」、神経疾患拠点

による「神経科学ブレインバンクネットワークチュー

トリアル ヒト脳研究の神経科学への貢献」という形で

チュートリアルを開催しましたが、今回は精神疾患と神

経疾患の拠点が合同で脳実習の企画を行いました。その

背景には、神経疾患に限らず、精神疾患もその病態を脳

組織からアプローチする重要性がますます高まっている

ことや、本邦の死後脳研究体制の整備に向けて、両領域

に関わる研究者がより緊密に連携していくことが必要と

なることが挙げられます。精神神経疾患におけるゲノム

研究や脳神経画像研究の成果はめざましいものがありま

すが、その先には実際の死後脳で検索することが、なさ

れるべき課題として残されていることにあります。多く

の医学分野で齧歯類等の疾患モデル動物研究がされます

が、殊に精神疾患に関してはモデル動物に疾病が反映さ

れにくいこともあり、病態解明には動物種の壁が存在し

ています。最終ゴールとしての病態解明に向けて方法論

は様々ありますが、ヒト脳組織を対象とする研究が必要

であることは言うまでもありません。

　この実習は、齧歯類のモデル研究などの基礎研究に従

事している神経科学領域の研究者や神経画像やゲノム研

究などに従事する臨床研究医で、精神神経疾患や健常者

の脳組織に関心を持ちながらも直接、ヒト脳組織に触れ

る機会のない研究者を対象に、ヒト死後脳を直接観察し

たり、脳組織の顕微鏡観察を行いながら、脳の組織の構

造・形態や神経変性による影響を理解して頂くことで、

精神神経疾患の基礎研究と臨床研究が融合した形での精

神神経疾患の克服研究の裾野が広がることを主眼として

企画されました。

　午前中は、木山博資先生（名古屋大学）、横田修先生（岡

山大学／きのこエスポワール病院）、入谷修司（名古屋

大学）による講義がなされました。木山先生からは、「齧

歯類とヒト脳の類似点と相違点」という演題で、齧歯類

とヒト脳の解剖学的な相同性を中心に講義がなされ、齧

歯類とヒト脳においては、脳の諸核については解剖学的

には機能的にもよく対比がされるものの、霊長類の脳で

は大脳皮質が著明に大きく発達していることに着目する

ことで、両者の相違や相同性の理解が進むことが脳領域

毎に丁寧に解説されました。ヒトの脳での中心溝の見分

け方など脳構造を把握する上での実用的なコツについて

も言及されました。横田先生からは、「脳の病理と臨床」

と題して、レビー小体病や嗜銀顆粒性認知症(argyrophilic 

grain dementia；AGD) など精神症状が初発症状や前景に

なる神経変性疾患を中心に、その脳病理と精神症状の関

連性について多数の自験に根ざした体系的な講義がなさ

れました。精神医学研究や精神科臨床の観点から精神症

状を理解する上で脳神経所見を精査することの重要性が

改めて示されました。入谷からは、「臨床における剖検

の実際」という演題で、1) 医療現場では、全世界的に病

理解剖の剖検数が減少していること、2) 一方で、欧米先

進国には精神神経疾患克服のためのブレインバンクが設

立されていること、3) 実際の医療現場でどのように脳を

提供していただいているか、4) 脳を扱う上での法倫理的
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問題について、5) 今後、既に先行している神経疾患のブ

レインバンクと連繋しながら精神疾患のブレインバンク

を我が国に整備することの重要性について講義がなされ

ました。

　午後からは、名古屋掖済会病院の病理解剖室において、

吉田 眞理先生（愛知医科大学）、氏平伸子先生（名古屋

掖済会病院）により、脳の構造や肉眼病理所見、生前の

神経画像情報と実際の脳の形態相関の関連など詳細な解

説を交えながら、実際の神経病理でおこなわれるブレイ

ンカッティングを体験実習しました。脳病理解剖の現場

に立会い、実際の脳を直近にしながらの実習は、実用的

な知識だけでなく、脳病理解剖の意義や生前の故人に思

いを馳せ、脳への尊崇の念を改めて認識する場ともなり

ました。午後の後半は、顕微鏡実習会場に移り、２班に

分かれて、池田研二先生（香川大学）、新井哲明先生（筑

波大学）による脳組織標本の観察実習が行われました。

ヒト脳組織標本中の各種神経細胞、グリア細胞を識別す

るなどの観察方法の基本から神経変性の進行に伴う脳組

織の変化に至るまでを各自が顕微鏡観察を行いながら習

得していくことが出来ました。ワークショップ最終日に

終日、タイトなスケジュールでしたが、皆様、最後まで

集中して熱心にご参加を頂きました。このような講習会

に若手の神経科学者に参加して頂くことにより、精神神

経疾患の病態解明のためのヒト脳組織研究の裾野が広が

り、欧米に遅れを取っている本邦のブレインバンク整備

にも繋がることが望まれます。

尚、今回ブレインカッティング実習を含む本チュートリ

アルの開催が可能となったのは、神経病理学会ブレイン

バンク委員会、リサーチリソースネットワーク神経疾患

生前同意ブレインバンク等のサポートの元、名古屋掖済

会病院の診断を愛知医科大学加齢医科学研究所が引き受

けてこられたということが背景にあり、氏平伸子先生と

吉田 眞理先生のご尽力に厚く御礼申し上げます。また、

顕微鏡実習と講義をご担当頂いた諸先生にも心より感謝

申し上げます。
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包括脳キャリアパス企画

若手のキャリアプランにおけるテニュアトラック制度の可能性

金沢大学　佐藤　純

　日本のアカデミックポジション、特に大学の教員職は

基本的には採用された時点で終身雇用のテニュアポジ

ションとなるのが一般的です。また、多くの場合研究主

宰者 (PI) として独自の研究を進める立場 ( 教授・准教授

など ) に就くにはかなりの期間を要します。一方テニュ

アトラックシステムにおいては、最初は任期付きのテ

ニュアトラック教員として採用され、一定期間の間に成

果を挙げた者のみがテニュアポジションを与えられま

す。この時、テニュアトラックに入った段階で PI として

研究室を運営することになるので、研究能力だけでなく

研究室の運営能力が問われることになります。優秀で熱

意のある若手研究者を PI として育成し、最終的にテニュ

ア教員として採用する仕組みが確立すれば、若手研究者

のキャリアパスとして非常に有望です。またテニュアト

ラックシステムの普及はアカデミックポジションの流動

性を高め、研究に携わる人材をより有効に活用すること

にもつながるため、日本の科学技術政策において重要な

意味を持つと考えられます。実際、国の第４期科学技術

基本計画においても、若手新規採用教員の３割程度をテ

ニュアトラック教員として採用することが目標とされて

います。数年前から日本の各大学でテニュアトラックシ

ステムが開始されましたが、今後もこの制度の普及・定

着に向けた取り組みが進められると考えられます。

　しかし、テニュアトラックシステムは新しい試みであ

り、従来の大学のシステムとは相容れない部分が多くあ

ります。各大学で様々な試みがなされましたが、問題も

少なからずあり、今後このシステムをさらに改善して行

く必要があると考えられます。群馬大学の平井宏和先生

と今野 歩先生による本企画では、日本のテニュアトラッ

クシステムに関わった経験のある先生方にこの制度につ

いて講演して頂き、その後パネルディスカッションを通

してこの制度の今後のあり方について議論しました。非

常に有意義な企画だったと思いますので、参加者の１人

としてその内容をご報告させて頂きたいと思います。

「若手のキャリアパスにおけるテニュアトラック制度の可能性」に参加して

〜日本のテニュアトラック〜
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　最初の講演は東海大学の加藤明先生で、現役テニュア

トラック教員としてのお話をして頂きました。アメリカ

でのジョブハントの経験を踏まえて、着任までのプロセ

スについて東海大学の場合とアメリカの場合を比較し、

日本とアメリカでのテニュアトラックに対する考え方の

違いを示されました。アメリカではテニュアを取るには

テニュアトラックを通らなくてはなりませんが、日本で

は直接テニュアを取るルートがある以上、テニュアト

ラックはその下に位置すると指摘されました。また、ア

メリカではテニュアトラックシステムを使って優秀な若

手教員をリクルートしないと大学を運営できなくなるよ

うな仕組みがありますが、日本のシステムではむしろテ

ニュアトラックを導入することは問題が増えるだけであ

るという側面もあると思います。東海大学ではテニュア

トラック教員にも講義をする機会が与えられ、その機会

を活用して多くの学生が加藤先生の研究室に配属してい

るというお話が印象的でした。

　藤田保健衛生大学の宮川剛先生には「日本人にあわせ

たテニュアトラック制度」の必要性について話して頂き

ました。宮川先生が加わったのは京大において実施され

た日本のテニュアトラックのさきがけとも言える制度で

したが、残念ながらこの制度は途中で閉鎖・解散となっ

てしまったそうです。その経験から、ちゃんと研究をし

ていれば最低限の収入と身分が保障され、テニュアが取

れるようにすること、セーフティーネットを整備するこ

とが日本の制度に必要だというお話しでした。テニュア

トラック研究者が研究だけでなく技術員・広報など大学

内の異なる職種のトラックに移動できるようにするとい

うアイディアはキャリアパスの多様性という点でも非常

に重要だと思いました。さらに、安定した基盤的研究費

を実現するために科研費の制度についても具体的な改革

案を出されました。特に間接経費のウエイトを重くする

ことはテニュアトラック制度の普及のためにも非常に重

要だと思いました。

　長谷川潤先生は２００８年から筑波大学のテニュアト

ラック制度に加わり、２０１２年からテニュア職に昇任

されました。日本のテニュアトラック制度の成功例とし

てのお話しで、筑波大学をはじめ、テニュアトラック

制度を導入した大学におけるテニュア審査の合格率など

数値データを出して説明して頂きました。どの大学もテ

ニュア審査の合格率が高く、ほぼ 60 〜 100% だったの

が意外でした。ただし、「審査に合格」＝「テニュアポ

ジションをもらえる」というわけではないようなので注

意が必要かもしれません。また、平成１８年度から始まっ

た文部科学省の「若手研究者の自立的研究環境整備促進

事業」に加え、その後継事業である「テニュアトラック

普及・定着事業」についても説明して頂きました。

　最後は長谷川先生と同じく２００８年から金沢大学の

テニュアトラック制度に加わり、２０１２年からテニュ

ア職を頂いている私の話をさせて頂きました。金沢大学

における取り組みは非常に先進的で、テニュアトラック

教員は完全独立で、潤沢な研究費によってサポートされ

ていました。しかし、テニュアトラック制度が定着する

につれて文科省からの予算に頼ることができなくなって

くるでしょうから、やはり共通機器の充実・学内での機

器の共有がこの制度の定着には必要だと思います。また、

完全独立の弊害として大学のシステムから孤立してしま

うという問題がありました。金沢大学のテニュアトラッ

ク教員は大学の部局とは独立した組織に所属していたの

で、講義・実習などを通して学生と接する機会がほとん

どありませんでしたし、部局の事務組織からも切り離さ

れていたので、事務処理上もいろいろと不都合がありま

した。ただ、「独立＝孤立」の問題は大部分、大学内での「文

化」の問題であるように思えます。テニュアトラック制

度が当たり前のものとなり、部局や事務組織がテニュア

トラック教員を違和感なく受け入れられるようになれ

ば、かなりの部分が解決するのではないでしょうか。こ

のようにして大学の受け入れ体制が成熟することは、テ

ニュアを獲得した後に各教員が大学組織にうまく馴染ん

でいくためにも必要なことだと思います。

〜４通りのテニュアトラック〜
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　この企画には多くの方々に参加して頂きましたが、講

演後のパネルディスカッションも盛り上がり、有意義な

意見が多く出ました。若手のキャリアパスについて考え

る企画でしたが、テニュアトラック制度を運営されてい

るようなシニアな先生方の貴重なご意見も出ました。特

に、「この制度が普及せずに尻すぼみになってしまうの

ではないか」という危惧は、このままでは現実のものと

なる可能性が十分に考えられます。現状では文科省が旗

振り役となって各大学にテニュアトラックシステムを普

及させようとしており、システムをサポートする経費が

降ってくるので大学としても努力して制度を成立させよ

うとします。しかし、そのようなサポートが無くなれば、

大学にはテニュアトラックを導入してもメリットはほと

んどありません。アメリカでは優秀で研究費の取れる若

手教員をリクルートして間接経費を稼ぐことが大学の運

営に必要不可欠となっていますので、教員も事務組織も

自ずとテニュアトラック制度に協力的になります。しか

し日本の場合はテニュアトラック教員は他の教員にとっ

てはポジションを奪いかねない存在であり、事務組織に

とっては余計な仕事を増やすだけの存在です。やはり日

本でも間接経費のウエイトを増やし、各大学が進んで優

秀なテニュアトラック教員を確保するような仕組みを

作ってはじめてテニュアトラックが日本にも普及するの

だと思います。今後はそのような仕組みを実際に構築す

るための具体的な議論・取り組みが必要だという点が、

本企画終了後の立ち話の結論でした。

　最後に、このような有意義な会を企画・開催して下さっ

た平井先生、今野先生に感謝したいと思います。

〜これからのテニュアトラック〜

東海大学　加藤明先生　　　　   「Job search から Tenure-track の現状まで」

藤田保健衛生大学　宮川剛先生「安定性と競争性を同時に担保する

　　　　　　　　　　　　　　　　新しい日本版テニュアトラック制度の提案」

筑波大学　長谷川潤先生   　　   「テニュアトラックに求めるもの」

金沢大学　佐藤純先生　　　　  「金沢大学におけるテニュアトラック制度」

当日発表に使われたスライドを提供いただきました。

ホームページからダウンロードできます。

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/index.php?key=muppdyyz5-2855#_2855
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平成 25 年 2 月 24 日、名古屋市の繁華街の栄の栄ガス

ホールにて、「ヒトは、なぜ眠るのか　どうして眠れな

いのか」と題した、平成 24 年度 包括型脳科学研究推進

支援ネットワーク市民公開講座を開催した。その報告を

以下に記す。

　包括脳広報委員会（平成 24 年度時の委員長：白尾智

明先生（群大院医））は、毎年、市民向けの公開講座を

実施している。白尾先生のご指名を受け、広報委員会の

メンバーである久保が企画と実施を担当することになっ

た。

　久保が所属する生理学研究所（生理研）では、年に数回、

愛知県岡崎市等において市民講座を開催している。そこ

で、今回、生理研広報展開室の小泉周先生および白尾先

生と相談し、包括脳と生理研の両方が主催という形で市

民公開講座を実施することにした。焦点を、ヒトの睡眠

の生理と病態にあてることを決め、シンポジウムのタイ

トルは「ヒトは、なぜ眠るのか　どうして眠れないのか」

とした。

　シンポジウム当日は、寒いながらも晴天に恵まれた。

まず、包括脳代表の木村實先生（玉川大：脳研）に開会

のご挨拶をいただき、さらに、市民に向け、包括脳の活

動の紹介をしていただいた。続いて、以下の 4 題の講演

が行われた。「脳のリズムと目のはたらき」（生理研・小

泉周先生）、「睡眠と覚醒を作り出す脳のしくみ」（金沢

大院医・櫻井武先生）、「聞いて得する眠りの話」（大阪

バイオサイエンス研・裏出良博先生）、「「眠れない」と「眠

たい」：どう対応すれば良いのか」（名大院医・尾崎紀夫

先生）。

　小泉先生は、講演の前半で「クイズ！　すいみんを科

学する」と題して、一部クイズ形式も取り入れ、睡眠中枢、

覚醒中枢、レム睡眠とノンレム睡眠、概日リズム、脳波

包括脳ネットワーク市民公開講座

開催報告

包括脳ネットワーク広報委員会では、毎年一般市民の方を対象とし

た、公開講座を開催しています。

平成 24 年度、25 年度共に、会場の席がほぼ満席となり、市民の方々

の関心の高さがうかがえます。

直近 2 年に開催された市民公開講座の特集をいたしました。

平成 24 年度　市民公開講座

「ヒトは、なぜ眠るのか　どうして眠れないのか」

─ 脳・神経の働きから病気まで ─

包括脳・広報委員会委員

久保義弘（生理研・神経機能素子研究部門）

市民公開講座　開催報告　 20

等についてなじみやすいイントロダクションをされた。一

般聴衆がその後の講演の内容にスムーズに入っていくこと

を大いに助ける、効果的で意義のある解説だった。また、

後半は、ご自身の研究の網膜と光受容に関連して、目の中

の目であるメラノプシン細胞の役割、睡眠に対する光刺激

の重要性について話された。

　柳沢正史先生の研究室にてオレキシンを発見された櫻井

先生は、レム睡眠とノンレム睡眠による睡眠の構成の紹介

から始めて、レム睡眠とノンレム睡眠の違いについて、心

拍、呼吸、脳波、夢の出現、金縛りの出現等の観点から解

説され、例えば、ノンレム睡眠が記憶の整理に役立つこと

等、睡眠が脳に果たす役割について話された。さらに、ナ

ルコレプシーについて、患者さん、および動物の動画を見

せて紹介された。市民の方々にとって、非常に興味深い映

像だったようである。また、ご専門のオレキシンが覚醒の

維持に重要な役割を果たすことをお話になった。さらに、

新しい不眠症の治療薬についてもお話になった。最後に、

脳に対する睡眠の意義を強調され「脳の、脳による、脳の

ための睡眠」と締めくくられた。

　早石修先生が発見された睡眠物質プロスタグランジン

D2（PGD2）の作用機構を解明された裏出先生は、関西弁

の軽妙な語り口で「聞いて得する睡眠の話」と題して話し

をされ、聴衆を魅了した。断眠犬を用いて脳内に催眠性物

質があることを示した石森国臣先生の睡眠の液性調節説 

(1909)、フランスのピエロン先生の睡眠毒素説 (1913) と

いった睡眠研究の歴史から話しを開始され、PGD2 が、眠

くない動物を眠らせたはじめての生理活性物質であること

を紹介された。さらに、PGD2 が脳の神経回路にどのよう

に働くのかについて、話された。さらに、睡眠改善物質の

評価が、脳波の測定等の科学的根拠に基づいてなされるべ

きであることを強調され、抗酸化サプリとして知られる物

質の中に、睡眠に対する効果を有するものがあったことを

紹介された。また、多彩な有用性がある携帯型脳波計の開

発についてもお話になった。

　尾崎先生は、臨床医の立場から、より良い眠りのための

留意点等を具体的に解説された。まず最初に、不眠により、

Ⅱ型糖尿病等のリスクを高めること、ブレーキを踏む反応

が悪くなること、N-back 記憶テストのスコアが落ちるこ

と等から、不眠が、大きな経済損失にもつながる重大な課

題であることを話された。そして、よい眠りを得るために、

生理学研究所・小泉周先生

金沢大学・櫻井武先生

大阪バイオサイエンス研究所・裏出良博先生

名古屋大学・尾崎紀夫先生
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21 市民公開講座　開催報告　

光刺激を使ったきちんとした生活リズムを築くことが重

要であること、そのために人との交流が重要であること

を説かれた。また、種々の睡眠関連病態について紹介さ

れ、最後は、基礎臨床架け橋研究の重要性をお話になっ

た。

　その後、会場から紙に書いて提出いただいた質問の中

から、取捨選択し、4 人の講演者による質疑応答を行った。

Q&A では、

・うつ病と不眠の関係について

・PTSD と不眠の関係について

・PGD2 は買えるか？

( 体に入れると、睡眠を導くだけでなく、発疹

等のアレルギーが強く起こる )

・オレキシンを食べたらナルコレプシーの症状が

よくなるか？

（分解されずに吸収され、かつ脳血液関門を超

えなければならないので No｡ 代わりとなるも

のを開発している）

・愛知県で車の事故が多いのは不眠傾向の人が多

いからか？　

といった多数の質問が寄せられた。続いて、包括脳広報

委員長の白尾先生の司会により総合討論を行い、睡眠研

究、特にその脳内分子機構に関する研究がまだまだ日が

浅く新しい研究であり、今後の大きな発展が期待される

ことなどが話題となった。最後に、生理研副所長（平成

25 年 4 月から所長）の井本敬二先生に結びの言葉をい

ただき、閉会した。

　200 席程度の会場に、133 人の一般参加者が来場下さ

り、部屋全体の席が良い感じに埋まった。また、今回、

宮川剛先生（包括脳データベース委員会委員長）、高雄

啓三先生（生理研）らのご協力により、講演、および質

疑応答、総合討論の動画のネット配信を行った。こちら

も、延べ 75 人の方が視聴下さり、総計 200 人を超える

参加者を得ることができたため、企画担当者としてホッ

としている。

　今回、企画に携わり、市民に対する医学・科学情報を

提供するサービスとして、また市民のご理解、ご支援、

ご支持をいただくために、市民向け活動の重要性を改め

て体感した。

　最後に、お忙しい中、ご講演をご快諾下さった講演者

の皆様に心より感謝申し上げます。また、包括脳広報委

員会の皆様、包括脳データベース委員会の皆様、包括脳

事務局の皆様、生理研広報展開室等の方々のご尽力によ

り、今回の市民公開講座が無事に開催できたことをここ

に記し、皆様に心より感謝したいと思います。また、後

援下さり、医師会所属の先生方を通じて開催案内の広報

等にご協力下さった名古屋医師会の皆様にも感謝いたし

ます。
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平成 25 年度　市民公開講座

「心といのちを守る」　シンポジウムひろしま 2013

─ うつのこころのしくみを知る ─

包括脳ネットワーク市民講座報告　

広島大学大学院精神神経医科学　渡 恵理、服部 麻子

さる 9 月 7 日（土）、広島市中区のアステールプラザ中

ホールにて「平成 25 年度包括脳ネットワーク市民講座

／心といのちを守るシンポジウムひろしま 2013」が開

催された。広島市では心の病気、特にうつ病が密接に関

連するといわれる自殺者の数が 15 年連続で 200 人を超

えていることから、うつ病を正しく理解してもらうため

の啓発活動として、広島市、広島市教育委員会、包括型

脳科学研究推進支援ネットワークが共催で実施された。

時折小雨の降るあいにくの天気の中、市民約５００人が

参加。包括脳を代表して高田昌彦先生の開会の挨拶に続

いて、うつ病の基礎知識から最先端の脳科学・うつ研究

情報まで幅広いテーマの講演が行われた。さらに、新潟

大学の武井延之先生の司会で 4 名の演者を交えた質疑応

答・パネルディスカッションが行われた。最後に広島大

学精神神経医科学教授山脇成人先生より閉会の挨拶が行

われた。

うつ病は「心の生活習慣病」
トップバッターの広島市民病院精神科主任部長・和田　

健先生は、イントロダクションとして「うつ病の基礎知

識」を分かりやすく解説された。「うつ病は抑うつ気分

や興味または喜びの消失などが一定期間持続する気分

（感情）障害の一つで、誰もが感じる一時的な気分の落

ち込みとは異なる。何らかの要因により精神活動に影響

を与える脳内の神経伝達物質のバランスが崩れ、心と身

体の両方に不調をもたらす病気であり、気の持ちようだ

けでは治らない」とうつ病に対する正しい理解を求めた

上で、うつ病の分類と特徴、主な症状、発症要因、患者

数の推移などを挙げ「医療機関に受診していない人を含

めると推計で 200 万人以上とみられ、誰でもかかる可

能性がある。経過は個人差が大きいが、一般的に再発し

やすく、再発を防ぐには無理のない健康的な生活を心が

けるなど自己節制が求められる。そういう意味では心の

風邪というより、心の生活習慣病と捉えじっくり気長に

つきあう覚悟が必要」と患者側の心構えを促した。さら

に和田先生はうつ病受診者が漸次増加している現状、特

に若年層の増加が目立つことや、疾患別 2 位の DALY 値

が示す社会的損失の大きさを指摘。原因の解明などの研

究推進、うつ病に対する医療体制整備の必要性を強調し

た。
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23 市民公開講座　開催報告　

脳のレベルで変えていくうつ病の治療
　続いて包括脳ネットワーク広報委員で、広島大学大学

院医歯薬保健学研究院精神神経医科学准教授の岡本泰昌

先生が「脳からみたうつ病の治療」と題して、うつ病と

脳機能の関係、医学的治療の実際について講演した。冒

頭で機能的磁気共鳴機能画像法（fMRI）や近赤外線スペ

クトロスコピー（NIRS）など、近年様ざまな脳機能測定

法によって明らかになってきているうつ病に関連する脳

領域、精神機能や脳の発達・老化過程とうつ病の発症リ

スクを図解説明。精神科治療の基本的な考え方として「症

状に焦点をあてた DSM-IV などの操作的診断と併せ、仕

事や家族関係など患者さんを取り巻く環境、性格傾向、

うつ病のタイプなどを勘案した統合的な診断とアプロー

チが重要」「薬物療法、精神療法、休養・リハビリが治

療の 3 本柱。急性期、寛解後の継続期、維持期と段階・

経過に応じて治療を組み合わせていく」とした上で、「う

つ病はよくなったり、悪くなったりを繰り返しながら

徐々に回復する三寒四温的な起伏がある病気。再燃・再

発を防ぐために半年間以上は薬物療法を継続するべき。

セルフコントロールとして行動活性化技法なども有効」

「抗うつ薬の反応率は 5 割前後だが、反応が乏しい場合、

他の抗うつ薬への変薬・増強療法によって効果がみられ

る。難治例や再発を繰り返す例も少しずつだが回復する

割合は確実に増える。気長に治療することと、こじらせ

ないよう早期治療が大切だ」と述べた。

薬物療法に対する拒否感の強い患者は少なくないが、岡

本先生はもともと自分が持っている神経伝達物質が有効

に機能するようサポートする抗うつ剤の役割や治療反応

データ、治療後の脳活動の回復例などを挙げて薬物療

法の有効性を強調。併せて支持的精神療法や認知行動療

法によって前頭前野の活動亢進、前帯状回の活動抑制と

いった脳活動の変化が見られることにも言及し、「脳の

不具合がもたらすうつ病の治療は脳のレベルで変えてい

く必要がある」と結んだ。

脳をつくることでうつ病を理解
　 休 憩 を 挟 ん で 第 二 部 は、 う つ 病 の 計 算 精 神 医 学

（Computational Psychiatry）的研究および分子神経イ

メージングによる最新の知見が披露された。沖縄科学技

術大学院大学 神経計算ユニット教授・銅谷賢治先生は「報

酬の予測、行動の選択、そして予測と結果の誤差からの

学習というプロセスをいかに確実に効率よく実現する

か、つまり強化学習によってより良い行動を獲得してい

くしくみを脳の計算として明確にすることで、脳活動の

目的と意味が理解できる」として、自己保存と自己複製

という生物にとって最も基本的な条件を満たすロボット

を用い、学習と進化のメカニズムを探る実験を紹介した。

報酬の自己保存は電池の捕獲と充電、自己複製は個体間

での制御ソフトのコピーと強化学習のプログラムを設計

に組み込み、カメラと赤外線センサを搭載したネズミ型

ロボットは自ら動き回り、電池を捉えて充電し、他のロ

ボットと赤外線でコミュニケーションを取り自らのプロ

グラムを進化させていく。銅谷先生は「将来の報酬割引

率が緩やかな設定を取り入れると遠くの電池の捕獲がで

きるようになる一方で、報酬割引率が強すぎると電池を
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見てても充電しようとしない。すなわち、目先の報酬し

か考えないロボットは、電池が見えていてもそこに行く

までは電池を消耗するだけなので、じっとしているほう

がいいということを学習してしまう。いわばうつ病のよ

うな状態」と実験経過を説明した。

さらに「ロボットの学習アルゴリズムは設計者が注意深

くパラメータを設定しないとうまく動作しないが、人や

動物は未知の環境で新しい行動をすばやく学習できる。

これは脳にパラメータを自動調整するメタ学習の機構が

内在していることを示唆している」と述べ、ドーパミン

が報酬予測誤差、アセチルコリンが学習速度、ノルアド

レナリンが探索の絞り、セロトニンが予測の時間スケー

ルと神経修飾物質系がメタ学習に関与するという仮説を

もとに、ラットの脳幹神経核の活動記録、脳内物質濃度

計測など特にうつ病に深い関わりをもつセロトニンに焦

点をあてた実験結果を示した。「そこで明らかになって

きたのは、脳には短期的な予測から長期的な予測までそ

れぞれ特化した複数の回路が並列的に存在し、セロトニ

ンニューロンの活動により選択されていること。セロト

ニンが辛抱強く遅延報酬を待つかどうかの判断に重要な

働きを担っているといえる」と解説。脳をつくることで

人間の心を理解するという一般にはまだ馴染みの薄い計

算精神医学的知見に会場からは驚きの声が挙がった。

分子レベルでうつ病の病態を解明
近年、生体中の分子の動きをポジトロン断層装置（PET）

や fMRI などを用い、画像として計測する技術「分子イ

メージング」を精神神経疾患の診断技術として活用する

研究が注目されている。その第一人者である独立行政法

人放射線医学総合研究所分子イメージング研究センター

分子神経イメージング研究プログラム　プログラムリー

ダーの須原哲也先生は、「心は脳の機能とどう結びつい

ているか、そのメカニズムを生きた人間の脳を解体して

調べるわけにはいかない。しかし、脳内の変化を分子レ

ベルで可視化することにより動的、定量的に捉えること

ができる」と人間の行動を担う脳領域・脳機能に関する

研究をダイジェストで紹介。例えば「妬みや他人の不幸

を喜ぶ感情は脳のどのような機能によってもたらされ

か」という研究テーマでは、心の痛み・妬みの強い人ほ

ど前部帯状回の活動が高く、妬みの対象に不幸が起こる

と報酬に関連する線条体が活発化して満足感を覚えるこ

と、身体の痛みに関係する前部帯状回が心の痛みにも関

与することが判明。「うつ病患者は身体の痛みを訴える

ケースも多いが、これは心の痛みと身体の痛みを感じる

領域が非常に近いためと考えられる。心の問題と身体の

問題は表裏一体」と須原先生は言う。またうつ病患者の

ネガティブな反応とは逆のポジティブな反応「自分は平

均より優れていると思う優越の錯覚はなぜ生じるのか」

という研究では、優越の錯覚の程度が大きい人ほど行動

や認知を制御する線条体と前頭葉の機能的結合が弱く、

その機能的結合は線条体におけるドーパミン受容体の密

度に依存していることが明らかになるなど、興味深い研

究成果が報告された。

さらに、抗うつ薬の結合部位の一つで、うつ病発現の鍵

となるセロトニントランスポーターの働きについても言

及。抗うつ薬によるセロトニントランスポーターの占有

率を測定して適切な臨床用量や投与方法の設定を可能に

した PET 研究、性格傾向とセロトニントランスポーター

との関連、うつ病によるアミロイド変化と認知症の発症

リスクとの関連について解説し、「分子神経イメージン

グによってさらにうつ病の病態解明を進め、新しい診断

法・治療法の開発につなげたい。いずれは異常タンパク

を除去する治療法も可能となるはず」と講演を締めく

くった。
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Topics

「包括的グリア研究会 2013 開催レポート」

　浜松医科大学　山岸 覚

包括脳ネットワーク育成支援委員会が毎年行っている、若手研究者

の為の研究サポートプログラムのひとつ「新研究法・新分野・新研

究領域開拓のための研究会プログラム」に採択された若手研究者に、

レポートを寄せていただきました。

　今年の初め、１月１２日（土）・１３日（日）に包括

脳ネットワークのご支援を頂き、「包括的神経グリア研

究会２０１３」を浜松市において開催しました。参加者

は日本各地から３０代後半の研究者１７人を中心に、大

学院生や学部学生、アドバイザーとして参加して下さっ

た生理学研究所池中一裕教授の合計２３名が集まりまし

た。

　この研究会の開催目的は大きく分けて、２つありまし

た。１つ目は共同研究遂行のきっかけになる機会を設け

たいと思いました。神経科学の先端研究遂行には、今日、

多種多様な実験手法及び知識が求められます。いわゆる

トップジャーナルに掲載されている論文の多くは、複数

のチームによる共同研究が多く見られます。１つの大き

な発見について様々な手技・手法を用い、複合技でデー

タの裏の裏を取り、その分野における位置付けを明確に

しないと論文として認められなくなってきました。具体

的には、分子生物学的手法を駆使した過剰発現系やノッ

クダウンはもちろんのこと、遺伝子改変動物を用いた形

態学的解析、更には行動学実験や電気生理学的手法 etc、

かなり幅広い手技が常套手段として求められます。これ

らを１人の研究者・１つの研究室で行う事は当然不可能

です。したがって、現場で手を動かしている我々若手研

究者にとって、異分野間のネットワークを構築すること

は、研究を発展させる上で欠かせません。本研究会がそ

の礎となり、将来、共同研究が遂行できるきっかけにな

ればと思いました。もう１つの目的は、生のデータにつ

いて率直な意見を聴ける場を設けることでした。ざっく

ばらんにプレリミナリーなデータを出し、意見を交換し

合いたいと思いました。学会では未発表データは話しに

くいですし、研究班会議の発表では成果を求められてし

まいます。そのような制約無しに、自分のディスカッショ

ンしたい内容を自由に発表し、疑問に思ったらすぐに質

問できるような会を企画したいと思いました。

　参加者の勧誘は、既知の研究者だけではなく、分野の

異なる知人を連れて来てもらったり、学会会場で活発に

質問している優秀な学生・研究者の方々に思い切って声

を掛けました。この時感じたのは、初対面にもかかわら

ず、企画に賛同し、快諾して下さる方が多いという事で

した。その結果、分子細胞生物学から動物個体、ヒト研

究をされている方まで、本当に幅広い分野の研究者が集

まりました。一般演題としては、シナプスの機能解析、

記憶と学習、精神疾患、酸化ストレス、大脳皮質発生、

MRI を利用した神経心理学研究等、神経・グリアに関す

る多様な発表が２０題行われました。発表途中での質問

を受付けたことにより、随時質問が飛び交い、どの発表

においても活発に討論が行われました。特別講演では、

池中先生が長年掛けてグリア研究を遂行してこられた歴

史的背景から最新の話題まで、裏話も含め研究の面白さ

を講演して頂きました。時代背景と共に手技手法が変化

し、柔軟に対応して行く姿勢が大切である事を学びまし

た。これは我々若手研究者にとって簡単に真似のできる

事ではありませんが、非常によい羅針盤を提示して頂

Topics 26

きました。また博士論文発表直前の大学院生には本番を

想定した発表を行って頂き、よい練習の場を提供できた

のではないかと思いました。研究会での熱いディスカッ

ションはナイトセッションも続き、更には会場を変えて

ホテルの１室にて深夜、いや明け方まで続き、眠気を忘

れて語っていた方々もいました。

　

１泊２日と大変短い期間ではありましたが、当該分野の

第一線で活躍する研究者による講演を聴く事により、お

互い刺激し合う事ができ、皆がいろんな意味で活性化し

たように感じました。今後、今回築かれたネットワーク

から共同研究が生まれ、発展して行く事が大いに期待さ

れます。また、参加者の約半数は留学経験もあり、学部

学生・大学院生として参加された方にとっては貴重なア

ドバイスが聞けたようです。

　このような研究会の企画は私にとって初めての経験で

したが、包括脳ネットワークのご支援及び裏方で手伝っ

て頂いた方々のお陰で、予想以上に盛会となりました。

この場を借りて御礼申し上げます。

「生命科学系３分野支援活動（がん、ゲノム、脳）合同シンポジウム」

　京都大学霊長類研究所　高田 昌彦

個別研究の枠を超えて組織的な支援活動を展開している「がん・ゲノム・脳」3 領域の支援活

動が本年度で 4 年目を迎えました。これまでの取り組みの成果をもとに、さらに領域を超えて

連携した支援活動へと広げていく為に、合同シンポジウムが 8 月 6 日一橋講堂で開催されました。

　平成２５年８月６日（火）に東京・一橋大学一橋講堂（旧

学術総合センター 一橋記念講堂）にて新学術領域研究 

生命科学系３分野（がん・ゲノム・脳）支援活動 合同

シンポジウムが開催された。本シンポジウムは、３分野

の連携・協力の可能性に関する議論を進めるため、昨年

より開催されており（第１回目は平成２４年７月６日）、

今回が第２回目である。今回は２５０名を超える参加者

を得て、大変盛会であった。シンポジウムは午後１時か

ら開催され、冒頭に文部科学省 研究振興局 学術研究助

成課長 袖山禎之氏よりご挨拶を頂いた。袖山課長から「現

行の３分野支援活動は先端的研究を推進するうえで極め

て大きな成果を上げており、今後も発展的に継続できる

ことを期待する」と力強い激励の言葉を頂戴した。

　まず、セッション１で３分野の領域代表より各分野に

おける支援活動の概要が説明され、続いて、セッション

２で支援によって得られた代表的な研究成果が紹介され

た。今回は、脳分野から生理学研究所の深田正紀先生が

「シナプス伝達制御の中心的機構とその破綻」と題して

てんかんの新しい分子病態に関する研究成果を、また、

東京都医学総合研究所の長谷川成人先生が「神経変性疾

患の分子基盤と進行機序」と題して患者脳の解析から導

かれた神経変性疾患の新しい考え方に関する研究成果を

お話しされた。深田先生は主として「脳機能分子発現解

析支援」を、長谷川先生は主として「ブレインバンク支

援」を受けられており、いずれも「包括脳ネットワーク」

が推進するリソース・技術開発支援活動の重要性を強調

された。最後のセッション３「パネルディスカッション」

では、前回のシンポジウムより更に具体的で活発な議論

をおこなうことができた。特に、支援活動に関するユー

ザー側からの要望や貴重な感想が得られるとともに、支

援の実務担当者から実情に即した活動の詳細も示され、

今後の支援活動の在り方や発展に向けた建設的な議論が

展開された。
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アンケート集計結果

ワークショップ並びに脳科学研究全般に関す

るアンケートを、会場配布のアンケート用紙

と、WEB から収集いたしました。ご協力あり

がとうございました。

皆様から頂いた貴重なご意見は今後の活動に

活かして参ります。

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id=1400

 シンポジウム終了後に３分野連絡会を開いて、

３分野支援活動全体の現状と今後の在り方に関

する意見交換をおこなった。その結果、３分野

連絡会の下に設置されたワーキンググループで

策定した活動方針（各分野が開催する講習会等

への他分野からの参加を促進すること、支援活

動拠点の相互サイトビジットによる情報とノウ

ハウの共有を図ること、特にがん分野と脳分野

の支援活動によって作製されたモデル動物を３

分野全体の共有リソースとして一元的管理を図

ること等）を確認するとともに、各分野の活動

に相互に参加し班員間の交流を深めるように努

めることを決定した。このように、今後とも３

分野連携の場を持ち、支援活動の効率化や生命

科学系分野全体への波及効果の拡大を目指した

い。次回（平成２６年度）の合同シンポジウム

は我々脳分野が担当する。

■　包括脳ネットワークにおける５年間の活動をふりかえって：成果の総括と今後の展開 ─ 高田昌彦

■　岡澤・門松・喜田・高橋・池中領域「精神神経疾患研究の現状と展望： 新学術 5 領域の

　　相互理解・連携を目指して」に参加して ─ 田中謙二　

■　サイエンスコミュニケーション脳研究の成果を正しく社会に伝えていくために ─ 等誠司

■　長谷川・笠井領域「共感領域」「自己制御精神領域」合同若手育成シンポジウム ─ 安藤俊太郎

■　「マイクロ精神病態」「記憶ダイナミズム」2 領域合同若手シンポジウム ─ 齊藤実

■　山森・岡澤・能瀬領域「大脳新皮質構築」「シナプス病態」「メゾ神経回路」 

　    3 領域合同公開シンポジウム ─ 山中章弘 

■　「博士号を取得することで広がる多様な可能性 - 博士号を取ることで人生何が変わるのか？ -」

　　の開催を終えて ─ 今野歩

■　包括脳精神疾患拠点・正常拠点合同 MRI チュートリアル ─ 森田健太郎／笠井清登

■　包括脳精神疾患拠点・神経疾患拠点死後脳研究チュートリアル

　　─ 神経疾患拠点開催報告 ─ 村山繁雄

■　包括脳精神疾患拠点・神経疾患拠点死後脳研究チュートリアル

　　─ 精神疾患拠点開催報告 ─ 富田博秋／笠井清登

 領域代表挨拶　

冬のシンポジウム特集

「包括脳ネットワーク」 冬のシンポジウム　特集号

2014 年 12 月 11 日 - 12 月１3 日　
東京医科歯科大学 M&D タワー / ホテル東京ガーデンパレス　開催
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■『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』平成 26 年度冬のシンポジウムの開催
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『包括型脳科学研究推進支援ネットワーク』

平成２６年度冬のシンポジウムの開催

木村實（領域代表）、高田昌彦（事務局）、三品昌美（リソース・技術開発委員会）

　『包括脳ネットワーク』の平成 26 年度冬のシンポジ

ウムを 12 月 11 日（木）から 13 日（土）の 3 日間に

わたって、東京医科歯科大学を主要会場として開催致

しました。今年も 700 名を超える参加者を得て盛会と

なりました。開催のために献身的なご尽力をいただい

た中村研究集会委員長をはじめとする各委員会委員と

事務担当者の方々、泰羅雅登東京医科歯科大学教授に

心から感謝申し上げます。

　

　5 年間の最終年度となる今年は、18 に及ぶ脳科学関

連の新学術領域研究の連携のための合同シンポジウム

や領域会議に加えて、総括支援とリソース・技術支援

の成果を脳科学研究者コミュニティの皆様に紹介する

機会を設けることと、今後の研究支援の在り方を考え

るイベントを設けるという構成にしました。最初に文

部科学省から合田哲雄研究助成課長様のご挨拶があり、

生命科学系 3 分野支援活動は 27 年度まで 1 年間延長

すること、28 年度以降は共同利用研究機関との連携を

含む新しい支援の枠組みを検討願いたいという主旨の

メッセージが伝えられました。続いて、総括支援活動

とその成果について領域代表の木村が報告いたしまし

た。研究集会、育成支援、広報、データベース委員会

の活動として、夏のワークショップ、冬のシンポジウ

ムや、市民公開講座、地域シンポジウム、サイエンス

コミュニケーションなどのイベントと、育成支援を中

心とする公募企画について、26 年 9 月までの４年半で

135 件の支援を行いました。公募企画については、応

募 159 件の中から審査委員会で適否を審議し、118 件

を採択し、支援いたしました。また、リソース・技術

3 領域代表　挨拶

開発支援については、5年間で 1,134 件の応募の中から

1,073 件について支援を致しました。見かけ上、高い採

択率となりましたが、これは支援拠点の担当者の方々に

よる不採択課題への丁寧な教育指導や技術講習会等の実

施を経て再応募、採択する事例が多いことが主な理由で

す。限られた予算を工夫して、事務局、8つの委員会、

13 拠点による効率的、献身的な研究支援活動を行い、

異分野の研究者が新しいリソースや技術を導入してレベ

ルの高い研究成果を生み出したりトップジャーナルに掲

載される先端研究につながったことを、高く評価したい

と思います。続いて、具体的な支援の内容と支援によっ

て達成された多くの研究成果について、3項目、13拠点

の代表者の方々から紹介いただきました。

　『包括脳ネットワーク』の 5年間の成果を踏まえて、「脳

科学研究推進を支える次の５カ年の体制について」を

開催し、高田昌彦事務局長から今後の研究支援の在り方

として、最先端の技術を異分野の研究者が広く利用する

ための支援に加えて、5年、10 年後を見据えて研究の

格段の発展につながる技術の開発など柔軟な支援体制の

構築を目指すこと、実績の高い支援活動に対して先端化

を推進するための研究開発費や人件費を支給できるよう

なシステムの導入が必要であること、生命科学系他分野

との連携や共同利用研究機関と連携した支援の枠組みが

必要であることが伝えられました。続いて、「脳とここ

ろの健康社会の実現 10 カ年計画について」というセッ

ションを開催し、脳関連学会連合岡部繁男副代表から学

会連合の将来構想委員会での新しい課題解決型の大型プ

ロジェクトの検討、26年 11 月からスタートした「革新

的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェク

ト」の内容と展望などについて紹介がありました。最後

の総合討論では、今後の研究支援では生命科学分野だけ

に捕らわれず、人文科学や情報科学などの分野との連携

も深め、脳科学が「総合人間科学」として発展するため

の支援が必要であること、脳関連の新学術領域研究間の

連携の場を生み出すための支援が今後一層重要であるこ

と、蓄積型のリソースや技術を永続的に支援できる仕組

みと先端技術の開発を両立できる体制を共同利用機関の

ネットワークをつかって実現する必要があること等、多

くの貴重な意見や提案がなされました。これらの意見や

提案は学会連合の将来構想委員会で取り上げて俯瞰的な

立場で検討願い、国の施策に対して提言を取りまとめる

際の参考にしていただきます。

　『包括脳ネットワーク』の5年間の活動と成果について、

12月16日に文科省でヒアリングが行われました。2,100

名に及ぶ支援研究者ネットワークを構築し、異分野連携

ワークショップや若手育成支援を行うと共に、多様な脳

分野の研究に対応するリソース技術支援を行ったことに

対する評価が得られた一方、細分化された支援拠点への

支援の応募、採択件数や、成果発表に繋がるような支援

が増えるように十分な工夫が望まれるというコメントも

いただきました。今後の『包括脳ネットワーク』の運営

は、次世代の脳科学研究の中核を担う研究者が牽引しな

がら、27年度、さらに 28年度以降の研究支援制度づく

りを進めていただきます。皆様から 5年間にお寄せいた

だいたご支援、ご協力に深く感謝いたしますと共に、今

後とも脳科学研究の発展に向けて、更なるご支援とご協

力を何卒よろしくお願い申し上げます。
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包括脳ネットワークにおける５年間の活動をふりかえって：

成果の総括と今後の展開

　京都大学霊長類研究所　高田昌彦

平成 22 年度にスタートした包括脳ネットワークによる研究支援活動も 5 年目を迎え、2,100 名を超える脳科学研究

者ネットワークが形成されるとともに、各種委員会による異分野研究交流支援、若手研究者育成支援や 13 拠点によ

るリソース・技術開発支援など、これまでに培ってきたボトムアップの研究支援をとおして、多数の優れた研究成果

が生み出された。本企画では、5 年間の支援活動の成果を総括し、次期支援活動の枠組みを含めた、我が国の脳科学

研究推進を支える今後の展開について情報交換と意見交換をおこなった。

まず冒頭で文部科学省 研究振興局 学術研究助

成課の合田哲雄課長よりご挨拶いただき、包括

脳ネットワークを含む生命科学系３分野（がん、

ゲノム、脳）の支援活動が 27 年度まで 1 年間

延長し、第 3 期中期計画・中期目標および第

5 次科学技術基本計画がスタートする 28 年度

以降は大学共同利用機関等との連携を中心とす

る新たな支援制度の枠組みを検討したいという

主旨のメッセージが伝えられた。続いて、木村

實代表（玉川大学）より総括支援の成果につい

て説明していただき、3.6 億円という限られた

予算を有効に活用し、事務局、８つの委員会、

13 拠点の尽力による総括支援活動とリソース・

技術開発支援を展開することにより、異分野の

研究者が 18 に及ぶ脳科学関連の新学術領域研

究を中心としたネットワークを構築し、新規の

研究リソースや研究手法を導入して多数の優れ

た研究成果を生み出したことを高く評価したい

と締めくくられた。

次に、三品昌美リソース・技術開発支援委員長（立命館大学）よりリソース・技術開発支援の成果に関する概要説明

と、13 拠点の代表より具体的な成果報告をおこなっていただいた。今年度から従来の 13 拠点個別の支援項目を 3 つ

の大項目に再編したため、①ヒト脳機能と精神・神経疾患の研究支援（村山、笠井、青木拠点）、②脳機能の分子・

細胞基盤の研究支援（貝淵、渡辺、井上、尾藤、岡戸拠点）、③脳機能のシステム・行動基盤の研究支援（崎村、小林、

上村、宮川、虫明拠点）の順に報告をおこなった。

5 2014 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

後半では、まず私から「脳科学研究推進を支える次の 5カ年の

体制について」と題して、世界をリードする学術研究の創出に

向けた今後の支援活動の在り方として、最先端の技術開発に成

功した研究室や、次代を見据えて研究の格段の発展に繋がる技

術開発を目指す研究室を拠点に組み入れるなど、柔軟な支援体

制の構築を目指すこと、実績の高い拠点に対して先端化を推進

するための研究開発費や人件費を潤沢に支給できるようなシス

テムの導入を検討することが必要不可欠であるとともに、「最先

端の研究推進」と「研究の裾野拡大」をキーワードに、これま

での３分野の支援活動によって蓄積された優れた成果と卓越し

た実績に最先端の研究手法を導入しつつ、広く生命科学系全体

への波及や共同利用研究機関と連携した支援の枠組みについて

検討すべきであることを提唱した。

次に、日本脳科学関連学会連合副代表の岡部繁男先生（東京大学）

から「脳とこころの健康社会の実現 10カ年計画について」と題

して、将来構想委員会における新規の課題解決型大型プロジェ

クトの検討や、新たにスタートした「革新的技術による脳機能

ネットワークの全容解明」プロジェクトの内容と展望について

紹介していただいた。最後の総合討論では、今後の研究支援に

おいては、生命科学分野だけにとどまらず、人文・社会科学や

情報科学などの分野との連携を深め、脳科学が「総合人間科学」

として発展するための支援が重要であること、脳科学関連の新

学術領域研究間の連携の場を生み出すための支援がより一層必

要であること、蓄積型のリソースや技術を恒久的に支援できる

仕組みと先端技術の開発を両立できる体制を構築する必要があ

ること等、極めて有意義な意見交換をおこなうことができた。
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　池中により企画されたシンポジウムで、5 つの異なる新学術領域が何を目指し、何が達成できたかをお互いに理

解するために設けられた。他の異なる新学術領域研究の代表が集まり、彼らの話を一度にまとめて聞ける機会は大

変有り難い。しかも一領域あたり一時間という十分な時間配分がなされていたので、各領域の方向性、進捗、成果

がよく分かった。会に先立ち、池中から「同じような領域が乱立しているという意見もあるが、切り口はいくつあっ

ても良い。あらわになった断面から固有の方向性を感じ取ってもらいたい」との挨拶があった。（シンポジウムタイ

トルにあるように）疾患研究という縛りを入れたため、神経生理的な話題はあまりなく、各領域が目指した疾患研

究がより明確にあらわれていた。神経生化学、神経病理学という病態を理解するために従来から用いられている手

法に加えて、遺伝学、脳画像、バイオマーカーなどの新しい研究手法を駆使した話が多かった。ここに挙げたことは、

どの領域でも扱っていた。共通項ではなく、私個人が感じた、各領域の「とがった」話題・技術を上げさせてもらえば、

岡澤領域：死後脳のタンパク質リン酸化解析　　

門松領域：in vivo にこだわった糖鎖研究

喜田領域：精神疾患患者からのサンプル収集能力

高橋領域：PET プローブ開発

池中領域：オリゴデンドロサイト（が出てくるのはこの領域だけ）

となるであろうか。自分の研究の方向性を練るのに十分なネタを頂けたと思う。

　シンポジウム後は、会場を変え、そこに祖父江領域（脳タンパク質老化）が加わって支援班の紹介になった。こ

れまでの新学術領域の支援班は、領域内での技術交換が主であったが、それを領域外に広めようとする新しい試み

に思えた。情報交換を積極的に行ってリソースを有効に使うことは資源の少ない日本では歓迎されるだろう。

　最近の研究では、一研究室でプロジェクトを完結することは難しくなっている。情報交換、相互理解に基づいて

研究者同士が互恵関係を築いていくことは、今後のラボ運営には欠かせないと思われる。包括脳の狙いをここに見た。

岡澤・門松・喜田・高橋・池中領域

「精神神経疾患研究の現状と展望：

 新学術 5 領域の相互理解・連携を目指して」に参加して
　田中謙二（池中領域　分担研究者、喜田領域　公募班員）

7
2014 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

包括脳広報委員会企画

サイエンスコミュニケーション

—	 脳研究の成果を正しく社会に伝えていくために	—
滋賀医科大学　等誠司

　包括型脳科学研究推進支援ネットワーク（以下、包

括脳ネットワーク）では、脳研究の新手法・新領域の

芽を育て若手脳研究者の育成を行うとともに、得られ

た研究成果を社会に還元するべく数々の市民公開イベ

ントを開催してきた。一方、サイエンスコミュニケー

ションでは、他の領域や業種の専門家を招待し、包括

脳ネットワークの活動を紹介して理解を深めてもらう

こと、そして各専門家から我々の活動に対する意見・

提言をいただき、さらに全体で議論することにより、

今後の包括脳ネットワークの活動の方向づけを行うこ

とを目的とする。

　2012 年に行ったサイエンスコミュニケーション（2012 年 3月 4日）では、「社会における脳科学への期待」

をテーマとし、異分野（医学・医療、教育、物理・化学、法学・経済・文学・人間科学）の専門家を招待して

意見をいただいた。2013 年のサイエンスコミュニケーション（2013 年 9月 1日）は「研究者は社会とどの

ように関わっていくべきか」を重点テーマとし、異分野研究者のみならず研究以外の分野からも専門家にご参

加いただき、脳研究に限らず科学全般と社会との関わりについて議論を深めた。

　2014 年のサイエンスコミュニケーションでは、これまでの議論を踏まえて、「脳研究の成果を正しく社会

に伝えていくために」というテーマで、そのために研究者はどのようにしたらよいのか。その結果として、社

会の脳研究リテラシーを高めるにはどうすべきか、議論していただくことにした。その中には、近年増加して

いると言われる研究不正の問題や、中学・高校生の興味を掻きたてて将来の研究者を育てるといった話題も包

含されるであろう。さまざまな観点から意見をいただき、包括脳ネットワークの活動を社会と緊密な関係をもっ

た、より実効性のあるものとしてゆくことを目指した。今回のテーマと招待講演者は以下の通りである。

テーマ：	 「脳研究の成果を正しく社会に伝えていくために」

自然科学研究機構	研究力強化推進本部　小泉周先生

ファルメディコ株式会社　　　　　　	　狭間研至先生

株式会社ナインシグマ・ジャパン　　	　星野達也先生

株式会社	東京大学 TLO　　　　　　	　		本田圭子先生

東京大学	総合文化研究科	科学史・科学哲学　信原幸弘先生
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　会議の冒頭、包括脳ネットワーク事務局の高田昌彦

から、脳科学研究推進のための包括脳ネットワークの

取り組みについて、30 分間の紹介があった。脳科学

研究には、個々の神経細胞やシナプスのような微小構

造、さらには分子のようなミクロレベルの視点から、

脳全体の機能や動物の行動を解析するようなマクロレ

ベルの視点まで、さまざまなレベルの研究があり、ま

た、アプローチの仕方にも解剖・生理・生化学などの

古典的な手法からそれらを融合した新しい方法論、臨

床医学における研究などがあり得る。研究材料も線虫

やショウジョウバエから、げっ歯類、さらにはヒトを

含む霊長類まで、多岐にわたる。脳のもつ複雑な構造や機能を理解するためには、これらの多様性に富む方法論や視

点が必要であったということであり、今後の脳科学研究の発展には、多様な手法の包括的かつ融合的なアプローチが

必要になってくる。しかしながら、個別の研究者が階層を貫く独創性の高い研究を展開するにはさまざまな困難が伴

うため、個別研究を統合するネットワークを構築し、リソースや技術支援を行うことが是非とも必要である。

　包括脳ネットワークでは、ワークショップを年１回開催しており、毎年 500-800 名の参加者を得て、100 件以上

のポスター発表があり、幅広い脳科学研究者の交流の場になっている。リソース・技術開発支援活動については、平

成 22 年度に 173 件だったものが、平成 26 年度には 262 件へと増加しており、脳科学研究者の一定のニーズをくみ

取って効果的な支援ができているものと考えられる。今後の支援活動のあり方として、① 脳科学研究者コミュニティ

からの要望に基づくボトムアップ的支援、② 脳科学と人文社会科学、理工分野などとの連携により、総合人間科学と

して発展させること、③ ネットワークとしての研究開発費や人件費の支給を可能にすること、などが必要であると総

括された。

　これら包括脳ネットワークの取り組みは、外部の先生方には充分に伝わっておらず、「こんなにしているのか！」

という驚きの受け止め方をいただいたが、一方で、包括脳ネットワークは広報活動にも力を入れている。年１回の市

民公開講座開催に加えて、サイエンスコミュニケーション開催も、平成 22 年、平成 25 年に引き続いて３回目となっ

た。今回も、外部の専門家の先生方からさまざまなご提言をいただき、今後の活動の方向性を考える糧にしたいとお

話しになった。

9
2014 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

　最初の講演者として、自然科学研究機構 研究力強化推

進本部 特任教授の小泉 周先生からお話しを伺った。小泉

先生は、生理学研究所勤務時には研究所の広報を一手に

引き受けて活動された。特に、研究とジャーナリズムの

両方を理解して橋渡しする役目を担われ、生理学研究所

で行われている、ともすれば難解な脳科学研究を咀嚼し、

判りやすく魅力的なプレス発表に尽力された。そのよう

な経験に基づき、研究成果を “ 正しく ” 社会に伝えるため

には、どのような点に注意が必要か、研究者側がしなけ

ればならないことなどを、健常小児における海馬体積と

睡眠の長さとの相関を「寝る子は育つ」といったやや短

絡的なキャッチコピーで報道されてしまうような実例も

交え、幅広く講演していただいた。“ 間違い ” と “ 真実 ” の間には大きなギャップがあり、研究成果は（必ずしも真実

そのものではなく）そのギャップのどこかに位置すると仮定すると、個々の科学者の考える “ 正しい ” ことは科学者

ごとに微妙に異なる。個々の科学者の提唱するユニークボイスではなく、研究分野の多くの科学者が “ 正しい ” と思

うグループボイスを明示する必要がある、というご意見は研究者にとって誠に腑に落ちるものであり、そのようなグ

ループボイスをまとめる機能こそ、包括脳ネットワークの重要な役割であると考えさせられた。対話型サイエンスカ

フェのようなプラットホームの構築も必要であるとご提言いただいた。

　次に、ファルメディコ株式会社 代表取締役 狭間研至先

生にご講演いただいた。元々外科医として一線で活躍さ

れていた狭間先生が、薬局経営を始められた経緯や、薬

局からはじめる地域医療イノベーション（薬剤師が血圧

測定や聴診器を用いた診察をも担う地域医療システムを

開発した）に至るまでのお考えを披露された。薬剤師は、

薬学部において薬理学・薬物動態学・製剤学などを学び、

処方薬剤の患者に対する影響を考えることを身につける

が、実際の薬剤師業務では調剤・服薬指導・薬歴管理ま

でがほとんどであり、処方された後の事象に対して学ん

だことが仕事に生かされていない。そこで、薬剤師の真

の専門性を生かすために、薬剤師が患者を診察するとい

う地域医療システムを開発し、業務に処方後のチェック・プランニングも取り込むことで、有害事象を減少させたと

いうお話しであった。「Why から始めよ」（経営理論家 Simon Sinek の提唱するコンセプトで、優れたリーダーは行動

を起こす前に、目的や動機などの your Why を明確にするべきというもの）という言葉が印象的であった。
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　３番目の演者である星野達也先生は、株式会社ナイン

シグマ・ジャパン ヴァイスプレジデントとして、企業の

ニーズと大学の研究者のアイデアや技術とを結びつける

マッチングを業務にしている。製薬企業から創薬シーズ

の募集や、NFL（アメリカ・フットボール・リーグ）が依

頼してきた脳損傷対策プログラムなど、具体的な企業ニー

ズを提示しながらのお話は、普段余り聞く機会のないも

ので大変興味深かった。例えば、NFL の脳損傷対策プロ

グラムに対して、世界中から 400 程度の応募があったが、

日本からは 5 人と非常に少なく、十二分に自信がないと

応募しないという日本人の文化的特性が影響している可

能性が指摘された。日本の脳研究者の技術や知識、アイ

デアは世界的に期待されており、多少不充分な面があっても積極的に提案して欲しいし、自分の研究成果を企業のニー

ズに合わせる工夫も重要である、という提言をいただいた。

　次にご講演いただいた本田圭子先生は、近年いくつ

かの大学で設立されている TLO（Technology Licensing 

Organization, 技術移転機関）の先駆けである東京大学

TLO で、取締役かつ弁理士として活躍されている。前の

演者の星野先生と同様に、大学研究者の技術と企業とを

橋渡しする仕事をしているが、より大学研究者に近い立

場からのお話しであった。すなわち、大学の研究者が新

しい発見・発明をした場合、発明の早い段階からコミュ

ニケーションをとって研究内容に対する十分な理解と洞

察を行い、企業が欲しいと思うような発明に発展させる。

さらに、出来上がった発明を企業にうまく伝達して、実

用化などの社会還元を行っている。そこには、最近のノー

ベル賞の多くが実用的なものに与えられていることからもわかるように、研究者の使命が以前のように教育や研究だ

けではなく、社会還元（出口）が求められるようになってきている、という信念があるように感じられた。ただし、

実用化などの社会還元は優れた研究により達成されるので、結局は、研究者の研究成果の質が重要であることは当然

で、研究者が研究に専念できる環境をつくっていきたい。TLO の目指すところは「お見合いのおばちゃん」と述べら

れた。年間 600 件くらいの申請数があり、300 － 400 件が国内特許出願、200 件程度が出願契約に至り、数十件が

ライセンス契約に到達するという実態を、具体例とともに展示され、大変興味深かった。

11
2014 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

　最後に、東京大学 総合文化研究科 科学史・科学哲学教

授の信原幸弘先生にご講演いただいた。信原先生は、科

学哲学や科学リテラシーを専門としておられ、今回のサ

イエンスコミュニケーションのテーマの 1 つ「社会の脳

研究リテラシーを高めるにはどうすべきか」に正に合致

した研究をなさっている。大学の授業では、上記に加え

て心の問題や心の哲学も扱っており、脳科学の倫理・リ

テラシーについて系統的にお話しをされた。本来 1 年間

をかけて講義する内容を要約することは容易ではないが、

脳科学リテラシーの講義の実践として、市民の生活と社

会にとって重要な脳科学の基礎的な知識を身につける方

法論から、脳科学リテラシーは何故必要か？という問い

かけに対して、目指される社会像は社会・行政が設定し、研究社会はそれに制約される。すなわち、一般市民の脳科

学リテラシー向上＋脳科学者の社会リテラシー向上こそが、有効な科学コミュニケーションの形成につながる、とい

う意見は貴重だと思われた。さらに、専門知と日常知の違いを挙げられた。研究成果を市民に説明するにあたり、あ

まりに簡略化してしまうと、真意が伝わらない（欠如モデル）が、科学の専門知は、専門的文脈でのみ理解される（知

識は文脈依存的である、という文脈モデル）ものなので、一般社会で理解されうる日常知の文脈への変換が必要である。

それには、専門知と日常知のどちらも持った人材が必要と語った。また、日常知に変換された科学の専門知は、市民

にとって、持たなくても生きていけるが、よりよい生に必要だ、という意見が印象に残った。

　最後に、会場も交えての総合討論を行った。原子力発電所問題でのジャーナリズムの取り上げ方など、さまざまな

問題が討議されたが、研究成果の発信にはサイエンスコミュニケーターが必要であり、包括脳にコミュニケーター機

能が盛り込めないか？（北海道大学・渡辺先生）というご意見には、皆がうなずくものがあった。サイエンスコミュ

ニケーションの時間帯に、他の包括脳の活動が同時進行していたこともあり、参加者は必ずしも多くはなかったが、

非常に有意義な討論であったとの意見が多かった。もし興味を持たれた場合は、ネット配信の録画（http://www.

ustream.tv/channel/science-communication2014）を是非ご覧になっていただきたい。

脳研究の成果を
正しく社会に伝えていくために

全プログラムを NIJC のサポートをうけ Ustream から

生中継を行いました。

等先生から紹介がありましたとおり、現在インターネッ

トの録画放送をご覧いただけます。

http://www.ustream.tv/channel/science-communication2014
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新学術領域

長谷川・笠井領域

「共感領域」「自己制御精神領域」合同若手育成シンポジウム
　安藤俊太郎

　去る 12月 13日（土）、新学術領域研究「共感領域」（長

谷川寿一領域代表）と「自己制御精神領域」（笠井清登

領域代表）の合同若手育成シンポジウムが東京医科歯科

大学において開催された。共感性と自己制御機能は、個

人が社会の中で協力して生きていくための人間形成支援

に欠かせない両輪であるという共通軸のもと、同領域か

ら若手研究者による研究発表が 3演題ずつ出され、領

域外からの参加者多数で大部屋にもかかわらず立ち見参

加者も出る中、活発な質疑応答が行われた。発表内容は、

共感性の神経メカニズムを追及する研究から進化的解明

に迫るもの、自己制御機能の神経メカニズムを個体行動

や脳画像解析によって解明する研究から集団を縦断追

跡する疫学研究など、手法や視点が多岐にわたるもので

あったが、相互の関連性、連携による応用可能性が随所

に感じられ、今後の共同研究への発展が各所に見込まれ

るシンポジウムであった。さらに、最終討論において一

橋大学の山岸先生より、人文・社会科学と神経科学と臨

床医学の共同についての鋭いご指摘により、真の総合人

間科学に向けた両者の連携について、出席者一同があら

ためて考えさせられるという一幕があった。さらに、群

馬大学の福田先生より、精神科医の視点から、日々個別

の人生の重みに向き合う際の複層的な心の捉え方、個人

と社会の関係を見ていくことの重要性についてご指摘が

あり、総合人間科学の発展を志す研究者への励みとなっ

た。今回のシンポジウムは、人文・社会科学と神経科学

と臨床医学の連携を大いに刺激するものであり、これら

の融合領域を担う若手研究者を育成する企画として成功

であったといえよう。

包括脳ニュースレター（包括脳ネットワーク冬のシンポジウムの特集号）に寄せて

13
2014 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

新学術領域

喜田・齊藤領域

「マイクロ精神病態」「記憶ダイナミズム」

2 領域合同若手シンポジウム 東京都医学総合研究所　齊藤実

　包括脳冬のシンポジウムにおいて「マイクロ精神病態」

「記憶ダイナミズム」２領域合同若手シンポジウムを開

催した。精神疾患の背景 にある回路・シナプス・分子動

態の変容を探る新学術領域「マイクロ精神病態」と、認

知機構を生み出す神経回路・シナプスさらに 分子機構の

動態を解明する新学術領域「記憶ダイナミズム」で研究

を展開する新進の若手研究者を紹介すると共に、彼らの

研究から期待される精神疾患、認知機能研究のブレーク

スルーについて発表してもらった。領域内のみならず領

域外からも参加者があり、立ち見が出る盛況であった。

精神疾患は認知機能の障害をともなうことが多いことを

鑑みると、認知機能の仕組みの理解を経て精神疾患の解

明が進むともいえる。また純粋な神経科学のテーマとし

ても精神医学と記憶が多くの興味を引いたものと思われ

た。本シンポジウムの目玉は既成の概念に対して、パ

ラダイムシフトに繋がる研究成果、新たな研究テーマや

解析技術の創出を生み出した研究の成果を、研究の当事

者に紹介してもらうことで、シンポジウムに参加した研

究者に新たな視点や研究に対する考察を導入し、刺激を

得てもらいたいというものであった。シンポジウムの後

場所を移してランチを食べながらの意見交換会となった

が、より自由な雰囲気で質問やコメントが発表者にされ

たり、研究者同士がお互いの研究紹介や課題などを話し

合うことが出来、大変好評であった。
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新学術領域

山森・岡澤・能瀬領域

「大脳新皮質構築」「シナプス病態」「メゾ神経回路」

3 領域合同公開シンポジウム
山中章弘

　包括脳ネットワーク冬のシンポジウム (12

月 11 − 13 日 ) の最終日の 12 月 13 日に、平

成 26 年度で終了する神経系の 3 領域の合同公

開シンポジウムが行われた。一般市民も対象

とした公開シンポジウムということで、各演

者の話はとても分かりやすく、分野間の相互

理解にちょうど良かった。合同シンポジウム

は、各領域計 1 時間の持ち時間で進められた。

各領域代表が最初の 15 分間で領域の研究内容

と主な成果などを報告し、続いて各領域から

選りすぐりの 1 名の代表研究者が 45 分間の研

究紹介を行った。個人の勝手な妄想であるが、

このシンポジウムは一見穏やかな雰囲気では

あるものの、領域の集大成を披露する他流試

合のような、張り詰めた雰囲気が若干感じら

れた（様な気がした）。

　まず、トップバッターは山森班（大脳皮質

構築）であり、京都大学ウイルス研究所の影山龍一郎先生が「多分化能と運命決定における bHLH 因子のダイナミッ

クな制御」というタイトルで発表された。影山龍一郎先生は大変優しい語り口で多分化能と運命決定における遺伝子

発現の振動の重要性をお話された。影山先生は、私が所属していたさきがけ領域（脳神経回路）のアドバイザーでも

あり、同じさきがけ研究者仲間の今吉さんが中心に行った研究を発表されたので、ある程度は研究内容を知っていた

ものの、改めて全体を通して研究のお話しを聞くことで研究の流れなどが大変よく理解できた。研究内容の素晴らし

さはさることながら、さすがと言うべき安定感のあるトークでした。

15

　次に、我らが能瀬班（メゾ神経回路）を代表して、基礎生物学研究所の松崎政紀先生が「大脳皮質運動野メゾ神経

回路の 2 光子イメージング」というタイトルで発表された。松崎先生は最先端の二光子脳深部イメージング技術を用

い、運動学習によって運動が最適化されていく過程がどのような神経回路によって担われているのかを示された。こ

の実験では、マウスを用いて、前足でレバーをぐいっと引いて一定時間ホールドすると報酬として水がもらえるとい

う運動を学習させるのである。何日もトレーニン

グさせて、運動学習が成立するときに神経活動が

どのように変化するのかを毎日記録するというの

だ。また、データ整理の過程では、経済学で使わ

れる難しい関数を使っているとのこと。自分には

十分理解できなかったが、松崎先生ならではのア

プローチで感銘を受けた。

　さて、トリを務めるのは、岡澤班「シナプス病態」

の井上治久先生が「神経疾患研究における iPS 細

胞技術の応用」というタイトルで発表された。iPS

技術を用いた疾患モデリング、筋萎縮側索硬化症

の治療薬のスクリーニング、アルツハイマー病の

メカニズムに関する報告が行われた。フロアから

の質疑も終わり、誰もが合同シンポジウムはそろ

そろお開きかと思った時、この合同シンポジウム

一番の緊張の瞬間が突如やってきた。座長を務め

ていた領域代表の岡澤先生から想定外の厳しいコ

メントによって、会場の空気が一瞬張り詰めた様な気がした。私の記憶では、井上先生の iPS 技術の応用については

発展途上であり、新しい手がかりを得るためにもこれから頑張っていこう、という力強いメッセージだったように思

われる。十分業績があがっている領域の最終段階においても手綱を緩めずに次の研究に繋げていこうという領域代表

の心意気を垣間見せて頂き、大変勉強になりました。私の所属するメゾ回路領域も残すところあと 3 ヶ月であるが、

気を引き締めて研究成果を出したいと思いながら寒風の中、帰路につきました。各領域代表の先生方、ご発表された

先生方、ご参加頂いた関係者の皆様、合同シンポジウムありがとうございました。

2014 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集
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包括脳キャリアパスセミナー

「博士号を取得することで広がる多様な可能性 

- 博士号を取ることで人生何が変わるのか？ -」の開催を終えて
群馬大学大学院医学系研究科神経生理学分野　今野歩

　昨年・一昨年に引き続き、平成２６年度の包括脳のキャ

リアパスセミナーの企画・開催に平井宏和教授の補佐役

として関わらせていただきました。私自身は３回目、平

井教授に至っては５回目の開催ということもあり、今回

は総まとめのような企画にしようと考え、多種多様な経

歴を持つ演者を講師として招き、「博士号を取得するこ

とで広がる多様な可能性 - 博士号を取ることで人生何が

変わるのか？ -」と題したセミナーを実施しました。

　１人目はシュプリンガー・ジャパン株式会社の高山清

彦先生から「博士号と学術出版社という選択肢」と題し

たご発表をいただきました。研究者と極めて関係の深い

科学論文誌を出版する立場にありながら、博士号取得者

が選ぶ進路として、比較的選択肢に上りづらいと思われ

る出版社。その中において、博士号を取得した経験がど

のように役立ち、博士持ちがどのように思われるのかを、

とくに英語での発表、論文作成経験を中心に分かりやす

くご発表下さいました。２人目は公益財団法人東京都医

学総合研究所において、研究部門から知的財産活用セン

ターに内部転職された、橋本雅史先生からのご講演をい

ただきました。業務内容のお話の他に、研究者から現在

の職に変わり、プライベートな時間が増えたことによる

生活の変化に関するお話がとても印象的でした。３人目

は製薬関連企業であるイーピーエス株式会社において、

統計解析を担当されている角田吉昭先生からのご講演で

した。角田先生からは、中途採用の具体例や転職エージェ

ントの選び方など、より具体性の高いお話を聞くことが

できました。前半の３名はいずれもアカデミア以外の進

路に進まれた方からのご講演であり、このような機会で

ないと聞くことのできない貴重なお話を聞くことができ

ました。大学院生や転職を考える若手研究者にとって、

有意義な情報が得られたのではないかと思います。

　後半はアカデミアで PI ポジションを取られた２名の

先生にご講演をいただきました。１人目は、ごく最近東

洋大学生命科学部の教授になられた児島伸彦先生から、

先生自身のキャリアパスにおけるターニングポイントと

なるいくつかの転職についてのお話をいただきました。

特に印象的だったのは、内部昇格がないとの理由から、

テニュアの職（助手）を手放して、ポスドクになられた

というエピソードでした。アカデミアの世界では、時に

はそのようなリスクのある選択をすることが、その後の

キャリアにつながることがあるのだと感じました。最後

は同志社大学脳科学研究科・教授の高森茂雄先生からの

ご発表でした。高森先生はまさに歯に衣着せぬ物言いで、

時にジョークを交えながらのとても面白いご講演で、話

に魅了されました。それでいて、アカデミアでのキャリ

ア形成において、重要な視点が数多く含まれており、と

ても勉強になりました。例えば、「PI まではポスドクと

して行くラボが重要、若手 PI 時代はメンターが重要、テ

ニュア教授は環境が重要」という言葉はとても印象に残

りました。
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　講演後は、平井先生とすべての演者を交えてのパネ

ルディスカッションの時間を設けました。最終日の午

後ということもあり、参加人数に不安を感じていまし

たが、多数の大学院生を含む多くの方にお集まりいただ

き、パネルディスカッションにおいてもフロアーから積

極的な参加がありました。キャリアパスに関する様々な

質問が出るなか、最後には「博士号は PhD= Doctor of 

Philosophy 哲学博士という意味だが、実際に博士号を取

ると哲学を理解することができるのか？」といった、ま

さに哲学的な ( ？ ) 質問が、博士課程の大学院生から飛

びだし、フロアにいらしたシニアの先生方も交えた大き

な議論となりました。必ずしも結論のようなものは出ま

せんでしたが、「博士号を取得するまでに、莫大な時間

を費やして実験を行い、様々な議論を行い、研究成果を

まとめるという過程の中で身についていく、論理的思考

能力が哲学を理解するためのスタートとなり得るのでは

ないか」というのが、最も多くの参加者が納得した答え

の１つだったのではないかと思います。

　私自身、ここ数年キャリアパスセミナーの運営側とい

う立場になってはいますが、実際はキャリアパスの道半

ばにいる身です。そのため、このようなキャリアパスセ

ミナーは毎回大変勉強になっています。今後ともこのよ

うな企画を継続していくことが、若手の育成のために重

要なのではないかと思います。また、最後になってしま

いましたが、今回のセミナー開催にあたり、橋本雅史先

生と角田吉昭先生をご紹介いただいた、東京都医学総合

研究所の星英司先生に感謝申し上げます。星先生のご紹

介がなければ、今回の多様な進路選択をテーマにしたセ

ミナーは実現できませんでした。この場を借りて御礼申

し上げます。
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包括脳精神疾患拠点・正常拠点合同 MRI チュートリアル

東京大学 　森田健太郎／東京大学　笠井清登

　平成 26 年 12 月 13 日（土）、東京大学医学部附属

病院にて、『包括脳・MRI 脳画像解析チュートリアル』

を開催いたしました。包括脳精神疾患拠点・正常拠点

合同で 2011 年 1 月に始まったこのプログラムは、今

回で開催 7 回目となり、その中でも実際のパソコン操

作を参加者とともに行うハンズオン形式のチュートリ

アルは今回で 4 回目の開催となりました。

　脳画像解析は生体内での脳の形態や機能を知る上

で、今や不可欠な研究手法となっております。精神 •

神経医学における疾患の病態解明や診断治療から認知

心理学や行動経済学に至る様々な分野で用いられ、そ

の方法論も日々進歩しています。本チュートリアルで

はこのような方法論について学ぶ場を提供するととも

に、研究者間の交流や情報共有の場を提供することを

目的としています。

 

　チュートリアル開催にあたり、参加者のニーズによ

り答えられるように毎回アンケートの結果に基づく

ブラッシュアップを行って参りました。これまで好評

を 博 し て き た Voxel-based morphometry（VBM） や

Diffusion tensor imaging（DTI）の講座に加え、今回

は新たに、参加者より希望の声が多かった Resting-

state functional MRI（rsfMRI）の講座も開催すること

としました。午前に「VBM 実践編」と「Linux 入門／

DTI TBSS」の 2 講座、午後に「rsfMRI 概論」と「DTI 

tractography」の 2 講座、計 4 講座を開催し、あわせ

て 130 名の方にご参加いただきました。
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　「VBM 実践編」では根本清貴先生（筑波大）、川口淳

先生（京都大）、山下典生先生（岩手医大）に講師を務

めていただきました。参加者はデータセットを用いて自

身の PC で VBM 解析操作を実行し、また、なかなか学ぶ

機会の少ないデータの品質管理や解析の背景にある統計

学的理論について学びました。「Linux 入門／ DTI TBSS」

と「DTI tractography」では青木茂樹先生（順天堂大）、

下地啓五先生（東京都健康長寿医療センター）、福永一

星先生（順天堂大）、吉田茉莉子先生（順天堂大）を講

師としてお招きし、参加者に DTI 解析を体験していただ

きました。さらに、より理解を深め知識を応用する上で

必要となる Linux の基礎知識からスクリプト処理に至る

まで、先生方にご教授いただきました。「rsfMRI 概論」は、

おそらく日本で初めて行われた rsfMRI のチュートリア

ルになります。比較的新しく、かつ有用性が期待される

rsfMRI については、福永雅喜先生（生理研）と八幡憲明

先生（東京大）にお教えいただきました。研究に必要な

設備や多施設共同研究などで用いられている撮像のプロ

トコル等をご紹介いただき、また参加者自身が解析プロ

グラムを PC 上で実際に動かすことで、その使い方や基

礎の理論について学びました。

　

　今回のプログラムにおいても、経験者のみならず、こ

れから脳画像解析を始める初心者の方にも多数ご参加い

ただきました。このチュートリアルが、日本における脳

画像解析研究の発展・活性化に繋がってゆくと共に、技

術や知識の標準化によって多施設・多分野の共同研究の

礎となっていくことを願っております。次回は 2016 年

1 月に、脳画像解析チュートリアルの開催を予定してお

ります。たくさんの方々のご参加をお待ちしております。

　この場を借りて、このようなチュートリアルの開催・

継続のためご尽力いただいている講師の先生方、チュー

ターの先生方に厚く御礼申し上げます。
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包括脳精神疾患拠点・神経疾患拠点死後脳研究チュートリアル

　─ 神経疾患拠点開催報告

東京都健康長寿医療センター神経内科・バイオリソースセンター・

神経病理（高齢者ブレインバンク）部長　　村山繁雄（精神疾患拠点）

　 私 の 留 学 先 だ っ た University of North Carolina at 

Chapel Hill では、神経病理部門が死後剖検固定脳を肉眼

的に評価するブレインカッティングを統括し、医学生に

神経病理教育を行う以外に、研究者の神経病理学的コン

サルテーションを引き受け、研究を推進する役割を担っ

ていました。実際ブレインカッティングや、医学生への

神経病理の授業内容は、神経科学者の観点からみても参

考になるだけでなく、授業単位がとれるかたちとなって

いました。

　私は母校の東京大学でのブレインカッティング指導を

1995 年から引き受けておりますが、大学院生の実習単

位として認められています。また神経病理の講義を基礎

系大学院生に行っています。しかし米国にみられるよう

な自由な交流とは差があるのは問題と考えています。

　私達は包括脳の機会を用いチュートリアルを行ってき

ました。顕微鏡実習から、昨年度はブレインカッティン

グ実習、今年はじめて臨床病理カンファランス（clinical 

and pathological conference: CPC）をとりあげました。

CPC はひとつの疾患の全経過をできるだけ正確に記載

し、なくなられた後ご遺族同意の元に病理解剖を行い、

最終神経病理診断と対応させることで、臨床に還元して

いく作業であり、医学の発展を支えてきた根幹となる方

法論です。我々はさらにブレインバンク登録同意を得る

ことで、研究リソース構築をおこなっています。

　今回、双極性感情障害の既往を持ち、途中よりパーキ

ンソン症状を呈された方を呈示し、最終神経病理診断が

皮質基底核変性症というタウオパチーであった症例を呈

示させていただきました。精神疾患と神経疾患のブリッ

ジをするような症例として、聴衆の興味も高く、たくさ

ん質問をいただきました。

　今米国ではアメリカンフットボールや従軍に伴う慢性

外傷性脳症により脳にタウが蓄積し、気分障害をおこす

ことが大問題となっており、ブレインバンクを用いた神

経病理研究に関し、我々のところにも照会がくるような

状況となっています。

　現在理化学研究所加藤忠史先生に臨床病歴をチェック

していただくことで、気分障害に関する死後脳リソース

の構築を、国立精神・神経医療研究センターと協力しな

がら取り組んでいます。精神疾患と神経疾患の区別は、

20 世紀初頭のドイツ神経科学の区分で、脳を検索して診

断がつくものが神経疾患、つかないものが精神疾患とさ

れた歴史があります。ただ、精神疾患については神経病

理診断法がまだ分からないだけであるというのが我々の

立場です。欧米のように、多くの神経科学者が、精神神

経疾患の死後脳研究に携われるインフラストラクチャー

を構築するのが私達の役割と考え、日々努力を行ってい

ます。

21
2014 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

包括脳精神疾患拠点・神経疾患拠点死後脳研究チュートリアル

　─ 精神疾患拠点開催報告

富田博秋、笠井清登（精神疾患拠点）

　平成 26 年 12 月 13 日（土）9 時 00 分 ～ 16 時 40

分に 2014 年度包括型脳科学研究推進支援ネットワーク

冬のシンポジウムの精神疾患拠点 - 神経疾患拠点企画と

して、東京医科歯科大学湯島キャンパス 3 号館 4 階顕微

鏡実習室で体験学習型死後脳研究チュートリアルを開催

しました。このチュートリアルは平成 23 年以来、精神

疾患拠点と神経疾患拠点とが個別に開催を行っていまし

たが、平成 25 年度以降は両拠点が連携して合同の企画

として開催しているものです。人の脳構造・機能や精神

神経疾患病態の解明に繋げていくことを目標に、モデル

動物などを対象とした基礎研究に取り組んでおられる神

経科学領域の研究者は多いと思われます。マウスなどの

脳は見慣れていても人の脳には接する機会がなく、その

研究となるとハードルが高いと感じておられる研究者に

ご参加頂くことで、人の脳の構造や組織の成り立ちを理

解し、死後脳研究を倫理的、技術的に適切に遂行する上

での基本的な知識や留意点を把握して頂く一助になれば

という狙いで、会場などの状況が許す限り可能な範囲で

実習を盛り込んで企画を行っています。本年度は東京医

科歯科大学大学院精神行動医科学分野の西川徹先生を始

め同大学の方々のご高配、ご尽力により、顕微鏡実習室

での脳組織実習を行うことができました。

　チュートリアルでは、まず、名古屋大学の入谷修司先

生により「精神科疾患の脳組織研究の方法論～形態から

伝達物質まで～」と題して、精神神経疾患の死後脳研究

の歴史、背景から今日の研究の動向に至るまでが見渡せ

るよう具体的な事例に触れながら丁寧に講義がなされま

した。続いて、東京都健康長寿医療センターの村山繁雄

先生による「模擬臨床病理検討会」が行われました。臨

床 病 理 検 討 会（Clinico-pathological conference：CPC）

とは、医療の現場で臨床医と病理医などが臨床所見と病

理解剖所見を突き合わせて症例検討を行うものですが、

精神神経疾患に当たっても神経病理学的所見に基づいて

器質性病変が生前の臨床病態に及ぼした影響を検討する

ことは重要です。村山先生が運営される高齢者バイオリ

ソースセンターでの取り組みも交えての模擬の臨床病理

検討会を通して、死後脳研究を行う上で神経病理学的評

価が如何に重要であるかの認識を深めることができまし

た。その後、都合のつくほとんどの参加者が講師と共に

昼食会場に移動し、昼食を取りながら、参加者間や講師

との間の情報交換や交流が行われました。

包
括
型
脳
科
学
研
究
推
進
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

285



22

　午後からは、２グループに分かれて、香川大学の池田

研二先生と筑波大学の新井哲明先生とによる顕微鏡実習

が行われました。少人数制の強みを活かして、受講者の

基礎知識や顕微鏡の操作経験や関心に応じて、顕微鏡操

作や脳組織切片の見方の基本から、神経変性疾患などの

神経病理所見の見方について、各 70分ずつ合計 140 分

に渡って実習が行われました。最後に、福島県立医科大

学の國井泰人先生と松本純弥先生によって「死後脳研究

の応用の可能性」のタイトルで、同大学の精神疾患ブレ

インバンクの取り組みの紹介から、プロテオミクス、メ

タボロミクスなどのオミックス研究への展開についての

講義がなされました。顕微鏡実習のプレパラートのセッ

トの数に限りがあるため、10 名の定員で応募をしまし

たが、定員を超す応募を頂き、最終的に講師用プレパラー

トを利用して 11 名の方に受講して頂きました。終日の

プログラムでしたが、休憩時間も含め最後まで熱心に実

習、質疑、討論が行われました。

　このような講習会の開催を通して、また、包括脳精神

疾患拠点で行っている個別の研究支援を通して、死後脳

研究に関心を持つ研究者や死後脳研究を取り入れる研究

者が増え、また、本邦のブレインバンク整備に繋げるこ

とができればと思います。文末になりましたが、会場使

用にご高配を頂いた西川徹先生をはじめとする東京医科

歯科大学の皆様、企画にご参画頂いた福島県立医科大学・

丹羽真一先生、理化学研究所脳科学センター・加藤忠史

先生、包括脳冬のシンポジウム運営スタッフの皆様、講

師の先生方、熱心にご参加頂いた参加者の皆様に厚く御

礼申し上げます。

平成 27年 1月 26日

包括脳ネットワークNewsLetter　No.7

代表者：木村實

事務局：高田昌彦　渡辺雅彦

編　集：原田彰宏　宮川剛

若手優秀発表賞

2014 年度包括型脳科学研究推進支援ネット

ワーク冬のシンポジウムでは、若手研究者に

よるポスター発表の中から特に優れた発表に

対して、若手優秀発表賞を授与しています。

受賞された 16 名をホームページで紹介して

います。

https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id=2548
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包括脳の発展を願って

リソース・技術開発委員会委員長

三品昌美（立命館大学総合科学技術研究機構）

　包括型脳科学研究推進支援ネットワーク（包括脳）

は平成 22年度から平成 26年度までの 5年間に 1,000

件を超える支援を行ってきました。これらの支援の成

果が優れた論文として結実してきているのは誠に喜ば

しいことです。包括脳の支援活動を担ってきた多くの

第一線の研究者に深く感謝いたします。

　包括脳の支援は科学研究費補助金により脳研究を展

開している全ての研究者に開かれてきました。包括脳

ネットワークには約 2,100 名の研究者が加わり、夏の

ワークショップには毎年 700~800 名が参加してきまし

た。アンケート調査によれば、包括脳の支援活動に対し、

最先端の研究手法に関して懇切丁寧な技術指導を受け

られる、個人レベルでは困難な解析を比較的短時間で

行える、貴重な高品質の資料の提供を受けられる等の

評価する声が多く、発展的継続、支援拠点の強化、支

援経費の拡充、分担機関を増やす等を希望する意見が

寄せられています。このように包括脳の活動は多くの

研究者に支持されてきました。

　研究にオリジナリティが重要であることは自明です。

脳と心の解明を目指す神経科学が様々な方法論の開発

により大きく進展した結果、遺伝子−分子−シナプス

−神経ネットワーク−脳システム−ヒト−社会の多階

層を貫く統合的な研究が当然とされるようになってき

ました。個々の研究者の発想で独自の研究を一人で展

開するというのが本筋ですが、独自の発見を論文とし

て発表する際には、様々な技術が必要な多様なレベル

の解析が要求されるというのも現実です。包括脳の活

動は、多階層の解析が要求される現代において個々の

研究者の発想と独自性を生かすために有効であること

が多くの研究者の支持を集めた所以であると思われま

す。

　我が国の脳科学の発展のためには、個々の研究者に

基盤的研究費を補助するだけでなく、個々の研究者の

独自性を活かして統合的研究に発展させる仕組みが必

要です。包括脳の試みが出発点となって、先端的な研

究者の相互作用によるブレイクスルーも可能にする新

たな科学研究費のシステムが生まれることを期待しま

す。
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包括脳ネットワーク

リソース ・技術開発支援活動

リソース・技術開発支援委員会

　包括脳ネットワークでは、先端的な技術開発や研究リソースを必要としている研究者を幅広

く支援するために、全国 13 カ所に設置した拠点を中心に、研究支援活動を展開しています。

　個々で進めることが難しい研究も、包括脳ネットワークの支援を活用することにより、実現、
進展がかない様々な成果に結びついています。
　平成 26 年 12 月に開催した包括脳ネットワーク冬のシンポジウムでは、リソース・技術開発
支援を受けた研究者の中から 45 名に、その成果についてポスター発表をしていただきました。

　本特集ではリソース・技術開発支援を受けてみての感想や印象、研究成果に結びつくまでの
過程、発表内容の詳細、支援をする側からの意見など、発表者のうち 29 名の研究者に様々な
視点からご執筆いただきました。

　例年支援公募を 4 月末から 6 月末に行なっています。今号のニュースレターを参考に皆様の
研究にご活用頂ければと思います。

・脳画像統計解析チュートリアルの開催

・個々の脳画像研究の支援

・研究目的の脳 MRI 撮像法の標準化

・データベース作成の基盤整備

・神経画像・DNA データリソースの利用による

精神疾患の病態解明研究

・神経画像データ解析支援

・死後脳データリソースの利用による精神疾患の

病態解明研究

・死後脳データ解析支援

・リソースの構築

・研究に最適のリソースの提供を、オーダーメー

ドで対応

◆光技術
　　尾藤拠点

◆ウイルスベクター
　　岡戸拠点

◆神経細胞プロテオミクス
　　貝淵拠点

◆脳機能分子発現解析
　　渡辺拠点　

• 世 界 最 速・ 高 感 度 Ca2+ イ ン デ ィ ケ ー タ ー

R-CaMP2 などを筆頭とするシグナル伝達可視化

光プローブの普及・供給を推進

• 脳切片や個体脳におけるチャンネルロドプシン

やケージド光プローブによる神経活動の光操作

や、これと組み合わせた電気生理学的測定・神

経活動イメージングについての先端技術の普及

支援

• 汎用性の高いウイルスベクターの供給支援

• 新規アデノウイルスベクターを活用した支援

• 依頼されたウイルスの作製、供給支援

• 脳研究者から幅広く支援要請を公募し、実験手

法の相談、解析といったプロテオミクス解析の

支援を行う

• 最先端のプロテオミクス技術を提供

• 特異性のある高品質抗体の効率的な作製と、こ

れを用いた先端的脳科学研究の促進

•in situ ハイブリダイゼーション、共焦点レーザー

顕微鏡を用いた蛍光多重染色解析、包埋前免疫

電顕解析、包埋後免疫電顕解析、凍結超薄切片

を用いた免疫電顕、凍結割断レプリカ免疫電顕、

電顕による超微細形態解析など、最先端の神経

形態学的解析支援

•C57BL/6 純粋遺伝的背景を持つコンディショナ

ルノックアウトマウスなど遺伝子改変マウス作

製に取り組むプロジェクトを支援 

• ベクター構築のノウハウや技術的支援、キメラ

マウスの作出までを受託

•Flp、Cre 各リコンビナーゼマウスなどのドライ

バーマウスや各種のレポーターマウスの供与

トランスジェニックラットを作製し、系統化す

るとともに、申請者と協力し、解析の援助を行

う

• ゲノム編集技術を応用したノックアウト・ノッ

クインラット作製のための技術開発

• 神経疾患病態モデルの開発と解析支援

• 神経細胞の活動を可視化あるいは操作する新規

プローブの検証の支援

• 網羅的行動テストバッテリーによる解析支援

• 興味深い表現型が得られた系統について、バッ

テリーには含まれない in-depth 解析を行う

• 最新の微細加工・集積化技術を用いた多機能マ

ルチ電極により脳機能を多元的 / 立体的に計測・

操作する技術を提供

◆マウス作製支援活動 
　　﨑村拠点

◆トランスジェニックラット開発支援活動
　　小林拠点

◆ショウジョウバエと線虫の開発支援活動 
　　上村拠点

◆系統的脳機能行動解析支援活動 
　　宮川拠点　

◆神経生理研究リソース支援活動 
　　虫明拠点　

ヒト脳機能画像解析・
ブレインバンク支援活動

光遺伝学・機能分子
イメージング解析支援活動

先進モデル動物・システム・
行動解析支援活動

光プロービング研究支援活動

脳分子プロファイリング開発支援活動

◆ヒト正常脳画像解析支援活動
　　青木拠点

◆精神機能およびその障害の脳画像・
　脳組織リソース提供・解析支援活動
　　笠井拠点

◆日本神経科学ブレインバンク
　ネットワークの構築
　　村山拠点

2011 年度～ 2014 年度
脳分子プロファイリング開発支援活動

◆グリア機能解析
　　井上拠点

4

　　村山拠点

長谷川成人

東京都医学総合研究所

　多くの神経変性疾患には、疾患を定義付けるような

特徴的細胞病理が認められ、その分布や広がりと臨床

症状に密接な関係が認められる。これらの病変を形成

する異常タンパク質がプリオン様の性質を持ち、正常

分子を異常型に変換しながら増殖し、細胞間を伝播し

て広がり、脳細胞を変性させると考えると、病気の発

症、進行メカニズム、回路選択性などが説明できる。

これを実験的に証明するため、村山拠点の高齢者ブレ

インバンクから、神経病理学的解析がなされた剖検脳

の提供を受け、アルツハイマー病患者のタウ、レビー

小体型認知症患者のαシヌクレイン、前頭側頭葉変性

症や ALS 患者に蓄積する TDP-43 について生化学的

性質や異常構造の解析を行った。その結果、これら実

際の患者脳に蓄積する異常タンパク質が培養細胞に発

現した同種のタンパク質を異常型に変換、蓄積させる

プリオン様の性質を有すること、またαシヌクレイン

に関しては、野生型マウスの脳に接種すると種の壁を

越えて内在性マウスαシヌクレインが異常型に変換さ

れ、病変が神経回路を介して脳内に広がることを実証

することに成功した。(Tsuji et al, Brain 2012, Masuda-

Suzukake et al, Brain 2013, Nonaka et al, Cell Rep 

2013, Hasegawa et al, Acta Neuropathol 2014). 図は病

型の異なる患者脳から分離した線維化 TDP-43 を培養

細胞に導入すると細胞内の正常 TDP-43 が導入した異

常 TDP-43 と同じバンドパターンをとって蓄積するこ

とを示す。

神経変性疾患の細胞病理を形成する異常タンパク質のプリオン様特性

長谷川成人 , 鈴掛雅美、野中隆、秋山治彦、村山繁雄

1. Tsuji H, Arai T, Kametani F, Nonaka T, Yamashita M, Suzukake M, Hosokawa M, Yoshida M, Hatsuta H, Takao M, 
Saito Y,Murayama S, Akiyama H, Hasegawa M, David M. A. Mann, Tamaoka A:: Molecular analysis and biochemical 
classificationofTDP-43 proteinopathy Brain 2012; 135 (11): 3380-3391(2012)

2. Masuda-Suzukake M, Nonaka T, Hosokawa M, Oikawa T, Arai T, Akiyama H, Mann D, Hasegawa M : Prion-like 
spreading of pathological alpha-synuclein in brain. Brain 136:1128-38.(2013)

3. Nonaka T, Masuda-Suzukake M, Arai T, Hasegawa Y, Akatsu H, Obi T, Yoshida M, Murayama S, Mann DM, Akiyama 
H, Hasegawa M.:Prion-like Properties of Pathological TDP-43 Aggregates from Diseased Brains. Cell Rep. 4:124-34 
(2013) 

4. Hasegawa M, Watanabe S, Kondo H, Akiyama H, Mann DM, Saito Y, Murayama S.:3R and 4R tau isoforms in paired 
helical filaments in Alzheimer's disease. Acta Neuropathol. 127: 303-305.(2014)
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　　村山拠点

角田伸人、 井原康夫

同志社大学　脳科学研究科

　包括型脳科学研究推進支援ネットワーク（包括脳ネッ

トワーク）のブレインバンクによるリソース技術支援

を受け、昨年 12 月の「包括脳冬のシンポジウム」に

おいてここまでの成果を発表させていただいた。今回

ニュースレター執筆の機会を頂いたので、なぜ私たち

はブレインバンクのリソース支援が必要だったのか、

また支援を受けて何を明らかにできたか紹介します。

　アミロイドβタンパク質（Aβ）が脳内へ蓄積するこ

とは、脳脊髄液（CSF）の Aβにどのような影響を及ぼ

しているのかまだ明らかではない。しかしアミロイド

カスケード仮説に従ったこれまでのアルツハイマー病

（AD）研究から、脳内への 42 アミノ酸残基の Aβ42 蓄

積が AD 発症の原因であり、この脳内蓄積の結果として

CSF の Aβ42 低下が引き起こされると考えられている。

そのため、CSF の Aβ42 が AD の強力なバイオマーカー

として注目されてきた。CSF には Aβ42 のほかにも Aβ

は存在し、それらは神経細胞内においてγ-secretase に

よる規則的な切断（stepwise processing model ）に従っ

て産生される。私たちは、新たなバイオマーカーの探

索を行ったところ、脳内γ-secretase の活性変化にたど

り着いた。脳内γ-secretase の活性変化と CSF の Aβの

関係について検討した結果、CSF の Aβ42 低下の原因

は、γ-secretase による Aβ42 から Aβ38 へ切断が亢進

した可能性を示した。この変化は、軽度認知障害（MCI）

から既に起こっていた。しかし脳内γ-secretase の活性

が Aβ38 の産生へ変化しているにも関わらず、脳内で

は Aβ42 が蓄積し続けているという矛盾点がある。そ

こで私たちは、包括脳ネットワークのブレインバンク

によるリソース技術支援を受け、剖検脳を用いて脳内

Aβ42 が蓄積し続ける問題を検討した。　

　 脳 内 の Aβ 蓄 積 は、CSF の 場 合 と は 異 な る γ

-secretase が影響を及ぼしている可能性を見つけた。

脳内には、局在位置が異なる少なくとも 2 種類のγ

-secretase が存在している。ひとつは、lipid-raft 画分に

局在する raft-associated γ-secretase であり、AD 脳内

では Aβ42 から Aβ38 への切断が亢進し、これが CSF

の Aβに反映している可能性をこれまで示してきた。そ

して今回の研究で明らかになったのは、もう一方のγ

-secretase が lipid-raft 以外の画分（raft-nonassociated 

γ-secretase）に局在しており、AD 脳内では Aβ42 か

ら Aβ38（Aβ43 から Aβ40）への切断が抑制されていた。

これはAβ42とAβ43の産生が増加していることを示し、

この活性変化が脳内蓄積に影響していると考えられる。

これまで Aβ42 の脳内蓄積が CSF の Aβ42 低下に反映

していると考えられてきたが、私たちの研究結果から、

これらは 2 種類のγ-secretase 活性がそれぞれ異なった

変化をした結果である可能性を示した（論文投稿準備

中）。

　私たちは孤発性 AD を研究対象としているため、培

養細胞やモデル動物等でこの活性変化を再現するのは

現時点では難しく、ブレインバンクリソース技術支援

を受けなければここまでの発見に至らなかった。また

今回の研究では、ブレインバンクの中から年齢や死後

脳経過時間（PMI）など条件限定した剖検脳を用いさ

せていただき、高齢者ブレインバンクの初田裕幸先生、

村山繁雄先生に深く感謝致します。

アルツハイマー病における脳内 Aβ蓄積は、
raft-nonassociated γ-secretase 活性によって引き起こされている？

角田伸人、井原康夫

6

＊ Iwata, R., Ohi, K., Kobayashi, Y., Masuda, A., Iwama, M., Yasuda, Y., Yamamori, H., Tanaka, M., Hashimoto, R., 
Itohara, S., Iwasato, T. RacGAP α2-chimaerin function in development adjusts cognitive ability in adulthood. Cell Rep. 8, 
1257-1264.  (2014).

RacGAP α 2 キメリンによる認知能力の発達の調節

岩田亮平、橋本亮太、糸原重美、岩里琢治

　　笠井拠点

岩里琢治

国立遺伝学研究所

　私たちの研究室では、マウス遺伝学の手法を主に用

いて脳神経回路の発達と機能について研究をしていま

す。包括脳リソース・技術支援「脳画像総合データベー

ス支援活動　疾患拠点」のご支援をいただいて行った

研究の成果を、最近論文（＊）として発表することが

できましたので、簡単にご紹介したいと思います。

　ここでは、低分子量 G タンパク質 Rac に特異的な

不活化因子（GAP）であるαキメリンに注目して研究

を行いました。我々は以前、左右の手足をそろえて歩

くという特徴的な表現型を示すマウスの新規突然変異

（ミッフィー変異）を発見し、その原因がαキメリン

遺伝子へのトランスポゾン挿入による機能欠損によっ

て引き起こされることを報告しました（Iwasato et al., 

2007）。今回の研究では、αキメリンの各種の変異マ

ウスを新規に作製することにより、脳高次機能におけ

るαキメリンの役割に関して解析をしました。最初に

αキメリンの全身性ノックアウトマウスの包括的行動

解析を行ったところ、活動量の大幅な亢進（正常マウ

スと比較して新奇環境で 4 倍程度、ホームケージで 20

倍程度の活動量）と文脈型恐怖学習の亢進という二つ

の顕著な表現型が見つかりました。次に、Emx1Cre マ

ウス（Iwasato et al., 2000）を用いて海馬や大脳皮質

の興奮性神経細胞で発達期からαキメリンを欠損させ

たところ、そのマウスでは歩行や活動量は正常でした

が、文脈型恐怖学習の亢進は観察されました。αキメ

リンにはα 1 型（α 1 キメリン）とα 2 型（α 2 キメ

リン）の 2 種類のイソフォームがありますが、この学

習亢進は、α 1 キメリン特異的ノックアウトではみら

れず、α 2 キメリン特異的ノックアウトで観察されま

した。さらに、α 2 キメリンを海馬や大脳皮質の興奮

性神経細胞特異的にノックアウトしたところ、同様に

学習亢進がみられました。一方、おとなになってから

α 2 キメリンをノックアウトしたマウスでは学習の亢

進は観察されませんでした。

　さらに、ヒトの認知機能にαキメリンが関与する可

能性を探るために、包括脳のご支援をいただき、健康

な人を対象に「αキメリン遺伝子の多型（SNPs）」と認

知機能の関係を調べました。すると、α 2 キメリン遺

伝子のすぐ上流にある 1 個の SNP が「特定の型」の人

では、それ以外の人と比較して自閉症傾向と計算能力

が有意に高いことが明らかになりました。

　一連の結果から、「α 2 キメリンが活動量、学習機能

といった幅広い脳機能の制御を担っていること」、「α

2 キメリンの成長期でのはたらきが、おとなになって

からの学習機能に影響すること」、「α 2 キメリンがヒ

トにおいて、脳機能の個人差に関与すること」が示唆

されました。

　以上の結果は、包括脳および、科研費、三菱財団、

上原記念生命科学財団、内藤記念科学振興財団、山田

科学振興財団、遺伝研共同研究、FIRST プログラムの

サポートを受けて行われたものです。深く感謝いたし

ます。
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アルツハイマー病に伴う不安の神経基盤の検討

互 健二、永田 智行、 根本 清貴、 品川 俊一郎、 稲村 圭亮、 角 徳文、 中山 和彦

　　笠井拠点

互健二

東京慈恵会医科大学

　私は東京慈恵会医科大学精神医学講座に在籍し、

日々の臨床業務に従事する傍ら、認知症の行動・心

理 の 問 題 (Behavioral and Psychological Symptoms of 

Dementia: BPSD) に興味を持ち研究・調査を進めまし

た。特にアルツハイマー病 (Alzheimer’s disease: AD) で

は認知機能が低下するにつれ不安症状が出現するとさ

れており、同症状が本人の QOL 低下のみならず介護者

負担の増加に繋がることがあります。一方で、その頻

度にも関わらず幻覚、妄想、抑うつ等といった BPSD

と比較してこれまであまり研究がなされていないとい

う現状がありました。そこで AD に伴う不安症状とそ

の神経基盤について画像的観点から検討を行うことと

しました。しかしまた当時あまり参考書等も未だ普及

しておらず、個人的に勉強はしていたものの系統立っ

た勉強もできていなかった現状があり、独力での研究

は困難を究めました。そこで同解析に関して 2013 年

9 月から 2014 年 3 月にかけて画像解析の技術支援を

受けました。技術支援を受けることにより Statistical 

Parametric Mapping 8 (SPM8) を用いた妥当な画像解

析を行うことができました。結果、AD に伴う不安と両

側前部帯状回の血流増加と右楔前部・下頭頂小葉の灰

白質減少との有意な相関が認められ、不安障害と同様

の神経基盤、並びに AD 特有の変性が関わっている可

能性がある事が示唆されました。同結果を元に考察を

深めた結果、英文誌 dementia and geriatric cognitive 

disorders に掲載される運びとなりました。

　今後も引き続き同様の症状について研究を続けてい

く所存です。このような貴重な機会を与えて頂いた包

括脳のご支援と、特に直接ご指導いただいた筑波大学

の根本清貴先生に心より御礼申し上けます。

Tagai K., Nagata T., Shinagawa S., Nemoto K., Inamura K., Tsuno N., Nakayama K. Correlation between both Morphologic 
and Functional Changes and Anxiety in Alzheimer's Disease. Dement Geriatr Cogn Disord. 38(3-4):153-60.(2014)
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拡散テンソル画像を用いた中枢神経疾患の解明

服部高明

　　青木拠点

服部高明

札幌医科大学

　私は、2009 年から 2011 年にかけて、東京医科歯科大学の神経内科の博士課程、また、関東中央病院の神経内

科医の研究の一環として、順天堂大学放射線科と共同研究をさせて頂いた。その結果として、下記のような論文を

まとめることができた。ここにその研究成果の要点を論文ごとにまとめる。

研究 1 ： パーキンソン病の認知機能障害と白質障害の関係 ：原著論文 1参照

　パーキンソン病（Parkinson's Disease: PD)、レビー

小体型認知症は、ともにレビー小体病であり、認知機

能障害を発症しうるが、白質障害との関係はまだ確定

していない (Ballard et al., 2006)。我々は、レビー小体

病患者と健常人を対象に、拡散テンソル画像、3 次元

T1 強調像、SPECT にて脳血流を評価し、認知機能と相

関する白質領域を検索し、認知機能の進展に伴う白質、

灰白質の変化、脳血流低下のパターンを検討した。そ

の結果、レビー小体病では、広範な大脳の白質におい

て微小構造変化が起きうること、特に PD 患者ではそ

の微小構造変化が、認知機能障害に関与していること

（Fig.2、赤色の領域が MMSE スコアと FA 値が相関した

部位）を証明した。また、PD 患者では、血流低下とい

う機能的変化に引き続いて、認知機能障害の進展とと

もに白質の微小構造変化、灰白質萎縮の順で構造的な

変化が起きていることが示唆された。

研究 2 ： 特発正常圧水頭症における皮質脊髄路の微小構造変化 ：原著論文 2参照

　正常圧水頭症には、くも膜下出血などの基礎疾患に

続発しておきる二次性と、全く原因不明な特発性が

ある。本研究が対象としたのは、特発性正常圧水頭

症（idiopathic normal pressure hydrocephalus: iNPH）

である。iNPH は、歩行障害、認知症、尿失禁を三徴

し、シャント術によって治療可能な認知症（treatable 

dementia）として位置付けられる (Relkin et al., 2005)。

iNPH は、剖検例の報告もわずか数例しかなされておら

ず、多方面の研究にも関わらず、今でも原因が全く分

かっていない疾患である。iNPH は、高齢者の精神神経

疾患の中でも重要な疾患である。その罹患率は、一般

の高齢者の約１パーセント程度とされ、メタアナリシ

スでは全国で 30 万人以上が罹患している可能性がある

ことが指摘されている。iNPH は、治療可能な疾患であ

ることを踏まえて、見逃さないことが重要である。し

かし、少量とはいえ脳脊髄液を穿刺して抜く髄液タッ

プテストの侵襲性の問題や、髄液タップテストは偽陰

性率が高いことも知られており、通常の MRI 撮影で

iNPH を疑っても、髄液タップテストに反応しないため

に手術適応から除外され

る症例も存在し、病態生

理の解明やさらなる診断

法が求められていた。

　我々は、18 人の iNPH

患者、13 人のアルツハイ

マー病患者、14 人の認知

症を伴うパーキンソン病

患 者、18 人 の 健 常 人 を

対象として、拡散テンソ

ル画像を撮影した。そし
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研究 4 ： 特発正常圧水頭症における脳弓の形態的、 微小構造変化 ：原著論文 4参照

　 研 究 3 に お け る iNPH の TBSS 解 析 で も、 脳 弓 は

Misregistration しており、解析ができていなかった。

そこで、22 人の iNPH 患者、20 人のアルツハイマー病

（AD）患者、20 人の健常人を対象として、拡散テンソ

ル画像を用いて、脳弓の Tract-specific analysis を行う

ことで、脳弓の体積、長さ、平均断面積、FA 値を求め

た。その結果、iNPH、AD 患者では、健常人と比較し

て有意に脳弓の FA 値が低下していた。また、iNPH 患

者の脳弓の体積、平均断面積は、AD 患者、健常者より

も有意に小さくなっており、iNPH 患者の脳弓の長さ

は、AD、健常者よりも有意に長くなっていた。一方、

AD では、脳弓の長さは変わらないが、体積、平均断面

積が健常人よりも低下しており（Fig.5）、FA 値も有意

に低下していた。これらより、iNPH では、側脳室拡大

にともなって脳弓が機械的に伸展されており、その機

械的負荷が脳弓の形態変化、微小構造変化をもたらし

研究 3 ： 特発正常圧水頭症の全脳での白質障害 ：原著論文 3参照

　研究 2 では、Tract-specific analysis によって iNPH

の皮質脊髄路を評価した。このような Tract-specific 

analysis、Region Of Interest（ROI）法には、関心領域

を特異的に評価できるという長所はあるが、解析する

部位に対しての作業仮説が必要であり、評価できる部

位が限られる。一方、全脳を客観的に評価するためには、

画像統計解析法が有用である。しかし、iNPH のように

変形した脳では、比較する対象と解剖学的に一致する

構造を Voxel 単位で正しい位置に配置（Registration）

することが困難である。我々は、最新の画像統計解

析 法 で あ る Tract-based spatial statistics（TBSS） 法

を用いた (Smith et al., 2006)。TBSS 法は、拡散テン

ソル画像の FA map を解析するために特別に開発され

た手法であり、iNPH のように変形した脳でも厳密な

空間的標準化ができる可能性がある。そこで、我々

は、20 人の iNPH 患者と 20 人の健常人を TBSS 法を

用いて解析した。TBSS 法で得られた結果を個々の個

人脳に Back-projection（逆投影、標準脳上での結果を

個々人の座標軸に戻すこと）して、それぞれの Voxel

が正しく Registration されたかどうかを確認した。ま

た、TBSS 法による解析結果と、ROI 法と皮質脊髄路

の Tract-specific analysis で解析した結果と比較した。

その結果、側脳室体部

の後方周辺の白質や脳

弓 は Misregistration

（Registrat ion の 異

常 ） で あ っ た が、 そ

れ 以 外 の 部 位 は 正 し

く Registration さ れ て

お り、ROI 法 と Tract-

specific analysis の結果

とも一致していた。こ

れ ら よ り、TBSS 法 は

Misregistration し て い

る領域以外では、信頼

できる結果であること

が分かった。TBSS 解析より、iNPH では、皮質直下白質、

深部白質などで FA 値が有意に低下していたが（Fig.4、

青の領域）、一方で、内包後脚から放線冠にかけての皮

質脊髄路では、FA 値が有意に上昇していた（Fig.4、赤

から黄の領域）。このように iNPH では、部位によって

異なる FA 値を示すが、その背景として側脳室の拡大に

伴う白質の圧迫、脳内での代謝異常に伴う広範な白質

障害などの複雑な病理像が想定される。

て、側脳室拡大の影響を受けやすい皮質脊髄路の FA 値

を評価した（Fig.3）。iNPH では、他群と比べて有意に

FA 値が上昇していた。この錐体路の FA 値を用いると、

感度：92％、特異度：88％で健常人や鑑別疾患から鑑

別することができた。また、側脳室拡大の指標である

Evans index がほぼ同じ症例群で比較しても、iNPH で

は有意に皮質脊髄路の FA 値が高値であった。本研究よ

り、iNPH では、側脳室拡大、脳内の代謝異常に伴って

皮質脊髄路の交叉線維の減少があることにより、皮質

脊髄路の微小構造が変化しており、皮質脊髄路の FA 値

を用いて他疾患と定量的に鑑別が可能であることを示

した。

10

最後となりましたが、このように研究をまとめることができたのは、順天堂大学放射線科の諸先生方のご指導のお

かげです。また、支援を頂きました「包括型脳科学研究推進支援ネットワーク」に心より感謝申し上げます。

1. Hattori T, Orimo S, Aoki S, Ito K, Abe O, Amano A, Sato R, Sakai K, Mizusawa H. Cognitive status 
correlates with white matter alteration in Parkinson’s disease. Hum Brain Mapp. 2012 Mar;33(3):727-739. 
doi: 10.1002/hbm.21245. Epub 2011 Apr 14.

2. Hattori T, Yuasa T, Aoki S, Sato R, Sawaura H, Mori T, Mizusawa H.Altered Microstructure in 
Corticospinal Tract in Idiopathic Normal Pressure Hydrocephalus: Comparison with Alzheimer’s Disease 
and Parkinson’s Disease with Dementia. AJNR Am J Neuroradiol. 2011 Oct;32(9):1681-1687. Epub 2011 
Aug 4.

3. Hattori T, Ito K, Aoki S, Yuasa T, Sato R, Ishikawa M, Sawaura H, Hori M, Mizusawa H.White matter 
alteration in idiopathic normal pressure hydrocephalus: tract-based spatial statistics. AJNR Am J 
Neuroradiol. 2012 Jan;33(1):97-103. Epub 2011 Oct 20.

4. Hattori T, Sato R, Aoki S, Yuasa T, Mizusawa H. Different patterns of fornix damage in idiopathic normal 
pressure hydrocephalus and Alzheimer’s disease. AJNR Am J Neuroradiol. 2012 Feb;33(2):274-279. Epub 
2011 Nov 11.

参考文献
• Ballard, C., Ziabreva, I., Perry, R., et al. (2006). Differences in neuropathologic characteristics across the 

Lewy body dementia spectrum Neurology (Vol. 67, pp. 1931-1934).
• Fatima Z, Motosugi U, Hori M et al., (2010). q-space imaging (QSI) of the brain: comparison of 

displacement parameters by QSI and DWI. Magn Reson Med Sci.(Vol 9(3), pp109-10.)
• Le Bihan, D., Mangin, J. F., Poupon, C., et al. (2001). Diffusion tensor imaging: concepts and applications. 

J Magn Reson Imaging.(Vol 13(4), pp 534-546.) 
• Relkin, N., Marmarou, A., Klinge, P., et al. (2005). Diagnosing idiopathic normal-pressure hydrocephalus. 

Neurosurgery.(Vol 57(3 Suppl, S4-16; discussion ii-v.)
• Smith, S. M., Jenkinson, M., Johansen-Berg, H., et al. (2006). Tract-based spatial statistics: voxelwise 

analysis of multi-subject diffusion data. Neuroimage. (Vol 31(4), pp 1487-1505.) 
• Wu WC, St Lawrence KS, Licht DJ et al., (2010). Quantification issues in arterial spin labeling perfusion 

magnetic resonance imaging. Top Magn Reson Imaging. (Vol 21(2), pp 65-73.)

たと考えた。一方、脳弓は海馬からの投射線維を多

く含むが、ADでは海馬が萎縮しており、この海馬

の萎縮にともなって遠心性線維が変性し、脳弓が 2

次的に萎縮したことを考えた。このように、脳弓は

iNPH と AD における異なる病態生理によって、異

なる変性パターンを示すことが明らかになった。脳

弓は、記憶形成にかかわるパペッツの回路の一部で

あり、iNPHでも脳弓が変性することから、iNPHの

記憶障害の一因となっていることが考えられる。
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Relationship between white matter integrity and serum cortisol levels in 
drug-naïve major depressive disorder patients: a diffusion tensor imaging 
study using tract-based spatial statistics

Keita Watanabe, Shingo Kakeda, Xiaodan Liu, Reiji Yoshimura, Osamu Abe, 
Satoru Ide, Kenji Hayashi, Asuka Katsuki, Wakako Umene-Nakano, Rieko 
Watanabe, Jun Nakamura, Yukunori Korogi

　　青木拠点　

渡邉啓太

産業医科大学放射線科

　包括脳ネットワーク、リソース・技術支援にて御支
援頂きありがとうございます。今回、その内容と感想
を述べさせて頂きます。

　私たち産業医科大学放射線科学教室は以前より順天
堂大学の青木茂樹教授、日本大学の阿部修教授より脳
MRI の画像解析について御支援頂いております。また
包括脳ネットワーク設立以後はリソース・技術支援を
介して引き続き御支援頂いています。

　私は日本大学へ 1週間の短期研修に 2回行かせて頂
きました。また、阿部修教授には産業医科大学に御来
訪頂きました。そこで、脳MRI 画像の処理方法から解
析方法の手ほどき、解析に必要なコンピューターのセッ
トアップなどをして頂きました。直接の支援ではない
のですが、包括脳ネットワークによる技術支援活動の
一環として開かれている包括脳・MRI 脳画像解析チュー
トリアルも毎回受講させて頂きました。そこで習った
事を用いて、私は BDNF や COMT といった遺伝子型、
ストレスの指標となるコルチゾール、アドレナリンの
代謝産物であるMHPG などが統合失調症やうつ病と
いった精神疾患の脳形態に対して与える影響を検討し
ました。

　近年、脳MRI 画像の解析についての情報はインター
ネット上に沢山ありますが、実際に解析を行う際には
MRI や統計など複数の分野の知識が必要になるため、
独学で始めるのは難しいと思います。私は当初、脳
MRI 画像の解析について全く知識がなかったのですが、
リソース・技術支援を介して、基本的な解析であれば
何とか一人で出来る状態まで教えて頂きました。現在
もわからないことがあった時はメールで相談させて頂
いており、とても心強いです。また、最新の知見やトピッ
クについても適宜教えて頂いています。

　技術支援による知識の伝達は研究の活性化などの点
で非常に意義のあることですが、一方で指導者側への
負担もとても大きいものと思います。この負担が無駄
にならないように、今後も脳MRI の画像解析を続けて
いき、いつかは私も他の方に知識を伝達出来るように
なりたいと思います。

　御指導・御支援頂いた青木茂樹教授と阿部修教授、
包括脳・MRI 脳画像解析チュートリアルの講師の先生
方、包括脳ネットワークの関係者の方々にこの場をお
借りして心より御礼申し上げます。

1. Hayashi K, Yoshimura R, Kakeda S, Kishi T, Abe O, Umene-Nakano W, Katsuki A, Hori H, Ikenouchi-Sugita A, 
Watanabe K, Ide S, Ueda I, Moriya J, Iwata N, Korogi Y, Kubicki M, Nakamura J. COMT Val158Met, but not 
BDNF Val66Met, is associated with white matter abnormalities of the temporal lobe in patients with first-episode, 
treatment-naive major depressive disorder: a diffusion tensor imaging study. Neuropsychiatr Dis Treat. 10,1183-
1190.(2014)

2. Nishimura J, Kakeda S, Abe O, Yoshimura R, Watanabe K, Goto N, Hori H, Sato T, Takao H, Kabasawa H, 
Nakamura J, Korogi Y. Plasma levels of 3-methoxy-4-hydroxyphenylglycol are associated with microstructural 
changes within the cerebellum in the early stage of first-episode schizophrenia: a longitudinal VBM study. 
Neuropsychiatr Dis Treat. 10,2315-2323.(2014)

3. Umene-Nakano W, Yoshimura R, Kakeda S, Watanabe K, Hayashi K, Nishimura J, Takahashi H, Moriya J, Ide S, 
Ueda I, Hori H, Ikenouchi-Sugita A, Katsuki A, Atake K, Abe O, Korogi Y, Nakamura J. Abnormal white matter 
integrity in the corpus callosum among smokers: tract-based spatial statistics. PloS one. 9, e87890.(2014)
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Aldoc-Venus マウスによる小脳縦縞区画可視化と in vivo 実験への応用

小野里尊、崎村建司、杉原泉

　　﨑村拠点　

杉原泉

東京医科歯科大学システム神経生理学

　私は、以前から単一軸索再構築法という、根気と習
熟の必要な研究手法を用いて、主にラット小脳での入
力線維投射の構築を解析していますが、次第に、分子
発現の違いで区別されるプルキンエ細胞の亜集団と軸
索投射の関係に気づいてきました。研究室の教授に昇
任してから、様々な背景を持つ大学院生の教育を考え
ると、普及しつつある研究手法を取り入れ、初心者で
も努力が着実に成果に結びつき将来にも役立つような
研究環境の構築が必要と思いました。包括脳の支援で
作製いただいた Aldoc-venus マウスは、プルキンエ細
胞の Aldolase C 分子の発現の違いを蛍光発現で見分け
られるようにしたもので（図）、見ただけで縦縞模様
が識別でき、小脳の場所による機能の違いが格段に解
析しやすくなりました。これまでに、大学院学生や研
究室配属の学部学生の努力で、このマウスを用いた小
脳の分子発現パタンの詳細な解析を発表することがで
きました (Fujita et al., PLoS ONE, 2014, 9(1):e86679)。
現在も研究室の主要テーマとして大学院学生がこのマ
ウスを用いて特定の縞の機能解析を続けておりますし、
外国を含めたよその研究室にも提供しています。また、

蛍光タンパクに赤色のものを用いた同様のマウスも（私
のところではありませんが）使われています。以上の
ように、研究室に非常に役立つマウスを開発していた
だき幸運であったと思います。まだまだ作製していた
だきたいマウスのアイディアは思いつくのですが、飼
育費用を考えると、本当に必要で確実に重要な成果に
結びつくと思われるマウスでなければ依頼することが
できません。そこが、遺伝学や分子生物学の素養のな
い者にとってはむずかしいところではありますが、機
会がありましたら将来再び支援を受けたいと思ってお
ります。

図 . Aldoc-venus マウス（ヘテロ接合体）において、麻酔下に後
頭部を開頭し、小脳後部の第 VIII 小葉の虫部が露出されたところ。
落射蛍光顕微鏡像。明瞭な縦縞が認められる。

五十嵐道弘、河嵜麻実、野住素広、岡田正康、吉岡望、武内恒成

成長円錐のリン酸化プロテオミクスに基づく、リン酸化不活性部位ノック
インマウスの作成と解析

　　﨑村拠点　　宮川拠点

五十嵐道弘

新潟大学医歯学系

　私自身、「包括脳」の中では貝淵拠点のメンバーであ
り、プロテオミクス側では支援を支える立場であるが、
今回は個人の研究者として、遺伝子改変マウスの支援
を受けている経験を述べたいと思う。

　先般の「統合脳」時代より複数の遺伝子改変マウス
の作成支援を受けており、改めて支援責任者の崎村　
建司教授のご尽力に深謝したいと思う。

遺伝子改変マウス作成の支援を受けて

Fujita H, Aoki H, Ajioka I, Yamazaki M, Abe M, Oh-Nishi A, Sakimura K, Sugihara I.: Detailed expression pattern of 
aldolase C (Aldoc) in the cerebellum, retina and other areas of the CNS studied in Aldoc-Venus knock-in mice. PloS one
9(1):e86679(2014)
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ニューロン IDの可視化

金子涼輔、阿部学、渡辺雅彦、崎村建司、柳川右千夫、八木健

　　﨑村拠点　　渡辺拠点

金子涼輔

群馬大学大学院医学系研究科

リソース技術支援により開いた 「ニューロン ID 仮説」 検証への道

　個性豊かなニューロンが機能的ネットワークを作り、

それらが集まり脳となる。ニューロンの個性はどのよ

うに生まれるのだろうか？　私たちは、その候補分子

としてクラスター型プロトカドヘリン (Pcdh) に着目し

ている。Pcdh には約 50 種の細胞接着膜タンパク質が

含まれ、個々のニューロンごとに異なる Pcdh がランダ

ムに発現する。これより「ニューロン ID 仮説」を立てた。

つまり、同じ Pcdh を発現するニューロン同士がネット

ワークを作ると考えた。2012 年、米国 Sanes 博士らの

グループは、Pcdh が樹状突起同士の識別に関わる可能

性を報告した。しかしながら、機能的ネットワーク形

成への関与、つまり、軸索による結合パートナーの識別、

については未だ回答は得られていない。

　現在、マウスは相当作りやすくなって、経費や期間
の面では 5 年前と比較してもかなり向上したといえる
が、それでも出来上がったマウスを解析・維持する経
費や時間を考えると、作成において支援を受けられる
ということは相当ありがたい。当グループでも支援に
よ っ て、 軸 索 再 生 (Nature Communications 4: 2740 
(‘13)) や神経伝達に基づく短期可塑性 (J Biol Chem 
288: 34906. (‘13)) に関して、新たな研究成果を発表す
ることができた。今、取り組んでいるリン酸化プロテ
オミクスの不活性化型マウスでは、成長円錐機能に異
常が見られており、ノックインマウスのようなやや凝っ
たマウスでも支援の成果は十分に発揮されている。ま
たこれらのマウスでは、行動テストバッテリーの解析
をも支援を受けており、こちらも成果を得ている。専
門性の高い内容であるため、宮川拠点の支援にも感謝
する次第である。

　1 つの難しさは、（包括脳の各拠点はいずれもそうい
う難しさを抱えていると思うが）、支援を受けてから論
文にまとめるまでの時間が長くなっており、高い成果
を求めれば求めるほど、包括脳の期間内で成果を示す

ことが難しく成りつつある点である。例えば、私は昨
夏に募集のあった今年度のマウス作成支援もサポート
いただけることになったが、これなど包括脳が 1 年延
長になったとは言っても、包括脳の期間内で論文を得
ることはほぼ不可能であろう。

　もう 1 点は、作成支援を受けて成果を発表したマウ
スの寄託による供与であるが、これがどの程度進んで
いるのか、私自身も十分な情報を得ていない。マウス
では期待された表現型が得られず、そのまま「お蔵入り」
になっているものもあるのも知れないが、見方を変え
たり、操作や病態モデル作成など、ひと手間加えると
大きな表現型の変化が得られることは自身の研究で経
験していることである。その研究者にはあまり価値が
ない結果のマウスでも、他の研究者が自分のマウスと
交配したりすることによって大きな価値が出てくる可
能性もあるので、この辺の情報公開に関する議論を進
めていただければと思っている。次のステップとして、

「がん」など他分野との交流が取りざたされているが、
その辺を検討いただくことで、「支援」の意義が大きく
またクローズアップできるものと期待している。

1. Takeuchi K, Yoshioka N, Higa Onaga S, Watanabe Y, Miyata S, Wada Y, Kudo C, Okada M, Ohko K, Oda K, Sato T, 
Yokoyama M, Matsushita N, Nakamura M, Okano H, Sakimura K, Kawano H, Kitagawa H, Igarashi M.: Chondroitin 
sulphate N-acetylgalactosaminyl-transferase-1 inhibits recovery from neural injury. Nat Commun. 4:2740(2013)

2. Watanabe Y, Katayama N, Takeuchi K, Togano T, Itoh R, Sato M, Yamazaki M, Abe M, Sato T, Oda K, Yokoyama M, 
Takao K, Fukaya M, Miyakawa T, Watanabe M, Sakimura K, Manabe T, Igarashi M.: Point mutation in syntaxin-1A 
causes abnormal vesicle recycling, behaviors, and short term plasticity. J Biol Chem. 288(48):34906-19(2013)
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図：ノックインマウスの小脳切片。
　　この写真を見るたびに、あの日の感動がよみがえります。

　私たちは種々の手法を用いて上記問いにアプローチ

した。抗 Pcdh 抗体作製、パッチクランプ法による回路

結合と Pcdh 発現の同時同定、蛍光タンパク質１遺伝子

ノックインマウスの作製などである。しかし、満足な

結果を得られなかった。その中で、崎村拠点のリソー

ス技術支援に採択していただき、新たなノックインマ

ウス作製に取り組んだ。今回は 12 個の蛍光タンパク質

tdTomato をノックインすることにした。ノックイン配

列が長大なため (18 kb 以上 )、ベクター構築、相同組

換え ES 細胞取得、キメラマウス作製いずれかのステッ

プが不可能かと不安であった。しかし、崎村拠点の技

術と経験のおかげで無事にノックインマウスが得られ

た。そして、遂に 2013 年 4 月 24 日、初めての切片

観察。見事にプルキンエ細胞が可視化されていた（図）。

この日の感動は今でも覚えています。すぐに崎村先生

に報告しました。その後、渡辺拠点の支援を得て抗

tdTomato 抗体を作製していただきました。この抗体を

本ノックインマウスに適用すると、神経突起がゴルジ

染色様に染まります。

　現在は、これらリソースを活用し、ニューロン ID 仮

説検証へ向けて興味深い結果が得られつつあります。

論文としての成果発表は道半ばですが、包括脳シンポ

ジウムでの発表では密度濃いディスカッションができ

ました。以上のように、包括脳ネットワークのおかげ

で本研究の道が開けました。このような支援により日

本のニューロサイエンスが益々レベルアップするに違

いなく、今後もリソース・技術支援の継続・拡充を望

んでいます。

　　小林拠点　　虫明拠点　　岡戸拠点

八尾寛

東北大学大学院生命科学研究科

東北大学大学院医学系研究科附属創生応用医学研究センター

「リソース技術開発支援」 の活用による双方向的オプトジェネティクス研究

　青色 LED の発明に関わった 3 名の日本人研究者が

2014 年のノーベル物理学賞を受賞したことは記憶に新
しいことと思います。ノーベル化学賞は、超高解像度
顕微鏡の開発者が受賞しました。これらの出来事に象
徴されるように、21 世紀は「光の時代（Era of light）」
の始まりとして位置付けられることでしょう。脳・神
経科学においても「光の時代」が訪れています。光で
ニューロン活動を操作し、光で計測するような双方向
的オプトジェネティクス研究により、多くの未知が解

明されるに違いありません。総じて、国内研究は、ア
イデアや基盤レベルにおいて先行しているにもかかわ
らず、応用や研究の広がりにおいて遅れ始めています。
オプトジェネティクスは、分子生物学、遺伝学、生理
学、臨床科学、光・電子工学などの総合です。重点的・
持続的なサポートとともに、国内研究の支援体制を整
えることが不可欠です。虫明拠点では、thy1.2 プロモー
ター制御下に ChR2-Venus 遺伝子を組込んだトランス
ジェニックラット（W-TChR2V4）と多点光刺激装置
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tdTomato を全身に発現する “Flame rat”
（包括脳支援により作製したレポーターラットが得られた）
（株）特殊免疫研究所・戸塚義和氏の提供による

を組み合わせた入力的オプトジェネティクスシステム
を支援しています。筆者らは、岡戸拠点の支援により、
赤色 Ca2+ 蛍光プローブでのニューロン活動計測を目
的としたウイルスベクターを作製しました。また、小
林拠点の支援により、Cre-loxP システムでコンディショ
ナルにステップ関数型チャネルロドプシンを発現する
トランスジェニックラットを作製しています。

　当初は、あるサブグループのニューロン特異的に Cre
リコンビナーゼを発現するドライバーラットの作製も
計画していました。ところが、ライン選抜に必要なレ
ポーターラットとして適切なラインが存在しないこと
が分かり、このプロジェクトは、たちまち暗礁に乗り
上げてしまいました。そこで、コンディショナルに赤
色蛍光タンパク質 tdTomato を発現するレポーターラッ
トの開発にとりかかりました。筆者らの開発したレポー
ターラットは、Cre リコンビナーゼの存在下で非常に明
るい蛍光を示し、ニューロン細胞体のみならず軸索や
樹状突起の先端まで追跡できました。ゆえに、Cre ドラ
イバーラットの開発を促進するとともに、コネクトミ
クスなどの様々な研究に利用されることが期待されま
す。また、本ラットの受精卵に Cre リコンビナーゼを
発現させることにより、全身性に tdTomato を発現する
ラットラインを新たに得ることができました（図）。こ
のラインの新生仔に緑色光を照射すると、燃え上がる
ように明るい蛍光が認められました。そこで、”Flame 
rat” と名付けました。移植細胞の追跡など様々な用途
に応用されることが期待されます。tdTomato レポー
ターラット、”Flame rat” ともにナショナルバイオリソー
スプロジェクト「ラット」に寄託されましたので、国

内外の多くの研究者にご提供できます。

　オプトジェネティクスなどの最先端研究は、専門的
な設備や技術を総合することが求められます。したがっ
て、これらすべてを単独の研究室で行うことは困難で
す。しかし、「リソース技術開発支援」を組み合わせる
ことにより、ラットバレル野における触覚情報脳内表
現の解明に関する研究システムを作り上げることがで
きました。筆者らの経験は、双方向的オプトジェネティ
クス研究を始めようとする際のモデルになると思いま
す。しかし、支援を受け取るまでの時間が比較的長い
問題点が残されています。また、遺伝子組換えラット
開発では、繁殖、交配などに、広いスペースと多大な
労力を必要とすることを実感しました。各拠点の負担
を考慮に入れると、十分な人的補償を行うことが、今
後の発展にとり、不可欠であると考えます。

1. Ji Z-G, Ito S, Honjoh T, Ohta H, Ishizuka T, Fukazawa Y, Yawo H. (2012) Light-evoked somatosensory perception 
of transgenic rats which express channelrhodopsin-2 in dorsal root ganglion cells. PLoS ONE. 7 (3): e32699. DOI: 
10.1371/journal.pone.0032699

2. Sakai S, Ueno K, Ishizuka T, Yawo H. (2013) Parallel and patterned optogenetic manipulation of neurons in the 
brain slice using a DMD-based projector. Neurosci Res. 75 (1): 59-64. DOI: 10.1016/j.neures.2012.03.009.

3. Yawo H, Asano T, Sakai S, Ishizuka T. (2013) Optogenetic manipulation of neural and non-neural functions. Dev
Growth Differ. 55 (4): 474-490. DOI: 10.1111/dgd.12053

4. Honjoh T, Ji Z-G, Yokoyama Y, Sumiyoshi A, Shibuya Y, Matsuzaka Y, Kawashima R, Mushiake H, Ishizuka 
T, Yawo H. (2014) Optogenetic patterning of whisker-barrel cortical system in transgenic rat expressing 
channelrhodopsin-2. PLoS ONE. 9 (4): e93706. DOI: 10.1371/journal.pone.0093706.

5. Hososhima S, Sakai S, Ishizuka T, Yawo H. (2015) Kinetic evaluation of photosensitivity in bi-stable variants of 
chimeric channelrhodopsins. PLoS ONE. in press.

6.	 八尾寛 ,	酒井誠一郎 ,	上野賢一 ,	石塚徹 .	(2012)	オプトジェネティクスのための多点並列光刺激システ
ム .	実験医学	30(16):	2584-2585.

7.	 本城達也，	八尾寛 .	(2013)	オプトジェネティクスを用いた in	vivo ラット脳の双方向性プロービング．	
実験医学	31	(6):	927-933.

8.	 八尾寛 ,	江川遼 .	(2014)	光遺伝学に有用なツール開発：分子、遺伝子導入、光照射の実	際 .	細胞工学	
33	(3):	243-248.
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トランスジェニックラットによって明らかになった視線制御に関与する
脳幹神経核における抑制性ニューロンとコリン作動性ニューロンの特性

齋藤康彦、張月、紫野正人、金子涼輔、柳川右千夫

　　小林拠点　

齋藤康彦

奈良県立医科大学

　我々は、視線制御に関与する内側前庭神経核（MVN）

や舌下神経前位核（PHN）の存在するアセチルコリン

作動性（ACh）ニューロンに着目し、その活動パター

ンやシナプス伝達特性について研究している。MVN や

PHN の ACh ニューロンは小脳皮質へのコリン作動性苔

状線維入力の主なソースであり、主にムスカリン型受

容体を介して小脳顆粒細胞の活動を調整することで前

庭動眼反射や視運動性反応などのゲインを調整すると

考えられている。しかし、MVN や PHN には ACh ニュー

ロンはまばらにしか存在していないためスライス標本

などで同定することが非常に困難であることから、ACh

ニューロンの特性については不明であった。そこで、

我々は、平成 22 年度の包括脳の行動解析融合型プラッ

トホーム支援活動（小林拠点）に「ACh ニューロンが

tdTomato という赤色の蛍光分子を発するトランスジェ

ニックラット（ChAT-tdTomato ラット）」の開発を依

頼した。その結果、平成 23 年 3 月に計 14 匹のファウ

ンダーラット（♂ 4 匹、♀ 10 匹）が作られ、我々の

研究機関に移送された。その後、それぞれのファウン

ダーラットを Wild-type ラットと交配させ、その仔ラッ

トの固定脳切片を蛍光観察して ACh ニューロンの分布

や発現している蛍光分子の明るさなどをもとにまず 3

ラインにしぼりこんだ。さらに、実際にスライス標本

を作製して電気生理学実験を行い、MVN や PHN での

実験に最適なラットを選出した（これらの作業には約

半年費やした）。この ChAT-tdTomato ラットにおいて、

前庭小脳へ dextran-conjugated Alexa488 を注入するこ

とで逆行性に運ばれた Alexa488（緑色）と tdTomato

（赤色）の両方を発現するニューロン（右図）が観察さ

れ、小脳皮質へ投射する ACh ニューロンが同定された。

このニューロンからホールセル記録を行ない、膜特性

やシナプス伝達特性などを調べた結果、ACh 投射ニュー

ロンは様々なシナプス入力を受け取り、異なる周波数

の入力に対し異なる特性を持つニューロン群が符号化

していることなど、これまで不明であったニューロン

特性が初めて明らかになった。この成果は昨年の Eur 

J Neurosci 誌で報告した（Zhang et al., vol. 39, 1294-

1313, 2014）。 こ の ChAT-tdTomato ラ ッ ト は、 本 研

究のみならず現在進行中の研究でも重要な役割を担っ

ており、さらに、MVN や PHN 以外の脳領域において

も ACh ニューロンを容易に同定できることから、今後

ACh ニューロンを対象とした研究に広く利用されるも

のと期待される。

　以上のように、本研究が順調に進んだのは包括脳リ

ソース支援活動の迅速な対応のおかげであり、特に、

支援決定から約半年後にはファウンダーラットが作出

されたことには関係者のご尽力に頭が下がる思いであ

る。最後に、包括脳リソース支援活動に心より感謝申

し上げる。

MVN における ACh 投射ニューロン。
左下は↑で示したニューロンの拡大図。

Zhang Y, Kaneko R, Yanagawa Y, Saito Y.: The vestibulo- and preposito-cerebellar cholinergic neurons of a ChAT-
tdTomato transgenic rat exhibit heterogeneous firing properties and the expression of various neurotransmitter 
receptors.Eur J Neurosci. 39(8):1294-313(2014)
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背内側線条体コリン作動性介在神経細胞はムスカリン作動性M4受容体
を介して行動柔軟性を抑制する

岡田佳奈、西澤佳代、深堀良二、甲斐信行、塩田明、上田正次、筒井雄二、
坂田省吾、松下夏樹、小林和人

　　小林拠点　

岡田佳奈

広島大学大学院総合科学研究科

　この度、新学術領域研究「包括型脳科学研究推進支

援ネットワーク」のリソース・技術支援を賜り、ラッ

トの背側線条体コリン作動性介在神経細胞が行動柔軟

性において果たす抑制的役割を明らかにすることがで

きました。このことに関して、明らかとなった内容を

報告申し上げると共に、大きなご支援に関して心から

感謝を申し上げたいと思います。

　背側線条体のコリン作動性介在神経細胞は、先行す

る神経生理学的研究や薬理学的研究によって、動物の

学習行動の形成や変更に深く関与していることが示唆

されています。本研究では、ご支援による遺伝子改変

ラットの提供を受けまして、イムノトキシン細胞標的

法による背側線条体コリン作動性介在細胞の選択的な

除去を施したラットに対して逆転学習課題と消去学習

課題を実施し、これらの細胞が行動の柔軟性において

果たす役割を検討いたしました。その結果、背内側線

条体コリン作動性介在神経細胞の選択的除去は原学習

である空間課題には関与しないのですが、行動の柔軟

性を要する学習である逆転学習と消去学習を亢進させ

るということがわかりました。更に、コリン作動性介

在神経細胞による逆転学習の亢進にどのムスカリン作

動性受容体が関与しているのか検討するため、shRNA

を用いた遺伝子サイレシングによって、背内側線条体

のムスカリン作動性 M1 受容体と M4 受容体をそれぞれ

ノックダウンし、逆転学習への影響を解析したところ、

M4 受容体をノックダウンしたラットの逆転学習が亢進

しました。以上の結果から、ラットの背内側線条体コ

リン作動性介在神経細胞がムスカリン作動性 M4 受容

体を介して空間学習課題における行動柔軟性の抑制に

重要な役割を果たしていることが明らかとなりました。

これは、背側線条体の内部回路や前頭前野―線条体ルー

プ回路が、動物の行動パターンの適切な変更に関与し

ていることを示唆する結果です。

　この研究結果は、2014 年 5 月に発行された Nature 

Communications 誌にて掲載されました。また、同年

12 月に行われた 2014 年度括型脳科学研究推進支援

ネットワーク冬のシンポジウムにおいて、若手優秀発

表賞に選出いただきました。誠にありがとうございま

した。本研究がこのように発展いたしましたのは、小

林和人先生、松下夏樹先生、西澤佳代先生をはじめ、

共同研究者の先生方のご指導、ご尽力の賜物です。こ

の場をお借りして、心より感謝申し上げます。包括型

脳科学研究推進支援ネットワークによる心強いご支援

は、本研究のような、標的とする神経細胞や神経回路

が動物の行動や高度認知機能において果たす役割を明

らかにするための生理心理学的研究を推進する上で大

きな助けであり、希望であり、また、大きな励ましで

もありました。厚く御礼申し上げます。

Okada K, Nishizawa K, Fukabori R, Kai N, Shiota A, Ueda M, Tsutsui Y, Sakata S, Matsushita N, Kobayashi K.  
Enhanced flexibility of place discrimination learning by targeting striatal cholinergic interneurons. Nat Commun. 2014 
May;5:3778. doi: 10.1038/ncomms4778.
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微小管依存的 TDP-43 輸送の障害はオリゴマー化を惹き起こし神経変性を
増悪する

藤掛伸宏、木村展之、長野清一、斉藤勇二、横関明男、小野寺理、和田圭司、
永井義隆

　　上村拠点　

藤掛伸宏、 永井義隆

国立精神 ・神経医療研究センター

　私たちは、「筋萎縮性側索硬化症モデルショウジョウ

バエの樹立と薬剤スクリーニング」という課題で、包

括脳ネットワークのリソース・技術支援のサポートを

いただきました。2010 年 9 月まだ残暑の残る日、私（藤

掛）は京都大学大学院　生命科学研究科　細胞認識学

分野の上村匡先生を初めて訪問致しました。その日は

とても暑く、汗だくになっていた私を上村先生は、「藤

掛君が脱水になって倒れたら困るから、少し休んでか

ら話を始めようか」と冗談交じりに迎えて下さったこ

とを良く覚えています。当時、私は神経変性疾患の 1

つ筋萎縮性側索硬化症の新規モデルショウジョウバエ

を樹立し、その病態解析を行っていました。しかしショ

ウジョウバエ神経系の解析の経験は無かったため、包

括脳ネットワークのリソース・技術支援として、ショ

ウジョウバエの運動神経軸索の観察、感覚神経細胞の

樹状突起の観察、樹状突起内のミトコンドリア輸送の

経時観察の方法を御教授頂くために上村先生の研究室

を訪問しました。その後も何度かリソースの提供や技

術支援を快くしていただき、筋萎縮性側索硬化症の原

因遺伝子である TDP-43 が微小管依存的に軸索内を輸

送されていることを in vivo で示すことに成功しました

（図）。その研究成果は、昨年 12 月の包括脳ネットワー

ク冬のシンポジウムにて「微小管依存的 TDP-43 輸送

の障害はオリゴマー化を惹き起こし神経変性を増悪す

る」というタイトルでポスター発表させていただきま

した（論文リバイス中）。

　元来、このようなリソースの提供・技術協力は共同

研究として行われてきましたが、共同研究は各研究者

の興味に従って行われることが多いため、興味が合致

しないために共同研究が成立しない場合も少なからず

あると思います。それに対して、今回のリソース・技

術支援ではホスト側とゲスト側の立ち位置が明確で包

括脳ネットワークはリソースの提供・技術の支援に徹

しているため、研究がスムーズに進むと感じました。

近年の研究では多種多様な実験手法が求められ、実際

にトップジャーナルに掲載されている論文では、複数

のチームによる共同研究が多くなっています。今後、

研究のレベルを上げるために、このようなリソース・

技術支援がますます重要になると思いました。今回、

このような技術支援をしていただく機会を下さった包

括脳ネットワークの方々へ感謝致しますとともに、実

験技術を御教授下さった上村先生および上村研の津山

さん、下野さん、高山さん、大橋さん、新田さんに深

く御礼申し上げます。
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ヒストン脱メチル化酵素Gasc1 低発現変異マウスが示すヒト精神運動異
常様行動とその発症メカニズム解析

鹿川哲史、山口雄平、須藤元輝、箕輪あおい、中潟直己、服部聡子、高雄啓三、
今野幸太郎、井上貴文、渡辺雅彦、稲澤譲治、宮川剛、田賀哲也

　　宮川拠点　　渡辺拠点

鹿川哲史

東京医科歯科大学難治疾患研究所

研究展開の起点となった 『系統的脳機能行動解析』

　「遺伝子改変マウスに異常が見つからない！」と言う

経験をされている方は多いのではないでしょうか。私

達は『系統的脳機能行動解析』支援がブレークスルー

となり、その後に『脳機能分子発現解析』のご支援を

頂く研究展開への起点となりましたので本稿で紹介さ

せていただきます。

　高次脳機能におけるエピジェネティック制御の意義

は良くわかっていません。私達は、脳で発現の高いヒ

ストン脱メチル化酵素に着目し、その遺伝子変異マウ

スの解析を開始しましたが、予想外なことに、マウス

に目立った形態学的異常は認められず、繁殖能もあり

ました。取り組んでいた大学院生のかすかな観察事項

に一縷の望みを託す心境でご依頼した『系統的脳機能

行動解析』でご支援いただく機会に恵まれ、当該マウ

スの網羅的行動解析を実施しました。その結果、この

マウスは多動、常同行動、固執傾向を特徴とするほか、

空間学習記憶、運動学習記憶、作業記憶、驚愕反応な

ど様々な行動試験で異常を示しました。近年、ヒト自

閉症スペクトラム障害（ASD）患者を対象としたゲノ

ムワイド関連解析で疾患への関連性を予見する報告が

あったことと考え合わせると、我々が着目してきたヒ

ストン脱メチル化酵素の生理機能は精神運動異常様行

動に密接に関わると帰結されました。この仮説は、当

該マウスにメチルフェニデート（本邦では注意欠陥・

多動性障害の第一選択薬として、また米国では自閉症

の治療薬としても用いられる）を投与したところ、多

動症状の改善が見られたことからも支持されました。

さらに、『脳機能分子発現解析』支援を受けて、当該マ

ウスには、ヒト ASD 患者の死後脳解析で報告されたよ

うなニューロンの樹状突起のスパイン密度の増加や、

グリア線維性酸性タンパク質の高発現が検出されまし

た。以上より、当該ヒストン脱メチル化酵素遺伝子変

異マウスはヒト精神運動異常の有用なモデル動物であ

り、ヒストン脱メチル化により脳内で発現変動した遺

伝子群は精神運動異常に直接関わることが考察されま

す。本研究は、ASD の諸症状の直接の原因となってい

る遺伝子候補の絞り込みを可能とし、病因解明の突破

口となりうる点で意義深いと考えます。

20

インターフェロン誘発性うつ病モデル動物におけるニューロン新生抑制
機構の解析

金子奈穂子、鄭蓮順、等誠司、高雄啓三、宮川剛、田中靖人、夏洪晶、
Ulrich Kalinke、工藤耕太郎、神庭重信、池中一裕、澤本和延

　　宮川拠点

金子奈穂子、 澤本和延

名古屋市立大学

成熟した脳でも、一部の領域ではニューロンが産生さ

れ続けています。海馬は、学習などの高次機能や情動

制御・ストレスへの適応などに関与する大脳辺縁系の

一部ですが、そのなかでも歯状回と呼ばれる領域では、

ニューロンが日々新しく作られています。この「ニュー

ロン新生」の異常が、うつ病などの精神疾患の発症や

進展に関与する可能性が示唆されています。私たちは、

慢性肝炎や悪性腫瘍の臨床薬として用いられているイ

ンターフェロンが高頻度にうつ病を誘発することに着

目し、インターフェロンを投与したシンプルな薬剤誘

発性うつ病モデルマウスを用いて、海馬のニューロン

新生とうつ病様症状の関係を明らかにしたいと考えま

した。

　ニューロン新生の組織学的評価には、我々が確立し

たプロトコールを用い、４週間のインターフェロンの

投与でニューロン新生が抑制されること、これには神

経幹細胞の増殖抑制が関与していることが分かりまし

た。また、一般的に知られている抑うつ行動テストを

用いて、このモデルで抑うつ行動が惹起されることが

分かりました。しかし、炎症性サイトカインであるイ

ンターフェロンの全身性の投与は、活動性や感覚・運

動機能など様々な神経機能にも影響を与えている可能

性があります。うつ病様の行動変化を正確に評価する

うえで、多種類の神経機能が関連する包括的な行動テ

ストが必要ですが、このモデルにおいて、そのような

解析は報告がありませんでした。

　包括的行動テストのシステム構築には、専門的な知

識や設備が必要であり、独力では困難でしたので、行

動解析融合型プラットホーム支援活動「系統的脳機能

行動解析」（宮川剛先生）を利用させて頂きました。我々

の研究室から宮川研究室は１時間程度でしたので、研

究員 1名が２ヶ月間宮川研究室に通って実験を行いま

した。専門の技術職員の方が、実験方法を丁寧にご指

導下さり、無事に実験を終えることができました。一

連の実験から、活動性や知覚・運動機能自体には変化

はなく、一方これまで報告されていなかった社会性の

低下などを示唆する行動異常が見いだされ、うつ病モ

デルとしての特徴を明確にすることができました。デー

タの解釈から論文へのメソッドや結果の記載方法まで、

高雄啓三先生・宮川剛先生にご教授頂きました。この

行動学的データが加わったことで、研究全体のクオリ

ティが非常に向上し、論文は昨年アクセプトされまし

た。ご支援に非常に感謝しております。

Zheng LS, Hitoshi S, Kaneko N, Takao K, Miyakawa T, Tanaka Y, Xia H, Kalinke U, Kudo K, Kanba S, Ikenaka K, 
Sawamoto K. Mechanisms for interferon-α-induced depression and neural stem cell dysfunction. Stem Cell Reports.
2014 Jun 26;3(1):73-84. doi: 10.1016/j.stemcr.2014.05.015.eCollection 2014.
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Rho 制御タンパク質Gmip による生後マウス脳内を移動する新生ニューロンの速
度調節

太田晴子、匹田貴夫、澤田雅人、西岡朋生、松本真実、小村理行、大野彰久、神谷幸余、
宮本拓哉、浅井直也、榎本篤、高橋雅英、貝淵弘三、祖父江和哉、澤本和延

　　貝淵拠点　

太田晴子、 澤本和延

名古屋市立大学医学研究科

　このたび、包括脳ネットワークリソース・技術開発

支援拠点「神経細胞プロテオミクス」（代表：貝淵弘三

教授）のご支援により、生後マウスの脳内を移動する

新生ニューロンの速度調節機構について、研究成果を

発表することができました。

　私たちの研究室では、生後・成体の脳室下帯で新生

したニューロンが脳内を移動するメカニズムについて、

研究を行なっています。これらの新生ニューロンは脳

室下帯から嗅球まで移動し、分化・成熟することが分

かっていますが、その移動を制御する細胞内分子メカ

ニズムについては未だ明らかにされていません。一方、

以前に、アクチン結合分子 Girdin のノックアウトマウ

ス解析によって、Girdin が同部位でのニューロン移動

に必須であることを報告しました。そこで、Girdin を

手掛かりとした、新生ニューロン移動の新規細胞内分

子メカニズムの解明を目指した研究を始めました。ま

ず、今回のリソース・技術開発支援を利用し、脳室下

帯におけるプロテオミクス解析を行いました。生後早

期のマウス脳室下帯を大量に切離して作成した抽出液

を用いて、免疫沈降法および LC-MS/MS によるショッ

トガン解析を行い、Girdin と相互作用する分子群を同

定しました。この方法で、200 種類以上の候補分子

の同定に成功しました。さらに、これらの中から、低

分子量 G 蛋白質 RhoA の制御因子である Gmip（Gem-

interacting protein）に着目し、ニューロン移動への

関与について検討しました。蛍光共鳴エネルギー移動

（FRET）システムおよび RNA 干渉法を用いた解析によ

り、Gmip には細胞内での局所的な RhoA 活性の抑制に

より、新生ニューロンの移動速度を遅くする作用があ

ること、さらに、Gmip による移動速度の調節は、嗅球

における最終的なニューロンの定着位置を決定し、成

熟後の樹状突起の投射パターンにも影響を与えること

が示唆されました。本研究では、これまで解明されて

いなかった、新生ニューロンを適切な速度で正確な位

置まで移動させるためのメカニズムの一端を明らかに

することができました。

　プロテオミクス解析はこのような新規細胞内メカニ

ズムの探索において、非常に有用なツールではありま

すが、技術・施設ともにどこでも行うことができるわ

けではありません。今回、包括脳ネットワークのリソー

ス・技術開発支援のおかげでこのような研究成果を生

み出すことができましたことを、この場をお借りして

御礼申し上げます。

Speed control for neuronal migration in the postnatal brain by Gmip-mediated local inactivation of RhoA. Ota H, 
Hikita T, Sawada M, Nishioka T, Matsumoto M, Komura M, Ohno A, Kamiya Y, Miyamoto T, Asai N, Enomoto A, 
Takahashi M, Kaibuchi K, Sobue K, Sawamoto K. Nat Commun. 30;5:4532(2014)
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　　貝淵拠点　

星野幹雄、 田谷真一郎

国立精神神経医療研究センター神経研究所

分子モチーフを持たない精神疾患関連蛋白質AUTS2 の機能の解明

　AUTS2 遺伝子（ヒト Autism Susceptibility Candidate 

2）は、自閉症スペクトラム障害、知的障害、ADHD、

統合失調症、薬物依存など、様々な精神疾患患者のゲ

ノムに異常が見つけられてきたため、特定の精神疾患

というよりは、精神疾患全般に広く関連すると考えら

れています。そのため、特に近年、多くの研究者が注

目するホットな遺伝子となっていますが、この遺伝子

のコードする AUTS2 蛋白質の分子機能が不明であり、

それ故にこの遺伝子の異常によって引き起こされる精

神疾患の病理についても全くわかっていませんでした。

　分子機能が知られていない一つの原因には、この蛋

白質にその機能を予測させるような「蛋白質モチーフ」

が無いということがありました。そのような手がかり

の少ない蛋白質の場合には、その「結合分子」の探索

から機能を推定する、というのが有力な手段の一つで

す。そこで、私たちは包括脳プロテオミクス支援班の

お力を借りて、ラット脳抽出液から、「AUTS2 蛋白質

に結合する候補分子」を多数同定して頂きました。そ

して、そこで得られた結合候補分子についてさらに詳

細に解析することによって、AUTS2 が P-Rex1, Elmo/

Dock180 複合体、Intersectin (ITSN) 1, ITSN 2 といっ

たグアニンヌクレオチド交換因子（GEF）と結合する

ことにより、低分子量 G 蛋白質である Rac1 および

Cdc42 の活性を、それぞれ正負に制御していることを

見いだしました（図）。AUTS2 はこの働きによって神

経細胞内のアクチン細胞骨格系を再構成し、神経細胞

移動や神経突起伸長に関与することもわかりました。

　一般的に、精神疾患の背景には、多かれ少なかれ脳

神経系の発達異常があるであろうと考えられています。

我々は、このような AUTS2 の機能が障害されることで

脳神経ネットワーク構築が阻害され、その結果として

各種精神疾患が惹起されるのではないか、と考えてい

ます（図）。

　AUTS2 蛋白質は分子モチーフなどからその機能を推

測することが難しかったので、包括脳プロテオミクス

支援班のご助力が無ければ、今回の研究成果を出すこ

とは不可能でした。この場を借りて、支援班の厚いご

支援に深く感謝させて頂きます。

（掲載論文）

Hori K, Nagai T, Shan W, Sakamoto A, Taya S, Hashimoto R, Hayashi T, Ae M, Yamazaki M, Nakao K, Nishioka 
T, Sakimura K, Yamada K, Kaibuchi K, Hoshino M: Cytoskeletal regulation of AUTS2 in neuronal migration and 
neuritogenesis. Cell Reports, 9, 2166-2179,2014

包
括
型
脳
科
学
研
究
推
進
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

297



23
リソース・技術開発支援委員会

　　﨑村拠点　　宮川拠点　　貝淵拠点　　渡辺拠点　　尾藤拠点　

木下専

名古屋大学大学院理学研究科

「21 世紀の支援」

　包括脳の前身である統合脳の時代から班会議、共同

研究、支援などを通じて神経科学コミュニティーの皆

様には様々なサポートをいただいております。包括脳

支援制度の多重利用者として寄稿を、とのご依頼によ

り、簡単にご紹介致します。

　21 世紀の神経科学は分野融合型・技術集約型のサイ

エンスとなり、すべき実験と自己完結的にできる実験

との乖離が加速しています。マウスの分子脳科学分野

においても、遺伝子改変と系統樹立に始まり、機能的・

形態的・生化学的解析に必須な基盤技術が多様化・複

雑化・高度化し続けています。主要誌が要求する実験

技術水準の上昇率 r と所属グループの実験技術の成長

率 g の関係が r>g に陥っていないと言い切れる研究者

は多くはないでしょう。両者のギャップを埋めてきた

のは研究グループ間の共同研究、学内外の共同利用施

設、企業へのアウトソーシングなどですが、研究予算

の成長が見込めない状況の下、多様な個別研究の推進

に必要な実験技術の補完や高度化を組織的・系統的・

効率的にサポートする包括脳支援制度は時代の要請と

いえます。

　平成 21 年の着任当時、マウス SPF 施設も、新任助

教 1 名の他はスタッフも大学院生も「ないものはない」

状況で、前任地の京大医学研究科で開始したプロジェ

クトの持続可能性が自他ともに危惧されました。しか

し共同研究や班会議などを通じてお世話になっていた

先生方に支援制度への応募を勧められ、活用の機会に

恵まれました。並行する複数のプロジェクトに対して

これまでに受けた支援項目は、独創性の高い脳モデル

動物作製 [ 新潟大学 崎村拠点 ]、高品質抗体作成・脳機

能分子発現解析 [ 北海道大学 渡辺拠点 ]、系統的脳機能

行動解析 [ 生理学研究所 宮川拠点 ]、神経細胞プロテオ

ミクス [ 名古屋大学 貝淵拠点 ]、脳機能プロービング技

術の開発 [ 東京大学 尾藤拠点 ]、と多数に及びます。「支

援のスタンプラリー」（by 大隅典子先生）と称された

りもしますが、拠点はいずれも世界トップレベルの研

究室ですので、スタンプ（実験リソースとデータ）の

収集にとどまらず、論文に書ききれない実験のコツや

データの扱い方、研究に取り組む姿勢、論文執筆や研

究室運営のスタイルの多様性などを実践的に学べる得

難い機会ととらえております。23 年度は「包括脳ワー

クショップ」、24 年度は「生命科学系 3 分野支援活動（が

ん、ゲノム、脳）合同シンポジウム―生命科学・医学

の発展を支える研究基盤の未来」にて被支援状況と成

果を発表する機会も与えられました。そこで、種々の

制約の中、親身にご支援下さる拠点代表の先生方やス

タッフの皆様のご尽力と負担を強調するとともに、文

科省担当者も臨席された 24 年度には、予算的・人的

基盤が脆弱な包括脳支援制度を、（拠点担当者のボラン

ティア精神に過度に依存しない）持続可能な形に拡充

していただけるよう訴えました。ようやく 25 年度に

は支援を受けた共同研究も形になり始め、待望の SPF

施設も新設されましたが、具体的な研究紹介は次の機

会にさせていただきます。

　最後に、この場をお借りして支援拠点の共同研究グ

ループの皆様のご協力と、木村實先生、高田昌彦先生、

三品昌美先生を始め関係各位のご尽力に厚く御礼申し

上げます。

1. Ageta-Ishihara N, Yamakado H, Morita T, Hattori S, Takao K, Miyakawa T,Takahashi R, Kinoshita M. Chronic 
overload of SEPT4, a parkin substrate that aggregates in Parkinson’s disease, causes behavioral alterations but not 
neurodegeneration in mice. Molecular Brain 6:35, 2013.

2. Ageta-Ishihara N, Miyata T, Ohshima C, Watanabe M, Sato Y, Hamamura Y, Higashiyama T, Mazitschek R, Bito 
H, Kinoshita M. Septins promote dendrite and axon development by negatively regulating microtubule stability via 
HDAC6-mediated deacetylation. Nature Communications 4:2532, 2013.

3. Watanabe S, Ageta-Ishihara N, Nagatsu S, Takao K, Komine O, Endo F, Miyakawa T, Misawa H, Takahashi R, 
Kinoshita M*, Yamanaka K*. (*shared correspondence) SIRT1 overexpression ameliorates a mouse model of SOD1-
linked amyotrophic lateral sclerosis via HSF1/HSP70 chaperone system. Molecular Brain 7:62, 2014.

4. Ageta-Ishihara N, Yamazaki M, Konno K, Nakayama H, Abe M, Hashimoto K, Nishioka T, Kaibuchi K, Miyakawa 
T, Hashimoto K, Watanabe M, Sakimura K, Kinoshita M. CDC42EP4/septin-based perisynaptic glial scaffold that 
regulates glutamate clearance. (in revision)
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　　﨑村拠点　　渡辺拠点　

上阪直史

東京大学大学院医学系研究科 ２つのセマフォリンが発達期シナプス刈り込みを制御する。

上阪直史 , 内ヶ島基政 , 三國貴康 , 中澤敬信 , 中尾晴美 , 平井宏和 , 饗場篤 , 渡辺雅彦 , 
狩野方伸

包括脳の支援を受けて

　包括脳ネットワークによる技術支援を受けさせてい

ただいており、非常に幸運なことに、渡辺雅彦先生の

脳機能分子発現解析と崎村建司先生の独創性の高い脳

モデルマウスに採択いただきました。

　私は生後発達期におこるシナプスの選択的強化・除

去（シナプス刈り込み）のメカニズムを解明するために、

電気生理学の手法、培養法、レンチウィルスによる遺

伝子発現操作法を用い研究を進めてきました。これら

の解析により、培養系においてシナプス刈り込みに関

わる分子をいくつか同定することに成功しました。し

かしながら、それらの分子が生体内でどのような発現

パターンをしているのか、生体内での機能は培養標本

と同じであるか、という問題は所属する研究室の技術

では解決できませんでした。そのような時期に、包括

脳で分子の発現解析の支援や遺伝子ノックアウトマウ

スの作製支援をしていることを知り、すぐに応募しま

した。約１ヶ月後に採択の連絡を受け取ったときは非

常にうれしかったのを覚えています。その後、渡辺研

究室では同定した分子の発達期における発現パターン

を FISH（蛍光 in situ ハイブリダイゼーション）により

明らかにしていただきました。非常に質の高いデータ

を出していただき、発表した論文の主要な図の一つに

なりました。さらに、崎村研究室では同定した分子の

細胞種特異的ノックアウトマウスの作製が始まり、私

もその作製に参加させていただきました。初めての技

術ばかりでしたが、丁寧なご指導を受けながらターゲッ

ティングベクター作製やサザンブロッティングなどの

技術も学ばせていただきました。

　このように、自分が持っている技術だけでは推進で

きないような研究をプロフェッショナルな方に支援し

ていただける機会があることは非常に心強いです。ま

た、支援を行っている研究室の方々と支援を通して知

り合えることもこの支援の重要な副産物の一つである

と思います。日本を含む世界の科学技術の発展のため

に、今後もこのような支援が続くことを願っておりま

す。

　　渡辺拠点　　　

山中智行

同志社大学脳科学研究科
転写因子 NF-Y の機能欠損マウスは新規のタンパク質蓄積病態を示す

山中智行、戸崎麻子、黒澤大、松本弦、小池正人、内山安男、Sankar N. Maity、
下郡智美、服部信孝、貫名信行

　神経細胞がどのように維持され機能しているのか、

その障害がどのような変性を引き起こすのか、これら

を理解することは、神経科学や神経変性疾患の理解に

とても重要と思われます。私はもともと生化学、分子

細胞生物学を中心に研究していましたが、これらを神

経変性機構の解明に応用できないかと考え、理化学研

究所脳科学総合研究センターに入所しました。ここで

神経変性疾患の１つハンチントン病の解析を始め、そ

のモデルマウスの脳神経細胞で、活性が低下する転写

因子として NF-Y 等を新たに同定してきました。

　次に NF-Y が実際に神経細胞の維持や変性を制御する

のかを調べるために、そのノックアウトマウスを作製

したところ、脳神経細胞が脱落すること、その過程で

ユビキチンや p62 が蓄積することを発見しました。こ

れらタンパク質の蓄積は多くの神経変性疾患で観察さ

れる現象であり、NF-Y が神経細胞の維持・変性に強く

関わることを初めて明らかにすることができました。

ただここで問題になったのはこれらがどこに蓄積して

Uesaka N, Uchigashima M, Mikuni T, Nakazawa T, Nakao H, Hirai H, Aiba A, Watanabe M, Kano M. Retrograde 
semaphorin signaling regulates synapse elimination in the developing mouse brain. Science. 344. p.1020-p.1023.(2014): 
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図　NF-Y ノックアウトマウスの海馬神経細胞の電顕写真。
　　小胞体が異常に増加し核周囲に集積しているのが観察される
　　（順天堂大学小池正人先生撮影）

　　井上拠点　　　

小早川和

九州大学大学院医学研究院 整形外科学分野 アストロサイト初代培養におけるミクログリア除去法の開発

小早川和

リソース ・技術支援を受けて

　私は2011年度から包括脳ネットワークによるリソー

ス・技術支援（グリア機能解析）を受け、アストロサ

イト初代培養中のミクログリア除去法に関する研究と、

脊髄損傷病態におけるミクログリアの役割に関する研

究をさせて頂きました。

　我々の研究室（九州大学医学研究院先端医療医学講

座　岡田誠司准教授）では脊髄損傷の病態を解明する

為にマウス脊髄損傷モデルを用いて、主にアストロサ

イト・ミクログリアの役割に関して解析を行っていま

す。当時、アストロサイトの転写因子 Stat3 が発現を

調節する分子を ChIP-Seq 法で網羅的に同定するため

に、アストロサイト初代培養を行っていました。しか

し従来の方法ではアストロサイト初代培養中に混在す

るミクログリアが Stat3 を発現して解析結果に影響を

与えることが判明しました。そこで、アストロサイト

初代培養からミクログリアを選択的に除去する方法の

開発を行っていたのですが、培養ミクログリアに関す

る技術・知識・マテリアルが十分でないために研究が

頓挫しておりました。そのような折に、リソース・技

術支援によって九州大学薬学研究院の井上和秀教授（兼 

同大学副学長）、齊藤秀俊准教授よりマウスミクログリ

いるかということです。そのような中、包括脳ネット

ワークの研究支援（脳機能分子発現解析）に採択され、

電子顕微鏡解析及び免疫電顕を行っていただきました。

その結果、興味深いことに、NF-Y ノックアウト神経細

胞では小胞体が異常に増加していること、ここにユビ

キチンや p62 が蓄積していることがわかりました（下

図）。よって、今回の NF-Y ノックアウトの研究から、

小胞体が異常タンパク質の蓄積する「場」となるとい

う新しい病態を提示することができました。今後は、

変性メカニズムについて解析を進め、小胞体の機能・

構造変化を示す神経変性疾患の病態解明につなげたい

と考えております。

NF-Y inactivation causes atypical neurodegeneration characterized by ubiquitin and p62 accumulation and endoplasmic 
reticulum disorganization. Yamanaka T, Tosaki A, Kurosawa M, Matsumoto G, Koike M, Uchiyama Y, Maity SN, 
Shimogori T, Hattori N, Nukina N. Nat Commun. 2014 Feb 25;5:3354. doi: 10.1038/ncomms4354.
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　　井上拠点　　　

宝田剛志

金沢大学医薬保健研究域薬学系   ミクログリア時計システムの入出力機構に関する解析
宝田剛志、中里亮太、中村早希、程肇、榛葉繁紀、檜井栄一、米田幸雄

　まずはじめに、包括脳ネットワーク支援の機会を与

えてくださり、井上先生をはじめ、関係各位の方々に

厚く御礼申し上げます。国内脳研究の大きな柱である

貴ネットワークに参加できたことは、私にとって非常

に誇らしいものでした。今回、印象記を執筆させてい

ただく機会を得ましたので、駄文ではございますが、

私自身の研究紹介も含めて、参加させていただいた感

想を書かせて頂きたいと思います。

　私の研究内容は、「ミクログリア時計システムの入出

力機構に関する解析」です。体内時計システムは、睡

眠覚醒のリズムなど、生体の基本動作原理の根幹に必

須な生体システムの一つですが、実はこのシステムが

神経細胞ネットワークだけではなく、体中のありとあ

らゆる組織・細胞にも備わっていることが明らかとなっ

ています。しかしながら、それぞれの時計システムが

生体内でどのような役割を担うのかについては未だ明

らかとはなっておりません。体内時計の基本モデルは、

「入力」、「発振」、および「出力」機構から構成されま

す。例えば、光の入力経路である網膜視床下部路が入

力系にあたり、この光刺激が視交叉上核に存在する発

振系を同調させ、そして出力として睡眠・覚醒、ホル

モン分泌等に概日リズムを付与するとされております。

時計遺伝子とは、このモデルの発振系を構成する必須

因子であり、各種時計遺伝子（Bmal1, Clock, Period, 

Cry など）の転写と翻訳を介する負のフィードバック

ループ機構の存在が明らかとなっています。私は以前

に、脳内ミクログリア細胞に各種時計遺伝子が発現し

ていることを見出しておりましたが、それが何をして

いるのか、どのような役割を担うのかなど、全く手付

かずの状態でありました。本支援では、ミクログリア

培養法やその解析手法、あるいは個体レベルでの解析

方法について等、幅広い内容について支援をいただき、

一定の研究成果を得ることができました。つまり、ミ

クログリア細胞に発現する ATP 受容体である P2X7 受

容体の活性化により、ミクログリア細胞内の時計遺伝

子の発現が同調し、約 24 時間周期のリズムを刻み、そ

の出力として炎症性サイトカインの放出を制御する可

能性を見出しました。つまり、ミクログリア細胞内で

の時計システムは、ATP 受容体を入力系とした脳内免

疫調節を担う可能性があるのではないかと考えており

ます。脳内の免疫機能担当細胞であるミクログリアは、

脳梗塞や神経障害性疼痛等のニューロンの損傷や変性

に起因する疾患との関連性が深いことが知られていま

す。各種病態・障害時の脳機能制御メカニズムと、ミ

クログリアの体内時計出力システムとを包括的に解析

ア細胞株を供与して頂き、実際の培養方法をご教授頂

きました。更には培養に必要な物品をも支援して頂い

たおかげで、道が開けて無事ミクログリアを除去する

ことができるようになり、本研究の成果も 2012 年 5

月 に Journal of Neuroinflammation (Kumamaru et al.) 

に掲載されました。

　この様にミクログリア除去に躍起になっていた私で

すが、リソース支援で細胞株を頂いたのがきっかけで

ミクログリア自体にも興味を持つようになりました。

そうしてミクログリアの研究を続けているうちに、脊

髄損傷急性期の高血糖がミクログリアの過度な活性化

を引き起こして機能予後を増悪させる事を発見し、こ

の 研 究 成 果 は 2014 年 10 月 に Science Translational 

Medicine に掲載されました。これら２つの研究を通し

てご支援頂いた包括脳ネットワークの皆様、九州大学

薬学院の井上和秀教授、齊藤秀俊准教授に心より御礼

申し上げます。誠に有難うございました。

1. Kumamaru H, Saiwai H, Kobayakawa K, Kubota K, van Rooijen N, Inoue K, Iwamoto Y, Okada S. Liposomal 
clodronate selectively eliminates microglia from primary astrocyte cultures. J Neuroinflammation. 2012 May 
31;9:116.

2. Kobayakawa K, Kumamaru H, Saiwai H, Kubota K, Ohkawa Y, Kishimoto J, Yokota K, Ideta R, Shiba K, Tozaki-
Saitoh H, Inoue K, Iwamoto Y, Okada S. Acute hyperglycemia impairs functional improvement after spinal cord 
injury in mice and humans. Sci Transl Med. 2014 Oct 1;6(256):256ra137.
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　　井上拠点　　　

吉川雄朗

東北大学大学院医学系研究科   グリア細胞とヒスタミンとの関連について
吉川雄朗

　九州大学大学院の井上和秀先生が拠点代表である「グ

リア機能解析」から支援を頂戴して、ミクログリア研

究を行って参りましたので、その報告をさせていただ

ければと存じます。

　当研究室（谷内一彦教授）は 30 年ほど前から中枢神

経系におけるヒスタミンの役割について研究しており

ます。ヒスタミンはアレルギーや胃酸分泌との関連が

有名で、皆さんもご存じだと思います。一方、脳内で

の作用はあまり知られておりませんが、花粉症に用い

られる抗ヒスタミン薬の中には、脳内ヒスタミン作用

を遮断し、眠気などの中枢抑制作用を引き起こす薬も

多いことからも、脳内でヒスタミンが機能しているこ

とをうかがい知ることはできるのではないでしょうか。

　さてミクログリアにおけるヒスタミンの役割は、ミ

クログリア研究の重鎮である Helmut Kettenmann 先生

もヒスタミンがミクログリアのカルシウム制御に関わ

るという報告をなさっていました。しかし貪食能やサ

イトカイン分泌などのミクログリア機能に関してはま

だ十分に研究がなされておらず、個人的には非常に興

味を持っておりました。我々はミクログリアに関して

全くの素人でありましたが、井上拠点の「興味があるが、

実験をした経験も無く、そのため予算措置も当てがな

い」研究者でも応募できるという寛大さに期待して申

請させていただいたところ、採択していただき、なん

とか研究をスタートさせることができました。最先端

の研究を推進するのはもちろん重要ですが、底辺を広

げていくような予算配分は駆け出しの研究者にとって

本当に有り難いです。

　基本的な実験手技については、井上先生のラボに伺

い、助教の齊藤秀俊先生に全て教えていただきました。

おかげさまでミクログリアの単離から、貪食能や遊走

能の評価、カルシウムアッセイといった基本的な事項

から、スライスカルチャーを用いた実験系など多くの

ことを学ぶことができました。予算だけでなく、基本

手技に至るまで手厚くサポートしてもらえるのもこの

技術支援の良いところではないかと思っています。

　私が以前扱ってきた細胞はあまり動きのないものが

多かったのですが、ミクログリアは遊走したり、アメー

バ状になったりと、顕微鏡で覗いてみても非常に面白

いです。試薬を添加したりするとすぐに形態的変化が

見られることが多く、これまでに実験した中で一番楽

しい細胞でした。包括脳からの支援のおかげで、ミク

ログリア機能におけるヒスタミンの役割について基礎

的なデータを集めることもできましたし、今後も更に

ミクログリア研究を発展させていきたいと思っていま

す。本当は論文が採択されていればデータを紹介した

かったのですが、リバイス中につき割愛させていただ

きます。

　最後になりますが、このような機会を与えてくださっ

た井上先生、技術的なサポートをくださった齊藤先生、

包括脳ネットワークの関係者の方々にこの場を借りて

心よりお礼を申し上げます。

することにより、病態の時間軸からミクログリア細胞

の機能的変遷を明らかにすることができるものと期待

しております。この度支援いただいたことで、ミクロ

グリア研究手法の基盤を確立することができました。

現在の研究内容をより発展させ、脳研究・グリア研究

の発展に貢献できればと強く感じております。

1. Iida T, Yoshikawa T, Matsuzawa T, Naganuma F, Nakamura T, Miura Y, Mohsen AS, Harada R, Iwata R, Yanai K,: 
Histamine H3 receptor in primary mouse microglia inhibits chemotaxis, phagocytosis, and cytokine secretion.Glia 
2015 (in press)

2. Naganuma F, Yoshikawa T, Nakamura T, Iida T, Harada R, Mohsen A, Yamato M, Yanai K, : Predominant role of 
plasma membrane monoamine transporters in monoamine transport in 1321N1, a human astrocytoma-derived cell line. 
J Neurochem 129: 591-601, 2014

3. Yoshikawa T, Naganuma F, Iida T, Nakamura T, Harada R, Mohsen A, Kasajima A, Sasano H, Yanai K,: Molecular 
mechanism of histamine clearance by primary human astrocytes, Glia 61: 905-916, 2013 
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　虫明拠点から、多点電極の支援を受け、脳幹のセロトニンニューロンの活動記録を試みました。ノルアドレナリ

ンニューロンやセロトニンニューロンといったモノアミンニューロンは、睡眠・覚醒の調節に重要な役割を果たし

ており、覚醒時には持続的な発火を続けますが、徐波睡眠時には活動が著しく減少し、レム睡眠期には完全に停止

します。この傾向は麻酔下でも見られます。ウレタン麻酔によって、動物は、脳波に振幅の大きな徐波の現れる状

態（深睡眠：Deep Sleep）と、低振幅でやや速波化した脳波を示す状態 ( 浅睡眠：Light Sleep) を繰り返します。モ

ノアミンニューロンは、高振幅徐波のときは活動が低下し、低振幅脳波のときに活動が上昇します。また、周辺の

他のニューロンに比べ、幅の広い活動電位を発生します。このような性質を踏まえ、ウレタン麻酔下のラットを用い、

多点電極によって、背側縫線核のセロトニンニューロンの活動記録を試みました。

　　虫明拠点　　　

小山純正

福島大学共生システム理工学類	 	 	Interaction of brainstem neurons at the state transition investigated through Si 
neural probe

Yoshimasa Koyama, Kazumi Takahashi, Kunihiro Nishimura, Naoki Haruyama

　図１は、多点電極の 1 点から１個の陽性スパ

イクと２個の陰性スパイクが記録された例を示

します。陽性スパイクは、他の２個と異なり、脳

波（EEG）が低振幅（Light Sleep: LS）のときには、

規則正しい持続的な発火を示しますが、大きな

徐波が現れるとき（Deep sleep: DS）には発火が

停止します。このような発火様式は、セロトニ

ンニューロンが示す発火様式に酷似しています。

　図２は、多点電極で記録したニューロンとガ

ラス電極で記録したセロトニンニューロンのス

パイク波形を比較したものです。ガラス電極で

記録したセロトニンニューロンは、スパイクの

下行相に肩があり（図２▼）、陽性成分の持続時

間は約 1 ms と、非セロトニンニューロンより長

くなります。陰性成分も振幅が小さく持続時間

が長い、という特徴を示します。多点電極で記

録したニューロンにも、このような特性が再現

されています。発火様式からも、このニューロ

ンはセロトニンニューロンと考えられます。

　図３は、複数の記録点から同じニューロンが

記録された例を示します。スパイク発火のタイ

ミング、スパイク間隔 (ISI) ヒストグラムから、

これらのチャンネルで記録された活動は、同一

のニューロンのものと判断できます。スパイク

の振幅から推測するとニューロンは、記録点５、

３、２を結ぶ三角形の重心付近（やや５に近い点）

にあり、少し離れた記録点１でも、その電場電

位を記録していると考えられます。

図１：多点電極の１点から複数のニューロンが記録できた例

図２：ガラス電極と多点電極で記録したニューロンの比較

図 3：複数の記録点から同じニューロンの活動が記録された例
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　　虫明拠点　　　

大沢伸一郎、 岩崎真樹

東北大学大学院医学系研究科   光遺伝学を用いた新たな海馬けいれん発作モデルの開発及び発作にお
ける海馬内神経ネットワークの状態遷移

大沢伸一郎

包括脳ネットワーク　リソース技術支援による成果について

　われわれは臨床分野である脳神経外科教室でてんかん外科を専門とする立場から研究を立ち上げ、ラット海馬に

おけるてんかん発作の伝播を研究テーマとしました。光遺伝学を用いてラット海馬に光刺激による発作誘発を行い、

発作活動を多点電極で計測して解析しました。光刺激による海馬けいれん活動をアーチファクトなしに観察するこ

とにより (Fig. 1)、これまで解析が困難で研究対象になりにくかった海馬長軸方向に対する発作伝播の様相を明ら

かにすることができました。多点電極計測からのデータを数理統計処理することにより、けいれんの誘発から自発

的律動、そして終了に到るまで海馬内情報伝達の推移を可視化することに成功したのです (Fig. 2)。

Figure 1
光刺激中の海馬内脳波を示す。刺激開始時は反復する光刺激に対する誘発反応のみ
が見られるが (1)、徐々に自発的な律動が加わりけいれん発作活動に移行する (2,3)。
刺激終了後もけいれんは自律的な活動として遷延する (4,5,6)。

　 図 4 は、 電 極 を 10 μ m ず つ 動 か し た

と き の ス パ イ ク の 変 化 を 示 し ま す。 浅 層

(depth:5983) で記録されていた陰性スパイク

が消失して、深層 (depth:6063) で、別の両極

性ニューロンが現れた様子がわかります。 

　このように、多点電極は、ラットの脳幹に

おいて、ガラス電極と同じくらいの S/N 比で

単一ニューロンを記録できることが明らかに

なりました。記録の安定性においては、ガラ

ス電極よりも優れている印象を受けます。

　私たちは、ガラス電極によって、無麻酔（頭

部固定）の動物から神経活動の記録を行って

いますが、この多点電極は、このような無麻

酔動物からの長時間記録にも有用な電極であ

ると考えています。

　　図４：深さによるスパイク振幅の変化
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　この研究にあたっては①光感受性チャネルを発現し

た in vivo 海馬②光刺激用のファイバー③多点計測・解

析装置と、多岐にわたる専門知識を必要としました。

そのような状況にあって、当初何も持っていなかった

われわれを本制度は強く後ろ盾してくれました。この

研究は当初アイデアのみの裸一貫で発足したところが

あり、臨床の教室から研究を立ち上げて実際の成果に

結びつける基礎医学研究のノウハウについて、不足の

部分が多かったとつくづく思います。しかしながら本

研究支援制度によって生体内光刺激装置と多点記録電

極等のハード面の能力を得たのみならず、支援を得た

先生方と当初の思惑を超えて深く知り合うことができ

ました。これによって機器のより有効な使用方法や解

析方法についても議論をすることができ、さらに人の

輪も増えていき、結果的に当初は思ってもみなかった

独創的な結果を導き出せたと考えています。

　基礎研究の世界ではそれぞれの分野の人が素晴らし

いカッティングエッジを持っていますが、その人同士

で交流するからこそ生まれる相乗効果・化学変化が従

来にない発想の実験、解析方法や解釈を作りだし、よ

り素晴らしい成果に繋がるのだと思います。研究とは

本来そうしたものなのでしょうが、当初のわれわれの

ような駆け出しの研究者は、交流のきっかけを掴めず

にもがいていることが多いのかもしれません。近寄り

がたさを自分が勝手に感じているだけのような、しか

しながら確かに存在するコラボレーションの壁に対し、

一歩踏み出して他の専門家と会話することの重要性を

本制度は教えてくれました。研究によって得られた直

接的な成果以上に大事なものと考えています。

本制度を通じて、もしくは他の場でわれわれと出会い、

この研究を後押しして下さった方々は 30 名を超えま

す。方々に心からの御礼を述べて支援成果の報告を結

びたいと思います。

Figure 2
海馬中隔側に光刺激を行い、側頭側で海馬長
軸方向に沿って多点電極を用いて脳波を記録
する (1)。電極間の同期性 (Synchrony) 及び因
果性 (causality) を経時的にプロットすると 3
つの状態に区分された (2)。光刺激によって
誘発されるけいれん発作は、①発作間欠期、
②誘発－自律活動期、③発作の終了と間欠期
への回帰の 3 状態の経時的な遷移と考えられ
た (3)。

Osawa S, Iwasaki M, Hosaka R, Matsuzaka Y, Tomita H, Ishizuka T, Sugano E, Okumura E, Yawo H, Nakasato N, 
Tominaga T, Mushiake H Optogenetically induced seizure and the longitudinal hippocampal network dynamics. 
PloS one. 8 e60928.(2013) 
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　　虫明拠点　　岡戸拠点　　　

戸田春男、 川嵜圭祐、 長谷川功

新潟大学医学部   脳内局所電位の垂直・水平方向伝搬における周波数特性の差異

長谷川功、戸田春男、川嵜圭祐、堀江正男、中原潔、Bepari A.K.、澤畑博人、
鈴木隆文、竹林浩秀

　近年、大脳の高次機能を特定の周波数の同期的神経

活動が担うことを示す知見が増えています。しかし、

信号が脳回路を伝わる際に周波数特性がどのように変

化するかは解明されていません。この問題に取り組む

ため、しなやかに脳の表面に貼りつく微小皮質脳波

ECoG 電極（Toda et al Neuroimage 2011）と、光遺伝

学のアプローチを組み合わせました。CaMKII プロモー

タを用いて皮質深層の興奮性ニューロンに選択的に

ChR2 を発現させ、光刺激により発生した局所電位のさ

まざまな周波数の成分がどのように伝わるかを、垂直

方向と水平方向に分けて調べました。その結果、皮質

深層から浅層の垂直方向には比較的低い周波数の信号

が伝わりやすく、この際に low-gamma 波が発生するこ

と、一方、表面に沿った水平方向の伝搬ではこのよう

な周波数特異的な変化は起こらないことが判りました。

これにより、カラム方向の局所神経回路によって周波

数特異的な同期が生まれ、水平結合によって空間的に

統合される、という脳の情報処理の図式が浮かび上が

りました。

この実験は、岡戸拠点と虫明拠点のリソース・技術支

援を受けて、AAV9 により大脳 1 次視覚野 V1 にチャネ

ルロドプシン ChR2 を発現させたラット実験系で、光

刺激、特に周波数特異的光刺激に対する神経活動の時

空間特性の変化を独自開発した網状 ECoG 電極の多点

記録法により評価することで初めて可能となりました。

この紙面を借りて両拠点の支援に対して深謝申し上げ

ます。将来的には、霊長類への応用を目指したいと考

えています。

　　岡戸拠点　　　　　	 	 	

和多和宏

北海道大学理学研究院   発声行動依存的遺伝子発現動態変化と発声学習臨界期制御

小嶋一平、早瀬晋、和多和宏

　2010 年度より岡戸拠点よりリソース技術支援をいた

だきました。当初の支援希望は、遺伝子改変実験がほ

とんど導入されてこなかった非動物モデルである鳴禽

類ソングバードに、ウイルス発現系による遺伝子改変

実験を施行できるようにしたいという内容でした。以

前より、自前でレンチウイルス系の導入を試みてきま

したが十分な遺伝子発現を誘導するには至らず、ソン

グバードでの脳内遺伝子発現にどのようなウイルス・

プロモータを使えばよいのかと、悩んでいた時期でし

た。このような状況で、どうにかして様々なウイルス

タイプ・プロモーターの組み合わせで試してみたいと

思っていた時に、タイミングよく支援をいただきまし

た。第３世代のレンチウイルス、アデノ随伴ウイルス

ではセロタイプ８型・９型、またプロモーターでは

CMV, CAG と岡戸先生から分与していただけるウイル

スを片っ端から脳内にインジェクションをすることを

繰り返しました。その中から、アデノ随伴ウイルス９

型で CAG プロモーターの組み合わせでこれまでにない

程に強力に脳内遺伝子発現が誘導ができることを見つ

けました。さらに、アデノ随伴ウイルスの作成方法に

おいても、研究室の学生を岡戸先生の研究室に派遣さ

せていただき、直接手ほどきを受けさせていただく機

会を得ました。この際に教えていただいた方法が、今、

私の研究室のメンバーに広がり、またそれが他の共同

研究者の研究室へと伝播し始めています。これまで、

実際の「モノ」としてのリソースの支援のみならず、時々

に様々な有用な情報やアドバイスをいただけたことは、

本当に大きな有形無形の支援をしていただいたと思っ

ています。現在、これまでに得た知見をもとに当初の

目的である、ソングバードを用いた発声学習とその学

習臨界期制御の分子基盤を脳内遺伝子改変によって明

らかにしていくべく研究を進めております。
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　　岡戸拠点　　　　　	 	 	

石垣診祐

名古屋大学大学院医学系研究科神経内科   Quality loss of FUS and SFPQ causes FTLD-like behavioral abnormalities by 
altering the ratio of Tau isoforms. 

Shinsuke Ishigaki, Yusuke Fujioka, Tsuyoshi Udagawa, Daiyu Honda, 
Satoshi Yokoi, Masahisa Katsuno, Haruo Okado, and Gen Sobue 

私たちは、神経変性疾患とりわけ筋萎縮性側索硬化症

（ALS）とその類縁疾患である前頭側頭葉変性症（FTLD）

についての病態解明の研究に携わっています。5 年近

く前になりますが、FTLD のモデルマウスの作成を通じ

て高次機能障害についての病態機序を解析する計画を

立てました。当初予定では ALS/FTLD 関連遺伝子であ

る TDP-43 や FUS といった機能喪失モデルを作成する

ために KO マウスの樹立を目指しましたが、樹立までの

期間短縮のために virus を用いた stereotaxic injection

による部位特異的な抑制モデルの構築も同時に開始し

ました。当初は恒久的な効果を狙って lentivirus で開始

しましたが、導入できる範囲が限定されること、titer

を上げていくと viscosity のために物理的に injection が

難しくなることなどから、AAV を用いた injection へ

の変更を模索しておりました。経験・知識不足のため

に、この時点ですでに 1 年以上を費やしてしまってい

ました。そんな折に包括脳ネットワークの活動を通じ、

東京都医学総合研究所の岡戸晴生先生から AAV の作成

と精製について共同研究の形でご支援をいただけるこ

とになり、無事に ALS/FTLD のモデルとして TDP-43, 

FUS KD マウスの樹立に成功することができました。こ

れらのマウスは高次機能障害のフェノタイプ、長期観

察での神経細胞脱落など神経変性疾患のモデルとして

妥当かつ興味深いフェノタイプを呈しており、また精

製いただいた AAV の質が高いことから、導入範囲も大

変広範でフェノタイプも安定しています。また 1.5 年

経過した時点においても、AAV による GFP の発現が十

分に確認できることから、神経変性疾患のように長期

にわたって in vivo の観察が必要とされる場面でもご支

援をいただいた AAV が十分に機能していることがわか

りました。特定領域への導入が容易であることから、

モデル樹立後の各分子の機能解析にもとても有用であ

り、レスキュー実験や治療介入実験などのためにこれ

までに 20 以上の AAV についてご支援をいただいてき

ました。この場をお借りして岡戸先生と包括脳ネット

ワークの皆様のご厚意に深謝いたします。まだ発展途

上の研究でありますので、今後もご支援とご指導を是

非ともお願い申し上げます。

　　尾藤拠点　　　　　	 	 	

足澤悦子

生理学研究所視覚情報処理部門   

　私は生理学研究所・視覚情報処理部門（吉村由美子

研究室）において、パッチクランプ技術を急性脳スラ

イスに適用し、大脳皮質神経回路の形成メカニズムに

ついて研究しています。

　昨年１２月に行われた “ 包括脳ネットワーク　冬の

シンポジウム ” に参加した際に、同世代のいわゆる “ 若

手研究者 ” より、どうすれば技術支援してもらえるのか、

具体的にはどのような支援をしてもらえるのか、とい

う質問を受けました。今回 “ 技術支援側の立場から ” と

いうことでニュースレターへの執筆の機会をいただき

ましたので、実際に私自身がリソース・技術支援活動

に関わった研究課題を例に、具体的にどのような支援

が可能か、また行ったか、ということをご紹介させて

いただきます。

　吉村研究室では、主に脳スライス標本を対象に、光

刺激法とパッチクランプ法を併用した神経回路解析に

リソース ・技術支援活動に参加して

包
括
型
脳
科
学
研
究
推
進
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

302



33
リソース・技術開発支援委員会

関する技術支援を行っています。具体的には、光感受

性陽イオンチャネル（ChR2 等）を特定の神経細胞に発

現させたマウスから急性スライスを作製し、それらの

神経細胞をレーザー照射によって興奮させる光刺激と

ホールセル記録法を組み合わせて、シナプス結合特性、

神経細胞間結合関係を解析します。また、スライス標

本上の個々の神経細胞を、ケージドグルタミン酸のア

ンケージングにより網羅的に刺激し、ホールセル記録

している細胞へシナプス入力する神経細胞の分布様式

やシナプス応答特性を検証します。

　今回、私たちは大阪大学八木健教授の研究を支援し

ました。支援内容は、胎生期に高い発現を示す DNA

メチル化酵素 Dnmt3b を欠損した神経細胞が形成す

る大脳皮質神経回路の解析です。吉村研究室において

私が神経回路に関する実験・解析を行うことで技術支

援という形を取りました。Dnmt3b は致死性分子のた

め、Dnmt3b を欠損したホモのマウスから iPS 細胞を

樹立し、野生型の胚盤胞へ iPS 細胞を注入することで、

Dnmt3b を欠損した細胞を含むキメラマウスが作製さ

れました。私は、生後 2週 -3 週齢のキメラマウスの大

脳皮質から急性スライス標本を作製し、大脳皮質体性

感覚野の Dnmt3b 欠損細胞からホールセル記録をし、

ケージドグルタミン酸のレーザー照射によるアンケー

ジングにより記録細胞周辺の神経細胞を活性化するこ

とにより、Dnmt3b 欠損細胞が受けるシナプス入力に

ついて解析しました。その結果、Dnmt3b 欠損細胞の

個々のシナプス応答は正常である一方、野生型の神経

細胞に比べて大脳皮質のより広い領域からシナプス入

力を受けており、シナプス形成の層特異性が減少して

いることを見出しました。これらの結果から、胎生期

の Dnmt3b によるエピジェネティックな遺伝子発現制

御が生後の大脳皮質の神経回路形成に重要な役割を果

たすことが示唆されました。

　この研究課題の支援は私自身の研究を発展させる機

会にもなり、技術支援の側においても大変メリットの

ある取り組みになりました。今回の技術支援では、結

果を得るまでに動物の準備なども含めて半年以上かか

りました。これは支援の一例ですが、研究課題や目標

設定によって結果を得られるまでの期間はいろいろで

はないかと思います。今後もこのような共同研究とし

て技術支援を行い、日本の脳科学の進歩に貢献できれ

ばと考えています。
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■ 飯高哲也 名古屋大学大学院医学系研究科
第 3 回社会感情神経科学研究会

■ 貝淵弘三 名古屋大学
神経科学・構造生物学合同研究会

■ 橋本亮太 大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・
浜松医科大学連合小児発達学研究科

第一回脳表現型の分子メカニズム研究会

■ 山中章弘 生理学研究所
神経活動の光操作　（行動制御への応用）

■ 白尾智明 群馬大学大学院医学系研究科
放射線神経生物学研究集会

■ 筒井健一郎 東北大学大学院生命科学研究科
Advancement of research on the premotor and prefrontal cortex

■ 大森隆司 玉川大学
脳と心のメカニズム 第 11 回冬のワークショップ

2010 年度

■ 尾藤晴彦 東京大学大学院医学系研究科
生理研研究会　「神経活動の光操作　（行動制御への応用）」

■ 小林和人
　 柳川右千夫

福島県立医科大学、群馬大学

トランスジェニックラットを応用した脳科学研究の最先端

■ 椎名伸之 自然科学研究機構
岡崎統合バイオサイエンスセンター

第２回　神経科学と構造生物学の融合

■ 北澤茂 順天堂大学
脳と心のメカニズム 第 12 回冬のワークショップ

■ 中井敏晴 国立長寿医療研究センター研究所
ワークショップ　脳機能計測と在宅運動計測

■ 永井真貴子 北里大学医学部神経内科
神経疾患のモデル動物研究会

■ 久恒辰博 東京大学大学院新領域創成科学研究科
Ultra High Field MRI

■ 田中真樹 北海道大学
第９回北海道大学脳科学研究教育センターシンポジウム 

「高次脳機能のメカニズム」 

■ 山口陽子 理化学研究所脳科学総合研究センター　
The 11th Japan-Korea-China Joint Workshop  On Neurobiology 
and Neuroinformatics(NBNI 2011)

2011 年度 2012 年度

■ 橋本亮太 大阪大学大学院連合小児発達学研究科
第三回脳表現型の分子メカニズム研究会

■ 船橋新太郎 京都大学こころの未来研究センター
3rd International Symposium on Prefrontal Cortex - Searching 
for Mechanism of Mind

■ 饗場篤 東京大学大学院医学系研究科
第３回神経科学と構造生物学の融合研究会

■ 田川義晃 京都大学大学院理学研究科
Circuit construction in the mammalian cerebral cortex: Genetic 
and imaging approaches

■ 花川隆 国立精神・神経医療研究センター
Motor Control 研究会

■ 山口正洋 東京大学大学院医学系研究科
嗅覚情報処理の神経基盤　
－匂い分子から嗅覚神経回路、行動・情動まで－

■ 北澤茂 大阪大学生命機能研究科
脳と心のメカニズム 第 13 回冬のワークショップ

包括脳ネットワーク

「テーマ設定シンポジウムや研究会支援プログラム」
で支援を行った研究会

研究集会委員会

　包括脳ネットワーク 研究集会委員会では、新

しい発想による研究や、研究者間の情報交換を

推進するために実施する研究集会をサポートし

てきました。

　研究者が主体的に研究集会を提案し包括脳

ネットワークが支援を行うことにより、より規

模を膨らませた研究会の実施が可能になり、国

内外の研究者の交流が生まれ、共同研究へと結

びつく事例も多く報告されています。

　支援を受けた研究者から寄せていただいた声

をご紹介いたします。

※敬称略　／　掲載所属は採択時の所属
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■ 田中謙二 慶應義塾大学
国際シンポジウム Optogenetics 2013

■ 林康紀 理化学研究所 BSI
日米科学技術協力事業「脳研究」分野

「シナプス可塑性研究の最近の潮流と未来」

■ 窪田芳之 生理学研究所　
第６回国際局所神経回路会議　
The 6th International Neural Microcircuit Conference 
- Functional Mechanism of Cortical Microcircuit - 

■ 神谷温之 北海道大学大学院医学研究科
シナプス・神経ネットワークの機能ダイナミクス

■ 今村一之 前橋工科大学
The 2013 International  Conference on Active Media 
Technology Brain and Health Informatics  

（知的メディア技術・脳情報学及び健康情報学会 2013）

■ 橋本亮太 大学院連合小児発達学研究科
子どものこころの分子統御機構研究センター

第四回脳表現型の分子メカニズム研究会

■ 西村幸男 生理学研究所
Frontiers in Neural Control of Actions

■ 岩里琢治 国立遺伝学研究所
哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム

■ 鮫島和行 玉川大学脳科学研究所
計算神経科学オータムスクール ASCONE2013

■ 北澤茂　　　 大阪大学大学院生命機能研究科
脳と心のメカニズム 第 14 回冬のワークショップ

2013 年度

■ 文室知之 京都大学学際融合教育研究推進センター
神経オシレーション：共振とディスリズミア
 (Conference on Neural Oscillation)

■ 宇賀貴紀 順天堂大学
第 14 回生理学若手サマースクール「前頭葉機能」

■ 鮫島和行 玉川大学脳科学研究所
計算神経科学オータムスクール ASCONE2014

■ 河崎洋志 金沢大学
哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム

■ 橋本亮太 大学院連合小児発達学研究科
子どものこころの分子統御機構研究センター

第五回脳表現型の分子メカニズム研究会

■ 藤山文乃 同志社大学大学院 脳科学研究科
大脳基底核の直接路・間接路モデルから２５年：その先の発展
を目指して

■ 梅田達也 国立精神・神経医療研究センター
Fetz 博士来日記念シンポジウム：運動制御システムの研究の
最前線 

■ 西丸広史 筑波大学
Motor Control 研究会

■ 小西史朗 徳島文理大学・香川薬学部
第 18 回活性アミンに関するワークショップ

■ 神谷温之 北海道大学大学院医学研究科
分子と回路をつなぐ基盤的脳研究の新潮流

■ 礒村宜和 玉川大学脳科学研究所
玉川大学脳科学トレーニングコース 2014

■ 松井広 東北大学
光操作研究会 in 東北大学 2014

2014 年度

嗅覚研究は近年急速に進展していますが、多くの嗅

覚研究者が集まって自由な議論を行う機会はこれま

でほとんどありませんでした。今回、嗅覚研究につ

いて集中的に議論する機会をいただき、現状を把握

して今後の研究の方向性や問題意識を明確にするこ

とができました。特に、手厚いご支援のおかげで遠

方からも多くの若い研究者や学生が参加できまし

た。今後のますますの発展に期待を持てた次第です。

心より御礼申し上げます。

V O I C E

2012 年 1月 14 日と 15 日の 2日間に渡って，「神

経疾患のモデル動物研究会」と題してセミナーを行

いました。大阪大学神経内科，国立精神神経医療セ

ンター，京都大学霊長類研究所，北里大学神経内科

から動物モデルを用いた研究発表があり，有意義な

情報交換となりました。ご支援ありがとうございま

した。

神経疾患のモデル動物研究会

永井真貴子

嗅覚情報処理の神経基盤－匂い分子から嗅覚
神経回路、行動・情動まで－ 

山口正洋
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脳表現型の分子メカニズム研究会

橋本亮太

脳表現型の分子メカニズム研究会におきましては、
5 年間の支援をいただきました。脳科学分野を中心
に様々な研究分野の研究者（神経科学、分子生物学、
ゲノム科学、精神医学、脳画像学、認知科学、神経
生理学、心理学等）が集まり、交流することによ
り新たな研究分野を開拓・推進することを目的とい
たしました。この中で多数の共同研究が生まれ、そ
の結果、COCORO(Cognitive Genetics Collaborative 
Research Organization: 認知ゲノム共同研究機構 )
という形で結実し、基礎研究者と臨床研究者が一体
となった組織ができ、これを中心に ALL Japan の
精神医学研究体制が構築されました。本研究会への
ご支援がなければ成し遂げられなかった成果であ
り、感謝申し上げます。

平成 26 年度は脳と心のメカニズム第 15 回夏のワー
クショップ「分子とシステム−分子とシステム神経
科学の融合を目指して」にご支援いただきまして
ありがとうございました。「脳と心のメカニズム」
ワークショップは、実験と理論研究の研究者間の橋
渡しと、若手研究者の育成を主な目的として開催さ
れています。第 15 回夏のワークショップでは「分
子とシステム」をテーマに分子生物学とシステム神
経科学の融合の最先端を展望しました。特に「分子
とシステム」の「分子」を 1) システムが作動する
ために必要な分子の働きを調べる、2) システムを
解析するためのツールとして「分子」を使う、3）
その両方と捉え、それぞれ安田涼平先生、Martyn 
Goulding 先生、伊佐正先生にご講演いただきまし
た。会場には実験と理論研究に及ぶ幅広い分野から、
ベテランから学生までさまざまな年齢層の参加者が
集まって、熱心な議論が続きました。すばらしい講
師の方々にお越しいただいて、設備の整った会場で
ワークショップを開催できたのは、ひとえに包括脳
からのご支援のおかげです。心より感謝申し上げま
す。

当研究室では平成 24 年 2 月に「ワークショップ 
脳機能計測と在宅運動計測」を開催いたしました。
神経科学に基づく知見と在宅運動支援などのフィー
ルドワークというやや遠いものを連携させるフレー
ムワークを構築し、認知機能低下が背景となって日
常生活の中で生じる問題を解決するための研究者の
ネットワークを形成することが狙いでした。財政的
な面だけでなく、実験的な研究集会をオーソライズ
していただけたことが支援の意義として大きかった
と思います。また、採択から開催までが３ヶ月とい
う短期間であったにも関わらず、スムーズに準備を
進めることができ、機動的なサポートをいただきま
した。ご支援による招聘研究者との共同研究が発展
し、平成 27 年度にはその成果も含めて、認知訓練
の評価をテーマとした国際ワークショップを開催す
る計画が進んでいるところです。包括型脳科学研究
推進支援ネットワークからのご支援に改めて感謝申
し上げます。

ワークショップ　脳機能計測と在宅運動計測
中井敏晴

脳と心のメカニズム第 15 回夏のワークショップ
「分子とシステム－分子とシステム神経科学の融

合を目指して」
北澤茂

包 括 脳 の ご 支 援 に よ り、 シ ン ポ ジ ウ ム「Circuit 
construction in the mammalian cerebral cortex: 
Genetic and imaging approaches」 を 2012 年 12
月 15-16 日に国立遺伝学研究所にて開催すること
ができました。4 名の海外若手著名研究者に来てい
ただき、国内からも若手研究者 8 名が講演し、中小
規模研究集会の利点を生かして参加者 43 名で熱く
議論しました。特に大学院生・ポスドクの参加者が
講演・ポスターで英語で積極的に質疑に参加する姿
は、海外研究者の印象に強く残ったそうです。距離
感が近く密な議論ができました。ご支援に深く感謝
致します。

Circuit construction in the mammalian cerebral 
cortex: Genetic and imaging approaches

田川義晃
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日米科学技術協力事業「脳研究」分野
「シナプス可塑性研究の最近の潮流と未来」

林康紀

「シナプス可塑性研究の最近の潮流と未来」研究集

会を開催するのにあたり、包括脳ネットワークから

のご支援をいただきありがとうございました。日米

両国の研究者が集うことができ、有意義な議論がで

きました。今後、シナプス可塑性研究がどこへ向かっ

ていくかというのは難しい問題ですが、現状を俯瞰

するのには非常に良い会となったと自負しておりま

す。また、若手研究者に発表や交流の機会を与えら

れたことも有意義であったと思います。今後もよろ

しくお願いいたします。

包括脳ネットワーク研究集会委員会からの助成をい

ただき、2013 年の 10 月末に

「The 2013 International Conference on Active 

Media Technology Brain and Health Informatics  

( 知的メディア技術・脳情報学及び健康情報学会　

２０１３)」を群馬県前橋市で開催しました。 

 海外からのアクセスの不便さがあって、日本を紹

介し、地元群馬の特徴や前橋で催す事の難しさの中

での開催となりました。。ボランティア直営運営に

なった中で研究集会委員会からの援助により無事会

議を成功裏に終えることができました。

The 2013 International Conference on Active 
Media Technology Brain and Health Informatics 

今村一之

９月に生理研において国際集会「大脳基底核の直接

路・間接路モデルから２５年：その先の発展を目指

して」を開催させていただいた。大脳基底核の直接

路・間接路モデル提唱から四半世紀という節目にあ

たり、神経生理学、神経解剖学、数理モデルの研究

者による相互討論の場となった。国内外の 50 名以

上の参加者を集め、Neuro2014 のシンポジウムの

サテライトシンポジウムとして、学会では時間的に

難しい深い議論や周辺領域に渡った広い議論をかわ

す事ができた。ご支援に感謝申しあげます。

大脳基底核の直接路・間接路モデルから 25 年：

その先の発展を目指して

藤山文乃

研究会は、多様な分野の若手研究者から最近の研究

成果について発表があり、45 名が参加する研究会

となった。Fetz 博士からは、博士の長年の研究成果

をまとめた発表をはじめて行っていただき、Fetz 博

士の歩みがわかるような講義であった。包括脳ネッ

トワークからご支援をいただいたことで、11 名も

のシンポジストを擁する事ができ、感謝いたします。

Fetz 博士来日記念シンポジウム：

運動制御システムの研究の最前線 

梅田達也
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2013 年 12 月 19 日から 20日にかけて、国立遺伝

学研究所 ( 三島市）にて、包括脳のご支援のもと研

究会「哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム」

を開催いたしました。海外からの 2名の PI の方を

含む 11名の招待講演者による講演、一般参加者に

よる 3題の講演、16 題のポスター発表がありまし

た。また、夜は 1カ所に泊まり込みで遅くまで熱い

議論が交わされました。若手の議論への積極的な参

加が見られたのが特に印象的でした。ご支援に深く

感謝いたします。

哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム

岩里琢治

包括脳ネットワークのご支援を頂き、2014 年 12

月 1 日、2日に国立遺伝学研究所において、「哺乳

類脳の機能的神経回路の構築メカニズム」というシ

ンポジウムを開催させて頂きました。若手研究者が

気軽に深く議論する機会を作ることを心がけていま

すが、実際に参加して下さった大学院生や研究員の

方々より「お互いを深く知ることができた」、「キャ

リアなどの話がきけてとても良かった」という声を

頂きました。このようなシンポジウムが開催できま
したのも包括脳ネットワークのご支援のおかげと深
く御礼申し上げます。

哺乳類脳の機能的神経回路の構築メカニズム

河崎洋志

光操作研究会は生理研研究会の一環として始まり、

第 6回目が、昨年、東北大学で開催された。オプト

ジェネティクスの創始の経緯に具現されたように、

生物物理と神経科学の融合のような、異分野交流を

通して初めて、ブレイクスルーが実現する。包括脳

のみが、大学の枠を越えて、次代を担う若手を一堂

に集めるための資金を提供している。我が国の国際

的競争力向上のために、今後も、若手への技術と知

識の継承は不可欠である。

光操作研究会 in 東北大学 2014

松井広
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■ 伊藤哲史 福井大学医学部人体解剖学・神経科学
単一下丘ニューロンを組換えウイルスを用いて可視化する

■ 佐々貴之 北海道大学大学院薬学研究院
神経機能の発現，維持における極長鎖脂肪酸の役割

■ 名取貴光 山梨学院大学健康栄養学部管理栄養学科
硫酸化多糖による神経可塑性抑制機構の解明

■ 稲葉清規 筑波大学人間総合科学研究科
動機付けに関与する神経機構の神経生理学的研究

■ 奥田耕助  東京大学大学院医学系研究科
Cyclin-dependent kinase-like 5 (CDKL5) ノックアウトマウス
の網羅的行動テストバッテリースクリーニングによるてんか
ん・発達障害原因遺伝子の生体内分子機能解析

■ 深谷昌弘 北里大学医学部解剖学教室
遺伝子欠損マウスの作製技術の習得

■ 金子卓司 東北大学大学院情報科学研究科
部位特異的遺伝子組換え法を用いた神経内分泌局所神経回路
の可視化

■ 川島尚之 東京大学大学院医学系研究科
大脳皮質における前初期遺伝子発現のリアルタイムイメージ
ング法の開発

■ 田中智子 国立精神・神経医療研究センター　神経研究所
電気生理学的手法による経頭蓋直流電気刺激の作用機序の解明

■ 日置寛之 京都大学大学院医学研究科
『神経細胞膜電位高速イメージング法』の技術開発

形態学を専門としていた私が、電気生理学・イメージン
グ技術の基礎を学ぶことができました。その成果は未
だ論文となっていないものの、分野横断的に研究を遂
行する駆動力となっております。また、訪問中に新た
な共同研究を立ち上げ、論文として発表しております

（Mizunuma et al., 2013）。現在も様々な共同研究を展開
しており、強固な関係を築く機会を与えて下さった本支
援は、長期的視点からも非常に有用であると思っており
ます。

2010 年度

包括脳ネットワーク

「国内研究室相互の訪問研究プログラム」
で支援を行ったプログラム

育成支援委員会

この共同研究は私が２年半にわたり東大と九大の研究室
を往復する形で行われたのですが、その最初の２ヶ月間
を包括脳ネットワークに支援していただきました。支援
期間の間に良い共同研究になるとの確信をもつことがで
きたため、その後も尾藤先生・大木先生のご支援の下に
共同研究を持続することが出来、論文を発表することが
出 来 ま し た (Kawashima et al., Nature Methods, 2013)。
大変感謝しております。

　包括脳ネットワーク育成支援委員会では、若手研究者を対象に３つの支援を行ってい

ます。その一つ「国内研究室相互の訪問研究プログラム」はこれまでに 35 名の若手研

究者が活用してくれました。

　自分の研究室だけでは実施できない新たな研究手法を訪問先で学ぶことができるな

ど、研究の進展をもたらし、さらには、共同研究の足がかりとなり、成果にも結びつい

たプログラムも数多くありました。

　35 名の研究者が提案した研究課題を採択年順にまとめました。また、実際に支援を

受けての感想や活用方法など寄せていただいた若手研修者の「声」をお届けします。

※敬称略　／　掲載所属は採択時の所属

この支援によって、下丘の局所回路を調べるのに適した
ウイルストレーサーについて複数種類検討することがで
きた。その内の２種類を用いて、１本論文を発表し (Ito 
and Oliver, 2014. J Comp Neurol)、１本論文投稿中であ
る (minor revision につき、現在改稿中 )。
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2012 年度

■ 関善弘 九州大学大学院 医学研究院 
ペリニューロナルネットによる神経伝達の可塑的制御メカニ
ズムの解明

■ 犬束歩 名古屋大学　環境医学研究所
AAV ベクターを用いた特定神経機能制御による睡眠覚醒調節
機構の解明

■ 中島明日香 順天堂大学脳神経内科
サルによるボルタメトリーを用いた DBS 下でのドーパミン測定

■ 西田 洋司 九州大学大学院 システム生命科学府
カオス理論を用いた新しい神経活動解析法の開発

■ 伊藤文人 東北大学大学院医学系研究科
他者の顔に対する価値表象に関わる神経基盤の解明

■ 横橋悠 東北大学大学院　情報科学研究科
新規転写因子によるカテコールアミンニューロン機能制御機
構の解明

■ 小賀智文 大阪大学大学院　生命機能研究科　
マーモセットにおける大脳皮質錐体細胞の生後発達

■ 長谷川拓 京都大学大学院生命科学研究科
可逆的神経伝達遮断による視床下核の機能解明

■ 奥山 輝大 東京大学理学系研究科
メダカを用いた視覚依存の配偶者選択行動の神経・分子基盤
の解析

■ 鳥羽栞 大阪市立大学医学部細胞機能制御学教室
滑脳症モデルマウスを用いたカルパイン阻害薬による滑脳症
治療法の開発

■ 中尾章人 京都大学大学院工学研究科
電位依存性 Ca2+ チャネル形質膜発現制御タンパク質 Caprin
の脳高次機能における役割の解明

■ 名取貴光 山梨学院大学健康栄養学部
ミクログリアによる抑制性シナプス伝達の調節とその作用機
序の解明

■ 栃谷史郎 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部
神経前駆細胞における GABAA 受容体刺激による細胞内 Ca2+
変動機構の解析

■ 跡部 祐太 京都大学大学院薬学研究科 
トランスポゾンを利用した時計遺伝子変異マウスの作成

■ 仁平友子 北里大学神経内科
ウイルスベクターを用いた神経変性疾患の遺伝子治療計画

 

2011 年度

網羅的行動解析実験を行うことができた。該当実験を
行うことができる施設が近隣になく、滞在費用を支援
していただけて２か月におよぶ行動解析実験を完成す
ることができ、薬剤の生体への効果を論文として報告
することができた。

行動関連遺伝子の探索において、実験系統の樹立、
大規模な遺伝的解析など、所属機関では設備上の問
題で困難だった作業を、国内研究室訪問支援制度に
より、専門家とともに１年間継続して行うことがで
きた。その結果、候補遺伝子の絞り込みにつながる
成果が得られた。

所属大学が地方にあるため、他研究室との共同研究
は実現しないことが多かったが、此の度包括脳ネッ
トワークより支援を受け、 派遣先研究所との複数回
にわたる実験が可能となった。その結果、研究室内
だけでは不可能であった様々な取り組みが可能とな
り、研究の大幅な飛躍につながった。支援が終了し
た現在も共同研究を続けており、研究発展の糸口を
与えてくれた本ネットワークには大変感謝してい
る。
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2013 年度

■ 利嶋奈緒子 九州大学　システム生命科学府
ショウジョウバエにおける体内栄養状態に応じたアミノ酸摂
食行動の制御機構

■ 坪子理美 東京大学大学院　理学系研究科
メダカ近交系を用いた視覚刺激依存の驚愕反応特性に影響す
る遺伝子の探索

■ 川口彰子 名古屋市立大学大学院精神・認知・行動医
学分野

うつ病に対する修正電気けいれん療法の海馬体積等脳構造に
よる治療効果予測に関する研究

■ 千葉杏子 北海道大学大学院生命科学院　神経科学研
究室

神経軸索輸送を制御する kinesin-1 power stroke 機構の解析

■ 芦塚あおい 京都大学医学研究科附属脳機能総合研究セ
ンター

意味性認知症の症候学と脳機能ネットワーク：MRI 拡散強調
画像を用いた意味記憶障害の臨床研究

■ 小野大輔 北海道大学大学院医学研究科光バイオイ
メージング部門

概日時計の in vivo 制御による睡眠・覚醒リズムの評価

■ 西田知史 京都大学 医学研究科 認知行動脳科学分野
視覚探索中の刺激選択に関連したニューロン活動に対する神
経修飾物質の作用

■ 暮地本宙己 旭川医科大学
神経細胞体における小胞体関連蛋白の分子局在化機構の解明

■ 三輪秀樹 群馬大学大学院医学系研究科
極微細内視鏡による深部脳部位の細胞活動イメージング

■ 生友 淳嗣 神戸大学大学院医学研究科 
Rapgef6 ノックアウトマウスの行動解析

2014 年度

国内研究室訪問プログラムに採択して頂いた事によ
り、透過電顕技法の一つである凍結超薄切片法の最先
端技術を新たに習得する機会を得る事ができました。
また研究室訪問により、技術習得のみならず、様々な
方と新たな研究協力関係を発展させることもできまし
た。本プログラムでの研究成果の一部は、既に日本顕
微鏡学会第 70 回記念学術講演会シンポジウムで発表
させて頂いており、着実に研究が進展しております。
 包括脳ネットワークのご支援に深く感謝申し上げま
す。

新たな実験系を立ち上げるにあたって、論文を読み、
必要な機材を購入するだけでは、相当の困難な過程
を伴っていたが、実際にワークしている機器を見れ
て、トラブルシューティングを教えていただき、セッ
トアップが容易になった。よく開催されている技術
講習会などは短期間で集中的に学ぶが、実際に自分
のラボで１人でセットアップし始めると、わからな
いことが多々発生し、（特に若手研究者は）再度訪
問する機会になかなか恵まれないので、その時点で
挫折することが多い。本支援プログラムでは、１年
という期間に数回分訪問できる旅費・宿泊費をご支
援していただいたので、その都度出てきた不明な点
を再度訪問したときに解決できる機会が持つことが
できたので大変有意義であった。

国内研究室相互の訪問研究プログラムは、研究費のな
い学生にとって、これから行いたいという研究課題に
ついてもその可能性を探索できる非常に貴重なプログ
ラムだと感じた。現在、訪問した機会にディスカッショ
ンした内容に基づき、実際に実験プログラムを作成し、
研究プロジェクトとして継続している。
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2011 年度

■ 中井信裕 京都大学大学院生命科学研究科
自閉症モデルマウスの脳機能解析

■ 相田知海 東京医科歯科大学難治疾患研究所
興奮性 ‐ 抑制性アンバランス仮説に基づく自閉症モデルマ
ウスの作製

■ 中井信裕 京都大学大学院生命科学研究科
自閉症モデルマウスにおける興奮・抑制性神経活動の解析

■ 高橋宗良 九州大学大学院システム生命科学府
行動下の大規模な多細胞同時記録を可能にする多電極マイク
ロドライブ設計法の習得

■ 小見悠介 理化学研究所脳科学総合センター
光ピンセット法を用いた一分子力学計測による酵母プリオン
Sup35NM モノマーのコンフォメーション空間の解析

■ 板倉由季 東京大学大学院新領域創成科学研究科
ショウジョウバエ幼虫のぜん動運動を制御する神経回路内に
おいて新規同定した介在神経細胞の機能解明

■ 権田裕子 理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター
大脳皮質錐体細胞の樹状突起形態形成機構の解明

■ 伊藤文人 京都大学こころの未来研究センター
Eye tracker と tDCS による埋没費用がもたらす選好の変化に
関わる神経メカニズムの検討

■ 鈴木実佳 大阪大学大学院生命機能研究科
能動的視覚情報処理における注視行動に影響を与える要因の
探索

■ Dwi Wahyu Indriani 　  National Institut for Physiological Science 
L-DOPA induced dyskinesia in 6-OHDA treated mice

■ 内田周作 山口大学医学部附属病院
記憶形成の強度を制御する新たな分子経路の同定

 

2012 年度

2013 年度

2014 年度

現在、私は、大脳皮質錐体細胞の樹状突起形成過
程における軸索ガイダンス分子 Robo の役割につ
いて研究を行っている。Robo 受容体の一般的なリ
ガンドとしては、Slit 分子がよく知られており、自
分の研究にも Robo-Slit シグナル系が重要である
と考えていた。しかし、昨年、包括脳の支援を受
けて、Institute de la vision( フランス ) の Dr.Alain 
Chedotal の研究室で Slits 遺伝子欠損マウスを用い
た研究を行い、現在は、その結果を受けて、大脳
皮質錐体細胞の樹状突起形成には、通常とは異な
る Slit 以外のリガンドが関与している可能性を考
えている。また、短期間ではあったが、初めて海
外で研究を行う機会を得て、海外の研究者の研究
に対する考え方や視点の違い、またそのベースに
なる文化を肌で感じることができ、今後、研究活
動を行う上でも、とても有意義な時間であったと
思う。

私は国内研究室訪問、海外研究室訪問の両方に採

択していただきました。これらの助成により今ま

での環境では実施が困難であった実験を他の研究

環境にて行うことができました。

包括脳ネットワーク

「海外研究室での技術研修や海外での技術習得コース」
で支援を行ったプログラム

育成支援委員会

　若手研究者が、海外の研究室に滞在し新たな研

究手法を習得したり、共同研究の基礎固めを行っ

たり、することに対して、旅費、滞在費、参加費

を支援しています。

　旅費のサポートをうけることで、海外での技術

習得コースへの参加を実現させた若手研究者もい

ます。

※敬称略　／　掲載所属は採択時の所属
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43
育成支援委員会

2010 年度

■ 関和彦 国立精神・神経医療研究センター　神経研究所
第四回 MotorControl 研究会

■ 吉田正俊 生理学研究所
認知神経科学の先端　身体性の脳内メカニズム

■ 鮫島和行 玉川大学脳科学研究所
計算神経科学オータムスクール　ASCONE 2010　

■ 松田哲也 玉川大学脳科学研究所
第 10 回生理学若手サマースクール「社会的意志決定メカニズム」

■ 星英司 玉川大学脳科学研究所
行動制御における脳領域間の機能連関

 

2011 年度

■ 土谷尚嗣 JST さきがけ専任（ATR と理研で研究）
注意と意識の神経生理学

■ 橋本亮太 大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松
医科大学連合小児発達学研究科

第二回脳表現型の分子メカニズム研究会

■ 酒井誠一郎 東北大学生命科学研究科
第 1 回　オプトジェネティクス講習会

■ 鮫島和行 玉川大学脳科学研究所
計算神経科学オータムスクール ASCONE 2011

■ 高鶴裕介 群馬大学大学院
第一回伊香保 BS の会

■ 田中真樹 北海道大学
生理研研究会「グローバルネットワークによる脳情報処理」

■ 宇賀貴紀 順天堂大学
第 11 回生理学若手サマースクール

「高次脳機能研究の先端技術」

   

本 研 究 会 に お い て、 精 神 医 学 の 多 施 設 共 同 の
臨 床 研 究 体 制（COCORO: CognitiveGenetics 
Collaborative Research Organization）が組織され、
現在、全日本で 29 施設が参加している。この中
には、臨床の教室だけではなく、基礎の教室も加
わっており、トランスレーショナルな研究が推進
できるようになった。本研究会から、毎年、数編
の論文の成果が得られており、国際共同研究にま
で発展している。

私たちの主催したオプトジェネティクス講習会
の参加者への旅費支援をしていただいたことで、
多くの若手研究者・学生に応募・参加していた
だくことができ、情報交換・交流の場として大
変有意義な会にすることができました。

包括脳の支援により、若手の会は「伊香保 BS の
会」として生まれ変わり、研究会として活動を続
けています。これまでに多分野交流会 3 回、学内
研究会 19 回を行っているほか、ML を用いた学
内での情報共有（「○○の実験方法を教えてくだ
さい」「△△の抗体を貸してください」など）を
行い、日常の研究推進に役立っています

生理学若手サマースクールでは、講師の交通費を
含め、開催費用全てを包括脳にご支援いただいて
います。従いまして、包括脳の支援がなければ、
会の開催自体ができなかったと思います。重ねて、
トラベルグラントは包括脳の支援なしでは設ける
ことはできませんでした。トラベルグラントなし
では参加できなかった若手研究者（主に大学院生）
が多くいますので、若手研究者育成は包括脳支援
の成果と考えます。

包括脳ネットワーク

「新研究法・新分野・新研究領域開拓のための研究会支援」
で支援を行った研究会

育成支援委員会

　先駆的研究・萌芽的研究など、新しい発想による研究を

推進するために、若手研究者が企画をし、実施する研究集

会をサポートしてきました。

　若手を中心とした研究集会を企画していただき、普段交

流のなかった異分野の研究者とも多くの議論を交わし、新

たなコミュニティー作りや研究の進展にも役立ててもらう

ことができました。

　

※敬称略　／　掲載所属は採択時の所属
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2012 年度

■ 小川正 京都大学大学院医学研究科
認知神経科学の先端 「推論」の脳内メカニズム

■ 本城達也 東北大学生命科学研究科　
第 2 回　オプトジェネティクス講習会

■ 門松健治 名古屋大学医学系研究科
軸索再生クラブ

■ 山中章弘 名古屋大学環境医学研究所
光操作研究会　動作原理の理解と行動制御への応用

■ 宇賀貴紀 順天堂大学
第 12 回生理学若手サマースクール「脳の時間」

■ 鮫島和行 玉川大学脳科学研究所
計算神経科学オータムスクール ASCONE 2012

■ 山岸覚 浜松医科大学
包括的神経グリア研究会 2013

■ 内藤栄一 NICT 脳情報通信融合研究センター
ヒューマンパフォーマンス研究会

■ 田中真樹 北海道大学
グローバルネットワークによる脳情報処理

   

■ 篠本滋 京都大学理学研究科
Workshop on statistical analysis of neurophysiological and 
clinical data ( 神経生理学および医療データの統計解析 )

■ 野村真 京都府立医科大学大学院神経発生生物学
Molecular and Cellular Mechanisms of Brain Development 
and Evolution

■ 細島頌子 東北大学生命科学研究科　
第３回オプトジェネティクス講習会

■ 美馬達哉 京都大学
Conference on Neural Oscillation

■ 畠山淳 熊本大学発生医学研究所
熊本シンポジウム２０１３

■ 宇賀貴紀 順天堂大学
第 13 回生理学若手サマースクール「光計測と操作による先
端脳研究」

 

研究会での討論の質を高めるため、講演者 8
名に加えて講演内容に専門的な知識を持つ指
定討論者 8 名の研究者を招きましたが、目論
見どおり活発な討論のある研究会となりまし
た。講演者・指定討論者の合計 16 名の旅費は
包括脳からの支援なくしては成立しませんで
した、当研究会への開催助成に対し厚くお礼
を申し上げます。

包括脳によって支援していただいたお陰で、ゲ
ストとして生理学研究所池中一裕教授を招聘す
ることができました。また、経済的事情により
参加困難だった方々も交通費を支援して頂き参
加することができました。研究会は活発な討論
により大いに盛り上がり、とても密度の濃い 2
日間となりました。

2013 年度
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包括脳ネットワークNewsLetter　No.8

代表者：木村實

事務局：高田昌彦　渡辺雅彦

編　集：原田彰宏　宮川剛「リソース技術開発支援」「研究集会支援」

「育成支援」の支援公募を平成 27 年度も実

施します。公募時期・詳細はメールおよび

ホームページでお知らせします。
https://www.hokatsu-nou.nips.ac.jp/?page_id=1365

 領域代表挨拶　

 冬のシンポジウム特集

「包括脳ネットワーク」

冬のシンポジウム　特集号

2015 年 12 月 17 日 - 12 月１9 日　
一橋大学一橋講堂　学術総合センター　開催

CONTENTS

■　冬のシンポジウム開催と平成 28 年度以降の研究支援の枠組みの確認
　　　　　　　　　　　　包括型脳科学研究推進支援ネットワーク領域代表 　木村實 2

 4

 6

 10

15

16

18

20

21

22

28

■　次期支援活動の枠組みと脳科学研究の今後について ─ 高田昌彦

■　2015 年度包括脳キャリアパスセミナー「これからの日本社会が求める博士人材」 ─ 平井宏和／今野歩

■　銅谷領域 「予測と意思決定」公開領域会議 ─ Tom Macpherson

■　サイエンスコミュニケーション — 研究者の社会的役割— —加藤隆弘／中澤敬信

■　長谷川・笠井領域 「共感領域」「自己制御精神領域」合同シンポジウム

　　「個体と社会の関係を科学する」─ 金田涉

■　喜田・小林・齊藤領域「マイクロ精神病態」「適応回路シフト」「記憶ダイナミズム」

　　三領域合同若手シンポジウム─ 齋藤実

■　太田・北澤領域「身体性システム」「こころの時間学」身体とこころの融合 ─ 林正道

■　喜田・祖父江領域 「マイクロ精神病態」「脳タンパク質老化」

　    二領域合同若手研究者育成講演会 ─ 祖父江元

　　　　　　　　　　　　　　　　     ─ 三浦大樹 / 福島穂高

 2015 年度包括脳ネットワーク若手優秀発表賞
■　若手優秀発表賞審査委員長あいさつ─藤山文乃

　　◆ 2015 年度若手優秀発表賞受賞者の紹介と受賞者のコメント

　　　・システム脳科学領域ー林正道　　　・回路脳科学領域ー井村英輔

　　　・分子科学領域ー横井紀彦　　　　　・病態脳科学領域ー村野友幸

トピックス
■　2015 年度育成支援委員会で支援を行ったプログラムについて─山本亘彦

　　◆ 2015 年度育成支援委員会で支援を行ったプログラムの紹介とコメント

　　　・海外研究室での技術研修や海外での技術習得コースー相田知海

　　　・国内研究室相互の訪問研究プログラムー村尾直哉

■　2015 年度研究集会委員会で支援を行ったプログラムについて─大塚稔久

 8

29

30

31

包
括
型
脳
科
学
研
究
推
進
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

309



2

冬のシンポジウム開催と平成 28 年度以降の研究支援の枠組みの確認

包括型脳科学研究推進支援ネットワーク領域代表　木村實

　平成 27 年度『包括脳ネットワーク』冬のシンポ

ジウムを 12 月 17 日（木）から 19 日（土）の 3 日

間にわたって、一橋大学一橋講堂を主要会場として

開催し、350 名を超える参加者がありました。今年

も、脳関連の 12 の新学術領域、脳と心のメカニズム、

理化学研究所脳科学総合研究センター、日本神経科

学学会、日本神経化学会、日本神経回路学会、自然

科学研究機構新分野創成センターとの共催となりま

した。開催のために献身的なご尽力をいただいた大

塚稔久研究集会委員長をはじめとする各委員会委員

と事務担当者の方々、高田昌彦、渡辺雅彦事務局担

当に心から感謝申し上げます。

　脳科学関連の新学術領域研究による 5 件の合同シンポジウムと領域会議が公開で開催され、領域をまたぐ異分

野の研究者も参加してレベルの高い発表と議論が交わされました。広報委員会企画によるサイエンスコミュニケー

ション「研究者の社会的役割」、キャリアパスセミナー「これからの日本社会が求める博士人材」では専門家の方々

にもご参加願い、大変有意義な意見交換がなされました。

　包括脳ネットワークは、平成 26 年度に 5 年間の活動を終え、更に 1 年間の延長となった今年は「次期支援活動

の枠組みと脳科学研究の今後について」を企画し、12 月 18 日に終日開催しました。午前は次期支援活動である「先

端モデル動物支援プラットフォーム」について今井浩三研究代表（東大医科研）と高田昌彦研究分担者（京大霊

長研）から、「先端バイオイメージング支援プラットフォーム」について井本敬二生理研所長から紹介がありまし

た。計画は昨年 11 月に申請した段階ですが、従来型支援活動と異なる二つの大きな特徴があります。第一に、が

ん・ゲノム・脳という特定分野への支援に限定せず生命科学から人文科学、社会科学までをも対象とする幅広い枠

組みになります。具体的には、モデル動物、バイオイメージング、ゲノム解析などの支援機能を担う先端技術基盤

支援プログラムと、コホート、生体資料などの支援機能や人文社会系などの学術アーカイブスの研究基盤リソース

支援プログラムです。第二に、予算の枠と規模は従来通り科学研究費補助金の新学術領域でありながら、共同利用

研究機関を中核拠点として大学や研究機関とのネットワークによってリソース・技術開発と提供を行うことになり

ます。生理学研究所など共同利用機関の柔軟なネットワークによって研究支援活動を行うメリットがある一方、生

領域代表挨拶

命科学系のすべての科研費研究者を支援対象とすること

による混乱をどう解決するか、共同利用研究機関のミッ

ションと今回の科研費による研究支援との切り分けをど

うするか、更に、800 人規模の脳科学研究者の緊密な研

究交流の機会を提供した包括脳ネットワークの夏のワー

クショップや冬のシンポジウムのような研究集会を開催

することが困難である等の課題が明確になりました。続

いて、「日本医療研究開発機構 (AMED)」について AMED

脳と心の研究課津本忠治先生より紹介があり、昼食と

ポスターコアタイムを挟んで午後には、「脳科学委員会」

の活動について岡部繁男委員（東大）から、「脳科学関

連学会連合」の活動について伊佐正将来構想委員長（京

大）から紹介がありました。学会連合の将来構想委員会

での新しい課題解決型の大型プロジェクトの検討、平成

26年 11月からスタートしたプロジェクト「革新的技術

による脳機能ネットワークの全容解明」の内容と展望な

どについて紹介があり、活発な意見交換がなされました。

続いておこなわれたパネルディスカッション（司会：高

田昌彦、パネリスト：井本敬二、津本忠治、岡部繁男、

伊佐正、木村實、三品昌美、狩野方伸）では、課題解決

型の大型プロジェクトに加えて、包括脳ネットワークが

神経科学コミュニティと学術研究の発展に果たした大き

な役割、次期支援活動への期待と課題について、各々の

パネリストから熱く語られ、フロアーとの質疑応答を含

めて 2時間近い討論がなされました。そして、次期支援

活動は解決すべき課題があるものの、包括脳ネットワー

ク研究者と脳関連の複数の新学術領域の研究者が連携す

ることによって、新しい学術研究支援を充実させ、脳科

学の発展に導くべきであるという力強いメッセージで締

めくくられました。

　平成 28年度から開始予定の新学術領域研究『学術研

究支援基盤形成』は、先端バイオイメージング支援プラッ

トフォーム拠点代表である狩野方伸教授（東大、生理学

研究所）を中心に推進されます。脳科学研究への支援と

発展に向けて、更なるご支援とご協力を心からお願いい

たします。

　末筆ながら、皆様から 6年間に渡ってお寄せいただい

た厚いご支援、ご協力に深く感謝いたしますと共に、皆

様の研究の益々の発展をお祈り申し上げます。
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包括脳企画

次期支援活動の枠組みと脳科学研究の今後について

　京都大学霊長類研究所　高田昌彦

　平成 22年度にスタートした「包括脳ネットワーク」

の研究支援活動は、一年間の延長期間を経て今年度で

終了する。これまでにネットワークに登録された脳科

学研究者の数が 2000 名を超えるとともに、13の拠点

による精力的なリソース・技術開発支援活動、各種委

員会による研究集会、若手育成、データベース、アウ

トリーチなどの総括支援活動、さらに、脳科学に関連

した多数の新学術領域研究主催の合同シンポジウムに

よる異分野研究交流など、6年間の支援活動をとおし

て培われてきたボトムアップの研究支援によって、多

数の優れた研究成果が生み出された。本企画では、「包

括脳ネットワーク」を発展的に継承する次期支援活動

の枠組みについて説明するとともに、日本医療研究開

発機構、脳科学委員会、脳科学関連学会連合などの上

部組織における活動を紹介し、我が国の脳科学研究推

進戦略の現状と中・長期的な展望に立った今後の脳科

学研究発展のための取り組みや方向性について、情報

共有と意見交換をおこなった。

5 2015 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

　まず午前の部では、冒頭で私の方から、従来の生命科

学系 3分野（がん・ゲノム・脳）に対する「包括支援プ

ログラム」を広く生命科学系分野全体に波及できるよう

発展強化させ、大学共同利用機関や共同利用・共同研究

拠点を中核機関として、平成 28 年度より 6年間実施さ

れることになった新学術領域研究（研究領域提案型）「学

術研究支援基盤形成」の概要を説明した。続いて、その

なかの「先端技術基盤支援プログラム」に申請している

「先端モデル動物支援プラットフォーム」について、中

核機関代表の今井浩三先生（東京大学医科学研究所）に

内容紹介をおこなっていただいた。このプラットフォー

ムには、モデル動物作製支援として遺伝子改変マウス、

遺伝子改変ラット、ウイルスベクター支援などが、さら

に、モデル動物解析支援として行動評価、光技術、多機

能電極などが含まれている。また、同じく「先端技術基

盤支援プログラム」に申請している「先端バイオイメー

ジング支援プラットフォーム」について、中核機関長の

井本敬二先生（生理学研究所）に内容紹介をおこなって

いただいた。このプラットフォームには、光顕・電顕技

術支援として抗体作製、分子発現解析、ヒトイメージン

グ技術などが含まれている。質疑応答では、これらの支

援活動をがん分野と連携・協力しつつ積極的に推進して

いくことが確認された。次に、津本忠治先生（日本医療

研究開発機構）に「日本医療研究開発機構（AMED）」の

組織概要と活動内容、さらに現在担当している脳科学に

関連する研究プログラムを紹介していただいた。

　昼食休憩とポスターコアタイムを挟んで、午後の部で

は、岡部繁男先生（東京大学）に「脳科学委員会」のこ

れまでの活動内容を総括していただくとともに、トップ

ダウン型の脳プロや革新脳など、脳科学研究推進戦略の

現状について説明していただいた。また、伊佐正先生（京

都大学）には「脳科学関連学会連合」の組織概要と活動

内容を紹介していただくとともに、今後の脳科学研究発

展のための取り組みについてお話しいただいた。

　最後のパネルディスカッションでは、井本先生、津本

先生、岡部先生、伊佐先生に加えて、「包括脳ネットワー

ク」から木村實代表、三品昌美リソース・技術開発支援

委員長、狩野方伸将来計画委員長にも参加していただき、

脳科学が「総合人間科学」として発展するための最先端

研究とその基盤となる革新的技術支援が重要であるこ

と、さらに、脳科学関連の新学術領域研究を中心にして

今後も同様の「全体集会」を継続開催し、脳科学研究者

コミュニティが一堂に会して情報共有や意見交換をおこ

なうとともに、更なる異分野連携と次世代を担う若手育

成を促進できるような場を設ける仕組みを構築すること

が必要不可欠であることが確認された。
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2015 年度　包括脳キャリアパスセミナー

これからの日本社会が求める博士人材

群馬大学大学院医学系研究科　平井宏和／今野歩

なぜキャリアパスセミナーなのか？

　日本は 1999 〜 2001 年の論文数 73,844 本、シェア

9.5% と米国についで世界第 2位であったが、2009 〜

2011 年には中国、英国、ドイツに抜かれて 5位にまで

後退した。注目すべきは他の国では大きく論文数が伸

びているのに対し、日本だけがほとんど伸びず、シェ

アを大きく落としたということである。オンライン

ジャーナルが雨後の筍のように出来たので、数ではな

く質が重要だと考える人も多いかもしれない。しかし

被引用数上位 10%に入る注目の高い論文数も中国はこ

の 10年で 5倍以上になっているのに対し、日本はわず

か 1.16 倍にしかなっておらず、数も中国の半分程度で

ある。注目の高い論文数について、全世界平均の伸び

率が 51%なのに対し日本はわずか 16%、すなわち日本

の一人負け状態である。日本は大学院重点化で大学院

生を大きく増やしたので、本来であれば大きく伸びる

はずであるが、結果は全く逆になったのである。博士

課程修了者数は年々増え、多くはアカデミアを希望し

てポスドクとなる。また国もいわゆるポスドク一万人

計画で受け皿となるポスドク枠を大量に作ったが、少

子高齢化の日本では常勤の大学教員ポストがほとんど

増えず、次第にミスマッチが大きくなり、優秀な人材

が集まりにくくなったことが一因と考えられる。世界

の流れに逆行する日本の学問レベルを反転させるには、

多くの優秀な人材に博士課程へと進学してもらう必要

がある。

　しかし本来働いていれば得られる収入を放棄し、決し

て安くない学費を支払って博士課程まで進んだとしても

就職がきわめて厳しいということを聞けば、多くの学生

はやはり学部卒、あるいは修士卒で就職してしまうであ

ろう。しかし本当に博士修了者の就職は厳しいのか？過

去 5回キャリアパスセミナーを開催してわかって来た

ことは、学部卒や修士卒できちんと就職できるレベルの

学生は、博士卒に進学しても問題なく就職できるという

ことである。確かに博士卒の求人は少なく不安に思うか

もしれないが、そもそも博士卒は新卒労働市場のわずか

2%しかなく（アカリク八代様の講演より）、求人が少

なくて当たり前である。八代様によると、最近は三井物

産、Yahoo!、協和発酵キリンをはじめ、多くの民間企業

で博士獲得が過熱しているとのことである。ただし新卒

に限定しており、必ずしも大学で学んだ専門知識は直接

的には求められないことが多いという。またポスドクを

経験し年齢が上がると企業から求められるレベルが上が

り、またさらに求人が少なくなるので当然、博士新卒よ

り厳しくなる。ここで重要なことは、博士課程に進学し

ても、少なくとも「新卒」であればよい就職は十分にあり、

博士に進むことで自分の可能性をさらに伸ばすことがで

きるということである。「高齢のポスドクが増えて大学

教員への就職は非常に厳しい」ということが、「博士過

程に進めば就職がない」という話にいつのまにか置き換

わっているのである。三井物産、Yahoo!、協和発酵キ

リン、住友化学、中外製薬などの大手企業も博士を採用

しており、博士課程に進むことで研究者、大学教員とな

る可能性を残しつつ、民間企業にも別の扉をもって就職

可能である。このような博士課程の現在の、真の就職情

報を学部や修士過程の学生に適切に届けることで、多く

の優秀な学生が正しい情報に基づいて自分の進路を選択

できるようにする必要があり、それが日本の学問レベル

を引き上げることにつながると考えられる。
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URA の仕事について

　一方で、博士人材がアカデミアに残る手段として、研究職・教員

だけではなく、リサーチ・アドミニストレータ（URA）やサイエン

スコミュニケーターというキャリアも、選択肢として増えてきてい

ることは十分には認知されていないように思われる。文部科学省は、

「リサーチ・アドミニストレーター（URA）を育成・確保するシス

テムの整備」という事業を実施し、URA システムの整備と定着を

大学側に促している。このため、今後、博士人材の同ポストへの需

要がますます増してくることが想定される。では、研究者が URA

へ転身した場合、これまでの経験は役に立つのか？この疑問に、今

回講演をされた 2 名の演者が明確な答えを提示してくれた。

　理化学研究所脳科学総合研究センターの研究室長（PI）から、筑

波大学 URA 研究支援室チーフ リサーチ・アドミニストレータとし

て転身された加藤英之様によると、研究経験、準 PI ポジション、

PI におけるすべての経験が、現在の仕事に役立っているとのこと

である。確かに URA の仕事は、研究者に寄り添う思い（研究経験）

と、経営者としてのマネージメント力（PI）の両方を要求される職

であり、まさに研究者としての経験が大いに役立つ仕事である。ま

た、博士課程を経て科学未来館での展示企画、そして現在は東北大

学 東北メディカルメガバンク機構 特任教授 / 広報 ･ 戦略室長をさ

れている長神風二様も、同様に研究経験を生かして、仕事をしてい

ると仰っていた。URA 的な仕事はもちろんのこと、研究成果のプ

レスリリースを出す場合の論文の内容を理解する力なども、研究経

験がなければ難しかったのではないかとご講演の中で言及されてい

た。このように、URA やサイエンスコミュニケーターは研究の経

験を生かせるキャリアとして魅力的であるといえる。今後、博士人

材のますますの登用が期待される職業であることは間違いないだろ

う。

　一方で、このような博士人材のキャリアとしての重要性もさるこ

とながら、冒頭に述べた日本の学術レベルの低下への歯止め手段として、URA の貢献が重要であることも忘れては

ならない。近年、大学の研究者において、研究以外の時間が大幅に増大し、研究にかけられる時間が低下している

との声が上がっている。このような研究以外の業務の中には、事務レベルで行えるようなものも多く含まれている

のではないかという意見も多い。これまでは研究や研究者に対しての十分な知識のない事務職員しかおらず、この

ような業務に対応できる部署はなかった。しかし今後、博士人材の URA への登用が進めば、よりよい形での研究者

のサポート体制が整い、お互い協力しながら、日本の研究レベルを高めていくことができるのではないだろうか。

ただ問題は、未だ多くの大学において URA が任期付きであることである。この状況は国主導で進められたテニュア

トラックの場合とよく似ている。URA も一定の任期の後にテニュアに移行できなければ、日本に根付くことは難し

いと思われるが、一つの方向性として研究推進部などの常勤事務職のポジションを利用するなども検討されている

とのことである。今後、URA システムが理想的に発展し、その結果としてポスドクのキャリアパス問題解決に貢献し、

さらに日本の科学力低下に歯止めをかける有効なシステムとなることを期待している。
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新学術領域

銅谷領域

「予測と意思決定」公開領域会議
JSPS Postdoctoral Fellow, Medical Innovation Center, 

Kyoto University Graduate School of Medicine

Tom Macpherson 

The 10th Research Area Meeting (Dec 17-18th 2015)

Grant-in Aid for Scientific research on Innovative Areas:

Elucidation of the Neural Computation for Prediction and Decision Making

 The recent December 2015 symposia marked 

the 10th and final area meeting of the 5-year MEXT 

grant beginning in 2011. It was a chance to present 

new research findings, as well as to look back and 

review the achievements to date. 

 This is the third area meeting that I have 

attended and what always strikes me is the great 

variety of fields our group encompasses, ranging from 

philosophy, psychology, computational neuroscience, 

robotics, molecular biology, human and animal 

behavioral neuroscience, and psychiatry. These 

meetings truly are a unique opportunity to explore 

decision-making from both top-down and bottom-up 

perspectives. 

 The symposium began with a series talks on 

computational and theoretical models of decision-

making including the work of Professors Okada and 

Shibata. During his talk Prof. Shibata detailed how 

contemporary eye-tracking equipment can be used 

to evaluate and model product purchase decision-

making processes. He went on to describe how in the 

future these models might be paired with technology 

including robotics to help intervene and influence 

decision-making in a retail setting. We also later heard 

(and watched an interesting video demonstration) from 

Professor Sugiyama about how computational learning 

models could be tested using a robot that learns to 

effectively throw a basketball.

 A particular highlight for me this year was 

a fascinating talk by Professor Okamoto about the 

pioneering research of his lab in observing whole 

circuit activity during decision-making behavior in 

zebrafish. Using two-photon microscopy and genetically 

modified zebrafish incorporating calcium indicators, 

Professor Okamoto’s team revealed activity in the brain 

region corresponding to the cortex during retrieval of 

long-term memory of a learned avoidance behavior. 

Details of this research can be found in Aoki et al, 2013. 

Further studies with this technique will likely expand 
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our understanding of learning and memory processes in 

decision-making. 

 Additionally we heard from Dr Takahashi about 

his lab’s recent work exploring whether pathological 

gambling addicts feel losses to be subjectively greater 

than gains of an equivalent size. Using a behavioral 

economics task they revealed that gambling addicts 

largely fall within two extremes of high or low loss 

aversion, indicating the heterogeneity of gambling 

addiction. These findings highlight the necessity for 

further research into risk attitudes in pathological 

conditions. Details can be found in Takeuchi et al, 2015.

 The last speaker of the symposium Dr Hikida 

gave an interesting talk on research published earlier in 

the year on the role of protein kinase A (PKA) signaling 

in striatal pathways in controlling aversive learning 

(Yamaguchi et al, 2015). PKA signaling in dopamine 

D2 receptor-expressing accumbens core neurons was 

revealed to be necessary for passive avoidance learning 

in mice. Microendoscopy further showed PKA activity 

to be increased in D2-expressing, and decreased in D1-

expressing accumbal neurons during aversive memory 

formation and retrieval. These findings indicate the 

therapeutic potential of targeting accumbal PKA activity 

in the treatment of disorders associated with abnormal 

aversive memories, including PTSD.

 Finally, after all the talks had been conducted 

we had a chance to reflect on the great research 

this grant enabled and contemplate how we should 

proceed in the future. This grant was created with 

the aim of exploring three major research subjects: 

theory of decision-making, neural circuits of decision-

making, and molecular control of decision-making. 

The research presented at this and previous meetings 

have demonstrated the merit of exploring decision-

making from a wide range of fields, and the wealth of 

publications and collaborations that have arisen from 

it highlight not only the success of this group, but the 

need to continue this collaboration on into the future. 
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包括脳広報委員会企画

サイエンスコミュニケーション

— 研究者の社会的役割　　—
九州大学　加藤隆弘／大阪大学　中澤敬信

　包括脳サイエンスコミュニケーションでは脳研究以外

の領域でご活躍の専門家をお招きし、「社会における脳

科学への期待」、あるいは「脳研究の成果を社会に正し

く伝えていくために」等をテーマとして討論し、脳研究

の成果をどのように情報発信していくべきなのか毎回

考えてきた。今回は、2015 年 12 月 19 日（土）午前

に「研究者の社会的役割」というテーマで、研究者の社

会的役割とは何か、研究者は社会とどのように関わって

いくべきか、そのために研究者はどのようにしたらよい

のかといった点を深めるための討論を行った。当日の様

子はネット配信されており（https://www.youtube.com/

channel/UCvI_3pT24XCnmkLGx90xn3w）、本稿ではご

く手短に当日の内容を紹介する。

　開会に際して、包括脳広報委員会委員長の橋本亮太先

生（大阪大学）によるご挨拶の後、中澤により趣旨説明

が行われた。包括脳ネットワーク領域代表の木村實先生

（玉川大学）、および、事務局の高田昌彦先生（京都大学）

から包括脳ネットワークの全体的な取り組みに関するイ

ントロダクションがなされ、その後、異分野でフロント

ランナーとしてご活躍の 6 名のパネリストの先生方によ

る話題提供が順に行われた。各パネリストには、最初に

自己紹介をして頂き、ご専門のお立場から今回のテーマ

に関連した話題を提供していただいた。

今回のパネリストは以下の通りである。

安西智宏先生 （東京大学総長室トランスレーショナル・リサーチ・イニシアティブ機構・特任准教授）

梶井靖先生　 （ノバルティスファーマ株式会社・メディカル本部中枢神経メディカルフランチャイズ部・部長）

久保健一先生 （NHK・チーフプロデューサー）

嶋田一義先生 （JST・科学コミュニケーションセンター・企画課長）

山岸俊男先生 （一橋大学大学院・大学院国際企業戦略研究科・特任教授）

横山恭子先生 （上智大学・総合人間科学部・教授）
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　最初のパネリストとして、東京大学総長室トランスレーショ

ナル・リサーチ・イニシアティブ機構（TR 機構）特任准教授

の安西智宏先生からお話を伺った。安西先生は、元々は昆虫

の研究をされていた基礎科学者であり、現在は東京大学 TR 機

構以外にもセンターオブイノベーション（COI）プログラム 

川崎 COI 拠点である川崎市産業振興財団 ものづくりナノ医療

イノベーションセンター総括補佐や大阪商工会議所 事業化ア

ドバイザーを兼任されるなど幅広い立場で産学連携に携わっ

ておられる。東京大学 TR 機構における役割に関して、学内の

様々な未開拓なシーズを企業視点で「構造化」し積極的に企

業に橋渡しするという活動を最初に紹介してくださった。川

崎市殿町地区における King Skyfront での COINS という医学・

医薬品開発の国際拠点を目指している産学連携プロジェクト

に関しても紹介してくださった。イノベーションマネージメ

ント研究のご紹介の中での「本当のブレイクスルーは多様な

チームでないと生まれない」という強力なメッセージは、われわれ脳科学者に重要や示唆を与えたと思われる。さらに、

「社会実装」という観点に基づき、研究成果が社会で実際に広く使われるようになることの意義を強調された。イン

ベンションからイノベーションへのプロセスとして、科学者が様々な方々と連携することが重要であり、その方法を

学ぶための実例として、PhRMA というトランスレーショナルリサーチを米国で学ぶ機会を若手研究者に提供すると

いうプロジェクトを紹介され、安西先生はこの企画実行に関わっておられることであった。最後は、医薬・機器の開

発だけがイノベーションではないということで、臨床から社会的なイノベーションへのモデルの実例として、京都府

立大学を中心として推進されている認知症者の社会的意思決定に関する司法・行政・金融を含む複合領域との連携を

紹介してくださった。

　ノバルティスファーマ株式会社・メディカル本部中枢神経

メディカルフランチャイズ部・部長であられる梶井靖先生は、

東京大学農学部での博士号取得から精神神経センターでの研

究活動、国内製薬企業、そして、現職の外資系製薬企業といっ

た数々の実績をお持ちであり、こうした経験に基づいて最近

の医薬業界における国際的な動向を紹介してくださった。医

薬品開発において、従来までの低分子医薬から、最近の抗体

医薬、そして、中分子医薬、細胞・遺伝子治療、再生医療へ

と医薬開発の潮流が変遷していくことを予測され、今後の医

薬においてはレディーメイド医薬ばかりではなくカスタムメ

イド医薬が重視されるようになることをご指摘してくださっ

た。医薬品開発に重要な視点として、「グローバル開発戦略に

ローカル医療環境のニーズを反映する」という点も強調して

くださった。さらに、メディカルアフェアーズという観点で、

米国では MIT やハーバード大学と製薬企業との連携強化などによる win-win 関係が成り立っているが、国内ではま

だまだこうした取り組みが不十分である現状にも触れてくださった。最後に、脳科学者への期待として、網羅性と特

異性を兼ねた画期的なバイオマーカーなどの診断技術革新の重要性を発信してくださった。
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　久保健一先生（NHK エデュケーショナル・シニアプ

ロデューサー）は、NHK 鹿児島放送局などを経て、最

近では「プロフェッショナル・仕事の流儀」などを手が

けてきた人気プロデューサーであり、冒頭に「高倉健の

生き方」と題する放映の 1部を紹介してくださった。一

つのテレビ番組が作られる際には、企画→ロケ→編集→

放送という一連のプロセスがあり、こうしたプロセスを

研究プロセスになぞらえた点が実に興味深く、放送プロ

デューサーと脳科学者との共通点を再認識させられた。

テレビ番組作製では、常に公益性を考え、視聴者にどれ

だけのインパクトを与え、それにふさわしい内容である

か、そして、視聴率はどうなるか？といった事項を企画

時点から詳細に分析しておくということを紹介してくだ

さったが、こうした観点をもちながら研究を企画立案し

遂行している脳科学研究者は多くないのが実情であり、

今後の脳科学研究を推進する上でとても重要なことと思

われた。久保先生は、放送プロデューサーとして「脳科

学は常に興味の対象であり、新しい時代の哲学を形成す

る上で欠かせないものである」というメッセージを脳科

学者へのエールとして送ってくださった。

　嶋田一義先生は、早稲田大学理工学部を経て、現在は

JST 科学コミュニケーションセンター企画課長としてご

活躍であり、その経緯を冒頭に紹介してくださった。科

学コミュニケーションという領域はまだ歴史が浅いらし

く、この領域に関する日米英の比較調査を紹介する中で、

「日本においては残念ながら自発的な科学コミュニケー

ションが社会に根付いているとは考えられない」という

ことを示す幾つかのデータを呈示してくださった。「科

学コミュニケーションをなんのためにやるのか？」とい

う課題に際して、「そのコンセンサスがないことが問題

ではないか？」という点に触れられ、従来の「伝える」

だけの発信から、「つくる」「活かす」「コミュニケーショ

ン」といった点にも鑑みた科学コミュニケーションとい

う取り組みの重要性を提唱された。そのためには、１．

調査・研究、２．場の運営、３．支援、４．情報の発信・

共有という４点のバランスが重要とのことであり、「イ

ノベーションは社会的現象であって技術的な現象ではな

い」という点も強調された。最後に、イノベーションと

いう共同作業を行う上で必要なこととして、多様なヒト

の相互の認知・共感・協力・支援がイノベーションの土

台であり、こうした土台作りには時間・お金・努力が必

要というメッセージをわれわれ脳科学者に発信してくだ

さった。

13 2015 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

　山岸俊男先生（一橋大学大学院・大学院国際企業戦略

研究科・特任教授）は、日本を代表する社会心理学者で

あり、ワシントン大学社会学部でのご留学経験、北海道

大学でのご活動を経て、北海道大学退官後に玉川大学等

で脳科学にも関わっている現在のお立場を紹介してくだ

さった。脳科学との出会いは、1998 年にニューヨーク

で開催されたノーベル経済学賞受賞者 3 名を含むワーク

ショップであり、その際に初めて「ニューロエコノミク

ス（Neuroeconomics）」という言葉に触れられたとのこ

とであった。山岸先生のご研究の目標は「制度と心との

間の社会的ニッチ構築」であり、今回のお話では、「社

会」と「社会科学」と「脳科学」という三つの概念の関

係性に関して整理してくださった。「経済学」と「脳科学」

とは個人の意思決定のプロセスを解明するという点で結

びつきやすく、実際にニューロエコノミクスの分野が活

気づいている点を例として挙げられた。他方で、「社会

学」においては役割や規範が中心概念であり個人の意思

決定が無視されてしまうために個人を扱いがちな「脳科

学」と「社会学」との接点は作り難いという実情をわか

りやすく解説してくださった。そして、「社会科学（social 

science）」に関する定義の曖昧さに触れられた上で、「文

系の学問＝人文学＆社会科学」という形で概念化されて、

「人文学＝人間が作り出したお話しについての学問」「社

会科学＝人間が作り出したしがらみについての学問」と

いう山岸先生ならではの定義づけは実に明快であった。

なぜどのように人々が互いの行動を縛りあって、その結

果何が生じるかを解明するのが社会科学であり、社会科

学を含む科学を脳科学において解明するというアプロー

チへの期待をわれわれ脳科学者に発信してくださった。

不況、戦争、貧困など誰一人望まないことが社会問題と

して理不尽にも生じてしまうという現象をご説明され

る際に、社会契約論などで著明な 17 世紀の哲学者トマ

ス・ホッブズによるリヴァイアサンという化け物を引用

された。リヴァイアサンという化け物が不景気など社会

的な問題を作っているように見えても、実際にはその化

け物の正体は一人一人の人間の集団から成り立っている

ということであり、この重要な観点は「社会は無意識の

集合体である」というような新しい理解にも繋がるよう

に思われた。こうした社会科学的な課題を含む未開の科

学領域を脳科学の力を借りて説明できうるか？というア

プローチの重要性を強調された。最後に「今後の社会科

学の理論的発展にとって、脳科学の成果は無視できなく

なる」「ただしこのことは、社会問題の理解・解決にとっ

て脳科学の成果が直接に役立つことを必ずしも意味しな

い」「個人の行動を生み出す原理が理解できても、個人

の行動が生み出す外部性（意図せざる結果）が生み出す

社会問題をそのままで理解できるわけではない「社会問

題の理解と解決のためには制度（人々を特定の行動に向

かわせる誘因構造）の理解が必要であり、そのためには

個人による制度への適応行動を生み出すプロセスの理解

が不可欠である」という３つのメッセージをわれわれ脳

科学者へ届けてくださった。山岸先生のご講演は、今回

のテーマを深める上で、実に意義深い内容であった。

 

包
括
型
脳
科
学
研
究
推
進
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

315



14

　最後のパネリストであった横山恭子先生（上智大学・

総合人間科学部・教授）は、臨床心理学をご専門とされ

ており、病院での臨床心理実践経験を豊富にお持ちであ

り、今回は「病気の子どもと家族の支援」というタイト

ルで話題を提供してくださった。病院における臨床心理

士のお仕事として、患者へのカウンセリングはもちろん

のこと、スタッフの支援等にも関わっている現状を紹介

してくださった。横山先生は病院小児科で多くの難治性

の病気で苦しんでおられる子ども達への支援活動に長年

取り組まれており、具体的な病院での対応事例を二例紹

介してくださった。一例目は副腎白質ジストロフィーを

発症して入院となった小学生であり、病気の進行ととも

に短期記憶障害に加えて希死念慮を呈するようになった

という事例であった。その方への死にたい気持ちへの対

処を含む心理的アセスメントときめ細やかな心理士とし

てのご対応を紹介してくださった。若いてんかん患者に

おいて症状消失後に生じた羞恥心と希死念慮への対応事

例も紹介してくださった。二つの事例に共通していたの

は、脳の病気の症状による一次性の苦悩に加えて、随伴

して発生してくる二次的な心理的苦悩（たとえば、死に

たい気持ち）の存在であり、こうした側面にも目を向け

ることの重要性を強調された。その中で特に強調された

のは、成長していく存在としての子どもの可能性を社会

が準備していくことの意義であった。難病のために死を

前にしている子どもを「抱える」ということはどういう

ことか？この哲学的な問いに対して、社会がどのように

受容していくことができるのか？という根源的な問題提

起を最後にされた。横山先生はあえて言葉にはされてお

られなかったが、脳科学者は脳ばかりではなく心をみる

必要があるという暗黙のメッセージをわれわれ脳科学者

にご教授してくださったのであろう。さすがは心理学・

カウンセリングの専門家ならではのご発表であった。

　6名のパネリストのご発表の後に、終了時間を延長し

て、30分ほどの全体討論がなされた。「脳科学者が社会

的な役割を果たすということはどういうことなのか？」

という問題に対して実に様々な視点からコメントが発せ

られた。市民に伝わる言葉で脳科学の成果・意義を発信

するという点に関してはフロアを含む数名の先生方から

市民公開講座など具体的なアプローチが紹介された。未

来の脳科学を担う子ども達への早い段階での働きかけを

実践されている崎村建司先生（新潟大学）からの活動紹

介もあった。領域代表の木村先生は山岸先生のご発表に

関して「しがらみに対して個人がどういう風に影響を受

けているかを知るには脳科学は役立つが、どうやって社

会の仕組みができあがっているかを知る上で脳科学はい

まだ役立たっていない、というご指摘に際して、では、

脳科学としては今後どういうことを具体的にしたらよい

でしょうか？」という問いかけをされたが、山岸先生か

らのご回答として実に興味深かったことは「絶対くっつ

かないことをくっつけようとすること」というご提案で

あった。「脳科学のどういうことがわかると社会学のど

ういうことがわかるか」というギャップへの挑戦こそが、

本当の意味で、脳科学を社会に開いていくものになると

いう期待が込められているように感じられた。

　今回の包括脳サイエンスコミュニケーションに興味

を持たれたならば、ネット配信の録画（https://www.

youtube.com/channel/UCvI_3pT24XCnmkLGx90xn3w）

を是非ご覧になっていただきたい。毎度のことであるが、

サイエンスコミュニケーションの時間帯に、他の包括脳

の活動が同時進行していたこともあり、参加者は多くは

なかったが、非常に濃厚で有意義な討論の場となった。

今後もこうした討論の場が何らかの形で継続されること

が脳科学と社会を繋ぐためには不可欠なのであろう。

15 2015 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

新学術領域

長谷川・笠井領域

「共感領域」「自己制御精神領域」合同シンポジウム

個体と社会の関係を科学する
東京大学大学院医学系研究科　金田涉

平成 27 年 12 月 19 日（土）、包括脳ネットワーク冬のシンポジウムの一部として、新学術領域研究「共感性の進化・

神経基盤」（代表：長谷川寿一 東京大学）と「精神機能の自己制御性の理解にもとづく思春期の人間形成支援学」（代

表：笠井清登 東京大学）の第 2 回合同シンポジウム「個体と社会の関係を科学する」が開催された。今回は、両領

域に共通する重要なテーマである「個人と社会の関係性」に注目し、第一線の研究者を分野横断的に招く分野横断的

シンポジウムとなった。発表演題は下記の通りである。

　　• 竹内秀明先生（岡山大学） 「メダカを用いた個体記憶を介した社会的意思決定機構の解明」

　　• 橋本敬先生（北陸先端科学技術大学院大学） 「ルールダイナミクスのモデル化

　　　　〜制度の内生的形成変化のメカニズム理解に向けて」

　　• 加藤淳子先生（東京大学） 「社会で観察される行動から脳を考える」

　　• 村井俊哉先生（京都大学） 「共感性の精神医学」

各発表後には、各領域から代表質問者を選出し、指定討論を行った。刺激的な講演内容に触発され、用意された質疑

時間が足りなくなるほどの盛り上がりを見せた。

閉会に際しての総評として、亀田達也先生（東京大学）からは、4 者の発表を包括的な視点から捉えなおしつつ、個

体と社会の関係性をより深く捉えるためのヴィジョンが提示された。福田正人先生（群馬大学）からは、人間の発達・

回復という観点から、自己制御・共感が人間性の両輪をなす概念であることが指摘された。

昨年度を上回る来場者に恵まれる中、学術

的な緊張感と、学際的で和気藹々とした雰

囲気の中で、盛会のうちにシンポジウムは

終了した。最後に、貴重な機会を与えてく

ださった包括脳ネットワークに関わる皆さ

まに心からの感謝を申し上げて、報告の結

びとする。
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東京都医学総合研究所　齊藤実

新学術領域

喜田・小林・齊藤領域

「マイクロ精神病態」「適応回路シフト」「記憶ダイナミズム」

三領域合同若手シンポジウム

12 月 19 日 ( 土 )  のお昼過ぎから、喜田・小林・齊藤が

代表を務める新学術領域から若手育成を目的とした若手

シンポジウムを開催しました。若手研究者の研究成果を

売り込むと共に、若手に限らず研究者同士の交流を深め

ることを意図してのものです。以下の研究成果が発表さ

れました。

東北大の中村は経頭蓋磁気刺激を用いてサルの脳に局所

的な機能介入を行い、遅延反応課題における大脳皮質諸

領野の機能的役割分担や、意欲や情動のコントロールに

おける前帯状皮質吻側部の重要性を示しました。

慈恵医大の渡部は、恐怖記憶研究において無条件刺激と

して広く用いられる「痛み」がなぜ無条件に苦痛なのか？

という疑問に対して、腕傍核から扁桃体中心核への入力

が、この痛み情動を制御する直接経路として重要な役割

を担うというエビデンスを紹介しました。

東大の山崎は、ショウジョウバエ記憶中枢のキノコ体

γ細胞を CREB レポーターによってレポーター陽性細胞 

（CRE-p 細胞）、陰性細胞（CRE-n 細胞）に分類すると、

嗅覚記憶で CRE-p 細胞と CRE-n 細胞は正反対の性質を持

ち、その活性化バランスによって快・不快を決める双方

向性回路であることを見出しました。

東大の菅谷は恐怖記憶の消去における歯状回の役割を明

らかにするために、恐怖条件付け記憶の消去課題を施行

中のマウスで歯状回顆粒細胞のカルシウムイメージング

を行いました。その結果、条件付け刺激の有無によって

活動が変化する細胞が認められ、記憶の消去に伴いその

ような細胞の数が減少し、歯状回の一部の顆粒細胞が恐

怖条件付け刺激の意味を表現している可能性を示唆しま

した。

東大の國友は餌の有無と環境の塩濃度との関連付けに

よって成立する線虫の塩走性連合学習で、味覚神経から

後シナプス介在神経への情報伝達が塩濃度の

記憶に依存して変化することに着目し、味覚

神経におけるジアシルグリセロールシグナル

経路の活性が塩濃度の嗜好性を調節している

ことを遺伝学的解析から示唆しました。

会場での討論の様子

17 2015 年度包括脳ネットワーク冬のシンポジウム特集

沖縄科学技術大学院大学の船水は二光子顕微鏡法による

神経活動の多細胞同時計測と神経活動デコーディング

で、マウスの後頭頂皮質がベイジアンフィルタの予測・ 

更新を実装することを発見しました。

理研の水口は前障の投射ニューロンで特異的に Cre を発

現するトランスジェニックマウスを用いて、その神経回

路と生理機能の遺伝学的解析を行ない、前障は大脳皮質

の幅広い領域と相互的に神経結合すると共に、大脳皮質

の抑制性回路を一過的に活性化する性質を持つことを示

しました。

東京医科歯科大の相田は CRISPR を用いてゲノムに介入

する事で、様々な遺伝子改変生物を誰もが容易に作出す

る事例から、個体レベルでの精神・神経疾患の疾患ゲノ

ム解析、脳の多様性とその神経回路の解明が加速してい

くであろうことを示しました。

阪大の中澤は統合失調症における脳機能の異常や病態の

メカニズムを分子レベルで解明し、新たな統合失調症の

マイクロエンドフェノタイプを同定することを目的とし

て、患者サンプルを直接的に扱うことを可能にする iPS

細胞関連技術を用いた研究を紹介しました。

本シンポジウムを通して「マイクロ精神病態」、「適応回

路シフト」、「記憶ダイナミズム」3 領域での研究トレン

ドや生まれつつある研究のブレークスルーが紹介され、

参加した研究者に大きな刺激が与えられました。

シンポジウム後の意見交換会で主催した 3領域代表の記念写真。
左から、齊藤、小林、喜田
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新学術領域

太田・北澤領域

「身体性システム」「こころの時間学」

身体とこころの融合

包括脳冬のシンポジウムの最終日、「身体とこころの融

合」と題して、新学術領域「身体性システム」（太田領域）

と「こころの時間学」（北澤領域）の合同公開シンポジ

ウムが開催された。このシンポジウムの目的は、脳内身

体表現の神経機構とその長期的変容メカニズムの解明を

目指す「身体性システム」と、現在・過去・未来にわた

る時間の意識の成り立ちの解明を目指す「こころの時間

学」の各領域において研究を進めている各二名の研究者

が、それぞれの研究成果を紹介・議論することで、身体

とこころの関係についての考察を深め、領域を超えた新

たな研究の展開を探ることである。

シンポジウムの前半では、新進気鋭の若手研究者である

池上剛班員（太田領域）と羽倉信宏班員（北澤領域）が

発表を行った。池上班員は、「他者の動作理解には自己

の動作を生成するための運動プロセスが関与する」とい

う仮説を検証した研究成果を発表した。素人のダーツ動

作を観察し、その動作キネマティクスから結果（ダーツ

が刺さった場所）を予測してもらう課題をダーツのエキ

スパートに行ってもらうと、素人の結果の予測能力が向

上する一方、エキスパート自身のダーツパフォーマンス

は悪化するという結果が示された。また、池上班員は数

理モデルを用いて、他者動作の予測能力の向上は運動指

令をもとにその動作結果を推定する forward model の

変調を伴うことを示した。これは、自己動作が forward 

model の変調という形で、他者動作から影響を受けてい

ることを意味する。池上班員は講演の中で、メジャーリー

グ・イチロー選手の「投手が前で打っているのを見るの

を見たくないんですけどね。（中略） ヘタなものは見たく

ない」というコメントを紹介したが、示された結果はそ

の意味を納得させるに十分な見事なものであった。

続けて羽倉班員は、バッティングの際に「ボールが止

まって見えた」と発言したとする元プロ野球選手・川上

哲治氏のエピソードを紹介し、実際に「運動準備中には

時間の流れはスローダウンするのか」を詳細に調べた研

究の成果を紹介した。羽倉班員の一連の実験によれば、

運動準備中には視覚刺激に対する被験者の主観的な時間

が伸展しており、運動準備の度合いが高い場合ほどこの

効果が大きいという。さらにこの時間の伸展は、時間を

計測する対象となる刺激のサンプリングレートが変化し

視覚情報処理が促進した結果によるものであることが示

された。実験の結果は運動開始に近づくほどサンプリン

グレートが上昇していることが示されており、会場から

は（同様の時系列変化を示す）運動準備電位との関連に

ついての質問が上がるなど、興味深い議論がかわされた。

運動準備がなぜ視覚情報処理のサンプリングレートを上

昇させるのか、その脳内メカニズムについても大いに興

味の湧く講演であった 。

前半の発表では、健常者を対象とした研究の成果が発表

された一方、シンポジウム後半では主に疾患群から得ら

れた所見に基づく研究成果について、前田貴記班員（太

田領域）と河村満班員（北澤領域）が発表を行った。前

田班員は、統合失調症患者における自己意識の異常であ

る “ させられ体験 ” に注目し、これを意図的行為とその

結果として生じる外的事象の因果連関の感覚、いわゆる

sense of agency (SoA) の異常である可能性を指摘して、

これを検討した研究の成果を報告した。統合失調症前駆

状態の患者では、意図的行為（ボタン押し）の後に短潜

時で外的事象（カーソルのジャンプ）が生じた場合に

は SoA を感じず、SoA を感じるためには 100ms 程度の

遅延が必要であったというデータが示された。前田班員

はこれが、forward model における予測信号と sensory 

大阪大学・UC Berkeley　林正道
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feedback のタイミングの不整合（白質伝導

障害による予測シグナルの遅れ）によるも

のである可能性を指摘した。さらに、短潜

時のイベントに対する時間順序判断の障害

は認められなかったことから、統合失調症

患者における異常は、被験者が「能動的な」

働き掛けをすることにより予測信号が発生

するような場合に限って認められるとした。

もし能動性がキーであるのであれば、能動

的・受動的なタスクよって生成される予測

信号の発生源や神経伝達にどのような違い

があるのか、それが統合失調症に見られる

脳神経系の所見とどのように関連するのか

という点も興味深く、今後のさらなる検討・

報告が期待される。

最後の演者である河村班員は、 楔前部または脳梁膨大後

域の病変により、旧知あるいは新規の場所で道に迷う道

順障害の症例をそれぞれ紹介し、楔前部が「地図」を備え、

脳梁膨大後域が egocentric な情報を「地図」に変換する

役割を持っている可能性を示した。さらに別の症例とし

て、大脳後方内側部の病変により、道順障害を呈すとと

もに時間が極端に短く感じられる（１時間が 10 分ほど

に感じられる）「こころの時間障害」が合併して現れた

症例を紹介、道順障害とこころの時間の関連性を指摘し

た。また、近年発見された楔前部における背景座標系、

および文章中に示される時間経過に対する帯状回前部の

応答に関する研究を紹介し、これらを総合して大脳皮質

内側面、特に帯状回、楔前部、海馬がヒトの脳における

「時間地図」の鍵であり、「大脳内側部はナビ・タイムシ

ステムの機能を持つ」という新たな仮説を提唱した。動

物を用いた研究では、近年、海馬における時間と空間を

表現するニューロン群に関する研究が注目を浴びている

が、「ナビ・タイムシステム」として指摘された他の脳

領域、特に楔前部が、時間と道順想起の認知に具体的に

どのように関わっているのかについては（私の知る限り）

知見が少なく、今回河村班員によって示されたフレーム

ワークのもと、疾患群や健常者におけるさらなるデータ

の蓄積が待たれる。

 ４名の演者の講演後には、北澤代表の司会の元、

forward model が自己と他者の切り分けが重要であると

いう池上・前田班員によって示された知見と、羽倉・河

村班員によって示された時間感覚・空間感覚の変調がど

のように結びつきうるかという点に焦点を当てた活発な

総合討論が行われた。そして中でも特に、太田代表の最

後のコメントが印象的であった。

「私は最初に脳内身体表現という言い方をしたが、これ

は通常、腕の長さとか空間的分布の話。だがこれが知覚

されるとか伝わるという話になると、時間の話になる。

脳内身体表現がどうしたという話と時間の話は切れない

話なので、これらの二つの領域は一緒にやらないと解明

できないと再認識した」（要約） 。

もしこの考えを共有できた参加者が多くいたならば、こ

のシンポジウムの目的は大いに達成されたと言って良い

であろう。
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名古屋大学医学系研究科　祖父江元

新学術領域

喜田・祖父江領域

「マイクロ精神病態」「脳タンパク質老化」

二領域合同若手研究者育成講演会

加齢に伴う脳老化は、認知症の最も強力かつ本質的な要因であり、その主要な分子基盤をなしているのは神経系を構

成するタンパク質の生理機能の喪失および毒性・病原性の獲得による神経回路の破綻です。本領域では、こうした機

能タンパク質の毒性獲得のプロセスを「脳タンパク質老化」と定義して、Aβ、TDP-43、タウ、FUS、α - シヌクレ

インなどのタンパク質が老化し、生理機能を喪失し、機能分子との相互作用を失い病原性を獲得して神経細胞に蓄積

し広がることが脳機能を支える神経回路の破綻をきたし、認知症に至る神経変性の根本的分子基盤の解明とそれに基

づく認知症予防を目的にしています。

この目的を達成するため、『脳タンパク質老化と神経回路破綻

（A01）』、『脳タンパク質老化の分子基盤（A02）』、『脳タンパク質老

化に対する治療開発（A03）』の３つの研究グループが、脳タンパ

ク質老化を軸に、分子レベルから個体レベルまでを視野に入れ、正

常から神経変性に至る時間軸を重要な研究要素と位置づけ、次世代

型先端技術を駆使して様々な角度から学際的に解析することで、そ

して有機的に結合して研究を推進しています。基礎から臨床に至る

多様な研究者による新たな視点や手法による共同研究等の推進や、

次世代技術を集結し、異なる学問分野の研究者の連携推進は、脳タ

ンパク質老化研究領域の新たな展開につながると確信しております

が、岡野先生からは、A03 で行っている研究について、パーキンソ

ン病のマーモセットモデルの結果を中心に若手の研究意欲を大きく

encourage する講演をいただきました。

主催者
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東京農業大学応用生物科学部　三浦大樹 / 福島穂高

　平成 27 年 12 月 19 日に、若手研究者育成のための二領域合同講演会が行われた。「マイクロ精神病態領域」は、

精神疾患を導く回路・細胞・分子動態レベルの病態をマイクロエンドフェノタイプと称し、マイクロエンドフェノタ

イプの可視化および分子基盤の解明を目標としている。一方、「脳タンパク質老化領域」は、認知症に至る神経回路

破綻において、正常に機能していた脳タンパク質の老化や毒性獲得と拡大の原因解明を目標としている。脳機能のメ

カニズムの解明にも不明な点が多く残る現在、脳疾患研究には難問が山積みであり、今後の研究の展開には、臨床研

究に加えて、明確なビジョンに基づいて最先端技術を駆使した基礎研究が必要不可欠である。本講演会では、脳疾患

研究において世界的に活躍されている岡野栄之先生と澤明先生を招いて、最先端の研究が紹介され、今後の脳疾患研

究の方向性が議論された。

　はじめに、慶応義塾大学医学部の岡野栄之先生が、「iPS 細胞と遺伝子改変霊長類技術を用いた精神・神経疾患研究」

というタイトルでご講演された。講演内容は、ハイスループットな解析へ向けた疾患 iPS 病態解析系の応用と、先制

医療へ向けたパーキンソン病トランスジェニックモデルマーモセットを用

いた解析の応用であった。講演を拝聴し、精神疾患の無症候期および超早

期における治療、つまりエンドステージ前の先制治療の追究を目的とした

基礎研究の重要性を考えさせられた。

　続いて、ジョンズホプキンス大学医学部の澤明先生が「脳疾患研究の今

後の展望：社会、臨床、基礎の接点にて」というタイトルでご講演され

た。講演内容は、脳疾患研究の方向性がどうあるべきか、日本の研究者が

どう考えるべきか、さらには、日本とアメリカでのキャリアトラックの

違いにも触れられ、とても充実した内容であった。特に、アメリカでは、

Research Domain Criteria (RDoC) を理解していないとグラント申請ができ

ないほど、精神疾患研究において RDoC の理解は重要であること、しかし

ながら、RDoC には、時間軸と環境因子に関しては扱えない、といった難点

が存在することも指摘され、精神疾患研究の進め方の難しさを改めて感じ

た。また、日本では様々な仕事を一人の研究者が担当することが多々ある

が、アメリカでは役割分担がなされており、各人がどのような仕事をする

か選択した上で、それぞれの役割を理解しながら協力して研究を進めてい

く、といった研究の進め方の違いについても触れられた。どの話題におい

ても、過去に澤明先生が海外でご経験された具体例とともに示されたので、

とてもわかりやすく、興味を引く内容であった。

　両講演共に、参加した研究者は新鮮な情報を得られ、特に多くの若手基

礎研究者は、世界レベルの脳科学研究への取り組み方を学び、脳科学研究

における難題に対する新しい研究戦略の創出を今後の課題として考える機

会を得たと感じた。

参加者
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2015 年度　冬のシンポジウムポスター発表

包括脳ネットワーク 若手優秀発表賞

　多方面からのご協力をいただき、包括脳冬のシンポジ

ウムのポスター審査が無事終了し、16名の若手優秀発

表賞受賞者が選出されました。80枚のポスターのうち、

審査を希望された方が 47名（うち未来枠が 23名）、こ

の希望者各 1名につき３名の審査員に事前業績審査と

当日の審査を担当していただきました。審査員の先生が

たが口を揃えて「今年のポスターは特に質が高い」と

仰っていた通り、どの領域も僅差での選出となりまし

た。選に漏れた皆様には、この点ご理解いただければあ

りがたく存じます。

　今回各領域の受賞者からの寄稿文を読ませていただ

き、この賞がご自分にとってどういう意味があるのかを

真摯に考えておられることを頼もしく思いました。研究

者を取り巻く環境は決して甘くはありませんが、だから

こそ開拓者の気概で自分自身そして後輩へと続く道を

切り拓いていただきたいと思っています。

　包括脳の終了に伴い、この賞も最後になるのかもしれ

ません。私事で恐縮ですが、帰国してからの十年間、所

属した研究室に加え、包括脳、そしてその前身である統

合脳は、研究の視野を広げるもう一つの貴重な学びの場

でありました。包括脳を支えてこられた木村先生はじめ

関係の先生がたに心から感謝申しあげます。今後さらに

進化・発展するかたちで、新たな学びと交流の場が若い

研究者の皆さんに受け継がれることを願っています。

　最後に今回の審査を支えていただきました領域代表

の先生がた、審査員の先生がたに心からお礼申しあげま

す。裏であらゆる業務を助けてくださった前々回審査員

長の星先生、中山先生、石田先生、横山先生、前回審査

員長の花川先生、副審査員長の木下先生、林愛様はじめ

包括脳事務の皆様、大変お世話になりました。ありがと

うございました。

2015 年度若手優秀発表賞審査員長　　藤山文乃（同志社大学）

● 堤新一郎（東京大学） 
Cerebellar stripes refine goal-directed 
behavior

● 井村英輔（筑波大学）
Identi f icat ion and character izat ion 
of neurons projecting to the steroid 
hormone-producing organ in the fruit fly 
Drosophila melanogaster

● 齊木愛希子（玉川大学）
“ M u l t i - L i n c ”   a n  o p t o g e n e t i c /
electrophysiological method to explore 
information flows among multiple brain 
areas

回路脳科学領域　受賞者

25 ページをご覧ください。
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● 梶村昇吾（京都大学）
経頭蓋直流刺激によるマインドワンダリン
グ抑制メカニズムの解明

システム脳科学領域　受賞者

● 林正道（大阪大学・UC Berkeley）
Duration-selective adaptation in the 
human parietal cortex

● 川合隆嗣（筑波大学）
行動切替えと報酬履歴に関わるマカクザル
前部帯状皮質と外側手綱核の単一ニューロ
ン活動

● 小笠原宇弥（筑波大学）
Saccadic stop-signal 課題遂行中のサル中
脳ドーパミン信号

● 沖津健吾（玉川大学）
動物の学習行動を統一的に説明する刺激と
反応の履歴を考慮した計算論モデル

●村野友幸
   （生理学研究所・藤田保健衛生大学）

歯状回顆粒細胞における神経細胞過剰興奮
と脱成熟現象

●小川千香子（名古屋大学） 
EEG Dysmature Pattern of Preterm Infants 
is Associated with MRI-Detected Delayed 
Maturation at Term-equivalent Age

●仲西萌絵（理化学研究所）
自閉症患者における Nlgn1 遺伝子変異の同
定と機能解析

● 横井紀彦（生理学研究所）
シ ナ プ ス 修 飾 リ ガ ン ド / 受 容 体、LGI1/
ADAM22 の結合不全がてんかんを誘引する

● 秋明貞（東京大学大学院 ）
BDNF derived from Purkinje cell regulates 
synapse elimination in the developing 
cerebellum 

● 今野幸太郎（北海道大学大学院）
GluD1 と Cbln1 は外側膝状体における二丘
傍核由来のグルタミン酸作動性 / コリン作
動性神経終末とのシナプス形成に必須であ
る

● 内ヶ島基政（北海道大学大学院）
S t r i a t a l  d o p a m i n e  s y n a p s e s  a r e 
neuroligin-2-mediated heterologous 
contacts  between a  dopaminergic 
presynapse and GABAergic postsynapse

●多田真理子（東京大学） 
神病ハイリスクおよび統合失調症早期段階
における神経オシレーション変化

病態脳科学領域　受賞者

分子脳科学領域　受賞者

この度は包括脳若手優秀発表賞を受賞させて頂き
大変光栄です。受賞対象となった研究はドーパミ
ンニューロンが線条体にて形成するシナプスの分
子発現、分布及びその形成機構の一端を明らかに
した内容です。本研究も国内の神経科学研究者の
ネットワークが随所に生かされており、モノとヒ
トの交流の重要性を感じています。包括脳を通じ
てこのような交流の場作りに尽力されてきた関係
の皆様に心より感謝申し上げます。

様々な分野の先生方からコメ
ントを頂き、楽しかったです。 27ページをご覧ください。

26ページをご覧ください。

24ページをご覧ください。
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Duration-selective adaptation in the human parietal cortex

● システム脳科学領域

大阪大学・UC Berkeley

林正道

若手優秀発表賞の受賞に寄せて

この度、包括脳冬のシンポジウムにて若手優秀発表賞を

拝受いたしました。システム脳科学領域の受賞者 5 名を

代表して、このニュースレターにコメントを寄稿する機

会を賜り、大変光栄に思います。

今 回 の 私 の ポ ス タ ー 発 表 で は、”Duration-selective 

adaptation in the human parietal cortex” というタイト

ルで、ヒトの右下頭頂小葉において発見した時間の長さ

に選択的な反復抑制効果について報告いたしました。

「時間」は「空間」と同様に、我々の存在を規定する次

元の一つであり、「時間があっという間に過ぎる」「タイ

ミングが良い」といった言葉をよく耳にするように、我々

の日常生活を営む上で最も身近な存在の一つでもありま

す。しかしながら、我々の脳がどのように「空間」の情

報を処理しているかということについては膨大な知見の

蓄積がある一方、「時間」の脳内情報処理メカニズムつ

いては、まだあまり良くわかっていません。

「時間」と一口にいっても、数ミリ秒の時間差情報処理

から概日リズムまで様々なレンジの「時間」があり、さ

らに「時間の長さ」「タイミング」「時間順序」といった様々

な時間処理の側面があるわけですが、我々が今回の研究

で注目したのは、ヒトの脳がどのように「数百ミリ秒の

時間の長さ（時間長）」を表現しているかという問題です。

人間の脳には、線分の傾きや運動方向などといった特徴

の、特定のパラメータ（例えば 30 度の傾き）に対して

選択的に応答するニューロン群が存在することが知られ

ています。そこで我々は今回、ヒトの脳に「数百ミリ秒

の時間長」にチューニングを持つニューロン群が存在す

るのかどうかという疑問に、fMRI アダプテーションと

いう方法を用いて挑みました。一連の実験の結果、右半

球の下頭頂小葉と呼ばれる脳領域の応答（BOLD 信号）が、

同じ時間長の刺激の反復呈示に対して選択的に抑制され

ることが分かりました。これは、ヒトの下頭頂小葉に数

百ミリ秒の時間長に対して選択性を持つニューロン群が

存在する可能性を示唆しています（実験の詳細について

は論文（Hayashi et al., 2015 PLOS Biology）をご参照く

ださい）。

この発見の意義は、Hubel & Wiesel らが発見した視覚野

の方位選択性ニューロンや、O’Keefe らが発見した海馬

の場所細胞などと同様に、explicit に時間の長さを表現

するニューロン群が我々の脳に存在する証拠を得たこと

にあります。この結果は fMRI アダプテーションという

間接的な方法で得たものですので、その存在を確定する

には神経生理学的手法を含めたさらなる研究が必要であ

るとは思いますが、この結果自体は近年いくつかの心理

物理学的研究によって示されてきた時間長選択性ニュー

ロンの存在を示唆する結果にも一致するものであり、時

間知覚の理論の発展にも貢献する重要な知見だと考えて

おります。

この研究を足がかりに、これから調べるべき課題は山積

しています。下頭頂小葉の時間長選択性は、主観的な時

間経験の変容とどのように関係しているのか、時間間隔

の学習メカニズムとの関係はどうなのか、 刺激の呈示さ

れる感覚モダリティや時間長のレンジに依存的なメカニ

ズムなのか。今回の我々の発見はこれまでアプローチが

難しかったこれらの問題にアクセスする糸口を得たこと

になります。今回の受賞を励みに、これらの問題を解く

べく研究に邁進して参りたいと思います。

最後になりましたが、この研究は私がポスドクとして研

究機関を転々と異動する中、共同研究者の皆様のご理解

とサポートを受けながら長い年月をかけて発表までたど

り着いたものです。本研究を遂行するにあたり惜しみな

いお力添えを頂いたロンドン大学、ヘルシンキ大学、生

理学研究所の共同研究者に深く感謝いたします。また、

このプロジェクトの立ち上げから論文執筆まで、忍耐強

く指導してくださった、サセックス大学、アラヤ・ブレ

インイメージングの金井良太さんには特段の謝意を表し

たいと思います。ありがとうございました。

25 2015 年度包括脳ネットワーク若手優秀発表賞

Identification and characterization of neurons projecting 
to the steroid hormone-producing organ in the fruit fly 
Drosophila melanogaster

　この度は数ある発表者の中から「若手優秀発表賞」に

選出していただき、誠にありがとうございます。大変光

栄に思います。賞を頂いて単純にうれしいと感じると同

時に、修士課程 1年の若輩者がなぜ選ばれたのだろうか

という戸惑いを感じたのが正直な感想です。

　私は、ショウジョウバエを用いて、ステロイドホルモ

ン生合成を調節する神経群の探索を行っています。シン

ポジウムに参加している多くの方々がショウジョウバエ

に馴染みがないことを考慮し、わかりやすいポスター発

表を心がけました。しかし、専門用語の説明や図表の解

説が不十分なところもあったように思います。そんな私

が評価された理由を私なりに推測するならば、研究に取

り組む姿勢であったと思います。今年度は修士課程の最

初の年。そのため、実験と研究発表を充実させてスキル

アップを目指す挑戦の年にしようという意気込みがあり

ました。反省すべき点が多い 1年となったものの、ひた

すら手を動かして実験をし、たくさんのデータを得るこ

とができた結果、聴衆の興味をひけたように思います。

修士課程の最初の年にこのように賞をいただけたこと

は、私が研究を続ける上で大きな励みとなることから、

素直に喜ばしく思います。

　今後の研究や発表スキルの向上につながったという点

で、本シンポジウムは大変有意義なものとなりました。

他領域の方々との議論を通して得られた知見や実験のア

ドバイスは、私自身では思いつかなかった視点からの提

案が多く、ぜひ次の実験に活かしていこうと思っていま

す。また、ポスターのカラー表記を工夫したり、専門用

語の解説を増やしたりすることで、よりわかりやすい発

表に努める所存です。充実した時間を過ごすことができ、

参加できた喜びもひとしおです。

　最後に、賞をいただけたことで本シンポジウムへの参

加は研究に対するモチベーションの維持・向上につなが

りました。学会に参加することの目的は賞をとることで

はありませんが、若い今だからこそ今後も貪欲に賞をと

りにいきたいです。

● 回路脳科学領域

筑波大学

井村英輔
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シナプス修飾リガンド / 受容体、LGI1/ADAM22 の結合不
全がてんかんを誘引する

● 分子脳科学領域

生理学研究所

横井紀彦

　この度は 2015 年度包括脳科学研究推進支援ネット

ワーク冬のシンポジウムにおいて若手優秀発表者賞に選

出していただき大変光栄に存じます。本研究の御指導を

承りました深田正紀先生、深田優子先生、包括脳ネット

ワークで御支援頂いた北海道大学の渡辺雅彦先生、宮崎

太輔先生、新潟大学の﨑村建司先生、及び本研究に御協

力いただいた全ての先生方に御礼申し上げます。

　 今 回、「 シ ナ プ ス 修 飾 リ ガ ン ド / 受 容 体、LGI1/

ADAM22 の結合不全がてんかんを誘引する」といった

題目でポスター発表をさせていただきました。ご存知

のように、シナプス伝達の制御機構の破綻が、統合失

調症や自閉症、てんかんなどの神経精神疾患の一因と

考えられています。翻せば、ある蛋白質機能の破綻が

神経疾患の原因となる場合、その蛋白質機能はシナプス

伝達に必須であると言えます。これまでに本研究室の深

田正紀先生、深田優子先生らによって、シナプス足場蛋

白質 PSD-95 を含む脳内蛋白質複合体として、LGI1 リ

ガンド /ADAM22 受容体が同定され、LGI1/ADAM22 が

AMPA 型グルタミン酸受容体を介した興奮性シナプス

伝達を制御することが報告されてきました（Fukata Y 

et al. Science 2006, PNAS 2010）。重要なことに、LGI1

と ADAM22 はともに、ヒトにおいてその変異がてんか

んを誘引することが報告されています。今回、LGI1 変

異体の分子病態を明らかにするため、ヒト家族性のてん

かん原因 LGI1 変異体を発現する病態モデルマウスを作

製し、マウス脳内での LGI1 変異体の性状解析を行いま

した。その結果、LGI1 蛋白質の構造異常を原因とする

LGI1/ADAM22 複合体の形成不全が本てんかんの分子病

態であることを明らかにしました。さらに、ケミカルシャ

ペロンによる LGI1 構造異常の修復がてんかん治療に有

効である可能性を見出しました（Yokoi et al. Nat. Med. 

2015）。以上より、LGI1/ADAM22 複合体形成が安定な

脳活動に必要不可欠であることが示されました。

　我々は分子をターゲットとした基礎的な研究を進めて

おり、一つ一つの実験は生化学の大変地味で泥臭いもの

です。しかし、ヒトやマウスの遺伝学的知見によって裏

付けされた LGI1/ADAM22 複合体の脳機能への重要性は

疑いの無いものであり、シナプス伝達の基本原理と神経

疾患の治療の両面にアプローチできる魅力のある研究と

考えてます。興味深いことに、最近、ヒトで記憶障害と

けいれん発作を主訴とする辺縁系脳炎の患者の多くが抗

LGI1 自己抗体を保持することが分かり、医療の面から

の LGI1 への注目度もここ数年急上昇しています。引き

続き、LGI1/ADAM22 複合体が生理的な脳機能の営みに

不可欠たる所以を明らかにするために地道に研究に励ん

で行く所存です。

2015 年度包括脳ネットワーク　冬のシンポジウム　

若手優秀発表者賞を受賞して

27 2015 年度包括脳ネットワーク若手優秀発表賞

歯状回顆粒細胞における神経細胞過剰興奮と脱成熟現象

生理学研究所行動様式解析室・総研大博士課程一年の村

野友幸と申します。今回包括脳ネットワーク冬のシンポ

ジウムにおきまして、若手優秀発表賞を受賞させていた

だき、身に余る光栄と感じております。私自身は包括脳

ネットワークのシンポジウムに参加させていただくのは

今回が初めてだったのですが、大変有意義な時間を過ご

させていただくことが出来ました。シンポジウムでの先

端的な研究発表はどれもエキサイティングなものであ

り、またポスター発表では多くの方と密な議論を通して

貴重なアドバイスを沢山頂くことができ、大変良い学習

の機会となったとともに、今後の自分の研究に対するモ

チベーションの向上にも繋がりました。このような日頃

の研究室での活動だけでは得られない知的刺激を得る機

会を与えてくださった諸先生方には大変感謝いたしま

す。今回のような機会で得られた繋がりを大切にしなが

ら、これからも研究を続ける事ができればと思っており

ます。

私自身はまだこの 4月に大学院に入学したばかりで研究

経験も浅い未熟者ですが、高雄啓三教授（生理研・富山

大学）・宮川剛教授（藤田保健衛生大学）を始めとする

多くの方々のご指導の下で、大変自由で恵まれた環境の

なか研究生活を送ることが出来ております。今回の受賞

は日頃よりお世話になっております先生方のご指導の賜

物だと感じております。今後も皆様のご協力を賜りなが

ら自身の研究を発展させていきたいと思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。

●病態脳科学領域

生理学研究所・藤田保健衛生大学

村野友幸
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　本年度も育成支援委員会では、「国内研究室相互の訪問プログラム」と「海外研究室での技術研修や

海外での技術習得コース」で公募を行い、厳正なる審査の結果、それぞれ 4 件と 3 件の課題を採択致し

ました。いずれも、有意義な研究体験や人的交流を達成されたとの報告を受け、本委員会としても若手支

援に貢献できたことを誇りに感じます。以下に本年度採択されたお二人の研究者の声を掲載いたします。

　包括脳としての支援はこれで終了となりますが、今後も何らかの形で同様な支援を行うことができれ

ばと思う次第です。この場を借りまして、本年度を含め本支援事業に事務担当として携わっていただい

た林愛さん、粟野 ( 阿部 ) 知子さん、岩崎貴与さん、梅田友美さん、堀川眞理子さんに感謝申し上げます。

育成支援委員会委員長

大阪大学大学院生命機能研究科　山本亘彦

■三輪 秀樹　　　　群馬大学大学院医学系研究科

　　レトロウィルスを用いた成体海馬新生ニューロンの機能解析

■村尾 直哉　　　　九州大学大学院医学研究院　

　　中枢神経系における小胞体品質管理の役割の解明

■吉川 雄朗　　　　東北大学大学院医学系研究科

　　Chung モデルを用いた神経因性疼痛の研究

■権田 裕子　　　　東京医科大学　組織・神経解剖学分野

　　大脳皮質における興奮性神経細胞の樹状突起パターニング形成機構の解明

　国内研究室相互の訪問研究プログラム採択課題

■大高 雅貴　　　　慶應義塾大学大学院理工学研究科

　　コモンマーモセットを用いた運動野神経細胞の運動学習に伴う応答変化の解析

 

■相田 知海　　　　東京医科歯科大学

　　CRISPR を用いた革新的遺伝子改変技術の開発

■長沼 史登　　　　東北大学大学院医学系研究科機能薬理学分野

　　ヒスタミン神経系による睡眠制御機構の解明

　海外研究室での技術研修や海外での技術習得コース採択課題

29 トピックス ━ 育成支援委員会 ・ 研究集会委員会

　Science 誌 の 2015 年 Breakthrough of the year

に 選 出 さ れ た CRISPR/Cas (Clustered Regularly 

Interspaced Short Palindromic Repeat/CRISPR 

-Associated) シ ス テ ム（ 以 下 CRISPR） は、 生

命科学分野に広く浸透したゲノム編集技術とな

り、開発から３年を経て、その威力が広く発揮さ

れつつあります。この状況を冠した Cold Spring 

Harbor Laboratory (CSHL) ミーティング ”Genome 

Engineering: The CRISPR/Cas Revolution (2015 年

9 月 24 日 -27 日 , CSHL, NY, USA)” に、包括脳ネッ

トワーク育成支援委員会のご支援を受け参加しま

した。

　CRISPR の 産 み の 親 Jennifer Doudna ら に よ り

企画された本ミーティングは、CRISPR の急速な

発展を牽引する世界中の主要メンバーが全て参加

し、またその最先端に加わろうとする数百人の熱

気で溢れていました。CSHL で一番大きい Grace 

Auditorium（350 名弱定員）は満席で立ち見、入

りきらない人向けには会場の外に中継モニターが

用意されました。セミナーは DNA 修復機構から

CRISPR 技術開発、また iPS・マウスモデル・治療

への応用と広範でしたが、極めてハイレベル（ほと

んどはトップジャーナルに発表）、かつ高密度（通

常なら特別講演が相当なスピーカーも全て 15 分で

の発表）でした。詳しい内容は規定上避けますが、

例えばあるトップ研究者が新たな CRISPR システム

の開発を発表し、それが同時にあるトップジャーナ

ルに掲載され、夕食時にはあちこちで議論される

等、今そこにある最前線への興奮に溢れていまし

た。またヒト胚ゲノム編集の特別セッションでは、

先鋭的な意見を含む様々な人・国の立場から活発な

議論が行われたのが大変印象的でした。

　私は改良型 CRISPR のノックインマウス作製への

応用をポスターで紹介しました。実用段階にある

ノックアウトに比べて、ノックインは依然効率が不

十分であり、多くの方に聞いて頂けました。4 日間

を通じて、未発表知見の収集、共同研究の相談、有

力研究者や雑誌編集者との人脈構築等、今後の研究

を加速する成果を得られたと思います。また会期中

に誘いを受け、終了後に急遽旅程を変更してニュー

ヨークからボストンに飛び、マサチューセッツ工科

大学（MIT）でセミナーをする機会を頂きました。

CRISPR を活用した今後の神経科学研究の推進につ

いて私達の成果に基づき良い議論ができたと思い

ます。

　CRISPR 開発は米国が中心となり、欧州、中国、

韓国が最先端で競合していますが、日本は大幅に遅

れています。今回も日本からは 20 名程が参加して

いましたが、公募セミナーへの採択はわずか 1 件で、

後は全てポスター発表に回されています。一方、全

体の発表を眺めると、CRISPR を活用した生物学研

究は、神経科学ではまだまだ進んでいません。現在

は遺伝子改変マウス作製や iPS 細胞遺伝子改変等が

主体でありますが、今後は多重改変、全ゲノムスク

リーニング、様々な生物（特に霊長類）の改変、成

体脳での直接改変・転写・エピゲノム制御、及び遺

伝子治療等、CRISPR を駆使した神経科学研究が進

んで行くと思います。CRISPR 技術開発の第一人者

である MIT の Feng Zhang は Karl Deisseroth の最

初の学生として光遺伝学の開発に携わってきてお

り、神経科学への応用も急速に進んでいく事になる

でしょう。

　最後に、貴重な機会を頂きました包括脳ネット

ワーク育成支援委員会と急な旅程変更対応にご尽

力頂きました事務局の方々にこの場をお借りして

心より感謝申し上げます。

CRISPR 革命 @ コールドスプリングハーバー
東京医科歯科大学　相田知海

海外研究室での技術研修や海外での技術習得コース
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31 トピックス ━ 育成支援委員会 ・ 研究集会委員会

　包括脳ネットワーク 研究集会委員会では、これまで、新しい発想による研究や、研究者間の情報交

換を推進するために実施する研究集会をサポートしてきました。 本年度は包括脳として最後の支援で

したが、23 件の応募の中から厳正な審査の結果、下記の 14 件の研究集会を採択し支援することができ

ました。規模やテーマ、参加する研究者のバックグランドも様々でしたが、研究者自らが主体的に研究

集会を提案し包括脳 ネットワークが支援を行うことにより、国内外の研究者の交流が進み、共同研究

へと発展したケースも数多くあったようです。

　来年度以降も何らかの形で、こうした研究集会支援活動が継続されることを切に願っております。最

後になりしたが、本委員会を陰ながら支えてくれた包括脳ネットワーク事務局の皆さんに心より感謝申

し上げます。

　研究集会委員会委員長

山梨大学医学部　生化学講座第一教室　大塚稔久

　テーマ設定シンポジウムや研究会支援プログラム採択者

■中井敏晴　　国立長寿医療研究センター 
　BrainConnects 2015

■野村真　　　京都府立医科大学大学院 
　脳の構造と機能の創出原理：
　細胞間相互作用から個体間相互作用・環境ストレ
　スまで

■神谷温之　　北海道大学大学院医学研究科
　シナプス・神経ネットワークの機能ダイナミクス

■礒村宜和　　玉川大学脳科学研究所 
　玉川大学脳科学トレーニングコース 2015

■吉村由美子　自然科学研究機構生理学研究所 
　Neural Circuits, Development and Plasticity of the 
　Early Visual System

■田渕明子　　富山大学大学院医学薬学研究部 
　第 58 回日本神経化学会大会 
　APSN/JSN joint symposium

■船橋新太郎　京都大学こころの未来研究センター 
　Japan-China Joint Symposium for Understanding 
　Cortical Cognitive Functions

■山中章弘　　名古屋大学環境医学研究所 
　第 7 回光操作研究会　国際シンポジウム 
　Neural Circuits and Neuromodulations

■鮫島和行　　玉川大学脳科学研究所 
　計算神経科学オータムスクール ASCONE2015

■井樋慶一　　東北大学大学院情報科学研究科 
　Parvo- and Magnocellular Symposium in Sendai
　－ Creating a new stream of neuroendocrinology

■橋本亮太　　大阪大学大学院連合小児発達学研究
　　　　　　　 科子どものこころの分子統御機構研
　　　　　　　 究センター 
　第六回脳表現型の分子メカニズム研究会

■大隅典子　　東北大学 
　東北大学知のフォーラム・脳科学最前線 2015

■宇賀貴紀　　順天堂大学 
　第 15 回生理学若手サマースクール「神経内分泌」

■加藤 明　　　東海大学 
　日本神経回路学会時限研究会
　「眼球運動を制御する小脳中枢機構の理解への
　データ駆動型アプローチ」
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　2015 年 7 月から約 1 ヶ月の間、国内研究室相互

の訪問研究プログラムにより、生理学研究所の高雄

啓三特任准教授（現富山大学教授）のもとでマウス

の行動テストバッテリー解析を行う際の交通費、及

び宿泊費の支援をして頂きました。

　私達は現在、Derlin-1 と呼ばれる小胞体からの不

良タンパク質分解に関与することで小胞体ストレス

応答に重要な働きを示す小胞体膜タンパク質に着目

して研究を行っています。Derlin-1 は筋萎縮性側索

硬化症（ALS）で観察される変異型 SOD１と特異的

に結合することで、小胞体ストレスを惹起し神経細

胞死を引き起こすことが明らかになっています。私

達は、この Derlin-1 の中枢神経における役割を調べ

るため、中枢神経特異的に Derlin-1 を欠損させたマ

ウス（Derlin-1 cKO マウス）を作製しました。この

マウスは野生型のマウスと比較して体のサイズが小

さいことや雌が育児放棄を行うことなどが明らかに

なっていましたが、それ以上のことはまだわかって

いませんでした。今回、このマウスがどのような表

現型を示すのかを網羅的に調べることでその生理的

な役割、及び小胞体品質管理機構の破綻と行動異常

との関連、さらには ALS の病態分子メカニズムの一

端を明らかにしたいと考え、国内研究室相互の訪問

研究プログラムに応募させて頂き、生理学研究所で

解析を行うための支援をして頂きました。

　生理研では、毎日マウスとの格闘の日々でした。

行動実験などほとんど行ったことのない私でしたの

で、最初のころは何度もマウスに噛まれるなど四苦

八苦する毎日でした。しかしながら、技術職員の

方々が丁寧に実験方法やコツを教えてくださった

ことや、私がマウスに（マウスが私に）慣れてきた

こともあり、途中からはスムーズに実験を行うこと

が出来ました。面白いもので、毎日 50 匹近くのマ

ウスを解析していましたが、実験の終盤ではそれぞ

れのマウスの細かい特徴を覚えてしまい、耳につけ

たマークを見なくてもどのマウスかある程度わかっ

てしまうほどでした（マウスごとに顔つきが微妙に

違うことに初めて気づきました…）。嬉しいことに

Derlin-1 cKO マウスでは非常に多くの表現型が観察

されたため、毎日次の実験結果が出るのが楽しみで

した。また、実験後には高雄先生とのディスカッショ

ンにより多くのことを直接教えて頂き、本プログラ

ムの素晴らしさを改めて実感させて頂きました。加

えて、今回のようにいつもとは異なる環境で実験に

集中して取り組ませて頂けることは非常によい経験

となると感じました。多くの方とお話したりディス

カッションしたりしたことで、今までになかった実

験に対する姿勢や考え方が身についたと確信してい

ます。今後は今回の行動テストバッテリー解析で得

られた結果を元に、さまざまな行動や精神疾患に対

して小胞体ストレス応答が果たす役割およびその詳

細なメカニズムの解明を行っていきたいと考えてい

ます。

　最後に本実験を行うに当たって、手厚い支援をし

て頂いた包括脳の支援プログラムに関わる方々、本

実験を受け入れてくださった高雄啓三教授、及び実

験方法の指導や日々の生活のサポートをして下さっ

た生理学研究所行動様式解析センターの皆様にこの

場を借りて深く御礼申し上げます。

「国内研究室相互の訪問研究プログラム」の助成を受けて
九州大学大学院医学研究院 / 宮崎大学医学部

村尾直哉
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